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は じ め に 

 

 

 東京大学医学系研究科・医学部年報１２０巻（東京医学２００９年版）をお

届けします。 

 この年報は医学系研究科・医学部及び医学教育国際協力センター、東京医学

会の１年間の活動報告で、研究、教育、診療、及び各種事業が記載されていま

す。これは私たちの実績の報告であり、また、自己評価、外部評価の資料とし

て、毎年 CD-Rom による頒布及びウエブで公表しています。 

 

 東大医学部は創立以来、１５０年の歴史を持ち、常に医学研究、教育と診療

で我が国を牽引してきましたし、いくつかの分野では世界をリードする成果を

あげています。１０００名を越える大学院生を持つ大きな研究科ですし、また、

１５０名もの外国人研究者、学生を擁する国際教育研究拠点の一つでもありま

す。 

 

 今後も高い教育、研究と高度な医療を実現する中で、明日の医学、医療を切

り開く人材の要請に力を尽くしたいと思います。 

 

 

平成２２年３月 

東京大学大学院医学系研究科長、医学部長 清 水 孝 雄 
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沿     革 

 

安政５年 (1858) ５月 江戸市中の蘭医82名の醵金により神田御玉ヶ池に種痘所が設立された。 

   11 月 種痘所は、神田相生町からの出火により類焼したが、伊東玄朴の家など

で業務を継続した。 

安政６年 (1859) ９月 種痘所を下谷和泉通りに新築し移転した。 

万延元年 (1860)  10 月 幕府直轄の種痘所となった。 

文久元年 (1861)  10 月 種痘所を西洋医学所と改称し、教育・解剖・種痘に分かれ西洋医学を講

習する所となった。 

文久３年 (1863) ２月 西洋医学所は、医学所と改称された． 

明治元年 (1868) ７月 医学所は、横浜にあった軍事病院を下谷藤堂邸に移し、医学所を含めて，

大病院と称することになった。 

明治２年 (1869) ２月 大病院は、医学校兼病院と改称された。 

   12 月 医学校兼病院は、大学東校と改称された。 

明治４年 (1871) ７月 文部省が設置され、大学東校は、東校と改称された。 

明治５年 (1872) ８月 学制が布かれ、東校は、第一大学区医学校と改称された。 

明治７年 (1874) ５月 第一大学区医学校は、東京医学校と改称された。 

明治９年 (1876)  11 月 東京医学校は、本郷に移転した。 

明治 10 年 (1877) ４月 東京医学校は、東京開成学校と合併し東京大学となり、東京医学校は、

東京大学医学部となった。 

明治 19 年 (1886) ３月 東京大学が帝国大学となり東京大学医学部は、帝国大学医科大学となっ

た。また、大学院が設置された。 

明治 30 年 (1897) ６月 帝国大学は、東京帝国大学となった。 

大正６年 (1917) ８月 文部省医師開業試験附属永楽病院が、本学に移管され東京帝国大学医科

大学附属小石川分院となった。 

大正８年 (1919) ４月 学部制が敷かれ、医科大学は医学部となった。 

昭和６年 (1931) ２月 医学部１号館が竣工した。 

昭和 11 年 (1936) １月 医学部脳研究室が、堀越久三郎氏の寄付により発足した。 

   11 月 医学部２号館(本館)が竣工した． 

昭和 22 年 (1947)   10 月 東京帝国大学は、東京大学となった． 

昭和 25 年 (1950) ４月 看護養成施設が、医学部附属看護学校と改称設置された． 

昭和 28 年 (1953) ４月 衛生看護学科が、設置された。 

  ７月 東京大学に新制の大学院が設置され、生物系研究科医学専門課程博士課

程が設けられた。 

   医学部脳研究室が、医学部附属脳研究施設として制度化された。 

昭和 31 年 (1956) ４月 医学部附属助産婦学校が、設置された。 
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昭和 33 年 (1958) ４月 医学部薬学科が、薬学部として独立の学部となった。 

  ５月 東京大学医学部創立百年記念式典が挙行された。 

昭和 36 年 (1961) ３月 医学部総合中央館(医学図書館)が、東京大学医学部創立百年記念事業の

一つとして竣工した。 

  ４月 医学部附属医用電子研究施設が、設置された。 

昭和 40 年 (1965) ４月 医学部附属音声・言語医学研究施設が、設置された。 

   衛生看護学科を改組し，保健学科が設置された。 

   東京大学大学院が改組され、生物系研究科医学専門課程は医学系研究科

となった。 

   医学系研究科に保健学専門課程が、設置された。 

昭和 41 年 (1966) ９月 医学部３号館が竣工した。 

昭和 46 年 (1971) ４月 医学部附属動物実験施設が、設置された。 

昭和 48 年 (1973) ３月 医学部動物実験棟が竣工した。 

昭和 58 年 (1983) １月 医学部３号館別棟が竣工した。 

昭和 60 年 (1985) ９月 医学部国際交流室が、設置された。 

平成４年 (1992) ４月 保健学科が、健康科学・看護学科となった。 

   医学系研究科に国際保健学専攻が設置された。 

  ７月 医学部放射線研究施設が設置された。 

平成７年 (1995) ４月 大学院講座制への移行に伴い、第三基礎医学、社会医学、第三臨床医学、

第四臨床医学の４専攻を廃止し、病因・病理学、社会医学、生殖・発達・

加齢医学、外科学の４専攻に改組された。 

平成８年 (1996) ４月 大学院講座制への移行に伴い、第一臨床医学、保健学、国際保健学の３専攻

を廃止し、内科学，健康科学・看護学、国際保健学の３専攻に改組された。 

平成９年 (1997) ４月 大学院講座制への移行に伴い、第一基礎医学、第二基礎医学、第二臨床

医学の３専攻を廃止し、分子細胞生物学、機能生物学、生体物理医学、

脳神経医学の４専攻に改組された。 

   この改組に伴い、脳研究施設、医用電子研究施設、音声言語医学研究施

設の３施設が廃止された。 

平成 11 年 (1999) ４月 医学系研究科に医学科・歯学科・獣医学科以外の学部学科卒業者を対象

とする医科学修士課程が設置された。 

平成 12 年 (2000) ４月 東京大学医学教育国際協力研究センターが設置された(学内共同教育研

究施設)。 

平成 13 年 (2001) ４月 医学部附属病院分院が医学部附属病院に統合された。 

平成 14 年 (2002) ３月 医学部附属看護学校、医学部附属助産婦学校が閉校となった。 

平成 15 年 (2003) ４月 疾患生命工学センター設立。 

平成 16 年 (2004) ４月 東京大学は、国立大学法人東京大学となった。 

平成 19 年 (2007) ４月 医学系研究科に公衆衛生の専門職大学院（公共健康医学専攻)が設置された。 

平成 20 年 (2008) ５月 東京大学医学部・医学部附属病院創立百五十年記念式典が挙行された。 
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組     織 

 （専攻） （講座） （分野） 
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細胞分子生理学 

神経生理学 

放射線診断学（臨床） 

放射線治療学（臨床） 

核医学（臨床） 

認知・言語行動科学 

認知・言語神経科学 

音声・言語医学 

精神医学（臨床） 

神経内科学（臨床） 

脳神経外科学（臨床）

分子予防医学 

公衆衛生学 

量子環境医学 

分子生物学 

細胞情報学 

代謝生理化学 

免疫学 

臨床免疫学（臨床） 

細胞分子薬理学 

分子神経生物学 

微生物学 

感染制御学（臨床） 

システム生理学 

生体情報学 

生体機能制御学 

人体病理学・病理診断学 

分子病理学 

外科病理学（臨床） 

法医学 

医療情報経済学（臨床） 

感染病態学講座（国立感染症研究所） 

腫瘍病理学講座（国立がんセンター） 

分子腫瘍学講座（(財)癌研究会癌研究所）

生化学・分子生物学

循環器内科学 

血管病態学 

呼吸器内科学 

消化器内科学 

腎臓内科学 

器官病態内科学

法医学・医療情報経済学

社会予防医学

臨床神経精神医学

基礎神経医学

認知・言語医学脳神経医学 

連携講座

社会医学 

生体物理医学 

免疫学

微生物学

病因・病理学 

分子細胞生物学 

機能生物学 

薬理学

細胞生物学・解剖学

生理学

病理学

放射線医学

医用生体工学
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臨床病態検査医学 

輸血医学 

老年病学 

老化制御学 

皮膚科学 

形成外科学 

口腔外科学 

整形外科学 

眼科学 

耳鼻咽喉科学 

リハビリテーション医学 

麻酔学 

救急医学 

内分泌病態学 

代謝・栄養病態学 

血液・腫瘍病態学 

アレルギー・リウマチ学 

生体防御感染症学 

ストレス防御・心身医学 

小児科学 

発達発育学 

小児外科学 

小児腫瘍学 

生殖内分泌学 

生殖腫瘍学 

周産期医学 

分子細胞生殖医学 

呼吸器外科学 

心臓外科学 

消化管外科学 

肝胆膵外科学 

泌尿器外科学 

人工臓器・移植外科学 

腫瘍外科学 

血管外科学 

代謝栄養・内分泌外科学 

感覚・運動機能医学

内科学 

臓器病態外科学

生体管理医学

健康科学

健康社会学 

精神保健学 

疫学・予防保健学 

健康学習・教育学 

健康増進科学 

生物統計学 

医療倫理学 

看護体系・機能学 

看護管理学 

家族看護学 

地域看護学 

行政看護学 

臨床看護学

予防看護学

成人看護学 

緩和ケア看護学 

母性看護学・助産学 

精神看護学 

老年看護学 

創傷看護学 

大学院医学系 
研究科 

生殖・発達・ 

加齢医学 

病態診断医学 

産婦人科学

小児医学

生体防御腫瘍内科学

加齢医学

外科学 

健康科学・看護学 
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薬剤疫学 

漢方生体防御機能学（ツムラ） 

血管再生医療（第一三共） 

骨・軟骨再生医療 

軟骨・骨再生医療（富士ソフト） 

メタボローム 

腎臓再生医療 

臨床分子疫学（田辺三菱製薬） 

免疫細胞治療学（メディネット） 

腎疾患総合医療センター 

統合的分子代謝疾患科学 

加圧トレーニング･虚血循環生理学 

先端臨床医学開発 

健康医科学創造 

関節疾患総合研究 

医療経営政策学 

コンピュータ画像診断学／予防医学（ハイメディック・ＧＥ横河メディカルシステム） 

医療環境管理学 

臨床運動器医学 

医療安全管理学（東京海上日動） 

分子循環代謝病学（第一三共株式会社） 

医療品質評価学 

抗加齢医学 

 

 

 

国際社会医学

国際生物医科学

国際保健学 

国際保健政策学 

国際地域保健学 

人類遺伝学 

発達医科学 

人類生態学 

生物医化学 

生物統計学 

社会予防疫学 

臨床疫学・経済学 

医療コミュニケーション学(臨床) 

精神保健学 

健康教育・社会学 

老年社会科学 

健康増進科学 

医療倫理学 

健康医療政策学 

医療情報システム学（臨床） 

臨床情報工学 

法医学・医事法学 

公共健康医学 行動社会医学

分子病態医科学部門 

構造生理学部門 

再生医療工学部門 

臨床医工学部門 

健康環境医工学部門 

動物資源学部門 

放射線分子医学部門 

附属疾患生命工学 
センター 

動物資源研究領域 

放射線研究領域 

医工情報研究領域 

 研究基盤部門

国際交流室 

医学図書館 

ＭＤ研究者育成プログラム室 

研究科内施設 

疫学保健学

医療科学

寄付講座 
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統合画像情報学（富士フィルム） 

ニュートリプロテオミクス 

臨床疫学研究システム学 

臨床試験データ管理学 

薬理動態学 

ユビキタス予防医学 

関節機能再建学 

分子血管病態学 

アドバンストスキンケア（ミスパリ） 

重症心不全治療開発 

分子エネルギー代謝学 

分子脳病態科学 

慢性腎臓病（ＣＫＤ）学 

分子構造・動態学（日本電子・ツァイス） 

分子血管内分泌学 

ゲノム医学 

分子精神医学 

 

 

 

庶務係 

人事係 

研究協力係 

教務係 

大学院係 

司計係 

用度係 

経理係 

施設係 

図書受入係 

図書整理係 

情報サービス係 

健康空間情報学社会連携講座 

附属疾患生命工学センター 事務室 

（学科目） 

 

細胞生物学・解剖学 

生化学・分子生物学 

生理学 

薬理学 

病理学 

微生物学 

免疫学 

放射線医学 

医用生体工学 

基礎神経医学 

認知・言語医学 

臨床神経精神医学 

社会予防医学 

医学原論・倫理学 

法医学・医療情報経済学 

器官病態内科学 

生体防御腫瘍内科学 

病態診断医学 

産婦人科学 

小児医学 

加齢医学 

臓器病態外科学 

感覚・運動機能医学 

生体管理医学 

（学科） 
 
医学科 

事務組織 

医学部 

医学系研究科・ 

医学部 

事務部
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老年看護学 

家族看護学 

地域看護学 

基礎看護学 

成人保健・看護学 

精神衛生・看護学 

保健社会学 

保健管理学 

疫学・生物統計学 

人類生態学 

保健栄養学 

母子保健学 

母性看護学・助産学 

健康科学・看護学科 

一般外科 

胃・食道外科 

大腸・肛門外科 

肝・胆・膵外科 

血管外科 

乳腺・内分泌外科 

人工臓器・移植外科 

心臓外科 

呼吸器外科 

脳神経外科 

麻酔科・痛みセンター 

泌尿器科・男性科 

女性外科 

外科診療部門

内科診療部門

医学部
附属病院 

皮膚科・皮膚光線レーザー科 

眼科・視覚矯正科 

整形外科・脊椎外科 

耳鼻咽喉科・聴覚音声外科 

リハビリテーション科 

形成外科・美容外科 

顎口腔外科・歯科矯正歯科 

総合内科 

循環器内科 

呼吸器内科 

消化器内科 

腎臓・内分泌内科 

糖尿病・代謝内科 

血液・腫瘍内科 

アレルギー・リウマチ内科 

感染症内科 

神経内科 

老年病科 

心療内科 

診療部門
・診療科

小児科 

小児外科 

女性診療科・産科 

感覚・運動機能科
診療部門 

小児・周産・女性科
診療部門 

精神神経科 

放射線科 

精神神経科診療部門

放射線科診療部門
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材料管理部 

集中治療部 

病理部 

角膜移植部 

無菌治療部 

光学医療診療部 

血液浄化療法部 

地域医療連携部 

臨床試験部 

感染制御部 

企画情報運営部 

大学病院医療情報ネットワーク研究センター 

臓器移植医療部 

栄養管理室 

労働安全衛生管理室 

こころの発達診療部 

組織バンク 

検診部 

がん相談支援センター 

パブリック・リレーションセンター 

国立大学病院データベースセンター 

外来化学療法部 

新生児・小児集中治療部 

病歴管理部  

トランスレーショナルリサーチセンター

２２世紀医療センター

ティッシュ・エンジニアリング部 

臨床ゲノム情報部 

緩和ケア診療部 

臨床ゲノム診療部 

医工連携部 

運営支援組織 医療評価・安全
・研修部 

医療評価室 

医療安全対策センター 

総合研修センター 

感染対策センター 

患者相談・臨床倫理センター 

企画経営部

教育研究支援部

診療運営組織

キャンサーボード 

小児医療センター 

バスキュラーボード

入院診療運営部

外来診療運営部

接遇向上センター 

地域連携型高度医療
人養成推進センター

人事部

中央診療運営部

薬剤部 

看護部 

事務部 

検査部 

手術部 

放射線部 

救急部 

輸血部 

周産母子診療部 

リハビリテーション部 

医療機器管理部  

中央施設部門

総務課 

管理課 

経営戦略課 

医事課 

内規で定める部
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職 員 名 簿 

平成２２年３月１６日現在 

大学院医学系研究科 

専攻・講座・分野 教   授 准 教 授 講   師

分子細胞生物学専攻 

細胞生物学・解剖学講座 

細胞生物学 武 井 陽 介

生体構造学 吉 川 雅 英 八 木 俊 樹

細胞構築学 金 井 克 光

神経細胞生物学 岡 部 繁 男 根 東  覚

生化学・分子生物学講座 

分子生物学 岡 山 博 人 神 野 茂 樹

細胞情報学 清 水 孝 雄 中 村 元 直

代謝生理化学 栗 原 裕 基 栗 原 由紀子

機能生物学専攻 

生理学講座 

統合生理学 宮 下 保 司 小 西 清 貴

細胞分子生理学 森  憲 作 山 口 正 洋

神経生理学 狩 野 方 伸 橋 本 浩 一

薬理学講座 

細胞分子薬理学 飯 野 正 光

分子神経生物学 三 品 昌 美 吉 田 知 之

病因・病理学専攻 

病理学講座 

人体病理学・病理診断学 深 山 正 久 宇於崎  宏 太 田  聡

石 川 俊 平

分子病理学 宮 園 浩 平 渡 部 徹 郎 鯉 沼 代 造

外科病理学（臨床） 

微生物学講座 

微生物学 畠 山 昌 則

感染制御学（臨床） 森 屋 恭 爾

免疫学講座 

免疫学 谷 口 維 紹 本 田 賢 也

臨床免疫学（臨床） 

連携講座 

感染病態学講座 (委嘱 )渡邉治雄

（国立感染症研究所） 

腫瘍病理学講座 (委嘱 )中釜 斉

（国立がんセンター） 
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専攻・講座・分野 教   授 准 教 授 講   師

分子腫瘍学講座 (客員 )中村卓郎

（(財)癌研究会癌研究所） 

生体物理医学専攻 

放射線医学講座 

放射線診断学（臨床） 大 友  邦 阿 部  修 國 松  聡

放射線治療学（臨床） 中 川 恵 一

核医学（臨床） 百 瀬 敏 光

医用生体工学講座 

システム生理学 山 本 希美子

生体情報学 浦 野 泰 照

生体機能制御学 阿 部 裕 輔 磯 山  隆

脳神経医学専攻 

基礎神経医学講座 

神経病理学 岩 坪 威

神経生化学 尾 藤 晴 彦

神経生物学 廣 瀬 謙 造

認知・言語医学講座

認知・言語行動科学 

認知・言語神経科学 坂 井 克 之

音声・言語医学 

臨床神経精神医学講座 

精神医学（臨床） 笠 井 清 登 中 安 信 夫

山 末 英 典

神経内科学（臨床） 辻  省 次 郭 伸

脳神経外科学（臨床） 齊 藤 延 人 川 合 謙 介

社会医学専攻 

社会予防医学講座 

分子予防医学 松 島 綱 治 石川(山脇) 昌

公衆衛生学 （ 小 林 廉 毅） （ 東  尚 弘） 佐 藤 元

量子環境医学 

法医学・医療情報経済学講座 

法医学 （ 吉 田 謙 一 ） （新  谷   香）

医療情報経済学（臨床） （ 大 江 和 彦 ）

内科学専攻 

器官病態内科学講座

循環器内科学 永 井 良 三

血管病態学 

呼吸器内科学 長 瀬 隆 英 大 石 展 也



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.120, Oct. 2010 11 

 

 

専攻・講座・分野 教   授 准 教 授 講   師

幸 山  正

消化器内科学 小 池 和 彦

腎臓内科学 藤 乘 嗣 泰

生体防御腫瘍内科学講座 

内分泌病態学 藤 田 敏 郎

代謝・栄養病態学 門 脇  孝 植 木 浩二郎 塚 本 和 久

血液・腫瘍病態学 黒 川 峰 夫 今 井 陽 一

アレルギー・リウマチ学 山 本 一 彦 竹 内 二士夫

生体防御感染症学 四 柳  宏

ストレス防御・心身医学 (兼)赤林  朗 吉 内 一 浩

病態診断医学講座 

臨床病態検査医学 矢 冨  裕 池 田  均

輸血医学 高 橋 孝 喜

生殖・発達・加齢医学専攻 

産婦人科学講座 

生殖内分泌学 武 谷 雄 二 藤 井 知 行

生殖腫瘍学 矢 野  哲

周産期医学 

分子細胞生殖医学 上 妻 志 郎

小児医学講座 

小児科学 五 十 嵐 隆 菊 地  陽

発達発育学 (兼)五十嵐 隆 北 中 幸 子 渡 辺  博

小児外科学 岩 中  督 金 森  豊

小児腫瘍学 (兼)岩中 督

加齢医学講座 

老年病学 大 内 尉 義 秋 下 雅 弘

老化制御学 (兼)大内 尉義 飯 島 勝 矢

外科学専攻 

臓器病態外科学講座

呼吸器外科学 中 島  淳

心臓外科学 小 野  稔 村 上  新

消化管外科学 瀬 戸 泰 之 野 村 幸 世

肝胆膵外科学 國 土 典 宏 長谷川  潔

泌尿器外科学 本 間 之 夫 久 米 春 喜 鈴 木 基 文

人工臓器・移植外科学 菅 原 寧 彦

腫瘍外科学 名 川 弘 一 北 山 丈 二

血管外科学 (兼)名川 弘一 宮 田 哲 郎

代謝栄養・内分泌外科学 小 川 利 久
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専攻・講座・分野 教   授 准 教 授 講   師

感覚・運動機能医学講座 

皮膚科学 佐 藤 伸 一 菊 池 かな子

形成外科学 光 嶋  勲

口腔外科学 高 戸  毅 須佐美 隆 史

森  良 之

整形外科学 中 村 耕 三 川 口  浩 大 西 五三男

田 中  栄

眼科学 新 家  眞 玉 置 泰 裕

加 藤  聡

耳鼻咽喉科学 山 岨 達 也 朝 蔭 孝 宏

岩 崎 真 一

リハビリテーション医学 芳 賀 信 彦

生体管理医学講座 

麻酔学 山 田 芳 嗣 張  京 浩

伊 藤 伸 子

救急医学 矢 作 直 樹 田 中 行 夫

健康科学・看護学専攻 

健康科学講座 

健康社会学 （山 崎 喜比古） 

精神保健学 （ 川 上 憲 人 ） （島 津 明 人 ） 

疫学・予防保健学 （ 大 橋 靖 雄 ）

健康学習・教育学 （甲 斐 一 郎 ） （ 岩  佐   一 ）

健康増進科学 （李  廷 秀） 

生物統計学 （ 松 山  裕 ） 

医療倫理学 （赤 林  朗） （児  玉   聡 ）

予防看護学講座 

看護体系・機能学 (兼)菅田 勝也

看護管理学 菅 田 勝 也

家族看護学 上別府 圭 子 山 崎 あけみ

地域看護学 村 嶋 幸 代 永 田 智 子

行政看護学 

臨床看護学講座 

成人看護学 數 間 惠 子

緩和ケア看護学 (兼)數間 惠子

母性看護学・助産学 春 名 めぐみ

村 山 陵 子

精神看護学 (兼)川上 憲人 宮 本 有 紀

老年看護学 真 田 弘 美
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専攻・講座・分野 教   授 准 教 授 講   師

創傷看護学 

国際保健学専攻 

国際社会医学講座 

国際保健政策学 渋 谷 健 司 森  臨太郎

国際地域保健学 神 馬 征 峰 POUDEL KRISHNA CHANDRA

国際生物医科学講座

人類遺伝学 徳 永 勝 士 馬 淵 昭 彦

発達医科学 水 口 雅 田 中 輝 幸

人類生態学 渡 邉 知 保 梅 﨑 昌 裕

生物医化学 北 潔 渡 邊 洋 一

公共健康医学専攻 

疫学保健学講座 

生物統計学 大 橋 靖 雄 松 山  裕

社会予防疫学 佐々木  敏

臨床疫学・経済学 橋 本 英 樹 福 田  敬

医療コミュニケーション学（臨床） 木 内 貴 弘

行動社会医学講座 

精神保健学 川 上 憲 人 島 津 明 人

健康教育・社会学 山 崎 喜比古

老年社会科学 甲 斐 一 郎 岩 佐  一

新 谷  香

健康増進科学 李  廷 秀

医療倫理学 赤 林  朗 児 玉  聡

医療科学講座 

健康医療政策学 小 林 廉 毅 東  尚 弘

医療情報システム学（臨床） 大 江 和 彦

臨床情報工学 小 山 博 史

法医学・医事法学 吉 田 謙 一 原 田 一 樹

附属疾患生命工学センター 

分子病態医科学部門 宮 崎  徹 新 井 郷 子

構造生理学部門 河 西 春 郎 松 崎 政 紀

再生医療工学部門 牛 田 多加志 伊 藤 大 知 秋 本 崇 之

臨床医工学部門 (兼)片岡 一則 西 山 伸 宏

健康環境医工学部門 遠 山 千 春 大 迫 誠一郎

動物資源学部門 饗 場  篤

(客員)小倉淳郎

放射線分子医療部門 宮 川  清 鈴 木 崇 彦

研究基盤部門 
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専攻・講座・分野 教   授 准 教 授 講   師

動物資源研究領域

放射線研究領域 

医工情報研究領域

研究科内施設 

国際交流室 (室長)山岨達也 GREEN JOSEPH

丸 山 稔 之

HOLMES CHRISTOPHER

医学図書館 (館長)大江和彦

MD 研究者育成プログラム室 (室長)岡部繁男 狩 野 光 伸

 

医学部附属病院 

診療科・診療部等 教   授 准 教 授 講   師

内科診療部門 

総合内科 (兼)辻 省次

循環器内科 (兼)永井 良三 山 下 尋 史

石 坂 信 和

呼吸器内科 (兼)長瀬 隆英 (兼)大石  展也

(兼)幸山   正

消化器内科 (兼)小池 和彦 吉 田 晴 彦

椎 名 秀一朗

多 田  稔

腎臓・内分泌内科 (兼 ) 藤 田 敏 郎 (兼)藤乘  嗣泰

福 本 誠 二

関  常 司

糖尿病・代謝内科 (兼)門脇  孝 (兼)植木浩二郎 (兼)塚本  和久

血液・腫瘍内科 (兼)黒川 峰夫 (兼)今井  陽一

高 橋 強 志

アレルギー・リウマチ内科 (兼)山本 一彦 (兼)竹内二士夫

本 田 善一郎

土 肥  眞

感染症内科 (兼)四柳  宏

神経内科 (兼)辻 省次 (兼)郭  伸 後 藤  順

清 水  潤

老年病科 (兼)大内 尉義 (兼)秋下 雅弘 (兼)飯島  勝矢

小 川 純 人

江 頭 正 人

心療内科 (兼)赤林  朗 (兼)吉内 一浩
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診療科・診療部等 教   授 准 教 授 講   師

外科診療部門 

一般外科 (兼)名川 弘一

胃・食道外科 (兼)瀬戸 泰之 (兼)野村 幸世 和 田 郁 雄

大腸・肛門外科 (兼)名川 弘一 (兼)北山 丈二

肝・胆・膵外科 (兼)國土 典宏 (兼)長谷川 潔 青 木  琢

血管外科 (兼)名川 弘一 (兼)宮田 哲郎

乳腺・内分泌外科 (兼)小川 利久 多 田 敬一郎

人工臓器・移植外科 (兼)國土 典宏 (兼)菅原 寧彦 別 宮 好 文

心臓外科 (兼)小野  稔 (兼)村上  新 師 田 哲 郎

本 村  昇

呼吸器外科 (兼)中島  淳 村 川 知 弘

脳神経外科 (兼)齊藤 延人 (兼)川合 謙介 辛  正 廣

中 冨 浩 文

麻酔科・痛みセンター (兼)山田 芳嗣 (兼)張  京浩

(兼)伊藤  伸子

折 井  亮

泌尿器科・男性科 (兼)本間 之夫 (兼)久米 春喜 (兼)鈴木  基文

藤 村 哲 也

西 松 寛 明

福 原  浩

榎 本  裕

女性外科 (兼)上妻 志郎 (兼)矢野  哲 百 枝 幹 雄

感覚・運動機能科診療部門 

皮膚科･皮膚光線レーザー科 (兼)佐藤 伸一 (兼)菊池かな子 佐 伯 秀 久

門 野 岳 史

菅 谷  誠

多 田 弥 生

眼科・視覚矯正科 (兼)新家  眞 (兼)玉置 泰裕 永 原  幸

(兼)加藤  聡 富 所 敦 男

相 原  一

蕪 城 俊 克

整形外科・脊椎外科 (兼)中村 耕三 (兼)川口  浩 (兼)大西五三男

(兼)田中  栄 河 野 博 隆

竹 下 克 志

苅 田 達 郎

耳鼻咽喉科・聴覚音声外科 (兼)山岨 達也 (兼)朝蔭 孝宏 近 藤 健 二

(兼)岩崎 真一 柿 木 章 伸

二 藤 隆 春
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診療科・診療部等 教   授 准 教 授 講   師

リハビリテーション科 (兼)芳賀 信彦

形成外科・美容外科 (兼)光嶋  勲 吉 村 浩太郎

顎口腔外科・歯科矯正歯科 (兼)高戸  毅 (兼)須佐美隆史 小笠原  徹

(兼)森 良之 近 津 大 地

西 條 英 人

小児・周産・女性科診療部門 

小児科 (兼)五十嵐 隆 (兼)菊地  陽 ( 兼 ) 渡 辺 博

(兼)北中 幸子 井 田 孔 明

小児外科 (兼)岩中  督 (兼)金森  豊

女性診療科・産科 (兼)武谷 雄二 (兼)藤井 知行 久 具 宏 司

(兼)上妻 志郎 大須賀   穣

亀 井 良 政

精神神経科診療部門 

精神神経科 (兼)笠井 清登 (兼)中安 信夫 垣 内 千 尋

(兼)山末 英典 荒 木 剛

放射線科診療部門 

放射線科 (兼)大友  邦 (兼)百瀬 敏光 (兼)國松   聡

(兼)阿部  修 森 墾

(兼)中川 恵一 増 谷 佳 孝

寺 原 敦 朗

中央診療施設等 

薬剤部 鈴 木 洋 史 伊 藤 晃 成

検査部 (兼)矢冨  裕 (兼)池田  均 竹 中  克

髙 井 大 哉

下 澤 達 雄

湯 本 真 人

手術部 安 原  洋 三 村 芳 和 小 松 孝 美

深 柄 和 彦

放射線部 (兼)大友  邦 赤 羽 正 章

救急部 (兼)矢作 直樹 (兼)田中  行夫

輸血部 (兼)高橋 孝喜

周産母子診療部 (兼)上妻 志郎 (兼)亀井  良政

リハビリテーション部 (兼)芳賀 信彦

医療機器管理部 玉 井 久 義

材料管理部 (兼)三村 芳和

(兼)深柄 和彦

集中治療部 (兼)矢作 直樹 (兼)田中  行夫

病理部 (兼)深山 正久 (兼 ) 宇 於 崎 宏 高 澤 豊
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診療科・診療部等 教   授 准 教 授 講   師

角膜移植部 天 野 史 郎

無菌治療部 (兼)黒川 峰夫 滝 田 順 子

光学医療診療部 藤 城 光 弘

血液浄化療法部 (兼)藤田 敏郎 野 入 英 世 花 房 規 男

地域医療連携部 (兼)大内 尉義 長 野 宏一朗

臨床試験部 (兼)門脇  孝 荒 川 義 弘

感染制御部 (兼)森屋 恭爾

企画情報運営部 (兼)大江 和彦 小 池 創 一 美 代 賢 吾

大学病院医療情報ネットワーク研究センター (兼)木内 貴弘

臓器移植医療部 (兼)國土 典宏 (兼)菅原 寧彦

こころの発達診療部 (兼)五十嵐 隆

組織バンク (兼)本村   昇

検診部 

がん相談支援センター 

パブリックリレーションセンター (兼)大江 和彦

外来化学療法部 (兼)國土 典宏

新生児・小児集中治療部 (兼)村上  新

病歴管理部 (兼)大内 尉義

ティッシュ・エンジニアリング部 (兼)髙戸  毅

臨床ゲノム情報部 (兼)永井 良三

(兼)門脇  孝

緩和ケア診療部 (兼)中川 恵一

臨床ゲノム診療部 (兼)辻 省次 (兼)後藤   順

医工連携部 (兼)宮田 哲郎

トランスレーショナルリサーチセンター (兼)永井 良三

２２世紀医療センター (兼)中村 耕三

医療評価・安全・研修部 (兼)名川 弘一

 医療評価室 大 西  真

医療安全対策センター 中 島   勧

総合研修センター (兼)北村  聖 原   一 雄

 

全学センター 

 

医学教育国際協力研究センター 

部  門  名 教   授 准 教 授 講   師

医学教育国際協力研究部門 北 村  聖 錦 織  宏

医学教育国際協力事業企画調整・情報部門 大 西 弘 高
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寄付講座 

所      属 特 任 教 授 特任准教授 特 任 講 師 

薬剤疫学講座 久保田   潔 

漢方生体防御機能学(ツムラ)講座 岡 部 哲 郎 

血管再生医療(第一三共)講座 小 山 博 之 

骨・軟骨再生医療講座 緒 方 直 史 

軟骨・骨再生医療(富士ソフト)講座 星  和 人 

メタボローム講座 田 口  良 小 田 吉 哉 

腎臓再生医療講座 菱 川 慶 一 

臨床分子疫学(田辺三菱製薬)講座 後藤田 貴 也 

免疫細胞治療学(メディネット)講座 垣 見 和 宏 

腎疾患総合医療センター講座 石 川  晃 

統合的分子代謝疾患科学講座 山 内 敏 正 

加圧トレーニング・虚血循環生理学講座 中 島 敏 明 

先端臨床医学開発講座 
 

鈴 木 淳 一

平 田 恭 信  

健康医科学創造講座 森 田 啓 行 

関節疾患総合研究講座 吉 村 典 子 

医療経営政策学講座 康 永 秀 生 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ画像診断学/予防医学(ﾊｲﾒﾃﾞｨｯ

ｸ･GE横河ﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑ)講座  

林  直 人 

宇 野 漢 成  

医療環境管理学講座 上 寺 祐 之 

臨床運動器医学講座 阿久根   徹 

医療安全管理学(東京海上日動)講座 児 玉 安 司 

分子循環代謝病学(第一三共株式会社)講座 安 東 克 之 

医療品質評価学講座 宮 田 裕 章 

抗加齢医学講座 井 上  聡 

統合画像情報学(富士フィルム)講座 吉 岡 直 紀 

ニュートリプロテオミクス講座 矢ケ崎 一 三 

臨床疫学研究システム学講座 山 崎  力 小 出 大 介 

臨床試験データ管理学講座 山 口 拓 洋 

薬理動態学講座 樋 坂 章 博 

ユビキタス予防医学講座 鈴 木  亨 
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所      属 特 任 教 授 特任准教授 特 任 講 師 

関節機能再建学講座 高 取 吉 雄 茂 呂  徹 

分子血管病態学講座 長 田 太 助 

アドバンストスキンケア(ミスパリ)講座 須 釜 淳 子 

重症心不全治療開発講座 許  俊 鋭 五 條 理 志 西 村  隆 

分子エネルギー代謝学講座 矢 作 直 也 

分子脳病態科学講座 岩 田  淳 

慢性腎臓病(ＣＫＤ)学講座 長 瀬 美 樹 

分子血管内分泌学講座 一 色 政 志 

ゲノム医学講座 間 野 博 行 崔  永 林 

 

社会連携講座 

所      属 特 任 教 授 特任准教授 特 任 講 師 

健康空間情報学講座 藤 田 英 雄 

 

受託研究費（科学技術振興調整費） 

所      属 特 任 教 授 特任准教授 特 任 講 師 

先端融合領域イノベーション創出拠

点の形成システム疾患生命科学によ

る先端医療技術開発 
 

窪 田 直 人 
 

 

受託研究費（橋渡し研究支援推進プログラム） 

所      属 特 任 教 授 特任准教授 特 任 講 師 

先端医療の開発支援拠点形成と実践 藤 堂 具 紀 稲 生  靖 
小 池  恒

今 井  靖 

 

研究拠点形成費補助金 

所      属 特 任 教 授 特任准教授 特 任 講 師 

疾患のケミカルバイオロジー教育研

究拠点－メディカルサイエンスの未

来を創造する医薬融合 
 

眞 鍋 一 郎 

河 崎 洋 志  

次世代型生命・医療倫理の教育研究拠

点創成   
松 井 健 志 

学融合に基づく医療システムイノベ

ーション  
位 高 啓 史 
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運営費交付金（特別教育研究経費） 

所      属 特 任 教 授 特任准教授 特 任 講 師 

病院・こころの発達診療部 金 生 由紀子 桑 原  斉 

がんの大規模ゲノミクスによるオー

ダーメイドがん診療技術の開発  
小 川 誠 司 

 

 

運営費交付金 

所      属 特 任 教 授 特任准教授 特 任 講 師 

疾患生命工学センター 野 本 明 男 

生物医化学 茂 木 立 志 

 

平成２１年度大学改革推進等補助金（文部科学省） 

所      属 特 任 教 授 特任准教授 特 任 講 師 

横断的ながん医療の人材育成と均て

ん化推進（がんプロフェッショナル養

成プラン） 
  

甲斐崎 祥 一 

 

寄附金 

所      属 特 任 教 授 特任准教授 特 任 講 師 

疾患生命工学センター構造生理学部門 高 橋 倫 子 

創傷看護学 長 瀬  敬 

 

※平成２２年３月１６日現在、特任教授、特任准教授、特任講師のいずれかが在職する組織のみ記載した。 
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人事異動（平成 21年 4 月 1日～平成 22 年 3月 31 日） 

 

 

区 分 氏  名 日 付 新 職 名 等 旧 職 名 等 

採 用 廣 瀬 謙 造 H21.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

神経生物学教授 

名古屋大学大学院医学系研究科

教授 

採 用 菊 地  陽 H21.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

小児科学准教授 
埼玉県立小児医療センター部長

採 用 北 中 幸 子 H21.4.1 
東京大学医学部附属病院 

小児科講師 
山形大学医学部講師 

採 用 垣 内 千 尋 H21.4.1 
東京大学医学部附属病院 

精神神経科講師 

東京都保健医療公社荏原病院 

医師 

昇 任 吉 内 一 浩 H21.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

ストレス防御・心身医学准教授 

東京大学医学部附属病院 

心療内科助教 

昇 任 藤 城 光 弘 H21.4.1 
東京大学医学部附属病院 

光学医療診療部准教授 

東京大学医学部附属病院 

消化器内科助教 

昇 任 清 水 伸 幸 H21.4.1 

東京大学医学部附属病院 

地域連携型高度医療人養成推進セ

ンター准教授 

東京大学医学部附属病院 

胃・食道外科講師 

昇 任 伊 藤 伸 子 H21.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

麻酔学講師 

東京大学医学部附属病院 

麻酔科・痛みセンター助教 

委 嘱 畠 山 昌 則 H21.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

微生物学教授 

北海道大学遺伝子病制御研究所

教授 

辞 職 井 上 和 男 H21.4.30 帝京大学医学部教授 
東京大学大学院医学系研究科 

健康医療政策学准教授 

辞 職 永 田 泰 自 H21.4.30 
国際医療福祉大学山王病院 

呼吸器センター教授 

東京大学大学院医学系研究科 

呼吸器内科学講師 

昇 任 渡 部 徹 郎 H21.5.1 
東京大学大学院医学系研究科 

分子病理学准教授 

東京大学大学院医学系研究科 

分子病理学助教 

昇 任 幸 山  正 H21.5.1 
東京大学大学院医学系研究科 

呼吸器内科学講師 

東京大学医学部附属病院 

呼吸器内科助教 

後 任 中 島  勧 H21.5.1 
東京大学医学部附属病 

医療・評価・安全研修部講師 

東京大学政策ビジョン研究セン

ター准教授 

配 置 換 小 池 和 彦 H21.5.1 
東京大学大学院医学系研究科 

消化器内科学教授 

東京大学大学院医学系研究科 

感染制御学教授 

採 用 吉 川 雅 英 H21.5.16 
東京大学大学院医学系研究科 

生体構造学教授 

京都大学大学院理学研究科 

産学官連携教授 
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区 分 氏  名 日 付 新 職 名 等 旧 職 名 等 

採 用 柿 木 章 伸 H21.6.1 
東京大学医学部附属病院 

耳鼻咽喉科・聴覚音声外科講師 

高知大学教育研究部医療学系 

医学部門講師 

辞 職 関 根 孝 司 H21.6.30 東邦大学大橋病院教授 
東京大学大学院医学系研究科 

発達発育学准教授 

採 用 畠 山 昌 則 H21.7.1 
東京大学大学院医学系研究科 

微生物学教授 

北海道大学遺伝子病制御研究所

教授 

採 用 佐 藤 伸 一 H21.7.1 
東京大学大学院医学系研究科 

皮膚科学教授 

長崎大学大学院医歯薬学 

総合研究科教授 

採 用 饗 場  篤 H21.7.1 

東京大学大学院医学系研究科 

附属疾患生命工学センター 

動物資源学部門教授 

神戸大学大学院医学研究科教授

採 用 東  尚 弘 H21.7.1 
東京大学大学院医学系研究科 

健康医療政策学准教授 

国立がんセンターがん予防・検

診研究センター研究員 

採 用 多田敬一郎 H21.7.1 
東京大学医学部附属病院 

乳腺・内分泌外科講師 
癌研究会有明病院外科医員 

昇 任 二 藤 隆 春 H21.7.1 
東京大学医学部附属病院 

耳鼻咽喉科・聴覚音声外科講師 

東京大学医学部附属病院 

耳鼻咽喉科・聴覚音声外科助教

昇 任 荒 木  剛 H21.7.1 
東京大学医学部附属病院 

精神神経科講師 

東京大学医学部附属病院精神神

経科助教 

昇 任 西 山 伸 宏 H21.7.16 

東京大学大学院医学系研究科 

附属疾患生命工学センター 

臨床医工学部門准教授 

東京大学大学院医学系研究科 

附属疾患生命工学センター 

臨床医工学部門講師 

辞 職 武 内  巧 H21.7.31 関東労災病院泌尿器科部長 
東京大学大学院医学系研究科 

泌尿器外科学准教授 

辞 職 高 橋  都 H21.7.31 獨協医科大学医学部准教授 
東京大学大学院医学系研究科 

老年社会科学講師 

採 用 岩 佐  一 H21.8.1 
東京大学大学院医学系研究科 

老年社会科学講師 

東京都健康長寿センター研究所

研究員 

昇 任 鈴 木 基 文 H21.8.1 
東京大学大学院医学系研究科 

泌尿器外科学講師 

東京大学医学部附属病院 

泌尿器科・男性科助教 

昇 任 長谷川 潔 H21.8.16 
東京大学大学院医学系研究科 

肝胆膵外科学准教授 

東京大学大学院医学系研究科 

人工臓器・移植外科学講師 

辞 職 福 嶋 敬 宜 H21.8.31 
自治医科大学附属病院 

病理診断部教授 

東京大学大学院医学系研究科 

人体病理学・病理診断学准教授

辞 職 田 村 智 彦 H21.8.31 横浜市立大学医学部教授 
東京大学大学院医学系研究科 

免疫学准教授 

辞 職 鈴 木 光 也 H21.8.31 
東邦大学医療センター佐倉病院 

耳鼻咽喉科教授 

東京大学大学院医学系研究科 

耳鼻咽喉科学准教授 
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区 分 氏  名 日 付 新 職 名 等 旧 職 名 等 

採 用 鯉 沼 代 造 H21.9.1 
東京大学大学院医学系研究科 

分子病理学講師 

東京大学大学院医学系研究科 

分子病理学特任研究員 

昇 任 吉 田 知 之 H21.9.1 
東京大学大学院医学系研究科 

分子神経生物学講師 

東京大学大学院医学系研究科 

分子神経生物学助教 

辞 職 飯 野 光 喜 H21.9.30 山形大学医学部教授 
東京大学大学院医学系研究科 

口腔外科学准教授 

辞 職 宮 下 光 令 H21.9.30 東北大学大学院医学系研究科教授
東京大学大学院医学系研究科 

緩和ケア看護学講師 

採 用 森  臨太郎 H21.10.1 
東京大学大学院医学系研究科 

国際保健政策学准教授 

大阪府立母子保健総合医療セン

ター企画調査室室長 

採 用 八 木 俊 樹 H21.10.1 
東京大学大学院医学系研究科 

生体構造学講師 

京都大学大学院理学研究科 

産学官連携准教授 

昇 任 森  良 之 H21.10.1 
東京大学大学院医学系研究科 

口腔外科学准教授 

東京大学医学部附属病院 

顎口腔外科・歯科矯正歯科講師

昇 任 岩 崎 真 一 H21.10.1 
東京大学大学院医学系研究科 

耳鼻咽喉科学准教授 

東京大学医学部附属病院 

耳鼻咽喉科・聴覚音声外科講師

昇 任 新 谷  香 H21.10.1 
東京大学大学院医学系研究科 

法医学・医事法学講師 

東京大学大学院医学系研究科 

法医学助教 

昇 任 森 屋 恭 爾 H21.11.1 
東京大学大学院医学系研究科 

感染制御学教授 

東京大学医学部附属病院 

感染制御部講師 

昇 任 小 野  稔 H21.11.1 
東京大学大学院医学系研究科 

心臓外科学教授 

東京大学医学部附属病院 

心臓外科講師 

昇 任 北 中 幸 子 H21.11.1 
東京大学大学院医学系研究科 

発達発育学准教授 

東京大学医学部附属病院 

小児科講師 

昇 任 帆 足 俊 彦 H21.11.1 
東京大学大学院医学系研究科 

皮膚科学講師 

東京大学医学部附属病院 

皮膚科助教 

昇 任 和 田 郁 雄 H21.11.1 
東京大学医学部附属病院 

胃・食道外科講師 

東京大学医学部附属病院 

胃・食道外科助教 

昇 任 近 津 大 地 H21.11.1 
東京大学医学部附属病院 

顎口腔外科・歯科矯正歯科講師 

東京大学医学部附属病院 

顎口腔外科・歯科矯正歯科助教

採 用 本 田 賢 也 H21.12.1 
東京大学大学院医学系研究科 

免疫学准教授 

大阪大学大学院医学系研究科 

准教授 

昇 任 宇於崎 宏 
H21.12.1

6 

東京大学大学院医学系研究科 

人体病理学・病理診断学准教授 

東京大学医学部附属病院 

病理部講師 

配 置 換 高 澤  豊 
H21.12.1

6 

東京大学医学部附属病院 

病理部講師 

東京大学大学院医学系研究科 

人体病理学・病理診断学講師 

辞 職 引 地 尚 子 
H21.12.3

1 
九州歯科大学歯学部教授 

東京大学医学部附属病院 

顎口腔外科・歯科矯正歯科講師
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区 分 氏  名 日 付 新 職 名 等 旧 職 名 等 

昇 任 浦 野 泰 照 H22.1.1 
東京大学大学院医学系研究科 

生体情報学教授 

東京大学大学院薬学系研究科 

准教授 

昇 任 西 條 英 人 H22.1.1 
東京大学医学部附属病院 

顎口腔外科・歯科矯正歯科講師 

東京大学医学部附属病院 

顎口腔外科・歯科矯正歯科助教

辞 職 鎌 田 恭 輔 H22.1.15 旭川医科大学医学部教授 
東京大学医学部附属病院 

脳神経外科講師 

辞 職 石 井  聡 H22.2.15 秋田大学大学院医学系研究科教授
東京大学大学院医学系研究科 

細胞情報学准教授 

辞 職 帆 足 俊 彦 H22.2.15 三楽病院皮膚科診療科長 
東京大学大学院医学系研究科 

皮膚科学講師 

昇 任 村 川 知 弘 H22.2.16 
東京大学医学部附属病院 

呼吸器外科講師 

東京大学医学部附属病院 

呼吸器外科助教 

採 用 中 冨 浩 文 H22.3.1 
東京大学医学部附属病院 

脳神経外科講師 
虎の門病院脳神経外科医長 

昇 任 石 川 俊 平 H22.3.1 
東京大学大学院医学系研究科 

人体病理学・病理診断学准教授 

東京大学大学院医学系研究科 

人体病理学・病理診断学助教 

任期満了 新 家  眞 H22.3.31 関東中央病院院長 
東京大学大学院医学系研究科 

眼科学教授 

任期満了 中 安 信 夫 H22.3.31 医療法人原病院顧問 
東京大学大学院医学系研究科 

精神医学准教授 

任期満了 三 村 芳 和 H22.3.31 松本大学人間健康学部教授 
東京大学医学部附属病院 

手術部講師 

辞 職 菊 地  陽 H22.3.31 帝京大学医学部主任教授 
東京大学大学院医学系研究科 

小児科学准教授 

辞 職 渡 辺  博 H22.3.31 帝京大学医学部附属溝口病院教授
東京大学大学院医学系研究科 

発達発育学講師 

辞 職 高 橋 強 志 H22.3.31 三井記念病院血液内科診療科長 
東京大学医学部附属病院 

血液・腫瘍内科講師 

辞 職 苅 田 達 郎 H22.3.31 
多摩総合医療センター整形外科 

部長 

東京大学医学部附属病院 

整形外科・脊椎外科講師 

辞 職 近 津 大 地 H22.3.31 東京医科大学医学部主任教授 
東京大学医学部附属病院 

顎口腔外科・歯科矯正歯科講師
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平成２1 年度外国出張・海外研修 

（延べ人数） 

地   域 国     名 教   授 准 教 授 

アジア・太平洋 アラブ首長国連邦 

イスラエル国 

インド 

インドネシア共和国 

オーストラリア連邦 

カンボジア王国 

シンガポール共和国 

タイ王国 

大韓民国 

台湾 

中華人民共和国 

トルコ共和国 

ネパール共和国 

パプア・ニューギニア独立国 

バングラデシュ人民共和国 

フィリピン共和国 

ベトナム社会主義共和国 

マレーシア 

モンゴル国 

ラオス人民民主共和国 

０

１ 

３ 

６ 

３ 

３ 

５ 

１２ 

２０ 

７ 

２４ 

１ 

１ 

０ 

０ 

２ 

２ 

０ 

０ 

９ 

１

０ 

２ 

２ 

２ 

０ 

２ 

２ 

１３ 

４ 

５ 

０ 

０ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

３ 

０ 

北米・南米 アメリカ合衆国 

カナダ 

チリ共和国 

プエルトリコ 

ブラジル連邦共和国 

ペルー共和国 

メキシコ合衆国 

７２

４ 

２ 

０ 

１ 

１ 

１ 

３５

６ 

０ 

１ 

１ 

０ 

１ 

ヨーロッパ アイスランド共和国

イタリア共和国 

英国 

オーストリア共和国 

オランダ王国 

ギリシャ共和国 

スイス連邦 

スウェーデン王国 

スペイン 

チェコ共和国 

デンマーク王国 

ドイツ連邦共和国 

ハンガリー共和国 

フランス共和国 

ポーランド共和国 

ポルトガル共和国 

ロシア連邦 

０

５ 

９ 

６ 

２ 

２ 

６ 

３ 

３ 

１ 

３ 

１１ 

１ 

７ 

２ 

１ 

２ 

１

２ 

４ 

４ 

４ 

１ 

３ 

１ 

２ 

０ 

０ 

７ 

２ 

４ 

０ 

０ 

０ 

アフリカ ガーナ共和国 

ケニア共和国 

２

１ 

０

０ 
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医 学 図 書 館  

 

 

 

医学図書館は、本研究科・学部における教育・

研究のための総合施設として、1961年 11月に開

館した。2007 年度には耐震改修工事が行われ、

2008年 7月 14日にリニューアルオープンした。

これを機に内装も一新し、明るく心地よい空間を

創出すると共に、次々に新規サービスを開始し、

国内有数の医学専門図書館としてのさらなる発展

を目指して努力を続けている。 

当館は、本学関係者はもとより、部外者も簡単

な手続きで入館することができる。館内は全面開

架方式を採用しており、資料を自由に利用するこ

とができる。 

本研究科・学部の教員・大学院生および附属病

院職員に対しては、当館で所蔵していない資料に

ついて、他大学図書館等からの文献複写・図書現

物取り寄せサービスを行っている。また、Web上

で学外への文献複写・図書借用の申し込みができ

るWebリクエストサービスや、所蔵資料の文献複

写に関して申し込みから閲覧まで Web 上で行え

る e-DDS サービスも実施している。さらに他大

学図書館等からの当館所蔵資料の提供依頼に対し

ても迅速な対応に努めている。 

近年、図書館をとりまく環境は激変し、図書館

の機能が大幅に拡大している。中でも図書館情報

の電子化によるサービスの進展は著しい。 

医学図書館では、この電子化された医学情報を

医学研究・教育に迅速に資するため、医学情報支

援機能を充実させて非来館型利用サービスを全学

的に提供し、図書館に足を運ばなくても多数の情

報が研究室等の端末から入手できるようにしてい

る。 

 

現在、Web上でサービスしている主なものには、

MEDLINE、EBM Reviews、CINAHL、医中誌

Ｗeb等の二次情報、UpToDate Online、今日の診

療等の臨床医学情報ツール、Journals@Ovid Full 

Text 等の電子ジャーナルコレクションがあり、

Harrison’s Principles of Internal Medicineなど

主要医学書については電子ブックでも提供してい

る。また、和雑誌特集記事索引および 1987 年以

降に本研究科に提出された学位論文論題索引を当

館で作成、Web上から検索が可能になっている。 

図書館案内については、Webサイトを開設し、こ

こに上記で紹介した様々なサービスの入口を用意、

ポータルサイトとしての機能も果たしている。

<URLは http://www.lib.m.u-tokyo.ac.jp> 

閲覧室には無線 LAN を敷設し、持ち込み PC

によるインターネットの利用を可能としており、

マルチメディア・コーナーには、情報検索用端末、

情報検索・ドキュメント作成用端末、プレゼンテ

ーション資料作成用端末等約 30 台を備えている。

また、文献複写用のコピー機はかなりの需要があ

るので、閲覧室に３台、書庫に１台用意している。 

 

現在の医学図書館における資料数、利用実績を

別表に示す。 

 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.120 Oct. 2010 27 

 

 

蔵書数 （平成 22年 4月 1日） 

 和  文 欧  文 計（冊） 備  考 

単行本 

雑誌（製本） 

47,416 

64,570 

62,636 

105,956 

110,052 

170,526 

教室所蔵分も含む 

同  上 

合計 111,986 168,592 280,578 同  上 

 

受入冊数 （平成 21年度） 

 和  文 欧  文 計（冊） 備  考 

単行本 

雑誌（製本） 

854 

1,101 

421 

2,058 

1,275 

3,159 

教室所蔵分も含む 

同  上 

合計 1,955 2,479 4,434 同  上 

 

 

受入雑誌種類数 （平成 2２年 4月 1日現在） 

 和  文 欧  文 計（種類数） 備  考 

購入 

寄贈・交換 

253 

536 

525 

97 

778 

633 

教室所蔵分も含む 

同  上 

合計 789 622 1,411 同  上 

 

 

利用状況 （平成 21年度） 

１． 開館日数 

２． 利用者総数 

３． 一日平均利用者数 

４． 貸出総冊数 

５． 一日平均貸出冊数 

273日 

83,870 人 

304 人／日 

14,309 冊 

52 冊／日 
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医学系研究科・医学部 国際交流室 
 

教授 

山岨達也 

講師 

Joseph Green、丸山稔之、Christopher Holmes 

 

ホームページ http://koryu.m.u-tokyo.ac.jp/homepage00.html 

 

 

医学部国際交流室は医学部長の直轄組織とし

て、国際交流委員会の決定事項に従って、1）国

際教育交流、2）国際学術・研究交流、3）国際

保健医療協力の大きな三本の機能・活動を果たし

てきた。以下例年通り、各項目にそって平成 21

年度の活動状況を報告する。 

 

1．国際教育交流 

(1) 留学生の教育・研究上の相談 

医学系研究科に在籍する平成 21 年度の留学生

総数は 151名(38ヶ国)であった。それ以外にも各

教官が個人的に指導している学生も多数存在する。

海外から留学・研修を肴望する者からの問い合わ

せは依然として多く、対応回数は延ベ、平成 21

年度 76件であった。留学生、留学希望者からは、

留学上の相談や学位取得に関する相談、奨学金に

関する相談などがあった。卒前の基礎臨床研修の

希望も大変多く、特に 1～3 カ月間の短期の研修

（これを海外では Electiveと呼ぶことが多い）を

本学で希望する者も依然として多い。諸々の事情

で受け入れが困難なことが多いが、国際交流室が

介在した範囲で受け入れが可能との回答を得たの

は平成 21年度は 9名（米国 1、ドイツ 1、スウェ

ーデン 1、タイ 4、大韓民国 1、台湾 2）であった。

それ以外にも各教官が個人的にElectiveとして受

け入れている学生も多数存在する。東大の学生が

毎年延ベ 20 人以上海外で受け入れてもらってい

ることを考えると、短期研修希望者の受け入れ条

件の整備は今後の検討課題となっている。海外か

らの問い合わせ件数の急増に対処するため、平成

12年 10月より、国際交流室のホ－ム・ペ－ジを

立ち上げ、また、海外との連絡も極力、電子メ－

ルを利用して行っている。ホ－ム・ペ－ジは留学

生への情報伝達も担っており、現在約 7060 画面

の情報を掲載している。 

また、恒例となった春の留学生懇親会を山上会

館で開催した。医学部長以下教職員・学生の出席

数は、平成 21年度は約 75名であった。さらに毎

年、留学生関係の行事として留学生論文コンテス

トを開催し、応募者の中から優秀論文を発表した

5 名を選考し、学部長より賞状が授与され、副賞

が支給された。 

 

(2) 東京大学医学部学生および医学系研究科学生の

海外短期実習および海外留学に関する相談 

卒前、卒後に海外に研修に出たいという学生か

らの相談は年間約 38件あった。情報提供、指導、

推薦状の作成などを行った。東京大学医学部学生

による 1～3 カ月間の米国臨床研修に関しては、

平成 10 年 8 月に米国・ペンシルベニア大学医学

部と学部間交流協定が締結され、平成 21 年度は

東大側から学生 1名が研究実習に派遣された。平
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成 14年 12月より米国・ジョンズホプキンス大学

とも学術交流協定が締結され、平成 21 年度は東

大側から学生２名が臨床実習に派遣された。平成

17年 1月より米国・ミシガン大学とも学術交流協

定が締結され、平成 21 年度は東大側から学生 2

名が臨床実習に派遣された。平成 17 年 2 月より

ドイツ・ミュンヘン大学とも学術交流協定が締結

され、平成 21 年度は東大側から学生 2 名が臨床

実習に派遣された。平成 17年 11月より米国・ワ

シントン大学とも学術交流協定が締結され、平成

21 年度は東大側から学生 1 名が臨床実習に派遣

された。平成 17年 11月より新たに台湾・台北医

学大学とも学術交流協定が締結されたが、平成 21

年度は東大側からの派遣者はいなかった。平成 18

年 9月より新たにタイ・マヒドン大学とも学術交

流協定が締結され、締結されたが、平成 21 年度

は東大側からの派遣者はいなかった。 

学部間交流協定を締結していない米国の病院

（ハーバード医科大学、Oregon Health & 

Science Universityなど）においても、1～2カ月

間の米国臨床研修の申し込みを行い、平成 20 年

度は、合計で約 3名の学生が海外で臨床実習ある

いは研究実習を体験した。 

 

2．新規事業（若手研究者インターナショナ

ル・トレーニング・プログラム） 

 

日本学術振興会より、平成 20年 10月から総額

1億円/5年間の新規事業として開始された。東京

大学所属の助教(助手)、ポスドク、大学院学生が

アメリカ合衆国の 4大学（ジョンズホプキンス大

学、ミシガン大学、ペンシルべニア大学、ワシン

トン大学）に医学研究を遂行することに加えて、

チュートリアル教育の見学、研究室の運営の見学、

TA（teaching assistant）の現況の見学を行う事

業であり、平成 20 年度は 8 名の若手研究者が派

遣された。 

3．教育・研究活動 

(1) 教育 

講師の Joseph Greenは医学系研究科大学院共

通講義「臨床疫学研究入門」を担当した。講師の

Joseph Green は「健康アウトカム測定法の開発

および検証」と「国際疫学特論 I」と「国際疫学

特論 II」とを担当した。講師の丸山稔之は医学系

研究科内科学専攻、および国際保健学専攻講師を

兼任し、チュートリアル教育を担当した。講師の

Christopher Holmes は医学英語、保健学英語を

担当した。講師の Joseph Greenと Christopher 

Holmes とは大学院学生・学部学生・職員を対象

に英語口頭発表トレーニングを担当した。 

 

発表論文 

 

1. Takegami M, Suzukamo Y, Wakita T, 

Noguchi H, Chin K, Kadotani H, Inoue Y, 

Oka Y, Nakamura T, Green J, Johns MW, 

Fukuhara S. Development of a Japanese 

version of the Epworth Sleepiness Scale 

(JESS) based on Item Response Theory. 

Sleep Med. 2009 May;10(5):556-65. 
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細胞生物学・細胞構築学 
 

准教授 

金井克光、武井陽介 

講師 

野田泰子 

助教 

岡田康志、田中庸介、仁田亮、本間典子、三木玄方、 

 

ホームページ http://cb.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

教 育 

教育は細胞生物学・解剖学大講座が一体となっ

て行っている。教育は、講義と実習ならびにフリ

ークォーターからなる。 

医学部学生及び理学部人類学学生を対象に骨

学（5コマ、16時間）、肉眼解剖学（実習 61コマ、

193時間）、細胞生物学、発生学、組織学総論・各

論（講義、実習 36コマ、114時間）合計 323時

間を大講座全体で協力し一体として行っている。

また健康科学・看護学科生に研究方法論（2コマ、

6時間）、解剖示説（5コマ、16時間）合計 22時

間の教育を行っている。実習は教授、助教授、講

師の内１名と助手が１名組んで担当している。な

お、講師が他学部（教育学部、理学部、文学部等）

生を対象に肉眼解剖学及び組織学の講義、実習

（25 コマ、80 時間）を行っている。又大学院共

通講義（分子細胞生物学入門）を 15コマ（23時

間）と実習 40コマ（70時間）行っており、総計

518時間である。 

講義は、細胞生物学、発生学、組織学総論、組

織学各論を教授、助教授、講師が分担しており、

細胞及び組織の構造を機能と関連づけて、遺伝子、

分子のレベルから理解できるように配慮した研究

の先端を取り入れた魅力あるものにしようと努力

している。 

フリークォーターは、電子顕微鏡の基礎技法、

細胞骨格の細胞生物学、免疫細胞化学、組織培養、

ナノスケールの顕微鏡法、分子生物学、分子遺伝

学など、本人の希望にあわせて実際の研究室の研

究に参加してもらっている。 

 

研 究 

本大講座では細胞生物学の分野の多岐にわた

る研究を行っており特に細胞骨格の分子細胞生物

学；細胞内の物質輸送の機構及び細胞の形作りの

機構の研究を行っている。 

 

神経細胞や上皮細胞をはじめすべての細胞は、

細胞の機能にとり必須の機能蛋白分子を合成後、

様々な膜小器官あるいは蛋白複合体さらには

mRNA 蛋白複合体として目的地へ適正な速度で

輸送する必要がある。この細胞内の物質輸送は細

胞の重要な機能、形作りそして生存のため必須で

ある。私達は今までにこの輸送機構の主役である

微小管をレールとしたキネシンスーパーファミリ

ーモーター分子群（KIFs）を発見し哺乳類の全遺

伝子 45個を同定した。またこのKIFsが多様な機

能分子を輸送するだけでなく脳の高次機能、神経
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回路網形成、左右の決定、腫瘍の抑制等に重要な

役割を果たす事を明らかにして来た。このように

モーター分子群 KIFs は重要な細胞機能の根幹を

担っていると同時に私達の体の様々な基本的生命

現象に深く関わっておりこの研究は分子細胞生物

学、神経科学、発生生物学、生物物理学、臨床医

学等の広範な学問分野に大きな学術的意義を有す

ると思われる。私達は今まで遺伝子群の発見、機

能の解析、個体レベルの機能解析、作動原理等す

べての課題について常に世界をリードする研究を

行なって来た。しかしながらまだ未知の多くの課

題が存在しこれらを解く為世界に先駆けて研究を

大きく発展させることを目的としている。本年度

は以下の研究成果を得た。 

 

1) 新しい KIF26A の発見とその個体レベルでの

機能解析 

新しい KIF26A は、N 末モーター領域型で、

1881アミノ酸からなる蛋白質で、モーター領域の

ATP ase活性に重要な、p-loop,L9-loop, L11-loop

のアミノ酸配列が、他の動くモーター分子、

KIF5A, KIF3A, KIF1Aと違い、保存されていな

い。生化学的解析により、微小管により活性化さ

れる ATPase の活性がないことがわかった。ノッ

クアウトマウスを作製したところ、ミュータント

は、巨大結腸（Megacolon）のために、生後５週

以内に死亡した。これを解析すると、腸管神経節

にKIF26A が発現されていた。巨大結腸は、腸管

神経系の異常によることが知られており、腸管神

経系の発生には、GDNF-Ret signaling system が

関与していることが分かっている。ミュータント

と野生型の腸管を調べると、ミュータントでは、

腸管神経節細胞が増殖し、その数が、特に結腸で

５０％以上増加していた。興奮性、抑制性両方の

神経細胞が増加し、特に結腸で収縮が起こり、

Megacolonとなることが分かった。 

GDNF/Ret signaling の下流にある、pAkt, 

pERK を調べると、GDNF 刺激によりミュータ

ントでは、過剰に活性化されることがわかった。

そこでこの機序を、細胞生物学的に様々な手法を

駆使して解析すると、野生型では、KIF26Aが、

GRB2 と結合し、SHC との結合を遮断すること

により、その下流のカスケードを抑制し、pAkt, 

pERKを負に制御していることが分かった。この

制御により腸管神経節細胞の増殖が適正にコント

ロールされていることが明らかになった。ミュー

タントでは、KIF26Aの決失により、この抑制が

利かなくなって、pAkt, pERKシグナルが過剰に

活性化され、腸管神経節細胞の過形成が起こり、

巨大結腸になる。このようにして、KIF26A は、

ユニークな KIF で、GDNF/Ret シグナル系の重

要なシグナル分子として働き腸の発生と発達に基

本的な役割を担っていることが、解明された。 

 

2) KIF5 による速い輸送と遅い輸送のスイッチ

機構の解明 

神経細胞軸索内で膜小器官の早い輸送

(200-400mm/day）と cytosolic proteins の遅い輸

送(1-8mm/day)がありKIF5 が関与していること

を我々は、示している。同じKIF5 がどのように

２種類のカーゴを識別しているかを解析した。以

下の巨大軸索をモデル系として用い、cytosolic 

protein と KIF5 の結合と輸送を、Fluorescence 

crosscorrelation spectroscopy (FCCS) を用いて

解析し、たところ、KIF5の結合する kinesin light 

chain (KLC) TPR部位にHsc70 が結合すると、

それに cytosolic proteins が結合して遅い輸送を

担い、そうでなければ、KLCがアダプター蛋白を

介して、膜小器官に結合して早い輸送を担うこと

が分かった。KLCの TPRドメインを過剰発現す

る transgenic mouse を作成すると、遅い輸送が

障害され早い輸送が促進された。このようにして、

KIF5/Hsc70 による遅い輸送と、早い輸送の転換

機構が明らかとなった。 
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生体構造学 
 

教授 

吉川雅英 

講師 

八木俊樹 

助教 

小田賢幸 

 

ホームページ http://structure.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

生体構造学分野の前身は、東京大学医学部第二

解剖学教室であり、1997年の大学院講座制への移

行に伴い、細胞生物学・解剖学講座の一部門とし

て、生体構造学分野が設置された。2009 年 5 月

16 日に現教授である吉川雅英が着任し、2009 年

9月に研究室の移転作業を完了した。 

生体構造学分野の現在の構成員は、教授（吉川

雅英）、講師（八木俊樹）、助教（小田賢幸）、博士

研究員（山野隆志）、学生１名（佐野俊晴）、秘書

1名（木村有香）である。 

 

教育 

教育は細胞生物学・解剖学大講座の一部門とし

て他の講座と協力して、医学部医学科の組織学、

解剖学の講義と実習を行っている。また、M1 、

M2 の学生を対象にフリークオーターを担当して

いる。 

医学部医学科と理学部人類の M0（二年生）を

対象に骨学、組織学総論・各論、細胞生物学、M1

（三年生）を対象に肉眼解剖学を、他の 3分野と

協力して受け持っている。 

大学院向けの講義は、医学部共通講義、細胞生

物学及び解剖学を担当している。医学部共通講義

では、主に電子顕微鏡についての講義を担当して

いる。 

フリークオーターは、2010 年には 3 名が参加

し、学生の希望を取り入れて研究に参加して貰っ

た。(1) 工学部との共同研究で、泳いでいる細胞

（具体的にはクラミドモナス）のオートフォーカ

スの開発、(2) クライオ電子顕微鏡像のらせん対

称性を使った画像解析、(3) ダイニンの微小管結

合ドメインの発現・精製など、各自にテーマが与

えられ、研究の面白さを体験して貰えるようにし

ている。 

 

研究 

我々の研究室では、真核生物の繊毛・鞭毛を主

な研究対象としている。繊毛・鞭毛は「プロペラ」

と「アンテナ」の両方の機能を備えた太さ 250nm

程度、長さ数ミクロンから数十ミクロンの細胞器

官で、最近の研究から様々な生命現象に関わるこ

とが分かってきている。 

 

本研究室では、この鞭毛を駆動するモーター分

子であるダイニンを中心に、定量的なイメージン

グ手法を駆使し、その構造と機能を解明しようと

している。 
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クライオ電子顕微鏡 

クライオ電子顕微鏡は、生物試料を固定するこ

となく、そのまま急速に凍結し、染色することな

く観察する手法である。この方法で撮影された電

子顕微鏡像には原子レベルでの情報が含まれてお

り、コンピュータによる画像解析により分子複合

体の三次元構造を高解像度で観察することが可能

になる。これまでに、我々は独自の画像解析技術

Asymmetric Helical Reconstructionやソフトウ

エア Ruby-Helix等を開発して来ている。 

こうした新しい手法を駆使することで、微小管

とダイニンの複合体、あるいは鞭毛の構成要素を

ナノメートルスケールで観察している。観察対象

としては、ダイニン-微小管複合体、ダイニンの微

小管結合部位(ダイニンストーク)-微小管複合体な

どが進行中である。 

 

モデル生物による解析 

鞭毛のモデル生物として、現在我々の研究室で

はクラミドモナスを用いている。鞭毛の動きを制

御する遺伝子の解明することを目指しており、鞭

毛関連遺伝子の siRNA に寄る特異的抑制、新た

な変異体の同定などを行っている。さらに、鞭毛

の動きの定量的解析の為に、東京大学・工学部と

共同で、三次元空間内を泳ぐ細胞を追跡しながら

観察することの出来る 3D トラッキング顕微鏡を

開発している。 

 

出版物等 

 

(1) Bodey AJ, Kikkawa M, Moores CA. 

9-Angström structure of a microtubule-

bound mitotic motor.  J Mol Biol. 

388:218-24, 2009 
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神経細胞生物学 
 

教授 

岡部繁男 

講師 

根東 覚 

助教 

田中慎二 

 

ホームページ http://synapse.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

神経細胞生物学部門の前身は、1936 年に発足し

た旧東京帝国大学医学部附属脳研究施設 神経解

剖学分門であり、1997 年の大学院講座制への移行

に伴い、東京大学大学院医学系研究科分子細胞生

物学専攻 細胞生物学・解剖学講座の１部門とな

った。初代教授は小川鼎三で、草間敏夫、金光 晟、

廣川信隆についで第５代目となる岡部繁男が平成

19 年９月１日より当部門を主宰している。 

神経細胞生物学部門の現在の構成員は、教授

（岡部繁男）、講師１名（根東 覚）、助教１名（田

中慎二）、さきがけ客員研究員１名（山田麻紀）、

技術専門職員１名（大塚優江（平成 20 年 10 月よ

り育児休暇）、池田利枝（平成 20 年 10 月より着

任））、大学院生７名（申 義庚、林亜矢子、一色

真明、柏木有太郎、水口泰介、小橋一喜、森本舞）、

学部生３名（小澤廣記、田宗秀隆、鈴木知之（MD

研究者育成プログラム所属）、研究補助員 4 名（渡

部禮子、佐藤映美、土屋玲子、西口隆雄）、秘書１

名（今井祥子）である。 

 

教 育 

当教室は細胞生物学・解剖学大講座の一部門と

して学部学生教育においては主に医学部医学科学

生を対象とした講義、実習、フリークォーターを

担当する。 

具体的には医学部学生及び理学部人類学学生

を対象に骨学（講義・実習 10 コマ、15 時間）、肉

眼解剖学（実習 61 コマ、193 時間）、細胞生物学、

組織学総論・各論（講義・実習 36 コマ、114 時間）

合計 322 時間を細胞生物学・生体構造学・細胞構

築学部門と協力して受け持つ。大学院講義として

神経細胞生物学 4 コマ（6 時間）を当部門単独で、

また細胞生物学及び解剖実習 7 コマ（23 時間）、

医学共通講義 15 コマ（23 時間）を細胞生物学・

生体構造学・細胞構築学部門と協力して担当する。 

講義は、細胞生物学、組織学総論、組織学各論

を教授、講師が分担しており、細胞及び組織の構

造を機能と関連づけて、遺伝子、分子のレベルか

ら理解できるように配慮した研究の先端を取り入

れ魅力ある講義となるよう努力している。実習は

教授、講師の内１名と助教１名の計２名が組みと

なり担当している。 

フリークォーターは、神経細胞の分散培養や脳

組織のスライス培養法、蛍光免疫染色法、蛍光顕

微鏡観察法、レーザー顕微鏡観察法など参加する

学生の希望を取り入れて、実験手法を理解するこ

とから始まり、研究の面白さまで実感してもらえ
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るよう工夫している。 

学部学生教育とは別に大学院生を対象とした

教育として英語による論文紹介セミナーを行なう

ほかに、研究成果報告セミナーを毎週行っている。

また、神経生理学講座・疾患生命工学研究センタ

ー構造生理学部門との合同セミナーを毎週実施し

ている。 

 

研 究 

脳は多数の神経細胞が相互に情報をやりとり

することによってその機能を発揮する。神経細胞

間での情報のやりとりを行う主要な構造はシナプ

スと呼ばれる。シナプスは発達の初期に多数形成

されるが、不必要なシナプスは“刈り込み”によ

り除去され、安定化していく。シナプスの性質が

長期間安定に維持されることによってヒトの行動

やこころの働きは安定した再現性のあるものとな

る。一方でシナプスの性質が外界の刺激によって

変化することで、ヒトの個性や経験による行動変

化が引き起こされると考えられる。シナプスは従

って「長期間安定に存在する」構造であると同時

に、脳の機能変化の基盤として「急速に変化しう

る」性質を併せ持つ必要がある。このシナプスの

ユニークな特性がどのような分子レベルでの機構

によって成立しているのか、を知ることが当部門

の主要なテーマである。 

 

シナプス形成過程の理解 

培養細胞あるいは発達初期の個体において、シ

ナプスに局在する分子とシナプス形態を同時に可

視化しイメージングを行うことによりシナプスの

形成過程を詳細に調べている。シナプスの構造と

機能の理解にはシナプスの動的構造の解析が必須

であり、様々なイメージング手法を活用した研究

が当部門では行われている。 

 

出版物等 
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沿革と組織の概要 

当教室は、1893年医化学講座として創設された。

1897年に生理学教室より分離独立、1927年には

栄養学教室の創設に伴い生化学講座に、1974年に

は生化学第二講座の創設に伴い生化学第一講座に

改名、更に 1997 年には医学部が医学系研究科に

改組されたのに伴い生化学・分子生物学講座・分

子生物学分野に改名され、現在に至る。当講座は、

これまで日本の生化学の発展に多大な貢献をされ

た６名の歴代教授によって教室の運営がなされて

きた。 

本邦最初の生化学講座である医化学講座を創

設した初代隈川宗雄教授は、明治１５年東京大学

を卒業後、同 17 年にベルリン大学の Rudolf 

Virchow 教授の病理学教室の化学部に留学、

Ernst Salkowski教授の元で５年間の研鑽を重ね

た。帰国後、帝国大学病理化学の講師を経て、教

授に任ぜられた。1908年、現在ではω酸化や一部

の奇数脂肪酸の例外を除いて常識となっている、

脂肪酸の糖原性欠如の発見、1906年 C. Eijkman

により発見された米糠に含まれる脚気予防因子

（ビタミン B1）の抽出・精製、更に糖及び脂肪

の定量法の考案等の業績を残した。更に、本邦の

生化学を担う幾多の人材を育成した。その中には、

坂口反応として国際的にも広く使用されているア

ルギニン呈色反応を開発した坂口昌洋、化学発癌

の佐々木隆興らがいる。 

第二代の柿内三郎教授は、明治 39 年東京帝国

大学医科大学を卒業後、同大理学部で化学を学び、

隈川教授の元で講師、助教授を歴任し、大正４年

より米国留学、隈川教授の没後教授に昇任、大正

12年欧州留学。医化学の講座名を生化学に改めた。

大正 11年、Journal of Biochemistry を発刊、大

正 14 年日本生化学会を創設した。門下生から第

三代児玉桂三教授、第四代島薗順雄教授等の多数

の人材を輩出した。 

第三代の児玉桂三教授は、大正７年東京帝国大

学医科大学を卒業後、副手、助手、助教授として

柿内教授を補佐、大正 13 年英国ケンブリッジ大

学に留学、愛知医科大学生化学教授、九州帝国大

学医学部生化学教授を歴任し、昭和 18 年より本

講座を担任した。生体酸化還元、栄養学で多大な

成果を収めた。 

第四代の島薗順雄教授は、昭和３年東京帝国大

学を卒業後、生化学講座助手、講師を経て、前橋

医学専門学校教授、新潟医科大学教授に任ぜられ、

昭和 27年より本講座を担任した。ビタミン B1と

コカルボキシラーゼ、ケト酸代謝、ビタミン Cに
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関連した六炭糖の代謝の研究で業績を上げた。 

第五代の山川民夫教授は、昭和 19 年東京帝国

大学医学部を卒業後、東京帝国大学伝染病研究所

化学部に入り、32 年助教授、34 年教授に昇進、

昭和 41年より本講座を担任した。糖鎖研究では、

世界的なパイオニアである。赤血球に糖脂質およ

びシアル酸が存在しそれが ABO 血液型抗原であ

ることの発見等がある。 

第六代の村松正實教授は、昭和 30 年東京大学

医学部を卒業し、第一内科に入局し米国ベイラー

大学H. Busch教授の元に留学、帰国後、癌研究

所生化学部に入り、昭和 46 年徳島大学医学部生

化学教授、5 二年癌研生化学部長を歴任し、昭和

57年より、本講座を担任した。留学時に開始した

リボゾーム RNA の研究に業績を残すとともにと

インターフェロンを初めシトクロームP-450の遺

伝子クローニングを世界に先駆けて成功した。 

現在教室を主宰している岡山博人教授は、昭和

48年に熊本大学医学部を卒業後、京都大学大学院

医学研究科に進学、京都大学医学部助手を務め、

昭和 53 年スタンフォード大学医学部生化学講座

P. Berg教授の元に留学、56年より米国NIH客員

科学者、63年大阪大学微生物病研究所分子遺伝学

教授を歴任し、平成４年より本講座を担任してい

る。スタンフォード大学留学時には、遺伝子クロ

ーニング法の根幹をなす、完全長 cDNAの発現ク

ローニング法を開発、帰国後、それを用いて哺乳

類の細胞周期制御遺伝子のクローニングを行い、

細胞周期制御機構の普遍性を明らかにした。現在、

細胞周期制御の観点から、癌化の普遍機構の解明

を進めている。 

 

研 究 

現在の研究は、これまで中心であった分裂酵母

の細胞周期制御機構から、発癌の根底機構である

足場依存性・非依存性 S期開始機構の解明に焦点

を絞っている。准教授及び 2名の助教と共に、外

国人特別研究員１名、ＣＯＥ研究員１名、大学院

博士課程学生５名で展開中である。 

 

1. Cdc6 タンパクの足場シグナルによる分

解制御シグナル経路の解明 

足場シグナルによる Cdc6 タンパクの分解制御

の経路の解明が、発ガン機構を解く上で鍵となる。

これに関して、昨年度に引き続き解析を進め、そ

の細胞内伝達経路の概要が判明した。

Tsc1/2-Rheb-mTOR 経路が足場シグナルの一部

を伝達し、そのシグナルにより転写活性化および

タンパクの安定化されたされたサイクリン

D1/D2が Cdk4/6を活性化し、mTORからのシグ

ナルがある場合に Rb を不活化する。その結果、

転写因子 E2F が活性化され、Cdc6、サイクリン

A、Cdh1-APCの阻害因子である Emi1の転写が

誘導される。それによって、Cdh1-APCが不活化

され、Cdc6 およびサイクリンＡタンパクの分解

が抑えられて、S 期への開始に向かう。足場の消

失が起こると、mTORの活性が低下し、これらの

転写が抑えられると共に、Cdc6 およびサイクリ

ン Aの分解が起こり、細胞は G1期に停止する。 

一方、Cdk4/6 の活性化には、D 型サイクリン

の誘導以外の機構も関与していることが示唆され

たが、その機構に関して検討を進めている。これ

までに、mTORC1の不活化で Cdk4/Cdk6の両方

とも失活するが、その際結合しているサイクリン

および阻害因子であるp27の量には変化が無いこ

とを見出した。 

 

2. 足場シグナルを Tsc1/2-Rheb-mTOR 経路

に繋ぐ因子の同定 

１．の研究から、Tsc1/2-Rheb-mTOR経路が細

胞の足場シグナルを伝達する主たる経路の一つで

ある可能性が浮かび上がった。それでは一体全体、

如何なる因子がインテグリンから発せられた足場

シグナルを Tsc1/2-Rheb-mTOR 経路に伝えてい
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るのであろうか。Rho結合キナーゼがその役割を

果たしていることが明らかとなった。根拠は以下

のとおりである。１）Rho結合キナーゼの阻害剤

で細胞を処理すると足場消失と同じ効果を与える。

２）Rho結合キナーゼの活性が、足場消失によっ

て消える。３）Rho結合キナーゼの活性型変異体

を高発現すると足場消失の効果が消える。４）

Tsc2にRho結合キナーゼによる標的配列があり、

Rho結合キナーゼ依存性にリン酸化を受ける。 

 

3. Cdc6 の新しい役割 

Cdc6 は複製開始前複合体の形成を行う必須な

因子である。一昨年度見出した Cdc6 の新しい機

能であるサイクリン依存性キナーゼ阻害タンパク

の p21によって不活化された Cdk2を ATPの加

水分解エネルギーを利用して活性化する機能には、

このタンパクの ATP 結合能および加水分解能に

加えて、これまで知られていた Cy モチーフが必

須であることが判明した。加えて、少なくとも S

期を進行している細胞の中で、DNA 損傷に伴う

p53-p21 依存性チェックポイント機構の利用が

Cdc6 によって決定されていることが判明した。

すなわち、Cdc6 の分解が起きないようなＤＮＡ

損傷を細胞が受けた場合、損傷によって誘導され

た p21は Cdk2の不活化に利用されない。この機

能の発見は、これまでの常識を塗り替え、細胞周

期制御機構の解明に全く新しい切り口を開く成果

である。 

なお、Cdc6の新規機能に関しては、p21で阻害

された Cdk2の活性化以外に、S期の開始あるい

は進行を促進する、少なくとも２種類の新たな機

能を有する可能性が浮かび上がっている。現在解

析を進めている。一方、G2期からM期への進行

を司る Cdk1ならびに G1期サイクリン依存性キ

ナーゼの一つである Cdk4/6 とは結合せず、主た

るサイクリン依存性キナーゼの中で Cdc6 が働く

標的キナーゼは Cdk2のみであるようである。 

4. 細胞周期開始因子による足場非依存性増

殖の誘導 

当研究のひとつの目標は、細胞周期制御因子の

みの操作によって足場非依存性細胞増殖を引き起

こすことができるかという問いに答えることであ

る。昨年度、ラット線維芽細胞株を用いた成功に

加えて、昨年度は、Cdk6, サイクリンD3および

Cdc6 の高発現を行うことによりラットおよびマ

ウス胎生線維芽細胞に足場非依存性増殖を誘導で

きることを見出した。しかしながら、これらの因

子の操作のみでは、足場非依存性増殖は一過性で

あり１週間後にはメチールセルロース培地での増

殖が停止する。いろいろな操作を試した結果、

mTOR 経路を活性化させる常時活性化型変異

Rheb を高発現させることによって、ラット胎性

線維芽細胞でヒト子宮頸癌細胞であるHeLa細胞

と遜色ないほどの足場非依存性増殖を行なわせる

ことに成功した。 

今年度は、この足場非依存性増殖を誘導する分

子機構の解明を進めた。その結果、Cdk6 および

サイクリン D3 を高発現させたラット胎性線維芽

細胞では、足場消失した際 Cdk2の活性が一過性

ではあるが持続することが判明した。 

 

教育 

医学部医学科の学生を対象とした、生化学・栄

養学の講義の中で、DNA 関連の講義を担当して

いる。主たる講義内容は、DNA複製、転写、mRNA

核外輸送、mRNA翻訳、遺伝子工学の基礎、レト

ロウイルス進化の元となっている可動 DNA、核

酸の合成・分解等である。 

大学院博士課程の学生に対しては、遺伝子工学

入門コースを設定し、講義および実習を行ってい

る。 
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沿革と組織の概要 

当講座には上記 5名のスタッフに加え、9名の

大学院生（8人の博士課程学生と 1人の医科学修

士過程学生）と 5人の医学部学生（フリークオー

ター）、3 人のポストドク研究員が在籍している。

また臨床医の受託研究員も受け入れている。医学

部共通機器の管理と使用指導は、学部長室付きの

高橋利枝助手、浜野文三江助教と技術職員である

市原信二が担当している。 教室には２名の外国人

が在籍し、一人はドイツからのポストドク研究員、

もう一人が博士課程学生（台湾）である。平成 21

年、教授の清水孝雄が日本学士院賞を受賞した。 

 

教育 

約 100名の医学部学生と約 5名の理学部人類学

科の学生への総計約 80 コマの講義と少人数セミ

ナーに加え、短期（2～3週間）研究室体験コース

も担当している。フリークオーターの学生は毎年

受け入れており、2003-2009 年の間で約 20 名に

達している。大学院生向けには、3 ヶ月にわたる

講義と 1週間の実習（受容体とシグナル伝達入門）、

そして 8週間にわたる臨床研究者向けの研究室コ

ースを担当している。 

研究 

1. 脂質メディエーターと脂質代謝の研究 

アラキドン酸の酸化代謝物（プロスタグランジ

ン、ロイコトリエンやヒドロキシエイコサテトラ

エン酸）は、生理活性リン脂質（血小板活性化因

子や他の関連リン脂質）と同様に、さまざまな細

胞において細胞内シグナル経路を惹起することが

知られている。これら脂質メディエーターは、神

経伝達物質やサイトカインなどの生理活性物質と

ともに作用して、神経可塑性や生体防御に重要な

役割を果たすと考えられている。生体系における

脂質メディエーターの役割を明らかにするために、

私どもは主に 3つの異なるアプローチにより研究

を進めている。1）脂質メディエーターの合成や

分解に関わる酵素の単離と cDNA 及び遺伝子の

クローニング、転写レベル及び転写後レベルでの

酵素の調節機構の解明、2）脂質メディエーター

の G タンパク質共役型受容体のクローニングと

細胞内輸送やシグナル伝達機構の解明、3）注目

する遺伝子をマウス個体内で欠損させるか若しく

は過剰発現させ、これらノックアウトマウスやト

ランスジェニックマウスの表現型を解析してその

遺伝子産物の生体内における役割を解明する。過

去数年にわたり、いくつかのリン脂質代謝酵素や
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脂質メディエーターの受容体をクローニングした。

最近では、長年実態が不明であったランズ回路に

おけるリゾリン脂質へのアシル基転移酵素群を多

数同定することに成功し、現在、個別的に機能解

析を進めている。これにより、炎症や免疫での脂

質メディエーターの機能解析に加え、膜脂質の多

様性や非対称性の形成機構とその生物学的意義の

解明へと研究が発展している。 

 

2. 脂質メディエーターの同時定量 

脂質メディエーターはカスケード経路を通し

て作られる。この経路はアラキドン酸カスケード

と呼ばれ、細胞質型ホスホリパーゼ A2 やシクロ

オキシゲナーゼ、リポキシゲナーゼ等の重要酵素

が、カスケードの末端で直接の各脂質メディエー

ター産生に関わる種々の合成酵素と協調的に働い

ている。網羅的な脂質メディエーターの解析のた

めには、感度と信頼性に富んだ同時定量法が必要

である。そこで私どもは、カラムスイッチ装着

HPLC-タンデム質量分析計による多種脂質メデ

ィエーターの定量システムを最近開発した。最適

化をすれば、14種の脂質メディエーターの定量解

析を、24時間あたり 96検体処理することが可能

である。定量の下限値は 5 pgであり、2,000-5,000 

pg までキャリブレーションに直線性が得られて

いる。実際、私どもはこの系を用いて、齧歯類の

病理組織における一連の脂質メディエーター量の

動的時間変化を検出することに成功している。 

 

3. 機器分析 

医学部にはガスクロマトグラフや HPLC を装

備した質量分析計 (JEOL社製 HX 110、Hitachi

社製 M-80、Finnigan MAT 社製 TSQ 7000)や

PerkinElmer社製ペプチドシークエンサー、富士

フイルム社製 BAS 2000 イメージアナライザー、

BD社製 FACScan、Beckman社製キャピラリー

電気泳動装置等、共通使用を目的とした多種にわ

たる分析機器及び試料調製用機器を所有している。

高橋助手はこれら機器類の保守管理及び初心者へ

の使用法の解説を行っている。高橋の研究テーマ

は、HPLC-質量分析計によるタンパク質の一次構

造の決定、ガスクロマトグラフ-質量分析計や

HPLC-質量分析計を用いた低分子量化合物の同

定、等である。 

 

4. インターネットウェブサイト 

より詳細な当講座の研究活動については、ウェ

ブ サ イ ト （ http://biochem2.umin.jp/index_j.

html）を参照されたい。このホームページでは分

子生物学や細胞生物学の研究に役立つ私どもの実

験プロトコールも紹介している。 

 

5. メタボローム講座との共同研究 

2003年、島津製作所と小野薬品の寄付によって

メタボローム講座が誕生した。田口良教授と小田

吉哉准教授は世界的に優れたプロテオミクスとメ

タボロミクスの研究者である。彼らとの共同研究

により、私どもは内在性のリガンドが未同定の、

いわゆるオーファン受容体と呼ばれる G タンパ

ク質共役型受容体に結合する新規脂質メディエー

ターの探索を進めている。このプロジェクトの一

環として、最近我々は、低親和性 LTB4受容体と

して認知されていた第二ロイコトリエン受容体 

(BLT2) が 12HHT (12(S)-Hydroxyheptadeca-5Z,

8E,10E-trienoic acid) の高親和性受容体であるこ

とを明らかにした。また、肺サーファクタント脂

質合成酵素の単離にも成功した。これらの研究は、

文部科学省科学研究費特別推進研究、厚労省科学

研究費、東京大学ナノバイオ研究拠点、グローバ

ル COEプログラムなどで支援されている。 
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代謝生理化学 
 

教授 
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講師 
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助教 
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助手 

内島泰信 

 

ホームページ http://bio.m.u-tokyo.ac.jp/home-j.html 
 

 

沿革と組織の概要 

代謝生理化学教室は昭和 27 年に栄養学教室と

して開設され、平成 9年 4月から大学院部局化に

伴い、現在の名称となった。当教室には、上記ス

タッフをはじめ、ポストドクトラルフェロー１名、

大学院生博士課程 8名（臨床教室からの受入を含

む）、修士課程１名、研究補佐員２名、事務補佐員

１名が在籍している。また、非常勤講師として広

島大学医学部の浅野知一郎教授を招聘し、研究指

導や助言と学部学生への講義をお願いしている。 

 

教 育 

医学部医学科の教育では、医学部医学科（M0）

と理学部人類学科を対象として、分子生物学教

室・細胞情報学教室とともに生化学の講義・実習

を担当している。講義では、主に発生・再生・代

謝の領域を担当し、実習では上記教室との合同に

よる基礎篇（核酸・糖質・脂質・タンパク質）お

よび応用編のうち２テーマ（ホルモン情報伝達機

構の解析・マウス発生学と発生工学の基礎）を担

当した。その他、M1, M2を対象としたフリーク

ォーター、教養学部１年を対象としたゼミナール

「医学に接する」で学生の受け入れを行っている。 

教室における大学院教育（修士、博士課程）で

は、週１回ずつ研究報告会、輪読会、ジャーナル

クラブを行うとともに、学外の講師を招聘して研

究室内セミナーと研究室内ディスカッションを随

時開催している。 

 

研 究 

１．発生学 

発生学は、受精から誕生までのダイナミックな

生命現象を対象とした学問であるが、近年、再生

医学の基礎として臨床医学にも密接に関わってい

る。当研究室では、神経堤細胞の発生・分化と顔

面、心大血管形成の分子メカニズムに関する研究、

初期胚発生に関する研究、血管新生に関する研究

を中心に進めている。 

 

(1) 神経堤細胞の分化・頭部形態形成 

頭部神経堤細胞による鰓弓の形成は、脊椎動物

に共通する顎顔面構造の原基として胚発生におい

て重要なステップである。当研究室ではこれまで、

鰓弓形成におけるエンドセリンシグナルの重要性
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を明らかにしてきたが、最近そのメカニズムを明

らかにするため、エンドセリン A型受容体遺伝子

座に遺伝子交換可能な変異を導入したマウスを樹

立した。これにより、鰓弓領域の形成過程におい

て、エンドセリン-1が神経堤細胞に作用してホメ

オティック遺伝子Dlx5/Dlx6の発現を誘導し、背

腹軸方向の領域特異性を決定する分子スイッチで

あることを明らかにするとともに、Gq/11 を介し

た受容体選択的シグナル機構を明らかにした。ま

た、そのシグナルの下流遺伝子として Calpain6

を同定し、その細胞骨格や細胞運動制御における

機能を明らかにした。さらに、神経堤細胞や筋細

胞の分化に重要なホメオボックス型転写因子

Pax3の結合タンパクとして TAZを同定し、その

転写コアクチベーター活性を明らかにした。TAZ

遺伝子欠損マウスを作成したところ、多発性嚢胞

腎や肺気腫様の表現型を示し、この遺伝子が腎臓

や肺の器官形成に重要であることを明らかにした。 

 

(2) 初期胚発生機構 

哺乳類では一般に、排卵から受精、着床に至る

過程は外界から防御された低酸素状態で営まれる

が、体外受精・培養時の好気的環境下では、ミト

コンドリアでの電子伝達系を介した ROS 産生が

増加し、初期胚発生能を左右する重要な因子とな

っている。 

NAD+依存性脱アセチル化酵素 Sirtuin は、エ

ネルギー代謝と細胞機能との橋渡し因子として現

在注目されている。哺乳類で同定されている

Sirt1-7は全て初期胚で発現しており、このうち特

にミトコンドリアに局在する Sirt3 が、体外受

精・培養に伴う酸化ストレスに対して防御的に機

能し、初期胚発生の進行に寄与していることを

RNAi やノックアウトマウス胚を用いた実験を通

して示した。即ち、Sirt3 の機能が低下した受精

卵が好気的環境下に曝されるとミトコンドリアか

ら過剰な ROSが産生され、その結果 p53シグナ

ル経路が誘導されて初期胚発生の停止を招くこと

が明らかになった。 

 

(3) 血管新生機構 

血管内皮細胞による血管新生のメカニズムに

ついて、転写因子 Idを中心に研究を進めている。

Id 遺伝子導入による血管新生効果を見いだすと

ともに、その作用が核—細胞質間移行により調節

されること、その調節機序にプロテインキナーゼ

Aが関与していることを見いだし、現在他のシグ

ナルとのクロストークと三次元的な血管構築形成

との関係を解析している。 

 

２．発生工学 

学内外の共同研究により、血管作動性ペプチド

の生理的役割、抗菌ペプチドの病態生理的意義、

non-coding RNAの個体発生における役割などに

ついて研究を行っている。 
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沿革と組織の概要 

統合生理学教室は、学科目担当としては生理学

第一講座であって、1877年に開設されたわが国最

古の生理学講座である。1997年の大学院化によっ

て改組され、大学院講座としては生理学大講座の

一部門となった。2004年にそれまでの医学部１号

館より、医学部教育研究新棟に移転した。現在の

構成員は、教授 1、准教授 1、助教 3、特任助教 2、

学術支援研究員 4、博士研究員 3、大学院生 10で

ある。そのほか、非常勤講師 4が教育に当たって

いる。 

 

教 育 

医学部医学科学生の教育は生理学講座の他の

部門（細胞分子生理、神経生理）および疾患生命

工学センター・構造生理学部門と一体となって行

なっており、従って当講座としては全体の１／４、

主に動物性生理機能を担当している。教育は講義

と実習、並びにフリークォーターからなる。 

講義は主に教授・准教授が担当し、生理学の特

徴である明快な階層的学問体系の構造の理解に主

眼を置いている。近年、分子細胞生物学をはじめ

とする学際的研究の展開にともない、他講座の講

義との連関が重要になった。過度の重複を避けつ

つ、現代医科学の統一的理解に導くよう努力して

いる。 

学生実習は、医学部１号館実習室にて生理学講

座の他の部門と協力して、計７つのテーマのうち

２テーマを分担している。学生自身が被験者にな

る人体生理のテーマが 0.5 コマ、動物実験が 1.5

コマ、である。細胞の信号伝達の基本実験は過去

10年ほど継続している。心電図・血圧実験は、学

生自身が施術者・被験者になる部分と動物実験を

組み合わせて、臨床への橋渡しと基礎的細胞生理

学的理解の統合をはかっている。視覚心理特性を

コンピュータディスプレイ上で計測する実験は、

実習で興味をもった学生がフリークォーターで新

しい実験プログラムを作成し、翌年・翌々年の実

習指導に参加して実習の活性化に貢献している。

学生実習で各自が必ず実験動物標本の作成を体験

し、また被験者となる、手技体験重視のやり方は、

好評のようである。 

当教室のフリークォーターは、Ｍ0 からＭ4 に

至るまで継続して課題に取り組む学生が多いのが

特徴である。なかには、国際学会への発表・一流

誌への英文論文発表に至る優れた成果を挙げる例

もある。筆頭著者として英文論文を執筆・発表す

る経験は、学部段階からの研究者教育として重要
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である。現在もM0やM4の複数の学生がフリー

クォーター期間終了後も研究を続けている。フリ

ークォーター経験者が臨床研修終了後に大学院生

として教室に戻ることも多く、フリークォーター

経験者が M2 終了後 Ph-D.-M.D コース大学院生

として当教室に入学し在学中であり、将来の我が

国のMD研究者育成に、この制度が大きな役割を

果たしていることは東京大学医学部の重要な特徴

であると考えている。 

大学院生を対象とした教育は毎週英語による

口頭発表の研修を行なうほかに、薬理学講座・理

学部生物物理学教室・文学部心理学講座との合同

セミナー並びに教室内セミナーを実施している。 

 

研 究 

当講座では、脳・中枢神経系の高次機能が研究

されている。(1)ヒト認知機能の非侵襲的画像解析、

(2)霊長類（サル）の視覚および記憶機能の電気生

理学的解析、(3)上記(1)(2)を結ぶサル大脳の機能

イメージング、が主な研究テーマとなっている。 

(1)ヒト脳の高次機能を非侵襲的に調べることは、

臨床的観点のみならず基礎医学・生理学の立場か

らも重要な課題である。従来は脳波計測等が主要

な手段であったが、脳磁場計測(MEG)や機能的磁

気共鳴画像法（fMRI）などの新しい手段が開発さ

れてきた。ことに、fMRI は、時間・空間解像度

や非侵襲性において PET を遥かに凌ぎ、断層撮

影可能性や S/Nにおいて脳波やMEGを凌ぐ。当

教室では、早くから fMRIを用いた高次認知機能

の研究を進め、ヒト前頭葉における注意のシフト

機構やメタ認知機構の解明などの成果を挙げてい

る。 

(2)ヒトを含む霊長類では、大脳皮質における視覚

情報処理は後頭葉の一次視覚野に始まり側頭葉前

部、さらには前頭葉へと向かう神経経路によって

担われている。当教室では、視覚的形態認知・記

憶に関連した領域（下部側頭回皮質や海馬）の各々

において、認知記憶過程を担うニューロンを、種々

の記憶課題を用いて同定し、記憶回路の全貌を解

明しつつある。さらに、記憶想起においては、自

発的想起と意識的想起の２つのメカニズムがある

との仮説を提起し、この仮説を支持する証拠とし

て、まず、記憶想起信号が海馬から傍臭皮質さら

に側頭葉新皮質 TE野へと、通常の視覚信号とは

逆方向に伝播していくことを発見した。次に、意

識的想起過程において前頭葉が重要な役割を果た

す事を部分分離脳標本という新しいパラダイムを

開発して立証し、実際に前頭葉から側頭葉へと至

る制御信号（トップダウン信号と呼ばれる）を発

見し、認知記憶システムの全貌解明へ向けた努力

を続けている。 

(3)ヒト大脳認知機能の非侵襲的画像解析は重要

なアプローチではあるが、近年発展の著しい分子

細胞生物学的研究と直接の接点を見出すのは容易

ではない。当教室では、高磁場(4.7 Tesla)のMRI

装置によるサルのｆMRI 解析を導入することに

より、上記(1)と(2)のギャップの橋渡しをする手法

を開発した。4.7 Tesla MRI装置により、通常の

臨床用 1.5Tesla MRI装置を遙かに凌ぐ高空間解

像度を得ることができる。ヒトの認知課題と基本

的に同型の高次課題を開発してサルのイメージン

グを行い、ヒトとの機能的ホモロジー関係を解析

するとともに、動物実験にのみ許される侵襲的解

析（微小電極による電気生理学、トレーサーによ

る形態学、全ての分子生物学等）を用いることに

よって、ヒト大脳認知機能の分子細胞生物学的な

体系的な理解に到達することをめざしている。 
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細胞分子生理学 
 

教授 

森憲作 

講師 

山口正洋 

助教 

長尾伯、柏谷英樹 

 

ホームページ  http://morilab.m.u-tokyo.ac.jp/ 
 

 

沿革と組織の概要 

細胞生理学教室は、旧第二生理学教室を受け継

ぎ、生理学講座の一部門を担当している。大学院

としては、機能生物学専攻に属し、研究室は医学

部教育研究棟７階南にある。現在の構成員は、教

授１、講師１、助教２、事務補佐員１、博士研究

員 3、客員研究員 ２（臨床教室からの受け入

れを含む）、大学院生 8 である。 

 

教 育 

細胞分子生理学教室では、学部学生を対象に、

生理学の講義と実習を行っている。また、研究室

配属およびフリークオーターでは、電気生理学的

実験法や細胞分子生理学的研究方法を学部学生

に教えている。感覚生理学や神経系の細胞分子生

理学に興味を持つ大学院生や学部学生に対して

は、研究の実際に即した講義や指導を行っている。

大学院生には、セミナー、研究報告、Journal Club

を恒常的に行っている。また大学院生は、毎月の

他研究室との合同セミナー（機能生物学専攻セミ

ナー、理化学研究所脳総研グループセミナー等）

に参加している。 

 

 

研 究 

細胞分子生理学教室では、電気生理学、イメージ

ング、細胞分子生物学、分子遺伝学など、多角的な

実験アプローチによって、感覚・知覚のメカニズム

や感覚入力によって引き起こされる情動の神経メカ

ニズムを理解することを目指している。特に、にお

い情報に基づく食物の価値付けや可食の判断の神経

メカニズムの研究や、においにより誘起される無条

件忌避反応の神経メカ二ズムの研究から、これらの

においがどのような神経機構を介して「positive また

は negative な情動行動」と結びつくのか理解を進め

たいと考えている。さらに、睡眠中の嗅覚中枢神経

系の活動の機能的役割を探索している。 

我々はまた、成体における新生ニューロンの既存

神経回路への組み込み機構や、神経細胞と免疫細胞

の相互作用に関わる細胞接着分子の機能解析も進

めている。 

 

現在、以下の３つのテーマに焦点をおいて研究を

行っている。 

 

(1) 嗅覚中枢の機能的神経回路の解析 

我々は、これまで進めてきた嗅球の「匂い受容体

地図」の知識や匂い地図内の「領域別機能分化」の



52 東京医学・第 120 巻・平成 22 年 10 月 

知識をもとに、嗅球・嗅皮質やより上位の嗅覚中枢

の機能解析を進めている。 

嗅球の糸球層は「匂い分子受容体地図」を形成し、

この地図内には、構造的にも機能的にも分化したゾ

ーン構造やドメイン構造がある。私達は以前、嗅球

の個々の糸球の匂い応答を記録し、よく似た分子構

造をした匂い分子群に応答する糸球が集合して、ク

ラスターを形成していることを見出した。しかしな

がらこれらの糸球クラスターが、ゾーン構造やドメ

イン構造とどのような位置関係にあるのか不明で

あった。ドメイン構造が可視化されたトランスジェ

ニックマウスの嗅球の糸球の匂い応答信号を、内因

性信号の光学的測定法を用いて測定し、「糸球クラ

スターA は D-ゾーン・クラス Iドメイン内の外側部

に位置すること」および「糸球クラスターB, C およ

び D は、D-ゾーン・クラス IIドメイン内に前から

後ろに向かってこの順序で並んでいることを見出

した。この結果、特定の匂い応答糸球クラスターは、

特定ゾーンの特定ドメインで表現されている匂い

分子受容体群と正確な対応関係があることが見出

された。またこの研究により、キツネの匂いの 1 成

分であるトリメチルチアゾリンや、それと分子構造

が類似する匂い分子に応答するクラスターJ 糸球群

が、D-ゾーン・クラス IIドメイン内の後部に新しく

見出された。 

多くの哺乳類は、左右の外鼻孔への匂い入力の差

により、匂い源の方向を感知することができる。し

かしながら、このような匂い源の方向感知をつかさ

どる神経回路に関しては全く知られていなかった。

我々は嗅皮質の最も吻側部にある前嗅核の吻外側

領域の個々のニューロンから単一細胞記録をおこ

ない、右鼻単独の匂い刺激や左鼻単独の匂い刺激に

対する応答を調べた。この結果、前嗅核の吻外側領

域のニューロンは同側鼻刺激に対し興奮性の応答

を示し、対側鼻刺激に対して抑制性の応答を示すこ

とを見出した。この応答は呼吸の特定のフェーズと

同期しておこり、特定のカテゴリーの匂い分子群に

特異的であった。両側の鼻の同時匂い刺激に対する

応答は、同側鼻の単独匂い刺激に対する応答よりも

減少していた。この結果は、前嗅核の吻外側領域の

ニューロンは、対側鼻匂い入力の大きさを、同側鼻

匂い入力の大きさから差し引いて、出力を出すこと

を示唆する。実際、前嗅核の吻外側領域のニューロ

ンは、匂い源が同側鼻により近い方向にあるときに

は大きな興奮性応答を、両鼻の中央部にあるときに

は中程度の興奮性応答を、対側鼻により近い方向に

あるときには抑制性応答を示した。したがって、前

嗅核の吻外側領域のニューロンは、左右の鼻からの

匂い入力を比較して、匂い源の方向を検知している

と考えられる。嗅皮質のなかには多くの領域がある

が、機能的役割が判明したのは、前嗅核の吻外側領

域が最初である。 

 

(2) 正常時あるいは病態時における神経細胞― 

免疫細胞間の接触を介した相互作用における

細胞応答とその分子機構 

我々は、終脳特異的細胞接着分子であるテレンセ

ファリンの役割に注目した解析を進めている。特に

活性化したミクログリアとニューロンの接着時に、

テレンセファリンを介して神経細胞と免疫細胞の

間でどのような情報のやり取りがなされるのか、特

にニューロンのダメージからの回復過程に注目し

て研究をすすめている。 

 

(3) 成体脳における神経細胞の新生と除去 

嗅覚系では、成体においても新しく生まれた神経

細胞が既存の神経回路に組み込まれている。我々は、

新生神経細胞のあるものが回路に組み込まれ、ある

ものは回路に組み込まれずアポトーシスによって

除去されることに着目し、新生神経細胞の生死の振

り分けの細胞分子機構の解析を行っている。最近の

研究により、「嗅球における新生顆粒細胞の生死の

運命決定は、主として食事後の睡眠中に行なわれて

いること」、および、「顆粒細胞の運命決定に食事時
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間の嗅覚入力と食後睡眠中の嗅覚中枢の活動が大

きな影響をおよぼすこと」を見出した。現在、新生

顆粒細胞の嗅球神経回路への組み込みが食べ物の

におい記憶と関連すると予想し、解析を進めている。 
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沿革と組織の概要 

昭和 28 年に脳研究施設脳生理部門として発足

し、平成 9年の大学院講座化に伴い機能生物学専

攻・生理学講座・神経生理学分野に改称された。

平成 19 年 9 月に現在の体制になる。教室の現在

の構成員は教授、准教授、助教、特任研究員（河

村吉信、中山寿子、橋本谷祐輝、中尾晴美、Barbara 

Cagniard）、日本学術振興会特別研究員（上阪直

史）、博士課程大学院生（三國貴康、橋爪幹、川田

慎也、谷村あさみ、Jean-Marc Good）、技術専門

職員（松山恭子）、学術支援職員（古関歩、北亜衣

子、野地富美恵）の総勢 18人である。 現在の研

究スタッフの出身は医学部４名、他学部 10 名と

なっている。 

 

教育 

大学院講義（博士、修士課程）、医学部医学科

M1 の生理学講義・実習、およびメディカルバイ

オロジー入門コースの講義、ならびにフリークオ

ーターを担当している。 

講義内容は生理学の基本であるイオンチャン

ネル、シナプス伝達、シナプス可塑性、さらには

神経回路の機能発達を中心に行っている。 

学生実習は、医学部 1号館実習室にて 2つのテ

ーマを担当している。カエルの神経筋標本を用い

た終板電位の実習と、学生自身が被験者となる筋

電図の実習とで構成され、細胞レベルのシナプス

伝達の原理から、生体内における信号伝達までの

広い理解が得られるよう工夫されている。 

フリークオーターでは、学生に研究室で行って

いる脳スライス標本や個体脳の神経細胞からの電

気活動記録やイメージング実験を実際に体験して

もらっている。また、研究室で毎週行っている抄

読会に参加して、最先端の研究に触れることがで

きるよう努めている。 

大学院の教育では、毎週、プログレスレポート

を兼ねた抄読会を研究室で行っている。毎回担当

者が最新の実験データをプレゼンテーションする

か関連の新着論文を紹介し、全員で討論を行って

いる。他に、神経細胞生物学分野と構造生理学部

門との合同セミナーを実施している。 

 

研究 

個々のニューロンは樹状突起、細胞体、軸索か

らなる複雑な構造をもち、多数のニューロンが無

数のシナプスによって連絡し合って複雑なネット

ワークを形成している。したがって脳機能の解明

には個々のニューロン機能の研究とシナプス機能
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の研究の両方が必要となる。シナプスでは、常に

一定の強さで情報伝達がなされるのではなく、

種々の要因により情報の伝わりやすさ（伝達効率）

が変化する。例えば、生後発達期の脳においては、

初期に過剰なシナプス結合が作られ、発達につれ

て不要なものは除去され、必要なものが強化され

て機能的シナプス結合が作られる。成熟動物の脳

でも、長期増強や長期抑圧などのシナプス可塑性

が知られ、これらが記憶や学習の基礎過程と広く

考えられている。 

当教室では、様々な機能分子のニューロンやシ

ナプスにおける動態を、脳スライス、培養神経細

胞、丸ごとの動物脳などの生きた標本を対象にし、

主として電気生理学的および光学的測定法、行動

解析法を駆使して研究を行っている。また、トラ

ンスジェニックマウスや遺伝子ノックアウトマウ

スの解析を積極的に行い、正常マウスとの比較に

より特定の機能分子の役割を追及している。現在

の主な研究テーマは以下の３つである。 

(1) 発達脳におけるシナプスの刈り込みと機能成熟： 

生後間もない動物の小脳プルキンエ細胞は複

数の登上線維によって多重支配されている。生後

発達につれて１本の登上線維入力のみが強化され、

過剰な登上線維は除去されて（シナプスの刈り込

み）、マウスでは生後３週目の終わりまでにほとん

どのプルキンエ細胞は１本の登上線維に支配され

るようになる。当研究室では、いかにして１本の

登上線維が選択され、過剰な登上線維の刈り込み

が起こるのかを追求している。 

(2) 内因性カンナビノイドによる逆行性シナプス

伝達調節： 

私たちは、2001年にシナプス後部のニューロン

から活動依存性にマリファナ類似物質（内因性カ

ンナビノイド）が放出され、シナプス前終末のカ

ンナビノイド受容体に逆行性に作用して、伝達物

質放出を抑圧することを発見した。それ以来、そ

のメカニズムを研究してきたが、最近では、記憶・

学習などの脳機能や嗜癖・依存症形成、ストレス

反応におけるこの現象の生理的意義を研究してい

る。 

(3) 個体脳におけるシナプス伝達機構と情報統合： 

生体内におけるシナプスの生理的機能を理解

するために、丸ごとの動物からホールセル記録法

および 2光子励起観察法を用いて、生体内におけ

るシナプス伝達機構およびシナプス統合について

研究している。これらの実験を可能にするための

様々な技術開発もあわせて行っている。 

 

出版物等（平成 21 年度） 
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dendrite and subsequent elimination of 

"losers" from the soma in developing 

cerebellum. Neuron  63, 106-118, 2009. 
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Kano, M.: Not glutamate but 

endocannabinoids mediate retrograde 
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Purkinje cell synaptic transmission in young 
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157-163, 2009. 
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Watanabe, M., Dieudonné, S. & Snutch, 

T.P.: Functional coupling between mGluR1 
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沿革と組織の概要 

東京大学医学部薬理学教室は、1885 年（明治

18 年）薬物学教室として創設された。1908 年に

第二講座の創設に伴い、本分野の前身は薬物学第

一講座と呼ばれることになった。1927年、薬物学

講座は薬理学講座と呼称変更された。これにより

「-ology」の概念がより強く押し出され、1931年

には医学部一号館に移転した。創設後 100年を経

て、1986年には薬理学教室百周年記念事業が行わ

れた。東京大学が大学院部局化されるのに伴い、

1997 年に薬理学第一講座は薬理学講座細胞分子

薬理学分野と改組された。そして、教室創設 120

周年となる 2005 年、新築された医学部教育研究

棟８階に移転し新たなスタートを切っている。 

教室の構成員は、教授 1、助教 4、ポストドク

1、大学院博士課程 2、MD 研究者育成プログラ

ム学生 1、ラボラトリスタッフ 2である。その他

に、分子神経生物学教室と合わせて 8名の非常勤

講師が講義の一部を担当している（平成 21年 4

月 1日現在）。 

 

教 育 

医学科の学生に対して、薬理学の講義と実習を

分子神経生物学分野と協力して行っている。薬理

学は、薬物治療の基本原理を扱う学問であり、基

礎医学と臨床医学をつなぐ任務を負っている。専

任教員による薬理学講義は、薬理作用の発現機序

に関した薬力学を中心に講義を行っている。この

際、薬物の作用を単に羅列するのではなく、基本

的な考え方を重視して、将来応用することが可能

な薬理学の基礎を築くことを念頭に講義を行っ

ている。非常勤講師と専任教員の講義の一部では、

最先端の研究内容の紹介を行っている。 

学生実習は、基本的な事項を中心に行っている

が、最新のイメージング手法などを取り入れた実

験も組み込んでいる。研究室配属、フリークォー

ターにも積極的に取り組んでおり、フリークォー

ター期間前後の実験も歓迎している。 

大学院教育では、学生一人当り一つのテーマを

担当させ、問題点の発見、実験手技の習得、新た

な方向性への展開、研究成果の取りまとめという

一連の課題を自分でやり遂げることを通して、自

立した研究者を育成することを基本的な目標と

している。 

 

研 究 

Ca2+シグナルは、筋収縮、分泌、免疫、シナプ

ス可塑性、発生、分化など広汎な細胞機能制御に

極めて重要な働きをしている。当研究室は、Ca2+

シグナル機構およびその関連シグナル機構を対

象として、生理学、生化学および分子生物学的手

法など必要なものは全て取り入れて、多角的に研
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究を展開している。その中でも、生命現象の可視

化（イメージング）に重点を置く研究を展開して

いる（後述）。このような研究を通して、Ca2+シ

グナルの多彩な機能の基本原理に迫りたいと考

えている。特に、中枢神経系の機能に着目してい

る。 

 

１）Ca2+シグナルの時空間制御機構解析 

Ca2+シグナルは、細胞内を波のように伝播する

Ca2+ウエーブや、周期的に振動する Ca2+オシレ

ーションといったダイナミックな時空間分布を

とる。これが、Ca2+シグナルに多様な細胞機能を

制御し得る能力を付与しているものと考えられ

ている。イノシトール 1,4,5 三リン酸（IP3）受

容体は Ca2+シグナル形成に極めて重要な細胞内

Ca2+放出チャネルであり、多種多様で重要な細胞

機能制御に関わっている。IP3受容体は単に細胞

内 IP3 濃度にだけ応答するのではなく、細胞内

Ca2+濃度や ATP濃度にも依存して活性化を受け

る。特に Ca2+による制御は Ca2+放出にフィード

バックをかけるため、Ca2+シグナルのパターン形

成に重要であると考えられる。我々は、IP3受容

体上の Ca2+センサー領域を同定することに成功

している。また、この領域に変異を導入して IP3

受容体の Ca2+感受性を低下させることにより、

Ca2+オシレーションが抑制されることを実験的

に示しており、Ca2+放出のフィードバック制御が

Ca2+シグナルパターン形成に重要であることを

明確にした。 

さらに Ca2+オシレーションの形成メカニズム

を追究するため、細胞内小器官（小胞体およびミ

トコンドリア）内腔の Ca2+濃度を細胞質 Ca2+濃

度と同時に測定する新たな測定法を開発した。こ

の方法を用いて、Ca2+オシレーションの際の細胞

内 Ca2+動態を詳しく解析した結果、オシレーシ

ョンと同期して小胞体とミトコンドリアの間を

Ca2+が行き来する「Ca2+シャトル機構」を発見

した。この Ca2+シャトル機構により、Ca2+オシ

レーションの頻度が決定されることを明らかに

した。 

以上のように、Ca2+オシレーションの形成機構

について分子レベルの理解を深める研究を推進

してきた。一方、Ca2+オシレーションによってコ

ードされる情報を細胞がどのように解釈するの

かという基本的問題も重要である。Ca2+依存性に

脱リン酸化されると核内に移行して IL-2などの

転写を制御する NFAT について、細胞内局在と

Ca2+シグナルの関係を解析した。この結果、脱リ

ン酸化 NFAT は Ca2+シグナルの作業記憶素子

（平均寿命 7分）として機能することが明らかに

なった。従って、Ca2+オシレーション頻度が増加

するとともに、作業記憶素子である脱リン酸化

NFAT が細胞質に蓄積し核内移行が促進される。

このメカニズムによって、Ca2+オシレーション頻

度のデコーディングが行われることが明らかに

なった。 

 

２）シグナル分子の可視化解析 

Ca2+シグナルの研究を通して、シグナル分子の

時間的・空間的分布がシグナルの意義を決定する

のに極めて重要であることが明らかになってき

た。そこで、当研究室ではシグナル分子の新しい

インジケーターの開発を行ってきた。まず、Ca2+

シグナルの上流に位置する IP3 シグナルを細胞

内で可視化する試みを行い、プレクストリン・ホ

モロジー・ドメイン（PHD）を用いた方法を世

界に先駆けて確立した。この方法を小脳プルキン

エ細胞に適用し、従来考えられていた平行線維入

力に伴う代謝型グルタミン酸受容体を介する IP3

産生の他に、登上線維入力に伴う脱分極によって

も IP3が産生されるという、新しい IP3産生系の

存在を明らかにした。また、平行線維入力に伴う

IP3シグナルは、代謝型グルタミン酸受容体によ

って活性化されるのに加えて、イオンチャネル型



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.120 Oct. 2010 59 

グルタミン酸受容体の活性化も細胞内 Ca2+濃度

上昇を介して IP3 シグナル形成を促進すること

が明確になった。 

さらに、一酸化窒素（NO）のインジケーター

を、可溶性グアニル酸シクラーゼのヘム結合領域

を利用して作製した。これを用い、小脳スライス

標本において、平行線維刺激に伴うプルキンエ細

胞内NO濃度変化を可視化することに成功した。

この結果、NOシグナルは活性化されたシナプス

からの距離とともに急速に減衰することが明ら

かになるとともに、シナプス特異的な長期増強

（LTP）を惹起することを明確にした。また、

NOシグナル強度は、平行線維入力周波数に二相

性に依存し、LTP も全く同様な周波数依存性を

示すことを明らかにした。このような結果により、

ある特定の入力パターンに対してのみ、NOが生

成され、LTPを惹起することが明確になった。 

最近、中枢神経系の主要な伝達物質であるグル

タミン酸のインジケーターを AMPA型グルタミ

ン酸受容体のグルタミン酸結合部位を用いて作

成した。これを用い、脳スライス標本において、

シナプス間隙外部でのグルタミン酸動態を可視

化することに成功している。この成果は、様々な

重要な脳機能に関与するシナプス外グルタミン

酸伝達に関して、基盤となる知見を与えるものと

期待できる。 

 

３）Ca2+シグナルにより制御される機能の探索 

Ca2+は多様な細胞機能を制御するが、Ca2+に

より制御される機能が全て明らかになっている

わけではない。当教室では、Ca2+シグナルにより

制御される新たな細胞機能を探索する試みを続

けている。 

細胞が隣接して他の細胞が存在することをど

のようにして検知するのかはまだ十分に明らか

になっていない。細胞同士が接触する部位の

Ca2+濃度変化を詳しく解析した結果、細胞が触れ

合う部位に限局した一過性の Ca2+シグナルを発

見して、Ca2+雷光（Ca2+ lightning）と名付けた。

Ca2+雷光は、細胞が他の細胞と接触した後に退縮

する現象を制御していることも明らかにした。 

小脳平行線維→プルキンエ細胞間における代

謝型グルタミン酸受容体刺激に引き続く

IP3-Ca2+シグナルの機能的意義を解析した結果、

シナプス入力による IP3-Ca2+シグナルの下流に

脳由来神経栄養因子があり、これがシナプス前部

のグルタミン酸放出能を制御していることを明

らかにした。これは、活動依存的にシナプス強度

を制御するメカニズムがあることを示唆してい

る。すなわち、神経回路を使い続けることが、そ

の維持に必要であることの分子機構を示してい

るものと考えられる。 

さらに、アストロサイト（グリア細胞）におけ

る IP3-Ca2+シグナルの機能的意義を解析した結

果、細胞表面の分子発現を調節して神経の突起伸

長を制御していることを明らかにした。 

 

４）Ca2+シグナルの細胞間不均一性の分子機構 

クローン細胞であっても、個々の細胞が多様な

表現型を示す現象が近年注目されている。我々は

ヒト由来の培養細胞株である HEK293細胞を薬

物（カフェイン）で刺激した場合に、約 40％の細

胞だけが Ca2+応答を示し（ON状態）、残りの細胞

は全く応答を示さない（OFF状態）、という表現型

不均一性を見出し、その分子機構を解析した。こ

れにより、Ca
2+放出と取り込みのわずかな活性の

差が Ca
2+放出機構の自己再生産的性質により増幅

され、見かけ上の全か無かの反応が得られること

が分った。さらに、この変化の時間経過を観測し

たところ、ON状態と OFF状態を数十時間毎に遷移

していることが明らかになった。この研究は哺乳

類細胞における表現型不均一性の研究の先駆けと

なるものと期待される。 
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以上のように、当教室ではダイナミックな

Ca2+シグナルの基盤となる分子機構の追究を進

めると共に、その生理的意義を中枢神経系に主眼

において探索している。 

 

出版物等 
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沿革と組織の概要 

分子神経生物学教室の現在の構成員は、教授

（三品昌美）、講師（吉田知之）、助教３名（植村

健、安村美里、林崇）、特任研究員１名（陳西貴）、

大学院生４名（佐藤暢彦、李聖真、朱宰烈、池上

賢）、秘書２名（中村美智子、中島由美子）、学術

研究支援員２名（前田亜沙美、城島知子）である。 

 

教 育 

医学部医学科学生の教育は、薬理学の講義と実

習およびフリークオーターからなり、講義と実習

は細胞分子薬理学分野と共同して薬理学大講座が

一体となって行っている。講義は、神経筋接合部

薬理、自律神経薬理、中枢神経薬理、化学療法薬、

免疫抑制薬、発生薬理学の講義を分担している。

非常勤講師は腎臓薬理、抗ガン薬、薬物代謝、臨

床薬理、薬剤疫学、特別講義を分担している。 

学生実習は手法の異なる５つのテーマを取り

上げ、助教が各テーマの責任者となり、教室全体

で実習の指導に当たっている。 

フリークオーターは、研究室で進めている研究

プロジェクトの中から、学生の希望に合わせてそ

の一部を担当する形で行っている。 

大学院生の教育は、教授、助教による実地の研

究指導と研究室全員が参加するプログレスレポー

トと文献セミナー、分子生物学と神経生物学の基

礎を学ぶ分子神経科学セミナー、薬理学講座の薬

理学セミナー、機能生物学専攻の機能生物学セミ

ナーを行っている。 

 

研 究 

本研究室は脳高次機能の一つである「記憶・学

習」の分子機構と制御の解明を目的として研究を

進めている。生命体の情報伝達器官である脳神経

系は、ヒトにおいて最も高度に発達し、多様な神

経細胞が複雑かつ整然としたネットワークを形成

し、階層的に脳システムを構成している。我々は、

中枢における興奮性シナプス伝達とシナプス可塑

性に中心的役割を果たしているグルタミン酸受容

体 (GluR) の実体解明に取り組み、NMDA型グル

タミン酸受容体の多様性と新規 GluRδを見出し

た。続いて、NMDA受容体GluRε1 (GluN2A) の

欠損は海馬 LTP 誘導と文脈依存学習の閾値を上

げ、小脳プルキニエ細胞特異的 GluRδ2 (GluD2) 

の欠損は小脳 LTD と運動学習の障害を引き起こ

すことを示した。したがって、グルタミン酸受容

体が記憶・学習の鍵分子であることが明らかとな

った。さらに、瞬目反射条件付け学習において、

GluRδ2の欠損は delayパラダイムで、NMDA受

容体 GluRε1の欠損は traceパラダイムで学習障
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害を引き起こすことを見出し、条件刺激と無条件

刺激とのタイミングに応じて小脳と海馬などの脳

内システムが使い分けられていることを明らかに

した。 

記憶・学習の分子機構と制御機構を探るために、

学習能力の高い C57BL/6 マウスの均一な遺伝的

背景下において脳部位特異的遺伝子組換えや誘導

可能な CrePR 組換え酵素を用いる時期特異的遺

伝子組換えを行う系を開発した。記憶・学習に深

く関与している海馬の CA3 領域は特徴的な反回

性回路を有している。この反回性回路の同期発火

は、ネットワークオシレーション、記憶形成、癲

癇発作に関与していると考えられている。海馬

CA3領域のNMDA受容体は、反回性回路を形成

する交連・連合線維シナプスに強く発現し、苔状

線維シナプスには弱い発現しか認められない。そ

こで、NMDA受容体を海馬 CA3領域特異的に欠

損したマウスを作成し、海馬 CA3 領域の反回性

回路の活動を解析した。興味深いことに、低濃度

のカイニン酸を投与すると、野生型マウスには影

響を与えなかったが、海馬 CA3 領域特異的

NMDA 受容体欠損マウスでは痙攣発作が誘発さ

れた。高濃度のカイニン酸を投与すると、両マウ

スともに痙攣発作が観察されたが、欠損マウスで

は発作誘発までの潜時が有意に短かった。さらに、

神経活動をウレタン麻酔下で直接記録したところ、

海馬CA3領域特異的NMDA受容体欠損マウスで

大きな特徴的な electroencephalogram (EEG) 

spikesを観察した。一方、野生型マウスではこの

特徴的な EEG spike はまったく観察されなかっ

た。16極のシリコン電極を用いた多点同時記録を

行い、EEG spikeを電流源密度解析すると、海馬

CA3 野および海馬 CA1 野の錐体細胞層に電流の

吸い込みが認められたが、歯状回では電流の吸い

込みは観察されなかった。したがって、この特徴

的な EEG spike は海馬 CA3 領域で生じ、海馬

CA1 領域に伝播したと考えられる。さらに海馬

CA3領域にガラス電極を挿入し、個々の神経細胞

の発火活動を記録したところ、この特徴的な EEG 

spikeの出現に合致してmultiple unit activityの

頻度が大きく高まっていることを見出した。した

がって、NMDA受容体を欠損させた海馬 CA3領

域では、神経細胞の同期発火頻度が高まることに

より特徴的な大きな EEG spike が生じたと推定

される。すなわち、海馬 CA3領域のNMDA 受容

体は、神経細胞の発火頻度を抑制することにより

反回性回路の興奮性を負に調節している可能性が

示唆された。 

音刺激恐怖条件付け学習による情動記憶の形

成には扁桃体が中心的役割を担っており、文脈依

存学習には海馬も重要であることはよく知られて

いる。線条体medium spiny neuronに選択的に

発現するGタンパク質γ7サブユニットをコード

する遺伝子のプロモーター下にCre組換え酵素と

プロゲステロン受容体のリガンド結合領域を融合

させた CrePR遺伝子を挿入し、Gγ7-mCrePRマ

ウスを作成した。Gγ7-mCrePRマウスを Cre依

存 的 に ジ フ テ リ ア 毒 素 A を 発 現 す る

Eno2-STOP-DTAマウスに掛け合わせ、6週齢マ

ウスにアンチプロゲステロンRU-486を投与する

ことにより CrePR の活性化を誘導した。投与後

14 日目には、神経細胞のマーカーである NeuN

の免疫染色は線条体においてほぼ完全に消失した。

この線条体特異的神経細胞除去マウスを用いて恐

怖条件付けを行った。線条体ニューロンの選択的

除去を誘導しても thin rodや rotarod試験でマウ

スの協調運動に障害は認められなかった。また、

音刺激恐怖条件付け学習にも障害は認められず、

恐怖記憶に線条体は関与しないとの従来の研究と

同様な結果が得られた。しかしながら、通常の電

気ショックより弱いショックを用いた条件付けで

は、1～3時間後の記憶は正常に形成されるが、24

時間後の記憶が減弱した。また、条件付けの 24

時間後すなわち長期記憶が形成された後に線条体
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ニューロン除去を誘導すると記憶が減弱した。さ

らに、野生マウスを恐怖条件付けした後、線条体

にNMDA受容体阻害薬APVあるいは蛋白質合成

阻害薬アニソマイシンを注入したところ、通常の

電気ショックによる記憶形成には影響しないが、

弱いショックを用いた条件付けでは恐怖記憶の形

成が障害された。これらの結果から、線条体は刺

激強度が弱い条件下における情動記憶形成に重要

な役割を担っており、音刺激恐怖条件付け学習に

は線条体依存性と非依存性の二種類があることが

明らかとなった。 

GluRδ2 に結合する PDZ 蛋白 Delphilin は

GluRδ2 と同様な発現分布を示す。すなわち、小

脳プルキニエ細胞に特異的に発現し、平行線維シ

ナプスに局在する。Delphilin 欠損マウスでは、

小脳回路は正常に形成されたが、平行線維シナプ

ス LTD の誘導閾値が低下していることを見出し

た。この受容体に結合する分子として発見したデ

ルフィリンもプルキニエ細胞の平行線維シナプス

に局在する。デルフィリンを欠損させたマウスで

は、シナプスの長期抑圧が起きやすくなっており、 

縦縞模様のスクリーンの動きを追う眼球の動

きの適応は正常マウスより速く起こることを見出

した。すなわち、視運動性眼球運動の適応という

運動学習能力が向上していることを明らかにした。

眼球運動の制御を行う神経ネットワークの１カ所

でシナプス可塑性を亢進させると運動学習が促進

されることから、本研究は平行線維シナプスの可

塑性が視運動性眼球運動の適応という運動学習に

おいて律速となっていることを示唆する。 

一方、NMDA受容体GluRε2 (GluN2B)欠損マ

ウスではヒゲ知覚神経に対応する脳内感覚地図の

形成不全が認められた。また、GluRδ2 欠損マウ

スでは平行線維シナプス数が減少し、登上線維に

よるプルキニエ細胞の多重支配が残ることを見出

した。すなわち、発達期のシナプス形成・整備と

記憶の形成には共通の分子機構が使われていると

の作業仮説が生まれた。 

グルタミン酸受容体GluRδ2は小脳プルキンエ

細胞特異的に発現し、平行線維−プルキンエ細胞

の後シナプス部位に局在している分子である。

GluRδ2はシナプス可塑性（LTD）、シナプス形成

と神経回路網形成及び整備に重要な役割を果たし

て い る 。 小 脳 プ ル キ ニ エ 細 胞 特 異 的

GluRδ2-CrePRマウスと flox-GluRδ2マウスを掛

け合わせ、プロゲステロン受容体のアンタゴニス

トを投与することにより、成熟期において小脳プ

ルキニエ細胞特異的に GluRδ2を欠損させた。免

疫電顕による解析から、成熟小脳でシナプス後部

のGluRδ2の減少に伴い、平行線維-プルキニエ細

胞シナプスにおいてシナプス前部のアクティブゾ

ーンが縮退し、シナプス後部の PSD が膨張する

構造変化が引き起こされ、シナプス前部と後部の

不一致が生じることを見いだした。さらに、

GluRδ2 の消失はシナプス結合の切断をもたらし

た。これらの結果は、成熟した脳のシナプス結合

に GluRδ2が必須であることを示している。さら

に、GluRδ2 を介する蛋白質相互作用によりがシ

ナプス前部のアクティブゾーンが制御されている

ことが示唆された。実際に、GluRδ2 がそのアミ

ノ末端領域（NTD）を介してシナプス形成誘導能

を示すことを、小脳顆粒細胞の初代培養を用いて

明らかにした。さらに、GluRδ2が Cbln1を介し

てシナプス前部の Neurexin と結合し、シナプス

形成を制御していることを見いだした。 

GluRδ2の C末端（T site）には PDZドメイン

を有するPSD-93、PTPMEG、Delphilin、nPIST、

S-SCAMが結合する。GluRδ2の T siteを欠失し

た GluRδ2ΔT マウスは運動失調を示さず正常に

発育した。GluRδ2ΔT蛋白は野生型GluRδ2蛋白

と同様に平行線維シナプスの後シナプス肥厚部に

存在し、GluRδ2ΔTマウスにおけるシナプスの密

度、形態ともに野生型と比べ有為な差は認められ

なかった。しかしながら、GluRδ2ΔTマウスにお
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いては小脳 LTD 誘導の異常と運動学習の障害が

観察された。さらに、GluRδ2ΔTマウスでは登上

線維支配領域の遠位方向への拡大と遠位樹上突起

において登上線維支配の異所転位が認められた。

一方、発達に伴う近位樹上突起での過剰な登上線

維の除去過程は正常におこなわれており、GluRδ2

がT siteを介したシグナル伝達によりプルキンエ

細胞における平行線繊と登上線繊シナプス形成の

異種入力線維間競合を調整していることを示唆す

る。したがって、GluRδ2の T siteは小脳 LTD誘

導と登上線維支配領域の調整に重要であることが

明らかとなった。 

シナプス形成過程を in vivo で可視化できるゼ

ブラフィッシュの神経回路特異的遺伝子操作法を

開発した。シナプス形成の分子機構を in vivo で

解析できるゼブラフィッシュの神経回路特異的遺

伝子操作法を開発し、嗅覚神経細胞のシナプス形

成過程において、軸索終末へのシナプス小胞の集

積は A キナーゼ/CREB シグナルによって調節さ

れ、一方、軸索終末分化に伴う形態変化はカルシ

ニューリン/NFAT シグナルによって制御される

ことを明らかにした。さらに精神遅滞の原因遺伝

子の一つである IL1RAPL1 に対応するゼブラフ

ィッシュ Il1rapl 1bがシナプス小脳の集積と神経

終末の形態変化に関与することを示した。 

これらの研究は分子生物学を中心に薬理学、生

化学、生理学、解剖学、発生工学、行動学、遺伝

学を適用する総合的アプローチが必要不可欠であ

り、内外の研究者との共同研究も積極的に行って

いる。 
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沿革と組織の概要 

人体病理学・病理診断学分野は，東大医学部附

属病院・病院病理部と一体となって病理診断，教

育，研究にあたっている．幅広い病理学のフィー

ルドをカバーしながら，「臨床医学としての病理

学」，「トランスレーショナルリサーチを担う次世

代病理学」の構築を目指している． 

平成 21年度 9月に，福嶋准教授が自治医科大

学教授に異動した．このため，宇於崎講師（病理

部）が准教授に昇任し，高澤講師が病理部講師に

配置換えとなった．さらに，石川助教が准教授に

昇任した．  

大学院（博士課程）については， 4 名が卒業

し，博士号を受けた．新年度には 4名の新入生を

迎える予定で，平成 22 年度には計 13 名（留学

生 2名）が在籍することになる．  

人体病理学・病理診断学分野は，東大医学部附

属病院の生検診断，剖検診断業務を支える一方，

ヒトの病気を対象に形態学を基盤にした研究を

行っている．また，分子病理学分野と協力して

M1 の病理学総論を担当し，さらに系統病理学，

クリニカルクラークシップ，BSL と，M2 から

M4に及ぶ医学部病理学教育にあたっている． 

 

診療（病理診断・剖検） 

病院病理部とともに，東大医学部附属病院の生

検診断，剖検診断業務を支えている（病院病理部

の項参照）． 

生検・手術を扱う，いわゆる外科病理に関して

は，胸部，肝臓・胆膵，泌尿器，婦人科，乳腺，

整形外科の手術症例，ならびに肝臓，腎臓，皮膚

生検について，臨床各科と定期的にカンファラン
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スを行っている． 

病理解剖症例については毎月 1 回 2 例を取り

上げ，病院 CPCを継続的に行っている．毎週月

曜日に開催している剖検症例カンファランスと

ともに臨床研修医教育の場となっている． 

平成 17 年度から開始されている「診療行為に

関連した死亡（診療関連死）」の死因究明のための

解剖調査に，法医学教室と共に積極的に参加，協

力してきた．平成 20年度から二年間，「診療関連

死の解剖調査を補助する手法（死後画像）の有用

性に関する研究」（厚生労働省科学研究費）を行っ

た．成果については研究班ホームページ上に公開

している（http://humanp.umin.jp/）． 

 

教 育 

M1に対する病理総論では，病理形態学的な部

分について講義，実習の一部を担っている．講義

の概要について，UT オープンコースウェア

（http://ocw.u-tokyo.ac.jp/）において一般に公開

している． 

系統病理学，ならびに実習は，系統講義の進行

にあわせ，一週間に各 1回，それぞれ計 19回行

われている．実習での理解を促進するため，前半，

後半に分けてハンドアウトを配布するとともに，

実習に使用する病理組織標本は，すべてバーチャ

ルスライドとしてホームページ上で閲覧できる

ようになっている．総合実習室にもバーチャルス

ライドシステムを導入し，従来型の顕微鏡観察を

より効果的に行える環境を構築した． 

M3 では病理部クリニカル・クラークシップ，

M4では BSLを実施している．BSLでは学生 2

名単位で 1 例の剖検症例をまとめる剖検病理演

習，種々の腫瘍切除例を用いた外科病理演習，な

らびに病院病理部見学を行っている． 

系統病理学ならびに卒業試験については，ホー

ムページで過去の問題を公開し，卒業試験につい

ては模範解答も公開している． 

博士課程では，がんプロフェッショナル養成プ

ランに対応して，「腫瘍病理学概論」講義を設け

ている． 

 

研 究 

「慢性炎症と腫瘍」を大きなテーマとして，

Epstein-Barr ウイルス関連腫瘍（胃癌）を中心

に研究を展開している（宇於崎准教授，日野，坂

谷，牛久，森川助教，仲矢特任助教）．EB ウイ

ルス関連胃癌の発癌，進展に，ウイルス潜在期遺

伝子蛋白 LMP2A，小分子 RNAが重要な役割を

果たしていることを明らかにした．これら一連の

研究により，深山教授に日本病理学賞（日本病理

学会）が授与された． 

これまで 9年間にわたり，韓国，台湾における

病理施設とヒト癌ウイルスの分子疫学的調査を

行ってきた．なかでも，韓国テグ市啓明大学病理

学教室と交流を継続しており，平成 21 年 6 月，

深山教授，太田講師，後藤助教が招聘を受け，啓

明大学Dongsan Hospital Cancer Center国際シ

ンポジウム”At the Front of Cancer Control”に

おいて，これまでの研究成果を発表するとともに

日本における癌組織バンキングの現状を紹介した． 

研究の第二の柱は，がんの治療標的分子探索で

ある．東京大学先端科学技術研究所と共同で，癌

の網羅的トランスクリプトーム解析に基づき，モ

ノクローナル抗体，組織マイクロアレイを用いた

発現解析を行っている．また、グローバルＣＯＥ

「疾患のケミカルバイオロジー教育研究拠点」事

業の一環として、疾患鍵分子の発現異常の形態学

的解析にも取り組んでおり（山内特任助教），解析

方法の開発によって形態学的研究の新たな方向性

を探求し，診断治療への応用を目指している． 

石川准教授は先端研油谷教授とともに，ゲノム

情報を網羅的に解析する手法の検討を進め，ゲノ

ムコピー数を精密に分析する手法を開発した

（EG法）．これにより，個人ごとに異なるゲノム
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のアレルによる遺伝子発現量の違いを高精度かつ

網羅的に測定することが可能となった．この技術

は、頻度の少ない重症な副作用の予知を遺伝子レ

ベルで可能とし、薬剤開発における前臨床試験、

臨床治験、市販後調査等に対応可能な基盤産業技

術としての実用化が期待されている（NEDOプレ

スリリース，2009年 12月 5日）．  
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沿革と組織の概要 

分子病理学講座の現在の構成員は教授 1、准教

授 1、講師 2、助教 2で、そのほか学術支援職員 4、

事務補佐員 1、大学院生 18、医科学修士学生 4、

ポストドクター1、学内・学外他施設からの研究

者（大学院生を含む）が 2 である。平成 12 年 8

月より宮園浩平教授が分子病理学講座を担当して

いる。 

 

教育 

医学部医学科学生の教育は人体病理学講座と共

同で行っているが、病理学の講義のうち病理学総

論を分子病理学講座が中心となって担当している。

また大学院の共通講義、医科学修士の講義などを

担当している。 

医学部医学科学生の病理学総論ではとくに腫瘍

学の講義に力を入れて行っている。がん遺伝子や

がん抑制遺伝子の働き、化学発がん、ウィルスに

よる発がんのメカニズム、がんの疫学、がんの浸

潤・転移のメカニズムなどは医学部学生が学ぶべ

き重要な問題の一つであり、これらについて実例

をあげながら集中的に講義を行っている。実習は

アポトーシスに関する実験を指導している。 

最近、医学部の講義の中で腫瘍学を系統立てて

講義することの必要性がしばしば論じられている

が、我々は病理学総論の講義を通じて「癌の基礎」

を医学部学生が理解してくれることを強く期待し

ている。 

研究室は医学系研究科基礎研究棟 11階にある。

一つのフロアーでほとんどすべての実験が行え、

研究の効率が極めてよいことが特徴である。分子

病理学教室では月 2回の教室内のプログレスミー

ティング、月１回のマンデーセミナーのほか、准

教授、助教を中心としたグループミーティング、

教員と学生のディスカッションを頻繁に行い、学

生の研究指導を行っている。 

我々の研究室はスエーデンの Uppsala 大学と

平成７年以来、共同研究を行って来た。また毎年

秋にはスエーデンまたはオランダで開催される

TGF-beta meetingに大学院生数名が出席し研究

成果の口頭発表を行っている。 

平成 19年度よりグローバル COE「生体シグナ

ルを基盤とする統合生命学」によって大学院生の

教育が支援されるようになり、毎年１回開かれる



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.120 Oct. 2010 73 

 

リトリートや海外でのリトリートへの参加をはじ

め、大学院生の研究が様々な形で支援されるよう

になった。 

研究室の廊下には大学院生を中心に学会で発表

したポスターを掲示している。来訪者の方々には

時間の許す限りポスターをご覧いただければ幸い

である。 

 

研究 

分子病理学講座は実験病理学を中心とした研究

をこれまで目指してきた。平成 12 年より新体制

となったあともこうした基本目標はかわらず、分

子病理学的研究によって疾患の分子メカニズムを

明らかにすることを目標としている。現在は

TGF-beta のシグナル伝達の研究、がんと血管・

リンパ管の分化に関する研究を中心に研究を行っ

ている。 

 

近年の癌に対する治療の進歩にも関わらず、悪

性の脳腫瘍に対する治療成績は極めて不良である。

がん幹細胞の概念は脳腫瘍においても新たな治療

法の確立を期待させるが、現在までに脳腫瘍幹細

胞を標的とした治療法は確立されていない。我々

はグリオーマ幹細胞が分泌する TGF-betaがグリ

オーマ幹細胞自身に働いてその未分化性を維持す

ることを明らかにした。TGF-beta は転写因子

Sox2の発現を誘導するが、Sox2の発現は別のSox

ファミリーの転写因子 Sox4 によって誘導される

ことが明らかとなった。TGF-beta 阻害剤はグリ

オーマ幹細胞の分化を促進することによってその

腫瘍形成能を低下させ、一方で Sox4 や Sox2 は

TGF-beta 阻害剤のこうした作用に拮抗的に働く

ことが明らかとなった。またヌードマウスの頭蓋

内にグリオーマ幹細胞を移植すると腫瘍を形成す

るが、TGF-beta 阻害剤でグリオーマ幹細胞を前

処理すると腫瘍形成が見られないことが明らかと

なった。以上からグリオーマ幹細胞においては

TGF-beta-Sox4-Sox2 経路ががん幹細胞の未分化

性維持に重要な役割を果たし、その遮断はグリオ

ーマの新しい治療法となりうることが明らかとな

った（Ikushima et al., Cell Stem Cell 2009）。 

 

骨形成因子（BMP）ファミリーの因子は骨・軟

骨の形成だけでなく血管の形成やその恒常性の維

持に重要な役割を果たす。BMP-2/4グループの因

子やOP-1グループの因子は ALK2、3、6の３種

類の BMPの I型受容体を介してシグナルを伝達

するが、一方で BMP-9や BMP-10は ALK-1を

介して血管内皮細胞でシグナルを伝えることが報

告されて来た。しかし BMP-9から ALK-1を介し

たシグナル伝達経路についてはまだ十分には明ら

かになっていない。我々は BMP-9 が発生期（胎

生 8.5日）の尿膜で血管形成を促進することを示

した。またマウス ES 細胞由来血管内皮細胞では

BMP-9は VEGFR2や Tie2の発現を誘導するこ

とで細胞増殖促進作用を示すことを明らかにした。

ALK-1の強制発現はBMP-9と同様の作用を示し、

ALK-1の発現の低下でBMP-9の作用が喪失した

ことから、BMP-9が ALK-1を介してシグナルを

伝えることが確認できた。さらに膵臓がんのマウ

スへの移植モデルでは BMP-9 が血管内皮細胞の

増殖を促進した。以上より、BMP-9が血管内皮細

胞では ALK-1 を介して細胞増殖シグナルを伝達

することが示唆された（Suzuki Y, et al. J. Cell 

Sci. 2010）。 

 

リンパ管新生では転写因子Prox1が血管内皮細

胞からリンパ管内皮細胞への分化に重要な役割を

果たす。我々はマウス ES 細胞由来血管内皮細胞

やヒト血管内皮細胞、リンパ管内皮細胞などで

HoxD8 が Prox1 によって誘導されることを明ら

かにした。HoxD8の発現は血管内皮細胞よりもリ

ンパ管内皮細胞で強く見られた。炎症性のリンパ

管新生実験モデルでは HoxD8 がリンパ管の内径
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の拡大を促進することを見出した。また、HoxD8

は Ang2のみならず Prox1の発現を誘導した。こ

のように Prox1の発現はHoxD8によって維持さ

れており、お互いが作用し合うことでリンパ管の

機能の維持や分化に関わっていることが示唆され

た（Harada et al., J. Cell Sci. 2009）。 

 

マイクロ RNA（miRNA）は 20～25 塩基程度

からなる低分子量 RNA であり、遺伝子発現の制

御分子として様々な機能を発揮する。miRNA は

多彩な生理現象において重要な役割を演じるとと

もに、miRNA による制御機構の異常が悪性腫瘍

を含む多くの病態に大きく関与することが示され

ている。我々は p53 が miR-34 に加えて、

miR-15/16/143/145などのmiRNAの成熟を促進

することを明らかにした。Drosha 複合体は

p68/p72と呼ばれるDEAD-box型 RNA helicase

などの補助因子を伴う。我々は p53がDrosha複

合体と相互作用し、さらに、in vitroでDNA傷害

に応答して p53と相互作用したDrosha複合体が

miR-16/143 に対してより強い切断活性を有する

ことを明らかにした。さらに癌で見られる変異型

p53が、Drosha複合体と p68の結合に干渉し、

miR-16/143 などの miRNA のプロセッシングを

減弱させることを見出した。これらの結果は、

DNA 損傷反応と miRNA の生成過程が緊密に相

互作用しており、p53が制御するがん抑制機構に、

p53の転写調節機能とは独立したmiRNA生合成

調節作用が組み込まれている可能性を示したもの

と考えられる(Suzuki HI, et al. Nature 2009)。 
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沿革と組織の概要 

平成 2１年 3月まで当教室主任であった野本明

男教授の定年退職に伴い、平成 21 年度より新た

に畠山昌則教授が赴任し、新体制でのスタートを

切った。現在、当教室の構成員は、教授 1名（畠

山）、助教 2名(紙谷、堤)に加え、学術支援職員 2

名（矢野、後藤）並びに大学院生 11 名（高橋、

藤井、齊藤、山橋、林、Safari、鈴木、柏葉、柳

谷、菊地、長瀬）の合計 16名であり、日々研究・

教育活動に励んでいる。 

 

教育 

当教室は基礎系唯一の感染症関連講座である。

医学科１年生（M1）の学生を対象として細菌学、

ウイルス学を中心に微生物学教育を担当している。

臨床微生物学に関しては平成７年度に新設された

感染制御学教室が一部担当しているが、当教室に

おいても基礎医学にとどまらず、感染症の臨床医

学、社会医学の重要性を考慮した教育をおこなっ

ている。 

系統講義は、微生物学総論（生化学、生理学、

遺伝学、疫学等）と各論からなる。前者は学生が

医微生物学の理解に必要な基礎理論を習得し、医

学領域における微生物学の役割を理解することを

目的とする。各論の講義は、病原微生物の病原性

発現機構、感染症の臨床、ウイルスの分子生物学

などトピック別に行う。学生が医微生物学に対す

る学究的興味を持つ機会が得られるべく、実際の

臨床事例に基づく話題や基礎研究における最新の

知見等を含めて講義を組み立てている。 

実習は、(1) 病原細菌の分離同定法（市販肉か

らの食中毒菌分離、血清凝集反応・PCRによる同

定等を含む）、(2) 微生物遺伝（細菌およびファー

ジの増殖・変異、遺伝子組換え、遺伝子相補試験、

DNA修復経路、DNAの修飾と制限、ラムダファ

ージの溶原化誘導等）、(3) その他（細菌のグラム

染色、接触感染流行モデルの実験室内シミュレー

ション等）からなる。臨床微生物学や基礎研究に

おいて必要な基本的技術と理論的背景の習得を目

的としている。 

大学院教育としては、医学系研究科博士課程の

微生物演習、微生物学実習を担当している。その

他、医科学専攻修士課程の微生物学講義も担当し

ている。 

 

研究 

当教室では胃癌を中心とした感染癌発症機構

の解明ならびにその成果を基に癌の革新的予防・

治療法開発を目指し研究を進めている。胃癌は部

位別癌死亡の第二位を占め、胃癌死亡者数は全世

界癌死亡者総数の 10.4%を占める。ヘリコバクタ

ー・ピロリ（ピロリ菌）の感染は胃癌発症に深く
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関与していることが明らかとなり、中でも cagA

遺伝子を保有するピロリ菌の持続感染は胃癌発症

に決定的に重要な役割を演ずる。cagA 陽性ピロ

リ菌は IV 型分泌機構を介して CagA タンパク質

を胃上皮細胞内に注入する。当教室ではこれまで

の一連の研究を通して、cagA 陽性ピロリ菌が胃

上皮細胞を癌化させる分子機構を明らかにしてき

た。 

日本を含む東アジア諸国は胃癌の多発国とし

て知られており、ピロリ菌感染を起点とする各種

胃粘膜病変の予防・治療法の確立は急務である。

当教室では、ピロリ菌感染を基盤とする胃発癌に

おける細菌性癌タンパク質としてのCagAの役割

ならびにCagAを分子標的とした治療開発を目指

し、分子から個体レベルにいたる先端的研究を進

めている。 

1. ピロリ菌 IV型分泌機構の解析 

ピロリ菌は IV 型分泌機構と呼ばれるミクロの

注射針を用いてCagAタンパク質を胃上皮細胞内

に打ち込むが、その詳細は明らかにされていない。

そこで、IV型分泌機構を介した胃上皮細胞内への

CagA移行の分子メカニズム解明を進めている。 

2. CagAによる癌タンパク質 SHP-2の脱制御 

胃上皮細胞内に侵入したCagAは Srcファミリ

ーチロシンキナーゼ（SFK）によりチロシンリン

酸化を受ける。我々は、チロシンホスファターゼ

SHP-2がCagAと複合体を形成することを明らか

にした。CagA との複合体形成により活性化され

た SHP-2は、Erk-MAPキナーゼ経路を介して異

常な増殖シグナルを生成するともに、 focal 

adhesion kinase の不活性化を介して細胞運動能

を亢進し、細胞増殖刺激時様の形態変化を誘導す

る。近年の研究から、SHP-2はその機能獲得型変

異が様々なヒト癌発症に関与する癌タンパク質で

あることが示されており、細胞癌化における

SHP-2脱制御の役割解明を進めている。 

3. CagAによる上皮細胞極性の破壊 

胃粘膜上皮細胞は細胞間接着装置を介して単

層の極性化細胞層を形成する。我々は CagAがこ

の上皮細胞極性を破壊することを見出した。さら

に、上皮細胞極性破壊活性を担う CagA分子内領

域である CM配列を同定し、この部位に特異的に

結合する分子を探索した結果、上皮細胞の極性形

成と維持に必須の役割を担うセリン／スレオニン

キナーゼ PAR1bを同定した。CagAは PAR1bと

の結合を介して PAR1b キナーゼ活性を抑制し、

上皮細胞極性を破壊することを明らかにした。現

在、CagA による上皮細胞極性破壊と胃癌発症の

関連並びにその分子機構の解明を試みている。 

4. 生体内における CagAの発癌活性 

ピロリ菌 cagA遺伝子を全身性に発現する cagA

トランスジェニックマウス（cagA-Tg）を作製し

た。このマウスでは CagAのチロシンリン酸化依

存的に胃癌、小腸癌ならびに白血病が発症した。

現在、組織選択的に CagAを発現する cagAトラ

ンスジェニックマウス（cagA-Tg）を作製し、CagA

による個体レベルでの発癌機構解明に取り組んで

いる。 
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沿革と組織の概要 

感染制御学教室の前身は、1991年 1月 23日に

院内措置として設置した院内感染対策部である。

これが 1993年 9月 1日に感染制御部と改組にな

った後、1994年 6月 24日に感染制御学講座が開

設した。院内措置であった感染制御部も、2002

年に正規の部として承認された。当講座の構成は、

教授 1、講師 2、助教 2、技術補佐員 2、検査技師

１１である。検査技師は、2001年に細菌検査室が

検査部から感染制御部に移動したのに伴い、感染

制御部所属となっている。講座の実際の業務運営

には、看護部等の協力･援助に頼る所が多大である。 

 

診 療 

当講座の病院内業務は以下のような事項であ

る。 

1) 院内で発生したMRSAその他の多剤耐性菌感

染症および各種病院感染症に対する監視、サーベ

イランスの実施と対策の策定･介入ならびにその

評価分離状況調査と各科への定期的報告、保菌者

のスクリーニング（依頼時）、ムピロシン･バンコ

マイシン･テイコプラニンの適正使用の指導、多発

時の警告、介入･指導、手洗法の指導など。 

2) 病棟ラウンド毎週病棟ラウンドを行ない、現場

の情報を収集する。2000 年 6 月より看護部病院

感染対策委員も加わり、感染対策チーム（ICT）

としてラウンドを行っており、同年 10 月から病

院感染症全体の包括的サーベイランスも開始した。

病院感染対策や感染治療の上での問題点がある場

合には、担当医師･看護婦と相談したうえで問題解

決を図る。 

3) 病棟･外来の環境調査感染が多発した病棟にお

いて、必要に応じ病棟側と相談の上、病室、処理

室などの環境や器具の汚染状況を調査している。 

4) アウトブレイク発生時の対策と検討：検査部細

菌検査室からの情報をもとに、特定の菌種の分離

が病院内で特定の部署で増加していないかどうか

調べている。増加が見られる場合には、その部署

への情報提供や分離菌株の遺伝子解析（pulsed 

field gel electrophoresis）を行ない、原因を明ら

かにしたうえ、共同で対策を立案する。 

5) その他の伝染性感染症患者に対する治療およ

び病棟での対処法に関する情報提供。結核、麻疹、

水痘など感染力の強い空気感染性感染症発生時、

伝染性角結膜炎や症癬などの接触感染で感染力の

強いものが発生した時などに、有効な防止法を指
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導する、また、病棟からコンサルトがあった場合、

また特殊な菌が分離された場合に、担当医に治

療・対策について情報を提供する。 

6) HIV感染症患者の治療に関する情報提供：HIV

感染症の専門医の立場から、愚者の治療および院

内感染対策についての情報を提供している。 

7) その他感染症全般の診療サポート 

8) 水質検査：無菌室、手術室などの減菌状況のモ

ニタリング、クーリングタワー水のレジオネラの

調査などを行っている。 

9) 針刺し･血液曝露防止針刺し事故や血液･体液

による皮膚･粘膜の曝露による職員の感染を防ぎ、

安全な職場とするために、各種安全器材の導入や

安全手技の指導を行っている。 

10) 手指洗浄･消毒法の指導：MRSA や多剤耐性

緑濃菌などの院内伝播による院内感染症を防止す

るために最も有効な方法は職員の手洗い励行であ

るが、なかなか徹底しないのが現状である。この

点を改善するために、各部署でくり返し職員の指

導を行っている。 

 

教 育 

当講座は、医学部医学科、健康科学・看護学科

および付属看護学校の教育を担当している。医学

科では、M1 および M2 で感染制御学の系統講義

と実習、M2で内科(感染症)の系統講義を感染症内

科と共同で担当し、健康科学･看護学科では微生物

学･医動物学の系統講義の一部を、看護学校では微

生物学の系統講義と実習の全てを担当している。

講義･実習は必ずしも感染制御学に関する内容だ

けではなく、臨床微生物学･感染症学を含めた広い

スタンスで行うことを目標としている。したがっ

て、病院感染防止対策に加え、病原微生物の基礎

的･臨床的な知識･各臓器における感染症、抗生物

質・ワクチンの使用法などの内容についても教育

を行っている。卒後教育としては、大学院生の入

学時ガイダンスと研修医オリエンテーションに際

して感染制御に関する教育を行っている。この他

に、病棟から感染制御および感染症治療に関する

質問･依頼等があった場合、随時、情報提供・技術

指導を行なっている。1998 号年 6 月に内科診療

科再編によって感染症内科がスタートしたが、外

来･病棟における感染症内科の診療、研修医の指導

などにも積極的に協力している。 

 

研 究 

当講座の主な研究のテーマは以下のような事

項である。薬学部、臨床各科との連携研究も開始

している。 

1) 医療関連感染制御の組織的方法の確立 

2) 肝炎ウイルスに対する感染制御・治療法の開

発 

3) Ｃ型肝炎ウイルスによる肝発がん機構とその

抑制法の開発 

4) HIV感染症の進展に関する研究 

5) ウイルス感染症におけるミトコンドリア機能

障害機構 

6) B 型肝炎ウイルスによる病原性発現機構の解

析 

7) 日和見 CMV 感染症の新規診断法開発と病態

解明 

8) 細菌による血球細胞の活性化機序の解析 

9) 病原体感染時の自然免疫応答機構の解析 

10) 多剤耐性菌出現機構 

討 
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沿革と組織の概要 

当免疫学教室の歴史は 1918 年に溯る。当時は

血清学教室と呼ばれており歴代、三田定則、緒方

富雄、鈴木鑑教授が主宰された。1977年に前任の

多田富雄教授が着任, 以来免疫学教室と名称を変

更し、それまでの教室の伝統を活かしながら、当

免疫学教室を更に国際的にも広く知られる教室へ

と発展させるため、免疫系の負の制御に関する研

究を重ねられ、国際免疫学連合副会長・会長を歴

任、又 International Immunology の Editor-in-

Chief として国内から世界に免疫学研究を発信す

るための国際誌を創設、その発刊と運営に多大な

貢献を果たされた。1994年多田教授がご退官、そ

の後我々が当教室を担当している。基本的には多

田教授が築かれた本教室の歴史と伝統を継承しな

がらも、研究と教育両面において国際的に更なる

発展を目指している。 

我々の教室では、自然免疫系を基軸としながら、

免疫調節分子であるサイトカインの遺伝子を中心

として、それらの発現を制御する転写因子ファミ

リーによる免疫系と発がんの制御機構について研

究を行い、 同時に免疫と発がんを繋ぐシグナル伝

達・遺伝子発現ネットワークの解析を行っている。

また、最近では准教授の本田らによって腸管免疫

の制御に関する新しい研究分野を展開させている。 

更に研究室の一層の国際化を図るため、外国人

大学院学生やポスドクを積極的に受け入れるとと

もに、最新の情報を得るため国際的に著名な研究

者を招いて公開セミナーの充実を図っている。ま

た、大学院重点化に伴い、本教室は医学系研究科、

病因・病理学専攻に属しており、運営において当

専攻に属する各教室とは特に密接な連携を図りな

がら研究・教育の向上に務めている。 

 

教 育 

医学部医学科学生の教育は、講議と実習、なら

びに基礎配属からなる。講議は前期は総論、後期

は各論とし、教授、准教授らが分担して行ってい

る。また、非常勤講師として、The Rockefeller 

University の Jeffrey V. Ravetch 教授らに各論

の一部を担当していただいている。 

学生実習は、免疫学の基礎的技術を経験するこ

とを主とし、その他に in vivoでの抗体産生応答・

フローサイトメトリーでの細胞表面マーカーの解

析を行っている。 

当講座では、基礎配属のための特別のカリキュ

ラムを組むことをせず、進行中のプロジェクトの

中で、学生の希望に合わせて一部を分担させるよ
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うにしている。 

大学院生を対象にした研究は、基本的には週 1

回毎に担当を決めて研究報告会を行っているが、

そこでは毎回 1-2名が順番に約 1時間の持ち時間

で、各自のプロジェクトの成果及び進捗状況をま

とめて発表し、全体的な方向性を討論する。 

同じく週１回行う抄読会では、最近のトピック

スを紹介するとともに、関連するそれまでの代表

的な論文をレビューし、発表させている。このほ

か第一線で活躍中の外国の研究者が当教室を訪れ

る際には、教室内外でセミナーを行うとともに、

当教室構成員との個別の議論を持つ機会を設けて

いる。 

 

研 究 

病原体やがん細胞の排除に関与する免疫系の

調節機構といった生体防御系の根幹を担う個々の

システムの破綻が細胞のがん化やがん細胞の異常

増殖につながることは広く知られているところで

あるが、そこでは自然免疫系と適応免疫系の連携

の重要性が指摘されている。これまで、生体防御

系における IFN (interferon) や、IFN系を制御す

る因 子として 我々が同 定した IRF (IFN 

regulatory factor) ファミリー転写因子の重要性

について、生体防御系における遺伝子発現ネット

ワークにおいて解析してきた。 

まず IRFファミリーに属する転写因子 IRF5に

よるアポトーシス制御メカニズムについて解析を

進めた。IRF5 欠損マウス由来細胞は野生型に比

べアポトーシス誘導に対し抵抗性であることを明

らかとし、またこの抵抗性は細胞や刺激の種類に

依存する事を見いだした。すなわち我々の一連の

研究結果によって、自然免疫シグナルの制御に重

要な IRF5が、DNA損傷やウイルス感染、あるい

は細胞死受容体Fasによるアポトーシスの感受性

の決定にも深く関わっている事が明らかとなった。

更に、最近になって IRF5 が抗体産生のクラスス

イッチングに関与し、自己免疫疾患発症に関わっ

ていることなども明らかになりつつある。 

免疫応答の惹起において Toll-like 受容体 

(TLRs) をはじめとするいわゆる自然免疫受容体

の役割が注目されている。我々はこれまで、TLR

の下流での IRF 転写因子の役割について報告し

てきた。そして、これらの知見を臨床応用へ向け

発展させるため、トランスレーショナルリサーチ

的な研究についても積極的な取り組みを進めてお

り、その一環として TLR 刺激シグナルに特異的

なアゴニストあるいはアンタゴニスト分子を見い

だしており、自然免疫応答シグナルを制御するこ

とで、敗血症や自己免疫疾患などの免疫応答異常

による病態の制御を目指している。 

また、細胞質内に暴露された病原体または自己

由来の DNA を認識して免疫反応を惹起する際に

は TLR 非依存性の経路があり、それを担う細胞

質内 DNA センサーの存在は確実視されていたも

ののその実態が不明であった。近年私たちは、そ

の細胞質内 DNA センサーの一つを同定した。こ

の、DAI (DNA-mediated activator of IRFs) と命

名した分子は、細胞質内に暴露された DNA を認

識して多量体を形成し、IRF-3やNF-κBの活性

化を介して I型 IFNならびに炎症性サイトカイン

を発現誘導し免疫応答を惹起することが明らかと

なった。さらに、細胞質内で免疫系を強く活性化

する DNA 認識に関わる分子をスクリーニングし

たところ、主要タンパクとしてHMGB1, 2, 3が

同定された。そして、HMGBはDNAのみならず

RNAにも結合することを見出し、HMGBのDNA、

RNAへの結合が核酸認識TLRや細胞質内核酸セ

ンサーによる自然免疫系惹起の開始となること、

すなわち HMGB が“common sentinel”として

機能していることを見出した。HMGB が核酸に

よる免疫応答の根幹を担っていることから、核酸

を介した炎症反応を抑制することで、発がんを制

御することができる可能性があると考えられる。 
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これらの成果に加え、最近では腸管免疫系の研

究を推進している。消化管における常在細菌とそ

れに対する宿主応答について研究を推進している。

消化管管腔内には数百菌種に及ぶ好気性・嫌気性

細菌が存在し、それぞれがテリトリーを保ちつつ

腸内細菌叢を形成しているが、こうした腸内細菌

が免疫担当細胞の分化や活性化に関与しているか、

については国際的にも注目されている。当教室で

は本田らが中心となり、特定の腸内細菌がＴ細胞

の分化を誘導する、などの研究を展開させており、

今後の展開が期待される。 
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沿革と組織の概要 

放射線医学講座の歴史は古く、1932年に開設さ

れた。大学院重点化により従来の放射線医学教室

は放射線診断学、放射線治療学、核医学の 3専攻

分野に分割されたが、実際には一体となって放射

線医学に関する診療・教育・研究を行っている。

現在の構成員は教授 1、准教授 3、講師 4、助教 6、

医員 3、大学院生 24となっている。これに放射線

部専任教官（准教授 1、助教 1）、医科学研究所附

属病院放射線科（准教授 1、講師 1、助教 1）、緩

和ケア診療部（助教 1）、放射線治療部門医学物理

学室（特任助教 1）、コンピュータ画像診断学／予

防医学（ハイメディック・GE 横河メディカルシ

ステム）（客員准教授 1、教員 2）と相互の協力体

制を敷いている。放射線診断学分野は中央診療棟

1 階と中央診療棟 2 地下 1 階 MRI 室、放射線治

療学分野は中央診療棟 2地下 3階治療外来と入院

棟 A9階南、核医学分野は中央診療棟地下 1階で

診療と臨床研究を行っている。なお、医局、研究

室及び図書室は内科研究棟と東研究棟にある。 

 

診 療 

1) 放射線診断：血管・消化管・尿路などの造影検

査、CTやMRIを実施している。また、血管造影

技術を応用した治療（interventional radiology、 

IVR）も行っている。大部分は中央診療棟 1階放

射線診断部門と中央診療棟 2地下 1階MRI室で

施行され、一部は手術室、救急部や 2、3 の診療

科でも行われている。2009年度の検査実績につい

ては放射線部の項を参照されたい。近年、多列検

出器型 CT、3.0テスラMRIや多目的血管造影装

置などが相次いで導入されており、最近の放射線

部における撮影件数はいずれの検査も増加傾向に

ある。 

2) 放射線治療：ライナック 3台、イリジウム小線

源治療装置、前立腺癌永久挿入小線源治療装置、

頭部定位放射線照射用ガンマナイフ、治療計画専

用 CT撮影装置、治療計画装置などを用いた放射

線治療を行っている。 

各装置はネットワーク化されている。治療計画

装置は、原体照射、ノンコプラナー照射、定位照

射、強度変調放射線治療にも有効である。2009
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年度放射線治療実績については放射線部の項を参

照されたい。 

3) 核医学：放射性医薬品を用いた in vivo核医学

検査（シンチグラフィー）が行われている。in vivo

核医学検査には骨、ガリウム、腎動態、肺血流、

甲状腺、唾液腺、心交感神経シンチグラフィー、

心筋 SPECTや脳 SPECTが含まれ、トレーサー

法を応用した機能画像が診療に供されている。こ

の他、小型サイクロトロンで製造したポジトロン

核種（11C、13N、15O、18F）で標識したトレーサ

ーを用いる PET 検査が血流、代謝の評価やレセ

プターイメージングに利用されている。1996年度

から高度先進医療として施行されてきたが、2002

年度より FDG-PETが保険適応となり、悪性腫瘍

症例を中心に院内外からの依頼が急増している。

2009 年度核医学検査実績については放射線部の

項を参照されたい。 

 

教 育 

卒前教育：放射線医学系統講義（12コマ）と臨

床診断学（正常画像解剖）講義（6コマ）、M3お

よび M4 において各班 1-2 週間ずつの臨床教育

（BSL）、12週間の Clinical Clerkshipを担当し

ている。M2 の系統講義では放射線医学総論､

PACS､神経･腹部放射線診断､IVR､造影剤､放射線

治療等の各分野において最新の話題を中心に学生

の興味を引き出せるようなテーマを絞って取り上

げている。さらにM2の時点で、各科での臨床診

断学実習が始まる準備として、画像から見た正常

人体解剖についても講義を行っている。M3 の

BSL では放射線診断学（CT・MRI・血管造影の

見学､全身の CT･中枢神経系のMRIの読影）に重

点をおき､読影に必要な正常解剖を復習した後に、

それをビデオ学習で補充し、その後、各学生が実

際に教育的症例を読影しスタッフと討論する方式

を採用している。M4 の学生には放射線治療（放

射線治療総論・各論、治療計画演習、放射線医学

総合研究所での重粒子線治療見学､緩和医療）と核

医学（腫瘍核医学､中枢神経核医学）に関する臨床

実習を行っている。M3の Clinical Clerkshipで

は、学生希望に応じて画像診断または放射線治療

学に関する４週間の実習を計 2期行う。その際に

はより実践的な画像診断報告書作成や放射線治療

計画を遂行し、スタッフからマンツーマン指導を

受ける。 

卒後教育：初期研修としては 2年目で当科希望

研修医を受け入れており、2009年度に当科で研修

した初期研修医はのべ 79ヶ月と比較的多人数で、

初期研修医の希望に応じた、多彩な研修が可能で

ある。3 年目以降の専門研修では本院または指導

体制の整った関連大学・病院において放射線診断

学､放射線治療学､核医学の各分野で研修を行い、

放射線専門医（旧認定医/一次試験）取得を目指す。

その後は､各分野の専門グループに所属し診療に

従事するとともに研究活動を行う。この間に放射

線診断専門医・治療専門医（旧専門医/二次試験）

を取得するとともに学位論文の完成をめざす。ま

た大学院へは卒後 2年終了時以降随時入学が可能

で､入学時の臨床経験と本人の希望によって診療

と研究に従事する時間配分が決定される。 

 

研 究 

1) 放射線診断学 

各種画像診断の診断精度の向上･適応の確立･医

療経済の面から見た最適化と IVR の適応拡大が

大きなテーマとなっている。CT・MRIのハード･

ソフトの進歩による新しい展開を先取りし､新た

に得られる画像情報が臨床に与えるインパクトを

正しく評価･報告することを目指している。具体的

にはCTでは縦方向に多数の検出器（最大 320列）

を配列したmultidetector CTの導入により、3次

元画像の臨床的有用性の評価が急務となっている。

新たな 3次元画像作成法の開発にも精力的に取り

組み、画像情報処理・解析研究室スタッフや専門
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技師チームの協力のもと、消化管 CT内視鏡、肺

の胸膜下面・腎臓の皮質下面の画像描出や肝臓の

表面形態抽出に成果を上げている。また、心臓･

冠動脈領域のイメージングへの適応の拡大も検討

項目である。MRI では functional MRI、 MR 

digital subtraction angiographyの精度向上のた

めのパルス系列の改良、MRCP 等の MR 

hydrographyや肝特異性MR造影剤の臨床的有用

性の評価に取り組んでいる。また、拡散強調画像

を用いて diffusion tensor画像解析を行うプログ

ラムを独自に開発し、その臨床評価を行っている。

さらに、診断技術を治療に応用したいわゆる IVR 

(interventional radiology) はその裾野を拡大し

つつある。 

2) 放射線治療学 

放射線治療における線量分布の最適化等の物

理工学的研究とその臨床応用、Evidence-based 

medicine を活用した集学的癌治療を推進してい

る。疾患別では、脳腫瘍での大線量照射、ガンマ

ナイフや C-arm ライナックを用いた頭部と体幹

部の定位照射、肝臓癌門脈内腫瘍塞栓への照射、

直腸癌における術前照射、前立腺癌における 2軸

原体照射と永久挿入小線源治療、食道癌や子宮頸

癌に対する化学放射線療法などに特長がある。頭

頚部腫瘍においては、 Intensity Modulated 

Radiotherapy (IMRT)もおこなっている。最近で

は、放射線照射による遺伝子発現などの分子生物

学的研究も開始された他、大量被曝医療にも実績

を持つ。緩和ケアについても積極的に関わってお

り、緩和ケアチームを 2003 年に発足した。患者

QOLの定量化やサイトカインの関与など、学術的

分析にも力点を置いている。 

3) 核医学 

放射性同位元素で標識したトレーサーを用い

た PET、SPECTによる機能画像に関する臨床研

究とその技術的改良を目指した基礎的研究が中心

である。特に痴呆症や脊髄小脳変性症をはじめと

する、脳変性疾患における脳血流の局所的変化の

解析は成果を挙げている。今後は FDG の保険適

応拡大により疾患特異性の高い腫瘍核医学の臨床

的重要性が飛躍的に高まることが予測され､各疾

患の病期診断の精度を明らかにする必要がある。

予防医学に関連した事項としては咀嚼による脳血

流賦活の可能性をテーマにした研究も行っている。

また各種核医学画像の解析に欠かせない信号量･

部位の標準化の問題にも取り組んでいる。 

 

おわりに 

放射線診断学､放射線治療学そして核医学は放

射線医学を支える 3本の柱である。モダリティー

により分割されたこれら 3分野を相互に連携して

いくことは総合画像診断、集学的治療においても

基本となり、当講座ではその実現に向けて精力的

に取り組んできた。今後は各分野において横断的

知識･経験･研究業績をもつ、より領域志向型の放

射線科医を育成することが強く求められている。 
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沿革と組織の概要 

本講座は昭和 36 年に医学部に設置された医用

電子研究施設が平成９年に大学院講座制への移行

に伴い生体物理医学専攻の講座として改組された

３講座の中の１つである。現在の組織は講師 1と

なっている。 

 

教 育 

教養学部 1年の学生には「医学に接する」で医

学研究の手ほどきと「医用工学基礎論」の講義を、

M1 の学生には「医用工学基礎論」を、大学院生

には医学共通講義「医用生体工学入門」を、医科

学修士には「医科学概論・医療工学」の講義を行

っている。また、学部教育としてM1, M2を対象

とした研究室基礎配属とフリークオーターに参加

している。部門内では週１回のセミナーを実施し、

論文の紹介、各自の研究成果の発表等を行ってい

る。また、適宜各大学院生とのディスカッション

を通じて、研究指導、論文発表の内容及びスタイ

ルなどについて綿密な打ち合わせを行い、一貫し

た教育効果のあがるように努力している。 

 

研 究 

当研究室では生体の力学的現象を扱うバイオ

メカニクス、とくに細胞に加わる力学的刺激とそ

の刺激に対する細胞の感知・応答機構に焦点を当

てた細胞のバイオメカニクス研究を行っている。

主題は血流や血圧に起因する力学的刺激である流

れずり応力（shear stress）や伸展張力（cyclic 

strain）とそれが作用する血管内皮細胞の機能と

の関係を探ることである。このことは血流を介し

た血管系システムの制御機構の解明に役立つだけ

でなく、血流依存性に起こる血管の新生や成長、

リモデリング、あるいはヒトの粥状動脈硬化症や

動脈瘤の発生といった臨床医学的に重要な問題の

解明にもつながる。 

研究方法は培養した内皮細胞に流体力学に設

計した流れ負荷装置で、定量的な shear stressや

cyclic strainを作用させて細胞応答を観察する独

自の生体工学的な実験手法を用いている。また、

生体顕微鏡による遺伝子改変マウスの微小循環観

察により、血流および血管のリモデリング反応を

解析している。これまで行ってきた研究の成果を

以下の４項目に分けて紹介する。 

 

１．Shear stressに対する細胞応答 

２．Shear stressによる遺伝子発現制御機構 

３．Shear stressによる細胞の分化誘導 

４．Shear stressの感知・情報伝達機構 

 

１．Shear stress に対する細胞応答 

内皮細胞が shear stressに反応して多くの細胞

機能を変化させることを明らかにした。例えば、

培養内皮層に人工的に剥離部をつくると、周辺の

内皮細胞が遊走・増殖して剥離部を修復するが、

shear stressは内皮細胞の遊走・増殖を刺激し剥
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離部再生を促進した（Micorvasc Res 1987, 

Biorheology 1990）。また、shear stressが内皮細

胞の一酸化窒素（NO）の産生を、shear stress

の強さ依存性に亢進させること(BBRC 1994)、及

び抗血栓活性を発揮するトロンボモデュリンの細

胞膜発現量を増加させること(BBRC 1994)を観

察した。併せて、shear stressが内皮細胞と白血

球との接着に関わる接着分子 VCAM-1 (vascular 

cell adhesion mokecule-1)の細胞膜発現量を減少

させ、リンパ球の接着を抑制することを示した

（BBRC 1993, Am J Physiol 1994）。共同研究に

より shear stressがNOと同様血管拡張作用を持

つ C-型利尿ペプチド、アドレノメデュリンの

mRNA レベルを上昇させること（Hypertension 

1997）、また、新しく発見された酸化型低比重リ

ポ蛋白受容体（LOX-1）の蛋白および mRNA レ

ベルを増加させること（Circ Res 1998）を明らか

にした。 

 

２．Shear stress による遺伝子発現制御機構 

Shear stressが内皮細胞の遺伝子の発現を転写

調節あるいは転写後調節することを明らかにした。

転写調節に関しては、VCAM-1 遺伝子の発現が

shear stressで抑制を受けるが、それには遺伝子

プロモータに２個並んで存在する転写因子 AP-1

結合エレメント（TGACTCA）が shear stress応

答配列として働いていることを示した（Am J 

Physiol 1997）。転写後調節に関しては、顆粒級・

マクロファージ・コロニー刺激因子（GM-CSF）

の遺伝子発現が shear stressで増加するが、その

効果は転写ではなく mRNA の安定化を介してい

ることを明らかにした(Cric Res 1998)。また既知

の遺伝子だけでなく多くの未知の遺伝子も shear 

stress に感受性のあることを mRNA の

differential display法で示した（BBRC 1996）。

共同研究により shear stressに反応するG蛋白受

容体ファミリーに属する未知の遺伝子をクローニ

ングした（BBRC 1997）。また、流れで誘発され

るCa2+反応に関わるP2X4プリノセプターの発現

が shear stressで抑制を受けるが、これは転写因

子 SP1 が関連した転写抑制に基づくことを明ら

かにした（Am J Physiol 2001）。さらにDNAマ

イクロアレイ解析で遺伝子全体の約３％（約 600

の遺伝子に相当）が shear stressに応答すること

を観察した（J Athero Thromb 2003）。最近、遺

伝子に対する shear stressの作用が層流と乱流で

異なることを明らかにした。線溶と血管のリモデ

リングに関わるウロキナーゼ型のプラスミノーゲ

ン・アクチベータ（uPA）の遺伝子の発現は層流

で低下し、乱流で増加した。層流は転写因子

GATA6 を活性化し転写を抑制するとともに

mRNAの分解速度を速める効果が認められた。一

方、乱流は転写には影響せず mRNA の安定化を

起こす作用が確認された（Am J Physiol 2004）。

内皮細胞に留まらず肝細胞においても shear 

stress が遺伝子の発現を調節する、すなわち

shear stress は転写因子 Sp1 と Ets-1 を介して

PAI-1(PA 阻害因子)の遺伝子の転写を活性化する

ことが示された（Am J Physiol 2006）。最近我々

が開発したシリコンチューブ型の流れ負荷装置に

よる実験で内皮遺伝子の応答が shear stress と

cyclic strainの同時負荷と各々の単独負荷では異

なることを観察した（J Biotechnology 2008）。 

 

3．Shear stress による細胞の分化誘導 

最近、ヒトの末梢血を流れる内皮前駆細胞

（EPCs）が shear stressに反応して増殖能が増

大し、分化や管腔形成能が亢進することを観察し

た（J Appl Physiol 2003）。さらに最近、shear 

stressがEPCsにおいて動脈内皮のマーカーであ

る ephrinB2 の発現を増加させる反面、静脈内皮

マーカーである EphB4 の発現を抑制することか

ら、shear stressが内皮の動静脈分化にも影響を

及ぼすことを示した（J Appl Physiol 2009）。 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.120 Oct. 2010 95 

また、shear stress がマウスの胚性幹細胞(ES

細胞)を血管内皮細胞へ分化誘導する効果があり、

この際に、血管内皮増殖因子受容体のリガンド非

依存性のリン酸化が関わっていることを明らかに

した（Am J Physiol 2005）。さらに、cyclic strain

刺激がマウスの ES 細胞を血管平滑筋細胞へ分化

誘導し、その効果に血小板由来内皮増殖因子受容

体のリガンド非依存性のリン酸化が関わっている

ことを明らかにした（J Appl Physiol 2008）。こ

のことを応用し、ポリマーの管に ES 細胞を播種

し拍動性の shear stressを与えることで生体の血

管に近い組織を持つハイブリッドの人工血管の開

発を行うことができた（J Artif Organs 2005）。

また、shear stressが ES細胞において ephrinB2

の発現を増加させることから、動脈内皮への分化

を誘導する効果がり、その分子機構に shear 

stressによるNotchシグナルの活性化が関与して

いることを明らかにした（Arteioscler Throm 

Vasc Biol 2009）。以上の結果は初期胚の血管形成

に及ぼす機械的な刺激の影響を示唆する。 

 

４．Shear stress 感知・情報伝達機構 

内皮細胞が shear stressを感知して、その情報

を細胞内部に伝達する機構に関して、セカンドメ

ッセンジャーである Ca2+を介する情報伝達経路

のあることを初めて明らかにした（In Vitro Cell 

Dev Biol 1988）。強い機械的刺激（バルーンによ

る摩擦）は単独で内皮細胞内に Ca2+上昇反応を起

こす（Biorheology 1994）が、弱い機械的刺激で

ある shear stressは細胞外 ATPの存在を必要と

し、とくに ATP 濃度が 500 nM 付近で shear 

stress の強さに依存した Ca2+上昇反応の起こる

ことを発見した（BBRC 1991）。この Ca2+反応は

流速依存性に増加する細胞膜への ATP の到達量

の増加ではなく機械的刺激である shear stressに

依存することを流れ負荷に使う潅流液の粘性を変

える独自の実験方法で確認した（BBRC 1993）。

さらに、この Ca2+反応が細胞の辺縁の局所から開

始し、Ca2+波として細胞全体に伝搬して行くこと、

この開始点はカベオリンが密に分布する場所であ

ることから、流れ刺激の情報が細胞膜の陥入構造

物であるカベオラから入力される可能性を示した

（Proc Natl Acad Sci 1998）。また、共同研究で、

こうした Ca2+を介する情報伝達にミオシン軽鎖

キナーゼが深く関わっていることを明らかにした

（FASEB J 1998）。肺動脈内皮細胞に ATP作動

性カチオンチャネルの P2X4 が優勢的に発現し

（Am J Physiol 2000）、それが流れ刺激で起こる

Ca2+ 流入に中心的な役割を果たすこと（Circ Res 

2000）、さらに P2X4を介した Ca2+ 反応に流れ刺

激によって放出される ATP が関わることを示し

た（Am J Phsiol 2003）。P2X4遺伝子の欠損マウ

スを作製したところ、このマウスの内皮細胞では

shear stressによるCa2+ 流入反応が起こらずNO

産生が抑制されていた。このため血流増加による

血管拡張反応が障害され血圧が上昇していた。ま

た、血流を変化させたときに生じる血管のリモデ

リングも障害を受けていた。このことから、P2X4

を介する血流刺激の情報伝達は循環系の調節に個

体レベルで重要な役割を果たしていることが示さ

れた（Nat Med 2006）。最近、shear stressによ

る内因性 ATP の放出反応に細胞膜カベオラ・ラ

フトに存在する FoF1ATP合成酵素が関わってい

ることが判明した（Am J Physiol 2007）。 
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沿革と組織の概要 

1963年、東京大学医学部内に我が国で最初の医

工学研究機関として医用電子研究施設が設立され

た。翌 1964年、医用工学（ME）診断治療技術の

先鋭的研究開発拠点として医用電子研究施設臨床

医学電子部門がスタートした。1997年、大学院重

点化に伴い、医学部附属医用電子研究施設臨床医

学電子部門は、大学院医学系研究科生体物理医学

専攻医用生体工学講座生体機能制御学分野となり

現在に至る。 

生体機能制御学分野の現在の構成員は、准教授

1、講師 1、大学院生 6、名誉教授 1、特任研究員

2、客員研究員 16、技術専門職員 1、事務補佐員 1

である。当研究室は、臨床医学に関連した医用工

学領域の学際研究を行っているために、学部の枠

を越えて内外の多くの研究室と共同研究を行って

いる。なお、当研究室に在籍する博士課程の大学

院生は、大学院情報理工学系研究科システム情報

学の満渕邦彦教授（兼担）を指導教官とすること

もできる。 

 

教育 

医学部医学科の 1年生に対しては、専門科目「医

用工学基礎論」をシステム生理学分野および疾患

生命工学センター再生医療工学部門で担当してお

り、当研究室は、ME診断治療技術の基礎、特に

学部を卒業して臨床医となったときに最低限必要

な電気の知識を含めたME機器の原理と安全、お

よび現代の医療に必要不可欠となっている人工臓

器に関する総論の講義を行っている。また、フリ

ークォーターで学部学生数名を引き受け、もの作

りをキーワードに人工臓器に関する実地教育を行

っている。これ以外にも、学生は自由に出入り可

能である。 

大学院博士課程に対しては、医学共通講義の「医

用生体工学入門」を、同様にシステム生理学分野

および疾患生命工学センター再生医療工学部門で

分担して行っており、当研究室は、先端ME診断

治療技術の研究開発に関する各論の講義を行って

いる。医科学修士課程に対しては、「人工臓器」を

担当しており、最先端の研究も含めた人工臓器の

総合的な講義を行っている。この他、健康科学・

看護学科の 4年生に対する講義「環境工学・人間

工学」の一部「医用工学」を分担しており、ここ

では臨床工学も含めた包括的な講義を行っている。 

当研究室の大学院生に対する研究教育指導は、

オンザジョブトレーニングを主とした実地指導で

あり、日常研究の遂行の中で教育指導を行ってい

る。特に、大型動物（ヤギ）を用いた人工心臓の

慢性動物実験を通して、大型実験動物の術前管理、

術前処置、麻酔、手術、術後管理、術後処置、感

染対策、データ採取方法、データ処理方法、病理
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解剖、組織標本作製、動物実験倫理などを学び、

実験動物の状態や対処方法に関して自ら考え実行

する力を養ってもらう。修士課程の学生には、研

究室のメインテーマである人工臓器に関連した研

究を中心として、ある程度的を絞った研究テーマ

を選択して遂行するように教育指導を行っている。

また、博士課程の学生は、人工臓器の研究開発に

縛られることなく、先端ME診断治療技術の広い

領域をカバーして自由な発想で自ら研究テーマを

見出し、自ら研究のための機器を創造し、自らそ

れを設計製作し、自ら研究を遂行できるように教

育指導を行っている。 

スタッフ全員と学生は、毎週火曜日に行われる

論文抄読会（ゼミ）および研究ミーティング（ゼ

ミ）に参加する義務を有する。研究ミーティング

（ゼミ）では、研究内容や研究計画に関する詳細

な討論、新しい技術や情報の紹介等を行っており、

外部研究者の参加も自由である。 

 

研究 

研究の中心は先端ME診断治療技術の研究開発

であり、人工臓器（人工心臓、補助循環、人工肺、

人工弁、ハイブリッド人工臓器、バイオ人工臓器、

他）の研究開発を中心として、種々の新しい技術

の研究開発を行っている。ME診断治療技術は、

科学技術の進歩に伴い常に進歩しなければならな

い重要な技術であり、特に近年は、コンピュータ

技術の画期的な進歩により急速に発展している分

野である。 

人工臓器研究の中でも人工心臓の研究は、東京

大学が世界のパイオニアとして 50 年近くの歴史

を持っており、当研究室を中心として学内外の多

くの研究者が参加して研究チームを組み精力的に

研究開発を推進している。人工心臓には、心臓を

切除して置換する完全人工心臓（Total artificial 

heart）と、不全心臓に装着してポンプ機能を補助

する補助人工心臓（Ventricular assist device）と

がある。日本語ではどちらも人工心臓であるが、

欧米では区別される。東京大学人工心臓研究チー

ムは、完全人工心臓を中心として総合的な研究開

発を行っている。その内容は駆動機構・血液ポン

プ・弁・医用材料・生体計測技術・制御アルゴリ

ズム・神経インターフェイス・数値流体解析・循

環生理や病態生理の研究など多岐に渡る。 

ハードウエアに関しては、当研究室で発明され

研究開発を行ってきた波動ポンプという特殊な連

続流ポンプを用いた体内埋込式完全人工心臓（波

動型完全人工心臓）が慢性動物実験の段階に達し

ている。波動型完全人工心臓は、モーター駆動に

よる世界で最も小型かつ高性能な体内埋込式完全

人工心臓であり、日本人の体重に近いヤギに埋め

込める世界で唯一の完全人工心臓である。最近の

モデルでは、無拍動流の完全人工心臓を実現し、

拍動流と無拍動流を自在に切り替えて循環生理の

比較実験が行えるようになった。なお、新しいモ

デルでは、抗凝固療法無しで 153日の生存を達成

しているが、この生存記録は、体内埋込式完全人

工心臓としては、我が国における最長生存記録で

あり、連続流ポンプを用いた完全人工心臓として

は、世界最長生存記録となる。 

完全人工心臓の場合、時々刻々と変化する必要

心拍出量をどのように判断し、駆出するかという

制御（生理的制御）が非常に重要である。生理的

制御としては、末梢血管抵抗の逆数（1/R）を入

力として心臓血管中枢によるフィードバック制御

を可能とする 1/R制御がある。1/R制御は、当研

究室において、長い年月をかけて慢性動物実験に

より研究開発した世界で唯一の生理的制御法であ

る。1/R 制御では、中心静脈圧の上昇、軽度の貧

血、甲状腺ホルモンの低下などの完全人工心臓動

物に特有に見られた病態が生じず、また代謝に応

じて自動的に心拍出量が変動する。1/R 制御は、

体外に血液ポンプと駆動装置を置く空気圧駆動方

式の完全人工心臓で最長 532日（完全人工心臓の
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動物実験では世界最長生存記録）の実績がある。 

次世代の完全人工心臓を開発する上で、性能、

効率および耐久性のいずれを考慮しても連続流ポ

ンプの使用は必須となると思われるが、連続流ポ

ンプを用いた場合、どの程度の拍動流が必要とさ

れるかは重要な研究課題である。また、1/R 制御

を連続流ポンプベースの完全人工心臓に適応する

には種々のパラメーター変換が必要である。現在

までに、1/R 制御を波動型完全人工心臓に移植す

ることに成功し、慢性動物実験による病態生理を

研究できる段階に達している。新しいモデルを用

いた研究では、1/R 制御下では、拍動流から無拍

動流に切り換えても実験動物の一般状態、臓器機

能や循環動態に変化は無いが、無拍動流では心房

のサッキングが発生しやいため、生理的な循環動

態を維持するためには、ある程度の拍動流が必要

であることが示唆されている。 

次世代型の人工心臓に関しては、螺旋流ポンプ

という新しい血液ポンプの研究開発を行っている。

この血液ポンプと波動型完全人工心臓のノウハウ

と技術および生体組織とのハイブリッドパーツを

用いて、血栓形成や感染の心配が無く、かつ心臓

移植の治療成績を超える完全人工心臓を完成させ

ることを目標に研究開発を進めている。 

新しい医療機器としては、バッテリー駆動によ

るハンディタイプの緊急生命維持装置の開発を行

っている。これは、人工心臓の技術を応用して、

血液ポンプに膜型人工肺を一体化して著しい小型

化をはかり、救命救急外来で簡便に使用できるこ

とはもとより、救急車やドクターヘリコプターに

搭載可能で病院外での緊急使用も可能なシステム

を開発するものである。既に専用の血液ポンプお

よび人工肺の試作は終了し、in vitro 試験ではよ

い結果を得ている。最終的には、直径 180mm、

長さ 390ｍｍ、重さ 10kg 程度のデバイスとなる

予定である。 

バイオマテリアルの研究は、血液適合性の研究

を中心にセグメント化ポリウレタンの研究を行っ

てきた。加えて昨年より生体材料を用いた人工臓

器用ハイブリッドパーツ開発の基礎研究を行って

いる。一般的に生体材料は強度が不十分であるた

めに、人工臓器のパーツとして使用するのは困難

であった。これを克服する方法として、強度と耐

久性を兼ね備えた人工材料のメッシュに自身の細

胞を播種し、それを型に入れて皮下に埋め込むこ

とにより、生体内で人工臓器のパーツを作成する

方法を開発した。この方法で、3 週間程度でジェ

リーフィッシュ弁（人工心臓用人工弁）の弁葉（本

来はポリマー弁）を作製することに成功した。こ

の方法は、植え込み型人工臓器の様々なパーツ製

作に応用できるため、新しいバイオマテリアルと

して期待している。 

生体計測技術の研究では、血管新生観察プロー

ブの研究開発を行っている。これは、従来から研

究開発を進めてきた CCD カメラを用いた体内埋

込式微小循環観察プローブの技術を進化させたも

ので、組織工学で使用するスキャッフォールドを

固定した CMOS カメラを皮下に埋め込み、スキ

ャッフォールド内に組織と血管が発達する様子を

実時間で生体内観察できるものである。現在まで

に、ポリグルタール酸のスキャッフォールドを使

用して結合組織の成長と血管新生の関係を詳細に

観察することに成功した。微小循環や血管新生の

生体内実時間観察は、植え込み型人工臓器のみな

らず組織工学や再生医療の研究にとっても非常に

重要であり、画期的な方法として期待している。 

IT医療の研究では、在宅患者と在宅支援診療所

を結ぶ診断システムのインフラ開発に関する研究

を行っている。現在までに、在宅患者の RF心電

図モニター情報を、モバイルネットワークを利用

してデータサーバーに送り、在宅支援診療所のク

ライアントコンピュータ（電子カルテやモバイル

コンピュータ）でリアルタイムに観察できるシス

テムを開発した。開発したシステムは、在宅支援



100 東京医学・第 120 巻・平成 22 年 10 月 

診療所との共同研究で試験的に 2年運用し、有用

性を確認した。実用化に向け、さらなる研究開発

および実証実験を行っているところである。 

兼担先の大学院情報理工学系研究科システム情

報学（満渕邦彦教授）では、神経から情報を引き

出し、逆に刺激を与えて制御を行うための多チャ

ンネルマイクロプローブが開発途上にある。現在、

ラットを用いてブレインマシンインターフェイス

を研究中であるが、人工心臓を始めとする植え込

み型能動人工臓器の制御のための重要な技術であ

る。この領域は、近年、ニューロエンジニアリン

グとして注目を集めている。 
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沿革と組織の概要 

神経病理学は、神経疾患の病因・病態解明の基

礎的側面と、神経病理診断学・治療法開発への貢

献などの臨床的側面を合わせ持つ疾患科学として、

時代に即応した発展を遂げてきた。本分野の前身

である脳研究施設・脳病理学部門の初代教授・白

木博次博士は本邦の臨床神経病理学の礎を築き、

第二代教授の山本達也博士は脳炎の実験病理学の

分野を拓いた。第三代教授の朝長正徳博士は現代

的な神経病理形態学を基礎として老年性神経疾患

の研究を推進し、第四代教授の井原康夫博士はア

ルツハイマー病の病理生化学の分野において世界

トップレベルの研究を推進するとともに、本邦の

アルツハイマー病研究を世界水準に育成した。平

成 19 年 4 月より、第五代教授として、岩坪威が

神経変性疾患、とくに脳の老化過程と密接な関係

を有するアルツハイマー病とパーキンソン病を主

な研究対象とし、その発症機構の解明と、病態に

即した根本的治療法の創出を目標として研究活動

を開始している。 

 

教 育 

当教室では、医学科３年生の病理学総論の一部

を分担するとともに、修士課程の神経病理学講義、

フリークォーター、大学院講義などを担当してい

る。MD 研究者養成プログラム一期生を含む４名

の学部生に研究を指導している。また兼務先の薬

学系において病理学の講義・実習を行っている。 

 

研 究 

1. アルツハイマー脳におけるβアミロイド蓄積

機構に関する研究 

アミロイドβペプチド(Aβ)からなるアミロイ

ドの蓄積は、アルツハイマー脳に必発の老人斑な

どの特徴的病理変化を形成する。Aβの前駆体で

ある APP 遺伝子変異が、APP 蛋白の代謝を Aβ

の蓄積を促進する方向に変化させ、家族性アルツ

ハイマー病の発症に至るという知見を考え合わせ

ると、Aβ蓄積はアルツハイマー病の結果である

のみならず、原因にも深く関連した病変と解釈で

きる。Aβはアミノ酸 40～42個からなる蛋白質断

片であり、APP からβ-secretase, γ-secretase

という２種類のプロテアーゼの作用によって切り

出される。当研究室では、カルボキシ末端が 2残

基長く、蓄積性の高い Aβ42 分子種がアルツハイ

マー脳において最初期から優先的に蓄積する分子

種であることを免疫組織化学的に実証して以来、

患者脳、トランスジェニックマウス脳などを対象

にアミロイド蓄積過程、神経細胞脱落過程などを

病理学的に検討している。最近、Aβのクリアラ

ンスを促進する「免疫療法」において、抗 Aβ抗

体が脳内に進入して効果を発現することを実証し
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た。また Aβの C末端を形成するγ-secretase と

次項で述べるプレセニリンの関係について集中的

に研究している。 

 

2. 家族性アルツハイマー病病因遺伝子プレセニ

リンに関する研究 

アルツハイマー病の一部は、常染色体優性遺伝

を示す家族性アルツハイマー病(FAD)として初老

期に発症する。FAD の病因遺伝子が追求された結

果、９回膜貫通型蛋白をコードするプレセニリン

遺伝子の点突然変異が、多くの AD 家系の原因で

あることが明らかになった。当研究室では、FAD

変異を有するプレセニリンが APP のγ-cleavage

に影響を与え、蓄積性の高い Aβ42 の産生を亢進

させることを明らかにし、アルツハイマー病発症

における Aβ、ことに Aβ42 の重要性を示すとと

もに、プレセニリンと APP, γ-secretase の関連

を指摘した。γ-cleavage の遂行に関わる機能型

プレセニリンは、他の必須結合蛋白とともに高分

子量の複合体を形成する。ショウジョウバエ S2

細胞に RNAi 法を応用することにより、APH-1

蛋白がγセクレターゼ複合体の安定化因子、

PEN-2 蛋白が活性化因子であることを解明、in 

vitro におけるγ-secretase アッセイ系を本邦で

はじめて樹立し、薬学系との共同研究による、新

規γ-secretase 阻害剤のスクリーニングに応用し

ている。また阻害剤をプローブとしたケミカルバ

イオロジー的アプローチによりγ-secretase 阻害

剤作用機序の解明を試みている。最近システイン

スキャン法や単粒子電子顕微鏡解析により、γ

-secretase の構造活性相関の解析にも注力してい

る。 

 

3. アルツハイマー脳アミロイド非β蛋白成分

CLAC に関する研究 

老人斑アミロイドの主成分は Aβであるが、他

にもいくつかの蛋白性構成成分が同定されており、

アミロイド線維の形成やアルツハイマー病発症へ

の関与が考えられている。アルツハイマー脳アミ

ロイドを抗原として作製したモノクローナル抗体

を手掛かりに、老人斑アミロイドを構成する

50/100 kDa 蛋白を分離し、構造を解析したとこ

ろ、細胞外部分に反復するコラーゲン様配列を持

つ新規の一回膜貫通型蛋白の細胞外部分からなる

ことを見出し、CLAC (collagenous Alzheimer 

amyloid plaque component) な らびに CLAC 

precursor (CLAC-P)と命名した。CLAC がアミロ

イド形成過程の“elongation”過程を抑制するこ

とを in vitro で実証するとともに、CLAC-P の膜

結合型コラーゲンとしての生理機能について研究

を進めている。最近では CLAC-P トランスジェニ

ックマウスの作出に成功し、APP トランスジェニ

ックマウスと交配することにより、in vivo で

CLACがアミロイド蓄積のコンパクト化を促進す

ることを実証した。CLAC-P の正常機能解明を目

指し、ノックアウトマウスの解析にも注力してい

る。 

 

4. パーキンソン病の病因遺伝子機能に関する研

究：Lewy小体とその構成蛋白α-synuclein、なら

びに LRRK2 に関する研究 

Lewy 小体はパーキンソン病、ならびにアルツ

ハイマー病についで頻度の高い変性型痴呆症であ

る Lewy 小体型痴呆症(DLB)の変性神経細胞に形

成される封入体であり、これらの疾患における神

経変性の鍵を握る構造と考えられている。当研究

室では DLB 脳から Lewy 小体を単離精製する方

法を世界に先駆けて確立し、精製 Lewy小体を抗

原としてモノクローナル抗体を作製することによ

り、その主要構成成分としてα-synuclein を同定

した。α-synuclein は優性遺伝型家族性パーキン

ソン病の病因遺伝子であることが同時期に解明さ

れ、現在α-synuclein の異常蓄積は孤発例を含む

パーキンソン病、DLB の細胞変性に広く重要な役
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割を果たすものと認識されている。DLB 脳に蓄積

したα-synuclein を精製分離し、蛋白化学的に解

析するという病理生化学的アプローチにより、蓄

積α-synuclein は特定のセリン残基において高度

のリン酸化を受けていることを明らかにした。こ

の発見は、アルツハイマー病におけるタウに続い

て、パーキンソン病とその類縁疾患においても蛋

白質過剰リン酸化が神経変性に重要な役割を果た

していることを実証するものである。また線虫な

どの無脊椎動物を用いたα-synuclein 過剰発現に

よる神経細胞変性トランスジェニック動物モデル

の作出を進め、変異型α-synuclein の発現やリン

酸化による神経細胞機能障害の発症を示すととも

に、遺伝学的な増悪・改善因子の探索に着手して

いる。また新規の家族性パーキンソン病病因遺伝

子 LRRK2 の機能解析にも着手し、最近 LRRK2

の自己リン酸化部位を同定、その病原性基質蛋白

の同定、活性制御機構の解明に取り組んでいる。 

 

5. アルツハイマー病治療薬開発のためのサロゲ

ートバイオマーカー同定のための大規模臨床研究 

γセクレターゼ阻害薬、Ａβ免疫療法などのア

ルツハイマー病根本治療法の実現、すなわち臨床

治験の成功を導くためには、アルツハイマー病の

発症過程を反映する画像、体液等のバイオマーカ

ーを確立することが必須である。全国３８臨床施

設からなる Japanese ADNI 臨床研究プロジェク

ト(J-ADNI)の主任研究者として、2008 年度より

本格的な臨床研究を展開、指揮をとっている。 
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沿革と組織の概要 

神経生化学教室は、平成 13年から平成 15年にか

けて、大きく変貌を遂げた。平成 13年 3月末には、

2 代目教室主任であった芳賀達也教授が定年退官し、

同 4月に学習院大学理学部教授・生命科学研究所所

長に就任した。これに伴い、教室の大半が東大医学

部（本郷キャンパス）より目白の学習院大学へ異動

した。代わって、平成 15年 1月より 3代目教室主

任として尾藤晴彦助教授が、京都大学医学研究科よ

り着任した。平成15年度より新教室の整備が進み、

脳神経医学専攻における先端研究および専門教育

の一端を担う体制を確立するとともに、これまでに

21 世紀 COE「脳神経医学の融合的研究拠点」や

GCOE「疾患のケミカルバイオロジー教育研究拠

点」の事業をも担当している。平成 22年 4月 1日

現在の教室構成員は、准教授 1（尾藤晴彦）、助教 2

（奥野浩行、竹本さやか）、専門技術職員 1（岡村理

子）、研究員 3、大学院生 7（医学博士課程 6、医科

学修士課程 1）、医学部生 2である。 

 

教育 

本教室は、医学部生に対し、生化学・分子生物

学・代謝生理化学講義の一環として「神経生化学」

の授業を担当し、シナプス伝達・シナプス可塑性・

長期記憶の分子機構などについて講義している。

また、同様のテーマで、教養学部学生に対する脳

神経科学の講義の一部を担当している。 

脳神経医学専攻所属の大学院生に対しては、

GCOE「疾患のケミカルバイオロジー教育研究拠

点」との共催により、医学共通講義「神経科学入門」

を主催し、molecular and cellular neuroscienceの

最先端に関する知識を体系的に学べるカリキュラ

ムを整えている。 

神経生化学教室に所属する大学院生の教育の主

要部分は、毎日の実験・ディスカッション・（随時

行う）教室内発表を通じて行っている。定例発表

会として、週 2回の論文抄読会ならびに毎週のプ

ログレスリポートを設けている。 

さらに、神経生化学セミナーを毎月開催し、脳

神経科学の最先端の研究成果を、世界各国の第一

線の研究者自身により直接発表してもらう機会を

設けている。また国際HFSP推進機構の助成など

を通じ、オックスフォード大学、スタンフォード

大学、エジンバラ大学、マックスプランク研究所、

ジョンズホプキンス大学、トロント大学などと国

際共同研究を進めており、内外研究拠点との交流

を積極的に推進している。 

 

研究 

神経回路は、神経細胞の結合と機能的なシステ
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ム形成のための厳格な「設計図」と、個体ごとに

内部・外部の環境変化に刻一刻と対応しその経験

を蓄積できる「適応性・学習能力」という、「剛」

と「柔」の性質を併せ持つ。特に後者の特性は、

シナプスにおける電気的シグナルと化学的シグナ

ルの絡み合いから成り立っている。本研究室では、

その一つ一つの素過程を同定し、そのダイナミク

スを明らかにすることを通じ、脳の作動原理を明

らかにしたいと考えている。 

脳は 1000 億個の細胞から構成され、個体の生

存と種の繁栄のための営為を調節する最重要器官

である。脳の活動は、神経回路を構成するニュー

ロン間の情報受け渡しにコードされている。ニュ

ーロン自身は決して受動的な細胞でなく、ニュー

ロン活動の結果、細胞内シグナル経路を活性化し、

特定遺伝子産物を誘導し、その結果として神経伝

達物質放出過程や神経伝達物質受容体の機能修飾

を短長期的に行う可塑的な性質を有している。 

1 個のニューロンには数万個のシナプスがあり、

各々独立した入力を受ける。独立した数万個の入

力が一つの神経核の遺伝子発現をどのように調節

制御するのか（many-to-one problem）。また一つ

の神経核で転写された transcriptの情報が、どの

ように再分配されて最終的に各シナプスへ伝達さ

れるのか（one-to-many problem）。またこのよう

な情報変換を過不足なく実行可能な神経回路形

成・シナプス形成を支配するルールは何か。 

これらの根本的な神経科学の諸問題を解き明か

すため、ここ数年来、グルタミン酸光融解法を用

いた局所刺激法、遺伝子発現イメージング、単一

シナプス蛋白相互作用解析などの新規解析手法を

独自に開発しており、単一ニューロン生化学から

単一シナプス生化学への脱皮を目指し、新規技術

開発に努めている。その一方で、同定した素過程

の in vivo 個体における機能解析にも取り組んで

いる。 

具体的には現在、当教室では、 

1) 長期記憶の成立に関与する転写因子 CREB

の分子制御機構やシナプスから核へと核か

らシナプスへのシグナリングに関する研究、 

2) 神経回路形成・シナプス形成を制御する分

子機構に関する研究、 

3) 神経活動依存的アクチン細胞骨格制御・調

節機構に関する研究 

を中心に研究活動を推進している。 

 

1) 長期記憶の成立に関与する転写因子 CREB

の分子制御機構やシナプスから核へと核からシナ

プスへのシグナリングに関する研究 

 

長期記憶が成立するためには、シナプス伝達の

場である樹状突起スパインにおけるシグナル伝達

効率の上昇が持続的に維持されることが必須と考

えられている。その分子機構として着目されてい

るものの一つは、転写因子 CREBを介したシナプ

ス活動依存的遺伝子発現上昇に伴う入力特異的シ

ナプス修飾である。CREBの関与はアメフラシか

らマウス・ラットに至る多くの動物種において確

認されている、しかしながら、その本当の意義、

すなわち、転写因子として生理的下流標的遺伝子

群やシナプス活動依存的活性制御機構については、

詳細はまだ明らかになっていない（Okuno and 

Bito, AfCS/Nature Molecule Page, 2006）。 

我々は、これまで、CaMKK-CaMKIV カスケ

ードが興奮性海馬 CA1 錐体細胞における主要な

活動依存的 CREB リン酸化経路であることを世

界に先駆けて示し、同時に CREBのリン酸化その

ものよりも CREB リン酸化の持続性が神経活動

パターンによって制御されることが下流の遺伝子

発現に必須であることを証明した（Bito et al., 

Cell 1996; Deisseroth, Bito et al., Neuron, 1996; 

Bito et al., Curr. Opin. Neurobiol., 1997; Bito, 

Cell Calcium 1998）。さらに、NMDA 受容体な

らびにカルシウム電位依存性カルシウムチャンネ
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ルの中でも L 型カルシウムチャンネル活性化が、

CaMKIV 活性化による CREBリン酸化に重要で

あることを解明した（Mermelstein, Bito et al., J. 

Neurosci., 2000）。  

CREB リン酸化の持続こそが活動依存的シグ

ナルであることを示す事例として、小脳顆粒細胞

のカルシウム依存的生存が上げられる。CaMKIV

は小脳顆粒細胞において非常に強く発現している

ことが、長らくその意義は不明であった。フラン

ス Strasbourg大 Loeffler研究室からの派遣留学

生 Violaine See との協同研究により、CaMKIV

活性の維持による核内リン酸化 CREB 量の保持

が小脳顆粒細胞の生存にとって必須であることが

明らかになった（See et al., FASEB J., 2001）。 

このようなデータにより、CaMKIV による

CREBリン酸化制御が、海馬錐体細胞における長

期可塑性の発現以外にも、数多くの生理的意義を

有していることを初めて明らかにしたものである。

ほぼ同時期に、一部の遺伝性変性疾患の病因にお

ける CREB 転写阻害の重要性が示されたことも

あり、本発見は、CaMKIVによる CREBリン酸

化機構が、生存制御により脳高次機能を司る神経

回路網の長期的維持にも関与している可能性を示

唆するものである（図 1）（Bito and Takemoto-

Kimura, Cell Calcium, 2003）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1：CaMKシグナルの神経生存における役割の模式図 

最近、CaMKIV/CREB 経路と協調して CREB

転写を制御する可能性を有する新たなリン酸化経

路とそれに関与するリン酸化酵素を同定した

（Ohmae et al., J. Biol. Chem. 2006）。この新た

なシグナル経路が「シナプス Ca2+流入→CaMKIV

活性化 →CREB リン酸化」に匹敵するシナプス

から核へのシグナルルートなのか、CREB 転写制

御にどのような修飾をもたらすのか、その生理的

意義は如何、などを探索中である。 

一方、CREB 転写に限らず、神経活動依存的に

転写制御される生理的標的遺伝子の同定および機

能解析が遅れている。我々は、可塑的シナプス活

動により効率よく誘導される機能未知蛋白である

Arc に焦点をしぼり、その神経活動依存的、シナ

プス入力特異的誘導の分子機序ならびに蛋白機能

の解明をも進めている。 

最近の大きな成果は、シナプス活動が神経回路に

おける遺伝子発現スイッチをオンにするゲノム上の

配列「ＳＡＲＥ（Synaptic Activity-Responsive 

Element）」を発見したことである。SAREは、わ

ずか 100 塩基の中に、これまでそれぞれ全く別の

役割を持つと考えられていた 3 種類の活動依存的

転写因子（CREB, MEF2, SRF）を結合させるユ

ニークな配列であり、脳が受け取る多様なシグナ

ルを統合し長期記憶を制御していると考えられる

（Kawashima et al. PNAS 2009; Kim et al. 

Nature 2010; Inoue et al. in press）。この発見を

端緒に、まさに貯蔵されつつある長期記憶の痕跡

を初めてリアルタイムに可視化する研究戦略が実

現可能となりつつある。記憶のメカニズムの全貌

解明に向けて今後とも全力投球する所存である。 

 

2) 神経回路形成・シナプス形成を制御する分子

機構に関する研究 

 

シナプス伝達受容は、シナプス後肥厚部に存在

する神経伝達物質受容体とその受容体に結合して
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共役する受容体複合体により決定される。神経伝

達物質受容体分子にはイオン透過型のものと、代

謝共役型のものがあり、いずれも足場蛋白を介し

たシグナル蛋白複合体と共役にしていることが近

年明らかになってきている。 

我々は、興奮性伝達の主要な伝達物質であるグ

ルタミン酸受容体のひとつである NMDA 受容体

の足場蛋白である PSD-95 蛋白に低分子量Ｇ蛋白

Rho 関連蛋白 Citron が結合することを見出し、

シナプス膜の神経伝達物質受容体とアクチン細胞

骨格を制御する Rho シグナル伝達系の間の密接

な連関を示 唆する初 めての証拠を得た

（ Furuyashiki et al., J. Neurosci., 1999 ；

Shiraishi et al., J. Neurosci., 1999）。 

一方、われわれは、形態的に最も単純な神経細

胞である小脳顆粒細胞に着目して、まず極性が生

じ、2本の軸索がまず伸展し始め、その後に細胞体

周辺に数多くの樹状突起が発生する過程（図2）を

支配するシグナル経路の役割を探索した。 

 

 

 

 

 

 

 

図 2：小脳顆粒細胞の突起進展機構 

 

その結果、1）Rho/ROCK/LIMK経路が最初の

突起形成のゲートとして働いており、その活性を

阻害すると軸索形成が一挙に促進され、成長円錐

ダイナミクスが亢進すること（Bito et al., Neuron,  

2000）、さらに 2）mDia1は、Rho 下流のアダプ

ター分子として軸索形成・突起伸展を促進させる

活性を有することが明らかになった(Arakawa et 

al., J. Cell Biol., 2003; Bito, J. Biochem. 2003; 

Yamana et al., Mol. Cell Biol. 2006）（図 3）。 

 

 

 

 

 

 

 

図 3：ROCKとmDia1の協調による突起伸展 

 

これらの結果、突起形成・軸索伸展からシナプ

スにおける神経伝達物質局在制御に至るまで、一

貫としてアクチン細胞骨格再編成が大きく寄与し、

特に Rho ファミリー低分子量 GTPase の下流に

ある複数のエフェクターの協調的制御が不可欠で

はないかということが示唆された。 

このような考え方を検証する目的で、PSD-95

の足場蛋白としての結合能を担う PDZ モチーフ

の結合親和性を特異的に低下させた変異体を成熟

神経細胞にて過剰発現させると、PSD-95 のクラ

スタリング不全とともに、スパイン形態成熟不全

が共存することが明らかとなった（Nonaka et al., 

J. Neurosci., 2006）。すなわち、morphogenesis

の分子機構・シナプス蛋白局在の stoichiometry・

スパイン成熟との間に、強い連関があることが確

認された。 

このような神経回路形成・シナプス形成に関わ

る遺伝子産物の機能障害が、ヒトの認知や脳高次

機能の破綻に関与していることが最近提唱されて

いる。従って、このような研究を推進し、得られ

た知見を基盤に一般原理が解明されれば、将来、

分化神経細胞を目的部位に移動させ、軸索伸展や

シナプス形成を自在に促進させるという、生理的

分子機序に基づく機能的な神経回路再構築という

新たな治療戦略が期待できるかもしれない。 

 

3) 神経活動依存的アクチン細胞骨格制御・調節

機構に関する研究 

 

海馬錐体細胞の樹状突起スパインは、活動依存
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的な形態可塑性を引き起こすことが知られている。 

我々は、GFPとアクチン分子の融合蛋白を作製し、

adenovirusを用いて神経細胞に導入し、この過程

で生じるアクチン細胞骨格の活動依存的再編成の

可視化に初めて成功した。GFP-actin imagingを

生きた初代培養海馬錐体細胞で行った結果、a)ア

クチン細胞骨格に動的な成分と静的な成分が共存

すること、b)一定の条件下でスパインや細胞体辺

縁膜へのアクチンの集積が神経活動依存的に引き

起こされること、c)スパインへのアクチン移行は

NMDA 受容体依存的カルシウム流入により、ま

た細胞体辺縁膜へのアクチン集積は、電位依存性

カルシウムチャンネルにより特異的に引き起こさ

れることを発見した（図 4）（Furuyashiki et al., 

Proc. Natl. Acad. Sci. USA 2002）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4：NMDA刺激依存的アクチン集積のスパインへの誘導の可

視化 

 

上記の結果は、神経細胞骨格シグナリングが、

神経回路の発生途上あるいは発達後を問わず、重

要な役割を果しており、神経細胞の形態制御の時

空間的ダイナミクスが高次脳機能に大きく寄与し

ている可能性を強く裏付けるものである。 

我々は、現在 CaMK ファミリーの中のいくつ

かの分子種が、カルシウム流入の下流で神経アク

チン骨格制御に関与しているという可能性を追求

している。特に注目すべきは、膜挿入型の CaM

キナーゼである CLICK-III/CaMKI である。 

CLICK-III は、膜局在シグナルであるＣ末端

CAAX 配列により prenyl 化修飾を受ける結果、

Golgi 膜および形質膜へ局在化する。このように

脂質修飾を受け、膜移行を行う神経特異的キナー

ゼの存在を中枢神経系で発見したのは全く最初の

例である (Takemoto-Kimura et al., J. Biol. 

Chem., 2003)。 

CLICK-III は prenyl 化後に、さらにキナーゼ

活性依存的にパルミトイル化され、樹状突起ラフ

ト膜へ移行する。その結果、BDNFの下流で制御

される大脳皮質細胞の樹状突起形成・伸展の重要

な制御キナーゼであることを最近見出した(図 5)

（Takemoto-Kimura et al., Neuron 2007）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5：CLICK-IIIノックダウン細胞で観察される樹状突起形成

異常 

 

興味深いことに、類似の機構が軸索伸展制御に

おいても見出されている（Ageta-Ishihara et al. J. 

Neurosci. 2009）。これらの知見は、神経細胞にお

いて、膜やカルシウム動員箇所の近傍におけるカ

ルシウム動態が、細胞内部位特異的に特定のカル

シウム・カルモデュリン依存性キナーゼを活性化

させ、excitation-transcription couplingのみなら

ず、 excitation-morphogenesis couplingによっ

ても、長期的に神経回路機能を調節するという新

たな可能性を示唆するものである (Takemoto-

Kimura et al. Eur. J. Neurosci. in press)。 
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今後の展望 

CREB-Arcシグナリング伝達機構の全貌解明と

機能解読とともに、活動依存的なアクチン細胞骨

格シグナリング機構の解明に向け、in vitro なら

びに in vivo レベルでの研究が急速に進展してい

る。活動依存的な転写や神経形態変化により、神

経ネットワーク機能の修飾がいかに行われるのか、

その分子機構と生理的意義を今後とも検討してい

きたい。これらの実験から、脳高次機能形成の根

本的な分子原理の一端を明らかにし、記憶障害・

認知症・精神疾患等の予防・進行阻害のための新

たな創薬標的探索の端緒となることを期待したい。 

 

教室員による出版物等 

（2009 年 1 月～2009 年 12 月） 

1. Kawashima T, Okuno H, Nonaka M, 

Adachi-Morishima A, Kyo N, Okamura M, 

Takemoto-Kimura S, Worley PF and Bito H. A 

synaptic activity-responsive element in the 

Arc/Arg3.1 promoter essential for synapse-to

-nucleus signaling in activated neurons. Proc. 

�atl. Acad. Sci. USA 106: 316-321, 2009. 

2. Nonaka M. A Janus-like role of CREB protein: 

enhancement of synaptic property in mature 

neurons and suppression of synaptogenesis and 

reduced network synchrony in early development. 

J. �eurosci. 29: 6389-6391, 2009. 

3. Ageta-Ishihara N, Takemoto-Kimura S, Nonaka 

M, Adachi-Morishima A, Suzuki K, Kamijo S, 

Fujii H, Mano T, Blaeser F, Chatila TA, Mizuno 

H, Hirano T, Tagawa Y, Okuno H, Bito H. 

Control of cortical axon elongation by a 

GABA-driven Ca
2+

/calmodulin-dependent protein 

kinase cascade. J. �eurosci. 29:13720-13729, 

2009. 

4. 奥野浩行、川島尚之、野中美応、尾藤晴彦．シ

ナプスから核へのシグナリング：シナプス可塑

性を長期化する分子機構. 細胞工学 28: 894-899, 

2009. 

5. 竹本－木村さやか、上田（石原）奈津実、布施

俊光、上條諭志、尾藤晴彦．神経疾患と細胞骨

格. 分子細胞治療．8: 243-248, 2009. 

5. 井上昌俊、川島尚之、野中美応、竹本－木村さ

やか、奥野浩行、尾藤晴彦．シナプス長期可塑

性の分子基盤．Cognition and Dementia. 8: 

177-182, 2009. 
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神経生物学 
 

教授 

廣瀬謙造 

 

ホームページ http://www.neurobiol.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

神経生物学分野の前身は旧医学部附属脳研究

施設の心理学部門である。1984年に神経生物学部

門に改組され、高橋國太郎が初代教授となった。

1997年の大学院講座化に伴い、脳神経医学専攻に

所属することになった。2008年に現教授である廣

瀬謙造が名古屋大学医学系研究科細胞生理学分野

より着任（兼坦）し、2009 年 2 月に医学部 3 号

館 6 階への研究室の移転作業を完了した。順次、

研究設備の整備を進め、日常の研究、教育活動が

軌道に乗ってきている段階である。2009年度の構

成は教授以下、助教 1名、研究員 4名、博士課程

大学院生 5名、修士課程大学院生 2名、技術補佐

員 1名、秘書 1名である。 

 

教 育 

医学部医学科のM1, M2を対象としたフリーク

ォーター、教養学部 1年を対象とした「全学体験

ゼミナール：医学に接する」で学生の受け入れ、

指導を行っている。 

大学院教育では、医科学専攻修士課程のローテ

ーションで大学院生の受け入れを行っている。ま

た、研究室内のセミナーとして、月 1回ずつの研

究報告会とレビューセミナー、週 1回ずつのジャ

ーナルクラブ、研究テーマ別のグループセミナー

を行っている。さらに学外の講師を招聘して研究

室内セミナーと研究室内でのディスカッションを

随時実施している。 

研 究 

本研究室では、独自のユニークな技術を開発し、

駆使することで中枢神経系を中心とした生理機能

の制御機構の解明を目指している。現在は細胞機

能の可視化解析のための新規の基盤技術の開発と

新規 RNAi技術の開発を行っている。また、これ

らの技術を細胞機能の制御機構を明らかにする研

究に応用することで、従来の方法論では到達でき

なかった細胞機能の統合的な理解を目指している。 

 

新規技術による細胞機能の可視化解析の開発 

生体内分子の可視化のための蛍光可視化プロ

ーブを効率的に作製する方法論の開発を行ってい

る。リガンド結合タンパク質と蛍光色素との複合

体からなる蛍光可視化プローブはリガンドの結合

によって蛍光特性が変化するタイプのものである

が、蛍光色素の種類とリガンド結合タンパク質に

おける位置の組み合わせの探索が不可欠である。

そこで、蛍光色素の種類およびリガンド結合タン

パク質における位置の最適な組み合わせを網羅的

かつ迅速に探索するハイスループットスクリーニ

ングシステムを確立した。この新規技術によって、

迅速かつ網羅的に高性能な蛍光プローブを開発す

ることがが可能になった。今後は、このシステム

を活用し、生体内情報伝達物質の時空間動態の可

視化解析に用いる事ができる蛍光プローブの開発

を推進していく予定である。 
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グルタミン酸イメージングによる中枢神経シナプ

スのグルタミン酸放出様式の解明 

上記のハイスループットスクリーニングシス

テムを用いて作製した高性能グルタミン酸プロー

ブを用いて、中枢神経系でのグルタミン酸の可視

化解析を行っている。グルタミン酸蛍光プローブ

を用いて培養海馬神経細胞や脳スライス標本にお

いてシナプスからのグルタミン酸放出を有効に測

定する系を確立した。海馬培養細胞において電気

刺激を与えて活動電位を惹起し、その結果放出さ

れるグルタミン酸放出のイメージングに成功した。

その結果、単一シナプスレベルでグルタミン酸放

出の動態の定量的解析が可能であることが示され

た。現在、さらに実験、解析を進めて、プレシナ

プス終末からの開口放出によるグルタミン酸の放

出様式や、シナプス可塑性の制御機構の解明を進

めている。 

 

細胞運動における Rho ファミリータンパク質の

時空間動態の意義への可視化解析によるアプロー

チ 

低分子量 G タンパク質である Rho ファミリー

タンパク質(Rho, Rac, Cdc42)は細胞運動の分子

機構で、重要な役割を担っていると考えられる。

そこで Rho ファミリータンパク質の活性化を高

感度でモニターすることができる高性能プローブ

を開発した。このプローブを293T細胞やHT1080

細胞に発現させ、Rhoファミリータンパク質の活

性化によるプローブの応答の変化を調べた結果、

活性化因子の発現により有意に FRET 効率の変

化が確認され、Rho ファミリータンパク質の活性

化レベルを細胞内でモニターできることが示され

た。現在、さらに詳細に細胞運動や神経細胞の刺

激依存的な形態変化と Rho ファミリータンパク

質活性化の時空間パターンとの因果関係について

の解析を進めている。 

 

高性能RNAiライブラリーを用いた機能分子探索 

近年、RNAi による遺伝子発現の抑制技術が生

物学の広い範囲で利用されている。特に哺乳類細

胞では siRNAと呼ばれる 20bp程度の短い RNA

断片を用いられている。しかしながら、どのよう

な配列の siRNA を用いれば効果的な遺伝子発現

抑制を実現できるかを予測する為の確立した技術

は存在していない。本研究室では、このような予

測技術を必要としない新規RNAiライブラリーの

作製技術（EPRIL法）を確立している。現在、こ

の技術を発展させることによって、ゲノム規模（2

～3万遺伝子）の遺伝子を対象とした高性能RNAi

ライブラリーを作製することを視野に入れている。

そのためにハイスループットかつ低コストでゲノ

ム規模の遺伝子を扱えるように EPRIL 法の改良

に取り組んだ。 

本年度からは、EPRIL法によって作製した高性

能 RNAiライブラリーを用いて、細胞機能を制御

する機能分子の探索を開始した。特に中枢神経系

でのシナプス伝達機構に関与する分子探索を行っ

ている。機能分子探索は、蛍光イメージングによ

る神経細胞の受容体の局在変化や伝達物質の放出

過程のの変化の定量的解析とRNAiライブラリー

を組み合わせて行っており、現在までのスクリー

ニングによって複数の有望な候補分子を得ている。 

 

出版物等 

 

Y Isa M, Ohta Y, Namiki S, Hirose K. Artificial 

control of subtype-specific platelet-derived growth 

factor receptor signaling  Journal of 

Pharmacological Sciences, 111, 312-316 (2009) 
 

Matsuo R, Kobayashi S, Watanabe S, Namiki S, 

Iinuma S, Sakamoto H, Hirose K, Ito E. 

Glutamatergic neurotransmission in the 

procerebrum (Olfactory center) of a terrestrial 

mollusk.  Journal of Neuroscience Research, 87, 

3011–3023 (2009) 
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認知・言語神経科学 
 

准教授 

坂井克之 

助教 

梅田和昌、森田賢治 

 

 

 

沿革と組織の概要 

前身は昭和 40 年に創設された医学部音声・言

語医学研究施設の音声言語科学部門で、後に開設

された音声言語医学部門、認知行動科学部門とと

もに、1997年の大学院重点化により認知・言語医

学大講座を組織する本分野が成立し，現在に至っ

ている。 

 

教 育 

大学院教育として「神経科学入門」を担当して

いる。また人文社会学研究科・文学部心理学科特

殊講義冬学期「画像脳科学」を担当している。 

 

研 究 

私たちの知覚、行動、感情、言語、思考、知能、

社会性、そして意識はどのようにして実現されて

いるのか。認知神経科学はこのようなとらえどこ

ろのない心理現象のメカニズムを脳という物質現

象から明らかにする学問である。どのような深い

思考であれ、身を焦がすような感情であれ、脳と

いう物質の中では神経細胞がパチパチ発火してい

るに過ぎない、これは異論がないところでである。

ではこのパチパチがいかに我々のこころを成立さ

せているのか。最も身近でありながら我々の理解

を阻んできたこの脳のメカニズムをより深くかつ

統合的に理解するために、さまざまな形の学際的

研究を進めていく必要がある。このため当教室で

は様々なバックグラウンドをもった人間が参加し

て研究を行っている。 

当研究室の方針としては特定の研究テーマに

特化することはせず、ヒトの脳と認知において重

要な問題であればできるだけ広い範囲の領域を研

究対象にしていこうと考えている。現在、選択的

注意、行動切り替え、視覚認知などをテーマとし

た研究を行っている。実際のところは、どのよう

な心理現象に着目するかよりも、脳における情報

処理のアルゴリズムを明らかにすることに主眼を

おいている。 

方法論としては主に正常人を対象として機能

的MRI、脳波、経頭蓋磁気刺激など多角的な手法

で脳が働くメカニズムを明らかにしようとしてい

る。自分の知りたい現象のメカニズムを明らかに

するために最も有効な方法論を用いるべきであっ

て、方法論によってテーマが規定されるべきでは

ないと考える。とくに脳領域間の信号/情報伝達に

もとづくシステムレベルでの相互作用、ひいては

脳領域間の活動の因果関係の解析、そして局所脳

領域における情報表現の解析が現在の中心的なテ

ーマとなっている。 

 

出版物等 

 

(1) Morita K. Possible dendritic contribution to 

unimodal numerosity tuning and 

Weber-Fechner law-dependent numerical 
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cognition. Frontiers in Computational 

Neuroscience 3:12, 2009. 

(2) Soga R, Akaishi R, Sakai K. Predictive and 

postdictive mechanisms jointly contribute to 

visual awareness. Consciousness and 

Cognition. 18:578-592, 2009. 

(3) Bengtsson SL, Haynes JD, Sakai K, Buckley 

MJ, Passingham RE. The representation of 

abstract task rules in the human prefrontal 

cortex. Cerebral Cortex 19:1929-1936, 2009. 

(4) Morita K. Dynamical foundations of the 

neural circuit for Bayesian decision making. 

Journal of Neurophysiology 102:1-6, 2009. 

(5) Morishima Y, Akaishi R, Yamada Y, Okuda J, 

Toma K, Sakai K. Task-specific signal 

transmission from prefrontal cortex in visual 

selective attention. Nature Neuroscience 

12:85-91, 2009. 
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精神医学 
 

教授 

笠井清澄 

准教授 

山末英典、垣内千尋、金生由紀子（こころの発達診療部） 

岩本和也（分子精神医学講座） 

講師 

神出誠一郎、荒木剛、栃木衛、桑原 斉（こころの発達診療部） 

助教 

西田拓司、管心、木納賢、滝沢龍、寺井淳一、杉下和行、岡田悠子 

里村喜弘、文東美紀（分子精神医学講座） 

 

ホームページ http://npsy.umin.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

当教室は、わが国で最初の大学精神医学教室と

して 1886 年に設立された。1960 年代に始まる反

精神医学・学園紛争の影響によって、長く「外来」

「病棟」という 2 派に分かれて臨床を行うという

歴史を経たが、1994 年に一本化が実現し、再び臨

床・教育・研究においてわが国の精神医学をリー

ドする教室を目指し歩みはじめた。臨床において

は、2002 年の病棟移転によって、閉鎖病棟・内科

混合病棟の 2 フロア体制により重症患者の受入れ

が可能となるとともに、2004 年からは全身麻酔下

の電気痙攣療法の導入によって在院日数の格段の

短縮化を実現している。また、2005 年からこころ

の発達診療部が発足し、社会問題化している発達

障害者の診療に力を注いでいる。教育においても、

こころの発達臨床教育センターを発足させ、発達

障害の臨床にかかわるスタッフの養成に尽力して

いる。2006 年 8 月からは、B 棟 3 階が精神科固

有病床（開放病棟）となり、計 60 床の精神科病

棟部門として生まれ変わった。研究においては、

統合失調症のみでなく、ストレス性精神障害の病

因解明と治療法の開発、広汎性発達障害の診断と

治療法の開発などで大きな成果を挙げている。

2008 年 6 月に、外来・病棟の診療統合後の入局

世代である笠井清登教授が就任し、精神医学・医

療への更なる貢献を目指して新たな体制作りを進

めている。 

 

診 療 

外来： 2009 年 4 月から 2010 年 3 月までのデー

タによると、新来患者数は計 1051 名であり、こ

こ数年は例年に比べ増加傾向にある。再来患者数

は計 45431 名であり、例年と比較して増加してい

る。このことは一日あたりの新来患者数の増加に

よるものと思われる。初診枠の見直しを行い、初

診の予約待ち日数を大幅に減らしている。 

病棟：病棟部門の運営は、Ｂ棟２階の閉鎖病棟に

ある固有床 29 床、ならびに 3 階の開放病棟にあ

る固有床 31 床の計 60 床を用いてなされている。

閉鎖病棟の 29 床のうち、3 床が隔離室、6 床が個
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室である。開放病棟の 31 床のうち、11 床が個室

である。 

外来からの予約入院が主な入院経路であるが、

救急外来からの緊急入院や、自殺未遂症例などの

集中治療室を経由した入院も最近増加傾向にある。

治療の手段としては、入院精神療法・薬物療法・

電気痙攣療法（ECT）に加え、作業療法士・臨床

心理士の協力も得て、回復期にある患者を対象と

して精神科作業療法も行っている。 

入院患者の年齢分布は、10歳台から 80歳台ま

での拡がりがある。疾患構成は、統合失調症圏、

感情病圏、身体に基礎付けうる精神病が主なもの

である。病棟の構造、患者の年齢・疾患構成など

から、小児期疾患の入院治療に対応することは困

難であるが、検査ならびに緊急避難のための短期

入院については適宜個室を使って対応している。 

急患の受け入れなど病棟スタッフの努力が少

しずつ実り、平均在院日数は着実に短縮化してき

ており、30 日前後の在院日数となっている。 

毎週木曜午後１時からは、教授回診があり、回

診の後に新患紹介・退院経過報告の会、4 時より

医局症例検討会が行われている。月曜午後２時か

らは看護スタッフを交えた実践的小症例検討会を

行っている。 

2004 年 8 月から開始された ECT も順調に症例

数を増やしている。2009 年 4 月から 2010 年 3 月

までに約 400件施行しており、今後とも適応につ

いての病態評価、危険因子の評価、インフォーム

ド・コンセントの手順を踏みつつ、慎重に症例を

重ねてゆきたいと考えている。 

リエゾン：コンサルテーション・リエゾンは、

昨年に引き続き荒木講師を中心に行われ、年度後

半より岡田助教が加わった。2009 年 4 月から

2010 年 3 月までの依頼件数は、去年に引き続き

初診が約 500 件であった。のべ 843 件（月平均

60 件）であり、そのうち初診ケースが 515 件で

あった。リエゾン診療後の精神科病棟への転棟も

みられた。また最近では ICU からの過量服薬入院

後の依頼が増えている。 

平成 17 年度の特別教育研究経費によって 4 月

より“「こころの発達」臨床教育フロンティア”事

業が開始された。医師や心理職を初めとする専門

家を教育・育成する部門である「こころの発達」

臨床教育センターと診療部門である「こころの発

達」診療部が組織されて活動している。平成 21

年度は最終年度となるが、引き続き精神神経科（小

児部）での長年にわたる発達障害の治療教育など

の蓄積を踏まえて活動を展開している。なお、平

成 22 年度以降も「こころの発達」診療部は継続

して運営される予定となっている。 

 

教 育 

（１）M2：系統講義 

今年度も引き続き系統講義の項目の見直しを

行い、社会的に重要性が増している児童精神医学、

司法精神医学、リエゾン精神医学、非薬物的療法

として精神分析にかわって主流となっている認知

行動療法の講義を引き続き行い、学生の理解を助

けるためにレジュメを完全配布し、継続的質の改

善のためのアンケートを全講義で実施した。アン

ケートの結果の集計に基づき、来年度もさらに工

夫していきたいと考えている。 

（２）M3：BSL（臨床実習） 

学生からのアンケートをもとに、学生実習室の

充実、病棟実習指導医の充実、レポート課題の改

訂などの改善に着手した。来年はアンケートの結

果をもとにさらに改革を加えたいと考えている。

ポリクリ、松沢病院・武蔵病院見学、セミナーは

いずれも学生から引き続き高い評価を得ている。 

（３）M4：臨床統合講義 

今年度は、リハビリテーション科などの協力も

得て、統合失調症について、山崎心理士、管助教

行う予定である。当科では医学部の学生以外でも、

作業療法士、ケースワーカーなどを目指す学生に
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対しても講義や臨床実地教育を行っているが、今

年度から臨床心理士を目指す臨床心理学コースの

大学院生に対しても、外来新患の予診を主体とし

た臨床実習プログラムを策定して開始している。 

 

研 究 

これまで、神経画像・臨床生理学的手法を用い

て、統合失調症、自閉症、心的外傷後ストレス性

障害などの脳病態解明で成果を挙げてきた。笠井

清登教授は自らが経験した米国ハーバード大学に

おける精神科臨床研究体制をもとに、帰国後、医

療機器メーカーとの産学協同研究や放射線科・臨

床検査部との共同によるマルチモダリティ神経画

像計測を加え、精神科臨床研究ラボを育てた。今

後は、臨床試験やコホート研究によるバイオマー

カーや治療介入法の開発を通じた当事者の利益に

結実させる研究を目標とし、統合失調症の前駆状

態から初発統合失調症に至る時期の縦断研究

（ Integrated Neuroimaging studies in 

Schizophrenia Targeting Early intervention 

and Prevention; IN-STEP; http://plaza.umin.ac.

jp/arms-ut/)、双生児を対象とした総合的研究

（ Todai Twin Project with Integrative 

Neuroimaging; Todai-TWIN; http://npsy.umin.

jp/study/exam.html)、発達障害の総合的研究、医

療機器を薬剤選択・薬効予測の臨床検査法として

確立するための臨床試験などを、10 年、20 年と

いう長期的視野にたって展開している。精神疾患

の基礎研究の推進も必須と考え、分子遺伝学や動

物モデルの専門家を教官に登用し、基礎系研究者

との連携を強めている。脳と精神の関係をもう一

度捉えなおし、精神の障害とその修復を本質的に

解明するような分野横断的な学問領域を提唱し、

精神医学のアイデンティティを再構築するという

意識をもち、日々、努力している。現在の当科に

おける研究内容は次の通りである。 

 

① 統合失調症の初期診断と発症予防に関する臨

床研究 

② 内因性精神疾患、PTSD、小児の疾患を対象と

した脳画像研究 

③ 脳磁図、誘発電位トポグラフィーなどの手法を

用いた統合失調症の認知神経心理学的研究 

④ 躁うつ病、統合失調症、PTSD の分子遺伝学

的研究及び NIRS（近赤外分光法）、MRS 

(磁気共鳴スペクトロスコピー)などによる脳

代謝研究 

⑤ 自閉症を中心とした小児精神疾患の認知神経

心理学的研究及び分子遺伝学的研究 

⑥ 統合失調症、躁うつ病を対象とした精神病理学

的研究 
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沿革と組織の概要 

神経内科学教室は，豊倉康夫先生を初代教授と

して，昭和 39 年に医学部附属脳研究施設の臨床

部門として開設された．その後萬年 徹教授，金

澤 一郎教授を経て現在に至る．平成９年に，脳

研究施設が脳神経医学専攻として改組され，臨床

神経精神医学講座・神経内科学分野という組織に

なった．平成１６年に神経内科学教室の創立 40

周年を迎え，これまでの当教室の歩みを振り返り，

今後を展望する行事を行った． 

 

診療 

神経内科領域の幅広い疾患に対して，充実した

診療を行っている．初期研修に対応した診療と，

高度先進医療をめざす診療の両立を目標に診療を

行っている． 

外来診療においては，診療時間をできるだけ確保

しながら充実した診療を行っている．パーキンソン

病，頭痛，認知症など専門外来も開設している． 

病棟診療は，卒後研修（初期研修，後期研修）に

対応したプログラムを用意し，先進的な医療を含め

た診療に努めている．平成 17 年度より，脳神経外

科や関連の診療科と協力して，パーキンソン病を対

象とした深部脳刺激による治療を開始した．ポリグ

ルタミン病の治療研究，前庭神経刺激を用いた治療

研究など先進的な診療を目指している． 

 

教育 

卒前教育では，当教室は M1 の症候学講義、M2

の系統講義及び臨床診断学実習，M3 と M4 の臨

床統合講義とベッドサイド教育、クリニカルクラ

ークシップを担当している．今年度の系統講義は，

神経診断学，臨床神経生理，高次脳機能，感染症

など 9 項目について行った．ベッドサイド教育で

は，代表的神経疾患の症例について学ばせ，臨床

統合講義では，代表的な神経内科疾患について，

講義を行った．また，神経遺伝，神経免疫，神経

病理，神経生理，神経心理など各分野のクルズス

により実践的知識の習得に配慮している．フリー

クォーターでは，できるだけ多くの機会を学生に

提供するようにしており，常時 2-3 名の学生が研

究室に参加している． 

卒後教育では，初期研修医の受け入れ，内科系

の病棟の診療が総合内科体制になり総合内科に参
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加して診療を行っている． 

神経内科専門医の養成については，神経内科の

診療，神経生理学，神経病理学の研修，東大病院

全体のコンサルテーションへの対応，総合内科へ

の参加，関連病院での診療，病棟指導医などを組

み合わせた充実したプログラムを提供している． 

大学院教育については，学生の希望に応じて幅

広い研究を進めている．平成 15 年度より実施さ

れた 21 世紀 COE プログラム「脳神経医学の融合

的研究拠点」に引き続き，内科学専攻，脳神経医

学専攻，薬学系研究科が参加するグローバル COE

プログラム「疾患のケミカルバイオロジー教育研

究拠点」において，大学院教育，研究活動を推進

している． 

 

研究 

当教室では，神経疾患を対象として，その病態

解明，治療法開発，臨床研究を行い，臨床神経学

に貢献することを目指している．そのアプローチ

としては，分子遺伝学，分子生物学，発生工学，

生化学，薬理学，細胞生物学，病理学，生理学な

ど多岐にわたって幅広い discipline を統合した

アプローチを目指している． 

分子遺伝学の面からは，DNA microarray を用

いたハイスループット診断システムの開発を行い，

遺伝性のアルツハイマー病，パーキンソン病，筋

萎縮性側索硬化症，家族性痙性対麻痺などに対し

て効率の高い遺伝子診断を提供している．分子遺

伝学的な研究面では，DNA microarray を用いた

廃すループと連鎖解析システムのパイプラインを

完成し，遺伝性疾患の研究に応用を開始した．次

世代シーケンサーを用いて，主に遺伝性疾患の病

因遺伝子の解明を目指した研究を進めた．孤発性

パーキンソン病の発症について，日本人パーキン

ソン病患者において，28.0 という高いオッズ比を

示す遺伝子(GBA)を見出し，国際的な共同研究に

より GBA がパーキンソン病の普遍的な疾患感受

性遺伝子であることを証明した．多施設共同研究

体制に基づく多系統萎縮症の自然歴の把握，

genome-wide association study に基づく疾患関

連遺伝子の同定を進めた．ポリグルタミン病につ

いては，歯状核赤核・淡蒼球ルイ体萎縮症のモデ

ルマウスを作成し，細胞レベルから個体レベルま

でを含めた治療法の開発研究を展開している．神

経変性疾患の病態機序として，細胞内蛋白分解質

機構オートファジーについての研究を進めた．（辻

省次，後藤順，清水潤，高橋祐二，市川弥生子，

百瀬義雄，伊達英俊，岩田淳，古和久朋，福田陽

子，金毅，鈴木一詩，中原康雄，三井 純，石浦

浩之，井原涼子，橋本茜） 

筋萎縮性側索硬化症（ALS）の病態機序解明お

よび特異治療法の開発を進めている．ALS の運動

ニューロンでは，AMPA 受容体サブユニット

GluR2 の RNA 編集が著明に低下していること，

これが RNA編集酵素 ADAR2活性低下に依るこ

と，を明らかにした．この分子異常のメカニズム

の解明及びこの分子異常を正常化することによる

ALS の特異的治療法の開発研究を展開している． 

臨床研究として，症状の変化を定量的に評価す

る方法を開発するために，腕時計型加速度計によ

る連続記録の解析法を検討している．恣意的な，

症状の点数表示に依らない，客観的指標を得るこ

とで，治療効果をより鋭敏に評価するためのツー

ルを開発している．（郭 伸，日出山拓人，山下雄

也、寺本さやか，八賀康祐，金子さおり） 

生理学からのアプローチとしては，磁気刺激

法・脳波・脳磁図などの神経生理学的検査法や，

positron emission tomography(PET)，functional 

MRI，近赤外分光法による脳血流測定(NIRS)など

の神経機能画像を用いて，中枢神経生理について

の研究を行っている．特に運動・感覚生理に関す

る研究をおこなっている．小脳刺激の効果や錐体

交叉刺激など新しい研究分野を開拓してきている．

最近では，連発磁気刺激法を用いた神経疾患の治
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療法の機序について，他の研究施設と共同研究体

制を構築し，長時間続く脳血流変化など，この分

野の先駆的な研究を展開している．その一環とし

て，連続磁気刺激時の近赤外線記録の変化・fMRI

の変化・脳波変化などの研究を行っている．また，

近 年 repetitive, monophasic quadropulse 

stimulation (QPS) と呼ばれる，これまでにない

効果的な長期効果誘発刺激法を開発した．このよ

うな研究を基盤として，治療法開発を目指した研

究を行っている．さらに，deep brain stimulation 

(DBS)による大脳基底核疾患の治療とその機序の

解明に向けた研究も行っている．臨床面では，筋

電図，神経伝導検査，脳波・脳磁図，大脳誘発電

位，経頭蓋磁気刺激法，眼電図などを用いて，神

経疾患患者の診断および病態把握のための生理検

査を行っている．また DBS 治療を開始し，順調

な成績を収めていると共に，錐体外路疾患・疼痛・

てんかんへの連続磁気刺激治療を開発中である．

（寺尾安生，花島律子，岡部慎吾，濱田雅，松本

英之，古林俊晃，東原真奈，代田悠一郎，大南伸

也） 

末梢神経・筋疾患に対するプローチとしては、

年間約 100 例の末梢神経・筋疾患の生検症例に対

して病理診断を提供している．また、免疫性神経

疾患の診断補助となる血清中の抗糖脂質抗体、筋

炎特異抗体、傍腫瘍神経抗体の測定をおこなって

いる。研究分野では、炎症性筋疾患に関して、臨

牀像，筋炎自己抗体，サイトカインやケモカイン，

筋病理所見の関連解析をおこない，多発筋炎、皮

膚筋炎、癌合併筋炎、膠原病合併筋炎、自己抗体

陽性筋炎などのグループごとの病態解析をおこな

っている。また、封入体筋炎をはじめとした各種

筋疾患における筋線維の再生能力に関しての検討

もおこなっている。（清水潤，橋本明子，久保田暁，

岩田 淳，鷺島通子，時村直子，西澤雅子） 

寄附講座（分子脳病態科学）では，臨床研究と

しては J-ADNI への参加を引き続き行いつつ独自

の研究として，認知症性疾患を有する高齢者にお

ける日常生活動作の定量的測定法の開発を行って

いる．分子生物学的手法を用いた実験では，細胞

核において機能する新規ユビキチンリガーゼ

UHRF-2 を発見しした．さらに，パーキンソン病

におけるエピジェネティクスの関与を明らかにし

た．（岩田淳，古和久朋） 
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沿革と組織の概要 

脳神経外科学教室は、昭和 26 年に診療科とし

て設置され、初代佐野圭司教授が昭和 37 年に外

科学第三講座担任となり、翌年に脳神経外科学講

座と改名したことに端を発する。その後高倉公朋

教授、桐野高明教授が教室および脳神経外科学の

発展に尽力され現在に至っている。 

脳神経外科の扱う疾患は、脳腫瘍、脳血管障害、

脊椎脊髄疾患、機能的疾患、小児奇形、頭部外傷

などで、外科の一分野でありながら神経学、神経

科学、オンコロジー、画像診断学などの幅広い知

識と経験を必要とする。この分野の進歩は著しく、

CT、MRI などの画像機器の進歩により頭蓋内の

病変が描出できるようになって外科治療の対象と

なる疾患が拡大した。同時に手術顕微鏡の導入を

はじめとする様々な治療手技の開発により、手術

法は洗練され治療成績は向上してきた。 

現在の大学スタッフは教授 1、准教授１、講師

2、助手 6、医員 5 名、大学院生 8 名，留学生 2

名，国外留学生 5名で、約 300名の同門会員を擁

し、脳神経外科の老舗として全国各地に多くの臨

床家、研究者、指導者を輩出してきた。診療、研

究の活動の場として、外来は外来診療棟３階，病

棟は新病棟 7階南、医局と研究室は管理・研究棟

２階にある。 

 

診 療 

外来診療は、月・水・金に一般外来（新患、再

来）と専門外来を、火、木の手術日には新患外来

のみを行っている。専門外来には脳腫瘍外来、て

んかん外来およびガンマナイフ外来がある。平成

20年度の外来患者数は延べ 14,447名であった。 

入院診療は、7階南病棟と 4階第１第２ICUお

よび 2階南小児病棟で行っている。病棟では、ス

タッフ以外に 5～8 名の医員、研修医とともに、

師長以下 28 名の看護師、病棟補助員 3 名が診療

を担当している。月・水・金の朝 8時からクリニ

カルカンファレンスと教授回診が行われている。

カンファレンスには、放射線診断医や放射線治療

医も参加し、入院症例についての検討が行われて
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いる。 

入院患者数は平成 19年 482例、平成 20年 731

例であった。手術件数は平成 20年 367件、平成

21 年 391 件であり、この他にガンマナイフ治療

例が各々135件、134件であった。平成 21年の手

術の内訳は、脳腫瘍 115件、脳血管障害 41件、

頭部外傷 20件、脳脊髄奇形 3件、水頭症 41件、

脊髄脊椎疾患 11件、機能的疾患 47件、血管内手

術 73件、その他 40件である。 

当教室で扱うことが多い疾患は髄膜種・神経膠

腫・転移性脳腫瘍・神経鞘腫・聴神経腫瘍・下垂

体腺腫などの脳腫瘍と、脳動脈瘤・脳動静脈奇形

などの血管障害、および顔面痙攣・三叉神経痛・

難治てんかん・パーキンソン病などの機能的疾患

である。各種疾患のバリエーションに富む点が際

だった特色である。 

脳機能を最大限に温存するために、脳腫瘍手術

における脳機能モニタリングや、てんかん手術に

おける術前・術中の大脳機能マッピングなどを積

極的に取り入れている。また、ナビゲーションシ

ステムや血管内手術などの最先端の技術を駆使し

て、手術の安全性を高める努力を続けている。 

他分野の専門家と協力して治療に当たる取り

組みも行われている。頭蓋底腫瘍の手術では耳鼻

科・形成外科との協力のもと、脊髄披裂・骨癒合

症など小児奇形の治療では小児外科・形成外科と

の協力のもと合同手術が行われている。脳動静脈

奇形については血管内手術による塞栓術とガンマ

ナイフによる定位的放射線照射や開頭摘出術によ

る合併治療が行われ、良好な成績が得られている。 

ガンマナイフは 1990 年に国内第一号機として

導入されて以来、これまでに国内有数の症例数を

手がけてきた。2006年には治療機のバージョンア

ップがなされた。 

 

教 育 

卒前教育では、当教室はM2の系統講義および

診断学実習、M3・M4の臨床講義とベッドサイド

教育を担当している。系統講義では脳神経外科疾

患全般についての基本的理解を深めることを主眼

とし、診断学実習では意識障害および脳死の診断

を重点項目とした。臨床講義では各疾患の基本と

ともに最近の動向をとりあげた。 

ベッドサイド教育では学生に病棟・手術室実習

を通して臨床について学ばせるとともに、セミナ

ーを多く設けて出来る限りインターアクティブに

実地に必要な知識を習得させるよう配慮した。実

習の効率を上げるよう、ポイント集・問題集など

の教材を充実し、一方ではより実際の臨床に近づ

くようカンファランスでの発表や患者説明への参

加などの経験を積めるよう配慮した。またクリニ

カルクラークシップでは各回2~3名の学生を対象

に、救急疾患の経験などより臨床に近づくための

実地に則した教育を行っている。 

卒後初期研修では 1 年目外科研修の中での 1.5

ヶ月と、2年目の選択科目で 2ヶ月から 8ヶ月を

選択できる。平成 18年度は 1名、平成 19年度は

1年目 15名・2年目１名が初期研修を行った。研

修医にはできる限り日本脳神経外科学会関東地方

会で症例を発表させるよう配慮するとともに、当

教室の主催する各種カンファランスにおいて発表

の機会を与えている。 

平成 16 年度からは新制度での後期研修が始ま

り、後期研修医を平成 20 年度は 6 名（本学出身

者 1名、他大学出身者 5名）、平成 21年度は 8名

（本学出身者 4名、他大学出身者 4名）を受け入

れた。卒後 7年目までは大学病院と豊富な症例数

をもつ連携教育施設において研修を行い、卒後 7

年目に受験資格の得られる脳神経外科専門医の取

得を目指す。この専門医試験と前後して大学院へ

の進学を受け入れる。その後の研修として、得意

領域を強化した専門家を目指すサブスペシャリテ

ィー修練コースを設けている。これら後期研修プ

ログラムについては、教室のホームページに詳し
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く掲載してある。 

 

研 究 

当教室はガンマナイフ、MEG、ステルスナビゲ

ーションシステム、内視鏡機器など最新の治療お

よび診断機器を有し、これらを用いた臨床的研究

が軌道に乗っている。また、管理研究棟２階に研

究室を整え、脳血管障害、悪性脳腫瘍を主に基礎

的研究に力を注いでいる。以下に主要な研究テー

マの概要を記す。 

脳虚血後の神経再生の研究 

成体脳における神経幹細胞の存在が明らかに

なってから、これらの細胞を用いて神経細胞の再

生を試みる治療法が研究課題となってきた。当研

究室では、成長因子投与によって内因性神経幹細

胞を賦活化し、脳虚血によって死滅した海馬の神

経細胞を４０％再生させることに動物モデルにて

世界に先駆けて成功した。現在、海馬以外の部位

での神経再生にも有る程度成功している。また、

霊長類での研究にも着手して基礎研究を続け、将

来的な臨床応用への可能性を探っている。また、

成体の各部位に幹細胞が存在し、その一部は神経

細胞に分化し得ることも分かってきた。我々は、

特に皮膚由来幹細胞に注目して脳内への移植を行

い、神経細胞への分化条件などを検索している。

従来は中枢神経系の再生は不可能と考えられてき

たが、これらの各種治療法の可能性が現実的なも

のをなりつつあり、血管障害を含めた損傷脳の機

能再建にむけて、さらに研究を積み重ねて行く予

定である。 

悪性脳腫瘍に対する新規治療法の開発 

手術や診断技術の進歩にもかかわらず、悪性神

経膠腫の治療成績は 40 年来向上しておらず、新

しいアプローチによる治療法開発が必要である。

脳神経外科では、腫瘍特異的に複製するウイルス

を腫瘍細胞に感染させ、ウイルス複製による直接

的な殺細胞作用を利用して腫瘍の治癒を図る「ウ

イルス療法」の開発を進めている。特に、三重変

異を有し治療域の広い第三世代の遺伝子組換え増

殖型単純ヘルペスウイルス I型(HSV-1)を作製し、

悪性神経膠腫を対象にした臨床研究を推進中であ

る。更に、抗腫瘍免疫作用など種々の抗腫瘍機能

を付加した武装型第三世代 HSV-1 ベクターを開

発している。また、ウイルス複製に伴う腫瘍細胞

破壊が樹状細胞によるプロセシングを促進するこ

とを利用して、治療効果の高い樹状細胞療法の開

発研究を行っている。 

高分子ミセルを用いたナノドラッグデリバリ

ーシステムを応用し、従来選択肢の少なかった悪

性脳腫瘍に対する化学療法にも変革をもたらすべ

く工学部と共同研究を行っている。 

脳腫瘍の遺伝子解析においては、手術で摘出し

た神経膠腫組織の 1p, 19q, 10qの LOH解析をル

ーチンに行い、結果に基づいた治療の最適化に生

かしている。 

難治性てんかんに対する機能温存的・低侵襲的治

療法の開発と評価 

抗てんかん薬で発作を抑制できない薬性抵抗

性の難治性てんかんのうち、側頭葉てんかんなど

一部の患者には、既に標準化された外科治療法が

存在するが、多くの患者には根本的な治療法が存

在しない。これまで積極的治療の対象外だった難

治度の高いてんかんを対象としてその治療法の開

発や評価、標準化を目的とした研究を行っている。

本邦未承認の迷走神経刺激療法は、国内では当施

設でのみ提供可能となっており、本邦での有効性

の確認、てんかん治療における存在意義などを明

確化する必要がある。機能温存的手術手技として

開発された軟膜下皮質多切術や海馬多切術は、国

内・国外とも一部のてんかん治療施設で導入され

ているが、評価は定まっていない。手術器具の開

発とともに、豊富な症例数を生かした有効性の評

価を目指している。また、難治性てんかんの治療

におけるガンマナイフの応用について、基礎的・



130 東京医学・第 120 巻・平成 22 年 10 月 

臨床的研究を行ってきている。 

非侵襲的・侵襲的検査による大脳機能の解明 

機能的MRI、脳磁図、NIRSを用いた大脳機能

研究の他、当科の特色とも言える頭蓋内脳波を用

いた脳機能研究を進めている。てんかん外科治療

において長期頭蓋内に留置された硬膜下電極から

は、高い空間解像度と SN比で大脳皮質の電気活

動を記録でき、また電気刺激による介入も可能で

ある。医学部他教室や工学系研究室との共同によ

り、brain-computer interface研究への発展を目

指している。 

ガンマナイフ 

頭蓋底部の腫瘍や脳深部の脳動静脈奇形など

従来治療困難と考えられていた疾患もわが国で初

めてガンマナイフを導入することによって治療成

績が向上している。特に当教室では脳動静脈奇形

の治療の研究において一定の成果を上げている。

画像上の治癒率のみならず、治療後の出血リスク

の詳細な解析を報告し(NEJM 352:146-53, 2005)、

国内外より高い評価を得ている。また、世界に先

駆けてMRIによる拡散テンソル tractographyを

治療計画に統合することにより、治療に際して運

動線維など脳の重要な白質路への線量を確認する

ことを可能にした。これにより合併症の発生率を

確実に低下させることが可能となり、ガンマナイ

フ治療の安全性を向上させた。2006年には治療機

のバージョンアップがなされ、今後治療精度の向

上が期待される。 

脳神経外科手術における脳機能画像の応用 

頭蓋内疾患の外科治療前に、機能MRI, 脳磁図、

脳白質画像(tractography)などの脳機能画像を駆

使して、患者毎に非侵襲的に脳機能マッピングを

行っている。これらにより運動・言語関連機能脳

内ネットワークの画像化が実用化したため、脳腫

瘍、てんかん外科手術計画の立案に応用している。

さらに、脳機能ネットワーク情報をニューロナビ

ゲーター装置上に表示することで術中に機能的に

重要領域の温存を可能とした。脳機能ネットワー

クの結果を電気生理学的モニタリング手法（電気

刺激、脳皮質電位計測）により比較検討すること

で、より正確、かつ詳細な脳機能マッピング方法

の確立に努めている。 
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沿革と組織の概要 

近年の生命科学の飛躍的な発展、情報科学の進

展、社会医学に対するニーズの多様化にともない、

衛生学・予防医学は変革の時代にある。従来の免

疫血清学的診断のみならず、塩基配列の決定はル

ーチン化し、近い将来、次世代遺伝子解析技術な

どを用いた広範な遺伝子発現プロファイル、エピ

ジェネティクスならびに多型の検索による分子生

物学的診断・方法への移行が期待されている。様々

な癌、糖尿病、高血圧症などの生活習慣病、アレ

ルギーや自己免疫疾患などの難病の原因・病態解

明、さらには遺伝子治療・臓器移植・再生医学な

どの新しい医学が急速に我々の周囲に展開してい

る。また環境問題は現代の我々の健康を脅かすの

みならず、次世代への影響も危惧され、今までに

ない新たな、大きな社会問題としてクローズアッ

プされている。このような状況で、感染症、生活

習慣病、環境医学などに対して、分子レベルでの

新しいアプローチ、すなわち「分子予防医学」的

な取り組みが必要な時代が到来している。平成 12

年 4月 1日より正式に分子予防医学教室と改名し、

教育、研究も以上のような背景をふまえて、新し

い方向を目指している。 

 

教 育 

我々を取り巻く医療、健康、環境問題は、近年

益々重大なものとして取り上げられており、社会

医学に対する期待もかつてなく大きなものとなっ

ている。一方、この 30 年余りの分子生物学、生

化学、免疫学における革命的な進歩は疾患の発症

機序、病態、診断治療に対する理解を根本的に変

え、医学研究分野の壁は取り払われたとも言える。

これらの情勢に鑑み、分子予防医学講座における

教育は、現在の生命科学、情報科学を基盤とした

新しい社会医学、分子予防医学教育を目指してい

る。分子医学、生命科学の発展を基礎として、疫

学から分子病理、治療、予防医学に関して、現在

社会的に問題になっているテーマを積極的に取り

上げる。 

学生実習においては小グループによる指導を

行っており、学外の第一線で御活躍の先生方の御

協力も頂き、ホットな社会医学的問題への対処、

取り組み方、考え方を指導し、同時に最先端の知

識と技術が身につけられるよう配慮している。 
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研 究 

分子予防医学は、内的・外的ストレスに対する

生体防御反応、生体侵襲による疾病の発症機序の

解明、それに基づいた疾患の初期段階の定義付け、

疾患の多段階発症、複数因子による修復機構、新

しい分子レベルでの疾患の定義付けや診断法の提

供を基盤としている。治療に対しては分子薬理学

的発展を、予防医学的には新しいスクリーニング

法の提供とワクチン戦略の提示、そして分子疫学

に基づく危険因子の除去につながるような研究を

目指す。現在、分子予防医学教室では以下の 3つ

を柱にした研究を進めている。 

ａ. ケモカインによる炎症・免疫反応機序の解析

とそれに基づく疾患治療・ワクチン開発戦略

の提示 

炎症反応は生体防御反応の根幹をなし、白血球

がその中心的な役割を担っている。ケモカインは

白血球遊走・活性化作用を有する塩基性のヘパリ

ン結合性蛋白質の総称であり、炎症・免疫反応に

伴う白血球の生体内移動制御において極めて重要

な役割を果たしている。さらに、近年ではケモカ

インが生理的な条件下での免疫組織の構築、臓器

発生、血管新生、癌の転移、HIV感染を制御する

ことも明らかになってきた。 

過剰なケモカイン産生や異所性ケモカインの

発現は様々な病的状態の原因ともなるが、一方で

ケモカインを標的とした白血球遊走制御は、新た

な疾患治療・ワクチン開発戦略ともなり得る。そ

こで当教室では生物学上様々な現象におけるケモ

カインの関与および意義を解明すべく、炎症、感

染症、癌、移植片対宿主病、自己免疫疾患、アレ

ルギーにおけるケモカインの病態生理機能の解明

を目指している。とくに、種々の免疫応答を時間

軸、空間軸を含めた４次元的な生体反応として理

解することにより、ケモカインを分子標的とした

新規疾患治療戦略や癌・感染症ワクチンの開発を

通じた難病克服応用を目指している。具体的には、

次の 4点に着目した研究を展開している。 

・免疫メモリーの樹立・維持メカニズム 

細胞傷害性T細胞は病原性微生物や腫瘍の排除

に重要な役割を果たしている。その免疫メモリー

が樹立・維持されるメカニズムについて、次項に

述べる遺伝子解析技術を駆使した分子基盤と、メ

モリー樹立・維持に関わるケモカインを介した生

体内移動制御の解明を目指した研究を行っている。 

・移植片対宿主病に伴う免疫不全 

同種造血幹細胞移植患者において、移植片対宿

主病との相関をもって顕現する免疫不全は、患者

の生存予後に大きな影響を与える。移植片対宿主

病が宿主の造血組織、リンパ組織に及ぼす影響と、

そのメカニズムの解明を通じて、同種造血幹細胞

移植後の免疫不全を克服すべく研究を行っている。 

・腫瘍免疫に関わる白血球動態 

マクロファージ、好中球、樹状細胞などの腫瘍

浸潤白血球は、血管新生、組織再構築および抗腫

瘍免疫応答の制御を通じて腫瘍の増殖および転移

に重要な役割を果たしている。ケモカインによる

白血球の生体内移動制御という観点から、新規癌

治療戦略の確立を目指し研究を行っている。 

・免疫応答の足場形成 

免疫組織における免疫応答の誘導には、適切な

応答の足場の形成が必要になる。炎症に伴う免疫

組織構築のリモデリングに着目し、応答の足場の

形成、ならびに形成された足場への免疫細胞の移

動のメカニズムを解明することで、免疫抑制やワ

クチンなど人為的な免疫応答制御の新たな方策を

提供することを目指して研究を行っている。 

ｂ. 遺伝子解析 

遺伝子発現解析／トランスクリプトーム解析

は生物の形質、及び病態を理解する上で大変重要

である。解剖学的、時間的、状況的に変化する転

写産物を解析することで生命現象を統合的に理解

できる。トランスクリプトームではゲノムレベル

の塩基配列情報からmRNA発現プロファイルへ、
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さらにタンパク質発現プロファイルに情報が伝達

される。mRNA発現変化によってタンパク質群が

制御されており、さらに、タンパク質による制御

が mRNA の発現を変化させていることから、包

括的な mRNA 発現変化を理解することで細胞の

増殖、分化、環境因子・薬物による影響、疾病に

よる細胞／組織の変化を解明することができる。

近年、ゲノムの解析が進むとともに、Serial 

Analysis of Gene Expression (SAGE)やDNAア

レイなど数千～数万の発現遺伝子の包括的な解析

法が開発されている。現在、生体組織全体の総遺

伝子数に関してはゲノムの塩基配列の決定をもと

に SAGE dataの統合や、tiling array dataまた

coding RNAs, non-coding RNAsを含めた 5’-end 

tag の収集などにより正確な数が明らかになりつ

つある。 

ここ数年の新しいゲノム配列決定技術の発展

が目覚ましく、ヒトゲノムをわずか 1000 ドルで

読めるようにするため、激しい競争が進められ、

ランニングコストも従来のキャピラリシークエン

サーの 100分 1以下の大規模並列処理配列決定法

による超高速 DNA シークエンサーが開発された。

これらの次世代型シークエンサーは低コストで高

速に大量の塩基配列を決定できることから DNA

塩基配列解析に革命をもたらしたと言っても過言

でない。我々は次世代の遺伝子配列解析技術であ

る次世代型シークエンサーと 5’-SAGE 法を組合

せ、数百万の転写開始点を含んだ遺伝子発現情報

を定量的に観察できる方法を開発した。この方法

によって今まで検出できなかった遺伝子を１分子

に近いレベルまで検出できると考えられる。我々

は現在この次世代シーケンサーを用い癌、免疫細

胞における低頻度の遺伝子を含めた全ての発現遺

伝子、加えて今まで観察出来なかったゲノムワイ

ドでのエピジェネティックな変化を正確に測定す

ることを行なっている。この研究により複雑な発

生、癌化、免疫システムを理解出来ると考えてい

る。 

ｃ. 内分泌撹乱物質（いわゆる環境ホルモン）・環

境化学物質の生体侵襲機序とスクリーニングシス

テムの開発 

ヒトや野生生物の内分泌作用を撹乱し、生殖機

能障害、悪性腫瘍等を引き起こす可能性が指摘さ

れている内分泌撹乱物質による環境汚染は、科学

的には未解明な点が多く残されているものの、生

物生存の基本的条件に関わり、世代を超えた深刻

な影響をもたらすことも懸念されており、環境保

全上の最重要課題のひとつとなっている。これら

の物質による生体侵襲の分子機構の解明と新たな

スクリーニングシステムの開発を目指している。 
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沿革と組織の概要 

公衆衛生（Public Health）は、産業革命期の英

国で誕生し、その後、英米を中心に発展してきた

実践及び学術分野である。わが国では 1883（明治

16）年、度々のコレラ流行に対応すべく、官民挙

げた組織である大日本私立衛生会が設立され、そ

の頃より日本の公衆衛生活動も本格化した。 

第二次世界大戦後、日本国憲法第 25 条に、国

の責務として公衆衛生の向上と増進が謳われるよ

うになり、米国の医学教育と公衆衛生システムを

モデルとした GHQの政策の影響もあって、日本

の大学医学部、医科大学に公衆衛生学教室が次々

と設置されることとなった。東京大学医学部公衆

衛生学教室は、1947（昭和 22）年、わが国最初

の公衆衛生学講座として設置された。1995（平成

7）年には大学院重点化により、社会医学専攻公

衆衛生学分野（医学博士課程）となった。2007（平

成 19）年には、東京大学における公衆衛生大学院

（専門職修士課程）設置に伴って公共健康医学専

攻健康医療政策学分野となり、元の社会医学専攻

公衆衛生学分野も兼担し、現在に至っている。 

今年度の構成員は、教員 4（上記）、事務補佐員

等 3、大学院生 15（医博 12、専門職 3）、研究生

2、非常勤講師 14、客員研究員 9である。 

 

教 育 

（１）医学部医学科ほか：医学科における公衆衛

生学の教育はM2（第 4学年）、M3（第 5学年）、

M4（第 6学年）を対象に行われる。M2冬学期の

公衆衛生学系統講義では、当該分野の体系的理解

と基礎的方法論の習得を目的とした講義を計 18

コマ行った。内容は、公衆衛生学総論、健康管理

論、疫学、医療経済、へき地包括ケア、在宅医療、

産業・環境保健、感染症・結核対策、精神保健、

人類生態学、国際保健、医療政策・行政、診療の

質などである。とりわけ行政、地域医療等につい

て、現場の行政官、医師などを非常勤講師として

招いて講義を実施した。M3 の 7 月（1 週間）あ

るいは夏季休暇期間中に、分子予防医学教室と共

同して、公衆衛生学衛生学実習を実施した。実習

指導は両教室のスタッフ、非常勤講師、国際保健

学専攻及び健康科学講座の各教室スタッフの協力

をえて、少人数の班（約 20 班）に分かれて実施

した。M4 の秋に、公衆衛生学・保健医療論の総
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括として社会医学集中講義（6コマ）を担当した。 

このほか、医学科のフリークォーター、教養学

部（駒場生）小人数ゼミナール「医学に接する」

「Medical Biology入門」、健康科学・看護学科「産

業保健・看護」、工学部「環境公衆衛生学」を分担

した。 

 

（２）公共健康医学専攻（専門職修士課程）：健康

医療政策学（講義）、健康危機管理学（講義）、保

健行政・健康危機管理学実習（実習）、課題研究指

導（研究室配属）を実施した。 

 

（３）社会医学専攻（医学博士課程）：疫学、統計

学、産業医学、医療経済学などの各論及び公衆衛

生学全般について、演習及び実習を毎週実施した。

毎月 1回行われる研究発表会（土曜セミナー）で

は大学院生のみならず、研究生や客員研究員、外

部講師を招いて活発な議論が展開された。上記以

外に、疫学調査等のフィールド活動、事業所等に

おける健康管理、学部授業補助などを通して、公

衆衛生学分野の研究者・教育者としてのトレーニ

ングを実施した。 

 

研 究 

医療政策、健康政策、健康管理などに関わる実

証分析を中心に行っている。主要な研究テーマは

以下のとおりである。 

（１）健康政策・医療政策に関する研究：予防・

医療全般における様々な問題を、制度・政策論的

及び医療経済学的な視点から分析している。具体

的には、1)医療保険制度下での規制・インセンテ

ィブが医療機関等に与える影響やそれに伴う医療

の効率性、公平性の実証分析、2)診療ガイドライ

ンの普及やレセプトを用いた診療の質の評価手法

の開発、がん診療における診断、治療、フォロー

など多岐にわたる分野での客観的質指標の開発や

体制作りに向けた研究、3)わが国の医療従事者の

将来需給や医師の地理的・診療科別分布に関する

研究、4)途上国におけるHIV/AIDSの医療費及び

社会的費用の推計、5)保健・医療・福祉サービス

へのアクセスと健康格差に関する研究などである。

これらの研究を通じて、根拠に基づく健康医療政

策形成のあり方を検討している。 

 

（２）産業保健、労働者の健康管理に関する研究：

1)職域健康管理に関連した疫学研究、2)歯周疾患

と循環器疾患との関連の研究などを行っている。 

 

（３）その他：1)中国における医療費自己負担額

の決定要因の研究、2)アフガニスタンにおける結

核対策などの研究を行っている。 
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沿革と組織の概要 

東京大学法医学教室は、明治 8 年（1875）、東

京医学校の解剖学教師デーニッツが、警視第５病

院の裁判医学教場（教室）で、裁判医学の講義を

行ったことに始まる。明治 15 年（1882）の刑法

実施に備え、法医学の知識を有する医師を養成す

るため、明治 14年（1881）、片山國嘉が東京大学

別課生に日本人教師として最初の講義を行った。

片山教授は、立法上など裁判以外の問題も研究す

るべきでという趣旨で、明治 24年（1891）、裁判

医学を法医学と改称し、明治 26 年（1893）には

医科大学法医学講座の初代教授となった。東大に

おける司法解剖は、明治 30 年（1897）より行わ

れている。 

二代教授三田定則は血清学（現免疫学）教室を

創設し、抗原抗体反応、補体結合反応など当時の

血清学研究の最先端を担う業績を残した。また三

代教授古畑種基は ABO 式血液型研究の第一人者

であり、鑑識学の発展にも貢献し、犯罪史上に残

る帝銀事件、下山事件等の解剖を手掛けた。四代

教授上野正吉は補体を発見し、また法医病理学の

発展に尽くしており、医事法にも目を向けた。ま

た、全国の検視官に対する法医学講習を開始した。

五代教授三木敏行は、紛争により四年間司法解剖

ができなかったが、血液型を用いた親子鑑定に多

くの業績を残した。六代教授石山昱夫は法医病理

学の普及に加えて、DNAフィンガープリント法、

PCR法を法医学実務に導入した。七代教授高取健

彦は死体現象の生化学的解明を進め、地下鉄サリ

ン事件では、被害者から生化学技術を駆使してサ

リンを検出した。 

1999年より八代教授吉田謙一が、暴行、事故、

身体拘束による心理ストレスが心臓性突然死を引

き起こすメカニズム、虚血性心疾患やストレスの

かかわる突然死の分子病態に加えて、異状死や診

療関連死の死因調査制度に関しても、先進的な研

究を行なっている。 

現在、教室の構成員は教授 1、講師 2、助教 1、

専門技術職員 2、大学院生（博士課程）7、研究員

2、非常勤職員 3である。医師は、教官 3、院生 4、

研究員 1である。国にとって、法医の人材難が緊

喫の課題である。臨床経験は、法医学実務に活か

せるので、研修後の医師、臨床からの転向者を歓

迎する。 

1999年以降、岩瀬博太郎が千葉大学教授、上村

公一が東京医科歯科大学教授、池谷博が京都府立

医大教授となり、活躍している。 
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実 務 

法医学教室では年間約100件の司法解剖が行わ

れている。当教室の最初の解剖（1897年）から平

成21年12月までの司法解剖総数は11017体とな

っている。司法解剖では、組織検査、薬毒物検査、

血液型検査等を行い、鑑定書を作成している。ま

た、診療関連死のモデル事業の解剖を年間数件、

人体病理学教室とともに担当している（平成 21

年度 2件, 総計 16件に参加）。加えて、全国の検

視官の解剖講習も行っている。従来の犯罪死体、

変死体の解剖から、入院時心肺停止例、過労死や

入院中の突然死、乳幼児の突然死など多様化する

解剖の範囲に、さらに社会的貢献ができるような

法医学を目指している。 

 

教 育 

医学科学生の卒前教育では、M1・2のフリーク

ォーター、M2 の講義、M3 のクリニカルクラー

クシップを担当している。M1・2のフリークォー

ターでは中毒・血液型・法医病理学実習を行って

いる。M2 の講義では、法医学の知識は全ての医

師が医療行為を行う上で必要不可欠なものである

という考えから、臨床現場で遭遇するような事例

を中心とした講義を行っている。M3 のクリニカ

ルクラークシップでは、司法解剖の事例をもとに

鑑定の流れを体験してもらうほか、東京都監察医

の現場における検案に立ち会って、異状死の実態

を体験してもらっている。裁判所見学・懇談も行

なっている。法学部、法科大学院、公衆衛生大学

院の講義・演習を担当しており、これまでにも増

して、法医学の医療現場や社会への普及を目指し

た教育に取り組んでいる。 

 

研 究 

私達は異状死の法医学的死因究明を使命とし、

法医解剖や検査に従事している。また、異状死・

診療関連死の調査制度にかかる法・制度の問題点

を解明し、改善に努めている。さらに、死因究明

の質の向上、調査制度の改善のため、心血管系の

基礎研究、社会（法）医学的研究、法医病理、中

毒、DNA多型を含む多角的な研究を行っている。

研究テーマを紹介する。 

1. 虚血・再灌流による心筋病変生成機構 

法医学実務上、事故、事件、身体拘束、医療行

為の最中や直後、心臓突然死する事例が少なく

ない。短時間虚血による心筋障害や情動ストレ

スによる不整脈が死に寄与していると考えら

れている。しかし、診断は難しく、分子機序は

未解明の点が多い。私達は、心臓突然死に多い

心筋収縮帯が短時間虚血後再灌流早期に Gap 

Junction（GJ）を通じて伝播すること、小胞

体カルシウムハンドリング異常が関与するこ

とを見出した。これらに加えて、カルシウム依

存性プロテアーゼ（カルパイン）が心筋障害や

心筋梗塞の進展に寄与していることを見い出

している。虚血等の病態の分子機構をラット冠

動脈結紮モデル、摘出灌流心、培養心筋を用い

て、循環器生理学、生化学、組織学、および分

子生物学の方法を用いて研究している。これら

の知見を、突然死症例について虚血性心疾患や

心臓突然死と診断できる方法の開発を目指し

ている。 

2. 情動ストレス、心筋症、覚醒剤中毒による不整

脈死の研究 

GJ伝導能が低下している心筋梗塞や心肥大の

人が、特に興奮時、拘束されると突然死するこ

とがある。GJ阻害剤を投与したラットを拘束

すると、致死性の不整脈が誘導されること、代

償性にGJ機能が亢進することを見出した。ラ

ットの身体拘束は、情動ストレスの心血管系生

理反応を研究するよく知られたモデルである。

さらに、覚醒剤中毒者、および拡張型心筋症患

者の不整脈死や心筋障害について、動物モデル

で研究を進めようとしている。 
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3. 睡眠時無呼吸（SAS）モデルにおける心血管系

リスクと突然死の研究 

この課題は、循環器領域で注目されているが、

動物モデルの作成が難しい。私達は、これに成

功し、SAS における高血圧・心肥大の病態に

酸化ストレス、アンジオテンシン系が寄与して

いるか、不整脈や虚血心筋障害が起こりやすい

かについて研究をしている。 

4. 脳外傷モデルにおける病変の伝播 

ラットの脳に局所的損傷（挫傷）を作成し、カ

ルパインが損傷病変生成に寄与しているか、病

変が GJ を通じて拡大するかについて研究し

ている。 

5. 遺伝子多型の集団・地域集積性に関する研究 

人類集団の遺伝的近縁性の研究に用いられて

きた種々の遺伝子多型のうち、法医学的試料の

解析に適している単一塩基多型（SNPs）を用

いて、被疑者に繋がる現場遺留物（血痕等）が

由来する集団・民族が短時間・多数同時に識別

できるキットを開発している。 

6. 死因究明・医療安全・裁判にかかる法・制度の

調査 

司法解剖には、情報開示と遺族対応に関する制

限より、紛争化する例があり、事故の再発防止

に利用できない等の欠点がある。また、臓器・

血液等を研究・教育に利用するには、倫理上の

問題がある。関係者に対するアンケート調査と

外国の制度の調査をもとに、問題点を解析し、

対応と提言を考える。 

また、裁判員がストレスを感じないように鑑定

を伝える方策、裁判・鑑定書のあり方を調査し

ている。 

7. 法医検査技術の改良 

事例への対応を通じて、①新しい薬毒物分析技

術の開発、②プランクトン（溺死）の河川流域

分布に関する研究等、新しい技術の開発に努め

ている。 

8. 法医病理学的研究 

臨床医学と関連した稀有な事例、診療関連死の

事例の報告を行っている。（法医）解剖第一例

や新しい疾患単位と認められた 3 例の症例報

告がある。大学院生や若手医師のトレーニング

として積極的に症例報告を書いている。 
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(10) 伊藤貴子, 小湊慶彦, 黒木尚長, 吉田謙一．法
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医療情報経済学／医療情報システム学 
 

教授 

大江和彦 

 

ホームページ http://www.m/u-tokyo.ac.jp/medinfo/ 

 

 

沿革と組織の概要 

医療と情報学の境界領域での医療情報システ

ムに応用可能な基礎的手法の開発、医療情報に関

連する基盤情報環境の開発と構築、医療情報シス

テムの実践的研究、およびこれらの領域での知見

と手法を、医療経済学・医療管理・病院管理学に

応用し、医療変革と社会貢献をめざしている。 

対象領域をキーワードとして列挙すると、医療

情報システム、次世代電子カルテ、医療情報ネッ

トワーク、バーチャル医療情報環境、医学概念の

コンピュータ表現と標準化、オントロジー、医用

知識工学、病院情報疫学、医療の質の評価、臨床

情報工学、プライバシー保護と暗号化、情報セキ

ュリティー、医療分析、病院経営分析、医療安全

管理、などがある。  

教授は東京大学医学部附属病院の企画情報運

営部の部長を併任しており、同部所属のスタッフ

とともにこれらの組織を運営していることから、

大学院教育と研究の場は、医学部附属病院企画情

報運営部と一体となっている。企画情報運営部は

医学部附属病院の将来計画や企画に関する情報分

析を医療情報システムにより行う実践の場である

とともに、病院全体の医療情報システムの企画・

設計・開発・運用など実務のすべてを行っている。 

当教室は、1983年に医学部附属病院中央医療情

報部が正式に設置され、当時の大学院第一基礎医

学に医療情報学博士課程が設置されたことに始ま

る。初代教授は日本の医療情報学を確立した開原

成允（現名誉教授）であり現在は二代目である。

1997 年には東京大学の大学院大学化に伴い現在

の社会医学専攻医療情報経済学分野となり、中央

医療情報部に所属していた教授１、助教授１が大

学院を本務とすることになった。2000年には東京

大学大学院情報学環・学際情報学府に医療情報学

が設置され、助教授定員を移籍して、同コースの

院生の受入れも開始した。この助教授として初代

は小野木雄三助教授、現在は山本隆一准教授が着

任している。当教室は東京大学医学部附属病院の

管理研究棟 4階にある。病院の組織としては、東

京大学医学部附属病院企画情報運営部となってお

り、これは平成 15 年 3 月末まであった中央医療

情報部と院内措置で設置されていた新病院整備企

画室とが統合し、平成 15年 4月 1日に新たに設

置された組織である。 

 

教 育 

本務を当大学院教室に置く教育スタッフは教

授１名だけであるが、その他に当教室の教育を兼

担する教員は、附属病院企画情報運営部所属の小

池創一准教授１名、美代賢吾講師１名、当教室が

協力講座となっている健康空間情報学講座の藤田

英雄特任准教授（2009.10～）と医療経営政策学

寄附講座の康永特任准教授（2008.4～）、また本

学大学院情報学環の山本隆一准教授が当教室の兼

担教員として大学院教育を担当しているほか、疾

患生命工学センター医工情報基盤部門の今井健助
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教、本学知の構造化センターの荒牧英治講師らの

協力を得ている。  

医療情報経済学分野では、医学博士課程（4 年

制）、公共健康医学専攻医療情報システム学を担当

し、医療情報システム学講義 15 コマ 2 単位、同

実習 30 コマ 1 単位を担当し選択学生が毎年約数

名履修している。一方、健康科学・看護学専攻の

保健医療情報学協力講座でもあり、同講座では、

健康科学・看護修士課程(2年制)および健康科学・

看護博士課程（3 年制）を受け持っている。また

希望があれば、医科学修士専攻の学生も受け入れ

ている。従って、当教室では医学博士、保健学博

士、保健学修士、医科学修士の学位を取得できる

教育体制をとってり、在籍する大学院生は 2009

年度：医博課程 3名、健康科学看護学博士後期課

程 1名である。 

 

研 究 

2009 年度の研究スタッフは病院企画情報運営

部スタッフを含めて次のようなメンバーで構成さ

れている。 

教授：大江和彦、准教授：小池創一、講師：美

代賢吾、特任講師（病院）：渡辺宏樹、助教：山口

泉、井出博生、田中勝弥、野口貴史、新秀直、プ

ロジェクト特任教員（助教）：佐藤恵、松谷司郎、

同特任研究員：吉田裕一、梶野正幸 

主要な研究領域としては、１）病院情報システ

ムと電子カルテに代表される診療の情報システム

化に関する応用研究、２）医療安全に貢献する情

報システムの研究、３）電子カルテや病院情報シ

ステムのデータベースを対象とした新しい医学的

知見抽出や医療経済学的な指標の分析、４）臨床

医学用語と概念の記述の標準化と知識の構造化表

現手法の研究、５）医療情報システムにおける個

人情報保護とセキュリティーに関する研究、６）

医療資源の現状分析と適正配置、７）医療材料の

国内外価格差の原因分析、8) 医師のキャリアパス

分析などを行ってきた。これらのなかでも代表的

な研究テーマは以下のとおりである。 

 

１）医療情報システムのための医療知識基盤デー

タベース開発研究（厚生労働省受託事業、2007－

2009） 

医療情報の電子的管理と流通が今後の医療や

医学の情報基盤として期待されており、電子カル

テや健診・医療データの生涯にわたる管理と活用

が検討されている。これにともない、医療の場で

は膨大な電子化テキストが蓄積されることが予想

され、新たな医学的知見の発見、日常診療での類

似症例の検索、医療事故防止支援など多彩な活用

が望まれている。そこで本研究開発事業では、臨

床医学分野での多様な用語ラベルと意味同士の関

係をコンピュータが自動的にたどり、医学的意味

を処理できる基盤となる知識データベース（オン

トロジー）を構築するもので、３年事業で大阪大

学、千葉大学などと共同で実施している。 

 

２）診療情報イベント駆動型の患者指向知的診療

支援サブシステムの開発に関する研究（富士通株

式会社との産学連携共同研究 2004-2009） 

自律分散型のリアルタイム診療支援システム

の設計開発を行い、実際に東大病院の情報システ

ムに組み込み実験を行うものである。 

 

3）医療文書の自然言語処理に関する研究（富士

ゼロックス株式会社との産学連携共同研究 

2007-2011） 

電子カルテの文書データに対して自然言語処

理技術を適用することにより、時系列臨床的事象

の抽出や副作用情報の抽出を試みる研究を実施し

ている。 

これらの研究テーマに加えて、社会活動として、

厚生労働省の各種医療情報政策に関する検討会等

（社会保障カードのあり方検討会、特定健診・保
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健指導プログラム検討会、医療情報標準化会議、

ICD 専門委員会）、内閣府の IT 評価専門調査会、

日本医学会用語管理委員会、社会保険診療報酬支

払基金標準傷病名マスター検討委員会、国際標準

化機構 ISO/TC215（医療情報標準化委員会）など

で複数のスタッフが重要な役割を果たしている。 

 

出版物等 
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沿革と組織の概要 

循環器内科は他の内科と同様に 1998 年 6 月に

旧内科講座から計５内科の循環器診療を志す内科

医により再編された。それまで各科で個別に行っ

ていた診療を合同で行うようにして、下記に示す

ように診療件数が飛躍的に増加し、診断・治療が

効率的となった。初代の矢崎義雄教授に続いて現

在は永井良三教授が指揮を執っている。循環器内

科の現在の構成員は、教授 1（永井良三），准教授

1（平田恭信）、講師 2（外来医長：石坂信和、病

棟医長：山下尋史），助教 15，医員 9、大学院生

23，研究生 3，出張者 1，国外留学生 2 であり、

循環器内科学全般にわたる教育，研究，診療を行

っている。 

 

診 療 

循環器内科としての外来とともに他の内科部

門と協力し総合内科の外来も担当している。疾患

別では生活の欧米化、高齢化に伴い動脈硬化に基

づく病態、特に虚血性心疾患が多いが、心不全、

不整脈はもとより高血圧、末梢血管疾患など循環

器が関わるすべての疾患を対象とし診断、治療を

行っている。 

外来は月～金の午前、午後に行っているが受診

者は一日平均約 200 人である。さらに外科系診療

科のために毎日、術前外来を開いている。また冠

動脈疾患、大動脈疾患の救急も積極的に受け入れ、

24 時間いつでも緊急のカテーテルによる診断お

よび治療を行える体制を整えている。入院患者は

状態に応じて Coronary Care Unit (CCU)や第二

ICU で治療している。 

病床数は約50 床であり新入院患者は2009 年度

は 1,619 名であり、このうち約２／３が虚血性心

疾患であった。心臓カテーテル検査は 1,806 件施

行し、そのうち 541 件に経皮的冠動脈インターベ

ンションを施行した。冠動脈 CT 数は 322 件、心

血管 MRI は 75 件であった。また不整脈部門では

ペースメーカ植え込み 125 件、カテーテルアブレ

ーション 91 件であった。植え込み型除細動器 11

件、除細動器付き心臓再同期療法 19 件と特殊な

ペースメーカ挿入も増加している。当院が心臓移

植認定施設に指定され、重症心不全例には左室補

助装置(LVAD)の装着が増加している。2006 年 5

月に当科の心不全患者が心臓外科によって当院最
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初の心移植手術を受けた。2009 年にも 2 例の心

臓移植手術が行われた。当科における入院患者の

平均在院日数は 13.0 日である。 

 

教 育 

医学部学生に対しては、他の内科学教室と分担

し，臨床診断学実習，内科系統講議，臨床講議、

基礎臨床統合講義、ベッドサイド教育（ＢＳＬ）、

クリニカルクラークシップを行っている。内科系

統合講議では、循環器内科学の講議を行っている。

ベッドサイド教育においては、実習を中心にした

きめ細かい教育を行うと同時に，各専門グループ

による実地医療に即したクルズスを行っている。 

卒後教育においては、内科研修医を受け入れ、

総合内科研修の一環としてカンファランス，チャ

ートラウンド、回診、臨床カンファランスを通し

て、循環器学のみにとらわれず内科医としての基

本教育を行っている。 

 

研 究 

当教室では、以下のような研究がすすめられて

いる。 

■ 血管の病態形成に関わる細胞の起源と遺伝子

転写制御 

■ マウス発生工学を用いた循環器疾患の病態解

析・血管細胞の発生分化機構の解明 

■ 血管平滑筋の分子誘導機構の解析 

■ 動脈硬化の遺伝的危険因子の解析 

■ PTCA 後の血管再狭窄のメカニズムに関する

研究 

■ 循環器領域における MRI・CT の応用 

■ 心血管病における NO と血管内皮機能の研究 

■ 心肺運動負荷および心臓リハビリテーション

の研究 

■ 家族性肥大型心筋症のミオシン軽鎖の変異の

分子モーター機能への影響の研究 

■ 心筋収縮蛋白を標的とする心不全の遺伝子治

療の研究 

■ 虚血性心疾患の早期画像診断に関する研究 

■ 心筋炎・拡張型心筋症における免疫学的機序の

解明と治療法の確立 

■ 心筋虚血再灌流障害の分子機構の解明と治療

法の確立 

■ カテーテルアブレーションによる抗不整脈効

果に関する研究 

■ 血管作動物質の心腎保護への臨床応用 

■ 粥状硬化における骨髄由来細胞の関与 

■ 心血管病における再生治療の開発 

■ 肺高血圧症の新規治療法の開発 

■ マルファン症候群の診断法と治療法の開発 

■ 心腎連関の発症機序の解析 

■ 糖尿病網膜症と虚血性心疾患の連関に関する

研究 
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沿革と組織の概要 

呼吸器内科学教室は、 教授 1 名，講師 2 名、

助教 8 名を含め約 60 名のスタッフが所属してい

る。このうち海外、国内他施設への研究・臨床出

張者を除いた約 20 名で東京大学医学部附属病院

における呼吸器疾患の診療に当たっている。 

肺癌や慢性閉塞性肺疾患などの呼吸器疾患の

罹患患者数は、今後、飛躍的に増加することが予

想され、呼吸器病学における研究の発展と成果が

期待されている。当教室では肺癌、慢性閉塞性肺

疾患、気管支喘息、間質性肺疾患など多様な呼吸

器疾患を対象として基礎的・臨床的研究を展開し

ている。特に、呼吸器疾患の発症の分子機構の解

明を進めることにより新しい診断・治療法の開

発・実用化を目指している。 

 

診 療 

現在の診療体制であるが、病棟フロアとしては

主に入院棟 A13階を使用している。疾患別症例数

では、原発性肺癌が多数を占め、次いで呼吸器感

染症、慢性閉塞性肺疾患、気管支喘息、自然気胸、

間質性肺炎などとなっている。また、肺炎・呼吸

不全や肺癌の増悪などによる救急入院も多く、重

症肺炎・ARDSなど重篤な呼吸不全は、ICUと連

携して人工呼吸管理を行い救命に務めている。ま

た、10年以上前から、呼吸器外科および放射線科

と合同で院内呼吸器カンファレンスを開催し、問

題症例の治療方針決定を行ってきたが、3 年前か

ら開始された院内の各領域の Cancer Boardにお

けるモデル的カンファレンスとして評価されてい

る。現在でも、各領域の Cancer Boardの中で、

この呼吸器 Caner Board が最も数多く開催され

ている。その他、術前呼吸機能評価や術後肺合併

症についても日常的にコンサルテーションを行っ

ている。このように、呼吸器疾患に関する診療の

充実が、当科の基盤であることは申し上げるまで

もない。 

現在、呼吸器病学に対する注目度は急速に増大

しつつある。環境要因の悪化や人口高齢化などに

より、呼吸器疾患は益々増加する傾向にある。死

因統計上、原発性肺癌が悪性腫瘍の中で首位を占

め、さらに増え続けており、克服すべき難治癌の

代表となっている。肺炎・気管支炎は、３大死因

に次ぐ第４位を占めており、今後は慢性閉塞性肺

疾患が死因の５位に上昇することが予想されてい

る。また、ARDS、間質性肺炎など呼吸不全を呈
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する炎症性疾患は、難治性・致死性の点において

極めて重要な疾患群であり、有効な治療法の開発

が切実に待たれている。 

 

＊2009年度の年間入院症例数： 

１．原発性肺癌  410 

２．呼吸器感染症 101 

３．慢性閉塞性肺疾患 46 

４．気管支喘息 28 

５．自然気胸 27 

６．間質性肺炎 16 

 

＊チャートラウンド及び回診を毎週火曜日午

後行っている。 

＊呼吸器内科スタッフに、呼吸器外科、放射線

科診断部、放射線科治療部の先生方も参加さ

れるカンファレンスを呼吸器 Cancer Board

として毎週火曜日夕方に開催しており、悪性

腫瘍だけでなくその他の呼吸疾患について

も，診断法や治療方針について集学的に話し

合い、一人一人の患者さんに応じた最良の診

療が行われるように努力している。 

 

教 育 

卒前教育では，第 4学年の系統講義で、呼吸器

内科学の基本的事項・疾患についての概念・病態

生理・診断・治療法などの修得を目標として，8

単位の講義を行っている。臨床診断学実習におい

ては、呼吸器疾患の診断に必須の医療面接、身体

診察、血液ガス分析、呼吸機能検査、そして胸部

レントゲン写真読影などについて、講義とケース

スタデイを組み合わせた実習を行っている。第 5

学年と第 6学年に行う臨床統合講義では、代表的

呼吸器疾患として原発性肺癌と気胸をとり上げ、

呼吸器外科と協力して、それぞれの疾患・病態に

ついてのさらに深い理解と最新の知見の習得を目

指している。 

第５学年で行われる呼吸器内科臨床実習では、

呼吸器疾患症例における問診法、身体所見のとり

方、診断・治療法の選択など実際の呼吸器疾患の

診療に必要な事項を体得するとともに、将来医師

として診療にあたる際にとるべき態度やインフォ

ームドコンセントの実際を学ぶことを目標として

いる。また、必修セミナーとして、胸部レントゲ

ン写真読影を取り入れており、学生から好評を博

している。 

第５学年終盤に行われるクリニカル・クラーク

シップでは、呼吸器内科指導医・研修医と共に診

療チームの一員となり、臨床医に至る準備期間と

して共通到達学習目標を十分に達成できるように

指導している。いくつかの主要なテーマについて

のセミナーの他に，症例提示や自己学習型の問題

解決を重視している。さらに、医師としての職業

意識の体得、インフォームドコンセント、守秘義

務・個人情報保護の原則を理解するように指導し

ている。以上の実習がさらに充実したものとなる

ように、市中の第一線の基幹病院での実習も組み

入れており，各病院の呼吸器内科専門医の先生方

に指導をしていただいている。 

卒後教育では，呼吸器内科医（若手担当医・助

教）が研修医と共にチームを組み、様々な呼吸器

疾患症例について共に診療しながら、呼吸疾患の

診断・治療に必要な知識・技能が習得できるよう

研修医を指導している、また、肺癌の内科的治療、

胸部画像診断、肺炎、COPDなどに関するセミナ

ーも定期的に行っている。 

 

研 究 

肺癌、慢性閉塞性肺疾患、気管支喘息、間質性

肺炎、呼吸器感染症などの疾患を主な対象として、

その病態解明と診断・治療法の開発にむけて、基

礎的・臨床的研究を行っている。呼吸器外科との

協力で切除肺癌組織を用いての遺伝子解析を行う

という臨床に直結する研究、気道上皮細胞・線維
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芽細胞・平滑筋細胞などを用いた細胞レベルでの

研究，特に上皮間葉移行や呼吸器系の組織リモデ

リングに関する研究、遺伝子改変マウスを用いた

疾患モデルでの研究など、多方面に及んでおり、

方法論も疫学的、臨床病理学的手法から分子細胞

生物学的方法までを駆使して、精力的に行われて

いる。その成果は、日本呼吸器学会・日本癌学会

などの関連学会において発表され、また国際誌に

掲載されている。主な研究テーマは、以下の通り

である。 

 

気道平滑筋や肺癌細胞におけるイオンチャンネル

の解析 

遺伝子改変マウスを用いた疾患モデルの解析 

呼吸器疾患の疾患感受性遺伝子の検索 

肺癌における DNAのメチル化および miRNAの

解析とその臨床応用 

siRNA ノックダウンベクターを用いた疾患分子

機構の解明 

呼吸器疾患における上皮間葉移行や線維芽細胞の

集積を介した組織リモデリング機構の解明 

喫煙モデルマウスを用いた喫煙による肺癌その他

の呼吸疾患発症機構の解明 

気道上皮細胞、気道平滑筋、好酸球におけるケモ

カイン、サイトカイン、エイコサノイドの役割 

特発性肺線維症発症の分子機構の解明 

 

なお、教室の長瀬は Respirology の Associate 

Editor、American Journal of Physiology の

Editorial Board Memberとして国際的にも活躍

している。 
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沿革と組織の概要 

平成 10（1998）年度に消化器内科として発足

し，現在肝胆膵及び消化管領域の診療，教育及び

研究を行っている．平成 22 年 3 月現在の構成員

は教授 1，講師 3，助教 20，医員 11，大学院生

74，研究生および留学生など 10 名であり，その

他に，多数の国内外出張者がいる．消化器内科病

床は, A棟 11階北・南をコアとして, B棟 4, 5, 6

階への入院患者さんも数が多い．消化器内科の研

究室は，他診療科と同様に，内科研究棟，第一研

究棟などの各階に点在する形となっている． 

 

診 療 

消化器内科の入院患者数は約 91 名，年間では

延べ約 2,800名である．平均在院日数は 12.1日で

あり，一週間に約 110名の入退院患者がある．外

来患者数は月約 5,700名である．月、水曜日午前

に教授回診，各専門グループによる症例検討会は

月曜夜に行われている． 

疾患別入院患者数では肝細胞癌が最も多く，

2009年度は延べ 1,154名の入院があった．肝細胞

癌に対するラジオ波焼灼療法を中心とする、経皮

的局所療法は既に年 900症例を超えて，世界最多

の経験を有する．最近では転移性肝癌に対するラ

ジオ波焼灼療法施行例数の増加が顕著で、2009

年度は延べ 107名の入院があった。従来慢性肝疾

患の進行度は肝生検によっていたが，最近では

Fibroscan という超音波を利用して肝臓の固さを

測る機械を導入したことにより，非侵襲的に検査

できるようになった．ERCPは年間900例を超え，

内視鏡的乳頭バルーン拡張術を用いた総胆管結石

除去は既に 1,000症例を超えており，これも世界

最多の経験を有する．悪性胆道閉塞に対する金属

ステント挿入（年間約 70 例）の経験も豊富で，

Covered Metallic Stentの留置症例数は 600例を

超えており、やはり世界最多である。他にも

ESWL による膵石除去，膵管ステンティング，

EUS-FNA下の膵のう胞ドレナージなど胆膵疾患

に対する Intervention治療も非常に盛んである． 

消化管に対しても、消化管悪性腫瘍に対する

ESD（Endoscopic Submucosal Dissection，内視

鏡的粘膜下層剥離術）（年間 212 例）に力を入れ
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ており，早期胃癌にとどまらず食道、大腸の早期

悪性腫瘍に対しても適応を広げている．他にも食

道静脈瘤の内視鏡的治療（年間 50 例）などのイ

ンターベンションを行い．また，以前は不可能で

あった全小腸の検査が可能となり，ダブルバルー

ン小腸内視鏡及びカプセル内視鏡を施行している．

当教室では特に、難治癌の治療に力を入れており，

上記の Interventional therapyと抗癌剤療法（消

化管癌：60件，膵・胆道癌：180件）を組み合わ

せた治療を施行している． 

外来での検査数は，腹部超音波は年間 15,000

件，上部消化管内視鏡は年間 7,800件，大腸内視

鏡検査は年間約 3,600件行われている．これによ

り一年間約170例の胃癌と180例の大腸癌が発見

されている．その約 50%は内視鏡的切除術により

治療されているが，切除検体を用いた基礎的研究

も積極的に行って，その成果を臨床へ還元するこ

とを目指している． 

 

教 育 

消化器内科はM2の診断学と系統講義，M3, M4

の臨床統合講義とベッドサイド教育とを担当して

いる．ベッドサイド教育では，学生は入院患者を

実際に担当し，種々の消化器系疾患について具体

的に学ぶとともに約 2時間かけ教授試問と同時に

行われる抄読会において，海外一流誌に掲載され

た消化器病関連論文を要約して紹介する． 

卒後教育としては，東京大学医学部病院内科研

修医のローテーションに参加し，前期研修を行っ

ている．現在消化器内科は数名の研修医を 1ヶ月

～6 ケ月単位で受け入れており，内科研修医の大

多数が消化器内科の研修を受けている．短期間で

消化器内科の全領域を研修することは困難である

が，内科医としての初期トレーニングとともに，

消化器内科領域の種々の検査や治療について，な

るべく実技を身につけられるような研修を目指し

ている．学会発表の指導を重視しており，日本内

科学会，日本消化器病学会の地方会などを中心に，

研修医に積極的に症例報告発表（年 7-8件）を指

導している． 

当科は，東京大学大学院内科学専攻器官病態内

科学消化器内科学として多数の大学院生（現在 74

名在籍）を受け入れている． 

 

研 究 

消化器内科領域の研究テーマは基礎，臨床とも

に多岐に渡っている．現在当科で行われている研

究の一部を紹介すると，各種消化器癌の発癌に関

する分子医学的検討，ウイルス肝炎における代謝

性肝病態の解明、肝炎ウイルスの感染・増殖機序

の解明，肝再生ならびに線維化機序の解明，

Helicobacter pylori感染の病原性発現機構の解析

などが挙げられる．miRNA など，新しい方法論

に基づいた臨床検体の解析を行い，研究成果の臨

床へ還元を目指した研究を行っている．臨床観察

に根ざした基礎研究が求められている. 

臨床面では，極めて活発な臨床活動のデータを

多数集積かつ分析し，エビデンス作りを行なって

いる．さらに，代謝性因子の肝発癌への影響，大

腸癌肝転移に対する RFA の有用性の検証，また

薬剤治験として，進行肝癌に対する種々の血管増

殖阻害剤の効果，インターフェロン/リバビリン併

用療法時の貧血対策としてのエリスロポエチンの

有用性，膵癌に対するジェムシタビン/TS-1 併用

化学療法，膵癌/胆道癌に対する TS-1化学療法，

ジェムシタビン/シスプラチン併用化学療法，

ERCP後膵炎予防の為の新規薬剤についての検証、

胃食道逆流症治療におけるモサプリド追加の有用

性、カプセル内視鏡を用いた NSAID 性小腸潰瘍

の探索と新規治療薬の検証など，臨床試験のプロ

トコール作成から実施まで一連の流れを作って実

施して，治療効果の検証を行っている． 
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おわりに 

東京大学医学部消化器内科では，「病気だけで

なく患者さん全体を診て、熟練した技術と正確な

知識で、より良い医療を実践する」のが最大の目

標である．臨床研究も基礎研究もその為にある． 
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組織の概要 

腎臓・内分泌内科学教室の構成員は教授 1、准

教授 4、講師 4、特任講師 3、助教 11、医員 2、

大学院生など約 35 名である。当科の診療研究教

育活動は、腎臓病学・内分泌学・高血圧学という

相互に深い関連のある各領域の専門グループの密

接な協力体制のもとに行われている。また、血液

浄化療法部とは共同して、腎不全に対する透析療

法などを行っている。 

 

診 療 

外来は、腎臓、内分泌、高血圧の各専門外来が、

毎日、新患担当と再来担当を置いている。総合内

科外来も分担している。また、外来腹膜透析にも

24時間体制を敷いて、積極的に取り組んでいる。 

入院は、入院棟 A 12階北、入院棟 Bを中心に、

常時 25～30 名程度の入院患者の診療を行ってい

る。入院患者の内訳は、糸球体腎炎、ネフローゼ、

高血圧（内分泌性も含む）、保存期腎不全、糖尿病

性腎症、透析導入患者、急性腎不全、間脳下垂体

疾患、副腎疾患、甲状腺疾患、副甲状腺疾患など

多岐に渡っている。回診は藤田教授により、毎週

火曜日午前 9時半から行われ、新患プレゼンテー

ション、週間プレゼンテーションが回診に先立っ

て行われる。また、他科に入院中の腎臓・内分泌

疾患患者に対しても、コンサルトチームを組んで

積極的に診療にかかわっている。 

診療体制としては、研修医、病棟指導医（担当

医）、専門指導医（主治医）、管理医がチームを組

み、それぞれの研修医に対して責任を持つ指導医
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が決まっており、遺漏の無いよう留意されている。

診療方針は、腎臓カンファ、内分泌カンファを経

て、最終的に回診前のプレゼンテーションでチェ

ックされる。診療手技としては、腎生検、各種内

分泌負荷試験、超音波診断、血液透析の準備施行

などがある。また、血液浄化療法部の運営に全面

的に協力しており、東大病院の全入院患者を対象

に、他の疾患で他科に入院中の患者に対する慢性

血液透析療法を担っているほか、心臓、血管手術

などに伴う急性腎不全、慢性腎不全急性増悪に対

する血液透析療法を行っている。さらに、移植外

科と協力しての肝臓移植前後の血漿交換、その他

の疾患に対する吸着療法なども行っている。 

内分泌疾患の診断にあたっては、静脈サンプリ

ング、各種画像診断などを放射線科と協力して推

進している。内分泌疾患の治療では、放射線科と

共同してバセドウ病に対する放射性ヨード治療を

行っている。また、間脳下垂体疾患、副腎疾患、

甲状腺クリーゼ、甲状腺腫瘍、副甲状腺腫瘍など

に対しては、脳神経外科・泌尿器科・乳腺内分泌

外科などと緊密な連係をとりつつ診療に当たって

いる。 

 

教 育 

卒前教育として、診断学、内科系統講義、内科

臨床講義と BSL を分担して行っている。講義内

容は腎臓病学、内分泌学および高血圧である。

BSL ではそれぞれの領域の多様な症例を専門的

な立場からより深く解説するとともに、特に末期

腎不全医療としての血液透析の実際にも触れられ

るようにしている。 

卒後教育については、通年（1 期は 1 ないし 2

ヶ月間）にわたって、病棟で研修医の指導を行っ

ている。各研修医には腎臓および内分泌専門の若

手医局員および助教がチームを組んで、責任をも

って指導をおこなっている。毎週木曜日は、腎臓・

内分泌内科の入院患者だけでなく、循環器内科、

消化器内科などの他内科および、外科（特に心臓

外科、血管外科）を含んだ他科の透析患者・血液

浄化療法施行患者を対象とした血液浄化室のカン

ファランスを行っている。 

毎週火曜日夕の症例検討会は、研修医および若

手医局員の教育に重要な役割を果たしている。 

 

研 究 

大きく腎臓と内分泌に分かれるが、高血圧など

ではオーバーラップする面もある。 

（腎臓） 

1. 腎障害進展の分子機構の解明（特に高血圧、

糸球体高血圧との関連）。 

2. 上皮細胞における Na／H antiporter の作用

機序。 

3. 内皮由来血管作動物質の病態生理的役割に関

する研究。 

4. Ca チャンネルと Na／Ca 交換系の高血圧に

おける役割。 

5. 微小循環から見た実験的腎糸球体疾患発症・

進展の機序（マイクロパンクチャー法、超微

形態）。 

6. 近位尿細管 Na／HCO3 共輸送体の性質と高

血圧の関連の解明。 

7. 進行性腎障害における尿細管間質線維化の原

因の分子機構の解明。 

8. 糸球体内皮の腎障害における役割（HUS，

TTPの病態を中心に）。 

9. 進行性腎障害における補体制御蛋白の役割の

分子細胞学的解明。 

10. 糸球体メサンギウム細胞に特異的に発現する

蛋白質の生理的、病態的役割の検討。 

11. 進行性腎障害における糸球体上皮障害機構の

細胞生物学的解明。 

12. 移植時などの腎の虚血再灌流モデルにおける

腎障害機構の解明（ロイコトリエンを中心に）。 

13. 進行性腎障害における細胞浸潤の分子生物学
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的解明。 

14. 各種ストレス（物理刺激、脂質、酸化、低酸

素）の腎障害進展における役割の分子細胞学

的検討。 

16. 糸球体構成細胞の相互作用に関する研究。 

 

（内分泌） 

1. 血管構成細胞におけるシグナル伝達機構。 

2. 新たな血管作動物質の分子生物学的研究。 

3. 食塩感受性高血圧の原因遺伝子の探究。 

4. カルシウム・リン代謝異常症の病因に関する

研究。 

5. 骨代謝に関わる細胞の分化・機能の制御機構

に関する研究。 

6. 下垂体ホルモン分泌制御機構に関する研究。 

7. Ｇ蛋白質／Ｇ蛋白質共役受容体によるシグナ

ル伝達機構と疾患の分子メカニズムの解析。 

8. Ｇ蛋白質共役受容体を標的とする新しい薬

物・制御法のデザイン。 

9. メタボリックシンドロームにおけるシグナ

ル・遺伝子異常の解析。 

 

なお、毎週火曜日夕には、症例検討会の後に研

究カンファランスが開かれ、教授から大学院生ま

で教室員全員の研究発表、外部講師を招いての講

演、学会予行などが行われている。 

 

関連寄付講座 

腎臓再生医療講座 

沿革と組織の概要 

2002 年 11 月、持田製薬(株)の寄付により、テ

ィッシュエンジニアリング部内の一講座として設

立された。ティッシュ・エンジニアリング技術、

あるいは再生医療の発展により、治療や創薬に寄

与することを目的としている。 

研 究 

腎臓由来体性幹細胞の臨床応用、腎臓再生へ向

けた新しい足場素材の臨床応用、臍帯血を利用し

た腎臓再生を目標としている。これらを達成する

ために、腎臓再生領域の体性幹細胞生物学・腎不

全における幹細胞不全の包括的研究・3 次元培養

による後腎誘導法の開発を行っている。 

 

臨床分子疫学講座 

ホームページ 

http://www.h.u-tokyo.ac.jp/center22/rinsyo_bun

shi.html 

 

沿革と組織の概要 

2004 年 6 月、田辺三菱製薬(株)の寄付により、

医学部附属病院のトランスレーショナルリサーチ

の一拠点である、22世紀医療センターの構成部門

の一つとして設立された。日本人のメタボリック

シンドロームに関する臨床疫学的解析を行ない、

さらに分子遺伝学的手法を用いたヒトとモデル動

物のゲノム解析を通じてメタボリックシンドロー

ムの疾患感受性遺伝子(群)を単離し、心血管疾患

の新たなリスク診断法や新規治療薬の開発に貢献

することを、主な目的としている。 

 

研 究 

ヒトとモデル動物の解析を通じた、メタボリッ

クシンドロームの疾患感受性遺伝子および新規の

関連因子の単離・同定、メタボリックシンドロー

ムに関する臨床疫学的解析、心血管疾患の新たな

リスク診断法の開発、心血管疾患の新規の予防・

治療薬の開発、心血管疾患の既存の治療薬の新た

な作用機序の探索等の研究を行っている。 
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分子血管内分泌学講座 

ホームページ 

http://plaza.umin.ac.jp/~kid-endo/07-lab/17-issi

kilab/issikilabtop.html 

 

沿革と組織の概要 

2009年 4月、ノバルティスファーマ(株)の寄付

により設立された。生活習慣病などがもたらす血

管障害の分子機構や病態生理を解明し、心血管病

治療に応用可能な知見の蓄積を目的としている。 

 

研 究 

1. 細胞内シグナルイメージングや分子細胞生物

学的手法による血管内皮機能調節機構の解明。 

2. 新規および既知の血管作動性物質の探索及び

新たな血管作用メカニズムの解明。 

3. 血管内皮機能および心血管障害の診断と治療

につながる新たな分子マーカーの開発。 
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代謝・栄養病態学 
 

教授 

門脇孝 

准教授 

植木浩二郎 

講師 

塚本和久 

助教 

大橋健、大杉満、迫田秀之、藤城緑、飯塚陽子、庄嶋伸浩、岡崎由希子、 

羽田裕亮、粟澤元晴 

 

ホームページ http://dm.umin.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

1998年の内科再編に伴い、当時のナンバー内科

から代謝病学を専門とする医師が集まり、代謝栄

養病態学講座、糖尿病・代謝内科学講座が設立さ

れた。初代教授は木村哲、2代目教授は藤田敏郎、

そして現教授は門脇孝である。現在の構成員は上

記スタッフに加え、医員・研究員 9、大学院生 24、

その他であり、糖尿病・代謝内科として糖尿病を

中心とした代謝疾患全般にわたる診療、教育、研

究に携わっている。また、統合的分子代謝疾患科

学寄附講座特任准教授 1（山内敏正）、同講座特任

助教 1（岩部真人）、分子エネルギー代謝学講座特

任准教授 1（矢作直也）、同講座特任助教 1（脇裕

典）、システム疾患生命科学による先端医療技術開

発特任准教授 1（窪田直人）、総合研修センター講

師 1（原一雄）、医療安全管理学講座特任助教 1（原

田賢治）、疾患生命工学センター疾患生命科学部門

２特任講師 1（高橋倫子）、臨床知識基盤プロジェ

クト特任助教 1（脇嘉代）、東京大学保健・健康推

進本部助教 1（笹子敬洋）も診療、教育、研究に

携わっている。病棟は入院棟 A12階北及び B4階

を中心としている。 

 

診療 

糖尿病、高脂血症、肥満などの代謝疾患を対象

とし、これらの代謝異常に基づく臓器障害(動脈硬

化性疾患、腎障害、神経障害、眼疾患など)の診療

を行っている。病態の背景にある偏った生活習慣

に対し合理的対応を行い、さらに代謝疾患の分子

病態と遺伝要因を明らかにし先進的医療を推進し

ている。疾患の性質上、外来診療の比重が大きい

が、糖尿病・代謝内科が開設されてからは、入院

患者数も増加している。外来診療は糖尿病・代謝

内科外来を毎日午前・午後、それぞれ 3～8 ブー

ス行い、外来受診者数は 1日平均約 180人であり、

4500人を超える患者を管理している。栄養指導、

外来糖尿病教室、ベストウェイト教室など患者教

育にも配慮している。胃・食道外科とも連携し、

当科での入院治療も含めた肥満の内科・外科的治

療にも取り組んでいる。足外来を開設し、糖尿病

療養指導士資格を持つ看護士が中心になって患者

のフットケアを担当している。 
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入院診療では入院棟 12F北を腎臓・内分泌、循

環器各内科と共に固有床を運営し、また、B4 階

にも多数の患者が入院している。行事としては毎

週月曜日にチャートラウンド、回診を行って入院

症例の検討を行っている。総合内科管理医 1 名、

主治医 3名、担当医 3名を(常時)配置し、さらに

他科からの依頼に対応するコンサルトチーム管理

医 1名、主治医 2名、担当医 3名を置く体制で、

基準病床割り当ては 35 床である。稼働率は良好

で今年度の年間入院患者数は 543人であった。診

療方針としては、患者の全身に眼を向け、病態生

理を総合的に深く理解し、最新の治療の進歩を取

り入れた、患者さんにベストの医療をめざしてい

る。具体的には、月曜日から金曜日まで連日開催

されている入院糖尿病教室による患者教育、食事

療法や運動療法の指導、自己血糖測定指導、服薬・

インスリン白己注射の指導、低血糖に対する対処

法などきめ細かな患者指導を行っている。同時に、

糖尿病性昏睡をはじめとする急性の代謝失調に対

して迅速な対応を行っている。また、併発する合

併症により循環器、腎臓、感染症、神経内科、眼

科などへ入院する例も多く、これらの診療科との

協力により患者の全身に責任を持った体制を構築

している。検査部・薬剤部・栄養科と連携を図り、

病棟検査技師、病棟薬剤師、病棟管理栄養士が常

時業務に従事している。更に、他科からの依頼も

外科系を含め病院全体から多く、糖尿病・代謝専

門医による往診を毎日行っている。 

 

教育 

医学部学生に対して他の内科学教室と分担し、

臨床診断学実習、内科系統講義、統合臨床講義、

臨床実習を行っている。臨床診断学実習では診断

の基本的手技から指導し、系統講義では糖尿病な

ど代謝学の基礎的事項を、統合臨床講義では実際

の症例をもとに代謝疾患の講義をしている。臨床

実習において、助教が中心となって、患者に対す

る医療面接や身体所見の取り方など実際の患者と

の接触を通じて実習指導を行っている。クリニカ

ルクラークシップでは診療参加型の臨床実習を行

っている。 

卒後教育では、初期研修医・後期研修医に対し、

総合内科チームおよびコンサルトチームがつき、

チャートラウンド、回診、カンファランスを通じ

て、糖尿病・代謝疾患を中心に患者の全身に目を

配った全人的治療を行えるように内科医としての

基本教育を行うとともに、内科セミナー・グラン

ドカンファランスによる専門教育も行っている。

また研修医が日本内科学会などの地方会で症例報

告を行うよう指導している。 

 

研究 

分子生物学的・分子遺伝学的手法を用いて、糖

尿病・代謝疾患の成因解明と治療法確立に向けた

最先端の研究を行っている。 

 

1) 2 型糖尿病やメタボリックシンドロームの発

症の分子機構や遺伝素因の解明 

各臓器でのインスリンやアディポカインの情報

伝達経路とその生理的役割、さらにはインスリン

分泌機構の解明、および 2型糖尿病や肥満による

それらの異常の分子メカニズムを発生工学的手法

を用いてモデル動物を作製し解析している。特に

アディポネクチンなど脂肪細胞から分泌されるア

ディポカインの病態生理学的役割、あるいは我々

が同定したアディポネクチン受容体 AdipoRを介

する作用機構の解明、および膵β細胞の増殖期機

構、食欲調節機構と全身のエネルギー代謝に及ぼ

す影響などについて精力的に研究を行っており、

これらが糖尿病やメタボリックシンドロームの新

しい治療法の開発につながるものと期待している。 

 

2) 糖尿病、インスリン抵抗性における糖輸送機構

の解析 
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インスリン刺激や筋収縮時における糖輸送機構

を、分子生物学的手法を用いて解析している。ま

た、糖尿病モデル動物や培養細胞におけるインス

リン抵抗性の機序を解析することによって、糖尿

病の病態解明や新規治療法の確立を試みている。 

 

3) 動脈硬化症及び脂質代謝 

動脈硬化症の発症・進展に関与する代謝学的な

危険因子の意義について研究している。特に、脂

質の蓄積に関与する遺伝子と肥満、脂肪肝、糖尿

病、高脂血症、動脈硬化症の病態生理の関連につ

いて、分子生物学や発生工学などの手法を用いて

調べている。 

また、脂質代謝・動脈硬化症に関与する小腸・

肝臓における脂質のトランスポーターや抗酸化に

関与する遺伝子、あるいはアポタンパクの役割に

ついて、動物モデル・遺伝子工学的手法を用いて

研究を行っている。現在は特に脂質の吸収・排泄

に関わる遺伝子、植物ステロールの機能解明を進

めている。 
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沿革と組織の概要 

1998 年 5 月の病院診療科再編成により各内科

講座の血液グループが合併し血液・腫瘍内科の診

療が開始されました。2005年に黒川峰夫が教授に

就任し、現在にいたっています。 

血液・腫瘍内科は多岐にわたる血液疾患の外

来・入院診療を行うとともに、医学部教育、血液・

腫瘍病態学専攻の大学院教育、血液専門医の育成

などの教育活動を行っています。さらに血液・腫

瘍疾患克服のためのさまざまな基礎的・臨床的研

究を行っています。血液・腫瘍内科に所属する教

室員が全員で協力して、これらの広範な活動に取

り組んでいます。血液・腫瘍内科のスタッフの数

は、教授 1、講師 2，特任講師 1、助教 6，医員・

大学院生・医科学修士生約 25 で、他の部・講座

に所属するスタッフや海外留学中の者を含めると、

現在約 50名が教室に在籍しています。 

 

診 療 

血液・腫瘍内科は東大病院の総合内科に参加し

ており、病棟フロアはおもに入院棟Ａの 14 階北

と 5階北で、入院患者数は約 60〜70人です。 

週 3回のモーニングカンファランス、週 1回の

チャートラウンド・回診を通して、科全体で症例

検討を行い、最適な治療方針を決定します。また

主要な疾患ごとのカンファランスを週 1 回行い、

１例ずつ掘り下げた検討を行います。さらに特徴

的あるいは教育的症例を詳細に検討し、疾患に関

する知識を深めるクリニカルカンファランスを月

2 回開催するとともに、移植症例の検討を行う移

植カンファランスを開催し、医局員が参加してい

ます。さらに、月 1回、臨床研究の提案・進捗状

況の報告を行う臨床研究カンファが開催されてい

ます。 

外来では月曜日から金曜日の午前午後に 3ブー

スずつを担当し、のべ患者数は年間約 13,800 人

です。初診枠による初診の患者様の診療も毎日行

われています。外来診療でも個々の症例について

上級医を交えた検討を行っています。平成 16 年

に開設された外来化学療法室を活用し外来で施行

可能な化学療法を施行するとともに、その運営に

も積極的に参加しています。 

血液・腫瘍内科では、白血病、悪性リンパ腫、

多発性骨髄腫などの造血器悪性腫瘍から、骨髄増
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殖性腫瘍、さらに造血不全疾患、免疫機序による

造血障害、出血性疾患など、多岐にわたる血液疾

患の診療を行っています。とくに造血器悪性腫瘍

の診療は大きな柱の１つです。 

血液領域の診断では、分子生物学的手法による

疾患関連遺伝子の同定・定量が、診療に不可欠な

ものとなっています。当院では最新の知見に基づ

き、様々な遺伝子の変異解析を導入し、診断・治

療法の選択に役立てています。また、治療後の経

過観察において微量な腫瘍細胞を早期に発見する

ために、PCRを駆使した遺伝子診断を積極的に取

り入れています。 

治療法も多彩で、抗がん剤による化学療法、造

血幹細胞移植、放射線療法、サイトカイン療法、

免疫抑制療法、輸血療法を動員して最適な集学的

治療とQOL重視の全人的医療を行っています。 

とくに無菌治療部と連携して、自家造血幹細胞

移植併用大量化学療法や臍帯血移植を含むさまざ

まな同種造血幹細胞移植を積極的に施行し、血液

疾患の完全治癒をめざしています。高齢者の移植

においても、倫理委員会の承認を得て、55-60 歳

以上の高齢者に対する同種造血幹細胞移植を積極

的に行っており、疾患予後の改善を目指していま

す。また、自家造血幹細胞移植後の多発性骨髄腫

に対する維持療法の臨床研究も、倫理委員会の承

認を得て、行っております。 

さらに、悪性リンパ腫の的確な診断・治療方針

の決定のために、病理診断・細胞表面形質解析・

染色体検査・CT検査・PETなどの種々の検査結

果を総合して個々の症例に最適な治療方針の決定

に役立てています。治療についても放射線同位元

素標識抗体などの最新の抗体治療も含めた様々な

治療法を患者の状態に応じて選択し行っています。 

 

教 育 

学部学生を対象に系統講義、臨床統合講義、血

液診断学実習とベッドサイドラーニング（BSL）

を行っています。講義では、血液・腫瘍学の基礎

的知識の習得を目的とし、造血細胞の分化機構、

造血系サイトカインとそのシグナル伝達機構、血

液細胞の悪性化の機構、免疫制御機構、止血機構、

化学療法、造血幹細胞移植などを扱い、また重要

な疾患については、病態、診断、治療を深く掘り

下げて検討します。BSLでは、実際の症例を通し

て全人的医療に必要なさまざまな要素を身につけ

ることを目標とし、助教によるマン・ツー・マン

方式の指導を行っています。 

大学院生教育では血液学における基礎・臨床研

究を中心として、独立した一流の研究者の育成を

目指し教育を行っています。 

初期研修終了後の後期研修では、後期研修医ま

たは大学院生として、東大病院あるいは関連病院

にて血液・腫瘍内科医としての専門的な臨床研修

を行ないます。さらに、スタッフによる講義や個

別指導を通して、学会発表などの臨床的な学術活

動に取り組む力を養う体制を確立しています。 

 

研 究 

造血器疾患の発症機構、診断および治療に関す

る基礎的・臨床的研究を、分子生物学、発生工学、

免疫学などの手法を多面的に用いて行っています。

造血細胞の転写制御やシグナル伝達、造血幹細胞

の制御機構などから、ゲノム医学、再生医学、移

植・腫瘍免疫を基盤とした疾患・治療研究まで幅

広く展開し、臨床への応用をめざしています。お

もな研究テーマには次のようなものがあります。 

・造血器腫瘍発症の分子機構 

・白血病原因遺伝子を用いた白血病モデルマウ

スの解析 

・造血器腫瘍におけるゲノム・遺伝子異常 

・造血幹細胞の維持・分化機構 

・白血病幹細胞の生成機構、難治性白血病にお

ける難治化の分子メカニズム 

・リプログラミング技術を用いた造血器腫瘍細
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胞の iPS細胞化 

さらに、これらの基礎研究から得られた知見を

臨床に還元し、さらに広く社会に貢献するため、

良質なトランスレーション・リサーチを推進して

います。 
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沿革と組織の概要 

アレルギーリウマチ学教室の構成員は、現在の

ところ教授 1名、専任講師 1名、外来医長 1名、

病棟医長 1名、病院職員等健康相談室講師との併

任講師 1名、医局長以下助教 7名、特任助教 1名、

技官 1名、医員 5名、大学院生 9名、研究生 3名、

関連病院出張者 18 名、海外留学者 1 名である。

医局と研究室は東研究棟、内科研究棟および旧中

央診療棟にある。以下、当教室の教育、研究、診

療の現状について述べる。 

 

診 療 

新外来棟での専門別外来については、当科より

アレルギー・リウマチ内科、総合内科にスタッフ

が参加している。 

現在、病床数は 25～30 である。研修医、指導

医が入院患者の診療を担当している。毎週月曜日

の午後にチャートラウンド、火曜日午後に教授が

行われている。また、医局全体のクリニカルカン

ファランス、専門グループ（リウマチ膠原病グル

ープ、呼吸器グループ、腎グループなど）による

カンファランスにより診療方針を決定するなど、

万全を期している。入院患者で多い疾患は、全身

性エリテマトーデス、強皮症、多発性筋炎、関節

リウマチ等の膠原病・リウマチ性疾患、閉塞性肺

疾患、気管支喘息などのアレルギー呼吸器疾患で

ある。生物学的製剤を用いた関節リウマチ治療も

積極的に行っている。 

 

教 育 

卒前教育では、当教室は他の教室と分担して

M2 の診断学を講師が担当し、診断学のテキスト

その他を用いて症候学・理学的診察法を概説、基

本的診察法の指導を行っている。系統講義はアレ

ルギー性疾患、リウマチ性疾患、膠原病について

疾病概念、病態、臨床症状、診断法、治療法を講

義している。臨床統合講義は、入院患者の中で典

型的症例をとりあげ、総論のみならず個々の症例

について全身的な臓器障害を中心に内科学的なア

プローチ法を講義している。特に、全身性エリテ

マトーデス、関節リウマチ、血管炎などを取り上

げ、整形外科など他領域の教官の参加を得て横断

的な講義をおこなった。ベッドサイド教育には医

局員が特に力を入れており、さらに非常勤講師の

協力を得て、症例について学ばせるとともに、ク

ルズスを通じて知識の横断的な把握につとめ、ま
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た患者との接し方について指導をしている。 

卒後教育では、研修医を受け入れて、臨床医と

してのトレーニングを行っている。当院内科の入

院診療は総合内科体制により行われている。総合

内科体制ではコンサルテーションが重要である。

当科は総合内科チームにスタッフを配置するとと

もに、助教・医員・大学院生からなるコンサルト

チームを組織して総合チームをサポートしている。

コンサルトチーム配属の 2 年目研修医には三人の

指導医が直接つき指導を行っている。現在 13 北

病棟は呼吸器内科・心療内科との混合ベッドであ

る。13 北病棟配属の 1 年目研修医には、当科スタ

ッフが内科全般から当科の専門であるアレルギー、

リウマチ、膠原病の診断、治療について直接指導

を行うとともに、カンファ、チャートラウンド、

回診などの検討を通じて研修医の臨床力の向上に

努めている。また、様々な疾患を経験し、学会報

告の経験ができるように配慮している。3 年目に

他施設での研修を希望する研修医には、関連病院

の斡旋をしている。 

 

研 究 

当教室には 10 の研究室があり、アレルギー疾

患、リウマチ・膠原病、呼吸器疾患の臨床的なら

びに基礎的研究を行っている。近年は、遺伝子工

学的手法を取り入れた先端的研究がかなり多くの

研究テーマで行われている。また医科学研究所、

理化学研究所など国内留学や海外留学も盛んであ

る。以下に主な研究テーマを列挙する。 

 

1） 自己抗原に対するトレランスとその破綻のメ

カニズムの解析 

2） 制御性 T 細胞の研究 

3） T 細胞レセプターの分子生物学的解析 

4） 関節リウマチをはじめとする自己免疫疾患の

原因遺伝子に関する研究 

5） T 細胞レセプター遺伝子移入による抗原特異

的免疫抑制法の開発 

6） 特異的減感作療法、経口トレランスに関する

研究 

7） 自己免疫性疾患における細胞内シグナル伝達

の研究 

8） 気管支喘息モデル動物の開発と治療への応用 

9） IgE を介した肥満細胞脱顆粒におけるシグナ

ル伝達 

10）IgE 産生の制御メカニズムの研究 

11）気管支喘息におけるサイトカイン、ケモカイ

ン、HGFの関与とその制御 

12）膠原病の間質性肺病変に関する研究 

13）薬物アレルギーの機序 
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沿革と組織の概要 

生体防御感染症学(感染症内科)は診療科再編に

伴い 1998 年に発足した。その構成員は、教授 1

（現在空席）、准教授 1、助教 1である。感染制御

学と密接な関係にあり、感染制御部教員（森屋恭

爾教授、新谷良澄特任講師、北沢貴利助教、貫井

陽子助教、龍野桂太助教）も当科の診療、教育の

一部を分担している。これら常勤職員に加え、非

常勤医員若干名、大学院生 3名、が在籍している。

また内科研修終了直後の若手医師数名が、関連病

院に出張中である。外来は、内科の感染症および、

肝臓病学、特にウイルス肝炎を担当し、他の内科

診療科とともに、総合内科外来を分担している、

病院各科からの感染症に関する問合せも多い。研

究室は、第一研究棟、内科研究棟および旧中央診

療棟にある。 

 

診療 

外来診療部門では、月曜日から金曜日まで毎日

午前に感染症専門外来を行っている。また曜日に

よっては、午後にも感染症内科専門外来を行なっ

ている。また他の内科診療科とともに総合内科外

来を分担している。入院診療部門では、7～10床

を運営している。この他に他科からのコンサルテ

ーションが多数あり、併診患者が多い。東京大学

医学部附属病院は、エイズ拠点病院になっており、

わが国におけるエイズ診療において重責を担って

いる。感染症内科入院症例は、HIV感染症、慢性

ウイルス肝炎、結核症などの慢性感染症から、肺

炎などの急性感染症まできわめて多岐にわたって

いる。不明熱を呈した患者の多くが当科に入院す

るため、悪性リンパ腫などの血液疾患、膠原病な

どの症例もしばしば経験している。行事としては、

毎週月曜日の夕方に、感染症内科専門カンファラ

ンスを実施し、火曜日の午前中に科長回診を行っ

ている。この専門カンファランスは、研修医、病

棟指導医、多数の医局スタッフの参加により行わ

れており、幅広く意見が交換されている。本専門

カンファランスでは、教員はもちろんのこと若手

医局員、研修医まで科学的な見地から、和気あい

あいとした雰囲気の中で、自由闊達に討論がなさ

れている。また各研修医には、原則的に受持ち症

例に関連した感染症のテーマを簡潔にまとめて院

内のカンファランスで発表してもらっており、教

育的な視点に配慮している。診療の基本的方針と

して、1人 1人の患者について、疾患に関する病

態生理の理解を行い、それに関連する事柄につい

ては、最新の基礎的および臨床的知見を取り入れ
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ると同時に、診断効率、医療の費用効果や患者の

利益を最大限配慮し、検査および治療の具体的適

用について徹底的に検討を加え、現時点において

最良と考えられる医療を目指している。また感染

症は多くの臓器に関係し、かつ内科、外科を問わ

ず、すべての科にまたがった分野であることから、

他の多くの診療科から感染症の診療、治療に関す

る問い合わせが多く、他の診療科のコンサルテー

ションにも積極的に応じている。コンサルテーシ

ョンの件数は着実に増加しており、現在は月間

100 例近くの相談があり、他の診療科と共に継続

して診療にあたっている。 

 

教育 

卒前教育では、M2 の内科系統講義の感染症を

担当し、他の内科系教室と分担してM2の臨床診

断学を担当している。M3、M4の教育では、BST、

クリニカル・クラークシップおよび臨床統合講義

を分担している。BSTは、入院症例を中心とした

臨床の基本的トレーニングに加え、セミナーや専

門カンファランスヘの参加によって、臨床の実態

を体験させると同時に、科学的に病態を把握する

ための基本的考え方の習得を重視した教育を行っ

ている。クリニカル・クラークシップでは、学生

に診療チームの一員として参加してもらい、実際

の診療を経験してもらっている。また、クリニカ

ル・クラークシップ中には、国立病院機構国際医

療センター・エイズ治療研究開発センターおよび

聖路加国際病院感染症科での実習に参加してもら

い掘り下げた学習を経験していただいている。卒

後教育としては、1年目および 2年目の研修医を

2-3 ケ月ごとに数名ずつ受け入れ、受持症例を通

した助手、医員による直接指導を行っている。ク

ルズスを多く設けて、感染症分野はもちろんのこ

と、カルテの書き方をはじめとする内科医として

の基本的な考え方と技術の修得が可能になるよう

に配慮している。また各研修医に主として受持ち

症例に関連した感染症のテーマを与え、それに関

連した最新の論文を最低数個以上読んで簡潔にま

とめてもらい、感染症内科カンファランスで発表

してもらっている。さらに各研修医ができるだけ

多く学会等で発表等において症例報告ができるよ

うに奨励･指導している。これらの指導の結果、感

染症内科をはじめとする指導方針は、研修医をは

じめとして、内科の中でも高い評価を得ている。 

 

研究 

HIV感染症やＣ型肝炎ウイルス、B型肝炎ウイ

ルス等の肝炎ウイルス感染症、日和見感染症、宿

主の免疫反応を主な研究対象とし、病原微生物に

対する生体防御機構の解析などを中心に研究を行

っている。それらの成果を踏まえ、ウイルス感染

症に対する新たな予防・治療・発症抑制法の開発

も行っている。 

1) 肝炎ウイルスに対する感染制御・治療法の開

発 

2) HIV感染症の臨床的研究 

3) Ｃ型肝炎ウイルスによる肝発がん機構とその

抑制法の開発 

4) HIV感染症の進展に関する研究 

5) Ｃ型肝炎ウイルスによる肝外病変発生機構と

その抑制法の開発 

6) ウイルス感染症におけるミトコンドリア機能

障害機構 

7) B 型肝炎ウイルスによる病原性発現機構の解

析 

8) 日和見 CMV 感染症の新規診断法開発と病態

解明 

9) 細菌による血球細胞の活性化機序の解析 

10) 病原体感染時の自然免疫応答機構の解析 

11) 多剤耐性菌出現機構 
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沿革と組織の概要 

東京大学大学院医学系研究科内科学専攻生体

防御腫瘍内科学講座ストレス防御・心身医学は、

病院では内科の一部門の心療内科として診療に当

たっている。平成 21 年度末現在のメンバーは、

教授 1、准教授 1、非常勤講師 5、特任講師（病院）

1、助教 1、医員 3、届出診療医 5、大学院生 6、

客員研究員 3 である。 

平成 13 年 10 月の新病棟オープンに合わせて、

全ての診療活動を本郷で行うようになり、平成 14

年 3 月末の分院からの引越し終了によって、医局、

研究室なども病院地区に移転となった。平成 18

年度末現在、外来は 2 階に、病棟の固有床が入院

棟 A13 階北に、教授室は管理研究棟 1 階に、医局・

研究室は入院棟 B11 階にある。 

 

診 療 

近年、心身症、摂食障害などの、内科系外来を

訪れるストレス関連疾患の増大に伴い、心療内科

へのニーズは高まっており、外来はすでに満杯の

状態である。 

特に外来初診においては、患者一人に最低でも

1 時間程度の時間をかけて診断・治療を実施した

いと考えているため、新患外来は毎日 2～3 人で、

基本的に紹介予約制としている。また、一般初診

枠に加え、摂食障害初診枠を設け、それぞれ地域

医療連携枠としても対応している他、平成 17 年

度より院内医師紹介枠も設けている。 

平成 21 年度の外来初診患者は 191 名 延べ数

は2620 名、入院患者は延べ49 名であった。特に、

当科では, 社会的なニーズは高いものの治療施設

が少ない摂食障害の診療に力をいれている。初診

患者の 4 割、入院にいたっては 8 割近くが摂食障

害患者であり、本邦における摂食障害治療の拠点

となることを目指している。 

また、それ以外にも、無菌病棟や緩和ケア病棟

とのリエゾン活動を行い、入院患者全般へのコン

サルテーション活動は別途予約枠を設けて対応し

ている。さらに平成 17 年度より緩和ケアチーム

への協力を行っている。 

 

教 育 

卒前教育においては、M2 の内科系統講義、症

候学、M3 のベッドサイドティーチング、M4 の
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クリニカルクラークシップ、M4 の臨床統合講義

を実施し、さらに平成 14 年度から始まった M2

のチュートリアル教育も担当している。 

臨床講義では、全 6 回で、心身医学の方法論、

心身医学的治療法（行動療法・薬物療法）、循環器

系・呼吸器系・消化器系・筋骨格系心身症の各論、

摂食調節の異常と治療について講義した。 

臨床統合講義では、特にプライマリケアの現場

で遭遇する可能性が高く、内科的身体合併症がみ

られることが多い摂食障害について、実際の患者

ケースを交えながら講義した。 

ベッドサイドでは、まず心療内科的面接法につ

いての模擬面接、患者さんの協力を得ての実地研

修を行い、さらには回診前のプレミーティングや

クルズスで摂食障害を中心にした各種病態の理解

を深め、そして、心理テスト、自律訓練法、箱庭

療法などは自分を題材にして体験学習するととも

に、臨床倫理的思考を身につけるためのケース学

習を行うなど、医師としての治療的自我の育成を

目指した。 

 

研 究 

現在の研究状況としては、自律神経機能の非侵

襲的評価法、ヒトの時系列生体情報の測定を行う

Ecological Momentary Assessment (EMA)など

の方法論の発達によって、様々なストレス関連疾

患の発症や維持における身体・心理・行動面の相

互関係を明らかにするためのより基礎的研究を積

極的に進めつつある。また、研究対象を従来の心

身症、生活習慣病、摂食障害などから、さらに癌

患者の疼痛コントロールなどにも広げてきている。

また、EMA の方法論によって得られた時系列デ

ータを扱うために、従来医学分野では用いられる

ことが少なかった洗練された解析手法を用いて行

っている。 

現在、当教室で取り組んでいる研究を、その方

法論別にまとめておく。 

EMA を中心にした行動科学的手法：緊張型頭

痛を対象とした EMA による病態評価。摂食障害

を対象とした再摂食期の自律神経活動、日常生活

下における食行動・排出行為と体動パターンの

EMA による検討。糖尿病患者を対象とした EMA

を利用した治療介入。緩和ケアを受けている患者

を対象とした日常生活下における癌性疼痛による

活動量への影響・心理社会的因子との関連の検討。 

神経内分泌・神経免疫学的手法：神経性食欲不

振症患者における再摂食期のエネルギー代謝の多

面的評価、治療前後での各種摂食関連物質の変動

の検討、骨代謝と関連マーカーの検討、治療効果

を評価可能なバイオマーカーの探索。 
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沿革と組織の概要 

1949年（昭和 24年）に院内措置として発足し

た輸血部は、1966年（昭和 41年）に予算措置が

なされ、正式に認可された。1984年（昭和 59年）

に遠山博先生が初代教授に就任され、その後、

1997 年（平成 9 年）に、東京大学医学部の大学

院大学発足に際して、内科学専攻輸血医学講座と

なった。遠山博元教授の「輸血医学」出版（現在

は第 3版）に引き続き、大河内一雄先生による輸

血後肝炎の原因としての B型肝炎ウィルス（HBs

抗原）の発見、十字猛夫元教授による移植片対宿

主病（Graft-versus Host Disease, GVHD）の発

症機序の解明、また柴田洋一前教授による血小板

抗原・抗体検査法の開発と新しい血小板型の発見

など、輸血医学の分野への貢献は非常に大きい。 

現在の輸血部の構成は次のとおりである。医師

6 名（内常勤 4 名、非常勤 2 名）、臨床検査技師

10名、看護師 1名（材料部と兼任）、事務員 1名

（医事課）である。 

 

診療 

輸血部の主な業務は輸血用血液の管理、検査及

び供給である。当院では、全ての輸血用血液は輸

血部で管理されており、適正かつ安全な輸血療法

の実施について院内での指導も行っている。輸血

関連検査、移植関連検査、感染症検査を実施し、

輸血副作用が認められた場合の対応（検体保管・

関連検査）も行っている。また、これまでも自己

血輸血を積極的に実施してきたが、2006 年 1 月

より全国に先駆けて自己血外来を設置し、自己血

輸血の普及に努めている。自己血外来では、患者

の診察を行い、採血スケジュールを決定し、同意

書を作成して採血を実施している。採血した自己

血の管理・供給も従来通り適切に行っている。ま

た、癌患者及び習慣性流産患者の免疫療法、末梢

血幹細胞の採取・保存も関連診療科と連繋しなが

ら積極的に行っている。 

I. 輸血用血液（血液製剤）の管理供給 

II.  輸血関連検査 

1) 血液型検査、交差適合試験、不規則抗体同

定検査； 

2) 赤血球抗体、白血球抗体（HLA抗体、顆

粒球抗体）及び血小板抗体； 

3) 感染症検査（A型肝炎、B型肝炎、C型肝

炎、エイズウィルス、ATLAなど） 

4) 骨髄及び臓器移植のためのHLA検査（血

清学及びDNA タイピング）； 

III. 臨床 
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1) 自己血採血・保存・管理・供給； 

2) 習慣性流産患者のための免疫療法； 

3) 末梢血幹細胞の採取及び保存； 

4) 樹状細胞を用いた癌免疫療法； 

5) 癌の抗血管新生療法； 

 

教育 

医学部学生（6 年生）に対して輸血医学の実習

を行っている。学生は 1 グループ 6名、18 グルー

プに分かれて、3 日間の実習を受ける。実習内容

は以下のとおりである。 

1) 輸血部を見学し、当院の輸血用血液（血液製剤）

の管理・検査・供給システムを理解する。 

2) 輸血における血液型（赤血球型、白血球型、血

小板型）の重要性について学ぶ。 

3) 血液型検査及び適合検査の実施方法について

学ぶ。 

4) 輸血における不規則抗体の重要性及びその同

定検査を学ぶ。 

5) 輸血副作用の発症機序、予防及び治療方法につ

いて学ぶ。 

6) 自己血輸血の適応及び実施方法について学ぶ。 

7) 末梢血幹細胞の採取・保存方法及び適応につい

て学ぶ。 

8) 癌免疫療法について学ぶ。 

9) 輸血に関する法律、血液製剤の使用指針の改定、

輸血療法の実施に関する指針改訂など、近年の

輸血分野での重要な出来事を把握する。 

10) 日本赤十字社血液センターを見学し、日本の献

血制度、輸血用血液（血液製剤）の種類及び適

応について学ぶ。 

 

研究 

当輸血部では、輸血の際に重要な血液型（赤血

球型、白血球型、血小板型）の研究を初め、輸血

副作用、移植免疫、免疫療法、幹細胞などについ

て研究を行っている。血液型に関しては、血清学

的及び遺伝子学的な研究を行っている。骨髄や臓

器移植の際に重要なHLA（白血球型）検査は、十

字猛夫元教授によって国内で積極的に実施される

ようになり、現在でも DNA タイピングが導入さ

れるなど、研究が進められている。また血小板型

の検査法として本邦で広く利用されている

mixed-passive hemagglutination (MPHA) 法は、

柴田洋一前教授によって開発され、その研究は血

小板型に限らず、顆粒球型、内皮細胞型の検査法

としても検討が行われている。また、移植免疫を

初め、癌の免疫療法、習慣性流産患者の免疫療法

など、免疫学的な研究も実施している。移植に関

連しては、幹細胞の増殖・分化に関する研究も行

っている。最近では、医療材料の開発に関する研

究も開始している。主な研究テーマは下記のとお

りである。 

1. 血小板抗原・抗体検査とその臨床的意義に関す

る研究； 

2. 血小板減少性紫斑病（輸血後、新生児）の診断、

予防、治療に関する研究； 

3. 自己血の保存方法、臨床応用に関する研究； 

4. 輸血後GVHDの発症機序、予防及び治療法に

関する研究； 

5. 新たな血小板クロスマッチ法の開発に関する

研究； 

6. 抗内皮細胞抗体の臨床的意義、検出方法の開発

に関する研究； 

7. 血小板型及び白血球型（HLA及び顆粒球型）

のDNA タイピング； 

8. 新たな血小板機能評価システムの開発に関す

る研究； 

9. 腫瘍血管新生を標的とした新たな癌治療の開

発に関する研究； 

10. 樹状細胞を用いた癌免疫療法の臨床研究； 

11. 幹細胞の増殖・分化に関する研究； 

12. 医療材料の開発に関する研究。 
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生殖内分泌学・生殖腫瘍学・周産期医学・

分子細胞生殖医学 
 

 

 

はじめに 

産科婦人科学講座は生殖・発達・加齢医学専攻

に属し、生殖内分泌学、生殖腫瘍学、周産期医学

および分子細胞生殖医学の４つの専攻分野に分か

れている。前三者は各々産科婦人科学の主要３臨

床部門である生殖内分泌医学、腫瘍医学、周産期

医学に対応し、分子細胞生殖医学は主として基礎

的領域を取り扱う専攻分野として設置された。ま

た、附属病院の診療科としては、女性診療科・産

科、女性外科を担当しており、また診療部として

の周産母子診療部（平成 13 年 4 月より分娩部か

ら改称）を運営している。現在の構成員は、教授：

武谷雄二（生殖内分泌学、東京大学医学部附属病

院長）、上妻志郎（周産期医学、女性診療科・産科

科長）、准教授：矢野哲（生殖腫瘍学、女性外科科

長）、藤井知行、講師：久具宏司、百枝幹雄、大須

賀穰、亀井良政、特任講師：中川俊介、助教 19

名、医員 12名、後期研修医 8名、大学院生 25名、

留学者 6名、出張者約 85名である（平成 22年 3

月現在）。外来は外来診療棟 1階、病棟はＡ病棟 3

階南・北、周産母子診療部は中央診療棟 2の 3階、

医局および研究室は南研究棟 3階及び旧中央診療

棟 6 階に位置する。以下に当教室の教育、研究、

診療の現状について述べる。 

 

教 育 

卒前教育では、系統講義（M2）、臨床講義（M3、

M4）、ベッドサイド教育（M3、M4）を担当して

いる。講義では、産科学・婦人科学の学問的基礎

から臨床の最前線まで取り上げている。ベッドサ

イド教育では、M3は都内の連携病院で 2週間過

ごし、非常勤講師の指導の元、分娩や手術、外来

等臨床の現場に直接触れる機会を設けている。ま

た M4 では、医学部附属病院にて病棟臨床実習、

外来実習を行い、産婦人科を理論的に学び、また

先端的医療に触れる機会としている。 

卒後教育においては、新臨床研修制度に対応し

た教育システムを構築した。スーパーローテート

では初期研修の 2 年目に産婦人科を研修するが、

周産期（妊娠・分娩管理）、生殖（不妊・内視鏡手

術・内分泌）、腫瘍（悪性腫瘍）に分かれて、上級

医の指導の下実地臨床の研修を行っている。 

選択科目で産婦人科を長期に研修する場合は、

周産期・生殖・腫瘍勤務をすべて回り、帝王切開

の執刀等より高度な医療を実践する機会を設け、

また症例報告の学会発表も指導している。 

平成 21 年度から始まった産婦人科重点コース

では 1年目から産婦人科に回り、帝王切開や内視

鏡手術の執刀、NICU研修、地域病院産婦人科研

修等実地臨床の実践の機会をふんだんに設け、ま

た学会発表も指導している。 

専門研修においては、全員が産婦人科専門医に

なれるよう、医学部附属病院と連携病院で有機的

に連携し、臨床経験が積めるようプログラムを組

んでいる。 

また、臨床を行っていく中で研究に興味を持つ

者に対しては大学院コースを用意している。なお、

大学院教育では、研究的視点を持った臨床医を育

成すること、臨床的視点を持った研究指導者を育

成することを目標としている。そのため対象は基
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本的臨床研修が終了した者のみとしている。教室

内外の研究室で、産婦人科臨床と関連のある研究

プロジェクトに従事し、成果を臨床に還元すべく

努力している。 

 

研 究 

当教室では以下のような研究グループを形成

し、臨床的・基礎的研究活動を行っている。最近

の主な業績は後に示すが、臨床教室として極めて

高い研究 activityを持っている。その理由は全教

室員にチューター的な研究指導教官を割り当て、

責任を持って研究面の指導を行っているためであ

る。 

① 生殖内分泌領域 

② 周産期領域 

③ 悪性腫瘍・感染症領域 

④ 女性のプライマリケア領域 

 

診 療 

病院の診療体制は、女性診療科・産科と女性外

科で行っている。 

(1) 外来診療 

月曜日から金曜日まで一般外来の他、妊婦外来、

不妊外来、腫瘍外来、習慣流産外来、遺伝外来、

内分泌外来、子宮内膜症外来、超音波外来等の専

門外来を開設している。年間外来患者数は、女性

診療科・産科が延べ 35000 名超（うち新来患者

2500名超)、女性外科が延べ約 8500名(うち新来

患者約 400 名)である。診療は、専門医約 30 名、

医員/専門研修医約 20名が当たっている。 

(2) 入院診療 

現在、実病床数は 74床で、このうち 43床を主

として婦人科疾患患者(女性外科)、31床を妊婦及

び褥婦(女性診療科・産科)に充てている。 

分娩数はこの 5 年間一貫して増加し、平成 21

年度は約 900件となっている。母体搬送も頻繁に

受け入れている。当院は医師数、特に専門医数が

非常に多いこと、手術室・ICU・NICU・輸血部

等のバックアップ体制がしっかりしていることか

ら分娩の安全性が非常に高いのが特徴である。 

また、腹腔鏡手術は週 10 件程度コンスタント

に行い、体外受精・胚移植は年間約 150件行って

いる。凍結融解胚移植も年間約150件行っており、

これらの治療により年間約 50人の児が出生した。 

悪性腫瘍に対しては、子宮頸癌、子宮体癌、卵

巣、外陰癌に対し、手術療法、化学療法、放射線

療法を組み合わせて集学的に治療している。患者

数はこの 5 年間一貫して増加し、平成 21 年度は

約 350人に対し治療を行った。 

手術日は月・火・木・金曜日である。毎週水曜

日には総回診が行われ、教授・准教授を中心に症

例の方針について検討している。小児科・小児外

科との合同の周産期ミーティング、放射線科との

合同ミーティング、病理部との CPC が毎月開か

れ、診療の連携に努めている。 

 

おわりに 

産科婦人科領域を取り巻く状況は、社会情勢の

変化に伴って大きく変貌しつつある。不妊症治療

においては、体外受精・胚移植法、顕微授精、凍

結融解胚移植が中核的治療法として確立したとい

えるが、成功率の向上と、一方で多胎妊娠の減少

などの課題を克服していく必要がある。外科的手

術を低侵襲化する手段としての内視鏡下手術は、

普及の一途をたどっているといえ、需要もさらに

多くなってきているが、一方で安全性の追求及び

教育システムの確立などが今後の課題となってい

る。少産社会では周産期領域のより一層の充実が

不可欠である。高齢化社会の元での婦人の健康管

理に婦人科医の果たす役割は増大していく。この

ような様々な要請に応えるべく、柔軟な体制で一

層の努力を継続して行きたいと考えている。 
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沿革と組織の概要 

東京大学医学部小児科学教室は本年で設立 118

年目を迎え、わが国で最も長い小児科学教室の歴

史を有する。江戸時代のわが国ではすでに各地に

小児科医が活動していたが、明治 21 年に弘田長

（ひろたつかさ）先生が本学（前身の帝国大学医

学部）にわが国初の小児科学教室を設立し、その

初代教授に就任された。以来当教室は指導的な小

児科医を多数輩出し、わが国の小児科臨床、小児

保健、小児医学研究、小児医学教育のすべての面

において多大の貢献を果たしてきた。 

現在の小児科学教室のスタッフは教授 1、准教

授 2、講師 3、助教 16、後期（専門）研修医 12、

大学院生 15 から構成される。近年は、12〜15 名

／年の新たな小児科医が当科に加わっている。平

成 21 年には 12 名の後期研修医が加わった。 

 

診 療 

新外来棟 2 階南に小児科外来と小児外科外来が

あり、現在両科は小児心理部門と一緒に外来診療

を行っている。午前中は一般外来と専門外来、午

後は専門外来が主体の外来である。平均外来患者

数は 1 日に約 100 名、救急外来の平均患者数は 10

〜15 名である。小児科外来は助教以上のすべての

常勤小児科医が担当する。さらに、院外から数名

の届け出診療医が主に月数回専門外来を担当して

いる。 

小児病棟は 2008 年 7 月より増床され小児用病

床は 100 床となり、小児医療センターと名乗るこ

とが可能となった。入院 A 棟の 2 階北と南に小児

用の一般床が、2 階南に Pediatric Intensive Care Unit 

(PICU)が 6 床、3 階南には Neonatal Intensive Care 

Unit (NICU)が 9 床、Growth Care Unit (GCU) が 15

床存在する。 

PICU は国立大学病院としてはわが国初の治療

ユニットであり、その設立は国立成育医療センタ

ーよりも早かった点は特記すべき事項である。

PICU には小児科・小児外科の重症患者が入院す

るが、その半数以上が先天性心疾患の術後患者で

ある。 
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小児科への新規の入院患者数は年間約 800 名で、

先天性心疾患患者と血液・悪性腫瘍患者がそれぞ

れ約 200 名、新生児患者が約 150 名を占める。そ

の他、感染症、神経・筋疾患、免疫・アレルギー

疾患、腎疾患患者が主な入院患者である。小児医

療センターとなってから小児科入院患者数は増加

し 60 - 70 名となり、病床稼働率は 90%以上を占め

る。助教、医員、研修医の 3〜5 名から構成される

3 つの臨床班（〔1〕血液・悪性腫瘍，〔2〕神経，〔3〕

腎・免疫・呼吸・一般）が分担して入院患者を担

当する。後期研修医は NICU, PICU 及び前記の 3

つの診療グループを 1〜3 ヶ月単位でローテーシ

ョンし研修を受ける。また、昨年度に本学に設立

された心の発達診療部には当教室の出身者である

医師が助手 1 名と医員 1 名として参画し、診療・

研究に励んでいる。さらに、当教室の血液・腫瘍

班から 1 名が無菌治療部の講師として参画し、診

療・研究にあたっている。 

月曜、木曜の午前 8 時から教室員全員が入院 A

棟のカンファランスルームに集合し、新規入院患

者と重症患者について討議する（モーニングカン

ファランス）。火曜日午後１時からは全入院患者に

ついて経過や治療方針について討議する（チャー

トラウンド）。終了後、教授、准教授、専任講師、

病棟講師による患者回診が行われる。木曜日午後

5 時 30 分からは症例検討会や研究報告会が行われ

る。 

循環器班、血液・悪性腫瘍班、神経・筋疾患班

などは毎週定期的にカンファランスと回診を行っ

ている。さらに、循環器班は心臓外科と毎週臨床

検討会を行っている。 

平成 14 年 9 月から入院 A 棟に小児病棟が設立

されてから、当科の小児科医は当院の小児外科医、

産婦人科医、心臓外科医と一緒に診療している。

科の間を結びつけるパイプは現在極めて太くなっ

ており、極めて良好なコミュニュケーションと協

力・信頼関係を保つことが出来ている。 

小児病棟に入院中の学童・生徒の多くは院内学

級である「こだま学級」に通学している。入院中

であっても教育を受ける権利が患児に確保されて

いることは、患児と親御さんの両方にとって極め

て有用である。また、病院全体のボランティア組

織「にこにこボランティア」に所属するボランテ

ィアによる患児と親御さんへの訪問活動も子供達

にとって大変楽しみな行事となっている。特に、

医療関係者以外の人との交流は患児にとっては安

らぎを与えるだけでなく、社会性を身につけさせ

る上でも有用である。親御さんにとっても安らぎ

を与えると共に、親御さんに私的な行動を保障す

る重要な時間を生み出している。平成 18 年 4 月か

らは小児病棟に長年の念願であった病棟保育士 2

名が導入され乳幼児と付き添いの精神的ケアに大

きな力を発揮している。 

 

教 育 

M2 学生には小児科系統講義と小児科診断学の

実習を行う。学外の非常勤講師の協力なしにこれ

らの教育活動を実施することは不可能である。M3

学生は 2週間の病棟実習を行う。実習期間中に学

生は各臨床班に配属となり 1 名の入院患者を担当

し、病歴聴取、診察、入院診療録の記載、心臓カ

テーテル検査を含めた種々の検査の見学などを行

う。また、学生は心身障害児総合医療センターへ

訪問し実習する。小児病棟での実習中に、小児神

経学、腎臓病学、輸液、血液・腫瘍学などのクル

ズスを行う。M3 学生のクラークシップでは、毎

年 8 ～ 9 名が１か月単位で病棟に配属され、2 週

間の病棟実習では経験できない夜間の救急外来の

見学なども含めて広く体験できるようになってい

る。M4 学生には外来診療を 5 日間行う。外来実

習の 2 日目、3 日目には現在外来小児科学会で活

躍中の 4 名の開業小児科医と外来患者数の多い 5

カ所の公的病院に学生が訪問し、それらの施設の

外来にて学生は外来実習を受ける。大学病院小児
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科外来で小児の common disease を経験することは

現在難しい状況にある。外部病院と診療所におけ

る外来実習で学生は小児の common disease を経験

し、さらに乳児健診や保育園検診を通じて健康小

児に接することができる。なお、東京大学医学部

における臨床実習において開業されている先生方

が非常勤講師となって外来実習を担当しているの

は小児科だけである。このような実習に対する医

学部学生からの評判は極めて良好である。 

 

研 究 

血液グループは、これまでに神経芽腫で機能獲

得型変異が報告されている受容体チロシンキナー

ゼである ALK 遺伝子につき、神経芽腫以外の小

児固形腫瘍の発がんへの関与を検討した。小児固

形腫瘍 200 検体を用いて、変異解析および

SNP-array 解析を行った。その結果、ALK の増

幅とキナーゼ領域内の変異を複数の検体で検出し

た。腎臓グループは国内の Dent 病患者について

の遺伝的・臨床的解析を行い、Dent 病の遺伝的

多様性を証明しCLCN5遺伝子およびOCRL遺伝

子に多くの新規変異を見いだした。また糸球体上

皮細胞におけるシグナル伝達機序の一端を明らか

にし、ネフローゼ症候群における蛋白尿発生メカ

ニズムの解析を進めている。循環器グループはカ

テーテルインターベンションの PDA ステント留

置の新規臨床応用を進めた。新生児グループは未

熟新生児の体液、循環調節に関しての臨床的研究

を続行している。免疫グループは小児ガン患者に

おける樹上細胞を用いた免疫療法の臨床応用研究

を進めている。神経グループは、急性脳症の臨床・

画像・病理と遺伝子解析、ミトコンドリア異常症

や先天異常（全前脳胞症、Noonan・Costello ・

有馬・偽 TORCH 症候群など）の臨床遺伝学的研

究、結節性硬化症・自閉症の細胞生物学的・行動

薬理学的研究、重症心身障害児の医療・ケアの研

究を行っている。 
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沿革と組織の概要 

小児外科は、1951 年（昭和 26 年に）第二外科

学講座の小児診療チームとして発足した。その後、

1961 年(昭和 36 年)当時の第二外科木本誠二教授

の指導で、石田正統講師をチーフとして小児外科

の研究班が結成され、横隔膜ヘルニアの発生学の

研究に心血がそそがれた。 

1971 年(昭和 46 年)には、国立大学では初めて

診療科として小児外科が認可された。 

1973 年(昭和 49 年)には、当時の石田正統教授

のもとで中央診療部門として小児術後集中治療部

が新設され、小児外科患児を専門に収容できる病

棟が完成した。斉藤純夫助教授が小児外科診療科

長に就任され、第二外科から独立した。 

1983 年（昭和 58 年）には斉藤純夫先生が小児

外科専任教授となられた。胆道閉鎖症の術式、術

後管理などの臨床研究が精力的に行われた。 

1985 年（昭和 60 年）より中條俊夫先生が、教

授に就任され、臍帯ヘルニアの腹壁閉鎖法や胆道

閉鎖症の逆流防止弁など、オリジナルな小児外科

の術式を開発された。これらの術式は、中條法と

して現在も日本の小児外科医に受け継がれている。 

1989 年(平成元年)には、九州大学に引き続き、

国立大学では 2 番目の小児外科学講座として文部

省に認可された。 

1991 年(平成３年)より土田嘉昭先生が教授に

就任され、神経芽腫、悪性胚細胞腫瘍を中心とし

た悪性腫瘍の研究・臨床に携られ、高い評価の論

文を発表された。 

1995 年(平成７年)東京大学の大学院重点化に

伴い、小児外科学教室は生殖・発達・加齢・医学

専攻 小児医学講座 小児外科学分野として再編

された。 

1996 年(平成 8 年)より橋都浩平先生が、教授に

就任され、第二外科の幕内教授らとともに、小児

の生体肝移植手術を開始された。 

2006 年(平成 18 年)8 月より岩中 督教授が第 6

代教授として着任した。現在、教授１、准教授１、

助教５、後期研修医３、大学院生 3 名で教室を構

成している。また各地の小児外科の拠点とされる

関連病院で、20 名以上の教室員が、臨床の最前線

を担っている。 

 

診 療 

外来診療は月曜から金曜まで、主に助教以上の

スタッフが行っている。現在、外来は小児科と共

通であり、両科で緊密な連携を取りながら診療を

行っている。専門外来として、肝胆道外来、腫瘍
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外来を行なっている。最近では、セカンド・オピ

ニオン外来を開設し、慎重、精緻な説明をおこな

い、好評を得ている。 

病棟は、入院 A 棟２階南にあり、形成外科など

他の外科系小児症例もこの病棟に入院している。

現在の病床数は 16 床で、年間約 400例の入院が

ある。手術症例でもっとも数が多いのは鼠径ヘル

ニアであるが、その他に神経芽腫、ウィルムス腫

瘍などの小児悪性腫瘍、胆道閉鎖症、胆道拡張症

などの胆道疾患、気管狭窄症、肺嚢胞症などの呼

吸器外科疾患、新生児消化管閉塞症などバラエテ

ィに富んでいる。 

他施設の小児外科と較べて特記すべき点は、内

視鏡手術（腹腔鏡手術・胸腔鏡手術）に積極的に

取り組んでいることである。保険に収載されてい

ない小児外科疾患に対しても、先進医療への申請

をめざして様々な術式の開発を行なっている。一

方で、重症心身障害児・神経難病疾患患児の外科

的治療にも積極的に取り組み、患児の生活の質

(Quality of Life：QOL)を改善するために内視鏡

手術を駆使し、在宅療養の支援を行なっている。

また、周産母子診療部との協力により、出生前診

断症例に対しては、出生前治療を行なっており、

小児科（新生児科）との連携も確立している。 

 

教 育 

学部Ｍ１、Ｍ２の学生に対しては、研究室配属

とフリークオーターでの指導を行なっている。臨

床の現場に積極的に係わるように指導されており、

研究プロジェクトの一部を担当させ、実習の終わ

りに成果発表会を行なっている。また、Ｍ２学生

に対しては様々な小児外科疾患の臨床講義を、Ｍ

４学生には、５日間の BＳＬで、１回の手術見学、

１回の小児病院見学、3 回のクルズスを行ってい

る。その中で、ビデオ、医学教育用モデルなどを

用いて、学生が理解をし易いよう、またクルズス

においても、問題解決型の教育を行うよう、スタ

ッフは鋭意工夫を重ねている。 

初期臨床研修では、必修外科研修科として、初

期研修医の教育を担当している。基本外科手技・

術後管理、及び小児外科疾患の基本から輸液管理、

呼吸、循環管理について学ぶことのできるプログ

ラムとなっている。 

 

研 究 

岩中教授赴任後、低侵襲手術研究グループを立

ち上げ、動物資源研究領域棟に実験設備を設置し、

家兎を用いた小児内視鏡手術研究およびトレーニ

ングプログラムを開始した。さらに、ロボット技

術を利用して、胆道閉鎖症に対する葛西手術を可

能とする、小児専用の腹腔鏡併用ロボッティクサ

ージェリーシステムの開発プロジェクトが開始さ

れた。現在、多機能な 3mm 径の鉗子作成に取り

組んでいる。また、最新の NOTES(Natural 

Orifice Transluminal Endoscopic Surgery)を用

いた Long Gap タイプの食道閉鎖症に対する手術

法を開発中である。 

腸管免疫研究グループは、プロバイオティック

ス・シンバイオティックスを用いた小児消化管機

能賦活療法を世界に先駆けて開始し、臨床的効果

について研究している。さらに、ランダマイズコ

ントロールスタディーを行うべく、検討が行われ

ている。 

岩中教授は、再生医療の研究も積極的に行って

いる。ティッシュエンジニアリング部に小児再生

医療研究室を設立し、気管狭窄症の治療を臨床応

用するために、動物実験のみならず、ヒト再生軟

骨の研究を行っている。また、さらに、当院産婦

人科から供給される羊水細胞による幹細胞の分化

実験が行われている。 

従来から存続する腫瘍研究グループでは、腫瘍

発生に関連する遺伝子の解析とその腫瘍を抑制す

る遺伝子の探求が行なわれている。さらに、新た

な腫瘍マーカーの検索をおこなっており、腫瘍組
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織、患者血液を用いた研究が行われている。 
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沿革と組織の概要 

当教室は昭和 37 年本邦で初の老年病学教室と

して発足した。医学部附属病院診療科再編成に伴

い、当診療科の呼称を、平成 10 年 4 月、老人科

より「老年病科」に改めた。当教室は、診療部門

としての診療科、および教育部門としての大学院

講座の双方を担当している。 

診療科としての老年病科は内科診療部門に属

している。老年病科は教授１、准教授１、講師 3、

助教 3、医員４、大学院生 12 名より構成されてい

る。 

大学院講座としての加齢医学講座は、生殖・発

達・加齢医学専攻部門に属している。加齢医学講

座は老年病学分野および老化制御学分野の 2 分野

に分かれ、各々臨床医学的、基礎医学的アプロー

チにより加齢医学を究めることを目的としている。 

 

診 療 

老年病科の入院診療は、11 階南フロアを中心に

おこなわれている。外来診療は、内科外来フロア

で 3 つの診療室（206、207、208）を利用し月曜

日から金曜日まで午前、午後行われている。 

老年病科は、高齢者を主な対象として、多様な

疾患の診療をおこなっている。どこの診療科へ行

けばよいか分からない、はっきりとした病名が分

からないなど、現在の臓器別の診療であぶれてし

まう患者さんは、まさに老年病科の対象といえる。

特に高齢の救急患者は、原疾患にかかわらず、容

易に多臓器の障害に至るので、救急診療において、

老年病科の意義は大きい。また、多くの対象疾患

のなかでも、認知症は、主要な対象疾患であり、

心理検査や地域医療連携部との連携をとりいれて、

検査、治療から社会資源の活用にまで携わってい

る。 

高齢者の特徴として、一人の患者さんが多くの

疾患と症状を抱えていることが多い。老年病科で

は、サブグループごとの専門的知識も結集して診

療にあたっている。そして、高齢者総合的機能評

価を積極的に活用し、最終的に、老年者を個人と

して包括的に診療することで、「病気を治す」だけ

ではなく、全人的に「病人をよくする」ことを目

標としている。 

そのほか、平成 15 年より、女性医師による女

性のための女性専用外来（予約制）を開設した。
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女性特有の悩みから女性の疾患まですべて対応し

ている。また、抗加齢医学とよばれる、加齢にと

もなう疾患の予防も主要な分野である。平成 21

年度の新来患者数は 394 名、外来患者総数は

19,498 名であった。 

 

教 育 

卒前教育では当教室は他の内科学教室と分担

して M2 の臨床診断学実習と系統講義、症候学、

M3 と M4 の臨床統合講義、M3 に対する臨床実

習（BSL、クリニカルクラークシップ）を担当し

ており、老年医学に関する教育を行っている。 

系統講義では老年医学総論、次いで老化の概念、

老化に伴う身体諸機能の変化（循環器、神経系、

骨運動器、呼吸器）、高齢者薬物療法、病診連携、

老年症候群や総合機能評価について行った。症候

学は浮腫を担当した。臨床統合講義では、物忘れ

や低栄養など、個々の疾患の枠を超えた、いわゆ

る老年症候群について、教育的症例を挙げて講義

している。ベッドサイド教育では、マンツーマン

方式での症例検討に加えて、担当症例に関わる最

先端の知見を学生自ら学び発表する機会を与え、

より実践的な能力が習得できるよう配慮している。 

卒後教育では、総合内科研修システムに参加して

おり、１ヶ月もしくは２ヶ月ごとに内科研修医を

2-4 名程度受け入れて、内科・老年病臨床医とし

てのトレーニングを行っている。多彩な疾患の診

断から治療に至る全過程を経験できる科として、

研修を希望する者も多い。 

 

研 究 

当教室の主な研究テーマは以下の通りである。 

1) 心血管組織石灰化の分子機序の解明 

i) 培養系血管構成細胞を用いた分子生物学

的アプローチ 

ii) 血管石灰化動物モデルを用いた検証 

iii) 臨床における血管石灰化との関連因子の

検索 

2) 性ホルモンの血管壁細胞に対する作用の分子

生物学的検討 

3) 老化制御の分子機序の解明 ―血管構成細胞

の細胞老化と長寿遺伝子 Sirt1 

4) アンドロゲンと高齢者の日常生活障害に関す

る臨床研究 

5) 高齢者高血圧や高齢者脂質異常症の至適管理

探索のための大規模臨床試験 

6) 高齢者のメタボリック・シンドロームに関す

る臨床研究 

7) 認知症の診断、病態解明、および治療法の開

発に関する研究 

8) 骨芽細胞および破骨細胞における核内受容体

の発現とその調節 

9) 骨粗鬆症治療薬の作用メカニズムの研究 

10) 骨粗鬆症ならびに変形性関節症の遺伝因子の

解明 

11) 核内受容体の老化とがんにおける役割の研究 

12) 嚥下性肺疾患の診断と予防 

13) 抗菌ペプチド defensin の新規病態生理学的

意義の探索 

14) アドレノメデュリンと気道過敏性 

15) klotho蛋白およびビタミンD代謝と肺細胞 

16) 睡眠呼吸障害の臨床研究 
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沿革と組織の概要 

呼吸器外科学教室の起源は（旧）第二外科学教

室である。第二次世界大戦前から第二外科学教室

では肺結核に対する外科療法が行われていた。都

築正男教授は 1934 年より Coryllos 氏選択的胸郭

形成術をもとに独自の治療を行った。また肺結核

に対する肺虚脱療法として 1942 年胸腔鏡手術を

わが国で初めて報告した。抗結核薬の登場ととも

に、呼吸器外科学は次第に肺癌をはじめとする胸

部悪性腫瘍に対照疾患を移行させた。1964 年 12

月 15 日胸部外科学教室が第二外科学教室から独

立し、教室では心臓外科学と呼吸器外科学を担当

することとなった。胸部外科学の教授として木本

誠二（1964. 12.15~1968. 3.31）、三枝正裕（1968.4. 

1~1981. 3.31）、浅野献一（1981.4. 1~1986. 3.31）、

古 瀬 彰 （ 1986.4. 1~1997.3.31 ）、 高 本 眞 一

(1997.6.1- 2009.3.31)が歴任した（現在空席）。大

学院大学への移行に伴い、胸部外科学教室は 1998

年から心臓外科学と呼吸器外科学に分かれた。呼

吸器外科学は胸部臓器のうち肺・胸膜・縦隔・胸

壁疾患に対する外科学と位置づけられる。 

 

診 療 

東京大学医学部附属病院呼吸器外科において,

呼吸器外科専門医 3 名{中島・村川・深見}が中心

となって高度な専門的治療をおこなっている。呼

吸器外科学関連疾患として、肺･縦隔悪性腫瘍の治

療に最も重点をおいている。 

原発性肺癌はわが国における癌死の臓器別第一

位を占める疾患であり、さらに死亡数は年々増加

している。非小細胞肺癌に対する外科療法は、当

科における最も重要な課題である。ＥＢＭに基づ

いた治療を実践することにより、医学部学生・大

学院生に対する臨床呼吸器外科学の基礎修練、な

らびに卒後研修医ならびに専門医のための修練医

に対する専門教育を行なっている。2009 年には医

学部附属病院において約290例の呼吸器外科手術

治療を施行した。 

また近年の社会構造変化に伴う患者年齢の高齢

化、心血管疾患や閉塞性肺疾患などを合併した患

者に対する安全な肺切除術に対する臨床的研究と

して、当科は全国に先駆け、1992 年から内視鏡下

手術（胸腔鏡下手術）を導入した。胸腔鏡におけ

る低侵襲性、胸部悪性腫瘍に対する治療手段とし

て用いた場合の術後成績について、従来の開胸手

術と胸腔鏡手術の比較検討を行なっている。 

切除不可能または術後再発非小細胞肺癌に対す

る治療は化学療法および放射線療法が現状では標
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準的であるが、十分な効果をあげるにいたってい

ない。養子免疫療法、樹状細胞免疫療法がこのよ

うな難治性の悪性腫瘍に対して行なわれてきた。

我々は本学免疫細胞治療学と共同でＴ細胞γδ分

画による免疫療法の安全性を確立するための臨床

研究を施行している。  

 

転移性肺腫瘍は他臓器の癌・肉腫の遠隔転移と

位置づけられるが、一定の条件において肺切除の

適応となりうる。当科では多数の肺転移に対する

手術を行ない、生物学的予後、低侵襲手術に関す

る検討を行なっている。 

胸腺腫・胸腺癌をはじめとする胸腺上皮腫瘍は

縦隔腫瘍の中では最も多く見られる疾患である。

本疾患は被包された良性腫瘍から、遠隔転移を示

す悪性腫瘍までさまざまな悪性度を呈することか

ら、様々な分類がなされてきたが、診断・治療方

針を確定する上でさらに研究が必要であると考え

られる。当科では本疾患に対する 200 例以上の手

術経験を有している国内でも有数の施設である。

胸腺腫に合併する重症筋無力症や純赤芽球癆など

の自己免疫疾患との関連についても今後さらに研

究発展の余地がある分野である。 

肺移植は薬物その他の保存療法によっては治療

が不可能な、びまん性肺疾患を有する患者に対す

る最終的な治療法であり、全世界では年間 2000

例あまりに行なわれている。一方日本ではドナー

数が少ないこともあり 1999 年脳死法が施行され

てから2009年末までに61例の脳死肺移植が行な

われたに過ぎない。国内では脳死肺移植を行なう

施設は認定を受ける必要があるが、我々は心臓外

科と協力し、肺移植実施施設認定を得るために準

備を行なっている。 

 

教 育 

上記 4 名のスタッフおよび 2 名の非常勤講師に

よって、医学部医学科学生に対する講義・臨床実

習・フリークオーター・研究室配属等の教育を行

っている。同様に大学院生に対して研究指導を行

っている。卒後臨床教育については、東大病院研

修医のうち当科に配属されたものは呼吸器外科チ

ームの一員として、呼吸器外科学における基本的

な疾患(原発性肺癌、転移性肺腫瘍、気胸など)に

対する診断・治療法の基礎知識、術前術後管理・

手術手技の習得を通じて、一人前の臨床医となる

ための修練に貢献している。 

呼吸器外科専門医資格の習得を希望する者に対

しては、研修医修了後をめどに専門的修練を開始

する。日本胸部外科学会・日本呼吸器外科学会合

同委員会の定める呼吸器外科専門医資格取得に必

要な手術経験・呼吸器外科専門知識の習得につい

ては、当科のプログラムにおいて達成することが

可能である。 

 

研 究 

現在の主なテーマとしては肺癌・転移性肺腫瘍

などの肺悪性腫瘍に対する臨床的・基礎的研究、 

胸腺上皮腫瘍の臨床的研究、肺移植、気管移植

に関する基礎的研究、そして癌免疫療法に対する

臨床的研究など幅広い研究が行われている。 

(研究題名) 

・肺悪性腫瘍に対する低侵襲手術(胸腔鏡下手術)

の臨床的検討  

・肺癌における癌抑制遺伝子の機序に関する基礎

的研究 、癌遺伝子の網羅的解析 

・胸腺上皮腫瘍の悪性度に関する臨床的研究  
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・肺・気管移植の慢性拒絶反応に関する基礎研究 

・γδ－T 細胞による肺癌および転移性肺腫瘍に

対する免疫療法の臨床的および基礎的研究 

・癌ワクチンを用いた再発肺癌治療に関する臨床

的研究 
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沿革と組織の概要 

心臓外科の沿革は木本誠二先生の時代に遡る

ことができる。助教授であった木本先生は、昭和

26年 6月に動脈管開存症に対する結紮術、7月に

は弓部大動脈瘤切除、10月には日本で最初のファ

ロー四徴症に対するブラロック手術を行い、心臓

血管外科の幕を開いた。教授昇任後の昭和 27 年

には、腹部大動脈瘤に対して同種アルコール保存

大動脈移植、昭和 29 年には僧帽弁狭窄に対する

交連切開術を開始された。昭和 30 年 1 月には、

独自に開発した選択的脳灌流冷却法を用いて、米

国に遅れること約 2年、最初の開心術（心房中隔

欠損閉鎖術）に成功し、以後日本の心臓血管外科

の礎を築かれていった。 

昭和 39年 12月 15日、国立大学として最初の

胸部外科学講座の開設が認められ、木本教授が初

代教授となられた。木本教授のもとではペースメ

ーカーや人工心臓に関する研究も盛んに行われ、

日本をリードする多数の人材を輩出した。大学紛

争の混乱の中で就任された第 2代三枝正裕教授は

毅然として医局運営を行い、次々と新たな人工心

肺装置の導入を進め、開心術の安全性を高めてい

かれた。第 3代浅野献一教授は、僧帽弁置換にお

ける後尖組織温存術式を日本で最初に導入し、フ

ァロー四徴症では手術成績を著しく向上させた。 

第 4代古瀬彰教授は、多忙極まる胸部外科の病

棟運営や診療システムの整備を行い、手術成績の

さらなる向上を図られた。当時の東京大学の大学

院重点化に伴い、胸部外科学教室は医学系研究科

外科学専攻・心臓外科と同・呼吸器外科に再編成

された。 

平成9年6月より高本眞一教授が第5代教授（心

臓外科・呼吸器外科兼任）として着任された。診

療グループを成人心疾患、大動脈疾患、先天性心

疾患、肺縦隔疾患に分け、急速な心臓・呼吸器外

科の進歩を先取りできる体制を導入した。心臓外

科は、教授 1、准教授 1、講師 2、助教 6、医員 2、

大学院生 7から構成されている。多数の関連病院

を有し、20 名以上の教室員が関連病院で臨床の最

前線を担っている。平成 21年 11月に小野稔教授

が第 6代教授に就任した。 

 

診 療 

平日は、毎朝 7 時 15 分のカンファランスから
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始まる。月水木金は手術日で、2～3 例並列（木は

1 列）で手術を行い、火は病棟回診を行っている。

心臓大血管・呼吸器外科は 5 階南病棟、小児心疾

患は 2 階南病棟、術後管理は 4 階の CCU・ICU

または 2 階のPICUと機能の分散化が進むと同時

に、症例数の増加も伴って活発な臨床実績を蓄積

している。外来診療については、専門外来、初診

外来ともに月曜から金曜まで毎日行っている。 

2009年は心臓大血管手術数が年間約 370 例で、

日本でトップクラスの手術症例数を有している。

他院から重症で、困難な症例が多く紹介されてく

る中で手術成績も非常に優れており、名実ともに

日本の心臓外科をリードしている。成人心疾患（虚

血性心疾患、弁膜症、不整脈）、胸部大動脈疾患、

先天性心疾患、重症心不全の 4 チーム体制で診療

を行い、心臓血管外科専門医は 8 名おり、それぞ

れの分野を得意とする専門医を有する。得意分野

はオフポンプ冠状動脈バイパス、僧帽弁形成術、

感染性心内膜炎の手術、重症心不全に対する補助

人工心臓植込み、自己弁温存大動脈基部置換手術、

逆行性脳灌流を用いた弓部大動脈瘤や広範囲胸部

大動脈瘤の治療、複雑心奇形に対する手術

（Jatene, Fontan, Norwood手術）や新生児開心

術など多岐にわたっている。僧帽弁形成術・自己

弁温存大動脈基部置換手術や補助人工心臓植込み

では日本のみならず、世界に誇れる実績を残して

いる。また、東大病院組織バンクを開設・運営し

て、ヒト同種心臓弁・血管（ホモグラフト）の採

取・保存・供給を積極的に推進して、日本におけ

る同種組織治療の普及にも尽力してきている。ホ

モグラフトを使用した手術治療は 2006 年より先

進医療の認定を受けた。ホモグラフトによる重症

の感染性心内膜炎・感染性大動脈瘤・人工血管感

染においては、日本をリードしている。心臓移植

実施施設として 2010年 3月までに心臓移植 9 例

（国内第 3 位）を成功裏に施行した。これと平行

して、重症心不全の治療に欠かせない人工心臓治

療を 2010年 3月までに 61 例に行い、国内トップ

の優れた遠隔成績を挙げている。 

 

教 育 

学部教育としてはM2の春に心臓外科学系統講

義を行っている。内容は、心臓血管外科学総論お

よび各論（虚血性心疾患、弁膜疾患、先天性心疾

患、大血管、心臓移植）である。M2 の夏秋には

臨床診断学実習の循環器の分野を担当している。

M1・M2の夏休みと春休みにあるフリークオータ

ーおよび研究室配属では、臨床や実験の現場に積

極的に関わってもらっている。 

M3・M4の臨床統合講義では循環器内科・糖代

謝内科や小児科などと合同で行い、一般臨床にお

ける心臓・大動脈重要疾患の治療の現況とその問

題点について多角的にわかりやすく解説している。

M3で行われる BSLでは、学生 1人が 2 名の患者

を担当し、診療チームと行動を共にする。見学で

はなく、積極的な参加型の実習を目指し、術前診

断・管理、手術、術後管理を一貫した流れの中で

学べるように配慮している。また 2 週間の BSL

の間には 11 単位の実習およびクルズスがあり、

心臓解剖・疾患・手術などにおける重要ポイント

をわかりやすく解説している。英語による症例プ

レゼンテーションを行い、医学英語にも親しんで

もらうように心がけている。M3 の最後に行われ

るクリニカルクラークシップでは参加型実習を徹

底して、チームの一員として診療に参加して、手

技実習を含んだ充実した実際的な内容としている。 

卒後初期臨床研修では必修外科研修を担当し

ており、基本的外科手技・術後管理に加えて、成

人心疾患、胸部大動脈疾患、先天性心疾患各グル

ープで疾患の基本から、手術手技、呼吸・循環管

理にいたるまで学ぶことができるプログラムを組

んでいる。 

専門研修を目指す場合は、まず卒後 3, 4年目に

東京大学医学部附属病院外科系研修プログラム参
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加関連病院で一般外科を中心に豊富な幅広い経験

を蓄積して、5 年目に外科専門医の資格を取得す

る。その後、心臓外科専門プログラムを専攻し、

卒後 10 年を目途に心臓血管外科専門医を取得で

きるようにトレーニングを行っている。学位の取

得を目指す場合には、外科専門医取得後に大学院

として臨床を視野においた研究を行う。 

 

研 究 

心臓、大血管に関する基礎的ならびに臨床的研

究を行っている。基礎研究は、日常の臨床業務の

中で生じた疑問を解決するために着想されること

が多く、臨床的応用を常に視野に入れて進められ

ている。日本の心臓外科の歴史を作ってきた当教

室には数多くの臨床データがあり、また、現在は

大動脈弁温存基部置換、逆行性脳灌流、補助人工

心臓装着、心臓移植、同種心臓弁・血管移植術な

どの高度医療を積極的に推進している。これらの

データ解析に基づく臨床研究・学会発表も枚挙に

暇がない。研究成果の発表は、国内学会にとどま

らず、主要な国際学会でも数多く行われている。

また、発表論文も多数あり、そのうちの一部を最

後に挙げてある。毎月 1 回リサーチミーティング

が持たれ、研究の進行状況の報告や研究内容につ

いての活発な討論が行われている。 

研究テーマの主なものを挙げると、1）補助人

工心臓治療の成績向上と新たな駆動方式の開発、

2）凍結保存同種組織移植の基礎研究と臨床応用、

3）糖尿病網膜症と虚血性心疾患の関連に関する

疫学的研究、4）新たな大動脈弁温存基部置換術

式の開発と血流動態の研究、5）新しい心保存液

の開発に関する研究、6）重症心不全の外科治療

への再生医療の応用、7）右心不全に対する薬物

治療の研究などがある。 
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組 織 

旧第三外科は、1997年の大学院部局化以降、消

化管外科学と代謝栄養内分泌外科学の二つの分野

として活動している。消化管外科学は現在、准教

授１名、特任講師２名、助教６名、医員３名で構

成されており、これ以外に大学院生、研究生、留

学生が研究に従事している。 

高齢化社会の到来に伴い、癌患者および種々の

合併疾患を伴う重篤な患者が増えており、そうし

た患者に対しては専門的かつ横断的なアプローチ

による適切な診断と治療がますます必要となって

いる。当教室の臨床活動と研究活動はそのような

観点から代謝栄養内分泌外科学ならびに他の施設

との協力のもとに進められている。 

患者治療にあたっての当教室の基本方針は、術

前・術中・術後にわたる包括的な疾患管理を行な

うと同時に、術後の長期的なケア（終末期におよ

ぶこともまれではない）を提供することにある。

生涯にわたるこうした患者ケアによって新たな外

科的治療法の開発や、臨床的問題の解決のために

必要な基礎研究の新たな展開が生まれ、外科にお

ける診断・治療体系が確立されることになる。 

以上のようなことを通して、臨床的にも学問的

にも必要水準を満たしたよき外科医、そしてよき

科学者を育成することが、当教室の常に変わらぬ

指導理念である。 

 

教育活動 

学部学生に対して、その制度が始まる以前より

クリニカルクラークシップを取り入れ、広く外科

的疾患の基礎を教育するとともに、専門的な疾患

についてはその診断・治療の過程における考え方

を中心に教育している。とくに臨床実習では、学

生である以上に臨床チームの一員であるとの自覚

を持たせ指導している。そして学生は、周術期の

疾患管理に限らず、術後、長期経過後の障害に対

する治療と終末期医療をも含んだ包括的な患者ケ

アを学んでいく。当教室の教育制度によって、学

生たちは医学的観点からみて実践に役立つ情報を

豊富に手に入れると同時に、生と死の意味につい
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て深く考察する機会も持つことができる。当教室

の BSL は与えられる課題が多いが、大変役立ち

やりがいのある実習として評価が高い。 

卒後初期研修については、主な外科的疾患の診

断、治療における基礎的な考え方を教育すると同

時に、基本的な外科的手技ついての修練を行って

いる。初期研修を終えた後は、学外施設にて臨床

修練を数年間継続的に積み、その後、本院の病棟

担当医としてさらなる専門的課題について修練を

し、外科専門医（認定医）を取得した後、より専

門的な分野への道、あるいは大学院生としての課

程を歩むことになる。このように、研修医と学部

学生に対する当教室の教育制度は、先に触れた理

念を反映している。 

 

研究活動 

当教室の研究の基本テーマは「外科と炎症」で

ある。炎症には大きく分けて「慢性炎症」と「急

性炎症」とがあり、それぞれを背景として様々な

外科的疾患が発生する。とくに癌の発生において

は、多種多様な原因による慢性炎症に対する生体

の適応反応からの逸脱がその本態であり、そのメ

カニズムの解析により新たな癌の診断、治療・予

防の展望が開かれてくる。また外科手術や侵襲に

伴う「急性炎症」は、周術期管理において重要な

課題であると同時に、患者の予後にも影響を与え

ることになり、この面での研究も重要であると考

え、代謝栄養内分泌外科学分野と協力して研究を

行なっている。 

以上の考えに基づき、当教室の研究活動は、基

礎的問題から臨床的課題まで広い範囲にわたって

いる。こうした研究活動は、研究室での成果を臨

床の仕事と密接に関係づけることによって適切に

組織され、数々の成果をあげてきた。とくに、胃

の発癌機序に関する研究においては、愛知県がん

センター研究所との共同研究にて Helicobacter 

pylori 感染が胃癌発生の強力なプロモーターであ

ることを世界で初めて実験的に証明してきた。ま

た、胃癌における epigenetic changeの研究から

hypermethylation のみならず hypomethylation

も胃癌発生に重要な役割を果たしていること、さ

らに、bone marrow-derived progenitor cellの胃

発癌における意義についても新たな知見を得てい

る。その一方で、胃癌治療における分化誘導とい

うユニークな観点から、抗糖尿病薬の一種の薬剤

が胃癌発生の予防に役立つことを世界で始めて実

験的に明らかにしている。このような活動を背景

に、日本消化器癌発生学会を 1989 年に創立し、

２年毎に国際消化器癌発生学会も開催し、消化器

癌の発生と進展に関する研究の指導的役割を果た

して来ている 

また、社会環境の欧米化に伴い肥満あるいはメ

タボリック・シンドロームに伴う各種の疾患の治

療が重要となるが、肥満に対する内視鏡的、腹腔

鏡的手術による新たな治療を開始し、治療効果の

みならず生体おけるホルモンやサイトカインの分

泌を視野に入れた研究を模索している。このよう

に、国内、国外の研究機関との共同研究も推進し、

また海外からの研究希望者を受け入れ活発な研究

活動を行なっている。現在の研究課題は以下の通

りである。 

 

臨床活動 

当教室は、入院患者と外来患者用に専門的かつ

横断的な疾患診断システムを採用しており、たと

えば上部・下部消化管の内視鏡検査と超音波内視

鏡検査、超音波診断、バリウムによるレントゲン

撮影などがそれである。こうした多面的な検査に

よって、外科的観点から疾患を系統的に評価する

ことが可能となっている。当教室はまた胃カメラ

発祥の施設であり、豊富な経験に基づいた内視鏡

治療も行なっており、消化器内科との協力による

上部・下部消化管の早期癌に対する内視鏡的治療

には豊富な実績がある。 
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病院における担当診療科は胃・食道外科であり

手術症例は、胃癌、食道癌が数多く占めている。

腹腔鏡（補助）下手術を積極的に行い患者のQOL

向上を目指した先進的治療を行なっている。 

一週間の勤務スケジュールとしては、まず月曜

日に教授の総回診が行われ、術後、術前の症例検

討会が水・木・金の早朝に、術後経過検討と手術

予定および化学療法予定患者についてのカンファ

ランスを火曜の夕方に、抄読会が月曜日早朝に行

われている。また月１回内視鏡診断カンファラン

スを、２ヶ月に１回上部消化管症例についての合

同カンファランスを消化器内科や病理と一緒に行

なっている。さらに各専門グループは適宜、症例

を中心としたミニカンファや勉強会、腹腔鏡手術

手技訓練を行なっている。 

手術は原則として火曜日、水曜日、木曜日に行

われる。2008年度は胃癌が 143例、食道癌が 48

例などであるが、順調に症例数が増加している。

とくに食道癌症例が増加し、さらに早期胃癌に対

する腹腔鏡補助下手術症例の増加と、その技術の

標準化に向けて着実な実績を上げてきている。教

室員は上下を問わず全員、高い意識をもって患者

のために全力を尽くすべく努力を傾注している。 

 

１. 消化器癌の発癌 

1）炎症と消化器癌の発生 

①ヘリコバクターピロリ菌感染と胃発癌 

②胃十二指腸逆流、脱神経と残胃発癌 

③糖尿病と胃発癌 

④PPARγノックアウトマウスにおける胃発癌 

⑤Trefoil Peptideと胃発癌 

⑥バレット食道に関する臨床研究と実験的研究 

⑦腸上皮化生の単クローン性 

⑧癌の転移・再発に及ぼす手術侵襲の影響 

⑨癌発生と Th1/Th2 imbalance 

⑩癌の進展におけるリンパ管増生のメカニズムの

解析 

2）消化器癌の分子メカニズム 

①胃発癌と骨髄由来増殖細胞 

②胃癌発生とメチレーション 

③胃癌のマイクロアレイ解析 

④腹水細胞診のマイクロアレイによる治療・予後

予測 

⑤細胞分化誘導剤を応用した消化器癌治療の探索 

⑥癌に対する化学療法の腸管副作用防止の探索 

⑦テロメラーゼを用いた消化管癌の診断 

 

２. 消化管疾患に対する診断・治療 

1）癌に対するminimally invasive surgery 

①内視鏡的切除（胃・食道・大腸） 

②腹腔鏡補助下手術（胃・食道・大腸） 

③リンパ節郭清の最適範囲 

④癌に対するセンチネルリンパ節ナビゲーション

手術とマイクロメタ 

 

2）癌の標準・拡大治療の探索 

①進行胃癌に対する術前化学療法のＲＣＴ 

②進行胃癌に対する組織型別治療 

③切除不能・再発胃癌に対する化学療法の確立 

④抗がん剤感受性の検討 

⑤食道癌に対する術前放射線化学療法 

⑥根治的ＲＣＴ後のｓａｌｖａｇｅ手術 

 

3）消化管機能 

①ペパーミントオイルの消化管運動抑制効果の臨

床応用（特許取得） 

②逆流性食道炎に対する腹腔鏡下外科治療 

③術後障害からみた胃切除後再建法の工夫（ビル

ロート法の廃止） 

④手術前後における胃分泌機能解析 

⑤サイトカイン分泌からみたイレウスの発生機序

についての解析 

⑥術後のQOL評価法の開発 
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はじめに 

肝胆膵外科、人工臓器移植外科学の前身である

第二外科学講座は 1893年に開設されて以来、100

年以上の伝統を持ち、日本外科学会の創立をはじ

めとして、それぞれの時代で日本の外科学の発展

に多大な貢献をしてきている。東京大学の大学院

大学への移行と臓器別診療体制を目指す診療科再

編成の流れの中で、1998 年 6 月 1 日より旧第二

外科学講座は肝胆膵外科および人工臓器移植外科

に名称を変えて今日に至っている。 

現在肝胆膵領域疾患の診療および研究に、また

生体部分肝移植の臨床と、移植免疫や人工臓器に

関する研究に努力している。以下に当教室の教育、

研究、診療の現状について述べる。 

 

教育 

卒前教育は、東京大学外科として一つの方針の

下に、他の外科学講座および内科学講座と協力し

て、Ｍ2の外科学系統講座、Ｍ3とＭ4の臨床総合

講義とベッドサイド教育を担当している。今年度

の系統講義は、肝疾患、臓器移植一般、胆道疾患、

膵疾患、肝移植、門脈・脾疾患について担当して

いる。また臨床総合講義では、生体肝移植の実際、

肝門部胆肝癌の外科治療、膵腫瘍の診断と治療、

胆嚢胆道癌の外科治療、肝細胞癌の外科治療を取

り上げることになっている。 

ベッドサイド教育では、病棟で症例を担当する

ことにより、診療の実際を学ばせることに主眼を

置いている。外科学は単に教科書的な知識のみで

その本質を知ることはできないと考えており、外

科臨床実習の狙いは、実際の患者の診察、検査を

通じて、外科診断学に基づいた治療（手術）方針

決定の実際、手術、術前術後の管理を体験すると

ころにある。術前管理、術後の集中治療と術後の

経時的な患者の病態の変化を把握し、それに対し

てどのように対応していくかを実地に学ぶことに

よって、外科学の基本的な知識が実際の治療にい

かに生かされているかを学習する必要がある。一

人の患者の入院から退院に至るまでに行われた診

療を通じて、講義や教科書より得た知識を深める

と共に、デリケートな心理状態になりがちな外科

患者の心を知り、臨床の実体を持って体験し、医

師の責任の重大さも認識することが重要である。 

卒後教育としては、肝胆膵領域の疾患を持つ患

者や肝移植を必要とする患者を受け持つことを通

して、外科臨床医として要求される基本的人格（態

度）を身につけ、確実な知識を増やし、基本的な

技術を習得することを目指している。 

 

研究 

当教室では、肝・胆・膵、人工臓器・移植に関

する臨床的研究を行っている。 
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診療 

常時 60 名程度の入院患者に対し治療を行って

いる。それぞれの患者については、その疾患に応

じて専門医からなるチームにより、術前検査、手

術、手術管理が行われる。定時手術は月、水、金

の週 3日である。それぞれの患者にとって担当医

が可能な限り代わることの無いようにシステムを

整えており、退院後の外来での経過観察も原則と

して、入院時のチームのメンバーにより行われる

ことになっている。 

症例検討会は月・火・木曜日の朝 8時 5分より

行われ、入院患者の診断、治療方針が決められる。

また移植患者の症例検討会は月－金曜日は夕方 5

時からまた土曜日は朝 10 時から行われ、刻々と

変化する移植患者の病態に応じた治療方針が検討

される。病棟回診は火、木、土にスタッフにより

行われる。 
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沿革と組織の概要 

泌尿器科学は外科的、内科的手法を用いて副腎、

腎臓、尿管、膀胱、尿道、前立腺をはじめとする

男性生殖器の疾患を取り扱う臨床医学の一分野で

ある。更に泌尿器科学に包括される分野には、小

児泌尿器科学、神経泌尿器科学、女性泌尿器科学、

腎移植、腎血管外科学、内分泌外科学、老年泌尿

器科学が存在する。そのため、泌尿器科医は腫瘍

学、腎臓病学、内分泌学、男性学、免疫学、小児

科学、解剖学、微生物学、神経学、老年学といっ

た幅広い科学的知識を持つことを要求される。現

在では泌尿器科学の研究には細胞生物学、分子生

物学の知識、手法が広く用いられる。当教室は泌

尿器科学の科学的進歩に大きく寄与することを目

的としている。 

 

近年においても当教室は最新かつ低侵襲性治

療の導入において、国際的にも指導的立場を取り

続けてきた。例としては上部尿路内視鏡手術、尿

路結石に対する ESWL・レーザー砕石術、前立腺

肥大症に対する温熱療法・レーザー療法、従来の

開放性手術に取って代わる小切開鏡視下手術や腹

腔鏡手術による副腎摘出術・腎摘術・前立腺摘出

術が挙げられる。 

 

診 療 

泌尿器外科は A棟８階北病棟に 44床を所有し

ている。泌尿器科の教授、准教授、講師、助教、

大学院生らは日々外来診療、入院診療に従事し、

また学生教育、臨床研究、基礎研究にも精力的に

取り組んでいる。関連病院からの非常勤講師は主

に学生教育に従事している。後期研修医は常時入

院患者の診療に当たっている。指導医師は後期研

修医とチームを組み、一対一の指導のもとに診療

を行う。2009年 1月から 12月までの入院患者数

は約 1,500人であった。 

 

待機手術は火曜日、水曜日、木曜日に施行され

ている。2009年の手術件数は約 1,124例であった。

2008 年における主な手術症例数は、副腎摘除術

21 件、腎摘出術 56 件、腎部分切除術 26 件、膀

胱全摘術 17件、根治的前立腺全摘術 79件、経尿
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道的膀胱腫瘍切除術（TUR-Bt）161 件、経尿道

的前立腺切除術（TUR-P）26 件、腹腔鏡視下手

術 49件であった。 

 

毎週水曜日の午前中には病棟にて教授回診が

行われる。その場では個々の入院患者のデータが

詳細に提示され、適切な治療方針が決定される。 

同じく水曜日の夕方には外来カンファランス

を開き、様々な症例の治療方針について詳細に議

論・検討している。 

外来診療は毎週月曜日から金曜日まで行われ

ている。専門外来としてはセカンドオピニオン外

来、腎腫瘍外来、膀胱腫瘍外来、前立腺外来、腎

移植外来、腹膜透析外来、シャント外来、小児泌

尿器科外来、結石外来、排尿障害・夜間頻尿外来、

女性泌尿器外来、男性不妊外来、排尿障害外来、

前立腺肥大症外来、女性泌尿器科外来、間質性膀

胱炎外来、男性更年期・ED 外来、男性不妊外来

が設けられ、専門的な立場から診療が行われてい

る。 

 

2009年 1月から 2009年 12月までの１年間に

おける、延べ外来患者数は 30,273人であった。 

 

教 育 

教授、准教授、講師によりそれぞれの専門分野

に関する 13 回の泌尿器科系統講義が医学部２年

生に対して行われる。臨床講義、ベッドサイド実

習は医学部３年生・４年生に対して行われる。 

 

ベッドサイド実習は患者に対する診療に集約

される。主に泌尿器科患者の術前･術後管理、解剖

学、手術技術に関する解説が教官によって行われ

る。 

 

研 究 

各グループは以下のごとき 9のテーマに沿って

研究している。主題は手術技術の向上および難治

性疾患の治療である。難治性疾患には進行癌、腎

不全、性機能障害、間質性膀胱炎などがある。研

究成果として毎年約 25 編の英語論文を発表して

いる。 

腎腫瘍 

尿路結石 

腎不全・腎移植 

前立腺疾患 

最新手術技術 

排尿障害・女性泌尿器科 

男性科学 

免疫学研究 

泌尿器科ウィルス学研究 

 

出版物等 

 

(1) Ozeki T, Takeuchi M, Suzuki M, Kitamura T, 

Takayanagi R, Yokoyama H, Yamada Y. 

Single nucleotide polymorphisms of 

17beta-hydroxysteroid dehydrogenase type 7 

gene: mechanism of estramustine-related 

adverse reactions? 

Int J Urol. 2009 Oct;16(10):836-41. 

(2) Zhong S, Randhawa PS, Ikegaya H, Chen Q, 

Zheng HY, Suzuki M, Takeuchi T, Shibuya A, 

Kitamura T, Yogo Y. Distribution patterns of 

BK polyomavirus (BKV) subtypes and 

subgroups in American, European and Asian 

populations suggest co-migration of BKV 

and the human race. 

J Gen Virol. 2009; 90:144-152. 

(3) Homma Y Should an antimuscarinic agent 

be used for persistent LUTS after treatment 

with an alpha(1)-blocker?  Nat Clin Pract 

Urol. 2009; 6: 66-67 

(4) Zhong S, Jeong B-H, Ikegaya H, Kim Y-S, Xu 

Yawei, Zhu M, Chao Y, Suzuki M, Kitamura 

T, Homma Y, Yogo Y . Comparison of the 

distribution patterns of BK polyomavirus 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.120 Oct. 2010 231 

lineages among China, Korea and Japan: 

implications for human migrations in 

Northeast Asia. Microbiol Immunol. 2009; 

53(5): 266-76 

(5) Fujimura T, Takahashi S, Urano T, Liu X, 

Ogushi T, Muramatsu M, Ouchi Y, Kitamura 

T, Homma Y, Inoue S  Estrogen 

receptor-binding fragment-associated gene 9 

expression and its clinical significance in 

human testicular cancer. Int J Urol. 2009; 

16: 522-525.  

(6) Kurosaki T, Suzuki M, Enomoto Y, Arai T, 

Sawabe M, Hosoi T, Homma Y, Kitamura T 

Polymorphism of cytochrome P450 2B6 and 

prostate cancer risk: A significant association 

in a Japanese population.. Int J Urol 2009; 

16: 364-368.  

(7) Yogo Y, Sugimoto C, Zhong, S, Homma Y 

Evolution of the BK polyomavirus: 

epidemiological, anthropological and clinical 

implications. Rev Med Virol 2009; 19: 

185-199 

(8) Tsurumaki Y, Kume H, Homma Y .Late 

recurrence of uterine endometrioid 

carcinoma in the upper urinary tract. Arch 

Gynecol Obstet 2009; 280(4): 631-2 

(9) Kumagai J, Urano T, Ogushi T, Takahashi S, 

Horie-Inoue K, Fujimura T, Azuma K, 

Muramatsu M, Ouchi Y, Kitamura T, Inoue 

S EBAG9 is a tumor-promoting and 

prognostic factor for bladder cancer. Int J 

Cancer 2009; 124: 799-805..  

(10) Takayama K, Tsutsumi S, Suzuki T, 

Horie-Inoue K, Ikeda K, Kaneshiro K, 

Fujimura T, Kumagai J, Urano T, Sakaki Y, 

Shirahige K, Sasano H, Takahashi S, 

Kitamura T, Ouchi Y, Aburatani H, Inoue S  

Amyloid precursor protein is a primary 

androgen target gene that promotes prostate 

cancer growth. 

Cancer Res. 2009; 69: 137-142 

(11) Fujimura T, Takahashi S, Urano T, Kumagai 

J, Murata T, Takayama K, Ogushi T, 

Horie-Inoue K, Ouchi Y, Kitamura T, 

Muramatsu M, Homma Y, Inoue S  

Expression of Cytochrome P450 3A4 and Its 

Clinical Significance in Human Prostate 

Cancer 

Urology 2009; 74(2): 391-7 

(12) Gotoh M, Homma Y, Funahashi Y, 

Matsukawa Y, Kato M Psychometric 

validation of the Japanese version of the 

International Consultation on Incontinence 

Questionnaire-Short Form Int J Urol. 2009; 

16: 303-306 

(13) Kume H, Teramoto S, Kitamura 

TMetachronous bilateral renal cell 

carcinoma with an interval of more than 10 

years. Int Urol Nephrol. 2009; 41: 843-46 

(14) Liu M, Kurosaki T, Suzuki M, Enomoto Y, 

Nishimatsu H, Arai T, Sawabe M, Hosoi T, 

Homma Y, Kitamura T Significance of 

Common Variants on Human Chromosome 

8q24 in Relation to the Risk of Prostate 

Cancer in Native Japanese Men. BMC 

Genet. 2009; 10: 37 

(15) Homma Y, Gotoh M  Symptom severity and 

patient perceptions in overactive bladder: 

how are they related?  BJU Int. 2009; 104: 

968-72 

(16) Homma Y, Yamaguchi O, Imidafenacin 

Study Group A randomized, double-blind, 

placebo- and propiverine-controlled trial of 

the novel antimuscarinic agent imidafenacin 

in Japanese patients with overactive bladder. 

Int J Urol. 2009; 16: 499-506 

(17) Fukuhara H, Homma Y, Todo T. Oncolytic 

virus therapy for prostate cancer 

Int J Urol. 2009 Oct 13 Epub ahead of print 

(18) Homma Y, Araki I, Igawa Y, Ozono S, Gotoh 

M, Yamanishi T, Yokoyama O, Yoshida M; 

Japanese Society of Neurogenic Bladder. 

Clinical guideline for male lower urinary 

tract symptoms  Int J Urol. 2009 



232 東京医学・第 120 巻・平成 22 年 10 月 

Oct;16(10):775-90. 

(19) Matsumoto S, Ishikawa A, Kume H, 

Takeuchi T, Homma Y. Near infrared 

spectroscopy study of the central nervous 

activity during artificial changes in bladder 

sensation in men  Int J Urol. 2009 Sep; 

16(9):760-4.  

(20) Homma Y, Ueda T, Tomoe H, Lin AT, Kuo 

HC, Lee MH, Lee JG, Kim DY, LeeKS; 

Interstitial cystitis guideline committee. 

Clinical guidelines for interstitial cystitis 

and hypersensitive bladder syndrome  Int J 

Urol. 2009 Jul;16(7):597-615. 

(21) Fujimura T, Takahashi S, Kume H, 

Takeuchi T; Clinical Study Group of Tokyo 

University Affiliated Hospitals, Kitamura T, 

Homma Y. Cancer-related pain and quality 

of life in prostate cancer patients: 

assessment using the Functional 

Assessment of Prostate Cancer Therapy. Int 

J Urol. 2009 May;16(5):522-5.  

(22) Yamaguchi O, Nishizawa O, Takeda M, 

Yokoyama O, Homma Y, Kakizaki H, Obara 

K, Gotoh M, Igawa Y, Seki N, Yoshida M; 

Neurogenic Bladder Society. Clinical 

guidelines for overactive bladder.Int J Urol. 

2009 Feb;16(2):126-42. 

(23) Homma Y, Ueda T, Ito T, Takei M, Tomoe H. 

Japanese guideline for diagnosis and 

treatment of interstitial cystitis Int J Urol. 

2009 Jan; 16(1):4-16 

(24) Kim MS, Kondo T, Takada I, Youn MY, 

Yamamoto Y, Takahashi S, Matsumoto T, 

Fujiyama S, Shirode Y, Yamaoka I, Kitagawa 

H, Takeyama K, Shibuya H, Ohtake F, Kato 

S DNA demethylation in hormone-induced 

transcriptional derepression Nature. 2009; 

461: 1007-12 

(25)Nakagawa T, Kanai Y, Komiyama M, 

Fujimoto H, Kakizoe T. Characteristics of 

Prostate Cancers Found in Specimens 

Removed by Radical Cystoprostatectomy for 

Bladder Cancer and Their Relationship with 

Serum Prostate-Specific Antigen Level. 

Cancer Sci; 2009; 100: 1880-4 

(26) Azuma, T., G. Zhu, H. Xu, A. C. Rietz, C. G. 

Drake, E. L. Matteson, and L. 

Chen.Potential role of decoy b7-h4 in the 

pathogenesis of rheumatoid arthritis: a 

mouse model informed by clinical data. PLoS 

Med 2009; 6:e1000166. 

(27) Zhu G, Augustine MM, Azuma T, Luo L, Yao 

S, Anand S, Rietz AC, Huang J, Xu H, Flies 

AS, Flies SJ, Tamada K, Colonna M, van 

Deursen JM, Chen L.B7-H4-deficient mice 

display augmented neutrophil-mediated 

innate immunity.Blood. 2009 Feb 19;113(8):

1759-67.  

(28) Christensen NB, Kume H, Autorino R. How 

to write titles and abstracts for readers. Int J 

Urol. 2009 Jan;16(1):2-3.  

(29) Kume H, Christensen NB. Report of the 

International Journal of Urology Editorial 

Board meeting 2009 in Okayama. Int J Urol. 

2009 Jul;16(7):594-5.  

 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.120 Oct. 2010 233 

 

腫瘍外科学 
 

教授 

名川弘一 

准教授 

北山丈二 

助教 

須並英二、石神浩徳、斎藤晋祐、風間伸介、金沢孝満、 

山口博紀、川合一茂、谷澤健太郎 

 

ホームページ http://all-1su.umin.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

大学院講座制に伴い、旧第一外科は腫瘍外科学、

血管外科学を担当することになりました。本教室

は、現在もなお旧外科学講座第一の構成や内容の

多くを踏襲しており、教育・研究・診療に関して

は血管外科と共同で行っている部分が少なくあり

ません。構成員は、教授 1以下、准教授１、非常

勤講師 7、助教 8、医員 4、大学院生 15、研修医

6（平成 20年 4月現在）です。外来は外来棟 3階、

固有病床は入院棟 Aの 8階南、医局と研究室は管

理研究棟にあります。 

悪性腫瘍をもった患者数は毎年増加の一途を

たどっていますが、その病態は個々の症例により

多種多様です。悪性腫瘍のもつ“多様性"に対応し

た最適な診断・治療法を模索しつつ、日々の診療、

研究、教育を行っています。 

 

診 療 

外来診療は月曜日から金曜日まで、一般外来と

専門外来を行っています。大腸肛門疾患を主な診

療としていますが、上部消化管疾患、乳腺疾患の

専門外来も設けています。2008年の腫瘍外科の手

術件数は、大腸、胃・十二指腸、乳腺等を含め、

283でした。毎週、月、水、金曜日午前に、術前、

術後のカンファレンスがあり、毎週水曜日に教授

回診が行われています。手術日は、月、火、木曜

日です。月曜日に教室全体の研究カンファレンス、

金曜日に英文論文の抄読会が開かれているほか、

各グループでの臨床検討会が週一度の割合で行わ

れています。グループ別では、週三回、年間約 800

例の大腸内視鏡検査を施行しています。大腸癌の

診断、治療に最新の技術を導入しているほか、炎

症性腸疾患の診断、長期にわたるサーベイランス

を数多く実施しています。また、週二回、年間約

1000例の上部消化管内視鏡検査を施行しており、

早期胃癌粘膜病変に対して、内視鏡下粘膜切除術

を積極的に行っています。 

 

教 育 

卒前教育は旧第二、第三外科と分担してM2の

系統講義、M3、M4の臨床講義、M3の臨床統合

実習教育を担当しています。系統講義では、腫瘍

学、外科免疫、大腸肛門病学、ヘルニアなどを担

当し、臨床講義では、主に大腸癌、炎症性腸疾患

を対象とした講義を行っています。M3 の臨床実

習では、各学生が各チームに配属し、実際の診療
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の流れを体験できるような診療参加型の実習を行

っています。このような実習を通じて、基礎とな

る医学知識のみならず、医師としての態度（マナ

ー）、疾患について自ら勉強する姿勢について習得

してもらうことを主眼にしています。卒後臨床研

修では、三外科に胸部外科を含めた各科で、三か

月ごとに 5～7 名の研修医を受け入れ外科医とし

ての基礎的トレーニングを行っています。研修医

には、毎回クルズスを行うことによって、外科の

各種検査法、術前、術後の患者管理について理解

を深めてもらい、個々の患者に必要かつ十分な検

査・処置・治療を実施できるようになることを目

標としています。術前、術後のカンファレンス以

外にも、教室全体の抄読会、外科集談会などにお

いて症例を発表する機会を与えるようにしていま

す。 

 

研 究 

癌の発生・進展の機構解明から治療に至る広範

囲な領域を、臨床試験をはじめ、分子細胞生物学、

遺伝子工学の手法も含めた様々な解析方法を用い

て、多角的な研究を行っています。毎週土曜日午

前中に大学院生を中心としたプログレスミーティ

ングを行っています。本教室では、臨床医として

の研究は、学位取得や英文誌への論文掲載を最終

目標とするのではなく、個々の研究成果をどのよ

うに日々の診療に生かすことができるのかという

ことを最も重要な観点と考えています。この観点

からの研究課題の設定、討論、評価を行うことを

基本的姿勢としています。 

 

本教室の主な研究テーマを下記に列挙します。 

1) 下部直腸癌に対する術前照射療法 

2) 潰瘍性大腸炎に対する大腸癌サーベイランス 

3) 潰瘍性大腸炎の発癌機構 

4) 腹腔鏡補助下大腸切除術 

5) 大腸癌における局所免疫 

6) 大腸癌と大腸腺腫の遺伝子解析 

7) 早期大腸癌の予後因子 

8) 大腸癌術後のサーベイランスプログラム 

9) 大腸癌肝転移の発現機構 

― 

10) 樹状細胞を用いた癌免疫療法 

11) 腫瘍血管を標的とした癌免疫療法 

12) がん転移における S1P、LPAとその産生酵素

の役割 

13) 癌の発生、進展と脂質代謝 

14) 癌の進展における末梢神経の役割 

15) 抗癌剤感受性と関連する遺伝子解析 

16) 癌と血液凝固、線溶系 

17) 消化器癌におけるアデイポネクチンとその受

容体の解析 

18) 腹膜播種における腹腔内抗癌剤治療 

19) 腹腔内化学療法後の薬物動態の検索 

20) 炎症性腸疾患における繊維芽細胞増殖因子

(FGF) の役割 

21) 低分化大腸癌の遺伝子解析 

22) 固形癌に対する集束超音波治療 

 

23) 腹膜播種における腹腔細胞の定量的検討 

24) 直腸癌に対する放射線化学療法における免疫

能の関与とその増強による治療効果の変化 

25) がんとオートファジイー 
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沿革と組織の概要 

大学院講座制に伴い、旧第一外科は血管外科学、

腫瘍外科学を担当することになりました。本教室

は、現在もなお旧外科学講座第一の構成や内容の

多くを踏襲しており、教育・研究・診療に関して

は腫瘍外科と共同で行っている部分が少なくあり

ません。構成員は、教授 1以下、准教授１、特任

講師 1、助教 4、医員 2、大学院生 7、研修医 2、

出張者 6、（平成 22年 6月現在）です。外来は外

来棟 3階、固有病床は入院棟 Aの 8階南、医局と

研究室は管理研究棟にあります。 

高齢化社会の到来に伴い動脈硬化性疾患は増

加の一途をたどっており、今後もますます手術治

療を要する症例は増えるものと予測されます。ま

た、下肢静脈瘤や深部静脈血栓症なおｄの静脈系

疾患も年々増加しており、血管疾患に対するさら

にきめの細かい教育、診療、研究が求められるも

のと考えています。 

 

診 療 

外来診療として月～金曜日の毎日，専門外来を

開いています。水、金曜日には DSA を中心とし

た血管撮影検査を行い、血管超音波検査や近赤外

線分光法などの無侵襲検査は２００７年より活動

を開始した Vascular Board と連携して行ってい

ます。Vascular Boardは中央検査部、放射線部及

び脈管疾患を扱う診療科が協力して病院に設置し

た脈管疾患評価組織です。手術日は月、火、木曜

日であり、火曜日には慢性腎不全患者に対する内

シャント造設術などの外来小手術を行っています。

毎週、月、水、金曜日午前に術前術後カンファラ

ンスが行われています。月曜日午前に腫瘍外科と

合同で主に大学院生による研究カンファランス、

火曜日午後に血管疾患症例検討会が行われており、

金曜日午前には英文論文抄読会が開かれています。 

 

教 育 

卒前教育は旧第二、第三外科と分担してM2の

系統講義、M3、M4の臨床講義、臨床実習教育を

担当しています。血管外科の対象疾患は、腹部大

動脈瘤、閉塞性動脈硬化症、下肢静脈瘤、リンパ

浮腫など血管疾患の多岐にわたっていますが、学

生に対しては各々の疾患について十分な基礎的知

識が得られるよう教育を行っています。M3 の臨

床実習では、学生が血管チームの一員として配属

され、実際の診療の流れを体験できるような診療

参加型の実習を行っています。このような実習を

通じて、基礎となる医学知識のみならず、医師と
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しての態度（マナー）、疾患について自ら勉強する

姿勢について習得してもらうことを主眼にしてい

ます。卒後臨床研修では、三外科に胸部外科を含

めた各科で、三か月ごとに 5～7 名の研修医を受

け入れ外科医としての基礎的トレーニングを行っ

ています。研修医には、毎回クルズスを行うこと

によって、外科の各種検査法、術前、術後の患者

管理について理解を深めてもらい、個々の患者に

必要かつ十分な検査・処置・治療を実施できるよ

うになることを目標としています。術前、術後の

カンファレンス以外にも、教室全体の抄読会、外

科集談会、日本血管外科学会関東甲信越地方会な

どにおいて症例を発表する機会を与えるようにし

ています。 

 

研 究 

毎年 2～3 人の血管外科分野の大学院生を受け

入れており、臨床研究では近赤外線分光法

（NIRS）を用いた下肢血行動態の検討を動静脈

疾患に対して行っているほか、基礎研究としては

吻合部内膜肥厚、血管新生などについて遺伝子工

学的ならびに分子生物学的な手法を用いて研究を

行っています。隔週の土曜日午前には血管外科の

リサーチカンファランスを行っています。 

本教室の主な研究テーマを下記に列挙します。 

1) 腹部大動脈の 3次元画像構築 

2) 動脈瘤発育の病態生理学的研究 

3) 吻合部内膜肥厚の予防 

4) ステント再狭窄の病態生理学的研究 

5) 血管平滑筋における成長シグナルの細胞間

伝達機構 

6) 近赤外線分光法を用いた組織酸素動態 

7) 近赤外線分光法の頚動脈手術時の脳虚血モ

ニターへの応用 

8) 集簇超音波による下肢静脈瘤の低侵襲治療

法の開発 

9) 動脈硬化症関連遺伝子の探索 

10) 動物モデルを用いた微小循環の薬学的解析 

11) 血管新生メカニズムの解明 

12) 血管新生を目指した新しいドラッグデリバ

リーシステムの開発 

13) エレクトロポレーション法による血管壁細

胞への遺伝子導入法の開発 

14) ナノテクノロジーを応用した血管壁細胞へ

の遺伝子導入法の開発 

15) 血管形成を伴った人工臓器開発のための基

礎研究 

16) 下肢虚血評価のための新しい診断法の開発 

17) 生体内皮機能自動測定装置の開発 

18) 急性大動脈症候群選別のための診断基準作

成 
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組 織 

旧第三外科は、1997年の大学院部局化以降、消

化管外科学と代謝栄養内分泌外科学の二つの分野

として活動している。代謝栄養内分泌外科学は現

在、教授１名、准教授１名、講師１名、助教２名

で構成されており、これ以外に大学院生、研究生、

留学生が研究に従事している。当教室の理念と教

育活動、職務スケジュールは消化管外科学教室と

ほぼ同様である。 

 

教育活動 

学部学生に対して、その制度が始まる以前より

クリニカルクラークシップを取り入れ、広く外科

的疾患の基礎を教育するとともに、専門的な疾患

についてはその診断・治療の過程における考え方

を中心に教育している。とくに臨床実習では、学

生である以上に臨床チームの一員であるとの自覚

を持たせ指導している。そして学生は、周術期の

疾患管理に限らず、術後、長期経過後の障害に対

する治療と終末期医療をも含んだ包括的な患者ケ

アを学んでいく。当教室の教育制度によって、学

生たちは医学的観点からみて実践に役立つ情報を

豊富に手に入れると同時に、生と死の意味につい

て深く考察する機会も持つことができる。当教室

の BSL は与えられる課題が多いが、大変役立ち

やりがいのある実習として評価が高い。 

卒後初期研修については、主に乳腺、甲状腺・

副甲状腺疾患の診断、治療の基礎を教育すると同

時に、基本的な外科的手技についての修練を行っ

ている。初期研修を終えた後は、学外施設にて一

般外科修練を数年間積み、その後、本院の病棟担

当医としてさらなる専門的課題について修練をし、

外科専門医（認定医）取得後、より専門的な臨床

医への道、あるいは大学院生としての課程を歩む。

とくに乳癌の病理、化学療法やマンモグラフィー

読影の勉強会を行っており、研修医と学部学生に

対する当教室の教育制度は、先に触れた理念を反

映している。 

 

臨床活動 

病院においては乳腺・内分泌外科を担当してい

る。甲状腺・副甲状腺および副腎疾患を対象とす

る内分泌外科は、日本ではまだ十分認識されてい

ない部分もあるが、欧米諸国ではトップレベルの

外科医によるこの分野の研究が始まってすでに日

が長い。当教室での本格的な活動は 1987 年であ
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るが、この背景には国内外での需要の高まりがあ

り、悪性疾患だけでなく機能性疾患の治療が必要

になってきたこと、さらに QOL に対する関心が

高まってきたことがその原因にあげられる。この

分野には、専門家としての高度な技量と内分泌系

疾患に関する広範な知識が求められる。 

一方、これまで東大病院においては、乳腺・甲

状腺疾患に対する診断、治療体制が十分整備され

ておらず、その確立が急務であったため、診療科

再編に伴い当教室が乳腺内分泌外科の診療を行な

うことになった。従って、甲状腺、乳腺、副甲状

腺、副腎の疾患を対象としており、乳腺・甲状腺

の診断・治療に習熟した乳腺外科・内分泌外科医

の育成を目指している。2009年度における症例は、

乳腺外科としては乳癌が120例で急増しつつあり、

内分泌外科としては甲状腺癌、副甲状腺機能亢進

症、副腎腫瘍を中心に 65 例である。 

術後代謝栄養の観点から様々な実績を積み重

ねてきたが、それを基盤に東大病院のＮＳＴ

（nutritional support team）の立ち上げにと

運営を、当教室が中心となって立ち上げ、多角的

な面における患者の QOL の向上と質の高い医療

の実践に向けて活動を開始した。 

一週間の勤務スケジュールとしては、まず月曜

日に教授の総回診が行われ、術後、術前の症例検

討会が水・木・金の早朝に、術後経過検討と手術

予定患者についてのカンファランスを火曜の夕方

に、科長病棟カンファ＋回診は木曜夕方、抄読会

が月曜日早朝に行われている。また放射線技師を

交えたマンモグラフィーの読影会、病理との合同

カンファランスを月１回、さらに内外の乳癌専門

家による研究会も年２回開催している。教室員は

上下を問わず全員、高い意識をもって患者のため

に全力を尽くすべく努力を傾注している。 

 

研究活動 

当教室の研究の基本テーマは侵襲学、代謝栄養

学、内分泌外科学である。「手術侵襲」や「外科的

ストレス」による急性炎症により、多彩な生理学

的・内分泌学的生体反応が惹起され、時には大変

重篤な経過をたどることがある。患者の生命に危

険をおよぼしかねない術中・術後の侵襲やストレ

スを軽減するためには、侵襲に対する生命反応の

研究が不可欠である。当教室は日本におけるこの

分野でのパイオニアであり、1965年に「日本外科

代謝栄養学会」を発足させ、国内外での研究活動

を活発に行ってきた。 

現在、遂行中の研究課題はエンドトキシンによ

る生体反応のメカニズムの解析と臨床応用である。

生体は致死的な侵襲を受ける前に少量あるいは亜

致死的な刺激を受けていると、次にもたらされる

致死的な侵襲に対して耐性（tolerance）を獲得し、

生き延びることが知られている。さらにこの現象

は異なった刺激を与えても同様の結果が得られて

おり。これを交差耐性（cross tolerance）と呼ん

でいる。このメカニズムを応用することにより、

手術侵襲の軽減がもたらされ、癌に対する拡大郭

清の適応拡大、高齢者に対する拡大手術の可能性

が拡がる。また、外科的侵襲を受けたときの腸管

麻痺は動物実験で確認してきたが、そのメカニズ

ムの解析と臨床応用を農学部と共同研究中である。 

乳癌の外科的治療はほぼ確立したが、ホルモ

ン・化学療法については今度の課題である。とく

に新しい分子標的治療剤やホルモン関連酵素阻害

剤などの適応については、個々の症例に応じた細

やかな治療選択が求められている。それらの感受

性の検索においては、遺伝子レベルのみならず蛋

白レベルでの解析が必要でありプロテオミクスを

応用した検討を開始している。 

乳癌の発生と進展のメカニズムの解析を目的

に、エストロゲンを中心とした核内受容体の機能

解析、やテロメラーゼ活性を指標とした診断・治

療、さらには癌組織の薬剤感受性のデータを集積

中で、個別化化学療法への応用が期待される。甲
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状腺疾患においては、当教室で開発したテロメラ

ーゼのmRNAに対する in situ hybridizationに

よる濾胞腺癌と濾胞腺腫との鑑別診断法のデータ

を蓄積中である。薬学部との共同研究により乳頭

癌に特異的に発現する糖蛋白を同定し、腫瘍マー

カーとしての発展が期待されている。以下、進行

中の研究テーマを列記する。 

 

1. 代謝栄養・生体反応 

①エンドトキシンや虚血ストレスに対する耐性の

メカニズム 

②エンドトキシン血症の評価法の開発 

③エンドトキシン血症と血管内皮細胞障害 

④Toll-like receptorの役割の解析 

⑤術後腸管麻痺のメカニズム解明 

⑥外科的ストレスへの適応に果たすカテコールア

ミンの役割 

⑦抗癌剤化学療法時における BT（bacterial 

translocation）とその予防 

⑧外科的ストレスに対する反応の性差 

⑨手術ストレスへ時の低Ｔ3状態のメカニズム 

⑩虚血再灌流におけるNOの意義 

⑪術後早期経管栄養の意義 

 

2. 乳腺・甲状腺疾患 

①乳癌の発生と進展における IGFRの働き 

②乳癌に対する抗癌剤感受性試験と個別化治療 

③炎症性乳癌の腫瘍血管構築機序 

④PDEによる Sentinel Node Navigation手術 

⑤乳管内皮細のメチル化と乳癌の発生 

⑥QFISH 法による乳腺、内分泌疾患の hTERT

評価 

⑦副甲状腺腺腫に対するラジオガイド下ナビゲー

ション手術 
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沿革と組織の概要 

1990 年に開講 100 周年を迎えている。現在の

スタッフは教授 1, 准教授 1, 講師 5, 助教 9 で

ある。外来は、新外来棟 4 階,病棟は主として 6 階

北, 医局及び研究室は管理研究棟 2 階にある。以

下に、当教室の教育・研究・診療の現状について

述べる。 

 

診 療 

月曜日から金曜日まで一般外来（午前）と専門

外来（午後）を行なっている。専門外来は、アト

ピー性皮膚炎・乾癬・膠原病・皮膚外科・毋斑症・

角化症・脱毛症・真菌症などに加えて、レーザー

外来を行なっている。皮膚科の治療の特徴のひと

つは、各種紫外線（UVA, UVA1, narrow barnd 

UVB など）による治療を行なっていることもあ

る。このことから、現在は外来診療科名を、皮膚

科・皮膚光線レーザー科としている。生検・小手

術は通常外来手術室で行なっている。教室全体と

して病理組織検討会・外来症例検討会を毎週火曜

日午後 5:30 から行なっている。教授廻診は、毎週

水曜日午前中に助教授を含め病棟勤務医全員で行

なっている。また対象疾患では、アトピー性皮膚

炎や乾癬など外用療法が基本の疾患，SLE や汎発

性強皮症など内臓疾患を伴う膠原病，悪性黒色腫

や有棘細胞癌など皮膚外科手技を要する疾患、壊

死性筋膜炎や真菌症などの感染症など広範な領域

にわたっており常時 40 名以上の入院患者がいる。

皮膚症状は、それを理解できる『眼』ができてい

る場合に意味をもつものであるので病理組織検査

や臨床検査と相俟って『皮疹を正確に把握できる

眼』をもつ皮膚科医を育てるべく力を注いでいる。 

 

教 育 

卒前教育では、皮膚科学の総論・各論について

系統的な講義を行なう一方、診断学の中で皮膚症

状の見方についての教育を行なっている。また、

学内外の講師による皮膚疾患についての系統立っ

た臨床的な講義を行ない、皮膚科学の研究と臨床

がどのように結びついているかの理解を助けるよ

うにしている。学生実習では、様々な患者の診察

を通じて、皮膚科の診療の仕方について理解して
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もらえるように配慮している。卒後教育では、医

療全般についての訓練を充分に行なうとともに皮

膚科医としての診療の仕方についてのトレーニン

グを行なっている。更に、日本皮膚科学会その他

の学会で数多くの発表の機会がもてるように配慮

している。 

 

研 究 

当教室においては、専門外来を中心として臨床

研究及び基礎的研究を行なっている。研究室とし

ての枠組みはとっていないが、大きく 1)免疫・ア

レルギー, 2)膠原病, 3)悪性腫瘍, 4)ケラチノサイ

トのグループができている。大学院生は、講師レ

ベル以上で留学経験のある指導者と共に研究を始

めるようになっている。以下に主な研究内容を挙

げる。 

（1）アトピー性皮膚炎などアレルギー疾患につ

いての臨床研究及び基礎的研究 

（2）乾癬についての臨床的研究,基礎的研究 

（3）膠原病（SLE, 強皮症, 皮膚節炎）の臨床

的研究 

（4）悪性黒色腫, 有棘細胞癌, 隆起性皮膚線維

肉腫に関する臨床的研究（遺伝子診断も含

む） 

（5）悪性黒色腫の早期診断（ダーモスコーピー

による検討） 

（6）ランゲルハンス細胞, 樹状細胞の研究 

（7）ケモカインに関する研究 

（8）線維芽細胞からのコラーゲン産生制御に関

する分子生物的検討 

（9）ケラチン遺伝子発現制御 

（10)ビタミン D3, レチノイド, 細胞成長因子の

作用に関する研究 

（11）悪性黒色腫の転移機構の検討 
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形成外科学教室の現在の構成は、教授１名、講

師１名、助教５名、医員７名、専門研修医３名で

ある。 

教室員の多くは関連病院に出張しているが、現

有教室員の総数は約 100名である。外来は外来診

療棟３階にあり、病棟は新病棟 10 階南に、研究

室は東研究棟に、教授室、教官室、医員室、医局

およびカンファランス室は内科研究棟にある。 

以下に当教室の教育、研究、診療の現状につい

て述べる。 

 

１．教育 

卒前教育では、M2、M4 の講義と M4 の BSL

を担当している。講義の内容としては、形成外科

学総論（先天性、後天性疾患）、創傷治癒、外傷、

植皮、頭蓋顎顔面外科、マイクロサージャリー、

組織移植、頭頸部再建外科、美容外科などを取り

上げている。BSLでは、手術見学、病棟回診、外

来見学に加え、非常勤講師によるクルズスおよび

ビデオ学習を行い、教授、講師、助教の指導のも

とに、形成外科が対象とする多様な疾患に多く触

れられるように配慮している。 

卒後教育では、初期研修 2年間の後、専門研修

として形成外科全般のトレーニングを行い、卒後

6 年間で形成外科認定医の資格が取得できるよう

指導を行っている。 

 

２．研究 

研究室は東研究棟地下 1階にあり、平成 22年 4

月現在、大学院生 7 名、研究員 1 名が席を置き、

教官とともに研究活動を行っている。 

代表的な研究テーマを下記に列挙する。 

１）微小血管吻合を用いた各種組織移植の基礎研

究 

２）脂肪由来幹細胞の血管新生治療、創傷治癒治

療、組織増大治療への応用に関する研究 

３）軟骨細胞、もしくは脂肪由来幹細胞を用いた

軟骨再生に関する研究 

４）毛乳頭細胞、表皮角化細胞を用いた毛髪再生

に関する研究 

５）胎盤、羊膜、臍帯由来細胞の再生医療への応

用に関する研究 

６）血管壁に存在する血管前駆細胞に関する研究 

７）血小板など自己血液由来成分の再生医療への

応用に関する研究 

８）レチノイドによる色素細胞、表皮角化細胞へ

のシグナルに関わる研究 

９）新規レチノイド、レチノイド DDS 製剤の開
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発に関わる研究 

 

３．診療 

月曜日から金曜日までの午前・午後に、外来診

療を行っている。外傷、瘢痕、ケロイド、顔面神

経麻痺、乳房、唇、口蓋裂、頭蓋顔面奇形、耳介

変形、腫瘍再建、美容皮膚、美容外科の各専門外

来がある。2009年の新来患者は約 1,648名、再来

患者は述べ約 10,684名であった。 

2009 年における手術件数は中央手術部におけ

る全身麻酔手術 670件、外来手術室における局所

麻酔手術約 330 件である。現在利用病床数は 25

床～30床である。術前検査は外来で行い、術後も

歩行可能となれば抜糸前に退院となるのが普通で

ある。 

毎週水曜日午前中に教授回診が行われている。

このほかに医局全体のクリニカルカンファランス

が毎週水曜日夜に、臨床抄読会が水曜日朝と木曜

日朝に、研究抄読会が金曜日夕刻に、研究カンフ

ァランスが月曜日、木曜日の夕刻に行われている。 
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ホームページ http://plaza.umin.ac.jp/%7Eoralsurg/ 

 

 

沿革と組織の概要 

口腔外科学教室は、本邦における最初の歯科学

講座として、明治 35 年に創設され、これまで日

本の口腔外科の進歩に大きな役割を果たしてきま

した。現在、講座名は東京大学大学院医学系研究

科感覚・運動機能医学講座（口腔外科学分野）、病

院の診療科名は顎口腔外科・歯科矯正歯科と称し

ています。顎口腔外科・歯科矯正歯科は、医学部

附属病院の唯一の歯科関連の診療科として、顎顔

面変形症（口唇口蓋裂をはじめとした先天的疾患

や“受け口”のような疾患）や、顎顔面外傷、口

腔内炎症、口腔腫瘍など歯や顎に先天性または後

天性異常のある方を対象としています。医師、歯

科医師、言語聴覚士、歯科衛生士などがチームを

組んで集学的治療を行っているのが、当科の特徴

です。 

また、研究分野では、多くのスタッフが臨床お

よび基礎的研究にあたっており、特に骨、骨膜、

軟骨、軟骨膜、神経、皮膚などの再生医療につい

て重点を置いています。東京大学医学部附属病院

にはティッシュ･エンジニアリング部が平成 13年

10 月に設立され当教室の高戸毅教授が部長を兼

任しておりますが、近い将来の臨床応用を目標と

し、トランスレーショナル・リサーチセンターと

して機能すべく研究を行っています。口腔外科学

教室は血管再生医療寄付講座(第一三共株式会社)

および軟骨･骨再生医療寄付講座(富士ソフト株式

会社)の 2 つの寄付講座をティッシュ･エンジニア

リング部に有しており、ここで助教や大学院生が

顎顔面領域における再生医療に関する基礎的研究

を日々行っています。 

 

診 療 

顎口腔外科・歯科矯正歯科においては主に、口

唇口蓋裂を始めとする先天異常、顎顔面変形症、

外傷、腫瘍など特殊な疾患を持つものを対象とし

ています。また重い全身疾患のある方の歯科診療

も対象としています。外来には、12の歯科治療ブ

ースと外来手術室 1室、および言語治療室を備え

ており、1日の再来患者数は現在約 100名となっ

ています。 

実際の診療では、大きく２つの部門に分かれて
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治療にあたっています。 

顎口腔外科部門は、智歯(親知らず)抜歯を始め、

口、歯、顎に関連した外科手術を中心に、口腔関

連の炎症や腫瘍の管理なども行っており、歯科矯

正歯科部門では、著しい顎骨変形を持つ患者の咬

合改善、顎の成長のコントロール（矯正歯科）、ま

た、腫瘍や外傷による歯・顎骨欠損部を、入れ歯

やデンタルインプラント（人工歯根）を用いて補

う治療を行っております（補綴歯科）。 

また月曜日午後の専門外来では、顎口腔外科医、

矯正歯科医、補綴歯科医による臨床カンファレン

スを行っており、その他顎関節症の方を対象にし

た顎関節外来も設けています。 

入院患者は年間 400 人ほどで、全身麻酔による

手術件数は年間 300 例となっています。口唇口蓋

裂、顎変形症における外科的咬合改善術や骨移植、

顎骨骨折の整復固定、腫瘍切除等が主な手術内容

となっています。最近では、骨延長を顎顔面領域

に併用して、顎顔面変形に対する咬合改善を行っ

たり、 カスタムメイド人工骨を移植して、顎顔面

骨形態の改善を図るようなことも行っています。 

 

教 育 

当教室では、教授、准教授、講師および他大学

のエキスパートを含めた非常勤講師がそれぞれの

専門分野についてM1、M2、M4の学生に対して

講義・実習を行っています。M２の学生には口腔

外科総論、歯科概論、口唇口蓋裂、嚢胞、腫瘍、

外傷、口腔粘膜疾患、感染症、顎顔面補綴につい

て、M４の学生への臨床実習（BSL)では、歯およ

び口腔顎顔面の構造、う蝕・歯周病・不正咬合な

どの歯科疾患、先天異常・腫瘍・嚢胞、感染症、

外傷などの口腔顎顔面疾患についての症例呈示を

おこなって歯科的治療、口腔顎顔面外科的治療に

ついての理解をしていただき、病棟見学、手術見

学などで、医師として最小限必要な口腔に関する

知識を深めています。卒後研修としては、現在は

主に歯学部卒業生に対し、歯科研修医として口腔

外科、補綴歯科、矯正歯科各指導医の下、歯科治

療全般にわたる知識・技術の向上を目的とした研

修が行えるよう、指導を行っております。研修期

間中に総合的な歯科臨床知識を習得した上で、積

極的に大学院進学も勧めており、臨床・研究のバ

ランスのとれた各分野の専門医の育成を目指して

おります。 

 

研 究 

当教室での研究は当科で扱われる臨床症例と

密接に関連しています。すなわち口唇口蓋裂等の

先天奇形、顎顔面変形症、人工歯根、腫瘍、さら

には再生医療の分野においては、骨・軟骨・血管

などの再生医療に関して臨床および基礎の研究が

行われています。 

臨床研究 

1) 口唇口蓋裂その他の先天異常に伴う顔面変形

に対する集学的治療 

2) 顎顔面変形、外傷および顎関節症に対する集学

的治療 

3) 頭頚部領域における悪性腫瘍に対する集学的

治療 

4) 骨延長法を用いた顎骨延長 

5) 口唇口蓋裂患者の顔面変形に対する形成 

6) 口唇口蓋裂患者の言語障害 

7) 頭蓋顎顔面部の先天異常における成長発育 

8) 口唇口蓋裂に対する治療評価 

9) 悪性腫瘍に対する外科･化学・放射線治療につ

いて 

10) 新素材デンタルインプラントの開発 

11) 顎顔面変形に対する外科的矯正治療 

12) 顎関節症に対する治療効果 

13) 顎顔面領域の咀嚼運動機能 

14) 顎顔面外傷に対する非観血的治療 

15) 顎顔面領域の再生骨による修復 
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基礎研究 

1) 骨膜による骨再生に関する研究 

2) 軟骨膜の再生能に関する研究 

3) 成長板軟骨細胞を用いた骨再生に関する研究 

4) 骨軟骨細胞分化制御機構における細胞周期関

連分子の役割 

5) スフェロイド培養による骨髄間葉系幹細胞の

骨・軟骨分化誘導 

6) 人工歯根における歯周組織再生 

7) 再生医療による顎顔面領域の骨･軟骨再生 

 

再生医療に関する研究 

臨床部門 

1) 骨置換型人工骨の臨床応用 

2) ヒト軟骨細胞を用いたインプラント型再生軟

骨 

3) AGHM-βFGFを用いた血管新生療法 

 

研究部門 

1) 骨再生誘導因子を付与したインテリジェント

型人工骨の開発 

2) テトラポッド型微小人工骨ユニットの開発 

3) 新規創傷被覆剤の開発 

4) 自己軟骨細胞を用いた三次元培養法に関する

研究 
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沿革と組織の概要 

本講座は 1906 年に日本で初めての整形外科学

講座として開講された。初代教授はドイツとオー

ストリアに留学した田代義徳であり、「整形外科」

の名称は田代教授が提案し、採用されたものであ

る。 

開講当初、主な対象疾患はポリオや脊椎カリエ

スなどの感染症と、内反足や先天性股関節脱臼な

どの先天性疾患であった。このため 1910 年の調

査では、整形外科が対象とする患者は、当時の東

大病院の外科受診患者の 3.3%に過ぎなかった。 

しかしながら、その後本講座は、社会の要請に

対応することで発展した。例えば田代教授は外傷

を整形外科の治療対象と認識し、門下を教育した。

これが、飛躍的に増加した交通事故や労働災害に

よる外傷の治療や予防につながった。また田代教

授と高木憲次教授（第 2代）は肢体不自由児の療

育事業を推進し、それは本邦におけるリハビリテ

ーション医学の源流へと発展した。また、高木教

授による関節鏡の発明は、現在の小侵襲手術の基

礎となった歴史的な業績である。近年では、社会

の高齢化の急速な進行を踏まえた骨粗鬆症や変形

性関節症などの研究、難病である脊柱靱帯骨化症

や関節リウマチの研究、骨・関節のバイオメカニ

クスの研究など、本講座は広い意味での運動器を

対象とする学科となっている。 

最新の厚生労働省の国民生活基礎調査で見て

も、国民が訴える自覚症状の上位 3位は腰痛、肩

こり、関節痛であり、すべて運動器疾患である。

また、高齢者が介護のための支援を必要とする疾

患の第１位は「関節疾患」であり、健康寿命の延

伸の面でも整形外科への期待は高まっている。 

こうした社会的要請のさらなる高まりに対応

すべく、本講座は、平成 7年に始まった医学部の

大学院重点化に伴って大学院医学系研究科外科学

専攻感覚運動機能講座の中の整形外科学専門分野
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となり、学術の発展を推進している。 

平成 22年 4月現在の教職員は、教授 1名、准

教授 2名、講座専任講師 1名、講師 3名、助教 13

名、特任臨床医 6名、専門研修医 8名、客員研究

員 1名、学外非常勤講師 12名である。 

 

教 育 

卒前教育としては医学部医学科学生、同保健学

科学生に対し、卒後教育としては医学系大学院学

生、初期臨床研修医（スーパーローテーター）、後

期臨床研修医、学会認定医資格取得前の医師、同

取得後の医師、および他院の理学療法士の教育を

行った。 

医学科学生の教育は、学部 2年生に対して、系

統講義、診断学実習、症候学講義、チュートリア

ルを行った。系統講義は、教授、助教授、講師に

より運動器疾患全般をカバーする計 12 コマの講

義を行った。これには、基礎研究、小児疾患、リ

ウマチ性疾患、代謝性骨疾患、骨軟部腫瘍、外傷、

それぞれの関節(脊椎、肩、肘、手、股関節、膝、

足関節および足)における疾患が含まれている。診

断学実習は、准教授と講師により四肢の疾患、脊

椎疾患の診断手技、画像診断の実習を行った。 

学部3年生に対しては、BSL、Clinical clerkship、

研究室配属を行った。BSLは 10日間の臨床実習

で、学生各自に整形外科実習の手引を配布し、講

師 2名を専任者として、病棟、外来、手術室では

見学のほか可能な限り診療にも参加させた。学生

のためのカンファランスを行い、重要な疾患の診

断学、治療学を学んでもらった。病棟では、専任

者以外の助教、特任臨床医、研修医なども学生教

育に協力した。Clinical clerkshipでは学生を病棟

のチームに配属し、病棟医長の指導責任のもと、

手術を含めた入院患者診療に参加させた。また、

救急外傷への対応にも参加した。学部 4年生に対

しては臨床統合講義を行った。大学院学生は、講

座内で教育研究スタッフの直接に指導を受ける者、

学内の寄付講座や関連講座に所属して指導を受け

る者、学外に国内外留学している者がおり、いず

れも世界の最先端の研究に従事している。 

平成 21年度は 30名のスーパーローテーターが

当科で初期研修を行った。医学部附属病院におい

て整形外科学の初期研修を行うとともに、救急医

学講座の好意により救急医療の研修も行った。土

曜日の午前には、系統的に重要な運動器疾患につ

いての参加型講義を、年間を通して行った。 

学会認定医資格取得前（卒後 6-7年まで）の医

師の教育は、専門外来診療カンファランスおよび

サーチカンファランスへの参加によって行い、認

定医資格取得者の教育は、教授らが個別に行う指

導のほか、専門的なテーマを取り上げている教室

の研究会および研修会によって行った。これらの

出席によって、学会認定医資格継続に必要な研修

点数が加算された。 

保健学科学生の教育は、看護コースの臨床実習

の一部を担当した。主として病棟で行っており、

看護師長はじめ看護職員が直接の指導にあたった。 

 

診 療 

外来は、月・水・金の午前・午後、火・木の午

前中に一般外来を行い、火・水・木・金の午前・

午後に専門外来を行っている。平成 20 年度の外

来患者は延 36,891 人、うち新来患者 3,558 人で

あった。 

専門外来グループが担当症例の検討会を毎週

行っているほか、一般外来でもカンファランスを

行って、症例ごとに診断、治療方針等を検討して

いる。専門外来は脊髄脊椎、股関節、リウマチ、

腰痛、腫瘍、脊柱側弯、四肢再建・脚延長、膝関

節、先天股脱、手の外科、肘関節、肩関節、スポ

ーツ外傷、末梢神経、骨系統疾患の各外来である。 

病棟入院患者数は概ね 55-65床の間で推移して

いる。全入院患者に関して週 3回の病棟カンファ

ランスを開催し、診断・治療計画・経過について
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検討・討議を行っている。平成 21 年の入院手術

件数は 871件で、頚椎・胸椎手術 78件（うちコ

ンピューターナビゲーション手術 25件）、腰椎手

術 81件、側弯症手術 23件（うちコンピューター

ナビゲーション手術 21件）、関節リウマチ手術 71

件、股関節手術 91件、膝関節手術 167件（うち

コンピューターナビゲーション ACL 手術 37 件, 

コンピューターナビゲーションTKA手術51件）、

肩関節手術 6件、手の外科 110件、脚延長・変形

矯正 6件、骨・軟部腫瘍 122件、外傷 90件など

であった。 

特色ある治療法としては、三次元画像表示によ

るナビゲーションシステムを用いた脊椎・関節手

術、棘突起縦割法脊柱管拡大術、棘突起還納型腰

椎椎弓形成術、創外固定器による四肢変形の矯正、

変形性股関節症に対する寛骨臼回転骨切り術、膝

十字靭帯損傷の 3次元画像ナビゲーションを使用

した解剖学的再建術、骨軟部悪性腫瘍に対する集

学的治療、高度な関節破壊をきたした関節リウマ

チ患者に対する人工関節置換術などを行なってい

る。また、研究から発展した臨床応用として、新

しい人工股関節の治験を開始している。一方、検

査法としては、3次元 CTおよび 3次元造型モデ

ルを用いた術前手術計画を行っている。このうち、

脊椎と膝関節のナビゲーション手術と、股関節疾

患の診断ならびに術前計画は先進医療の認可を受

けている。 

 

研 究 

最先端の生物学的および工学的手法を駆使し

て、各種運動器疾患の病態解明および治療におけ

る世界的な業績をあげている。特に、骨・軟骨の

分子生物学的研究では、世界をリードする存在と

なっている。基礎的研究は南研究棟を中心に行っ

ているが、特に国際的に高い評価を受けている研

究としては、reverse & forward geneticsからの

骨軟骨疾患の分子メカニズムの解明、破骨細胞の

分化・アポトーシスシグナルの解明、脊柱靭帯骨

化症の病態解明、関節リウマチの関節破壊の分子

メカニズムの解明、変形性関節症の分子メカニズ

ムの解明、有限要素法を用いた非侵襲的骨強度予

測評価システムの開発、サイトカインによる骨形

成の臨床応用、加齢による骨粗鬆化の分子メカニ

ズムの解明、グリア細胞分化の分子メカニズムな

どがあげられる。 

また、当教室を協力講座とする４つの寄付講座

が設置され、当教室との緊密な協力のもとに研究

を推進している。22世紀医療センターの 2講座で

は、世界に類を見ない規模の変形性関節症の統合

型データベースの作製、およびそれを用いたゲノ

ム疫学研究を行っている。ティッシュエンジニア

リング部の１講座では、分子生物学的手法を駆使

した骨・軟骨再生医療を行っている。また、医学

系研究科の１講座では、関節機能の先端的な再建

法を目ざし、工学系研究科と協力して、長寿命型

人工関節の開発などを行っている。この他、疾患

生命工学センターおよび医工連携部との共同研究

として、「インテリジェント型人工ウイルスを用い

た遺伝子導入による関節疾患治療の研究」も行な

っている。学外の施設においても、国内外の複数

の一流研究施設に大学院生を研究生として派遣し

ており、頻繁に学術的交流を行っている。国立病

院機構などとともに関節リウマチに関するコホー

ト研究(Ninja)に参加している。 
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沿革と組織の概要 

1871 年（明治 4 年）8 月、プロシアよりレオポ

ルド・ミュルレル（外科）、テオドール・ホフマン

（内科）が着任。ミュルレルが眼科学を兼任した

ことにより東大眼科開講となる。以来、梅錦之丞、

河本重次郎、石原忍、庄司義治、中島實、萩原朗、

鹿野信一、三島済一、増田寛次郎、新家眞 現教

授らが東京大学眼科学教室の教授を歴任してきた。

東京大学眼科学教室は臨床科として眼科学講座，

附属病院角膜移植部からなり，その構成は教授 1，

准教授 2，講師 4，助教 13，医員 10，技官 1，大

学院生 7，留学生 4，非常勤講師 9 である．外来

は外来診療棟 3 階，病棟は入院棟Ａ7 階，医局は

第一研究棟 2 階にある． 

 

診 療 

一般外来（月～金曜）および専門外来（角膜，

緑内障，ぶどう膜，網膜，斜視外来，糖尿病，神

経眼科）が特定の曜日に行われている．一般外来

は紹介状の有無に関わらず来院患者のすべてを対

象とし，専門外来は専門的検査・治療を要する症

例を対象に一般外来と重複する症歴を作成し診察

を行っている．従って全ての症例が一般外来での

治療経過の把握が可能である一方， 病院病歴の

書き換え期間を超える長期経過例については専門

外来病歴（専門外来管理）により容易に把握する

ことが可能となっている．外来手術は水曜日を定

時手術とし斜視，外眼部疾患を中心に行われた．

必要に応じて定時以外にも手術を行っている．平

成 21 年度の新来患者数は 2997 名，再来患者数延

べ 69834 名であった． 

病床数は 44 床で平 21 年度入院患者数は 1988

名，手術件数は 1997 例であった．病棟は月曜朝

助教授回診，木曜朝教授回診，火，金（全日）が

定時手術日となっている．手術症例としては白内

障が最も多く，次いで緑内障，網膜剥離，重症糖

尿病網膜症を中心とする眼底疾患，角膜移植手術

となっている．症例数及び緊急を要する症例が多

く定時手術枠内での手術は不可能で慢性的に臨時，

救急手術を中央手術室や外来手術室に依頼せざる

を得ない状態となっている． 
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教 育 

卒前教育としてはＭ2 の系統講義（14 単位），

臨床診断学実習（16 回），PBL（12 回）、M3 の

クリニカルクラークシップ，M4 の統合講義（2

単位），臨床実習（16 週）等を担当している．ベ

ッドサイド教育の骨子は眼科の特殊性と他科領域

との関連，老齢化社会に向かっての眼科の役割に

ついて理解を深めることとし，講師にはシニアレ

ジデント～スタッフが幅広く担当することとした．

系統講義においては眼科の基礎知識を，臨床講義

にあっては他科領域との問題も含めた代表的な眼

科的疾患をスライド，ビデオを用いて行っている．

卒後教育としては従来からの伝統として医局員

（入局 4 年以内）は患者中心主義（同一患者は外

来，入院を問わず同一医師が担当する）により疾

患の病態像の理解を深めることを基礎としている．

新入医局員に対しては 6，7 月の 2 か月間，一般

医局員に対しては 10 月から 3 月までの 6 か月間

夕方，教室内外の同窓先輩等を講師に依頼し，ク

ルグスを実施した． 

毎週水曜日，午前 8 時～9 時クリニカルカンフ

ァレンスを行っている．教室外から 1 回 1～2 名

の講師を依頼し例年行う茶話会（日本眼科学会専

門医制講習会認定）も本年度は 8 回主催し．卒後

教育の充実，教室内外との交流をはかった．研修

期間内における研修の補足，充実をはかっている． 

 

研 究 

研究は専門外来を基盤として研究内容（角膜，

緑内障，ぶどう膜，神経眼科，網膜等）の他，形

態，薬理，生理，分子生物学，免疫学的方法によ

る研究，また非侵襲的検査，研究方法の開発がな

されている．その主なものは 

1) レーザースペックルによる虹彩，眼底血流動態

解析法の開発 

2) 低眼圧緑内障の病態研究 

3) 房水動態の解析と薬理 

4) 緑内障に対する薬物効果の検討 

5) 緑内障（特に正常眼圧緑内障) 早期診断法，

臨床病態像の解明 

6) ティッシュ・エンジニアリングによるバイオ再

生角膜作成 

7) 角膜形状の臨床的解析 

8) 角膜移植術への遺伝子導入法の応用 

9) 新しいマイボグラフィーを用いたマイボーム

腺関連疾患の解析 

10) エキシマレーザー屈折矯正手術，その臨床及び

基礎研究 

11) 網膜変性疾患の分子遺伝学的研究 

12) 色覚異常と視機能との関係 

13) 薬物の網膜に対する影響について電気生理学

的検討 

14) 眼内レンズと生体適合性・眼内レンズ手術の改

良 

15) 原田病，ベーチェット病の免疫遺伝学的検討 

16) ベーチェット病における免疫抑制剤の効果・免

疫学的発病機序 

17) 糖尿病網膜症の臨床病態像および分子生物学

的アプローチによる検討 
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沿革と組織の概要 

耳鼻咽喉科学教室の現在の構成員数は教授 1，

准教授 2，講師 4，助教 10（+1+1），医員 1～2，

研修医 6，大学院生 8 である。外来は新外来棟 3

階，病室は新病棟 10 階北ウィング，医局と研究

室は南研究棟 2階と旧外科病棟 5階にある。脳神

経医学専攻の認知言語学講座の第 4部門として協

力講座の感覚運動神経科学分野を持ち，助手 2と

大学院博士課程の学生 1の計 3名が所属している。

3号館に無響室，南研究棟 1階に研究室を持つ。 

 

診 療 

月曜日から金曜日まで一般および専門外来を

行っている。専門外来には，腫瘍，難聴，中耳炎，

小児難聴、人工内耳、めまい，顔面神経，鼻，音

声言語，気管食道，ABR，補聴器の外来がある。 

病棟は新病棟 10 階北ウィングにあり，病床数

は 44，手術は毎週月曜日 2列，水曜日中手３列，

金曜日中手２列で行われる。耳手術は月・金，腫

瘍は月・水，鼻副鼻腔は水，音声，気食は金曜日

である。 

入院患者の診療は，手術は各専門コースの責任

者のもとに研修医と医員が受け持ち，シニアの助

手が担当している。毎週火曜日夕方に術前検討会、

木曜日早朝に手術報告会，火曜日午前の助教授回

診，木曜日午前に教授回診が行われている。入院

患者の内訳は，中耳疾患，人工内耳，頭頸部悪性

腫瘍，鼻副鼻腔疾患，咽頭，扁桃疾患，音声･障害，

喉頭疾患，気管・食道などの手術症例が大部分を

占めるが，悪性腫瘍の放射線・化学療法や急性の

難聴やめまいの保存的治療例も含まれる。当領域

の患者の特色は，生命的予後と機能的予後の両面

の配慮を要することにあり，診療に当たっては特

にヒューマンなコミュニケーションを重視してい

る。人工内耳手術は成人よりも小児が多くなり，

すでに 150例を越えた。 

 

教 育 

卒前教育では、M2の系統講義、M2～４の基礎

統合講義、M4 の臨床統合講義、M3 の Clinical 

clerkship、M4の臨床実習（BSL）を担当してい

る。現在，系統講義は 11 コマで，耳科学，聴覚
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医学，平衡神経科学，鼻科学，口腔・咽頭科学，

喉頭科学，音声言語医学，気管食道科学，頭頸部

腫瘍外科学について行っている。M4 の臨床統合

講義、M４の臨床統合講義では人工内耳，頭蓋底

外科，音声外科などについて実施した。臨床学習

の BSLは実質 7 日間，M4に対し 1班 6名のグ

ループごとに外来実習，病棟実習，手術見学，セ

ミナー，教授・准教授によるカンファランスなど，

いきいきとした内容で行われている。他に M1－

M2 の特別実習であるフリークォーター，研究室

配属では耳鼻咽喉科学は人気があり，聴覚の進化

を中心に各 2名の教育を行っている。M3のクリ

ニカルクラークシップでは毎月1~3名の参加があ

り研修医に近い臨床実習を行っている。 

初期臨床研究教育では，スーパーローテーと制

度により１年目に 1.5 ヶ月，2 年目に 3 ヶ月～8

ヶ月研修医が回っている。専門教育は専門コース

制度をとって行っている。耳，腫瘍，気管食道，

外来と 4つのコースに分け厳しい教育を行ってい

る。また，火曜日早朝の抄読会，木曜早朝の手術

報告会，夕方の医局集談会，各コース・専門外来・

研究グループごとのカンファランスや抄読会を行

っている。 

 

研 究 

耳鼻咽喉科領域，細胞生理，誘発電位，超微細

形態，側頭骨病理，分子生物学，腫瘍，組織培養，

発生と発達，成長，加齢，認知科学，言語，EMG

等の研究グループがあり，さらに疾患生命工学セ

ンター、農学部、代謝生理化学講座、細胞分子生

理学講座、認知言語講座，医科学研究所粘膜炎症

免疫学分野にも協力を願って，形態学・生理学・

分子生物学などの各種の基礎的研究を行っている。

関連領域との共同研究を重視している。さらに，

各専門コース・専門外来においては，臨床から着

想を得た基礎的研究を行っている。以下に主な研

究テーマを挙げる。 

1) 中耳・内耳の病理からみた病態 

2) 難聴のモデル動物の作成と治療・予防法の開

発 

3) 感覚器の老化の機序の解明と予防 

4) 内耳有毛細胞の再生誘導 

5) 内耳内遺伝子導入法、タンパク導入法の開発 

6) 先天性難聴児・人工内耳施行児の聴覚言語発

達 

7) 聴覚皮質障害と言語音および音楽認知の

MEGによる研究 

8)  脳磁図，聴覚誘発電位による聴皮質の研究 

9) 前庭誘発筋原電位の起源の解明と応用 

10) 内耳奇形症例における平衡の発達 

11) 単離前庭感覚細胞のパッチクランプによる研

究 

12) 顔面神経麻痺の電気生理学的予後研究 

13) 嗅上皮の発生と発達 

14) 嗅覚生理・嗅覚障害の発症機序と治療 

15) 鼻アレルギーモデル動物作成と評価システム

の構築 

16) 内視鏡的副鼻腔手術の研究および嗅覚障害の

診断・治療 

17)  NALTと粘膜免疫機構の解明 

18)  IgA腎症に対する扁桃摘出の効果 

19) 嚥下障害の手術療法の開発と嚥下圧筋電図モ

ニターによる生理学的研究 

20) 音声障害の解析と治療法の開発 

21)頭頸部悪性腫瘍に対する頭蓋底外科手術の改

良と開発 

21)細胞接着因子と頭頚部癌発癌の関与 

22) アルコール摂取と咽頭癌の発癌の間径 
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沿革と組織の概要 

リハビリテーション医学分野が外科学専攻

の中に設置されたのは 2001 年 4 月である。

東大病院では、全国の大学病院に先駆けて中

央診療施設の 1部門としてリハビリテーショ

ン部が 1963 年に開設された。しかし、文部

科学省が認める名称は理学療法部であった。

理学療法の歴史は古く、東京大学でも整形外

科や物療内科において、約 100 年前から手が

けられてきた。後者は 1926 年に設置され、

かつての英文名称は物理療法そのもの

(Department of Physical Therapy)であり、

主として、関節リウマチなどの骨関節疾患あ

るいは運動器疾患が対象であった。しかし、

リハビリテーション医の専門性が誕生した背

景は、近代医学の展開により救命技術が劇的

に進歩したことにある。 

脳卒中、外傷性脳損傷、脊髄損傷などの肢

体不自由だけでなく、心筋梗塞や慢性閉塞性

肺疾患などの内部臓器の障害を有する人々の

早期退院と社会統合を支援、促進するために

は、包括的介入とチームアプローチが必要で

ある。したがって、リハビリテーション科は

疾患特異性の診療科ではなく、日常生活活動

を制限する障害を標的とした横断的な診療科

である。チームを構成する各種医療職（コメ

ディカル）の養成と発展も必要であるが、わ

が国では未だ遅れが目立つ。 

2001 年にリハビリテーション医学が設置

されたとき、人員配置は配慮されなかったた

め、スタッフは教授 1名のみである。大学院

学生は 2001年 4月から受け入れ、2009年ま

でに 11 名が入学し、8名が学位を取得して卒

業した。しかし、当初は教員スタッフが配置

されないだけでなく、研究室も配備されてい

なかったので、研究は学内外の関連施設の協

力により遂行してきた。2006 年以降は、医学

部附属病院内での研究体制を整えてきている。 

医師スタッフは充足されていないこともあ

り、リハビリテーション科は未だ病棟を運営

していない。診療活動は中央診療施設のリハ

ビリテーション部と一体であり、教育と研究

に関しても同様である。 

 

診 療 

2006年 11月にリハビリテーション部は旧

中央診療棟 2階から新中央診療棟 6階に移転

した。病棟からのアクセスも改善し、新しい

建物の中での診療が軌道に乗っている。 

リハビリテーション部は中央診療部として

活動し、原則として入院患者を対象としてい

るが、一部患者については退院後も外来で治

療を継続したり、経過の追跡をしたりする。

また、紹介外来患者の診療も行う。東大病院

は、1996 年度よりリハビリテーション診療総

合承認施設に指定され、保険診療を行ってき
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た。2006 年 4 月にリハビリテーションに関

わる保険診療システムは大きく変わり、疾患

別リハビリテーションの体制となった。この

中で東大病院リハビリテーション部は、脳血

管疾患等リハビリテーション料、運動器リハ

ビリテーション料、呼吸器リハビリテーショ

ン料の施設基準認可を受け、更に 2007 年 11

月には循環器内科・心臓外科等の協力により

心大血管疾患リハビリテーション料の施設基

準認可が追加され、理学療法および作業療法

を行っている。2009 年度にはリハビリテーシ

ョン部内で勤務する言語聴覚士が赴任し、言

語療法や摂食嚥下障害に対する治療を行って

いる。 

年間の新患数はおよそ 1,000 人で、入院患

者の約 15％に相当する 150 人程度を常時担

当し、リハビリテーション治療を行っている。

外来通院での訓練対象は 1日約 15人である。

入院患者へのサービスのニーズ拡大に対応す

ることを優先するため、外来通院患者数の比

率は減少傾向にある。臨床各科からの依頼に

応じて入院患者の診療を行うのが主であり、

ほぼ全科から依頼がある。診療件数の多い主

な診療科は、整形外科、精神科、神経内科、

脳神経外科、小児科などである。 

近年の東大病院の対象患者の特徴は、重症

疾患が多く、安静臥床による運動障害が目立

つことである。悪性腫瘍を有する患者も増加

し、全体の約 20％に達している。肢体不自由

だけでなく、呼吸・循環など全身の医学的管

理と運動量コントロールを必要とする例が大

半を占める。訓練開始時にはリハビリテーシ

ョン部の訓練室まで来られない患者も多く、

各セラピストが病棟に出張して訓練する例が

増加している。毎朝、前日の新患患者のプレ

ゼンテーションを行い、毎週木曜の午前中に、

過去 1週間の入院新患患者の回診を教授以下

の医師により行っている。 

精神疾患のリハビリテーションについては、

作業療法士 2 名が専門的に担当している。精

神科作業療法室は主として入院患者の治療を

分担している。また、精神科デイホスピタル

は精神科より移籍した医師を中心に、精神科

の医師スタッフ等と連携して外来でのデイケ

アを施行している。デイケアでは主として統

合失調症を有する人々が約 40 名登録されて

いる。彼らはメンバーと呼ばれ、月曜から金

曜まで来院し、さまざまな活動に参加してい

る。 

鍼灸は東洋の伝統的治療手技であり、東大

病院でも過去数十年来にわたり実施してきた。

2005 年 4 月からは自由診療として外来診療

を行っている。 

この他、2006 年度には東大病院として、他

の診療科に所属していた言語聴覚士、視能訓

練士をリハビリテーション部へ所属変更する

方針が示され、すでにその作業が終了した。

これにより今後より包括的なリハビリテーシ

ョン医療を提供できるようになると考える。 

 

教 育 

卒前教育はＭ２への系統講義、Ｍ３の臨床

実習、そしてＭ３とＭ４に対する統合講義を

行っている。系統講義は、リハ医学総論と福

祉制度、義肢・装具、代表的疾患としての脳

血管障害、神経筋疾患、骨関節疾患、脊髄損

傷・二分脊椎、脳性麻痺のリハビリテーショ

ンをテーマとして年間 7 単位行っている。臨

床実習は各グループに対して水曜から金曜ま

での 3 日間行っている。この必修の臨床実習

に加えて、数名の希望者に対して専門病床を

有する外部機関 (国立身体障害者リハビリテ

ーション・センター、国立療養所東京病院、

東京都リハビリテーション病院、荏原病院 )
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の協力により、4 週間のクリニカルクラーク

シップを実施している。さらに、コメディカ

ルの学生教育として、年間 20 名以上の長期

臨床実習生を受け入れ指導を行っている。 

医師卒後臨床教育としては、全国に先駆け

てリハビリテーション部を発足させた当時は

他大学からの研修希望者を多く受け入れてい

たが、近年は私学を中心として他大学にリハ

ビリテーション医学講座が増えてきたことも

あり、入局者は以前に比べ少ない。初期研修

は、卒後初期 2年間の臨床研修義務化に伴い、

2 年目のローテート研修医十数名を受け入れ

指導している。後期研修希望者に対しては、

いくつかの協力施設との連携により研修プロ

グラムを設定し、臨床医として学会専門医の

取得を目標とした教育を行っている。 

 

研 究 

リハビリテーションが新中央診療棟２に移

転するとともに、研究室の設置が初めて認め

られたこともあり、リハビリテーション部と

しての研究体制は整いつつある。特に今まで

も利用していた動作解析システムが一部更新

され、運動器の障害に対する研究を中心に発

展させていく予定である。また、リハビリテ

ーションという多くの分野にまたがる医学・

医療の特長を生かして、病院内の他診療科、

東大の他学部、外部の各種機関との共同研究

を進めている。以下に、2009 年現在進行中、

あるいは開始予定の研究を幾つか挙げる。 

1) 動作解析を用いた下肢関節疾患患者の歩

行に関する研究 

2) 動作解析を用いた小児の運動発達に関す

る研究 

3)高齢者運動器障害の早期発見、診断、重症

化予防に関する研究 

4) 肢体不自由者（児）の日常生活における

動作およびエネルギー消費に関する研究 

5) 二分脊椎症患者のリハビリテーションに

関する研究 

6) 先天性四肢痙性不全の治療とリハビリテ

ーションに関する研究 

7) 骨系統疾患患者の障害に関する研究 

8) 先天性無痛症の骨格系障害に関する研究 

9) 血液悪性腫瘍に対する幹細胞移植時のリ

ハビリテーションに関する研究 
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沿革と組織の概要 

麻酔学教室の2010年 3月20日現在の構成員は

教授山田芳嗣、講師折井亮、張京浩、小松孝美、

伊藤伸子、特任講師（病院）関山裕詩、小川真、

助教齋藤勇一郎他 19 名、医員阿部博昭他 3 名、

大学院生 2名である。外来は外来棟 2階、病棟は

A棟 6階北、医局と研究室は東研究棟にある。 

以下に当教室の診療、教育、研究の現状につい

て述べる。 

 

診 療 

大きく分けて手術室での麻酔業務と、外来およ

び病棟でのペインクリニック業務がある。 

手術患者の麻酔業務は、術前・術中・術後管理

を含めた診療になる。月曜から金曜までの定時手

術の麻酔と、週間を通した救急手術の麻酔に対応

している。その他、主として手術室内で発生した

緊急事態にも対処している。近年、poor risk患者

や老年患者の手術数が増加している。また、長時

間手術（8 時間以上）の症例も著増しており、全

体の約 2割（全手術数約 8000症例／年）にも達

している。平成 19 年 1 月より、新中央診療棟二

期棟手術室も使用されるようになり、手術の列数

が増加した。 

月曜日～金曜日まで痛みセンター（ペインクリ

ニック）外来を行っている。各種疼痛疾患患者（他

科入院患者を含む）を対象に神経ブロックを中心

とした診療と共に術前患者のコンサルトを行って

いる。 

2009年度 4月から 2010年 4月までの外来患者

数はおよそ 1万名であった。そのうち、新来患者

は約 600名である。現在の病床数は 3床である。

麻酔科入院患者は約 60 名であり、他科入院患者

の疼痛管理は、約 1000 名であった。また、術前

コンサルト数は約 1200名であった。 

 

教 育 

卒前教育では、M2 の系統講義、M4 の臨床統

合講義とベッドサイド教育を担当している。今年

度の系統講義は、麻酔の歴史と概論、麻酔の機序、
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吸入麻酔、静脈麻酔、麻酔と呼吸、麻酔と循環、

体液バランス、酸塩基平衡、麻酔と筋弛緩薬、患

者管理、モニター、蘇生法、ペインクリニック、

痛みの病態と治療、呼吸と循環のモデルをとりあ

げた。ベッドサイド教育の内容は、①手術麻酔実

習、②ペインクリニック実習、③クルズスで構成

されている。手術麻酔実習では、術前診察・麻酔

管理法の立案・手術麻酔管理に参画することで、

周術期の生体管理に必要な診察・検査手技ならび

に生理学・薬理学の知識に関して、臨床の現場で

学習することを目的としている。ペインクリニッ

ク実習では、様々な難治性疼痛の成因ならびに神

経ブロック療法を中心とした鎮痛方法に関して理

解を深めることを目的としている。クルズスの内

容としては、麻酔学総論・気道確保および気管挿

管・中心静脈穿刺・脊髄くも膜下麻酔・ペインク

リニックの５項目を取り上げ、麻酔科医が担う医

療において必要とされる基本的知識の修得を目標

としている。なお、気管挿管・中心静脈穿刺・脊

髄くも膜下麻酔に関してはシミュレーターを用い

た実技実習も行っている。ベッドサイド教育の総

括として、手術麻酔症例に関するレポートと麻酔

薬・循環作動薬に関するレポートを提出させると

ともに、それらの内容に関する発表と討論を行っ

ている。 

卒後教育では、3 ヶ月ごとに研修義務化による

研修医を受け入れて、麻酔管理を含む、術前・術

中・術後管理のトレーニングを行っている。救急・

蘇生の基本的技術と知識の修得には役立っている

ものと思われる。年間 50 名程度の研修医の卒後

教育を行っている。研修期間中にでも、意欲のあ

る研修医には、社）日本麻酔科学会地方会程度の

学会で発表や論文投稿させるように配慮している。 

 

研 究 

当研究室には、大きく 7つの研究グループがあ

り、呼吸、循環、疼痛機構、免疫、ショックなど

の臨床ならびに基礎的研究を行っている。 

以下研究テーマの主なものを列挙してみる。 

1) 急性肺障害におけるサイトカインシグナルの

役割 

2) 呼吸不全患者における至適換気モードの検討 

3) 麻酔薬による免疫機能の修飾 

4) 敗血症及び虚血—再灌流傷害における細胞障

害機構 

5) ショックの病態の解明 

6) マウス下肢虚血再灌流後臓器障害の脂質受容

体による制御機構 

7) 痛覚過敏病態形成における脂質シグナル分子

の解明 

8) α２アゴニストの抗痛覚過敏効果と止痒効果

の検討 

9) 炎症によって惹起される神経因性疼痛の成立

における脊髄グリア細胞の役割 

10) 脊髄鎮痛機構 

11) 末梢性及び中枢性掻痒メカニズムの検討 

12) 慢性疼痛患者でのブブレノルフィン舌下錠の

dose-escalationの検討 

13) 麻酔中の脳波解析 

14) 新しい挿管器具の開発と評価 

15) 心臓手術と中枢神経障害の検討 

16) 地球温暖化防止のための余剰麻酔薬処理シス

テムの開発と評価 
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沿革と組織の概要 

昭和 36 年 2 月、東大病院を訪れる救急患者に

対応するため、中央手術室の管理下に外科病棟 1

階に救急処置室が設置され、救急患者、時間外受

診患者の診療が全てここで行なわれるようになっ

た。この救急処置室は昭和 38 年 4 月、中央手術

部から離れて救急部として独立した中央診療施設

の一つとなり、当時導入された救急告示病院制度

に本院も参画した。昭和 52年 4月には所謂 11人

セットと呼ばれる予算配置が講じられ、医師、看

護婦を含む 11 人の予算が救急部についた。昭和

50年代に入って、厚生省による救急医療制度の見

直しが行なわれるようになり、当院でもこれに呼

応し、地域三次救急応需を企画して、外科病棟 3

階に重症患者室の整備を開始、続いて昭和 56年 1

月から専業方式の診療を開始した。以来、当部は

東京都の三次救急医療ネットワーク、熱傷ネット

ワークの指定施設となっている。 

平成 2年 4月には国立大学では 2番目の救急医

学講座が新設され、平成 3年 4月初代教授が着任

し、救急部長を兼任することとなった。これを機

に救急医学の診療、研究、教育が実質的に開始さ

れた。卒前教育ではM２に系統講義と BLS、M４

に臨床講義と ACLS 及び救急車同乗実習を行な

っている。卒後教育では、各科からの研修医を受

け入れ、救急医学、集中治療医学の短期教育を行

ない、臨床医に不可欠な救急患者診療及び重症患

者管理の初歩を修得させている。 

救急診療に関しては、平成 3 年 10 月の病院科

長会議において東大病院が地域救急要請にコミッ

トすることが確認され、一次から三次までの救急

患者を積極的に受け入れるようになった。その後、

救急用 CTの整備、放射線部、臨床検査部、輸血

部などの救急医療を支える組織の体制作り、また

夜間緊急入院手続きの簡略化、各科当直医の意識

の変化などが大きく寄与し、救急部受診患者は毎

年増加している。地域の救急患者の初診、各科の

再診患者は各科の当直医が、東京都の救急医療ネ

ットワークから依頼される三次救急患者と所属科

を問わず救急外来で急変した救急患者には当救急
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部の医師が対応している。 

平成 3年以来、救急部は院外からの三次救急患

者のみならず、各科に収容できない救急患者、院

内で発生した集中治療を要する重症患者も、ベッ

ドの余裕がある限り積極的に受け入れてきた。特

定機能病院指定に当たり、小児術後集中治療部か

ら集中治療部に名称の訓令改正が行なわれ、救急

部内に集中治療部が併設されることになり、平成

5年 5月には救急部病床の内 4床が特定集中治療

病床として認可され稼働を開始した。この後は、

院内の重症患者の入室が大幅に増加した。 

平成 13 年 9 月に新病棟が開設され、救急医学

講座の業務が ICU・CCU14 床、外科系 HCU36

床の管理運営へと大幅に拡張されたことに伴い、

集中治療部に助手 7 名が配置された。その後一次

二次まで含めた救急外来運営や病院全体の病床管

理へと業務を拡張しており、救急外来患者数も急

増している。 

 

診 療 

救急医学講座が担当している診療業務は、（1）

救急診療、（2）集中治療、（3）病床管理、（4）危

機管理、の 4つに大別される。 

（1）救急診療 

救急診療としては、院外からの三次救急患者の

みならず、一次・二次救急患者であっても、全身

状態や意識状態などから必要とみなされた場合、

常時対応している。平成 19 年の救急外来受診患

者数は、総数約 17,000 件、うち救急車約 6,000

件であった。 

平成 18年 11月に完成した新救急外来は、旧施

設の約 4倍の面積を有し、一般診察室 5、特殊診察

室 4（歯科、耳鼻咽喉科、眼科、産婦人科）、初療

室 2、手術室 1、観察ベッド 11などが設置された。 

（2）集中治療 

集中治療としては、ARDS等の重症呼吸不全・

敗血症・多臓器不全･ショック等の重症患者、高侵

襲の術後患者、救急外来から搬入された三次救急

患者の管理・治療などを主な業務とし、内科・循

環器科・整形外科・外科・脳外科・麻酔科などそ

れぞれの専門性を有するスタッフが治療にあたる

Semi-closed ICUの形をとる。また最新のエビデ

ンスに立脚した治療を重視している。平成 19 年

度の集中治療部入室患者数は約 1,000 名であった。 

平成 19年には、これまでの集中治療室(ICU・

CCU)16床に増床し、術後管理・重傷急性期離脱

後管理を中心とした第 2 ICU 24床と救急外来か

らの夜間入院患者管理を中心とした救急病棟 10

床が新設された。 

（3）病床管理 

東大病院には重傷度に応じて、第 1 ICU、第 2 

ICU、一般病棟の 3段階の病棟がある。急性期病

院としての機能を最大限活用するためには、院外

からの患者受け入れ、重傷度に応じた入院床の決

定、急性期離脱後の速やかな転床・転院を推進す

る必要がある。これを可能にするために、第 2 ICU

が中心となって病院全体の病床管理を行なってい

る。 

（4）危機管理 

危機管理は大きく院内と院外に分けられる。院

内危機管理としては、院内で急変が起きた時に発

令されるコードブルーへの対応を始めとして、24

時間365日院内で起きる患者状態変化に対応して

いる。院外危機管理としては、東大病院は災害拠

点病院であると共に、災害派遣医療チーム

（DMAT）の依頼を受け、災害時の患者受け入れ

や医療チーム派遣に向けて、院内の災害対策マニ

ュアルの抜本的な改訂、災害医療に関するＥラー

ニングやシミュレーショントリアージ実技訓練、

入院棟・外来棟防災訓練、救急外来外部傷病者受

け入れ訓練などが進行中である。また、新救急外

来の廊下には災害時に多数の傷病者を受け入れる

ための、酸素および吸引設備をあらかじめ設置し

てある。 
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教 育 

M2 への系統講義では、救急医療の最前線の様

子、外傷初療、災害医療などの救急分野に関わる

最新の知見を講義し紹介する。さらに院内の災害

訓練に参加する事により、より実践的な経験を積

む。臨床実習ではシミュレーターによる心肺蘇生

法（BLS）の習得を行なっている。 

M3 ではクリニカルクラークシップを受け入れ、

救急部スタッフと一体となり救急外来や救急病床

での実際の診療への参加および第 1ICU や第

2ICU での入院患者の診療を経験する。またクリ

ニカルクラークシップ参加者には日本救急医学会

認定 ACLS 基礎(ICLS)
−

プロバイダ コースを開

催し、合格者には ICLS
−

プロバイダ コース終了

証を授与している。 

M4 では臨床統合講議において、重症救急患者

の診断と治療「ショック、意識障害、外傷、中毒、

感染症、熱傷、体温異常、痙攣など」についてケ

−

ーススタディ を提示し活発な議論を展開し、ま

た脳死、災害医療などの最近のトピックにも言及

する。また臨床実習においては、全員が ACLSを

習得した上で丸１日の救急車同乗実習でプレホス

ピタルの現場を経験し救急医療の最前線を体験さ

せている。また、東大病院救急集中治療部のみな

らず、都立墨東病院救命救急センター、公立昭和

病院救急部、さいたま赤十字病院救命救急センタ

ーなどの救急医療の現場でスタッフと共に２日半

行動を共にし、救急医療の現場を実習する。 

平成 16年度から卒後臨床研修が必修化されて、

全ての研修医が救急部門の研修を受けることが義

務付けられた。厚生労働省の研修指針に則り、救

急外来における一次から三次まで包括した総合診

療的救急医療を学習・実践している。また心肺停

止症例に対し、その適切な科学的な対処法につい

て、日本救急医学会認定 ACLS基礎(ICLS)プロバ

−

イダ コースを救急部配属期間中に開催し全ての

研修医に正しい心肺蘇生法を習得させ、実際の救

急現場で実践できるよう指導している。 

また初期臨床研修医を集中治療業務にも配属

し、病態生理や内科学的な観点から集中治療につ

いて理解できるように教育を行なっている。 

平成 18 年度から後期臨床研修が開始となり、

外傷初療や、多臓器不全やショック、各臓器不全

に対する機械的補助など、応用的な危機管理医学

について初期臨床研修医の指導的立場にたてる教

育を行なっている。 

災害危機管理については、研修医向けに英国か

ら世界に広まりつつある MIMMS（Major 

Incident Medical Management and Supｐorｔ）

に基づいた講義やトリアージ訓練、無線機を使用

した災害時の情報伝達訓練などを行っている。ま

た本院に勤務する全ての職種を対象に災害時の医

療対応に関する Eラーンイングを実施し、また病

棟看護師、初期臨床研修医、各科の指導医希望者

−

を対象にセミナーおよびトリア ジの実技訓練を

開催している。 

 

研 究 

基礎実験としては、電解活性水の臨床応用への

基礎研究、救急医療用MRIシステムの基礎研究、

動画像伝送を用いた病院前救護システムの構築、

心臓マイクロダイアリシス法による心筋局所の交

感神経活動の評価、心室スパイラルエントリーの

成立機構の研究等を継続的に行なっている。 

臨床実験としては、薬剤部、検査部、感染症内

科と研究協力を行ない、血漿分画製剤中に含まれ

るβ-D グルカンの体内動態についての疾患によ

る検討を行なっている。また血液浄化部との研究

協力で、CHDF膜による色々な薬剤の排泄率の in 

vivo、in vitroでの比較研究が現在進行中である。 

 

出版物等 

 

(1) Sakai K, Sanada H, Matsui N, Nakagami G, 

Sugama J, Komiyama C, Yahagi N. 



282 東京医学・第 120 巻・平成 22 年 10 月 

Continuous monitoring of interface pressure 

distribution in intensive care patients for 

pressure ulcer prevention. J Adv Nur 65, 

809-17, 2009 

(2) Kitsuta Y, Suzuki N, Sugiyama M, 

Yamamoto Changes is consciousness level 

and association with hyperglycemia as tool 

for predicting and preventing re-bleeding 

after spontaneous subarrachnoid 

hemorrhage Pre-hospital and disaster 

medicine, 2006; 21(3), 190-195. 

(3) Toru Sasaki, Sayaka Toriumi, Takahiro 

Asakage, Kimitaka Kaga, Daisuke 

Yamaguchi, Naoki Yahagi  

The Toothbrush; A Rare but Potentially Life 

Threatening Cause of Penetrating  

Pediatrics 2006(118), 1284-1286  

(4) Kobayashi K, Ikeda H, Higuchi R, Nozaki M, 

Yamamoto Y, Urabe M, Shimazaki S, 

Sugamata N, Aikawa N, Ninomiya N, 

Sakurai H, Hamabe Y, Yahagi N, Nakazawa 

H. Epidemiological and outcome 

characteristics of major burns in Tokyo. 

Burns 2005; 31S: S3-11. 

(5) Hale SI, Kloner RA, Katada S, Obayashi T, 

Ishii T, Nakajima S, Yahagi N. Myocardical 

ischemia and infarction. In Tisherman SA 

and Sterz F, editors. Therapeutic 

Hypothermia. New York: Springer; 2005. 

pp191-209. 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.120 Oct. 2010 283 

 

健康社会学/健康教育･社会学 
 

准教授 

山崎喜比古 

 

ホームページ http://www.hlthsoc.m.u-tokyo.ac.jp/indexj.htm/ 

 

 

沿革と組織の概要 

健康社会学教室（専門分野）は、1997（平成 9）

年度の大学院部局化によって、健康科学･看護学専

攻における旧保健社会学講座が二つに分かれた一

方の分野である。2007 年 4 月より、修士課程に

限ってではあるが、公共健康医学専攻に組み込ま

れ、その分野名も健康教育学を取り込み、健康教

育・社会学となった。 

2009（平成 21）年 10 月 1 日現在、教室主任と

して准教授 1 人、大学院生は修士課程 8 人、博士

後期課程 17 人、計 25 人（うち外国人 2 人、看護

師有資格者 11 人）、研究生 5 人から成る。スタッ

フ 1 人で担当するという事態を余儀なくされて

10 年になる。教室には、この他に客員研究員 30

数人が出入りしている。 

 

教 育 

健康科学・看護学専攻では、山崎准教授が夏学

期には「健康社会学特論Ⅰ：健康社会学のアプロ

ーチと理論および方法」、冬学期には「健康社会学

特論Ⅱ：保健医療看護における調査研究方法論」

を､公共健康医学専攻での｢健康社会学：概念と測

定｣と合同で、かつ朝倉隆司・石川ひろの両非常勤

講師の助けも得て開講した。公共健康医学専攻で

はこの他に、夏学期には、山崎准教授と中山和弘

非常勤講師とで「行動社会医学演習：人間社会研

究のための多変量解析法入門」を担当し、冬学期

には「健康教育学」の講義を分担した。 

当教室内では、毎週、大学院生を主とする教室

メンバーの研究論文を発表し討議する場として健

康社会学研究会を開き、また、国際誌の最新論文

の抄読会を社会ジャーナルクラブ（JC）と呼んで

毎週行ってきた。当教室では、2009 年度のこの 1

年間に、計 5 名が修士論文を提出し合格、また、

計 2 名がそれぞれ課程博士、論文博士として学位

論文を新たに提出し合格、博士号を授与された。

山崎准教授が教室を担当するようになった 1996

年度以降2009 年度末までの14 年間で修士号取得

者は 70 名、博士号取得者は 19 名となった。 

学部生の教育に関しては、山崎准教授が「健康

社会学」「社会調査実習」「人間・社会関係論」「社

会福祉･社会保障論」の科目を責任教員として担当

し、一部の科目は田村誠・坂野純子・高木安雄非

常勤講師らの助けも得て行われた。その他、「健康

教育学」「保健行動調査実習」を分担し、「原書講

読」「卒業論文」を引き受けた。社会調査実習や卒

業論文などには、少なからぬ大学院生がティーチ

ングアシスタントとして参加した。当教室は、こ

の 1 年間に、計 3 人の卒業論文の指導を受け持っ

た。 

 

研 究 

健康社会学/健康教育･社会学教室と各メンバー

が進めている研究は、対象やテーマの点で多様多

彩であるが、概括すれば、健康・病気と保健・医

療をめぐるさまざまな問題の解明に、行動、生活、
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集団、組織、地域、社会・文化、学習・成長、発

達、変動などに関する社会学や心理学、教育学、

行動科学の理論・概念と方法を応用した研究とい

うことができる。 

2009（平成 21）年度、当教室で進められた研

究には、以下のようなものがある。 

「 A. ア ン ト ノ フ ス キ ー の 健 康 生 成 論

salutogenesis と健康保持能力概念 SOC（Sense of 

Coherence）に関する研究」では、健康生成論と

SOC及びその類似概念ホープ(希望)などに関する

理論の紹介・普及と尺度開発を行うとともに、

SOC やホープ等の日本語版スケールを用いて、日

本の住民、患者・遺族、産業労働者、学生、親子

を対象に、SOC やホープの分布と要因ならびに機

能と効果に関する実証研究や日中間比較研究を行

ってきた。2008 年 5 月には、これまでの研究を

踏まえた SOC 研究のハンドブック『ストレス対

処能力 SOC』を出版した。 

1997 年にスタートした「非加熱血液製剤による

HIV感染被害と救済に関わる調査研究」では、一

貫して、調査研究の立案からまとめに至るまで当

事者と研究者が共同で行う当事者参加型リサーチ

方式と、質的研究と量的研究を併用した方法論的

トライアンギュレーションが取られてきた。2008

年 2 月には、2001～03 年度に行った遺族調査の

結果を、著書『薬害ＨＩＶ感染被害者遺族の人生

―当事者参加型リサーチから―』にまとめて出版

した。また、2004～05 年度に全国の薬害HIV感

染生存患者とその家族を対象として実施した面接

調査と質問紙調査による横断的研究の結果と、

1998 年と 2005 年に実施した質問紙調査に両年と

も回答してきた生存患者に対する縦断的研究の結

果をまとめる作業を新たな本の出版に向けて学会

等において発表してきた。 

以上の研究の一部も含めた研究プロジェクト

「病気・障害・ストレスへの積極的対処と人生再

構築に焦点化した健康社会学的研究」（代表:山崎

准教授）は、文部科学省から 2006 年度より 3 年

に亘る研究助成を受けて、様々な慢性疾患の患

者・障害者、その家族・遺族、さらに産業労働者

を対象に、生存・生活・人生というライフの全次

元に及ぶ困難のみならず、回復・対処・再構築の

営みやそれを推進する上で力となるものを「健康

への力」とも呼んで、その両面の実態を明らかに

するとともに、概念化･理論化を試みてきた。同様

の研究は、院生や研究生のそれぞれが代表となっ

て民間の財団から得た研究助成にも助けられて、

難病患者、乳がん患者、小児がん患児とその家族、

口唇口蓋裂患者、車イス利用高齢者、家族介護者

などを対象としても行われた。この他、学外の研

究者とも研究チームを組んで、「精神障害へのステ

ィグマとまなざしに関する国際比較研究」の一環

でもある日本での調査と分析を行ってきた。 

健康社会学教室におけるもう一つの伝統的な

研究プロジェクトは、「転換期の医療者-患者関係

とヘルスケアシステムに関する研究」である。

2008 年度には、厚生労働科学研究費の助成を受け

た「「学習処方箋」を用いた病院図書室機能の活性

化と協働の医療推進に関する研究」（代表:郡司｢医

療の質に関する研究会｣副理事長）の分担･協力研

究者として、山崎准教授と健康社会学/健康教育･

社会学教室メンバーは、患者中心医療や協働の医

療、ペイシェントアイズ、ヘルスリテラシー等に

関する文献研究と調査研究を行ってきた。 

また、山崎准教授ら教室メンバーは、2006 年度

以来、厚生労働科学研究プロジェクト「免疫アレ

ルギー疾患等予防・治療研究事業」の分担･協力研

究者として参加し、「慢性疾患セルフマネジメント

プログラム CDSMP」のプロセス評価とアウトカ

ム評価研究を行ってきた。CDSMP は、従来の行

動変容を主たる目標として専門家が個別の疾患患

者に提供する患者教育プログラムとは異なり、ス

タンフォード大学で開発され今では世界 20 カ国

以上に普及し約 5 万人の慢性疾患患者が受講し、
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その有効性も各国で次々と検証されている、訓練

された患者をリーダーとして、慢性疾患患者にお

いて病とともに生きていく自己効力感の向上と術

(すべ)と力の形成がめざされている、患者成長相

互支援プログラムとも言うべき新しいタイプのプ

ログラムである。2008 年度には、2006 年度に日

本慢性疾患セルフマネジメント協会が開始した

CDSMP の日本で最初のプロセス評価とプログラ

ム受講前後比較デザイン、受講開始から 3ヵ月後、

6ヵ月後、1 年後の追跡によるアウトカム評価の 3

年に亘る研究をまとめ、日本での CDSMP の有効

性を検証するとともに、患者成長相互支援メカニ

ズムに関する理論仮説を提示した。 

産業保健分野の研究としては、産業労働者に過

労やディストレス、ワーク･ファミリー・インバラ

ンスをもたらしやすい労働職場の環境条件改善を

重視するという観点と、労働負担のきつい職場で

ありながら元気に働き続けられそうに思える職場

が持つ環境条件や職場風土を探るという観点から、

産業労働者の疲労･ストレス研究を継続的に行っ

てきた。看護職や介護職、保育職などヒューマン

サービス職における心身負担特性と職務満足度と

の関係、ならびに疲労・ストレスや職務満足度と

医療事故や利用者満足度との関係に関する実証研

究や講演、執筆に取り組んできた。 
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沿革と組織の概要 

東京大学大学院医学系研究科健康科学・看護学

専攻精神保健学分野の前身は 1957（昭和 32）年

に医学部衛生看護学科に開設された臨床医学看護

学第四講座である。その後、1965（昭和 40）年

の衛生看護学科から保健学科への改組に伴い東京

大学医学部保健学科精神衛生学教室となった。精

神衛生学教室という名称での活動が長く続いてい

たが、1992（平成 4）年 4月、保健学科が健康科

学・看護学科に移行すると同時に精神衛生・看護

学教室となった。そして大学院重点化構想に基づ

く大学院講座制への移行に伴い、1996（平成 8）

年 4月に精神衛生・看護学教室は組織上、東京大

学大学院医学系研究科健康科学・看護学専攻健康

科学講座精神保健学分野および看護学講座精神看

護学分野の２つの分野となった。 

しかし平成 8年の大学院講座化以降も精神保健

学分野の教授が精神看護学の教授を兼任しており、

教室は教職員も院生も精神保健学分野と精神看護

学分野が一体となって活動している。また、学部

教育は従来の学部講座の担当を引き継いでいるた

め、医学部健康科学・看護学科での教育活動は精

神衛生・看護学教室として、あたっている。 

精神保健学分野は、教授 1、准教授 1、助教 1、

大学院生 21（博士課程 16、修士課程 5）、客員研

究員、研究生らによって構成されている。 

当分野の課題は、精神看護学分野との協力体制

のもとに、より広い視野を持ちながら、なおかつ

精神保健学領域の専門性を深めることのできる教

育と研究体制を推進することである。 

 

教 育 

精神保健学および看護学に関わる諸問題を研

究及び実践の対象としている当分野の学部教育は

講義と実習からなり、上述の通り、精神衛生・看

護学教室として精神保健学分野と精神看護学分野

が一体となって行っている。 

学部の講義は精神衛生・看護学教室の教員及び

非常勤講師全員によって行われている。学部での

講義は、精神疾病論(必修 2単位)、精神保健学(必

修 2単位)、人間心理学(必修 2単位)、行動測定評

価論(選択 2単位)、精神看護学(看護学コース必修

2単位)を担当している。実習は精神保健学実習(必

修 1 単位)および精神看護学実習(看護学コース必

修 3単位)を担当している。精神保健学実習及び精

神看護学実習では、多くの施設の協力を得て、大

学院生のティーチングアシスタントなども関与し

て行われている。 
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大学院教育は、精神保健学Ⅰおよび精神保健学

Ⅱが開講されており、平成 21 年度はそれぞれ精

神保健疫学の研究方法論および職場のメンタルへ

ルスをトピックスとして取り上げた。また、精神

保健学分野と精神看護学分野共通の教室セミナー

として、毎週水曜日夕方に、教室所属の大学院生

と研究生が参加して、研究計画に関する発表と議

論，文献紹介，学外講師による講義も行っている。 

 

研 究 

当分野では、心の健康問題とストレスの研究を

国際的視野から推進している。WHO 国際共同研

究の一環である世界精神保健日本調査は、わが国

最大規模の地域住民を対象とした精神疾患の疫学

調査である。労働者を対象とした職業性ストレス

の健康影響およびこれへの対策の効果評価研究も

当分野の中心的な研究活動の１つである。最近で

は，職場のメンタルヘルスに関する新しいトピッ

ク（ワーク・エンゲイジメント，ワーカホリズム，

組織公正性，職場のいじめ，ワーク・ライフ・バ

ランス）に関しても積極的に取り組んでいる。当

分野の研究テーマはさらに、精神科リハビリテー

ション、臨床心理学、心理療法、児童・思春期精

神保健など、多様な分野に及んでいる。これらの

研究の多くは国内外の機関や大学の研究者たちと

の共同研究で行われている。 
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沿革と組織の概要 

平成 21 年 4 月 1 日現在の構成員は、教授 1 （大

橋靖雄）、准教授 1（松山裕）、助教兼任 1（竹内

文乃）、特任助教 2（飯室聡、上村夕香理）、大学

院生 8、事務補佐 2、研究生 8、客員研究員 6、非

常勤講師 9 である。 

 

教 育 

平成 4 年度から、疫学・生物統計学に関してわ

が国では唯一といえる学部から体系化された教育

コースが実現している。この一連のコースとして

担当する講義は、疫学・生物統計学、統計情報処

理実習、応用数理、疫学研究の計画と解析・同実

習、医学データ解析・同実習であり、他に医学科

における統計学（M0）、さらに平成 18 年度まで

は医学系研究科クリニカルバイオインフォマティ

クス研究ユニット主催の教育プログラムのうち臨

床疫学・統計関連プログラムを担当してきた。ま

た、平成 19 年度からは医学系研究科公共健康医

学専攻で医学データの統計解析、医学統計学演習、

医学研究のデザインの 3 講義を担当している。 

疫学・生物統計学（必修）では、健康科学の基

本のひとつである健康・疾病現象の数量的把握に

ついて基礎的講義を行い、統計情報処理実習（必

修）では快眠をサポートするサプリメントや整腸

薬、肩こり軽減機器などの二重盲検試験、アトピ

ーやアレルギーに関するケースコントロール研究

などの研究テーマに対して医学研究の計画から実

施、発表までを主体的に体験させている。文献検

索と批判的吟味、プロトコル作成、データ収集、

コンピュータ利用による統計解析、レポート作成、

発表と討論という一連のプロセスを体験すること

によって、研究の実際を肌で感じることが目標で

ある。疫学研究の計画と解析（選択）では、臨床

試験、栄養疫学、環境疫学も含む疫学方法論をや

や上級のレベルで講義している。同実習は、卒論

生を対象として、現在進行中のプロジェクトに関

する紹介と討議を行っている。医学データ解析・

同実習（選択）では、統計パッケージ SAS を用い、

医学研究で頻用される統計手法の講義と実習を行

っている。応用数理（選択）は、線形代数・数理

統計という生物統計学の基本の講義と演習である。 

大学院生に対しては、生物統計学特論Ⅰ・Ⅱ、

疫学・予防保健学特論Ⅰ・Ⅱを開講している。こ
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れらは、他学部卒業生も対象とした入門的講義と

専門書の輪読からなっている。また、公共健康医

学専攻では、医学研究に役立つ実践的な講義を開

講している。医学データの統計解析（必修）で統

計的推測の基礎とともに、医学研究で日常的に用

いられる統計解析手法について実例を中心に講義

し、医学統計学演習（選択）では、前述の講義で

扱った主要な統計解析手法について、実例を用い

て 統計パッケージ SAS での演習を行っている。

また、医学研究のデザイン（選択）では、講義と

事例研究に基づいて主要雑誌に掲載されるレベル

の研究デザインについて理解するための基礎知識

習得を目指している。 

他に、医学系研究科全体に対する共通講義とし

て医学統計学入門を担当している。また、平成 14

年度に解説された東京理科大学（経営工学専攻）

医薬統計修士コースとは、特別研究学生制度を利

用し講義の相互聴講を行っている。 

平成 21 年度は卒業論文・修士論文・博士論文

をそれぞれ 1人、2 人、2人の学生・院生に対し

て指導を行った。 

 

研 究 

当教室で研究を行っているテーマを大別する

と(1)臨床試験の方法論、(2)動脈硬化を主な対象疾

患とした（前向きメタアナリシスによる）大規模

疫学研究のコーディネーションとデータ解析、

(3)time-to-event データの解析や因果推論などの

医学データ解析の方法論、(4)QOL 調査票や評価

尺度の信頼性・妥当性の研究、およびこれらを用

いた実証的研究、(5)ゲノム統計学及び cDNA アレ

イ データ解析、(6)医療技術の経済的評価に関す

る研究に分けられる。 

平成 13 年度に当教室の教官が中心となり、研

究者主導の疫学・臨床試験を支援することを主な

目的として NPO 日本臨床研究支援ユニット

(J-CRSU)が設立された。主な活動として,日本動

脈硬化予防研究基金による日本動脈硬化縦断研究

(JALS)のコーディネーション、財団法人パブリッ

クヘルスリサーチセンターによる乳癌臨床研究支

援事業のデータマネジメント、細胞移植治療臨床

試験のデータマネジメント、厚生労働省班研究で

行われている大規模な糖尿病臨床試験やがん戦略

研究（乳癌検診の大規模ランダム化試験）のデー

タマネジメント、移植学会の委嘱による腎移植登

録・追跡事業、乳癌学会の委嘱による乳癌登録事

業、前立腺予防財団による PSA 検診評価事業の

データマネジメントなどを行っている。研究室の

研究活動はこれらの J-CRSU の活動と密接に連

携しており、研究計画や統計解析の支援を研究者

側に与える一方で、方法論上の新しい研究テーマ

が見出されるという共存の形が生まれている。 

 

当教室では、基礎・臨床あるいは予防を問わず、

医学研究の統計的側面に関し多くの研究指導・研

究協力を他教室及び学外の研究者に対して行って

いる。 指導・協力の形態もデータ解析からより本

質的な研究計画立案に重みが移行しつつある。生

物統計学の分野は、わが国では欧米（特にアメリ

カ、イギリス）に比べて極端な人材不足であり、

また生物統計学の重要性が研究者に浸透するにつ

れ、これらに対するコンサルテーションの負担は

大学の一講座では耐えられない状況になっている。

そこで平成 19 年度に開設された寄附講座、臨床

試験データ管理学と共同でこれらを行い、外部の

本格的な研究者主導の臨床試験に対しては前述の

J-CRSU が支援を行う形をとっている。 
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沿革と組織の概要 

医療倫理学・健康増進科学分野の前身は保健管

理学教室である。 

旧保健管理学教室は、1966 年に設立され、

1974 年に田中恒男博士が最初の主任教授として

着任した。田中教授は日本の地域健康管理システ

ムの開発に大きく貢献し、地域健康管理に関する

保健管理システムとデータ管理システムの理論

に関する多数の論文を発表するとともに、健康科

学・看護学科の前身である保健学科の設立に携わ

った。 

1985 年に、郡司篤晃博士が二代目教授として

着任した。郡司教授は、大きく二つの研究プロジ

ェクトを担当した。一つ目は、身体活動と不活動

の健康影響に関する国際研究、二つ目は保健管理

システムに関する研究で特に保健経済と保健管

理の質に関する研究である。 

1996 年に、保健管理学教室は健康増進科学分

野と旧保健経済学分野の二つの分野に分離され

た。両分野は大学院医学系研究科に設立された。

1996 年から健康増進科学分野は川久保清博士が

助教授として担当し、1998 年に保健経済学分野

の教授として小林康毅博士が着任した。小林教授

は主に日本の医療政策に関する研究を行った。 

2001 年に、小林教授は同大学大学院医学系研

究科公衆衛生学の主任教授として異動した。 

2002 年からは、現在の主任教授である赤林朗

博士が小林教授の後任として着任し、保健経済学

分野は医療倫理学分野となった。健康増進科学分

野は、川久保清助教授の転任に伴い、2007 年よ

り李廷秀准教授が担当するようになった。 

医療倫理学・健康増進科学分野の平成 21 年度

の構成員は、教授 1、准教授 1、講師 1、助教 1、

技術専門職員 1、事務補佐員 3人である。その他、

客員研究員 7 人、学部非常勤講師 6 人、大学院

非常勤講師 8 人で、研究・教育にあたっている。 

大学院生は、医療倫理学分野の博士課程 2 人

（外国人 0 人）、修士課程 3 人（外国人 0 人）、

健康増進科学分野の博士課程 0 人（外国人 0 人）、

修士課程 1 人（外国人 0 人）である。 

 

教 育 

学部教育：医療倫理学・健康増進科学分野が平

成 21 年度に担当した健康科学・看護学科の学部
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講義・実習は以下の通りである。 

 

1）保健と教育（2 年、選択、2 単位） 

2）医療倫理学（3 年、必修、2 単位） 

3）保健健康管理（3 年、必修、2 単位） 

4）保健福祉行政Ⅰ、Ⅱ（3 年、選択必修、2 単

位） 

5）保健労働行政･法制（3 年、必修、1 単位） 

6）保健･医療管理論（4 年、選択、2 単位） 

7）健康増進科学（3 年、選択、1 単位） 

8）保健･医療管理実習（4 年、選択、2 単位） 

その他、健康科学・看護学概論の講義の一部を

担当した。 

教員は、順天堂大学医学部（医学・医療と社会）、

東京医科歯科大学大学院（高齢者看護・ケアシス

テム開発学）、東京農工大学大学院（生命倫理）、

埼玉県立大学（臨床倫理）など他大学の教育の協

力をおこなった。 

大学院教育：医療倫理学分野では、医療倫理学

特論Ⅰ、Ⅱ、演習Ⅰ、Ⅱ、実習Ⅰ、Ⅱを、健康増

進科学分野では、健康増進科学特論Ⅰ、Ⅱ、演習

Ⅰ、Ⅱ、実習Ⅰ、Ⅱを担当した。 

また、隔週で医療倫理学・健康増進科学共同の

研究会とともに健康増進科学に関する抄読会を

行い、教室員の教育･研究指導に努めている。 

 

研 究 

医療倫理学分野  

医療倫理学分野では、医療に関わる政策決定や

臨床現場での倫理的判断の基礎となる倫理・哲学

的理論、生命・医療倫理学のトピックスについて、

人文・社会科学的方法論を用いて多彩な教育研究

を行っている。授業では、医療倫理学に関する諸

問題を理解するだけにとどまらず、倫理的な考え

方を身に付けることを重視しているため、全体講

義や文献講読のほか、グループ・ディスカッショ

ンや演習などにも重点を置いている。 

なお、グローバル COE「次世代型生命・医療倫

理の教育研究拠点創成」では、①ライフサイエンス・

医療技術が日本社会および国際社会にもたらす倫理

的・法的・社会的諸問題に関して学際的に研究する

と共に、②国内外の研究拠点と連携することで、質

の高い国際ネットワークを形成している（GABEX

プロジェクト）。そして、③政策、研究および臨床と

いう実践の場に適した教育プログラムを提供してい

る。これら①～③により、今後リーダーシップを発

揮して国際的にも活躍できる高度な人材を養成し、

次世代の国際標準となる生命・医療倫理の教育・研

究拠点を創成することを目的としている

(http://www.cbel.jp/)。 

 

主な研究テーマ 

(1) 医療倫理学総論・歴史 

(2) 倫理学の諸理論(規範理論とメタ倫理学) 

(3) 政治理論(正義論) 

(4) 医療資源の配分 

(5) 臨床研究や疫学研究における倫理 

(6) 倫理委員会 

(7) インフォームド・コンセント 

(8) 守秘義務 

(9) 情報開示 

(10) 脳死・臓器移植 

(11) 遺伝子医療 

(12) 安楽死・尊厳死 

(13) 人工妊娠中絶の倫理性 

など 

 

健康増進科学分野  

健康増進科学分野では、健康科学の中でも人々

の生活習慣と疾病との関係、その予防・健康管理

活動に係わる調査・研究を通して、広い意味での

健康政策提言を目指した研究活動を行っている。

そのため、人々の健康の維持・増進に資する科学

的根拠を提示するための研究活動を基本として
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おり、地域・職域における健康づくりの効果的方

法・評価法の開発を行っている。研究の主なキー

ワードは 3 つに絞ることができる。すなわち生活

習慣病、生活習慣、健康管理である。これらのキ

ーワードをもとに、実験的あるいはフィールド調

査研究をおこなっている。生活習慣の中では健康

管理への応用の面から、日常生活における身体活

動・食生活についての評価方法ならびに各種生活

習慣病に及ぼす影響、またこれらの生活習慣の変

容による短期的・長期的効果、さらには行動変容

の長期継続に関わる個人的・環境的要因などにつ

いて、職域・地域において明らかにしようとして

いる。生活習慣病の領域では、特に肥満を中心に

血圧、糖・脂質代謝に関する研究を生活習慣との

関連から研究している。健康管理の領域では、健

康管理の費用・効果、地域・職域の健康づくりの

ための社会的・物理的環境評価に関する研究を行

っている。 

 

主な研究テーマ 

(1) 効果的な健康づくりプログラムの開発 

(2) 居住環境が生活習慣に及ぼす影響 

(3) 健康づくり支援環境の評価法の開発 

(4) 健康増進プログラムの費用効果に関する研究 

(5) 生活習慣変容が医療費削減に及ぼす影響 

(6) 身体活動量（運動を含む）評価ツールの開発 

(7) エネルギーバランスの変動に及ぼす生活環境

要因の定量化 

(8) メタボリックシンドロームと生活習慣に関す

る研究 

(9) 肥満の予防・改善に有効な食品摂取パターン

など 
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沿革と組織の概要 

当教室の前身は、1954（昭和 29）年に医学部

衛生看護学科に開設された基礎看護学講座である。

衛生看護学科は基礎医学系 2講座と看護系 6講座

の計 8講座で構成されていたが、1965（昭和 40）

年の保健学科への学科名称変更に伴って看護系講

座が 1講座のみに縮小されたため、当教室の名称

は看護学講座となり、学科における看護学教育の

ほとんどを担うことになった。1992（平成 4）年

4 月、学科名称は再度、保健学科から健康科学・

看護学科に変更され、看護系 2講座が増設された

ので、講座名称は基礎看護学講座に戻された。そ

の後、1996（平成 8）年 4 月の大学院部局化に伴

い、基礎看護学講座は看護管理学分野と看護体系･

機能学分野という 2 つの大学院分野となった。2

分野になった後も、両分野は一体として運営され

ており、現在は看護管理学の教授が看護体系・機

能学の教授を兼任している。また、学部教育につ

いては、従来どおり、基礎看護学教室として担当

している。 

当教室の平成 21年度における構成員は、教授 1、

助教 3、学部非常勤講師 6、大学院非常勤講師 4、

大学院博士課程 3、修士課程 2、研究生 1である。 

両分野が対象とする領域は、看護の原理や理論

などの概念枠組みをはじめ、対象の理解や技術の

適用に必要な具体的方法論などである。さらに、

看護師が質の高いケアを効率的に提供することが

できる組織や体制、管理・経営、および政策に関

する問題についても幅広く取り組んでいる。 

教育 

学部教育 

学部教育では、看護学コースにおける必修科目

として 2年次に基礎看護学Ⅰ（講義：2単位）、3

年次に基礎看護学Ⅱ（講義：2単位）、基礎看護学

Ⅲ（講義・演習：4 単位）および基礎看護学実習

（実習：2単位）、4年次に看護管理学（講義・実

習：2 単位）を開講している。また、健康科学・

看護学科全体の必修科目として、3 年次に救急処

置（講義・演習：1単位）を開講している。 

基礎看護学Ⅰでは、看護学の基盤となる知識の

習得を目標として、看護の歴史および制度、看護

理論、看護の対象の特性、看護の提供過程や提供

システムについて学ぶ。また、これらの知識の臨

床看護における適用の実際について知るために、

医学部附属病院の看護職員を講師として招聘し、

臨床看護の実際についての講義や学生との討論を

実施している。基礎看護学Ⅱでは、臨床場面にお

ける患者・看護師間のコミュニケーション、患者

の反応の理解、看護過程の展開などについて事例

を通した講義およびグループ演習を行い、看護に

おける対象理解の視点および方法について学ぶ。
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基礎看護学Ⅲでは、臨床場面での基本的な援助技

術について、学問的な根拠と実践を前提にした知

識・方法について学ぶ。各回、講義に続いて技術

演習を行い、対象の生理的・心理的反応と関連づ

けながら援助の方法を考察する。つづいて行われ

る基礎看護学実習では、入院患者 1名を 1週間受

け持ち、基礎看護学Ⅰ～Ⅲで学んだ患者・看護師

関係の構築、患者理解、看護過程の展開、基本的

技術を臨床場面に適用する。看護管理学では、保

健・医療システム、関連施設、各看護単位のレベ

ルにおける看護管理の方法について講義を行い、

諸課題の対応策について検討する。講義をふまえ

たうえで、病院における看護管理の実際について

実習し、看護管理者との話し合いを通して看護管

理の視点を養う。 

救急処置では、救急医療システムに関する基本

的知識および救急場面で必要な観察・処置につい

ての講義を行うとともに、学内演習で止血法、心

肺蘇生法、自動体外式除細動器（AED）の使用方

法を学ぶ。 

大学院教育 

大学院教育では、看護管理学特論Ⅰ・Ⅱ（各 2

単位）および看護体系・機能学Ⅰ・Ⅱ（各 2単位）

を開講している。 

看護管理学特論Ⅰでは、医療政策・医療経済の

動向、サービスの質管理、リスクマネジメントな

ど、看護管理を学ぶ上で基盤となる知識について

講義および論文抄読・討議を通して学んでいる。

看護管理学特論Ⅱでは、英文テキストブックと文

献の抄読を通して、マネジメントの知識の看護へ

の適用や課題について理解を深めている。看護体

系・機能学特論Ⅰ・Ⅱでは、看護領域で特に重要

と考えられる研究方法として、質的研究及び評価

研究について講義および論文抄読・討議を通して

学ぶ。 

これらに加えて、週 1回の教室セミナーにおい

て教室員（大学院生・教員）および研究生が各自

の研究課題に関連する文献レビューや研究計画・

進捗状況について発表し討議を行っている。 

 

研究 

看護研究は、人間の健康生活の中から生じる各

種問題を解決しようとする視点から出発する。し

たがって、研究方法としては、自然科学的方法の

みならず、社会科学的・人文科学的方法の双方の

アプローチが必要となる。特に看護管理学の研究

では、集団やシステムといった単位で事象をとら

えることが多いため、組織行動や政策に関する知

識体系の活用が必要となる。 

当講座の研究分野はおおむね次の 4領域からな

る。 

看護の質に関する研究 

臨床家にとって実用性の高い情報を提供し、患

者サービスの質の保証・改善に還元するために、

看護の質に関するデータベースの構築および統計

学的・経済学的手法を用いた分析に取り組んでい

る。具体的には、看護サービスの質向上を目指し

たベンチマーキングの方法論の開発と有効性の検

討、看護実践の質向上のための評価体系の構築、

看護サービスの質と患者意識・職員意識との関連

についての調査を実施している。また、これらの

研究課題については国際比較も実施している。 

人材マネジメントに関する研究 

個々の看護師の適性や能力を効果的に活用する

ために、さまざまな役割にある看護師の能力や発

達過程およびそれらに影響を及ぼす要因を明らか

にする研究に取り組んでいる。具体的な研究課題

としては、患者が看護師に期待する専門的能力、

専門看護師・認定看護師の組織的役割遂行能力、

看護管理者に必要な能力、看護提供チームのチー

ムプロセスなどであり、看護師の教育・人材配置

に活用可能な知識体系とすることを目指している。 

患者ケア環境・ケア技術に関する研究 

ケア環境及び方法論の側面からの研究として、
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具体的には、NICUにおける照明器具が児の生理

的反応に及ぼす影響や、感染管理の視点から

MRSAのリスク因子に関する研究、また、よりよ

い患者理解を可能にするための研究として、異文

化看護の現状と課題の明確化、教育方法の検討な

どを行っている。 

リスクマネジメントに関する研究 

医療事故防止のために効果的な方法論の開発を

目指して、エラーの起こりやすい看護技術につい

ての研究を行っている。具体的には、看護師が与

薬をする際の確認行動およびエラー発生との関連

についての分析を実施している。 

 

出版物等 

 

1. Sakaki H, Nishioka M, Kanda K, Takahashi 

Y. An investigation of the risk factors for 

infection with methicillin-resistant 

Staphylococcus aureus among patients in a 

neonatal intensive care unit. Am J Infect 

Control 2009; 37(7): 580-586. 

2. Takemura Y, Kanda K. Continuous knowing 

of patients: The Japanese nursing 

perspective.  In: Locsin RC, Purnell M, 

editors. A contemporary nursing process: the 

(un) bearable weight of knowing in nursing.  

New York: Springer Publishing; 2009. pp. 

463- 479. 

3. 真下綾子, 小澤未緒, 井上幸子, 菅田勝也. PFI

導入による経営環境変化に対応するために発揮

された看護管理者のコンピテンシー. 日看管理

会誌 2009; 13(2): 31-40. 

4. 野中らいら, 武村雪絵, 佐々木美奈子, 菅田勝

也. 看護師長のリーダシップに対するスタッフ

ナースのとらえ方と仕事への意欲の関連－変革

型リーダシップに注目して－. 日看管理会誌 

2009; 13(2): 66-72. 

5. 武内龍伸, 大西麻未, 菅田勝也. 看護に対する

患者の期待－文献レビューによる考察－. 日看

管理会誌 2009; 13(2): 81-88. 

6. 小澤未緒, 菅田勝也. 感覚刺激に対する新生児

の大脳皮質の神経活動に関する文献的考察. 日

新生児看会誌 2009; 15(1): 2-9. 

7. 菅田勝也. 看護評価の地平. 日看管理会誌 

2009; 12(2): 5-11. 

8. 西岡みどり，森那美子，坂木晴世，藤田烈，沼

直美，平松玉江，森兼啓太．日本における医療

関連感染サーベイランスと病院規模に関する文

献検討．国立看大研紀 2009; 8(1): 10-19. 

9. 菅田勝也．医療の質を引き上げる看護の力，ク

オリティ・インディケーター，ベンチマーキン

グに活かす指標．EB NURS 2009; 10(1): 71-73. 

10. 坂木晴世. ICTの情報力 ICTが知っておきたい

特殊部門の感染制御 NICU の感染制御. 感染

対策 ICTジャーナル 2009; 4(2): 145-149. 

11. Matsumoto A, Ishii H, Tsukazaki K, Kanda K. 

Implementation of the new health checkup 

service and health consultation by nurses in 

Japan. 1st International Congress in Nursing 

Research Education and Practice, O033; 2009 

Oct 15-17. 

12. Onishi M, Kanda K. The organizational role 

performance of nurse specialists in Japan. 1st 

International Congress in Nursing Research 

Education and Practice, O037; 2009 Oct 

15-17. 

13. Ozawa M, Sasaki M, Kanda K. Slowly 

increasing illumination of a procedural lamp 

by a dimmer switch prevents hypoxia in 

preterm infants. The 12th East Asian Forum 

of Nursing Scholars, P-2-32; 2009 Mar 13-14. 

 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.120 Oct. 2010 301 

 

家族看護学 
 

准教授 

上別府圭子 

講師 

山崎あけみ 

助教 

村山志保、杉下佳文、山本弘江 

 

ホームページ http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/fn/ 

 

 

沿革と組織の概要 

家族看護学講座は、平成 4年度に新設され、平

成 21年度の構成員は、准教授１、講師 1、非常

勤講師 5、助教 2、技術官 1、大学院博士課程 9、

修士課程 7、卒論生 3名、客員研究員 14である。 

 

教 育 

医学部健康総合科学科学部学生を対象にした

教育では、看護学コースの学生を対象に小児看護

学（3年生は講義１単位、保育所実習 1単位、4

年生は講義 1単位、病棟実習 2単位）、助産学コ

ースの学生を対象に助産学Ⅲ（講義 2単位）、健

康科学コースをあわせた全学生を対象に家族看

護学 2 単位、病態生理免疫学 1 単位を担当し、

全体で講義 7 単位、実習 3 単位の教育を行なっ

ている。これに加えて助産学実習の一部も担当し

ている。また、大学院を対象に家族看護学特論 I、

II各 2単位と家族看護学演習 I、II、実習 I、II, 各

4単位計 16単位を担当している。また、医学集

中実習「トランスレーショナルリサーチ看護学入

門」2単位、看護コンサルテーション特論 2単位

を担当している。 

 

 

研 究 

当教室・分野では、いわゆる健常な家族および 

看護や介護を必要とする家族員を抱えた家族に

関して、周産期から高齢期までさまざまな発達段

階にある家族を対象とした研究を行なっている。  

現在進行中のテーマは、 

1）小児がん経験者の PTSD/晩期合併症に関する

研究 

2）産後のメンタルヘルスと育児支援に関する研

究 

3）精神疾患をもつ人のセルフケアと育児に関す

る研究 

4）子どものための QOL尺度開発 

5）家族の形成期に関する質的研究 

6）子どもを亡くした家族の喪の過程に関する研

究 

7）小児がんの子どもの症状マネジメントに関す

る研究 

8）慢性疾患をもつ子どもの家族・きょうだいの

研究 

 

中でも「周産期からの虐待予防を実現する家族

看護技術の確立と医療連携システムモデルの構

築」では、平成 21年度～23年度文部科学省科学
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研究費補助金を受け、周産期メンタルヘルスと育

児支援のシステム構築に関して、東京大学医学部

附属病院および、近隣地域の方々とともに研究を

進めている。 

また、「小児がん経験者の晩期合併症の実態」、

「小児がん経験者の復学支援」に関する研究は、      

平成 16～18 年度文部科学省科学研究費補助金

による研究から引き続き、厚生労働省がん助成

金研究班として、全国の小児がん研究者や患

者・家族支援団体と協力しながら研究を進めて

いる。 

さらに、家族ケア症例研究会、および家族ケア

フォーラムを定期的に開催し、近隣の看護系大学

や医療機関、教職員との連携をもとに家族看護の

実践に関する理解を深め、家族看護学の臨床・研

究の質の向上および家族看護学の確立をめざし

ている。 
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沿革と組織の概要 

地域看護学教室は 1992年に発足し、平成 10年

に地域看護学分野と名称が変更された。平成 18

年度より、健康科学・看護学専攻に保健師コース・

看護師コースが新設されたことにより、行政看護

学分野も兼ねている。平成 21 年度の構成員は、

教授 1名、講師 1名、助教 2名、大学院生 24名(う

ち修士 168名、博士 8名)、卒論生 1名である。

他に非常勤講師 6名、客員研究員 19名である。 

 

教 育 

本分野が担当している学部学生に対する教育

は以下の通りである。なお、保健師国家試験受験

希望者には全て必修科目である。 

1) 地域看護学(3年、4単位) 

地域看護学は地域で生活している個人、家族、

特定集団を対象に、健康増進、疾病の予防と回復、

日常生活や社会生活への適応を図るための支援方

法を探求する学問である。そのための対象論と方

法論について講義する。内容は、地域看護の概念・

機能、地域看護の発展過程、地域看護活動の対象・

場の特性、地域看護診断の方法と地域看護活動の

実際などである。 

2) 在宅看護論 (4年、2単位) 

在宅療養者をとりまく社会状況や保健医療福

祉のしくみの理解を踏まえて、在宅療養者の生活

や健康上の問題に対する個別的・家族的アプロー

チの方法、ケアプランの組み方、ケアの提供方法、

ケア・システムなどに関する講義を行う。 

3) 保健指導論 (4年、2単位) 

地域で生活する人々の健康の保持増進を図る

ための支援技術である、保健指導の方法と実際を

学ぶ。具体的には、個別指導、集団指導、家庭訪

問、健康診査等であり、集団指導実施演習も行う。 

4) 地域看護学実習(4年、2単位) 

地域看護活動が展開されている場で実践活動

に参加、もしくは見学することによって、人々の

健康を守るしくみを理解する。また、実習先の活

動を通して地域看護の原則、及び共通する技法な

どを具体的に理解し、将来看護職として幅広く活

動できる基本的能力を養う。具体的には、保健セ

ンター・保健所などでの臨地実習を行なう。 

5) 在宅看護論実習(4年、1単位) 

地域で生活しながら療養する人々とその家族

を理解し、在宅での看護の基礎を学ぶ。また在宅

で提供する看護を理解し、基礎的技術を身に付け

他職種と協働する中での看護の役割を理解する。

具体的には、訪問看護ステーションと病院の退院
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支援部門で実習を行う。 

 

大学院生に対する教育内容は以下の通りであ

る。 

1) 地域看護学特論Ⅰ (2単位) 

コミュニティレベルの健康およびその理論・実

践・研究と地域看護活動の方法論の一つである地

域組織活動の理論と応用を学ぶ。 

2) 地域看護学特論Ⅱ(2単位) 

地域看護学に関する研究の現状と課題、および

地域看護学研究の方法論について学ぶ。 

3) 行政看護学特論Ⅰ(2単位) 

修士レベルの欧米の教科書を使い、地域看護の

上級実践に必要な、地域看護の理論、地域のアセ

スメント、問題の発見、優先順位の決定、対策立

案・実施・評価などについて学ぶ。 

4) 行政看護学特論Ⅱ(2単位) 

公共政策・地域福祉の専門家からの講義を通じ、

国や自治体の政策形成、自治体の政策立案や制度

の運用・評価方法、保健師の施策化への関わり方

を理解する。 

5) 地域看護学演習Ⅰ、Ⅱ、同実習Ⅰ、Ⅱ 

特に、「保健師コース」では、「継続的家庭訪問

実習」「地域診断・活動実習」「地域看護管理実習」

の 3タイプの実習を行っている。 

さらに、毎週火曜日の午前には抄読会を行い、

学術論文の抄読や、研究計画・進捗状況の検討を

行っている。また、毎月第 3 金曜日の夕刻には、

教室研究会を行い、地域看護学に関連した学際的

な研究分野の外部講師を招聘し、様々なテーマで

教室研究会を行っている。そのほか、学部学生の

卒業論文、大学院学生の論文指導に個別にあたっ

ている。 

 

研 究 

本分野では、地域で生活する人々を、個別に、

また家族や集団、地域全体としてとらえ、その健

康やQOLの向上をめざした研究を展開している。

また、保健師の技術の抽出と体系化に関する研究

にも重点を置いている。文部科学省科学研究費、

厚生労働科学研究費等のほか、民間の財団からも

助成金を得て研究を実施している。 

 

現在、本分野において進行中の主な研究プロジ

ェクトは以下の通りである。 

1) 保健師の地域看護活動モデルの開発 

地域保健機関との協働により、地域風土・文化

に応じた保健師による地域看護活動の評価方法を

開発し、その後の新たな看護活動を効果的に行う

ための方法論を開発することを目的としている。

保健師が先駆的に実施してきた地域看護・保健活

動を取り上げ、いくつかの小地域で、その実行度

や現状を評価し、小地域の特徴に応じた活動の展

開方法について検討している。 

2) 保健師の支援技術の明確化と標準化 

個別支援・施策化・結核患者支援などに焦点を

当てて、保健師の支援技術を明確化・標準化する

ことを目指している。具体的には、熟練保健師の

面接内容の記述・分析、支援内容の抽出、既存理

論との比較検討、実態調査、支援に関連する要因

探索研究等を行っている。また、文献レビューと

実地調査による、個人・集団･地域を対象とした保

健指導ソリューションの開発も行っている。 

3) 地域ケアシステムの構築と評価 

地域や組織において、新たなサービスやシステ

ムを創出したり、既存のシステムの改善を行うと

ともに、その効果を様々な手法で評価する研究を

実施している。自治体における 24 時間在宅ケア

システム、病院からの退院支援システムなどを、

実践者と密接に協力しながら構築し、その効果を

評価している。また、住民組織活動・組織間ネッ

トワークの推進に向けた研究も行っている。 

特に、24 時間在宅ケアシステム研究においては、

訪問看護ステーションにおけるモデル事業を通し
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て、24 時間訪問看護サービス体制の構築方法の明

確化と効果の検証を行っている。また、訪問看護

における介護職との同行訪問の効果測定や、訪問

看護ステーションの効率性の測定手法の開発にも

取り組んでいる。 

4) 退院支援に関する研究 

退院支援とは、患者・家族が療養場所を円滑に

移行できるようにするための、多職種による支援

プロセスであり、その必要性はますます高まって

いる。当教室では、退院支援内容の明確化・標準

化、退院支援のアウトカム指標の開発、病棟看護

師に対する退院支援教育プログラムの開発、退院

支援体制のあり方に関する研究、看看連携の実態

調査とガイドライン作成などに取り組んでいる。 

5) 子育て支援 

地域保健における母親の育児不安の予防･軽減、

地域および産業保健分野での、就労する母親･父親

の仕事と育児の両立支援に寄与するために研究を

行っている。具体的には、就労者の家庭と仕事の

両立支援環境と抑うつ、共働き世帯での父親の仕

事と育児、育児期の家族における健康意識と行動、

幼児をもつ母親の育児困難感と子どもの行動特性

などをテーマに取り組んでいる。児童虐待防止に

向けた多職種によるネットワークの構築に関する

研究も行っている。 

6) 疾患や障害とともに生きる人々の健康や QOL

の向上をめざした研究 

様々な疾患や障害とともに生きる人々の健康

や QOL の向上をめざした研究を行っている。具

体的には、内科病棟における高齢患者の計画外再

入院にいたる経過の分類、介護療養型医療施設入

所者の状態像・入所までの経緯・入所継続理由、

都市部高齢者における閉じこもり予備軍の類型化、

ダウン症候群の子どもを出産した母親の心理的経

験、入院中の結核患者の感じていることや病気へ

の受け止めに関する研究も行っている。 
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沿革と組織の概要 

成人保健・看護学教室は，平成 4年の保健学科

から健康科学・看護学科への改組に伴う看護学講

座の拡充により，それまでの成人保健学教室の伝

統を引き継いで設けられた，40 数年の歴史を持

つ教室である．平成 9年の大学院重点化以降，成

人看護学分野とターミナルケア看護学分野とい

う 2分野構成となり，平成 18年度からターミナ

ルケア看護学分野は緩和ケア看護分野と名称が

変更になった．また，特に緩和ケア・幹細胞移植

看護についての専門性を高める教育を行う専門

看護師教育コース（がん看護）を平成 20年度よ

り新設した． 

 

教 育 

学部教育では，成人看護学に関する講義・演

習・実習ならびに成人看護学の基盤となる疾病論

I・IIの教育責任を教室として預かっている． 

大学院教育についても 2分野協力して運営し，

特に，研究の基礎を体験を通して学ぶ博士課程前

期（修士課程）では，両分野の効果的・効率的な

運営を心がけている．大学院生は教室の両分野，

専攻あるいは医学系研究科が提供する研究に関

する種々の講義・演習を踏まえて，各自の興味・

関心を研究疑問として発展させて，あるいは教員

の持っているさまざまなプロジェクトに参加し

て，修士論文や博士論文を作成している．その過

程そのものを看護学の研究者養成教育の一環と

して捉え，特に教室での修士論文・博士論文作成

に関するゼミに力を注いでいる． 

 

研 究 

成人期における看護についてさまざまな視点

から研究に取り組んでいる．ひとつは疾病のコー

スに沿った看護という視点であり，慢性期を中心

として，回復期からターミナルの時期まで，さら

には，遡って発症前の予防段階へも眼を向けた，

非常に幅広い期間における看護である．この期間

において看護を要する人々がどのような状態に

あるのかの理解に資する研究や，それらの人々に

対する効果的・効率的な看護ケアについての研究

を行なっている． 

別の重要な視点として，研究・開発した看護ケ

アをどうしたら人々にうまく届けることができ
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るかという看護提供システムに関しての課題が

ある．慢性期およびその前後の未発症段階や回復

期の人々，あるいはターミナル期の人々を対象に

するということで，外来，在宅あるいは緩和施設

など，人々に看護ケアが提供されるさまざまな場

での看護提供のあり方やその継続性について検

討を重ねてきている．また，それらの場で看護に

携わる看護職を対象に，ケア上で遭遇する困難に

ついても，その解消・改善がケアの向上に関わる

重要な事柄と捉えて，取り上げている． 

また，以上の研究において必要となる評価の指

標や尺度の開発も，課題として行なってきている． 

 

以下に挙げた研究領域は，今までに手がけてき

たものである．成果の詳細，研究費獲得状況など

は，本教室ホームページの研究業績および教室年

報を御覧頂きたい．また，これまでの研究のなか

で開発した評価尺度などは，広く活用されるよう，

本ホームページ上で「著作・開発尺度」として公

開している． 

 

1) 慢性病(chronic illness) をもつ人々への看護 

慢性病の人々が病をもちながら日常生活を送

る上では症状コントロールのための自己管理が

必須である．看護には，人々がそれぞれの生活の

中で自己管理を継続してその人らしく生きてい

くことを支える重要な役割がある． 

これまで，いくつかの疾患について人々が経験

している日常生活上の困難を把握する方法を開

発し，それを用いて困難の実態を記述してきた．

あわせて困難を軽減するための症状コントロー

ル支援に関わる研究を行なってきた． 

以下，その概要について，一部，論文公表準備

中のものも含めて述べる． 

・糖尿病（ＤＭ）：糖尿病患者の急増に対する

予防方策として 2 型糖尿病患者の子を対象とし

た非対面式介入による発症予防プログラムを作

成しその効果を評価した．その結果，子を対象に

予防的介入を行うことの効果の高さが示された．

今後，さらに規模を拡大し，健診施設等における

予防活動に応用していく．その他，糖尿病患者の

療養行動に関するQOLをアセスメントするツー

ルとして，食事関連 QOL・運動関連 QOL(併せ

て療養行動関連 QOL)尺度を作成した． 

・循環器疾患：心不全患者のセルフケア行動に

着目し，ヨーロッパ心不全セルフケア行動尺度日

本版の作成と妥当性・信頼性の検証，セルフケア

行動関連要因の探索，およびセルフケア行動が疾

患アウトカム(再入院)に及ぼす影響の検討を行

なった．現在，セルフケア行動向上を目的とした

疾病管理プログラムの開発し，その評価を行なっ

ている．また，虚血性心疾患に対する血行再建術

を行う患者のＱＯＬ評価のための尺度の日本版

の作成と妥当性・信頼性の検証を行なった．さら

に，先天性心疾患を持った成人患者における成人

医療への移行に関する研究も行なっている． 

  ・肝胆膵疾患：膵臓癌患者，肝臓癌患者の QOL

向上に資するべく，各疾患の疾患特異的 QOL 尺

度として全世界で使用されている EORTC-QLQ

尺度モジュールの日本語版の作成に着手してい

る．尺度完成後は，各々の疾患患者の QOLに影

響する要因の探索を行う予定である．肝細胞癌モ

ジュールでは，Phase4の国際研究に参加してい

る． 

・HIV/AIDS：HIV/AIDSに関するセルフケア

行動について，その構造とセルフケア実行に

関する障害を明らかにし，セルフケア支援に

有用なツールを作成した．また，抗 HIV 療

法を行なっている患者で問題となる高脂血

症に対する介入支援を行なっている． 

・慢性腎 臓病（ Chronic Kidny Disease, 

CKD)：CKD 患者の stage 進行防止に資すた

めに，CKD セルフケア行動尺度を開発し，

併せて知識評価尺度の日本版を作成した． 
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2) 先端医療（移植）患者・ドナーの看護 

先端医療としての移植医療では患者・ドナーと

もに，さまざまな新しい困難を経験する．その軽

減も看護の重要な役割である．東大病院は生体肝

移植，骨髄移植に関して世界あるいは全国有数の

施設であり，東大病院での症例を対象に成人生体

肝移植患者のＱＯＬの記述，ドナーの術前・術後

を通した経験の記述を行なった． 

ドナーコーディネートが移植において重要な

役割を持つことはいうまでもないが，血縁者間造

血幹細胞移植においては統一されたドナーコー

ディネートの指針が存在しない．我々は血縁者間

造血幹細胞移植ドナーコーディネートの指針の

作成と，その導入による効果の検討を行なった． 

欧米で先行している膵島移植に関し，我が国の

１型糖尿病患者の認識と希望について調査した． 

 

3) 外来看護提供システム 

近年，入院期間の短縮化、慢性疾患の増加、お

よび高齢人口の増加により、病院外来や在宅ケア

の領域における看護の役割は大きく変化してき

ている。成人看護学分野では，そのような状況の

中で特に慢性疾患の自己管理を支援する上での

外来での相談･指導の役割に注目し，以下の調査

を全国規模で行い，看護活動推進に関する啓発活

動，政策への提言を行なっている． 

HIV/AIDSに関して，患者の服薬アドヒアラン

スを高める看護支援について，外来における療養

相談体制の整備の重要性を示した．また，今後の

急増が懸念される糖尿病に関して，糖尿病を専門

とする看護師の配置が医療安全体制や一般看護

師の糖尿病看護能力に与える影響について，全国

の病院外来での看護支援に関する実態と課題を

明らかにする調査を行なっている． 

 

4) 専門緩和ケアサービスの評価と質保証 

わが国の緩和ケアサービスは主として一般病

棟における緩和ケアチーム，緩和ケア病棟，在宅

緩和ケアで供給されている．我々は，症状コント

ロール，コミュニケーション等を中心とした，緩

和ケアサービスの評価の研究を行なっている． 

  

5) 緩和ケアシステムの連続性 

終末期がん患者の療養場所として，一般病棟，

緩和ケア病棟，在宅がある．この療養場所の移行

に関するシステム整備のための研究を行なって

いる．具体的には療養場所に対する選好やその関

連要因の探索，一般病棟もしくは緩和ケア病棟か

ら在宅へのシームレスな移行を可能にする要因

の探索である． 

 

6) 在宅緩和ケア 

多くの患者が終末期の在宅療養を希望するが，

現実的には困難が多く，わが国の緩和ケアにとっ

て最も重要な課題のひとつである．我々は先駆的

な在宅緩和ケア施設との共同研究により，在宅緩

和ケアを受けている患者・家族調査による療養実

態に関する研究，遺族調査による看取り体験の記

述・評価研究を行なった．また，地域緩和ケアシ

ステムを構築するプロジェクトにも積極的に参

加している． 
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沿革と組織の概要 

母性看護学・助産学分野は、平成 14 年に設置

された。平成 21年度の構成員は、教授（兼担）1

名、講師 2名、助教 1名、非常勤講師 10名、大

学院生（博士課程）4名、研究生 1名、客員研究

員 2名であった。 

 

教 育 

学部および大学院教育として、母性看護学・助

産学の単位を担当している。 

学部教育では、看護学コースの学生を対象とし

て母性看護学の講義 2単位（3年生）、実習 2単位

（4年生）の計 4単位を行っている。また、助産

学教育課程を専攻した学生を対象として助産学の

講義 6単位、実習 8単位（4年生）の計 14単位

を担当している。 

大学院教育では、母性看護学・助産学特論Ⅰ、

Ⅱ、同演習Ⅰ、Ⅱを行っている。 

 

研 究 

当分野は、周産期における母子の健康だけでな

く、女性の生涯を通じた健康づくりに焦点を当て

て研究に取り組んでいる。現在の主な研究プロジ

ェクトは以下の通りである。 

1. 保健指導のエビデンスの創出 

1) 妊娠・産褥期における母体の栄養・体重管理に

関する研究 

妊娠期のヘルスケアを見直すため、妊婦外来で

の栄養指導および母体体重管理方法の現状を調査

し、問題点を考察している。 

2) 妊娠中の日常生活習慣と酸化ストレスとの関連 

妊娠中の酸化ストレスについて、適切に評価で

きる生化学的パラメーターを探索し、日常生活習

慣との関連を調べ、適切な保健指導を考察するた

めの基礎資料を得ることを目的としている。 

3) 妊婦の体組成と新生児体重に関する研究 

母体体重、体組成、脂質代謝系の測定、および

日常生活習慣や食習慣、身体活動量の調査により、

妊娠中のより適切な体重管理や生活習慣について

検討している。 

4) 妊娠中の血漿総ホモシステイン値と出生体重

に関する研究 

妊娠中のビタミン類の摂取不足が関連する血漿

総ホモシステイン値が、出生体重の予測因子とな

り得るか、血漿総ホモシステイン値に関連する生

活習慣要因を検討している。 

5) 妊娠中の自記式食事歴法質問票の妥当性・信頼

性の検討、及び栄養素摂取量の過小報告・過大
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報告に関連する要因の検討 

妊婦健診で簡便に使用できる自記式食事歴法質

問票の妥当性・信頼性を、バイオマーカーを用い

て検討するとともに、自己申告値の栄養素摂取量

が過小・過大に報告される頻度、誤報告に関連す

る要因を検討している。 

 

2. より正確な分娩進行評価・予測指標開発 

1) 血清 13, 14-dihydro-15-keto-prostaglandin 

F2α (PGFM) 値 お よ び 、 Nitric oxide 

metabolites (NOx) 値と分娩時間、分娩後出血

量との関連から分娩進行評価や出血リスクの

予測における利用可能性について検討してい

る。 

 

3. 産後のボディ・マネジメントの支援体系構築 

1) 産後のインナーマッスルの機能評価に関する

研究 

超音波診断装置を用いた腹横筋・骨盤底筋群機

能の評価方法を確立し、産後のインナーマッスル

の機能と腹圧性尿失禁症状との関連を検討してい

る。 

2) 骨盤底筋機能低下の予防・回復プログラムの開発 

ボディ・マネジメントの支援を目指し、バイオ

フィードバックのツールとして、超音波測定を取

り入れたプログラムの開発を目的としている。 

3) 産後女性の体重・体組成変化と母乳育児 

産後女性を対象とし、体重や体組成の経時的変

化と生活要因との関連について研究している。 
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沿革と組織の概要 

東京大学大学院医学系研究科健康科学・看護学

専攻精神看護学分野の前身は 1957（昭和 32）年

に医学部衛生看護学科に開設された臨床医学看

護学第四講座である。その後、1965（昭和 40）

年の衛生看護学科から保健学科への改組に伴い

東京大学医学部保健学科精神衛生学教室となっ

た。精神衛生学教室という名称での活動が長く続

いていたが、1992（平成 4）年 4 月、保健学科

が健康科学・看護学科に移行すると同時に精神衛

生・看護学教室となった。そして大学院重点化構

想に基づく大学院講座制への移行に伴い、1996

（平成 8）年 4月に精神衛生・看護学教室は組織

上、東京大学大学院医学系研究科健康科学・看護

学専攻健康科学講座精神保健学分野および看護

学講座精神看護学分野の２つの分野となった。 

しかし平成 8 年の大学院講座化以降も精神保

健学分野の教授が精神看護学の教授を兼任して

おり、教室は教職員も院生も精神保健学分野と精

神看護学分野が一体となって活動している。また、

学部教育は従来の学部講座の担当を引き継いで

いるため、医学部健康科学・看護学科での教育活

動は精神衛生・看護学教室として、あたっている。 

精神看護学分野は、教授 1（兼任）、講師 1、

大学院生 8（博士課程 5、修士課程 3）、客員研究

員、研究生らによって構成されている。 

当分野の課題は、精神保健学分野との協力体制

のもとに、より広い視野を持ちながら、なおかつ

精神看護学領域の専門性を深めることのできる

教育と研究体制を推進することである。 

 

教 育 

精神保健および看護学に関わる諸問題を研究

及び実践の対象としている当分野の学部教育は

講義と実習からなり、上述の通り、精神衛生・看

護学教室として精神保健学分野と精神看護学分

野が一体となって行っている。 

学部の講義は精神衛生・看護学教室の教員及び

非常勤講師全員によって行われている。学部での

講義は、精神疾病論(必修 2単位)、精神保健学(必

修 2 単位)、人間心理学(必修 2 単位)、行動測定

評価論(選択 2単位)、精神看護学(看護学コース必

修 2 単位)を担当している。実習は精神保健学実

習(必修 1 単位)および精神看護学実習(看護学コ

ース必修 2 単位)を担当している。精神保健学実

習及び精神看護学実習では、多くの施設の協力を

得て、大学院生のティーチングアシスタントなど

も関与して行われている。 

大学院教育は、英文文献抄読を通じて

Wellness に関するトピックについて検討する精

神看護学特論Ⅰおよび研究方法について学ぶ精

神看護学特論Ⅱが開講されている。また、精神看
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護学分野と精神保健学分野共通の教室セミナー

として、毎週水曜日夕方に、教室所属の大学院生

と研究生、教員らが参加して研究発表と討議を行

っている。また、大学院生や研究生、教室出身の

OBOG らが参加し、精神保健看護学領域に関す

る最新の実践についてその実施方法やエビデン

スについて取り上げる研究会や、それぞれの研究

計画についてディスカッションする勉強会など、

有志による勉強会が多数行われている。 

 

研 究 

当分野の教員および大学院生は、精神保健およ

び精神看護学全般に関わる諸問題を研究の対象

として活動している。 

研究テーマは多岐にわたり、精神健康に困難を

有する人にとってのリカバリー、精神保健領域に

おける健康の自己管理、ピアサポート、精神疾患

を有する人の地域生活支援（精神科訪問看護、地

域での包括支援等）、スティグマ、家族介護者の

介護負担、精神科クリニカルパス、認知症高齢者

の行動心理学的症候（BPSD）、精神科医療に対

する患者満足度の研究などに取り組んでいる。 
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沿革と組織の概要 

老年看護学教室は、平成 15 年 6 月に開講され

た教室である。平成 2１年度構成員は、教授 1、

特任講師 1、助教 2、特任助教 1、学部非常勤講師

2、大学院非常勤講師 5、大学院生 20（修士 11、

博士後期 9）、学部生 2、研究生 4である。平成 18

年度より、創傷看護学分野が開講され、現在は 2

分野の教育・研究活動を行っている。教室の基本

方針は、"エビデンスに基づいた老年看護学／創傷

看護学の実践と展開"である。 

 

教 育 

1. 学部 

1）「老年看護学」（3－4年次，4単位） 

3年次の学習目標は、「高齢者の身体的、心理的、

社会的特徴を理解し、老年看護の基本に必要とな

る理論を学ぶ」である。平成 2１年度の主な内容

は、①高齢者模擬体験（演習）、②高齢者の理解（現

代の高齢者像）、③高齢者の健康と社会システム、

④高齢者に特徴的な症状に対するケアと研究 1

（歩行障害）、⑤高齢者に特徴的な症状に対するケ

アと研究 2（栄養）、⑥高齢者に特徴的な症状に対

するケアと研究 3（褥瘡）、⑦高齢者に特徴的な症

状に対するケアと研究 4（感染症）、⑧最近の高齢

者医療研究の動向、である。 

また、4年次の学習目標は、「高齢者に適切な看

護を提供するために必要となる高齢者特有の疾

患・病態について学習する」である。平成 20 年

度の主な内容は、①加齢と呼吸器疾患、加齢に伴

う身体の変化、②加齢と骨粗鬆症、加齢と腎臓・

高血圧・脳卒中、③加齢と認知症、加齢と循環器

疾患、④高齢者の摂食・嚥下障害、⑤高齢者の栄

養管理、⑥高齢者の薬物療法である。 

なお、4 年次の授業に際しては、本学医学部加

齢医学講座および医学部附属病院の教職員による

協力の下に展開している。 

2）「老年看護学実習」（4年次，3単位） 

実習目標は、「介護老人保健施設の高齢者を通

して、高齢者看護のあり方を学ぶ。」である。平成

2１年度は、医療法人社団龍岡会、龍岡介護老人

保健施設の協力の下に展開した。 

3）卒業論文（4年次，6単位） 

平成 2１年度の実績は以下の通りである(2題)。 

“Determining the optimal inner air cell 

pressure of an alternating air mattress” 

“体圧を用いた自動体位判定アルゴリズムの提案“ 

以上のうち前者は審査において最優秀と判定

され、卒論賞の対象となった。 
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2.大学院 

1）「老年看護学特論Ⅰ」（夏期，2単位） 

2）「老年看護学特論Ⅱ」（冬期，2単位） 

学習目標は、「『高齢者』に関連する今日のテー

マについて研究の動向や課題を理解する」ことで

ある。平成 21 年度「特論Ⅰ」では、特に高齢者

の薬物療法に焦点を当て、論文の抄読を通して、

高齢者の薬物に対する安全性、有効性について看

護の視点から考察した。また、２度にわたる講義

①高齢者の薬物動態と看護ケア、②高齢者の在宅

創傷管理、を行った。 

「特論Ⅱ」では、高齢者を取り巻く生物学的、

社会的環境に関するテーマで非常勤講師による講

義形式で展開している。平成 2１年度の主な内容

は、①高齢終末期患者における生命維持療法、②

若年認知症者と介護家族を地域で支えるケア、③

自然災害時の「災害弱者」への支援、④高齢者に

おける創傷治癒と褥瘡の最新治療、⑤訪問看護と

療養型施設における看護の質を考える、⑥高齢者

と栄養管理－加齢に伴う代謝の変化と骨格筋量の

減少を踏まえて－、⑦中重度障害高齢者における

在宅ケアのニューデザイン－療養通所介護の展望

－、である。 

3）「創傷看護学特論Ⅰ」（夏期，2単位） 

4）「創傷看護学特論Ⅱ」（冬期，2単位） 

「特論Ⅰ」では、褥瘡の基本的知識の習得と、

褥瘡管理の実際の理解を目的とした教科書の輪読

を行った。教科書は、褥瘡に関して特に多角的な

最先端の研究をオムニバス形式で編纂した

『 Pressure Ulcer Research: Current and 

Future Perspectives 』（ Bader-D, et al. 編 

Springer, 2005）を選定した。 

「特論Ⅱ」においては、「創傷科学の最先端－

基礎から臨床応用まで」と銘打って、創傷科学の

第一線で活躍されている外部講師をお招きして、

連続講義形式で展開している。平成 2１年度の主

な内容は、①酸化ストレスの基礎研究、②ヒアル

ロン酸の基礎研究と臨床応用、③皮膚の老化とそ

の対策としての美容医療（アドバンストスキンケ

ア寄附講座との共催による特別講演会）、④血流障

害の関与する下腿潰瘍の現状と新たな取り組み、

⑤医療・福祉への応用を目指した工学技術の最先

端、⑥事例で考える在宅創傷ケア、である。 

5) 修士論文 

平成２１年度の実績は以下の通りである（3題)。 

“Factors associated with characteristics of 

toenail onychomycosis in diabetic patients” 

“Relationship between morphological 

characteristics and nursing care in the 

developmental process of specific pressure 

ulcers in intensive care unit patients” 

“療養型病院入院高齢者における皮膚と栄養状態

の関連：栄養スクリーニングのための工学的皮膚

評価“ 

以上のうち第一題の演者は審査の結果最優秀

と判定され、修了式における総代に選定された。 

6) 博士論文 

平成２１年度の実績は以下の通りである(1題)。 

“糖尿病患者における深い足部亀裂に関連する要

因の検討” 

 

研 究 

当教室では、老年看護学の対象として高齢者の

褥瘡、失禁、低栄養、疼痛（痛み）、嚥下障害、骨

粗鬆症、認知症等のいわゆる老年症候群の症状／

状態について、また創傷看護学の対象として褥瘡、

糖尿病性潰瘍、血管性潰瘍、癌性潰瘍などについ

ての研究を行っている。 

臨床研究のフィールドとしては、東京大学医学

部附属病院の褥瘡対策委員会による褥瘡回診、糖

尿病・代謝内科におけるフットケア外来、泌尿器

科・大腸肛門外科におけるストーマ外来などに参

加している。 

特に 21 年度の研究方針として、臨床現場から
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抽出した問題点やメカニズム上の仮説を解析する

研究手段として、分子レベルを含めた基礎研究体

制の充実に力を入れるとともに、それらの研究成

果を生かして最終的に上記疾患・状態を低侵襲に

予測、予防、診断、治療する技術・機器の開発と

いう形で臨床現場に還元しエビデンスを構築して

いくことを目標とした。即ち看護学研究における

トランスレーショナルリサーチとして、基礎と臨

床の研究を有機的に融合・展開させる試みである。 

こうした新たな研究構想とその成果の一部は、

21年 11月に当教室が主催した公開セミナー「第

7 回東京大学アドバンス創傷ケアセミナー：バイ

オロジカルナーシングにおけるトランスレーショ

ナルリサーチの実際－新たなステージに入った創

傷管理の発展」において、当教室の長瀬特任講師、

仲上助教、および連携寄附講座であるアドバンス

トスキンケア(ミスパリ)寄附講座の峰松特任助教

によって講演された。これらは看護学研究におけ

る新機軸を打ち出したものと言え、次年度以降に

論文発表などの形で成果が結実することが期待さ

れる。 

なお、機器開発の面においては工学系のスペシ

ャリストの関与が必要であることから、これらの

研究は、現在のところ多くの場合、産学連携の共

同研究により展開していることも、当教室の研究

の大きな特色である。こうした研究が、高齢者の

方々に心身ともに健やかかつ誇りある、自立した

生活を営んで頂くための一助となることを望むも

のである。 

以下、当教室で 21 年度に遂行された主な具体

的な研究テーマを挙げる。 

 

１．動物実験・基礎的研究 

・緑膿菌クオラムセンシングシグナル制御によ

る創傷感染コントロールの研究 

・創傷滲出液を用いた新たな創評価法の検討 

・Deep Tissue Injuryの分子マーカーの探索 

・メタボリックシンドロームモデルマウスを用

いた皮膚脆弱性および加齢メカニズムの研

究 

・糖尿病モデル動物の創傷治癒に関する研究 

・新たな創感染動物モデルの開発 

・皮膚浸軟のメカニズムに関する研究 

２．看護工学的研究 

・体圧センサー内蔵自動制御マットレスの開

発 

・エコー、サーモグラフィによる創傷および前

駆病変の非侵襲的診断法の確立 

・振動器による皮膚血行促進効果の検討 

・皮膚のデジタル画像解析による高齢者の栄養

評価 

・簡便な創傷感染判定キットの開発 

３．臨床研究 

・糖尿病性足病変（胼胝、亀裂、爪白癬など）

の実態調査とその要因探索 

・ICU患者に特有な褥瘡の同定と要因検討 

・褥瘡保有高齢者の創部栄養指標の検討 

・静脈性潰瘍、乳房癌性潰瘍の悪化要因検討 

・リンパ浮腫の実態調査とその国際比較 

(International Lymphoedema Framework

との共同研究) 

・皮膚排泄ケア認定看護師の医療裁量拡大のも

たらす臨床効果、費用対効果の検討 

・高齢者用オムツの開発と臨床評価 
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国際保健政策学 
 

教授 

渋谷健司 

准教授 

森臨太郎 

助教 

池田奈由、小柳愛 

 

ホームページ http://www.ghp.m.u-tokyo.ac.jp 

 

 

沿革と組織の概要 

2008 年 10 月に渋谷健司が教室主任に就任、国

際保健政策教室として新スタートした。2010年 7

月現在の構成員は、教授［渋谷健司］、准教授［森

臨太郎］、助教［池田奈由］、［小柳愛］、研究員［池

田奈由］、非常勤講師 8名、博士課程学生 11名、

修士課程学生 8名、研究生 1名、客員研究員 2名

である。 

 

教室のミッション 

- 国内外を問わず保健プログラムの説明責任や

科学的根拠に基づいた政策を推進し人口レベ

ルでの人々の健康を増進する。 

- 研究を通して新しい知識やアイデアを生み出

し専門性及び指導力を発揮するためのスキル

を磨く。 

- 共同研究を通じ発展途上国のキャパシティー

ビルディングに貢献する。 

- そして、最も大切なことは、グローバルヘル

スの次世代のリーダーを育成することである。 

 

主な研究課題 

- ヘルスアウトカム研究 

死亡、疾病・障害、保健サービス、費用効果

分析、疾患モデル、資源（人材、財源）、イン

パクト評価、モニタリング 

- ヘルスシステムパフォーマンス評価 

保健システムのインプット（財政、人材に関

するエビデンス）、アウトプット（保健介入の

効果的デリバリー）及びインパクト分析 

- 保健・外交政策研究 

国際保健の構造とガバナンス、G8主要先進国

と国際保健、ドナーコミットメント 

 

教 育 

すべての講義は英語で行われ、討論やプレゼン

テーション能力の向上をも伴わせて行われてい

る。 

 

修士課程 

修士課程は、様々な分野について学ぶ学際的プ

ログラムである。自ら学ぶ姿勢、問題解決力、保

健政策分析や統計などグローバルヘルスでの実践

に必須とされるスキルを身につける。修士課程で

は、30単位の取得に加え、研究を修士論文として

まとめる必要がある。 

 

博士課程 
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博士課程では、グローバルヘルスの次世代のリ

ーダーを養成する。博士課程では、24単位以上の

取得に加え、博士論文が査読システムのある国際

誌に出版される必要がある。また、公衆衛生・保

健分野での修士号を持たない博士課程の学生は、

保健政策、生物統計学、疫学等の授業も受講しな

くてはならない。 

 

国際保健政策学特論 I 、II 

国際保健政策学特論は、グローバルヘルスの 

基本的原理や理論について学ぶ。さらに、国際

保健政策の課題を分析し理解するために、数量

分析手法（人口学、統計学、疫学、数量経済学）

の実践を学ぶ。 

2009 年度は、以下のトピックについて講義が

行われ、さらに数量分析の講義が追加される。 

1. Global health policy: overview 

2. MDG4 

3. MDG5 

4. MDG 6 (HIV/AIDS, Tuberculosis, Malaria 

5. Acute disease surveillance 

6. Non-communicable diseases 

7. Global health policy: 30 years since Alma 

Ata 

8. Burden of disease and risk factor 

assessment 

9. Human resources for health 

10. Priority setting 

11. Health financing 

12. Global health challenges 

 

国際保健政策学セミナー 毎週月曜 13:30-15:00 

1) ジャーナルクラブ 

学生が著名な医学、社会学、経済学雑誌から最

新の論文を選んで概要を発表する。保健際策に関

する知識を共有し、活発に議論するために行われ

る。 

2) リサーチセミナー 

ゲストスピーカー、修士・博士課程の学生が研

究を発表する。15分の発表に続いて、30分のディ

スカッションの時間が与えられる。 

 

研 究 

 

現在助成を受けている研究 

渋谷健司、MDG4・5 を達成するための保健シ

ステム強化に関する研究、厚生労働科学研究費補

助金、地球規模保健課題推進研究、主任研究者 

 

渋谷健司、HIV 感染症の疫学的研究：メタ分析

とコホート研究、厚生労働科学研究費補助金エイ

ズ対策研究、主任研究者 

 

渋谷健司、結核を対象とした国際遺伝疫学およ

び研究開発ネットワーク構築、文科省科学研究費

補助金基盤研究(B)、分担研究者 

 

The WHO Multi-country Survey on Maternal 

and Newborn Health (World Health 

Organization) 

 

森臨太郎、診療ガイドラインの新たな可能性と

課題：患者・一般国民との情報共有と医療者の生

涯学習、厚生労働科学研究費補助金、地域医療基

盤開発推進研究事業、分担研究者 

 

森臨太郎、成育疾患のデータベース構築・分析

とその情報提供に関する研究、厚生労働科学研究

費補助金、子ども家庭総合研究事業、分担研究者 

 

森臨太郎、母子保健分野における国際協力の効

果的方法に関する研究、国際医療協力研究委託費、

分担研究者 
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森臨太郎、成育医療研究のグランドデザインに

関する研究、成育医療研究委託事業、分担研究者 

 

出版物等 
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国際地域保健学 
 

教授 

神馬征峰 

講師 

クリシュナ・ポウデル 

助教 

安岡潤子 

大塚恵子 

 

ホームページ：http://www.ich.m.u-tokyo.ac.jp/index.html 

 

 

沿革と組織の概要 

国際地域保健学教室は大井玄教授(1993 年 4 月

-1996 年 3 月)、ソムアッツ・ウオンコムトオン教

授(1996 年 6 月-1999 年 3 月)、若井晋教授(1999

年 8 月-2006 年 3 月)、神馬征峰教授（2006 年 6

月-現在）によって運営されてきた。 

本教室にとって国際保健学とは健康に焦点をあ

てつつ、「公正」と「社会正義」の実現を目指す「学」

である。「社会正義」実現のための科学的根拠を探

求し、その根拠を具体的な行動と政策へとつなげ

ていくことがこの「学」の大きな課題である。 

国際保健学が投げかける問いは、「国と国の間、

また国内で、人々の健康状態、社会・経済状態に

何故不公正が存在するのか？ 持てる者と持たざ

る者の格差がなぜこれほどまでに存在するのか？ 

それを取り除くにはどうしたらよいのか？」とい

うことである。この問いは私たちがよって立つ学

問的、政治的立場を問いかけている。 

誰のために、何のために私たちは学問としての

「国際保健学」に携わり、「国際保健」活動に関わ

って行こうとしているのか？ 常にこの問いを念

頭において本教室は教育と研究を続けてきた。本

教室の具体的な目的は、国際保健の質向上のため

の人材育成と研究を行い、かつ国際協力活動を実

践することである。 

2008 年度の医学部３号館耐震工事完成と国際

保健計画学教室から国際保健政策学教室への変更

に 伴 い 、 本 教 室 の 英 語 名 を Department of 

Community and Global Health に変更した。コミ

ュニティレベルでの活動をいかに活性化し、さら

にコミュニティからのボトムアップの動きを国レ

ベル、国際レベルの政策にリンクさせていくかに

力を注いでいる。2009 年度の構成員は、教授 1

名、講師 1 名、助教 2 名、非常勤講師 10 名、博

士課程 22 名、修士課程 30 名、研究生 5 名、客員

研究員 19 名である。全学生の約 40％は留学生で

ある。 

 

国際協力 

グローバルな活動としては、日本国際交流セン

ターと協力し、人間の安全保障プロジェクトに参

加した。この活動は日本のグローバル・ヘルスへ

の貢献を一層推進することを目的に、2009 年 8

月、「国際保健の課題と日本の貢献」研究・対話プ

ロジェクト（2007 年 9 月-2009 年 7 月）の実施体

制が再編・強化され、「グローバル・ヘルスと人間
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の安全保障」プログラムとして実施された。そし

て国内外のグローバル・ヘルス関係者の政策対話

の推進と具体的な政策実施体制強化のための活動

を実施した。 

また WHO 南東アジア事務所のフィラリア対策

アドバイザーとして活動した。さらに日本国際交

流センターの協力のもと、WHO 西太平洋事務局

による「PHC と保健システム」戦略文書作成支援

も、行った。JICAやNGO のプロジェクト支援と

してはラオス、タイ、ベトナムなどで国際協力活

動を実施した。カンボジアでも研究協力を行った。 

 

教育 

教育目標は「おもいやりのある国際保健リーダ

ー(compassionate global health leader)」を育成

することである。具体的には以下の２項目にまと

められる。 

1) 国連、世界基金、JICA、市民社会などにおけ

る国際保健リーダーの育成 

2) 大学・研究機関における国際保健学のアカデミ

ック・リーダーの育成 

大学院教育カリキュラムは大きく「国際地域保

健学特論」「国際地域保健学演習」「国際地域保健

学実習」からなっている。具体的な内容は、１）

国際保健（学）の歴史と現在、２） ヘルスプロモ

ーション、３）途上国における学校保健、４）コ

ミュニティにおける保健医療介入、５）ソーシャ

ル・キャピタル、６）医療人類学、７）リプロダ

クティブ・ヘルスである。  外国人留学生が多い

ので講義、実習、討議はすべて英語で実施してい

る。また、保健医療のバックグランドを持たない

学生も多いため、基本的な入門事項から専門的内

容まで広くカバー出来るように工夫している。 

大学院外でも、海外からきた JICA 研修員への

教育、他大学での国際保健学の講義等を数多く実

施している。 

 

研究 

本教室では、コミュニティのデータをもとに得

られた研究成果が、政策や実践活動に貢献できる

ようになることを目指している。そのため、発展

途上国や欧米の諸研究機関、国際機関、JICA、

NGO などと協力して研究を行っている。 現在

の研究課題の重点は以下の通りである。 

コミュニティヘルス、プライマリ・ヘルスケア、

ヘルスプロモーション、学校保健、健康と人権、

人間の安全保障、在日外国人の健康、紛争と健康、

HIV/AIDS、結核、マラリア、NTD、栄養等。 

対象となる国・地域としては、ネパール、イン

ド、ミヤンマー（ビルマ）、タイ、バングラデシュ、

ベトナム、ラオス、カンボジア、モンゴル、ガー

ナ、タンザニア、ケニア、ペルーなどがあげられ

る。 
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沿革と組織の概要 

人類遺伝学分野は平成４年に新設された。平成

21年度の構成員は、教授（徳永勝士）、准教授（馬

淵昭彦）、助教（宮寺浩子、宮川卓）、特任助教（西

田奈央）、大学院生 13、研究員・研究生 3、実験・

事務補佐員 8名のほか、本学あるいは他大学の臨

床各科の医員を 3名研究のため受け入れている。 

 

教育 

大学院生の教育としては、人類遺伝学において

重要な英文論文抄読会あるいは英文教科書の輪読

を英語で行う（人類遺伝学特論Ⅰ、Ⅱ）。 

学部学生の教育としては、医学科M0の学生へ

の人類遺伝学の講義のほか、M4 の学生への社会

医学コースの一部を分担する。健康科学・看護学

科では、人類遺伝学Ⅰ（必修）において、人類遺

伝学全般を概括する基礎的講義を行い、人類遺伝

学Ⅱ（選択）において、より深く、先端的内容を

含んだ、各論的講義を行っている。 

 

研究 

1) 睡眠リズム障害感受性遺伝因子の探索 

睡眠リズム障害は、患者の社会生活活動に大き

な支障をきたすばかりでなく、一般社会において

も産業事故や交通事故の原因と成りえる無視でき

ない疾患である。睡眠リズム障害の発症メカニズ

ムは複雑で、環境因子と遺伝因子が互いに関与し

合って発病すると考えられている。当教室では、

代表的な過眠症であるナルコレプシーなどを対象

としてゲノム全域からの発症関連遺伝子の単離・

同定を目指している。これらの遺伝因子から得ら

れる情報は、複雑な睡眠リズム障害の発病メカニ

ズムの解明に貢献するばかりでなく、これらの疾

患の早期予防、新たな治療法の開発にも貢献でき

ると考えられる。 

 

2) 骨関節疾患を対象とした感受性遺伝子探索研

究 

骨や関節に障害をもたらす疾患、とりわけ変形

性膝関節症や変形性股関節症、変形性脊椎症など

は、高齢者の生活の質を低下させ、健康寿命を短

縮させている重大な疾患である。その患者数は、

変形性膝関節症だけでも国内で 1,000万人を超え

ると推測され、高齢社会にある我が国にとってき
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わめて重要な問題となっている。しかしながら、

根本的な治療法がないだけでなく、その発症・進

行のメカニズムは不明なままである。当教室は、

東大医学部整形外科と協力し、本疾患の遺伝的背

景を解明するため、国内の地域集団を対象とした

大規模ゲノム疫学研究を行い、変形性関節症を始

めとした骨関節疾患感受性遺伝子の同定を試みて

いる。 

 

3) 各種複合疾患の遺伝要因の探索 

単一塩基多型（SNP）を解析するための独自の

マルチプレックス解析技術を開発するとともに、

先端的な大規模ゲノムワイド多型解析システムを

確立した。これを用いて、糖尿病、高血圧などの

生活習慣病、パニック障害などの精神疾患といっ

た各種の複合疾患（多因子疾患）に関する多施設

共同研究グループに参加し、大規模ゲノム多型解

析を担当している。さらに、得られた大規模ゲノ

ム多型解析結果を、公開・共有するためのデータ

ベースの構築も行っている。 

（https://gwas.lifesciencedb.jp/） 

 

4) アジア・オセアニア集団におけるゲノム多様性

解析 

国内外の他施設と共同し、日本の地域集団を含

めたアジア系集団における HLA 遺伝子などの多

型マーカー解析を行っている。また、結核感受性

や臨床亜型と関連する遺伝子を同定するため、タ

イ人、インドネシア人などにおいて、ゲノムワイ

ド探索研究を行っている。またこれらの解析によ

り、アジア系集団の形成過程および生体防御系遺

伝子からみた微生物環境への遺伝的適応について

考察している。 

 

5) HLA（ヒト白血球抗原）と疾患関連の分子機

構解析 

HLA 遺伝子領域はヒトゲノム中で最も多型に

富む領域であり、自己免疫疾患・感染症に対する

感受性と非常に強く関連することが、ゲノムワイ

ド関連解析で明らかにされている。しかし、特定

の HLA 対立遺伝子が疾患感受性を規定する分子

機構は不明である。当教室では、HLA タンパク質

の安定性・特異的な抗原ペプチド結合性の二つの

観点から、疾患に関わる HLA タンパク質の機能

を解析し、ナルコレプシー及び他の自己免疫疾患

の分子機構解明を目指している。 

 

出版物等 

 

1. Mahasirimongkol S, Yanai H, Nishida N, 

Ridruechai C, Matsushita I, Ohashi J, 

Summanapan S, Yamada N, Moolphate S, 

Chuchotaworn C, Chapraser A, Manosuthi W, 

Kantipong P, Kantiwaittaya S, Sura T, 

Khusmith S, Tokunaga K, Sawanpanyaleert 

P, and Keicho N: Genome-wide SNP-based 

linkage analysis of tuberculosis in Thais.  

Genes Immun. 10(1): 77-83, 2009. 

2. Vollstedt S, Yuliwulandari R, Okamoto K, 

Lien LT, Keicho N, Rochani JT, Wikaningrum 

R, and Tokunaga K: No evidence for 

association between the interferon regulatory 

factor 1(IRF1) gene and clinical tuberculosis.  

Tuberculosis 89(1): 71-76, 2009.  

3. Yuliwulandari R, Kashiwase K, Nakajima H, 

Uddin J, Susmirsih TP, Sofro A, and 

Tokunaga K: Polymorphisms of HLA genes in 

Western Javanse (Indonesia): Close affinities 

to southern groups of East Asian. Tissue 

Antigens 73(1): 46-53, 2009. 

4. Otowa T, Yoshida E, Sugaya N, Yasuda S, 

Nishimura Y, Inoue K, Tochigi M, Umekage T, 

Miyagawa T, Nishida N, Tokunaga K, Tanii 

H, Sasaki T, Kaiya H, and Okazaki Y: 

Genome-wide association study of panic 

disorder in the Japanese population. J. Hum. 

Genet. 54(2): 122-126, 2009. 

5. Ichikawa N, Kotake S, Hakoda M, Higami K, 



332 東京医学・第 120 巻・平成 22 年 10 月 

Kawasaki A, Furuya T, Nanke Y, Tsuchiya N, 

Tokunaga K, and Kamatani N: Combining 

effects of polymorphism of tumor necrosis 

factor alpha 5'-flanking region and 

HLA-DRB1 on radiological progression in 

patients with rheumatoid arthritis. Mod. 

Rheumatol. 19(2): 134-139, 2009. 

6. Miyake K, Yang W, Hara K, Yasuda K, 

Horikawa Y, Osawa H, Furuta H, Ng MCY, 

Hirota Y, Mori H, Ido K, Yamagata K, 

Hinokio Y, Oka Y,  Iwasaki N, Iwamoto Y, 

Yamada Y, Seino Y, Maegawa H, Kashiwagi A, 

Wang H, Tanahashi T, Nakamura N, Takeda 

J, Maeda E, Yamamoto K, Tokunaga K, Ma 

RCW, So W, Chan JCN, Kamatani N, Makino 

H, Nanjo K, Kadowaki T, and Kasuga M: 

Construction of a prediction model for type 2 

diabetes mellitus in the Japanese population 

based on eleven genes with strong evidence of 

the association. J. Hum. Genet. 54(4): 

236-241, 2009. 

7. Yao Y, Shi L, Shi L, Matsushita M, Yu L, Lin 

K, Tao Y, Huang X, Yi W, Oka T, Tokunaga K, 

and Chu J: Distribution of HLA-A, -B, -Cw 

and -DRB1 alleles and haplotypes in an 

isolated Han population in Southwest China. 

Tissue Antigens 73(6): 561-568, 2009. 

8. Miyagawa T, Honda M, Kawashima M, 

Shimada M, Tanaka S, Honda Y, and 

Tokunaga K: Polymorphism located between 

CPTIB and CHKB, and 

HLA-DRB1*1501-DQB1*0602 haplotype 

confer susceptibility to CNS hypersomnias 

(essential hypersomnia). PLoS ONE 4(4): 

e5394, 2009.  

9. Vu HA, Xinh PT, Kano Y, Tokunaga K, and 

Sato Y: The juxtamembrane domain in 

ETV6/FLT3 is critical for PIM-1 

up-regulation and cell proliferation. Biochem. 

Biophys. Res. Commun. 383(3): 308-313, 

2009. 

10. Hallmayer J, Faraco J, Ling L, Hesselson S, 

Winkelmann J, Kawashima M, Mayer G, 

Plazzi G, Nevsimalova S, Bourgin P, Hong S, 

Honda Y, Honda M, Hogl B, Longstreth WT, 

Montplaisir J, Kemlink D, Einen M, Chen J, 

Musone SL, Akana M, Miyagawa T, Duan J, 

Desautels A, Erthardt C, Hesla PE, Poli F, 

Frauscher B, Jeong J-H, Lee S-P, Ton TGN, 

Kvale M, Kolesar L, Dobrovolna M, Nepom 

GT, Salomon D, Wichmann HE, Rouleau GA, 

Gieger C, Levinson DF, Gejman PV, 

Meitinger T, Young T, Peppard P, Tokunaga K, 

Kwok P-Y, Risch N, and Mignot E: 

Narcolepsy is strongly associated with the 

TCR alpha locus. Nat. Genet. 41(6): 708-711, 

2009. 

11. Ueta M, Matsushita M, Sotozono C, 

Kinoshita S, and Tokunaga K: Identification 

of a novel HLA-B allele, HLA-B*5904. Tissue 

Antigens 73(6): 612-614, 2009. 

12. Yoshimura N, Muraki S, Oka H, Mabuchi A, 

Kinoshita H, Yosihda M, Kawaguchi H, 

Nakamura K, and Akune T: Epidemiology of 

lumbar osteoporosis and osteoarthritis and 

their causal relationship--is osteoarthritis a 

predictor for osteoporosis or vice versa?: the 

Miyama study. Osteoporos. Int. 20(6): 

999-1008, 2009. 

13. Muraki S, Akune T, Oka H, Mabuchi A, 

En-Yo Y, Yoshida M, Saika A, Nakamura K, 

Kawaguchi H, and Yoshimura N: Association 

of occupational activity with radiographic 

knee osteoarthritis and lumbar spondylosis 

in elderly patients of population-based 

cohorts: a large-scale population-based study. 

Arthritis Rheum. 61(6): 779-786, 2009. 

14. Yoshimura N, Muraki S, Oka H, Mabuchi A, 

En-Yo Y, Yoshida M, Saika A, Yoshida H, 

Suzuki T, Yamamoto S, Ishibashi H, 

Kawaguchi H, Nakamura K, and Akune T: J. 

Prevalence of knee osteoarthritis, lumbar 

spondylosis, and osteoporosis in Japanese 

men and women: the research on 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.120 Oct. 2010 333 

osteoarthritis/osteoporosis against disability 

study. Bone Miner. Metab. 27(5): 620-628, 

2009. 

15. Keicho N, Itoyama S, Kashiwase K, Phi NC, 

Long HT, Ha LD, Ban VV, Hoa BK, Hang NT, 

Hijikata M, Sakurada S, Satake M, 

Tokunaga K, and Quy T: Association of 

human leukocyte antigen class II alleles with 

severe acute respiratory syndrome in the 

Vietnamese population. Hum. Immunol.  

70(7): 527-531, 2009. 

16. Fujimoto A, Nishida N, Kimura R, Miyagawa 

T, Yuliwulandari R, Batubara L, Mustofa MS, 

Samakkarn U, Settheetham- Ishida W, 

Ishida T, Morishita Y, Tsunoda T, Tokunaga 

K, and Ohashi J: FGFR2 is associated with 

hair thickness in Asian populations. J. Hum. 

Genet. 54(8): 461-465, 2009. 

17. Koike A, Nishida N, Inoue I, Tsuji S, and 

Tokunaga K: Genome-wide association 

database developed in the Japanese 

Integrated Database Project. J. Hum. Genet. 

54(9): 543-546, 2009. 

18. Muraki S, Oka H, Akune T, Mabuchi A, 

En-Yo Y, Yoshida M, Saika A, Suzuki T, 

Yoshida H, Ishibashi H, Yamamoto S, 

Nakamura K, Kawaguchi H, and Yoshimura 

N. Prevalence of radiographic lumbar 

spondylosis and its association with low back 

pain in elderly subjects of population-based 

cohorts: the ROAD study. Ann Rheum Dis. 

68(9): 1401-1406, 2009. 

19. Muraki S, Oka H, Akune T, Mabuchi A, 

En-yo Y, Yoshida M, Saika A, Suzuki T, 

Yoshida H, Ishibashi H, Yamamoto S, 

Nakamura K, Kawaguchi H, and Yoshimura 

N. Prevalence of radiographic knee 

osteoarthritis and its association with knee 

pain in the elderly of Japanese 

population-based cohorts: the ROAD study. 

Osteoarthritis Cartilage 17(9): 1137-1143, 

2009. 

20. Tanaka Y, Nishida N, Sugiyama M, Kurosaki 

M, Matsuura K, Sakamoto N, Nakagawa M, 

Korenaga M, Hino K, Hige S, Ito Y, Mita E, 

Tanaka E, Mochida S, Murawaki Y, Honda M, 

Sakai A, Hiasa Y, Nishiguchi S, Koike A, 

Sakaida I, Imamura M, Ito K, Yano K, 

Masaki N, Sugauchi F, Izumi N, Tokunaga K, 

and Mizokami M: Genome-wide association 

of IL28B with response to pegylated 

interferon-alpha and ribavirin therapy for 

chronic hepatitis C. Nat. Genet. 41(10): 

1105-1109, 2009. 

21. Hancks DC, Ewing AD, Chen JE, Tokunaga 

K, and Kazazian Jr HH: Exon-trapping 

mediated by the human retrotransposon SVA. 

Genome Res. 19(11): 1983-1991, 2009. 

22. Naka I, Patarapotikul J, Hananantachai H, 

Tokunaga K, Tsuchiya N,  and Ohashi J: 

IFNGR1 polymorphisms in Thai malaria 

patients.  Infect. Genet. Evol. 9(6): 

1406-1409, 2009. 

23. Naka I, Nishida N, Patarapotikul J, Nuchnoi 

P, Tokunaga K, Hananantachai H, Tsuchiya 

N, and Ohashi J: Identification of a haplotype 

block in the 5q31 cytokine gene cluster 

associated with the susceptibility to severe 

malaria. Malaria J. 8: e232, 2009. 

24. Naka I, Patarapotikul J, Tokunaga K, 

Hananantachai H, Tsuchiya N, and Ohashi J. 

A replication study of the association between 

the IL 12B promoter allel CTCTAA and 

susceptibility to cerebral malaria in Thai 

population. Malaria J. 8: e290, 2009. 

25. Kawabata Y, Ikegami H, Awata T, Imagawa 

A, Maruyama T, Kawasaki E, Tanaka S, 

Shimada A, Osawa H, Kobayashi T, 

Hanafusa T, Tokunaga K, and Makino H: 

Differential association of HLA with three 

subtypes of type 1 diabetes: fulminant, 

slowly-progessive and acute-onset type 1 

diabetess. Diabetologia 52(12): 2513-2521. 

2009. 



334 東京医学・第 120 巻・平成 22 年 10 月 

26. HUGO Pan-Asian SNP Consortium, Abdulla 

MA, Ahmed I, Assawamakin A, Bhak J, 

Brahmachari SK, Calacal GC, Chaurasia A, 

Chen CH, Chen J, Chen YT, Chu J, 

Cutiongco-de la Paz EM, De Ungria MC, 

Delfin FC, Edo J, Fuchareon S, Ghang H, 

Gojobori T, Han J, Ho SF, Hoh BP, Huang W, 

Inoko H, Jha P, Jinam TA, Jin L, Jung J, 

Kangwanpong D, Kampuansai J, Kennedy 

GC, Khurana P, Kim HL, Kim K, Kim S, Kim 

WY, Kimm K, Kimura R, Koike T, 

Kulawonganunchai S, Kumar V, Lai PS, Lee 

JY, Lee S, Liu ET, Majumder PP, Mandapati 

KK, Marzuki S, Mitchell W, Mukerji M, 

Naritomi K, Ngamphiw C, Niikawa N, 

Nishida N, Oh B, Oh S, Ohashi J, Oka A, Ong 

R, Padilla CD, Palittapongarnpim P, 

Perdigon HB, Phipps ME, Png E, Sakaki Y, 

Salvador JM, Sandraling Y, Scaria V, 

Seielstad M, Sidek MR, Sinha A, Srikummool 

M, Sudoyo H, Sugano S, Suryadi H, Suzuki Y, 

Tabbada KA, Tan A, Tokunaga K, Tongsima S, 

Villamor LP, Wang E, Wang Y, Wang H, Wu 

JY, Xiao H, Xu S, Yang JO, Shugart YY, Yoo 

HS, Yuan W, Zhao G, Zilfalil BA, Indian 

Genome Variation Consortium: Mapping 

human genetic diversity in Asia. Science 

326(5959): 1541-1545, 2009. 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.120 Oct. 2010 335 

 

発達医科学 
 

教授 

水口 雅 

准教授 

田中輝幸 

助教 

織田正昭、齋藤真木子 

 

ホームページ http://www.development.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

本講座は母子保健学講座として 1966 年に設立

された。わが国で最初に発足した母子保健学の教

室であった。大学院化に伴い発達医科学と改称し

た。母子保健とは、母子の心身の健康を保持、増

進するためのすべての活動をいい、その基盤とな

る学問が母子保健学である。1998 年に発達医科

学分野となり、さらに関連領域が広まった。実験

系では神経・発生，感染・免疫，内分泌・代謝・

栄養など，調査系では発達，環境，精神保健など

に関する研究を行ってきた。2007 年に教授を含

めスタッフが大幅に入れ替わり、発達障害・小児

神経の研究に重点が移った。 

現在の構成員は、教授 1、准教授 1、助教 2、

事務補佐員（非常勤）1、研究補助員１、非常勤

講師 15、客員研究員 13、大学院生 16（うち外

国人留学生７名）、研究生 2 名である。 

学部学生（保健学科・医学科）、大学院生（国

際保健学専攻）を対象とした講義のほか、教室内

部での研究報告会議や抄読会、小児科（とくに神

経グループ）や精神科（こころの発達臨床教育セ

ンター）との会合を開いている。外国の研究者を

招待し東京医学会との共催でのセミナーも催し

ている。 

海外からの留学生をアジア諸国（タイ、ベトナ

ム、バングラデシュ、モンゴルなど）から多数受

入れ、国際的な視点に立った研究を進めている。

世界の母子の健康を向上させ、健やかな子どもの

発達を促進するため、発達医科学（とりわけ発達

神経科学）の研究を進めるとともに、国内外で科

学研究・保健行政に指導的役割を果たす人材を養

成する。 

 

教 育 

医学部健康科学・看護学科学生に対する講義と

して (1) 人間発達学、(2) 微生物・医動物学、

(3) 母子疾病論、 (4) 免疫学、(5) 母子保健学、

(6) 学校保健・看護を担当している。さらに、(7) 

国際保健学の一部を受け持っている。実習は保健

学実験・検査法実習のうち、血液検査一般・神経

科学・免疫学の分野を担当し、学内外の母子疾病

論実習が加わる。医学科の講義や実習（小児科学、

病理学、基礎・臨床統合講義）も受持つ。さらに、

健康科学・看護学科の卒論生に対して卒論指導を

行なっている。 

大学院に関しては、国際保健学専攻修士課程の

1 年生を中心に、発達医科学特論 (Ⅰ) (Ⅱ)を通年

にわたり開講している。さらに、院生・研究生を



336 東京医学・第 120 巻・平成 22 年 10 月 

対象に毎週１回教室内カンファレンスを開講し

ており、これは院生に対しては、発達医科学演習

となっている。 

 

研 究 

当教室では、実験系では神経・発達、代謝・栄

養、感染症など、調査系では発達、母子、保健に

関する幅広い研究を行なっている。いずれも国際

的視点で行なっている。研究テーマの主なものを

以下に列挙する。 

(1) 急性脳症の臨床病理学的研究。とくに急性

壊死性脳症、けいれん重積型急性脳症の病

因となる遺伝子変異・多型と病態生理の解

明。急性脳症の診療ガイドラインの作成 

(2) 発達期脳障害、とくに結節性硬化症、

Noonan 症候群、Costello 症候群など細胞

内シグナル伝達異常に起因する知的障害の

分子病態と治療に関する研究 

(3) 神経細胞移動を制御する分子（doublecortin、 

cdk5 など）の機能と相互作用に関する分子

細胞生物学的、遺伝学的手法およびポスト

ゲノミックアプローチによる研究周生期脳

障害における炎症、細胞死と可塑性の研究 

(4) 小児の難治性てんかん・発達障害に関する

遺伝子工学的研究。West 症候群・Rett 症

候群の原因遺伝子のモデル動物作成と分子

標的の解明 

(5) 先天代謝異常症（ペルオキシソーム病）、神

経変性疾患（脊髄性筋萎縮症）の分子生物

学的、生化学的研究 

(6) 発達障害の病態・治療に関する神経薬理学

的研究。注意欠陥・多動性障害のモデル動

物を用いた行動解析 

(7) 感染症の分子疫学的研究、下痢症ウイルス

（ロタウイルス、ノロウイィルス、アデノ

ウイルス、サポウイルス、アストロウイル

ス）、の分子疫学、HIV の遺伝子変異と薬

剤耐性など 

(8) 日本人の栄養摂取に関する調査研究 

(9) 成人病胎児期発症仮説に関するエピジェネ

ティクス解析 

(10) 都市型住居環境の小児に対する影響の調査 

(11) 海外在住母子のメンタルヘルスに関する研

究 
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沿革と組織の概要 

2009 年度は、教授渡辺、准教授梅﨑、助教清

水、小西の体制で教室運営をおこなった。2009

年 3 月末現在、教員以外に秘書 2 名、大学院博

士課程 4 名（内、外国人 3）、修士課程 6 名（同

2）、学振研究員 1 名、客員研究員 3 名が在籍し

ている。また、学部・大学院あわせて 9 名の非常

勤講師がいる。なお、渡辺は東京大学地球持続戦

略研究イニシアティブ（TIGS）を兼任している。 

 

教 育 

大学院においては、国際保健学専攻の一領域と

して、「人類生態学特論Ｉ」では、人類生態学の

基礎的な構成要素である人口・栄養・環境につい

て講義を行い、「人類生態学特論 II」では、人類

生態学およびその関連分野における最近の研究

の様子を、主として外部から招いた非常勤講師が

紹介する形式で講義を行った。大学院レベルでの

教育は、国際保健学と人類生態学の相対的な位置

づけが明らかになるように工夫しつつ、人類生態

学分野で取り組んでいる課題を紹介し、本領域の

アプローチの特色が理解されることを目的とし

た。大学院レベルの教育は、英語で実施している。  

学部においては健康科学・看護学科において、

「人類生態学」（必修）、「環境保健学」・［人口学」・

「国際保健学」（選択）を担当した。また、当分

野が責任担当するが、講義の全てあるいは大半を

非常勤講師が担当している科目として「薬理・毒

性学」・「生理学」・「解剖学」（以上必修）、「環境

工学・人間工学」（選択）を実施した。学部教育

では、人類全体・地球規模における生存・健康を

めぐる諸問題について、日本・アジア太平洋地域

の諸集団に焦点をおきつつ解説した。 

そのほかには、医学科公衆衛生実習、東京大学 

日本・アジアに関する教育研究ネットワーク

（ANSET）の日本・アジア学講座の開講ならび

に協力をおこなった。 

また，グローバル 30 プログラムの始動とも関

連して，オーストラリア国立大学の人類生態学プ

ログラムの視察を行い，留学生を多数擁するプロ

グラムの運営などについて情報交換を行った． 

 

研 究 

人類生態学では、環境保健学的な課題、ヒト個

体群生態学的な課題、あるいはその両方にまたが

る課題を扱い、目的に応じてフィールドワークと

実験を行っている。フィールドでは、アジア・オ

セアニア地域を対象として、生業の変容にともな
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う化学物質の流入とその生体影響を評価するこ

とを目的とした研究，ヒ素による地下水汚染が及

ぼす毒性影響への感受性要因の研究，地域の持続

可能性をめぐる研究を実施した．また，周生期に

おける化学物質の毒性に関する研究についての

成果を報告した． 

 

１． 生業転換にともなう化学物質の使用とその

生体影響評価： 

東南アジア・南アジア諸国の農村部では，在来

農耕から換金作物栽培への転換が急速かつ広範

に進行している。こうした農村の市場経済化は，

農薬や食品添加物など化学物質の地域生態系へ

の放出・蓄積という側面をともない，農村部に居

住する住民の健康・生存に影響することが懸念さ

れている。そこでアジア地域の６カ国（バングラ

デシュ，インドネシア，中国，ベトナム，パプア

ニューギニア，ネパール）の計約 30村落を対象

に，生業転換を引きおこす要因（例えば，農業・

環境政策），生業転換の程度，その環境影響（特

に化学物質の蓄積と健康リスク）を記述的に整理

し，生業転換の要因を分析することにより，これ

らの地域において進行する生業転換と化学環境

転換との関連を明らかにすることを試みた。生体

試料の分析においては、国内の諸機関と共同して、

約 500 種類の環境化学物質の探索的定量分析、

農薬の代謝物解析、元素の同位体分析による食生

態解析、重金属・微量栄養素の定量を行った。デ

ータ解析は現在も進行中であるが，2009 年に国

際人類生態学会（英国），米国生態学会において

成果発表を行った． 

 

２．開発と生業、生業転換と適応： 

アジア・太平洋地域の多くの国では、経済発

展・資源獲得・観光など多様な目的のもとに開発

事業が実施され、これにともなって住民の生業・

社会の仕組み・生態系機能は大きな外力を受けて

いる。その結果、住民の生活・栄養あるいは健康

状態、疾病構造などは大きく変容しつつある。開

発と住民の生存との関連について、政策生態学の

視点にたち、中国ならびにパプアニューギニアに

おいて調査を行なった。中国では生業転換が実際

に起こるプロセスを世帯レベルの違いに焦点を

あて、世帯レベルでの適応戦略の決定要因の同定

を試みた。なお、生業転換と土地利用の関連を解

析するため、GIS（地理情報システム）/GPS な

どの空間情報科学技術ならびに空間統計学の応

用を試みた。 

 

３．アジア都市・農村部の持続可能性をめぐる人

類生態学： 

タイの首都周辺部において，水の再利用を導入

するプロジェクトが進行中であり，再利用に関す

る健康リスク評価の要点をさぐる作業を担当し

た．本年度は調査地の選定を行った．インドネシ

ア西ジャワにおいて，疾病情報の収集の現状，環

境保健にかかわる活動の現状について調査をお

こない，地域の持続可能性における優先課題につ

いて，現地の stakeholders と議論を行った． 

 

４． 発展途上国における栄養・成長・身体活動

に関する研究： 

バングラデシュ農村部における飲料水（地下

水）の砒素汚染の問題について、性差を報告して

きたが，新たに経口避妊薬の服用による毒性の修

飾，およびヒ素代謝にかかわる酵素の遺伝的多型

による代謝修飾について新たな知見を得た．  

 

５．周生期における化学物質の発達神経毒性： 

いわゆる化学物質に対する感受性が高い場合

が多いとされる周生期における重金属あるいは

ホルモン様作用を有する物質への曝露が、出生後

に及ぼす影響に着目して研究を行っている．培養

神経細胞を用いて，後者が及ぼす影響の特徴なら
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びに作用機序の基礎的側面を明らかにし報告し

た． 
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沿革と組織の概要 

生物医化学教室は国際保健学専攻に属し、平成

10 年３月に北 潔が教授に就任した。平成 21 年

8 月現在の構成員は教授（北 潔）、准教授（渡邊

洋一）、助教（坂元君年、吉成茂夫）、特任助教（松

崎素道、稲岡健ダニエル、城戸康年）、ポスドク 2

名（網野比佐子、末松卓真）、秘書（長井 由美子）

と大学院生（博士課程 11 名、修士課程 5 名）、卒

業研究生 2 名および客員研究員 4 名となっている。 

研究室の方針は「基礎研究を通して人類の向上

と福祉をめざす事」であり、代謝調節と生体膜の

生化学および分子生物学などの純粋な基礎生物学

的研究とともに国際的な医療問題に対する共同研

究を含めた指導、調査による研究室外の活動（南

米、東南アジア、アフリカ等の発展途上国や欧米

の先進国）も積極的に進めている。 

 

教 育 

医学部の健康科学・看護学科において生化学、

分子生物学、実験・実習などの必修科目および栄

養学、生理化学・神経科学、医化学、国際保健学

などの選択科目、また医学科の寄生虫学を担当し

ている。国際保健学専攻においては生物医化学特

論および熱帯医学特論の講義を行っている。 

研 究 

代謝調節、とくにエネルギー代謝における「低

酸素適応の分子機構」についてヒト、寄生虫およ

び細菌類を用いて呼吸鎖成分の構造と機能、核と

ミトコンドリアの協調的遺伝子発現の調節機構、

遺伝子や酵素の進化について明らかにする目的で

研究を行っている。さらに、多細胞動物ミトコン

ドリアのタンパク質合成系および RNA の成熟化

についても、寄生虫および自由生活性の進化的に

近縁な生物、さらに古細菌を材料に研究を進めて

いる。またこれらの研究から得られる情報をもと

に新規の「抗感染症薬の開発」を試みると同時に、

分子進化の原理に基づいた「新しい生物機能の探

索と創製」をめざしている。以下に研究の概要を

述べる。 

1. ヒトミトコンドリア 

近年、ミトコンドリアの機能異常に起因するい

わゆるミトコンドリア脳筋症の発症機構の解析が

進み、ミトコンドリア DNA の欠失や点突然変異

について明らかになってきた。一方、核 DNA の

変異に起因する報告は少なく研究が遅れている。

我々は遺伝子が核 DNA にコードされ、TCA回路

と呼吸鎖電子伝達系を直接結び付けているコハク

酸脱水素酵素複合体（SQR）について研究を進め
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ている。この中でヒト SQR の４つのサブユニッ

ト全ての cDNA のクローニングを行い、触媒サブ

ユニットに変異を持つ症例の研究を進めている。

また、この触媒サブユニットにアイソフォームを

見出したが、これはイントロンのない遺伝子にコ

ードされており、その生理的意義について解析中

である。 

 

2. 回虫、エキノコックスおよび C. elegans 

生物は独立した生命を持ち独自の生活を営ん

でいるが、一方他の生物と深い関わりを保ちつつ

生存している。寄生現象もこの様な関係のひとつ

と考えられ、自由生活型の祖先から出発し、寄生

生活に移行してからの進化の過程において宿主内

の環境に適応し、宿主特異性や臓器特異性をそな

えた種々の寄生虫が成立したと考えられる。この

点から寄生虫は真核生物における適応現象の研究

を進めるうえで極めて良い研究対象であり、特に

エネルギー転換系の様な全生物に共通の代謝系の

適応や進化、また基本的な反応機構を理解するう

えで最適な系のひとつと考えられる。当研究室で

はこの様な観点から、寄生虫や大腸菌を用いて酸

素適応機構の解明を目的として研究を進めてきた。

特にエネルギー代謝における酸素適応機構の解明

という観点から生活環の中で好気・嫌気の環境へ

の適応を示す回虫ミトコンドリアをモデル系とし

て研究を進め、ミトコンドリアの複合体 II にそれ

ぞれコハク酸酸化、フマル酸還元を触媒するアイ

ソザイムが存在する事を初めて見出した。これら

の特徴を明らかにする目的で結晶解析を行なって

いる。これまでの低酸素適応に関する成果を踏ま

え、さらに酸化ストレス、老化や寿命の問題も含

め以下のテーマを中心に研究を進めている。 

 

1）酸素適応における核およびミトコンドリア遺

伝子の発現調節機構 

2）複合体 II アイソフォームの構造と機能 

3）条件嫌気性細菌のフマル酸還元酵素の解析と

ロドキノンの生合成機構 

4）C. elegans 短寿命および長寿命変異株ミトコ

ンドリアの遺伝生化学的解析 

5）C. elegans を用いた遺伝子導入および遺伝子

破壊 

6) フマル酸呼吸系と標的とする抗線虫薬および

抗がん剤の開発 

 

3. マラリア、トリパノソーマ、クリプトスポリ

ジウム 

マラリアは地球上の 5億の人々が感染し、発展

途上国の将来を担うべき子供達が数百万の単位で

亡くなっている極めて重要な熱帯感染症である。

ところがこの様な流行地の国々にマラリアを制圧

するための研究を進める余裕はない。ワクチンの

開発にまだ時間が必要とされる現状で化学療法は

最も効果のある治療法である。しかし細菌におけ

る薬剤耐性と同様にマラリアにおいても薬剤耐性

マラリアの出現は重大な問題になっており WHO

がマラリアの「根絶」をあきらめ、「制圧」へと目

標を後退したのも主に特効薬クロロキンに対する

耐性株の出現による。そこで我々は新しい抗マラ

リア剤の開発を目的として、特に性質が宿主と非

常に異なっているミトコンドリア電子伝達系を標

的とする薬剤の探索を行っている。マラリアと同

様に原虫による寄生虫疾患であるアフリカ睡眠病

はヒトの感染に加え、家畜の被害が甚大でありア

フリカの政治、経済の混乱の背景となっている。

当研究室では病原体であるトリパノソーマに対す

る化学療法剤についても開発を試みているが、原

虫に特有なシアン耐性酸化酵素を特異的に阻害す

るアスコフラノンを見出し、WHO や DNDi との

共同研究を含めて阻害機構、臨床への実用化をめ

ざしている。最近、このシアン耐性酸化酵素がク

リプトスポリジウムを含む様々な寄生性原虫に存

在する事を見い出し、抗原虫薬の標的として解析
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を進めている。 

 

4. ミトコンドリアタンパク質合成系 

ミトコンドリアのタンパク質合成は、ミトコン

ドリア DNA にコードされるリボソーム RNA

（rRNA）および tRNA と核ゲノムにコードされ

る多くのタンパク質因子が協同して行われる。こ

のうち rRNAと tRNAは一般的なものと比べ鎖長

が著しく短小化しており、また生物種間でも変化

が大きい。我々はこれらの RNA と協調して働く

核コードのタンパク質も RNA の変化に対応する

ため、その構造や特異性を変化させていることを、

ペプチド延長因子やリボソームタンパク質の例に

おいて明らかにしてきた。そこで、これらの因子

の生物種間における変化をさらに明らかにすると

共に、特に寄生性真核生物を目標とした薬剤の開

発を視野に入れながら、研究を進めている。 

 

5. 古細菌 RNA 成熟化の研究 

古細菌は原核生物でありながら、遺伝情報伝達

系に関しては、真核生物との共通点を数多く持つ。

tRNA イントロンのスプライシング機構もそのひ

とつである。一方、われわれは、古細菌の、RNA

転写後修飾に関わる核小体低分子 RNA-タンパク

質複合体のホモログの研究から、古細菌のタンパ

ク質遺伝子のイントロンの最初の例を見出した。

このイントロンのスプライシングは、われわれの

研究から、古細菌の tRNA あるいは rRNAイント

ロンのスプライシング機構と同じ機構により、進

行することが明らかになった。この研究過程で、

現在同定されているタンパク質遺伝子イントロン

を持つ古細菌には、今までとは異なるサブユニッ

ト構造を持つスプライシングエンドヌクレアーゼ

が存在し、これが、それまで古細菌で見出されて

いた酵素と、真核生物 tRNAイントロンのスプラ

イシングエンドヌクレアーゼと、サブユニット構

造および基質認識機構が、ちょうど中間的である

ことを見出した。われわれは、このヌクレアーゼ

の更なる解析を進めるとともに、古細菌および真

核生物の tRNA スプライシング機構において、未

解明である古細菌型および動物型 RNA リガーゼ

の同定を目指している。 
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沿革と組織の概要 

社会予防疫学教室は、 医学系研究科に公共健康

医学専攻（公衆衛生大学院）が開設された 2007

年 4月に新設された研究室です。 

健康状態や疾患発生を集団内で計量的に把握し、

疾患発生のリスクに関係する因子と疾患発生の関

係を統計的に分析する学問が疫学であり、飲酒・

喫煙、栄養や身体活動など古典的な因子に加え、

最近は遺伝子やその発現をコントロールする因子

や社会経済要因を対象とする疫学研究も盛んにな

っています。薬物など治療の評価を行うためにも、

疾患発生状況などを把握するためにも疫学のデー

タが必要ですが、さらに、疫学は、予防保健分野

における研究方法論を提供するとともに、予防保

健を実践する実学として、健康科学の中心分野と

考えられています。しかしながら、わが国ではそ

の教育体制も研究体制も十分ではありませんでし

た。 

社会予防疫学は、人間社会で起こっているさま

ざまな現象（個人の生活習慣も含む）と疾病との

関連について疫学的手法を用いて明らかにすると

ともに、それを疾病予防・疾病コントロールに用

いるための具体的な方策を探る学問です。 

社会予防疫学教室では、その中でも、個人なら

びに集団の健康を支える上で欠かせない「栄養」

の問題を中心的な研究課題として取り上げ、それ

を疫学的手法で研究する、「栄養疫学研究」を主に

行っており、この分野ではわが国の中心的な役割

を果たしています。 

現在の組織は教授１、助教１となっています。 

 

教育 

公共健康医学専攻（公衆衛生大学院）において、

次の２つの講義を受け持っています。 

 

・疫学研究と実践 

・予防保健の実践と評価 

 

ともに、公衆衛生・保健分野の実務に深くかか

わる内容であり、疫学の理論に立脚した保健活動、

保健業務を行える能力を授けることを目的として

います。 

また、学部教育においては、健康科学・看護学

科における疫学教育や、医学科における公衆衛生

教育の一部も担当しています。 

 

研究 

「栄養疫学研究」の中でも、調査方法論の確立

とその利用に関する基礎的な研究を中心的なテー

マにしています。また、これらの研究で得られた

成果を用いて、栄養と健康ならびに疾患との関連

を検討するための各種疫学研究も広く行っていま
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す。研究分野の性格上、共同研究が多いのが特徴

であり、研究数のみならず、関連する疾患の種類

が多いのも特徴のひとつです。 

また、栄養と健康ならびに疾患との関連を検討

した国内外の疫学研究の成果（論文）の収集にも

力を入れており、当教室が有する情報は、栄養改

善を通じた健康管理や疾病管理に広く活用されて

います。 
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沿革と組織の概要 

臨床疫学・経済学分野は 2007年 4月に開設さ

れた公共健康医学専攻の一分野としてスタート

した若い分野である。近年、医療政策・社会保障

制度・医療技術の適正な評価や改革が求められる

なか、確固たる科学的アプローチに依拠した保健

医療技術・政策の評価を行うべく、手法論開発と

実証的研究を推進し、またそれを支える人材育成

に寄与することをミッションとして掲げている。

また本分野は社会医学専攻との協力分野として

博士課程の教育にも参画している。 

本分野は上記の社会的任務を果たすために、疫

学と経済学という背景の異なる２つの数量的分

析手法と関連の社会科学的理論を裏付けとし、境

界領域的な応用学問分野として、実証データに基

づいた研究と実践・教育を志向している。 

 

教 育 

公共健康医学専攻公共健康医学修士課程では、

臨床疫学講義、同演習、保健医療経済学講義、同

演習,および医療経済学特論を担当している。 

臨床疫学講義では、初等～中等レベルの疫学の

体系として、研究デザインやバイアス・エラー、

統計的検定などについて復習したのち、応用例を

題材としたディスカッションを通じてその知識

を実践知に転換することを促している。具体的に

は健診の効果評価、新規薬剤の費用対効果分析、

手術など治療技術のアウトカム評価などを用い

ている。後期に行われる同演習では、学生は自ら

の研究課題を選択し、それにそって実際の研究プ

ロトコールを作成し、それを発表、相互に評価・

講評することを段階的に体験する。保健医療経済

学講義では、初歩的なミクロ経済学の理論・枠組

みについて触れたのち、現在の保健医療制度につ

いて鳥瞰し、制度や医療技術を評価するために必

要な理論や分析手法について系統的な知識を身

につける。夏季に実施される同演習では、費用対

効果分析や意思決定分析など、学生自らが分析技

術の習得のためにコンピュータ実習など含めた

事例研究を行う。 

医療経済学特論では、保健医療政策において政

策論議のトピックとなっているものを取り上げ、

関連する実証研究の知見に基づいた問題の解釈

と議論を通じて、科学的政策決定のあり方につい

て理解を深めることをねらいとし、参加者にテー

マを割り振り、準備・発表討論を中心に進める。 

2009年度は、社会医学専攻（博士課程）１名、

公共健康医学専攻（修士課程）の課題研究として

１年生２名、２年生２名を受け入れた。 

 

研 究 

本分野が取り組む研究の領域はヘルスサービ
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ス研究の広い分野にまたがるものとなっている。 

臨床治験や臨床研究について、そのデザイン・

データ収集のプロトコール作成・分析・論文作

成・査読者とのコミュニケーションなどについて、

主に循環器領域を中心にいくつかの研究をサポ

ートしている。また臨床のアウトカム評価として、

従来の客観的・医学的指標に加え、患者の視点を

取り入れた患者由来アウトカム指標（いわゆる

Quality of Life; QOLなど含む）については、整

形外科領域での開発導入が盛んとなっているが、

海外で開発され、国際標準とされている指標につ

いて翻訳・妥当性評価などを複数の尺度について

行ってきた。また本分野では、大学病院 22世紀

医療センター医療経営政策学寄附講座との共同

で、日本独自の患者分類システム（Patient 

Classification System ） と し て 知 ら れ る

Diagnosis Procedure Combination (DPC)の開

発・精緻化についても、中核的役割を果たしてい

る。DPC の標準様式を用いて収集された詳細か

つ世界的に見てもユニークなプロセスデータに

よって、わが国の急性期病院における診療の内容

について実証的な分析が可能となりつつある。ま

た既存のデータ（たとえば患者調査）や、新規に

集められた経営データ（財務諸表情報など）と

DPC データを組み合わせた、新たな分析を展開

しつつある。本分野では、社会経済的格差による

健康格差の実態把握やそのメカニズムの解明な

ど、いわゆる社会疫学的研究についても、重要な

研究テーマとして位置づけている。これまでも国

民生活基礎調査などの 2 次データを用いた解析

を実施してきたが、現在、経済産業研究所や本学

経済学部との共同研究として、高齢者を対象とし

た大規模パネル調査を実施し、所得・資本・学歴・

就労などの社会経済的要因と、医療・介護サービ

スへのアクセス、生活習慣、社会的支援など社会

関係が健康に及ぼす影響について包括的かつ多

面的な検討を進めている。 

医療技術の経済性評価としては、日本で導入が

予定されている新規の抗がん剤などに関して診

療モデルを作成し費用対効果の分析を行ってい

る。医療の効率的な提供が課題となる中、新規技

術に関して経済性を評価することは重要である。

また、平成 18年度から保険診療となっている医

療機関外来における禁煙治療について制度導入

後の治療成績をもとに費用対効果の検証を行っ

ている。さらに、がんや腎疾患等の領域で、臨床

試験や疫学調査研究にあわせたコストデータの

収集などのプロスペクティブな調査に参画して

いる。医療経済評価結果を政策で用いる際には、

どの程度まで公的に負担するべきかが課題とな

る。人々が考える社会的な費用負担に関する支払

い意思額の調査を実施し、公的な負担での閾値の

検討なども行っている。 
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沿革と組織の概要 

平成 19 年４月１日に公共健康医学専攻（専門

職修士課程）の発足とともに、附属病院大学病院

医療情報ネットワーク研究センター(UMIN セン

ター)の大学院講座化が行われ、医療コミュニケー

ション学分野が誕生した。医療コミュニケーショ

ン学分野は、教授、准教授各１名から成り立って

おり、両者ともUMINセンターを兼任している。 

医療コミュニケーション学は、海外、特に米国

では、数多くの専門の研究室が存在して活発な研

究活動が行われており、Health Communication

と呼ばれることが多い。日本でも、近年その重要

性についての認識が少しずつ高まっているが、医

療コミュニケーション専門とする講座・分野は、

九州大学にあるのみであり、本分野が全国で２つ

目である。 

 

教 育 

医療コミュニケーション分野は、専門職大学院

（公共健康医学専攻）に所属し、研究者の養成の

みならず、医療・公衆衛生分野における実務家養

成を目的としている。このため、研究、教育につ

いても、UMINセンターにおける実務経験も生か

した教育活動を行っている。 

大学院教育修士教育については、公共健康医学

専攻（専門職大学院修士課程）において、医療コ

ミュニケーション学講義、医療コミュニケーショ

ン学実習を行っている。その概要は下記となって

いる。 

 

[医療コミュニケーション学講義題名] 

総論１：医療コミュニケーション学概論(1) 

総論２：医療コミュニケーション学概論(2) 

総論３：ソーシャルマーケティング 

総論４：マスメディアによるコミュニケーション(1)－新聞 

総論５：マスメディアによるコミュニケーション(2)-テレビ放送 

総論６：インターネットによるコミュニケーション 

総論７：エデュテインメント・シリアスゲームによる双方

向性コミュニケーション 

各論１：医療専門家相互のサイエンスコミュニケーション 

各論２：医療機関内におけるコミュニケーション 

各論３：医療専門家と医療消費者間のコミュニケーション 

各論４：災害時・非常時におけるコミュニケーション 

各論５：医療機関の広報活動 

各論６：医療従事者・患者コミュニケーション－医療機関

の立場から 

各論７：医療従事者･患者コミュニケーション－患者の立場

から 

各論８：医療消費者相互の健康情報コミュニケーション 

 

[医療コミュニケーション学実習題名] 

１．インターネットコミュニケーション実習（1） 

―インターネットサイトの調査・分析・評価 

２．インターネットコミュニケーション実習（2） 

―インターネットサイトの構築 

３．マス・コミュニケーション実習 
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―記者会見実習・新聞記事の評価・分析  

４．行動科学・コミュニケーション体験実習（１） 

―MBTIに基づく効果的なコミュニケーション術（1） 

５．行動科学・コミュニケーション体験実習 

―MBTIに基づく効果的なコミュニケーション術（2） 

６．映像メディア実習 

―映像メディアの撮影と編集 

 

大学院博士課程では、社会医学専攻医療情報経

済学分野を兼担し、医療情報経済学実習・演習を

実施している。 

学部教育では、医学部医学科学生向けの医療情

報学の講義を１コマ（「医学文献情報学（木内）」

を担当している。 

 

研 究 

医療コミュニケーション学分野では、従来にお

ける大学病院医療情報ネットワーク研究センタ

ーにおける情報システムの構築・運用を主体とし

た研究を継続しつつ、医療･公衆衛生関連分野に

おけるコミュニケーション一般に関する研究に

まで、その研究対象範囲を広げようとしている。

大学病院医療情報ネットワーク研究センターか

ら継続している研究は、下記を特徴としている。 

 

１）情報ネットワーク・コミュニケーションの研究 

医学・医療情報関係の研究部門の中で、インタ

ーネット等の情報ネットワーク・コミュニケーシ

ョンを専門に研究する全国唯一の部門となって

いる点が特徴である。 

 

２）医療でなく、医学を主たる対象としていること 

日本の医学分野における情報学の研究部門が、

病院情報システムを中心とした「医療」関係の情

報システム（病院情報システム、電子カルテ、遠

隔医療、レセプト電算化等）の研究を主として行

っているのに対して、「医学」関係の情報システ

ム（医学文献データベース、医学研究データ収集、

医学教育用情報システム等）の研究を主体として

いることに大きな特徴がある。 

 

新たな医療コミュニケーション学の研究及び

従来から継続して行っている情報システムの構

築・運用に関連した研究の具体的な内容は、下記

である。 

 

（１）ヘルスコミュニケーションに関する研究 

様々な臨床研究の成果は、実際に臨床あるいは

社会の中で活用されることで初めてアウトカム

の改善に結びつくため、近年、医療と社会のコミ

ュニケーションという視点が重要視されている。

この点を踏まえ、我々は、臨床と社会のニーズを

集め、研究成果を医療従事者あるいは一般国民、

患者に広く伝えるために必要な「情報」と「コミ

ュニケーション」に関する知識と技術に関する研

究を行なっている。 

 

（２）医療分野の Information and Communication 

Technology (ICT)活用に対する医療技術評価 

情報技術は医療や健康増進に対して、大きな役

割を果たすと考えられるが、その費用効果性を含

めた包括的な有用性の評価は不十分である。我々

は 2003年のレビューで、テレメディシンは 1990

年代より臨床応用が進められているが、費用効果

分析が少ないことを指摘した。その結果を踏まえ、

テレメディシンをはじめとした、医療における情

報技術の包括的評価に取り組んでいる。 

 

（３）エデュテインメントに関する研究 

一般国民・患者に対する健康教育・医学情報を

分かりやすい形で提供する場合には、正確な情報

であることに加えて、「分かりやすいこと」、そし

て「受け取りたい」と思ってもらうことが重要な

要素となる。 

我々は、情報を分かりやすく伝達するためのメ



356 東京医学・第 120 巻・平成 22 年 10 月 

ディアやエンターテイメント、インターフェイス

の活用方法に関する研究と、具体的なアプリケー

ションの開発と評価に取り組んでおり、1 型糖尿

病患者向けのエデュテインメント（エンターテイ

メントとエデュケーションから出来た言葉）シス

テムの開発と評価を行なった。 

 

（４）医療マネジメントに関するリサーチ 

最適なアウトカムを達成するためには、情報を

正しく判断し、意思決定をしていくこと、即ち、

マネジメントが重要となる。しかし、医療分野で

は、質改善、医療安全、医療マネジメントに関す

る研究や評価はまだ黎明期である。我々は、情報

の活用という視点から、マネジメント理論である

Theory of Constraint（TOC）に注目し、医療事

故防止への応用可能性や質と効率性の最適化に

関する研究を進めている。 

 

（５）UMINに関するもの 

UMIN で開発・運用されている多くの情報シ

ステムが研究の対象となっており、先進的なも

の・学術的に特徴のあるものについて、論文・学

会発表等を行っている。他の分野の研究者との共

同作業によって構築されているシステムも多い。 

 

（６）臨床・疫学研究のための情報システム  

臨床・疫学研究のための情報システムの開発・

運用の研究を行ってきた。最近では、CDISC 等

の治験の電子化・標準化への取り組みを中心に行

っている。UMIN においても、この成果を生か

して、インターネット医学研究データセンターの

運用を行っている。 

 

（７）情報ネットワークのセキュリティに関する

研究  

全国の医療機関を VPN で結ぶ、医療 VPN、

Web メールを用いた暗号電子メールの運用等の

研究を行っている。UMIN の運用の上でもセキ

ュリティは非常に重要な要素であり、研究成果を

UMIN運営に役立てている。 

 

（８）臨床研究の研究計画策定・統計解析  

臨床家と共同して、臨床研究等の研究計画の策

定、統計解析を行ってきている。また、既存のデ

ータからの情報の抽出や知識の発見、予後予測モ

デルの構築を目的としたデータマイニング的ア

プローチによる研究も行なっている。さらにそれ

らの結果を臨床で応用するための意思決定支援

システムの構築と評価にも取り組んでいる。 

 

（９）医療の質向上を目的とした患者レジストリ

システム 

電子カルテを含めた既存の病院情報システム

には多くのデータが蓄積されているが、そこから

質改善や患者安全、あるいは医療マネジメントに

必要な情報が適切に抽出され、活用されていると

は言いがたい。我々は、医療マネジメントのため

の情報提供を目的としたデータバンクの構築と

評価に関する研究に取り組んでおり、現在、外傷

及び糖尿病に関する診療達成目標（quality 

indicator: QI）のフィードバックシステムに関す

る研究を進めている。 
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沿革と組織の概要 

今世紀、医学は急速に発展し、医療技術によっ

て、それまで不治とみなされていた感染症が克服

され、乳児死亡・妊産婦死亡が激減するようにな

った。しかし、逆説的ではあるが、現在ほど医学

の進歩が人間を幸福にするという命題に疑問が持

たれ、また、医療技術の適用について意思決定困

難な問題が山積している時代はなかったと思われ

る。 

たとえば、高齢者の平均余命の延長は近年、著

しいが、その内容を詳細に検討すると、必ずしも

心身ともに健康な余命が延長しているわけではな

いことが明らかになっている。高齢者では種々の

疾患の有病率が高く、現代では、仮に寝たきり状

態や植物状態になっても、いろいろな延命技術（感

染症のコントロール、栄養補給など）によって、

かなりの期間、延命することが可能となっている。 

人生の最期の時期（終末期）の医療においても

同様の問題が生じている。完治不能のがん患者で

あっても、種々の延命技術を駆使することにより、

かなりの期間、延命することが可能である。この

ような中で、臨床医は延命を重視するのか、症状

のコントロールを最優先するのかという困難な決

断をせまられる。近年、終末期医療における生活

の質（quality of life）ににわかに関心が集まって

いるが、これは、従来の極端な延命至上主義に対

する批判にもとづくものであろう。 

医療倫理をめぐる問題では、医療の有用性に対

する疑念がしばしば表明される。生殖医療、遺伝

子診断などの新医療技術は人類に幸福をもたらす

ものなのだろうか、道徳的な観点から考えて正当

化しうるものなのだろうか。 

目を世界に転じてみると、いわゆる先進国では、

医療技術の恩恵によって、人々の健康水準は向上

しているようにみえるが、世界の人口の大多数で

は、十分な保健・医療サービスが受けられずにい

る状態が続いている。 

当分野は、現代の医学をめぐるこれらの諸問題

（高齢者保健、終末期医療、医療倫理、国際保健）

に対して、心理学、社会学、文化人類学、政策学、

経済学などの学際的な視点に立ち、それらの学問

の理論、方法論を適用し、(1)人間の心身の健康を

向上すること、(2)上述のような意思決定困難な問

題への対応を提言すること、を最終的な目標とし

て研究をおこなっている。 

平成 22 年 3月末現在、教授 1、講師１、助教

１、客員研究員 25、大学院生 7となっている。境

界領域であるため、さまざまな backgroundの者
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が集まっている。 

 

教 育 

大学院については、特論「老年社会科学」を開

講し、高齢者についての社会科学研究の最前線の

成果について紹介している。また、高齢者研究を

題材にしながら、社会科学研究一般にも通じる基

本的な方法論（研究デザイン作成、スケールの開

発と選択、データ解析、質的研究の進め方など）

についても講義をおこなっている。この他、修士

課程、博士課程の院生に対して演習、実習を開講

している。 

学部教育については、講義「健康教育（職域、

地域）」、「産業保健・看護」、「保健行動論」、「意

思決定論」、「健康科学・看護学概論」および実習

「社会調査実習」、「保健行動調査実習」を担当し、

心理・社会的要因と健康（および健康行動、健康

に関する意識）との関係などについて教育をおこ

なっている。 

 

研 究 

当分野は、上記したように、高齢者保健、終末

期医療、医療倫理、国際保健を主な研究分野とし、

これらの問題に対して、心理学、社会学、文化人

類学、政策学、経済学などの学際的な視点に立ち、

それらの学問の理論、方法論を適用する研究をお

こなっている。この分野はまだ発展中であり、概

念上、方法論上、研究を進める上でのむずかしい

問題が多いが、種々の backgroundの研究者を受

け入れる用意がある。 

具体的には、たとえば、以下のようなテーマで

研究がおこわれている。 

1) 高齢者におけるソーシャル・サポート授受と主

観的幸福感 

従来のサポート研究では高齢者は主としてサ

ポートを受ける側とされていたが、この研究では

高齢者が若い世代にサポートを提供するという側

面に着目し、調査をおこなった。この成果をふま

え、文科省および厚労省の科学研究費の援助を受

け、世代間交流、転居高齢者についての介入研究

を実施している。 

2) 活動的余命（disability-free life expectancy）

の測定 

身体活動度を quality of lifeの指標として開発

された活動的余命を長野県佐久市の大規模コホー

ト研究のデータについて算出し、新しい健康指標

として使う可能性を示した。新しい健康指標を提

唱したこの研究成果は社会的に広く注目された。

現在、活動的余命に関連する心理・社会的要因に

ついて検討をおこなっている。 

3) 乳がん患者に対する心理・社会的援助 

がん患者に対する心理・社会的援助の研究、実

践については、わが国は欧米と比較してたち遅れ

ている。このプロジェクトでは、心理・社会的援

助についての乳がん専門医の意識調査、患者間の

self-help groupについての質的調査、術後の乳が

ん患者の夫婦関係について研究をおこなっている。 

4) わが国における倫理委員会の構造と機能 

わが国においては、病院、研究機関、学会など

に倫理委員会が設置されるようになった。欧米の

倫理委員会が、研究倫理審査委員会（IRB）と病

院倫理委員会（HEC）のふたつの流れから発生し

てきたのに対し、わが国の倫理委員会はこの両者

とも一致しない独特のものである。各レベルにお

ける倫理委員会の実態を調査し、あるべきすがた

について提言をおこなうことを目的としている。 

 

出版物等 
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臨床情報工学 
 

教授 

小山博史 

 

ホームページ http://home.cie.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

情報工学とは、客観的な形で存在する情報を対

象とし、その伝達、記憶、処理、入出力などに関

する方法を考案し、その装置やシステムを構築す

る技術を作ることに重点が置かれ、国内では情報

科学とほぼ同義に使われている。 

医学への計算機（コンピュータ）の応用の歴史

を紐解くと、1950 年代に科学者や技術者の計算

を支援する装置として登場し、1960 年代には統

計や会計処理などの計算に用いられている。

1980 年代になるとパーソナルコンピュータが登

場し，コンピュータが個人の一般的な知的作業に

利用される一方、大学病院などの大規模病院基幹

部門の業務の情報システム化が急速に行われた。 

Information Engineering（情報工学）という

言葉は、1981年Martin J. と Finkelstein C.に

より最初に提唱され、組織での情報処理技術を効

率的かつ効果的に行うための計画、分析、設計、

実装などから構成される一連の情報システム化

の方法論とされている。 

1990 年代に入ると，表現，設計，科学的発見

などのヒトの思考への支援ツールとして利用さ

れている。同時に、組織の中の情報流通のみなら

ず組織間や社会全体での情報流通がインターネ

ットを介して国際的にも容易となり、高度情報化

社会や第四次産業革命とまで称されるまでにな

る。医学分野も同様で、国内の大学の中に情報学

関連の講座が登場し始める。 

特に 21世紀に入り、ヒトゲノム情報の解読に

代表されるバイオインフォマティクスの登場や

病院業務支援や地域医療連携をはじめとした多

くの医療分野の情報化のみならず，診療ガイドラ

インの電子化や知識処理技術を駆使した診療ナ

ビゲーション機能の実用化など医学・医療分野に

おける知識マネジメントへの応用も始まり、医学

及びその関連分野における情報処理はコンピュ

ータ無くしては成り立たなくなってきている。つ

まり、医学研究、診療、保健など医学・医療のど

の分野をとってもその発展には情報工学への基

本的理解が必須不可欠のものとなっている。 

このような時代背景の中、臨床情報工学（Clinical 

Information Engineering）教室は、平成 14年度

から始まった文部科学省科学技術振興調整費新興

分野人材養成プログラムの一つであるクリニカル

バイオインフォマティクス研究ユニットの中の臨

床情報工学部門を前身として、平成 19年 4月国内

で初めて公共健康医学専攻医療科学講座の中の一

分野として設置され、現在に至っている。 

 

教 育 

最先端の情報工学技術の社会医学分野への応

用に関する医学工学双方の知識と技術を有する

国際レベルの人材の育成を行うことを目指して

いる。そのため、医学・医療・保健分野の臨床に

おける情報工学技術の設計・開発・評価と情報化

プロジェクトマネジメントに関する教育を担当
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している。 

本務を当教室に置く教育スタッフは現在教授

１名だけである。しかし、国立がんセンターや他

大学（工学系教室も含めて）から世界的にも著名

な非常勤講師及び客員研究員を招聘し、その重責

を果たせるよう努めている。 

 

(1) 大学院医学系研究科 

公共健康医学専攻では、公共保健・医療分野へ

の 情 報 工 学 技 術 の 応 用 （ Public Health 

Informatics）に関する講義と実習を担当し、情

報工学技術を応用したソリューションの提案と

その情報化プロジェクトのマネジメントに関す

る実践的知識と技術の習得を目標としている。 

また、社会医学専攻医療情報経済学分野を兼担

し、医学博士課程（4年制）を受け持ち、医学・

医療分野の意思決定におけるデータマイニング

や Virtual Reality技術の応用と評価法の修得を

目標とした大学院セミナーや研究発表会を実施

している。 

医科学修士専攻の学生も受け入れており、当教

室では医学博士、公衆衛生学修士、医科学修士の

学位取得が可能である。 

(2) 医学部医学科 

社会医学専攻医療情報経済学分野の兼担によ

り医学部医学科の講義も一部担当している。 

 

研 究 

医学への情報工学の応用について社会的価値

が高く、国際レベルの研究開発を目指し、以下の

四項目を中心に進めている。 

(1) Medical Decision Making： 

初期診療ガイドラインの電子的利活用を行う

上で必要な医学知識構造化とその応用に関する

研究を行っている。 

(2) Data Mining & Knowledge Discovery from 

Databases： 

インターネット上に公開されている複数の医

学系データベースを仮想的に統合して多様な情

報要求に応じて検索可能な仮想統合データベー

スに関する研究開発を行っている。 

(3) Computer Graphics & Virtual reality for 

Medical science： 

脳神経外科学教室と共同で本モデルを用いた

3D Interactive Visualization手法による手術前

診断精度の向上や手術への有用性に関する研究

開発を行っている。 

(4) Public Health Informatics： 

Public Health Informaticsの現状について国

内の情報化の現状とその課題について調査分析

し、欧米との国際比較研究を行っている。 

 

出版物等 

 

(1) Tanaka H, Watanabe K, Ma M, Hirayama M, 

Kobayashi T, Oyama H, Sakaguchi Y, Kanda 

M, Kodama M, Aizawa Y. The Effects of 

gamma-Aminobutyric Acid, Vinegar, and 

Dried Bonito on Blood Pressure in 

Normotensive and Mildly or Moderately 

Hypertensive Volunteers. J Clin Biochem 

Nutr. 2009 Jul;45(1):93-100. Epub 2009 Jun 

30. PubMed PMID: 19590713; PubMed 

Central PMCID: PMC2704332. 

(2) Watanabe K, Arozal W, Tanaka H, Ma M, 

Satoh S, Veeraveedu PT, Kobayashi T, 

Oyama H, Sakaguchi Y. Beneficial Effect of 

Food Substitute Containing L-Arginine, 

omega-3 Poly Unsaturated Fatty Acid, and 

Ribonucleic Acid in Preventing or Improving 

Metabolic Syndrome: A Study in 15 

Overweight Patients and a Study of Fatty 

Acid Metabolism in Animals. J Clin Biochem 

Nutr. 2009 May;44(3):266-74. Epub 2009 

Apr 25. PubMed PMID: 19430616; PubMed 

Central PMCID: PMC2675026. 

(3) Kin T, Oyama H, Kamada K, Aoki S, 
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Ohtomo K, Saito N. Prediction of surgical 

view of neurovascular decompression using 

interactive computer graphics. Neurosurgery. 

2009 Jul; 65(1): 121-8; discussion 128-9. 
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薬剤疫学 
 

特任教授 

久保田潔 

特任助教 

西村敬史、佐藤嗣道 

 

ホームページ http://square.umin.ac.jp/pe/ 

 

 

沿革と組織の概要 

平成２１年 4月 1日現在の構成員は、特任教授

1（久保田潔）、特任助教 2（西村敬史、佐藤嗣道）、

教務補佐員４、事務補佐員２、技術補佐員 1であ

る。 

本講座は、平成 5年（1993年）4月に寄付講座

として設立され、その後 5回にわたって延長され、

現在（2008年）、平成 20～22年度の第 6期目を

迎えている。 

薬剤疫学は、1980年代に始まった新しい分野で

あり、本講座の第 1 期 3 年目の平成 7 年（1995

年）7 月には本講座の楠正前教授が中心となり日

本薬剤疫学研究会（現日本薬剤疫学会）が発足し

た。 

本講座の第 2期の平成 8年からは、市販後医薬

品の英国における一調査法である PEM

（Prescription-Event Monitoring）をわが国で試

行するため、厚生科学研究として新 2つのパイロ

ットスタディを実施した。本講座の第 3期 3年目

である平成 13 年には、当講座が中心となり非営

利特定活動法人（NPO）「日本医薬品安全性研究

ユニット（DSRU Japan）」を大学外に設立した。

同ユニットでは上記 PEMのパイロット研究をは

じめ、2002年からは NSAIDsと上部消化管出血

に関するケース・コントロール研究などの企業か

らの委託あるいは学会主導研究の研究事務局とし

ての役割を果たしてきた。 

 

教育 

本講座は本学医学部、薬学部、健康科学・看護

学科における薬剤疫学の講義など大学内の教育を

関連講座との協力の下に実施してきた。また、ICH 

E2E ガイドラインに沿った薬剤疫学の研究方法

による調査のデザインや実施に必要な人材養成を

目指して、企業の担当者・薬学部教育者などを対

象とする日本科学技術連盟（日科技連）が主催す

る 6ヶ月コースの「薬剤疫学セミナー」の運営に

本講座は中心的な役割を果たしている。2006 年

（平成 18年）に初年度のセミナーを実施し、2009

年には第 4 回目のコースを実施した。また 2009

年からは、自発報告の評価法などを中心にする日

本公定書協会が主催する 3ヶ月コースの「薬事エ

キスパート研修」にも本講座は中心的な役割を果

たしている。 

そのほか、本講座のスタッフが中心となって、

薬剤疫学の本格的な教科書である「薬剤疫学の基

礎と実践」の編集が進んでおり、平成 22 年中に

出版予定である。 

 

研究 

薬剤疫学研究は他の疫学研究と同様多数のヒト

を対象とする研究分野であり、その実施には研究
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費とともに研究を支える組織を必要とする。本講

座が中心となって 2001 年に設立した特定非営利

活動法人（NPO）日本医薬品安全性研究ユニット

（DSRU Japan）は、これまでに日本版 PEMの

パイロット研究の事務局として、また非ステロイ

ド消炎鎮痛剤と上部消化管出血の関係に関する住

民コントロールを用いた症例対照研究実施のため

の研究事務局として機能した。そのほか、複数の

医師主導治験において、医薬品医療機器総合機構

に提出する「治験薬副作用症例報告書」作成を中

心に重篤有害事象のハンドリングを行っている。 

現在、本講座は日本薬剤疫学会と日本病院薬剤

師会学術委員会による共同プロジェクトとして開

始された、スタチン系抗脂血症治療薬と筋・肝・

腎の有害事象に関するケース・コホート研究

（Japan Statin Study, JSS）の牽引役として、同

研究を支えている。上記NPOは JSSの研究事務

局をつとめている。 

また、本講座は、平成 17-19年度の厚生労働科

学研究として医学情報大学病院医療情報ネットワ

ーク（UMIN）の協力の下に、個人輸入されるサ

リドマイドの登録システムを開発した。上記NPO

は 2009年 6月から、厚生労働省からの請負契約

の下に多発性骨髄腫に対する承認後も、多発性骨

髄腫以外の疾患の治療のためなどに個人輸入され

ているサリドマイドの登録システムである

Safety Management system for Unapproved 

Drugs (SMUD)運営のための事務局として機能し

ている。 

薬の安全性に関する自発報告制度によって収集

される膨大なデータを「データマイニング」の手

法で解析する試みが 1990 年代後半から欧米や

WHOのUppsala Monitoring Centreで進んでお

り、日本でも厚生労働省が「データマイニング」

の方法を平成 20 年度からその業務にとりいれる

ことが計画されている。本講座では、自発報告以

外の市販後の安全性調査としてわが国固有の制度

として定着してきた使用成績調査（新薬市販後の

数千人を対象に有害事象・副作用の発生割合を求

める調査）の結果を自発報告に関するデータマイ

ニングで活用するための方法論を研究している。 

現在、わが国ではレセプトの電子化の実現を通

して 2011 年度までに大規模なデータベースの構

築が進められている（ナショナルデータベース構

想）。わが国のレセプトデータを使った研究をいか

に実施すべきかを検討するために、本講座では、

数十万人分のレセプトをデータベース化している

日本医療データセンター（Japan Medical Data 

Center）のデータを使った試行的研究を開始して

いる。 

 

出版物等 

 

1. Watanabe H, Kamijima Y, Sato T, Kaufman 

DW, Kubota K.  Ex-drinking may be a 

surrogate for unmeasured risk factors for 

upper gastrointestinal bleeding: reappraisal 

and an additional survey of subjects from a 

case-control study in Japan.  Eur J 

Epidemiol 2009; 24: 143-7. 

2. Horiuchi S, Yaju Y, Koyo M, Sakyo Y, 

Nakayama K. Evaluation of a web-based 

graduate continuing nursing education 

program in Japan: A randomized controlled 

trial. Nurse Educ Today ;  2009 ; 29 : 140-9. 

3. Tsutani K, Yaju Y, Sato Y, Yoshida M, 

Yamaguchi N. Sharp increase of the access 

to the Japanese translations of Cochrane 

Systematic Reviews’ abstracts after the 

introduction of non-login system.    17th 

Cochrane Colloquium 2009; 10:11-14. 

4. Nobuhiro Ooba, Kiyoshi Kubota. Use of 

Selected “Control Events” in Signal 

Detection Methodology.  

Pharmacoepidemiol Drug Saf  2009 ; 18 : 

S252-S253. 

5. Shuko Nojiri, Tsugumichi Sato, Takuhiro 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.120 Oct. 2010 365 

Yamaguchi, Kenichi Gemba, Keisuke Aoe, 

Katsuya Kato, Takumi Kishimoto, Kiyoshi 

Kubota.  Survival of Malignant 

Mesothelioma in a Retrospective Survey in 

the West Part of Japan.  

Pharmacoepidemiol Drug Saf  2009 ; 18 : 

S38-S39. 

6. Kiyoshi Kubota, Hikaru Watanabe, 

Tsugumichi Sato. Risk of Valvular Heart 

Disease in Patients Treated with Dopamine 

Agonists in Japan : A Study Using 

Spontaneous Reports. Pharmacoepidemiol 

Drug Saf  2009 ; 18 : S218-S219. 

7. Kiyoshi Kubota : Two schemes for risk 

management of thalidomide in Japan : 

double standard to be resolved.  

ACPE-Taiwan 2009. 

8. Kiyoshi Kubota : Monitoring cardiac 

valvulopathy in patients using pergolide and 

cabergoline : some risk minimization action 

plan is needed. ACPE-Taiwan 2009. 

9. Tsugumichi Sato : Antihypertensive 

medications and the incidence of diabetes : 

cohort study using claims database in Japan.  

ACPE-Taiwan 2009. 

10. 松井研一，今井啓之，上原博己，古閑晃，西利

道，丸井裕子，久保田潔.「製薬企業と薬剤疫

学タスクフォース」報告書 安全性監視計画の

現実と課題－事例からみた一考察－ 薬剤疫

学 2009; 14 : 1-11. 

11. 佐藤嗣道，久保田潔. Cisapride 臨床薬理 

2009; 40 : 47-52. 

12. 大場延浩，久保田潔. Phenylpropanolamineと

脳出血について 臨床薬理 2009; 40 : 17-21. 

13. 渡 邉 ひかる，久保田潔 . Fenfluramine 

/Dexfenfluramine と心臓弁膜症について 臨

床薬理 2009; 40 : 41-6. 

14. 久保田潔. 薬の安全性と医療データベース 

ESTRELA  2009; 184: 2-7. 

15. 久保田潔. 薬の安全性と医療データベース 

JapanMedicine 2009年 8月 3日・5日・7日. 

16. 久保田潔. 医薬品の安全を支える薬剤疫学 

月刊薬事 2009 ; 51 : 1803-1805. 

17. 久保田潔. 麦角系パーキンソン病治療薬の処

方と心エコー検査の実施状況 薬剤疫学 

2009 : 14(Suppl) S58-S59. 

18. JSS(スタチン系薬剤に関する薬剤疫学研究) 

実務者会議（上原博己，大場延浩，折井孝男，

景山茂，北村正樹．久保田潔，古閑晃，佐藤嗣

道，下堂薗権洋．松井研一，谷亀光則，八重ゆ

かり，山口拓洋）. スタチン系薬剤に関する薬

剤疫学研究（JSS）: 開始後 5ヶ月間に登録さ

れた患者のプロフィールと克服すべき課題 

2009 : 14(Suppl) S46-S47. 

19. 大場延浩，佐藤嗣道，渡邉ひかる，久保田潔. サ

リドマイドのリスクマネジメントプログラム 

ダブルスタンダードのもたらす問題とその解

決 薬剤疫学 2009 : 14(Suppl) S56-S57. 

20. 佐藤嗣道. サリドマイド再承認とリスク管理

の課題. 医薬品情報学 2009; 10 : 253-255. 

21. 佐藤嗣道. サリドマイドのリスク管理システ

ム（TERMS®） : 評価と課題 日病薬誌

2009;45:649-650. 

22. 西村敬史. ANP/BNP 値を心房細動治療にどう

生かすか？ －頻脈性心筋症症例―. 治療学 

2009; 43 : 32-35. 

23. 西村敬史. 今、問う：心房細動はリズムコント

ロールか？ 新・心臓プラクティス 2009; 13 : 

287- 289. 

24. 西村敬史. 医薬品副作用ハンドブック 心房

細動のリズムコントロールにおける心室性不

整脈 273-276 日本臨床社. 

25. 西村敬史. 薬物療法 4. リズムコントロールと

レートコントロール. 笠貫宏編；新しい診断と

治療の ABC15, 心房細動―改訂第 2 版 . 

176-186, 2009 最新医学社. 

 



366 東京医学・第 120 巻・平成 22 年 10 月 

 

漢方生体防御機能学 
 

特任准教授 

岡部哲郎 

特任助教 

喩  静 

 

ホームページ http://square.umin.ac.jp/seitai/ 

 

 

沿革と組織の概要 

本寄附講座は、生体防御機能学という観点から

漢方医学の有効性、適応と限界を科学的に明らか

にすることを目的として、平成 8 年 7 月 16 日に

旧物療内科を協力講座として設置されました。平

成11年7月16日に老年病科も協力講座に加わり、

更に 3 年間更新されました。この間にアレルギー

疾患、自己免疫性疾患、加齢に伴う異常に対する

漢方薬の作用を基礎的・臨床的に研究して来まし

た。協力講座の全面的支援の下で、漢方薬の臨床

薬理的研究から疾患モデル動物を使った研究、さ

らに作用機序の解明まで幅広い研究がなされて一

定の成果を上げてきました。また、欧米で最近注

目を集めている代替医療も含めた伝統医学全般に

関する基本的知識を学生に選択科目として教育し

てきました。平成 14 年 7 月 16 日に更に 3 年間更

新されました。平成 16 年からはコアカリキュラ

ムとして東洋医学・代替医療が系統講義に組み込

まれ本講座が講義を担当しております。また卒後

教育として漢方セミナーを定期的に開催し、教育

活動を強化しております。また MINKS 放映で全

国の医科大学を対象に漢方セミナーを行ってきま

した。なお本講座は生体防御機能学という観点か

ら漢方医学の研究・教育・臨床研究を科学的に行

う目的で設置されたものでありますが、内容をよ

り的確に講座の名称に表現することが必要である

という観点から、第四期、平成 17 年 7 月 16 日に

は本寄付講座の名称を当初の生体防御機能学講座

から漢方生体防御機能学講座に改称し遺伝病の漢

方薬によるnon-genetic therapyを開始しました。 

漢方医学は西洋医学と異なる病態認識に基づい

ており、世界に通用する医学として東西医学を融

合するには、単に漢方薬の西洋医学的解釈を目的

とした薬理学的研究では不十分であり、この伝統

医学独自の病態生理学を科学の言語に翻訳できる

本格的研究が益々必要とされております。それに

は化学的分析とともに生物物理学的研究が特に必

要とされます。 そのため第四期には「東洋の生

命科学としての方医学」(全学自由ゼミナール)と

して疾患の科学研究情報の収集とその漢方医学的

分析・統合作業を開始しました。また高齢者医療

がますます重要となっておりますが、漢方医学で

は加齢という心身の経時的変化を疾患発症の基本

的生理として詳細に分析しており、加齢の制御は

漢方医学では養生学として確立されております。

特にホルモン補充療法は漢方治療と共通する概念

であり、東西医学融合による加齢制御の本格的研

究は益々重要な研究となっております。それには

漢方医学を本格的に研究する若手医師・研究者を

育てることも急務であります。現在本講座では大

学院生の教育及び基礎研究とともに臨床研究活動、

特に東西医学の融合による臨床治療学の開発と老
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化の制御の検討、外来診療、教育活動を行ってい

ます 

 

診療 

漢方生体防御機能学講座に所属する医師は、総

合内科の中で、主として漢方薬を中心として診療

（漢方外来）を行っている。大学院生、医学生を

対象に外来見学と実習も行っている。さらに学外

の漢方外来と共同研究を行っている。共同研究が

可能な関連医療機関を全国より集め、東大病院及

び、関連医療機関における東洋医学の診療レベル

の向上と充実をはかり、漢方生体防御機能講座を

中核拠点として臨床研究のネットワークを構築し

ている（東京大学統合伝統医学研究会）。 

 

教育 

東京大学医学部では、かつて「治療学」（板倉武

担当）の中で、漢方と鍼灸の系統講義が昭和 30

年代頃まで行われていた。日本東洋学会の理事、

重鎮に東大関係者が多いのはこの影響である。漢

方生体防御機能学講座は寄付講座であるが、この

伝統を復活させ医学部の中における漢方医学教育

の典型を創ることを目指し、活動を行ってきた。 

平成 13 年 3 月に医学部教育におけるコアカリ

キュラムが発表され、その中に和漢薬の知識を学

ぶことが入れられた。東京大学においても、平成

14 年度から実施することを求められているが、生

体防御機能学は既に充分にこの任にあたることが

可能な実績を持っている。 

学部教育としては平成 16 年より医学部の系統

講義として東洋医学・代替医療を担当している。

平成 18 年より全学自由ゼミナール（東洋の生命

科学としての漢方医学）を担当している。平成 19

年には基礎統合講義(漢方)4 単位が行われた。また

MINKS 放映による東洋医学の講義を全国の国立

大学医学部、医科大学対象に行っている。西洋医

学と東洋医学の両者に優れた技能を有する若手医

師の育成を目標としている。また国際教育研究活

動として世界 40 ヶ国の学生に漢方の基本的原理

の講義と実習を東大生と一緒に国際的実験授業を

行 っ た （ Harvard Project for Asian and 

International Relations 「 HPAIR 」 Tokyo 

Conference 医療分科会 講義 ）。 

大学院教育としては、アレルギー・リウマチ学

講座、加齢医学講座と協力して cell biology, 

molecular biology, biophysics を中心とした研究

の基礎的教育を行っている。また卒後臨床教育と

して、東京大学付属病院総合研修センターと協力

しての医師に対する漢方医学セミナーを実施して

いる。また、漢方症例検討会による漢方医学の臨

床教育も行っている。また、学内における当講座

以外での漢方医学の研究にも協力している。 

 

研究 

研究に関しては培養細胞を使用した生化学的、

薬理学的研究に加え生物物理学的方法も導入して、

国際的にも漢方医学を西洋科学に翻訳できる本格

的な研究を行っている。まず漢方医学の基本的病

態生理（証）の科学研究を生物物理学的観点から

立ち上げた。第四期の成果として、漢方薬の有効

成分が性ホルモン様作用を持つ事が証明された。

内因性ホルモンと異なりその作用機序は non-

genomic action が主体であることも判明した。更

年期障害にしばしば漢方薬が用いられるが、この

ことは更年期のホルモン補充療法の代替治療とし

て漢方治療の可能性を示唆した。また、最近欧米

で盛んに議論されている抗老化ホルモン補充療法

の代替治療としての漢方療法も可能性も示唆した。

今後、漢方薬による副作用のないホルモン補充抗

老化療法の開発を行う。第四期のもう一つの成果

として、神経変性疾患の治療分野で脊髄小脳変性

症の治療研究が新たに展開した。漢方薬による治

療の成果がでており、遺伝性脊髄小脳変性症タイ

プ 6 の漢方薬による治療法が開発されつつあり、
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今後の重要な研究課題である。遺伝性脊髄小脳変

性症に対する漢方療法については遺伝子異常に対

する漢方薬の作用機序の分析を行い、種々の遺伝

性疾患の漢方による non-genetic therapy を開発

する。 

また漢方治療は本来再生医療を包含しており、

抗老化治療等を再生医療の観点からその作用機序

を解明していく。 実際骨・関節の老化による脊椎

辷り症の漢方治療を行い症状のみならず脊椎の辷

りの改善を確認した。このように我々は、骨関節

疾患における再生治療に成功しており、この分野

での漢方治療の有効性を更に検証する。また、心

身一如の漢方医学の基本概念を心身医学による分

析と神経内分泌学的視点による統合的研究により

検討し、漢方薬の有効性の機序を科学的に解明す

る。以上、臨床研究としては治療法が存在しない

遺伝性疾患や神経変性疾患、認知症,骨粗鬆症、肺

気腫などの加齢に伴う疾患を対象に本格的に漢方

治療が進行中であり、その有効性を検証する。 

 

出版物等 

 

1. Yu , J., Eto, M., Akishita , M., Okabe,T. and 

Ouchi, Y. A selective estrogen receptor 

modulator inhibits TNF-α-induced apoptosis 

by activating ERK1/2 signaling pathway in 

vascular endothelial cells.  Vascular 

Pharmacol. 51:21-28, 2009. 

2. 鶴岡浩樹, 岡部哲郎, 津谷喜一郎. 漢方薬 RCT

の構造化抄録におけるコメント記載の改善－第

2 回エビデンスレポート・タスクフォース・ワ

ークショップ報告－. 日本東洋医学雑誌 60: 

177-184､2009 

3. 岡部哲郎  漢方治療のエビデンス  薬事

51(6):823-826,2009 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.120 Oct. 2010 369 

 

メタボローム 
 

客員教授 

田口 良 

客員准教授 

小田吉哉 

 

ホームページ http://metabo.umin.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

現在、ゲノム創薬にむけてのホモロジー解析を

中心としたゲノミクス研究や、X 線、NMR 等の

構造生物学関連の構造プロテオーム研究が進ん

でいる。一方で、今後、機能に関連したミクロス

ケールのプロテオーム研究により、種々の状況で

のタンパク質の量的変動や翻訳後修飾等の質的

変動に関する情報が得られ、タンパク質相互のリ

ンケージ解析が進み、その生理的役割に関連する

様々な情報を得ることが可能になってくると思

われる。しかしながら、具体的なタンパク質の機

能解析という点では、酵素タンパク質の基質や、

生成物、またレセプタータンパク質のリガンド、

タンパク質の制御因子等の、個々の生理的現象に

関与するタンパク質以外の細胞内低分子の量的、

質的な変動に対する、包括的並びに特異的解析が

必要となる。これらの代謝分子の総体はメタボロ

ーム Metabolome とも呼ばれ、これを目指す学

問分野はメタボロミクスと呼ばれるようになっ

てきている。  

近年、このミクロスケールのプロテオームやメ

タボロームに関連する生命科学の基礎分野や創

薬研究において、質量分析(MS)がその解析手段

として極めて有効であることが判ってきた。この

分野の手法は 18 年程前に開発されたエレクトロ

スプレーイオン化法（ESI）や Matrix assisted 

laser adsorption/desorption ionization (MALDI) 

等のソフトイオン化と、それと組み合わせた質量

分析計の普及に伴って急速に発展して来ている。

これらのイオン化法の際だった特徴は、これまで

質量分析に用いられてきたイオン化法と異なり、

非常にソフトなイオン化である為、混合物であっ

ても個別の生体分子が壊れることなく検出され

る点にある。さらに、ピコモル、フェムトモル程

度の微量検出が可能な点も生体分子に非常に適

している。さらに混合物中の特定の分子を選択し

て MS/MS による解析を行うことにより混合物

中の個別成分の構造決定もできる。これは、これ

までの別々の過程であった分離と分析を質量分

析計の中で同時におこなうことができるという

点で画期的であった。これらソフトイオン化法を

中心とする質量分析計によるメタボローム解析

においては、溶媒に対する溶解性等で大まかに分

画した生体内代謝成分について、分離のための液

体クロマトグラフィー(LC)と直結した LC-MS 

により網羅的解析を行うことが出来るようにな

り、同定や変動解析が非常に容易になった。  

これらの生体分子の包括的解析や特異的解析

の進展にともなって、これらの代謝分子に関する

データベースや検索のためのツールも急速に開

発されるものと考えられる。今後、メタボローム

分野に於いては、質量分析データからの生体代謝
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分子同定のための独自データベースと検索エン

ジンの構築を試みる必要がある。これらのデータ

ベースはゲノム創薬のターゲット等のスクリー

ニングにおいて有力な財産となることが期待さ

れる。ESI-MS を用いた測定法は、レセプターを

介する各種の刺激により変動する細胞内メディ

エーターや代謝分子等の微量成分の迅速な同定、

定量、細胞内局在の解析、未知の代謝産物の検出

等にも有効に活用できることが判ってきた。代謝

産物の解析と、代謝酵素やレセプターのプロテオ

ーム解析とを組み合わせた上でバイオインフォ

ーマティクスによる解析を行うことにより、シグ

ナルパスウェイ解析といった新しい分野が発展

してくるものと予想される。今後、個別のターゲ

ットに向けての特異的、個別的解析と網羅的、俯

瞰的解析のバイオインフォーマティクスによる

融合が生命科学のアプローチに不可欠となると

考えられる。  

現在欧米では、ポストゲノムのターゲットとし

て多くのバイオベンチャーがこの領域に参入し

てきている。このような、急速な質量分析法によ

るプロテオームやメタボローム解析手法の進歩

により、5、6 年後には大方、先進諸国によるゲ

ノム創薬の勝敗の帰趨が明らかになると予想さ

れる。欧米のバイオベンチャーが現在最も力を入

れている質量分析技術を中心とした、ミクロスケ

ールのプロテオミクスの中心である質量分析法

は、ゲノム創薬における新薬のターゲッティング

やシーズのスクリーニングの技術として欧米で

最も重要視されており、基礎生命科学に於いても

非常に重要な手法と成りつつある。メタボローム

はまだ欧米に於いても、これらのソフトイオン化

を用いた網羅的解析はようやくその途についた

ところであり、現在、多くの研究グループが血漿、

尿、各種体液、培養細胞上清から生理活性分子の

同定、検出を行おうとしている。この研究は、医

療分野では疾患と関連した代謝分子の迅速な同

定、定量を可能にすると期待される。また、新規

の生理活性分子の発見や、創薬のターゲット分子

の検出においても有望な手段と考えられる。 

これらの諸情勢のもと、細胞情報学講座（清水

孝雄教授）を協力講座として、小野薬品工業、島

津製作所の２社のご尽力により、メタボローム寄

附講座が 2003 年２月より新設された。その後

2008 年からさらに３年間の延長がなされること

になった。 当講座は、常勤の客員教授田口の他、

国際的プロテオーム分野のホープである小田客

員准教授に併任をお願いしている。現在、３名の

ポスドク研究員を含む６名の研究員が脂質メタ

ボローム研究に携わっている。この他に、本学他

学部、他大学、企業の共同研究者５名が研究員と

して所属している。 

 

教 育 

現在、医学部２年、大学院医学修士、医学部博

士課程において質量分析、プロテオーム、メタボ

ロームの講義を行っている。また、薬学部等、他

学部の大学院授業も随時担当している。さらに、

プロテオームやメタボロームの手法や質量分析

について各種講習会、セミナー、学会を東大医学

部内に於いて開催するとともに、これらの分野の

研究手法についての種々の相談に対応し、質量分

析を中心とする包括的解析手法の普及に努めて

いる。 

 

研 究 

メタボロミクスはゲノミクス、プロテオミクス

等の発展と共にその重要性を増してきている。こ

れは生体における代謝物の詳細な変動解析がタ

ンパク質の機能や病態の解明にとって欠くべか

らざる情報となってきたからであり、病因や生理

作用因子の解明等、ターゲット分子を推定するた

めにも必須の過程である。このメタボローム測定

法として、質量分析法が主要な手段になってきて
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いる。メタボロームの対象はアミノ酸、有機酸、

糖、脂質及びそれらの代謝物等がある。その生体

からの抽出条件、カラムでの分離、そして質量分

析での測定条件等について、その最適な条件や手

法は代謝物の物性により大きく異なっている。従

って、解析の有効性や高感度化の為にも、我々の

研究室ではその対象を、主たる研究対象である脂

質に絞って行っている。 

脂質は生体にとって主要なエネルギー源の一

つであり、エネルギーの貯蔵形態でもある．また，

細胞の構成成分として生体膜を形成する主要な

成分である．さらに，細胞内のメディエーターや

細胞間の情報伝達因子としての役割を持つ生理

活性物質としても，近年とみに注目されてきてい

る． 

我々の研究室では、現在、脂質メタボローム解

析の効率化に必要な基盤技術の構築に取り組ん

でいる。質量分析法を利用したメタボローム解析

には、１）目的に則したサンプルの抽出法、サン

プルに適した質量分析法の選択、２）定性の為の

データベースの整備と検索システム、３）定量的

プロファイリングと、視覚化処理の手法、４）代

謝マップ上での代謝物変動の解析、５）包括的デ

ータ処理による新たな発見を目指した複雑系解

析システム、等が必要とされる。 

メタボローム解析をはじめとする，多量の解析

データが得られる，いわゆる網羅的解析手法にお

ける共通する特徴は，得られたデータからどのよ

うな相関，やクラスター情報えてそれをシステム

全体の理解にどのように活用してゆくかにある．

従来型のトップダウンによるシミュレーション

と最も大きな違いは，莫大な解析データを処理す

る過程で，新たな因子の発見や，相互関係の発見

を可能にするかということが最も重要であると

いう点である． 

測定対象を非常に広くとることは予期しない

新たな発見のチャンスを増大させるが，一方で非

常に重要であるが，対象の広さ故に，質量分析計

のダイナミックレンジの測定限界を下回る非常

に微量かつ微細な変化を見逃す可能性が増大す

るという欠点もある．このように網羅的な解析に

共通する問題点として本当に知りたいマイナー

な成分をいかに漏らすことなく拾い上げるかに

ついての困難が生じていることから，場合によっ

ては特定の分子群にフォーカスするといった，一

見網羅的という概念からは相反する作業が非常

に重要になってきている． 

我々は分析対象の範囲をいかにとるかという

点に関して，いくつかの異なるアプローチ手段を

用意している．一つは、はなるべく対象を広くと

り，測定対象のカテゴリーをあまり限定しない手

法であり，他方は測定対象の代謝分子を個別に限

定し、検出感度や定量的厳密を求める手法である。

そして、この中間の手法として構造特性から部分

的にフォーカスを行い、代謝物のカテゴリーをあ

る程度限定することにより，最初の手法では測定

限界にかからないような微量成分まで検出対象

とする手法を用いている．３種類の測定法の特徴

と、検出範囲、間出感度は異なっており、これら

を研究の目的、進行段階によって組み合わせて用

いることにより、より有効な解析が可能であると

考えている。 

我々の研究室の興味の対象は、数百以上に及ぶ

非常に多くのリン脂質のクラスや脂質分子種が、

各組織、細胞、細胞内オルガネラ、細胞膜局在ド

メインにおいてその生理的機能の必要性から、ど

のように特異的・選択的に局在化しているかを確

かめ、そしてそれがアシル基の分解合成や転移反

応を触媒する酵素によりどのように制御されて

いるかを明らかにしたいと考えている。さらに、

その中でアラキドン酸、ドコサヘキサエン酸（Ｄ

ＨＡ）等の高度不飽和脂肪酸を持つ分子種とその

過酸化を調べることにより、脂質過酸化の生理的

機能や病態との関連を調べることを目的として
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いる。研究材料としては、主に動物細胞や動物個

体を中心に用い、遺伝子型の異なる生体サンプル

の代謝変動応答の違いを比較する事を中心に解

析を行っている。 

生体内の脂質分子種は遺伝的要因のみならず、

食事等の生活習慣により大きく変動することが

判っており、このことは最近問題となっているメ

タボリックシンドローム等の病態に大きく関係

している。高齢化に伴う酸化ストレス除去機能の

低下は動脈硬化やアルツハイマー等の種々の疾

患の発症要因の一つとも考えられている。  

 

質量分析関連設備 

現 在 、 三 連 四重極型質 量 分 析 計 と し て

4000Qtrap と Quantum Ultra, イオントラッ

プ型として LCQ, LTQ、ハイブリッド型として

LTQ Orbitrap, Q-TOF micro, LCMS-IT-TOF 等

を使用し、MALDI タイプとして AXIMA-CFR

を使用している。2007 年より、レーザーマイク

ロダイジェスションや DESI, MALDI imaging

等、脂質の質量を局在情報として可視化する各種

手法を積極的に導入している。 
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沿革と組織の概要 

臨床疫学研究システム学講座(Department of 

Clinical Epidemiology and Systems)は、文部科

学省の振興調整費によるクリニカルバイオインフ

ォマティクス(CBI)研究ユニット(代表：永井良三 

循環器内科教授)が 2006年度末（平成 18年度末）

に 5年間の活動を終了する期限を迎えたことから、

この CBI の臨床疫学部門を継承し発展させる形

で、2007年（平成 19年）4月に万有製薬株式会

社の寄付によって設立された。 

その設立目的は、大量かつ経時的な臨床情報を

扱うこととなる生活習慣病を中心とした予防医学

領域において、質の高い臨床疫学研究を行うため

の臨床情報交換規格の標準化とそれに基づくシス

テムを創生して、その有効性を実証し、その学術

的基盤となる「臨床疫学研究システム学」を確立

するとともに、今後必要性の増大する当該分野の

人材養成に貢献するためである。 

運営体制としては、親講座である循環器内科学

教室との連携を持ちながら、2007年（平成 19年）

に設立された検診部の部長を山崎特任教授が兼任

しているため、CBIのゲノム科学部門を継承・発

展させたユビキタス予防医学講座の教職員との協

力のもと予防医学を含めた幅広い活動をしている。

さらに 22 世紀医療センター内にある同じく CBI

の臨床疫学部門を継承・発展させた臨床試験デー

タ管理学講座との共同運用として臨床試験・研究

全体のコンサルテーションも実施している。そし

て小出特任准教授は医療情報学の出身であること

から、病院内の企画情報運営部および大学病院医

療情報ネットワーク研究センター(UMIN センタ

ー)、疫学・生物統計学講座や薬剤疫学講座との協

力のもとで、臨床疫学分野における情報の標準化

やシステム化を進めている。 

また山崎特任教授が東京大学大学院医学系研

究科・医学部倫理委員会委員を、小出特任准教授

が個人情報管理補助者を担当し、医学研究科・医

学部で行われるヒトゲノム・遺伝子解析研究につ

いて、個人情報を匿名化する作業を行っており、

2009年度(平成 21年度)では、61 件の依頼により

3745検体の匿名化を実施した。 

さらに CBI 時代から継続して学内外の機関と

の協力のもと、教育・研究を実施している。 

 

教 育 

東京大学医学部附属病院臨床ゲノム情報部お

よび関連講座による「臨床入門講座」として、小

出特任准教授が 2009年(平成 21年)4月 17 日に、

また山崎特任教授が 5 月 29 日に講義を東京大学

医学部附属病院入院棟 A大会議室にて行った。 

またメディカルライティング基礎講座を、2009

年(平成 21年)9月 3 日と 4 日に集中講義形式で、
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特定非営利活動法人(NPO) 日本メディカルライ

ター協会(JMCA)主催、臨床疫学研究システム学

講座と臨床試験データ管理学講座、ユビキタス予

防医学講座の 3講座共催にて、学内の臨床講堂で

開催した。 

さらに 2009年（平成 21年）11月 11 日に国際

医療福祉大学大学院公開講座（乃木坂スクール）

にて「アカデミックサイドから見た医薬品の安全

性情報」と題して講義を実施した。 

 

研 究 

1) 臨床疫学研究（臨床試験、前向きコホート研究） 

臨床疫学研究システム学講座専用のデータサ

ーバを使ったデータ管理および日本臨床研究支援

センター（ Japan Clinical Research Assist 

Center, JCRAC）におけるデータ管理を行い、大

規模試験の実施に寄与している。特に冠動脈狭窄

を持つ患者における高血圧・高脂血症に対する強

化 療 法 と 通 常 療 法 の 比 較 試 験 (Japanese 

Coronary Artery Disease (JCAD) Study)では、 

当講座が事務局となり、質の高いスタディを円滑

に遂行できるように貢献している。 

また検診部（人間ドック）のデータベースをフ

ィールドとした臨床疫学研究も実施しており、Ｉ

Ｔツールを活用した家庭血圧研究や、新たな動脈

硬化バイオマーカーの探索研究がなされている。 

 

2) 医療の質向上のための研究 

病院の医療の質・評価委員会のコアメンバーお

よびクリニカルパス ワーキングの座長と病院機

能評価委員会調整部会長を本講座の小出特任准教

授が担当し、医療の質向上に役立つ指標の開発や、

その指標を用いた比較検討の研究を実施しており、

2009年 12月 1～3 日で財団法人日本医療機能評

価機構の訪問審査による認定更新において大きく

貢献した。 

 

3) 臨床疫学分野における情報の標準化 

日米 EU 医薬品規制調和国際会議（ ICH: 

International Conference on Harmonisation of 

Technical Requirements for Registration of 

Pharmaceuticals for Human Use）や国際的な医

療情報の標準化団体であるHealth Level 7 (HL7)

に参加して、医薬品規制情報の伝送に関する電子

的標準に関する作業をしており、特に安全性情報

の電子的標準化を中心に検討を進めている。また

CDISC (Clinical Data Interchange Standards 

Consortium)の活動にも参加し、臨床試験などに

おける臨床情報の相互運用性についても研究を行

っている。 

 

出版物等 

 

(1) Ogawa S, Yamashita T, Yamazaki T, Aizawa 

Y, Atarashi H, Inoue H, Ohe T, Ohtsu H, 

Okumura K, Katoh T, Kamakura S, 

Kumagai K, Kurachi Y, Kodama I, 

Koretsune Y, Saikawa T, Sakurai M, Sugi K, 

Tabuchi T, Nakaya H, Nakayama T, Hirai M, 

Fukatani M, Mitamura H. for the 

J-RHYTHM Investigators Optimal 

treatment strategy for patients with 

paroxysmal atrial fibrillation Circulation J 

2009: 73; 242-8 

(2) Okura T, Higaki J, Kurata M, Irita J, 

Miyoshi K, Yamazaki T, Hayashi D, Kohro T, 

Nagai R. and The JCAD Study Investigators 

Elevated Serum Uric Acid is an Independent 

Predictor for Cardiovascular Events in 

Patients With Severe Coronary Artery 

StenosisSubanalysis of the Japanese 

Coronary Artery Disease (JCAD) Study   

Circ J 2009: 73(5); 885-91 

(3) Kambara H, Yamazaki T, Hayashi D, Kohro 

T, Okada Y, Nagai R and The JCAD Study 

Investigators Gender Differences in Patients 

With Coronary Artery Disease in Japan The 
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Japanese Coronary Artery Disease Study 

(The JCAD Study)  Circ J 2009: 73(5); 912-7 

(4) Tanaka Y, Daida H, Imai Y, Miyauchi K, 

Sato Y, Hiwatari M, Kitagawa A, Kishimoto 

J, Yamazaki T, Kawamori R. Morning home 

blood pressure may be a significant marker 

of nephropathy in Japanese patients with 

type 2 diabetes: ADVANCED-J study 1  

Hypertens R 2009: 32; 770-4 

(5) Uchiyama S, Goto S, Matsumoto M, Nagai R, 

Origasa H, Yamazaki T, Shigematsu H, 

Shimada K, Yamada N, Bhatt DL, Steg PG, 

Ikeda Y. on behalf of the REACH Registry 

Investigators Cardiovascular event rates in 

patients with cerebrovascular disease and 

atherothrombosis at other vascular 

locations: Results from 1-year outcomes in 

the Japanese REACH Registry J Neurol 

Sci 2009: 15; 287(1-2): 45-51 

(6) Suzuki S, Yamashita T, Otsuka T, Sagara K, 

Uejima T, Oikawa Y, Yajima J, Koike A, 

Nagashima K, Kirigaya H, Ogasawara K, 

Sawada H, Yamazaki T, Aizawa T.  

Treatment strategy and clinical outcome in 

Japanese patients with atrial fibrillation.  

Heart Vessels 2009: 24(4); 287-93 

(7) Kaku K, Daida H, Kashiwagi A, Yamashina 

A, Yamazaki T, Momomura S, Iwase T, 

Yamasaki Y, Nagatsuka K, Kitagawa K, 

Kawamori R. Long-term effects of 

pioglitazone in Japanese patients with type 

2 diabetes without a recent history of 

macrovascular morbidity. Current Medical 

Research & Opinion 2009: 25; 2925-32 

(8) Yamazaki T, Kurabayashi M, and the 

ASTRO-1 Study Group.  A Randomized 

Controlled Study to Compare the Effects of 

Rosuvastatin 2.5mg and Pravastatin 10mg 

on the Plasma Lipid Profile in Japanese 

Patients with Hypercholesterolemia 

(ASTRO-1). Annals of Vascular Diseases 

2009: (2,3); 148-58 

(9) Yamazaki T, Kurabayashi M, and the 

ASTRO-2 Study Group.  A Randomized 

Controlled Study to Compare the Effects of 

Rosuvastatin 5mg and Atorvastatin 10 mg 

on the Plasma Lipid Profile in Japanese 

Patients with Hypercholesterolemia 

(ASTRO-2). Annals of Vascular Diseases 

2009: (2,3); 159-73 

(10) Koide D. Current Status and Future View of 

Electronic Data Exchange Format on 

Pharmaceutical Development. The 6th 

Annual Japan DIA meeting 2009: 109-14 

(11) Kohro T, Yamazaki T. Cardiovascular  

clinical trials in Japan and controversies 

regarding prospective randomized 

open-label blinded end-point design  

Hypertens Res 2009: 32; 109-14 

(12) Kohro T, Yamazaki T.  Mechanism of 

statin-induced myopathy investigated using 

microarray technology. J of Atherosclerosis 

and Thrombosis 2009: 16; 30-2 

(13) Kohro T, Yamazaki T. Eicosapentaenoic acid 

(EPA) in reducing secondary cardiovascular 

events in hypercholesterolemic Japanese 

patients  Circ J 2009: 73(7); 1197-8 
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ユビキタス予防医学 
 

特任准教授 

鈴木 亨 

特任助教 

相澤 健一 

 

ホームページ http://plaza.umin.ac.jp/upm/ 

 

 

沿革と組織の概要 

ユビキタス予防医学講座は東京大学大学院医

学系研究科寄付講座として、平成 19 年（2007

年）8月１日より運営を開始した。寄付者は、ト

ーアエイヨー株式会社、シオノギ製薬株式会社、

日本電気株式会社の３社である。関連する前身部

門として、東京大学大学院医学系研究科クリニカ

ルバイオインフォマティクス研究ユニット（代

表：永井良三）がある。同部門は平成 14年（2002

年）に文部科学省科学技術振興調整費人材養成プ

ログラムとして東京大学医学部附属病院内に設

置された。平成 19年に同ユニットが終了するこ

とを受け、これを引き継ぐ形で本講座と臨床疫学

研究システム学講座が設置された。なお、両講座

とも関連講座は東京大学大学院医学系研究科循

環器内科である。 

初代担当は鈴木亨であり、平成 19年 8月 1日

より客員准教授、平成 20年 4月 1日より特任准

教授を務める。教員は１名、相澤健一が特任助教

を務めている。 

 

本講座の設置目的は、高度かつ鋭敏なプロテオ

ーム解析技術を用いて、予防・早期発見につなが

る診断用バイオマーカーならびに診断用診療シ

ステムを開発し、人間ドック等予防医学へ導入す

ることである。また心血管治療薬の創薬、薬剤効

能の最適化等につながるサロゲート・バイオマー

カーを開発する。さらに、プロテオーム診断の臨

床導入がもたらす先進的な個別化医療を支援す

る情報基盤技術も開発することにより、予防医

学・参加型健康増進医療を推進する。このような

トータルなシステムを研究する応用科学「ユビキ

タス予防医学」を確立することが目的である。 

本講座は、平成 19年に東京大学医学部附属病

院に新設された検診部を診療および学術的から

支援している。本講座と同様に、検診部の運営を

支援する講座として、臨床疫学研究システム学講

座があり、本講座と協力関係にある。 

 

研 究 

本講座では高度かつ鋭敏なプロテオーム解析

技術を用いて、疾患の予防・早期発見に役立つ診

断技術を開発することを研究の主目的としてい

る。診断用バイオマーカーならびに診断用診療シ

ステムの開発を中心とする。代表例として、昨今、

日本で注目され、社会問題にもなっているメタボ

リック症候群はそのまま長く放置しておくと、心

血管疾患等の生活習慣病を発症する。このように

心血管疾患は発症前に非常に長い潜伏期間を有

するが、この間に生じる蛋白質の修飾・変性が疾

患の進展において中心的な役割を果たす。すなわ

ち発症後の治療よりも発症前の予防が重要であ
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る。本講座では、心血管疾患における蛋白質の修

飾・変性の測定法を開発し、今までになかった生

活習慣病の早期診断のためのバイオツールの開

発を行っている。 

プロテオーム解析技術を用た診断用バイオマ

ーカーならびに診断用診療システムの開発につ

いては、具体的には平成 19年～20年度に経済産

業省 NEDO 産業技術開発「個別化診断向けタン

パク質発現プロファイル解析ツールの実用化開

発」を行い、産学連携共同研究（株式会社島津製

作所との共同研究）を講座のメイン研究プロジェ

クトとして継続実施している。 

また、プロテオーム診断法の開発に留まらず、

その臨床導入がもたらす先進的な個別化医療を

支援する情報基盤技術（IT）も開発する。将来

的には人間ドック等予防医学へ導入することも

目指している。このように、予防医学や参加型健

康増進医療を推進するトータルなシステムを研

究する応用科学が「ユビキタス予防医学」であり、

本講座名の所以である。 

 

診 療 

本講座は東京大学医学部附属病院検診部の運

営に携わるとともに、検診部の診療および学術的

支援も行っている。 

 

教 育 

本講座の関連講座である循環器内科の大学院

生および博士研究員の教育および研究指導を行

っている。 

 

出版物等 

 

・英文論文 

(1) Matsumura T, Suzuki T, Aizawa K, Sawaki 

D, Munemasa Y, Ishida J, Nagai R. 

Regulation of transforming growth factor-

beta-dependent cyclooxygenase-2 expression 

in fibroblasts. J Biol Chem 284(51): 35861-

35871, 2009 

(2) Suzuki T, Distante A, Zizza A, Trimarchi S, 

Villani M, Salerno Uriarte JA, de Luca 

Tupputi Schinosa L, Renzulli A, Sabino F, 

Nowak R, Birkhahn R, Hollander JE, 

Counselman F, Vijayendran R, Bossone E, 

Eagle K; for the IRAD-Bio Investigators. 

Diagnosis of acute aortic dissection by 

D-Dimer. The International Registry of 

Acute Aortic Dissection substudy on 

biomarkers (IRAD-Bio) experience. 

Circulation 119(20): 2702-2707, 2009 

(3) Suzuki T. Cardiovascular diagnostic 

biomarkers –The past, present and future–. 

Circ J 73(5): 806-809, 2009 

(4) Suzuki T, Sawaki D, Aizawa K, Munemasa 

Y, Matsumura T, Ishida J, Nagai R. 

Krüppel-like factor 5 shows proliferation-

specific roles in vascular remodeling, direct 

stimulation of cell growth, and inhibition of 

apoptosis. J Biol Chem 284(14): 9549-9557, 

2009 

 

・和文論文 

(1) 鈴木亨、澤城大悟: 解説; IRAD、その成績

と意義. 循環器科 66(5): 561-566, 2009 

(2) 相澤健一、 鈴木亨: 心血管病の診断と治療

におけるバイオマーカーの有用性 ; 酸化

LDL. Mebio 26(12): 104-110, 2009 

 

・書籍 

(1) 相澤健一、 鈴木亨: 新しい酸化 LDLの測定

法. 清野精彦監修「心血管マルチバイオマー

カー・ストラテジー」、医歯薬出版、pp91-94, 

2009 

 

・総説 

(1) 相澤健一、鈴木亨: 変性蛋白の測定. 呼吸と

循環 57(7): 723-728, 2009 

 

・国際学会 
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(1) Ishida J, Suzuki T, Aizawa K, Sawaki D, 

Matsumura T, Nagai R: Krüppel-like facter 

6 is a key transcription factor in adipocyte 

differentiation. American Heart Association 

82th Scientific Sessions (November 14-18, 

2009, Orland, FL, USA) 

(2) Suzuki T: The potential for development of a 

circulating marker for acute aortic 

dissection: opportunities and challenges. 

Aortic Diseases Summit (September 22-23, 

2009, Baltimore, ML, USA) 

(3) Suzuki T: Genetics of fibrillinopathies. 

Advances in Understanding Aortic Diseases 

(September 11-12, 2009, Hamburg, 

Germany) 

 

・国内学会 

(1) 鈴木亨: 細胞核の機能制御異常による心血管病

態の解析. 日本放射線影響学会第52回大会（広

島：2009年11月11～13日） 

(2) 相澤健一、鈴木亨、興梠貴英、大池裕美子、瀬

戸元子、鈴木一詩、鈴木信也、永井良三、山崎

力: 人間ドックにおける自動家庭血圧測定サー

ビスで検出する仮面高血圧・白衣高血圧とメタ

ボリックシンドロームに関する横断的研究. 第

32 回日本高血圧学会総会（大津：2009 年 10

月 1～3日） 

(3) 鈴木亨: 人間ドックにおける BNP 測定の有用

性について. 第 50 回日本人間ドック学会学術

大会・第 2 回国際人間ドック会議（東京：2009

年 9月 3～4日） 

(4) 鈴木亨: 循環器予防医学で心血管疾患の予防的

治療をめざす. 第 50 回日本人間ドック学会学

術大会・第 2 回国際人間ドック会議（東京：2009

年 9月 3～4日） 

(5) 鈴 木 亨 : Current approaches to aortic 

dissection; from biomarkers to the 

international registry of acute aortic 

dissection (IRAD). 第 73 回日本循環器学会学

術集会（大阪：2009年 3月 20～22日） 

(6) 宗政歓子、鈴木亨、相澤健一、松村貴由、澤城

大悟、永井良三 : Positive regulation of 

promoter-region specific histone 

incorporation by histone chaperones ANP32B 

and TAF-I, histone deacetylase HDAC1 and 

DNA-binding factor KLF5. 第 73 回日本循環

器学会学術集会（大阪：2009年 3月 20～22日） 

(7) 石田純一、鈴木亨、相澤健一、澤城大悟、松村

貴由、永井良三: Krüppel-like factor 6 is a key 

transcription factor in adipocyte 

differentiation. 第 73 回日本循環器学会学術集

会（大阪：2009年 3月 20～22日） 

(8) 澤城大悟、鈴木亨、相澤健一、松村貴由、宗政

歓子、石田純一、Friedman Scott、永井良三: 

Krüppel-like factor 6 modulates 

cardiovascular fibrosis. 第 73 回日本循環器学

会学術集会（大阪：2009年 3月 20～22日） 

(9) 相澤健一、鈴木亨、Zhan Hong、松村貴由、澤

城大悟、石 田 純一、永井良三 : A novel 

pathogenic pathway of DNA damage 

response as mediated by KLF5 and its 

transcriptional complexes in the 

cardiovasculature. 第 73 回日本循環器学会学

術集会（大阪：2009年 3月 20～22日） 

(10) 藤本宏隆、鈴木亨、相澤健一、松村貴由、澤城

大悟、永井良三: Different molecular forms of 

brain natriuretic peptide measured using 

mass spectrometry-based immunoassay are a 

new biomarker of coronary artery disease. 第

73 回日本循環器学会学術集会（大阪：2009年

3月 20～22日） 
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分子血管病態学 
 

特任准教授 

長田太助 

特任助教 

田中君枝 

 

 

 

沿革と組織の概要 

近年、わが国においても生活の欧米化が進み、

さらに高齢化社会の到来に伴い、メタボリック症

候群に代表されるような動脈硬化に根ざした心血

管疾患の発生の増加が認められる。それは発症の

若年化、重症化も伴っているため、心血管疾患患

者に投入される医療費は増加の一途を辿っている。

医療資源の有効活用が叫ばれている現在、その早

期発見ならびに適切な治療の開発は急務である。

本寄付講座は循環器内科学講座を親講座として、

代謝性疾患も視野に入れた血管病変の成立機序の

解明のため 2008年 4月に設立された。 

 

教育 

長田准教授と田中助教の両名で、親講座である

循環器内科が担当している大学院の授業および学

部学生の Bedside Learningのレクチャーなどを

担当している。また循環器内科所属の大学院生に

対する研究指導を行っている。 

 

研究 

治療標的に適した分子に着目し、動脈硬化性病

変の診断・治療法を簡易にスクリーニングできる

方法を開発しようとするものである。本講座の目

標としては、1)動脈硬化ひいては虚血による血管

内皮障害機序の解析、2)内皮細胞の網羅的遺伝子

解析など様々な分子生物学的な方法による内皮障

害に関する特異分子の探求、3)分子イメージング

の手法を用い動脈硬化巣の早期画像化、4)効果的

な血管内皮保護物質のスクリーニング法の開発、

5)動脈硬化の分子生物学的成立基盤の解析、が上

げられる。動脈硬化性疾患の早期診断や適切な治

療法の開発に貢献したいと考えている。 

具体的には、メタボリック症候群の鍵分子とし

て知られている AMP-activated protein kinase 

(AMPK)の活性を直接操作したときの生体内での

反応を観察し、AMPKの役割を検討している。血

管内皮細胞は酸化ストレスなどの組織障害因子の

作用を緩和して、初期の動脈硬化性変化の芽を摘

み取る働きをしていると考えられている。中でも

内皮型一酸化窒素合成酵素(eNOS)は NO の産生

を介して内皮機能の保持に重要であると考えられ

ている。我々は低酸素条件下で活性化される

AMPK が Akt 活性をバックアップし、Ser1177

リン酸化を介してeNOS活性することを報告した。

この作用は低酸素条件での血管新生には AMPK

を介するNO産生が重要であることを示している。

またアディポネクチンは、内皮でも AMPK を活

性化し、PI3K-Akt 系を介して eNOSを活性化す

ることが別のグループからも報告された。HDL

やその構成アポリポプロテインである ApoAI の

eNOS 活性化にも AMPK 活性化が関与している

との報告もある。またメトホルミンで活性化され

る AMPKはサイトカイン刺激で増加したNF-κB
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シグナルを抑制するとの興味深い報告があるが、

詳細な機序については今後の検討課題である。 

一方、高血糖は酸化ストレスを介してアポトー

シスを誘導するが、薬剤により AMPK を活性化

すると部分的にそれが抑制できることを報告され

た。アディポネクチンは AMPK 活性化を介して

内皮細胞のアポトーシスを抑制するとの報告もあ

る。我々は最近、AMPKα1 の autoinhibitory 

domain (a.a. 313-392)のみを欠損しβサブユニッ

トとの結合能を残し、さらに Thr172を Aspに置

換した costitutively-active AMPKを過剰発現で

きる系を作成した。この系は薬剤刺激の非特異的

な作用を除いた AMPK の特異的作用をみること

が可能である。これを血管内皮細胞に発現させた

ところ無酸素条件下でのアポトーシスが著明に減

少した。前述の通り内皮細胞には AMPK が

PI3K-Akt 系を賦活化する作用があり、この抗ア

ポトーシス効果もそれを介していることが示され

た。 

さらに現在作成中の遺伝子改変マウスによって

血管内皮依存的な AMPK の役割、とくに内皮障

害における役割が明らかになることが期待される。

また支持組織程度に理解されてきた血管外膜周囲

の脂肪組織がアディポネクチンを介して抗動脈硬

化的に働くことが示されたが、その一部にも

AMPKが関与していることが示唆され、生体内で

の AMPK の血管保護的な働きが明らかとなって

きた。今後さらなる検討をしていきたい。 
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沿革と組織の概要 

本寄附講座は、超予防的スキンケア技術の開発

を目的として、2008 年度より大学院医学系研究

科に開設された。 

皮膚は、体表面全体をおおう最大の器官である。

したがって、健康な皮膚は健康な生活の基本であ

ると考えられる。しかし、近年の急速な高齢化や、

肥満や糖尿病、メタボリックシンドロームなど生

活習慣病の増加に伴い、様々な健康問題が生じて

いる。特に、常に外的刺激の暴露を受ける皮膚で

は、内的要因と外的要因が相まって作用し、ドラ

イスキンなどのスキントラブルや、難治性慢性潰

瘍などの重篤な皮膚障害が増加している。このよ

うな皮膚では、病的状態の顕在化に先立って潜在

的に皮膚の機能低下が起きているものと考えら

れる。 

皮膚の機能の中でも、バリア機能と外力緩衝能

が特に重要であり、これら両機能を十分に兼ね備

えた皮膚を「健康な皮膚」と呼ぶことができる。

本講座では、病的状態にないという意味での皮膚

の健康を保つのみではなく、皮膚本来の機能を更

に強化することでより健康な皮膚を実現する「ア

ドバンストスキンケア」の確立を目指している。

この試みは、看護学が患者様の日常と向き合う学

問であるが故に発想されたものであり、従来の医

学研究とは一線を画す新たな分野の創造である。 

2009 年 12 月 21 日には、第 2 回アドバンスト

スキンケア特別講演会を開催し、「皮膚の老化と

その対策としての美容医療」と題して吉村浩太郎

先生（東京大学医学部付属病院形成外科）にご講

義頂いた。 

 

2008 年度の講座組織は、客員教授１名、特任

助教１名である。協力講座は、大学院医学系研究

科 健康科学・看護学専攻 老年看護学／創傷看

護学分野である。 

 

教 育 

大学院 

老年看護学／創傷看護学分野と協力してアド

バンストスキンケアに関連したテーマを選択す

る大学院院生の研究を支援している。 

 

研 究 

本講座では、「アドバンストスキンケア」の確

立を目指し、以下の 3 つを研究の柱として、臨床

における実態調査・基礎研究によるメカニズム解

明・新規技術の開発および臨床評価という一連の

トランスレーショナルリサーチを実践している。 

 

(1) 皮膚の健康度に関わる要因の解明 

(2) 皮膚の健康度を測定するパラメータの開発 
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(3) より健康な皮膚を実現するためのアドバンス

トスキンケア技術の開発 

 

2009 年度は特に加齢や生活習慣病と皮膚との

関連に着目し、 

①虚弱高齢者の皮膚の形態と機能 

②痩身プログラム参加者の実態 

③痩身プログラムの成果とボディイメージとの

関連 

④糖尿病およびメタボリックシンドロームにお

ける皮膚特性の解析 

などをテーマとして研究を実施した。 
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沿革と組織の概要 

この半世紀ほどの間、わが国だけでなくほぼ全

世界的に糖尿病は増加の一途を辿ってきましたが、

その背景には、体内のエネルギー貯蔵が過剰とな

りやすい生活環境の中で、肥満症・メタボリック

シンドロームが急増してきたことがあります。メ

タボリックシンドロームとは、肥満に伴い、耐糖

能異常・高脂血症・高血圧症と言った動脈硬化症

の危険因子が集積する病態ですが、その本質は、

エネルギー貯蔵の過剰によりエネルギー代謝の調

節機構が破綻をきたした状態と考えられます。 

分子エネルギー代謝学講座は、東京大学大学院

医学系研究科代謝栄養病態学講座（糖尿病・代謝

内科）を親講座とし、サニーヘルスホールディン

グス株式会社とサニーヘルス株式会社のご寄付に

より、平成 20 年 4 月に開講致しました。当講座

では、中枢及び末梢におけるエネルギー代謝調節

の分子メカニズムの解析に比重を置いて研究を推

進し、その破綻としての肥満症・メタボリックシ

ンドロームの病態解明を目指します。 

 

教育 

分子エネルギー代謝学講座では、医科学専攻修

士課程 1年生の講義(「人体機能学：代謝」および

「臨床医学概論：肥満、糖尿病、脂質代謝異常」)

を受け持っています。 

 

研究 

分子エネルギー代謝学講座は、メタボリックシ

ンドローム（インスリン抵抗性症候群）の病態解

明を目指し、様々な角度から分子生物学的なアプ

ローチを行っています。 

例えばひとつの切り口として、「インスリン抵抗

性とは、肥満状態においてそれ以上太らないよう

にするためのネガティブフィードバック機構であ

る」という観点から、どのくらい太っているのか

という肥満度そのものよりも、あとどのくらい太

れる余地があるのかの方がより重要ではないかと

いう仮説の下、後者を表す「肥満余力」という新

たな概念を想定しつつ、その分子機序の解明に取

り組んでいます。特に、エネルギー代謝の調節系

には多くの転写因子が関与していることが明らか

となってきており、転写調節ネットワークの解明

という方向からの取り組みに力を入れています。 

具体的には、現在、下記のような研究テーマに

取り組んでいます： 

 

・ネガティブフィードバック機構としてのインス
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リン抵抗性という観点から、腫瘍抑制因子の作

用を解明し、「肥満余力」の実体を明らかにす

る。 

・in vivo imaging system (IVIS)を用いた新しい

プロモーター解析手法(in vivo Ad-luc 解析法)

により、中性脂肪合成系や糖新生系の転写調節

機構の解明を行う。 

・エネルギー代謝の転写調節ネットワークの全容

解明に向けた革新的な基 盤 技 術 (TFEL: 

transcription factor expression library)の開発

を行う。 

・TFELを活用した画期的 C2T 解析技術を確立す

る(C2T: cis-to-trans)。 

・脂肪の「量」だけでなく「質」にも注目して、

肥満症の病態解明に取り組む。 

・新規生理活性化合物のスクリーニングによる

chemical biologyからエネルギー代謝調節機構

の解明にアプローチする。 

・脂肪細胞の分化・エネルギー代謝調節メカニズ

ムへのepigenetic regulationの関与を明らかに

する。 

・系統発生／個体発生における adipo-hepatic 

balancing のメカニズムとしての自律神経機能

の働きを解明し、肥満症治療への応用を試みる。 
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沿革と組織の概要 

慢性腎臓病（CKD）学講座は、腎臓・内分泌

内科（藤田敏郎教授）および泌尿器科・男性科（本

間之夫教授）を協力講座として、日本ベーリンガ

ーインゲルハイム株式会社からの寄付により、

2009年 1月に大学院医学系研究科内に設立され

た講座です。 

慢性腎臓病（CKD）とは 2002年に米国腎臓財

団により提唱された疾患概念で、末期腎不全・人

工透析の予備軍としてのみならず、心血管病

(CVD)による死亡のハイリスク群として注目を

集めており、現行医療の最重要課題のひとつとさ

れています。 

本講座では、近年社会問題ともなっているメタ

ボリッシンドロームによるCKDの発症メカニズ

ムや、CKD が CVD を発症しやすい原因（心腎

連関）を解明し、新たな治療標的分子の同定、画

期的な診断法・治療法の開発などトランスレーシ

ョナルリサーチを推進し、CKD治療に応用可能

なエビデンスを構築することを主要な研究テー

マとしています。その際、協力講座や学内外の他

講座と密接な連携を図り、その豊富な臨床知見や、

多岐にわたる解析アプローチを活用・駆使し、治

療戦略の理論的根拠や新規治療法開発につなが

るような病態生理の解明、さらには臨床研究によ

るヒトにおける意義の検討を推し進めていきま

す。本講座は本邦初の CKDに特化した講座であ

り、世界をリードする基礎研究拠点となることを

目指しています。 

 

研 究 

本講座では、メタボリックシンドロームが

CKDを進展させるメカニズムについて、CKDの

主徴候である蛋白尿の主因である糸球体足細胞

障害に焦点をあて、アルドステロン／鉱質コルチ

コイド受容体(MR)系、食塩、アディポカイン、

酸化ストレス、免疫細胞による炎症機転などの関

与を検討しています。元来、アルドステロン／

MR系は腎臓での塩分の再吸収を司る系で、塩分

の少ない環境で生命を維持する手段として重要

な役割を果たしてきました。ところが近年、塩分

の取り過ぎや過食といった生活習慣の変化に伴

い、アルドステロン／MR系の過剰な活性化によ

る高血圧や心血管病、CKDが問題化するように

なりました。我々はメタボリックシンドロームを

呈する動物モデルを用いて、メタボリックシンド

ロームに伴うCKDがアルドステロン／MR系に

強く依存すること、脂肪細胞より分泌される未知

の因子(aldosterone-releasing factors: ARF)が

アルドステロン過剰、腎での MR 活性化、ひい

ては腎障害をもたらすこと、肥満に塩分過剰が加

わると MR 活性化が増強し、著しい心腎障害が
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生じることを示してきました。さらに腎臓での

MR 活性化は血中アルドステロン濃度が必ずし

も高くなくても生じることが判明し、遺伝子改変

マウスの解析を通じて新たな MR 活性化因子と

して低分子量 G蛋白 Rac1を同定しました。すな

わち、Rac1という細胞内情報伝達物質が遺伝子

変異やある種の細胞外刺激により活性化される

と、アルドステロン非依存性に MR を活性化し

腎障害を引き起こすこと、Rac 阻害薬が腎保護薬

として有望であることを世界に先駆けて報告し

ました。 

現在、分子細胞生物学的・発生工学的手法など多

角的アプローチでメタボリックシンドロームに

伴う腎障害のメカニズムを解明するとともに、ヒ

トにおける Rac1・MR 活性化の意義の検証、新

規診断法・治療薬の開発を進めています。 

(1) メタボリックシンドロームモデル動 物

(KKAy、SHR 肥満、食餌性肥満など)を用い

て、臓器障害、Rac1・MR 活性化状態、Rac

阻害薬や MR 拮抗薬の臓器保護効果、糖代

謝・脂肪細胞への影響を検討する。また Rac1

活性化を惹起する因子を探索する。 

(2) 臓器・細胞特異的 Rac1 活性化・遺伝子欠損

マウス(腎糸球体足細胞など)を作製し、当該

細胞における Rac1 活性化と MR カスケー

ド・臓器障害の関係を検証する。 

(3) SHR 肥満ラットと非肥満 SHRの脂肪細胞培

養液の比較に基づき、脂肪細胞由来アルドス

テロン分泌刺激因子 ARFを同定する。 

(4) 新たなMR活性化機構の同定。 

(5) 新規治療薬(Rac、ARF、新たに同定された治

療標的分子に対する阻害薬)の開発を進める。

診断法に関しては、血中アルドステロン濃度

に代わる臓器MR活性化指標を同定するとと

もに、活性型 Rac1 の可視化法を開発し、腎

生検サンプルなど臨床検体を用いて Rac1・

MR系が関与する病態を特定する など。 

教 育 

大学院生を中心とした研究者育成のための教

育も本講座の責務です。基礎実験や臨床試験の推

進における教育はいうまでもなく、カンファレン

スによる学術的思考のスキルアップや国際学会

を含む学会での発表、論文作成や投稿を積極的に

行い、将来の東京大学の研究を担える人材の育成

に努めています。 

 

出版物等 

 

(1) Nagase M, Fujita T. Mineralocorticoid 
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教 育 

本講座では、最先端光学顕微鏡法によるイメー

ジングの手法及びクライオ電子顕微鏡による原子

レベルの解像度で機能蛋白の構造と動態を時間・

空間分解能の極限まで追求する試みを行っている。

フリークォーターは、電子顕微鏡の基礎技法、細

胞骨格の細胞生物学、免疫細胞化学、組織培養、

ナノスケールの顕微鏡法、分子生物学、分子遺伝

学など、本人の希望にあわせて実際の研究室の研

究に参加してもらっている。また、本年は、最先

端光学顕微鏡法である超解像光学顕微鏡技術

（ Photoactivated Localization Microscopy 

PAL-M）と誘導放出消去顕微鏡法（Stimulated 

Emission Depletion microscopy, STED）のセミ

ナーを行った。 

学部・大学院教育は細胞生物学・解剖学大講座

と一体となって行っている。教育は、講義と実習

ならびにフリークォーターからなる。 

医学部学生及び理学部人類学学生を対象に骨

学、肉眼解剖学、細胞生物学、発生学、組織学総

論・各論 合計 323 時間を大講座全体で協力し一

体として行っている。また健康科学・看護学科生

に研究方法論、解剖示説、合計 22 時間の教育を

行っている。実習は教授、准教授、講師の内１名

と助教が１名組んで担当している。なお、加えて

講師が他学部（教育学部、理学部、文学部等）生

を対象に肉眼解剖学及び組織学の講義、実習（25

コマ、80 時間）を行っている。又大学院共通講義

（分子細胞生物学入門）を 15 コマ（23 時間）と

実習 40 コマ（70 時間）行っており、教育は大講

座全体で 総計 518 時間である。 

 

研 究 

本 講 座 で は 、 私 達 が 発 見 し た Kinesin 

superfamily  molecular motors (KIFs) の構造、

機能、動態を解析することを目的としている。 

用いる手法は、最先端の光学顕微鏡法、クライ

オ電子顕微鏡、Ｘ線結晶解析、生物物理学、分子

遺伝学等を駆使して課題を解決する。 

すべての細胞は、細胞の機能にとり必須の機能

蛋白分子を合成後、様々な膜小器官あるいは蛋白

複合体さらには mRNA 蛋白複合体として目的地

へ適正な速度で輸送する必要がある。この細胞内

の物質輸送は細胞の重要な機能、形作りそして生

存のため必須である。私達は今までにこの輸送機

構の主役である微小管をレールとしたキネシンス

ーパーファミリーモーター分子群（KIFs）を発見

し哺乳類の全遺伝子４５個を同定した。またこの

KIFs が多様な機能分子を輸送するだけでなく脳

の高次機能、神経回路網形成、左右の決定、腫瘍

の抑制等に重要な役割を果たす事を明らかにして

来た。このようにモーター分子群 KIFs は重要な
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細胞機能の根幹を担っていると同時に私達の体の

様々な基本的生命現象に深く関わっておりこの研

究は分子細胞生物学、神経科学、発生生物学、生

物物理学、臨床医学等の広範な学問分野に大きな

学術的意義を有すると思われる。私達は今まで遺

伝子群の発見、機能の解析、個体レベルの機能解

析、作動原理等すべての課題について常に世界を

リードする研究を行なって来た。しかしながらま

だ未知の多くの課題が存在しこれらを解く為、世

界に先駆けて研究を大きく発展させることを目的

としている。本年度は以下の研究成果を得た。 

 

1) 新しい KIF26A の発見とその個体レベルでの

機能解析 

新しい KIF26A は、N 末モーター領域型で、

1881アミノ酸からなる蛋白質で、モーター領域の

ATP ase活性に重要な、p-loop,L9-loop, L11-loop 

のアミノ酸配列が、他の動くモーター分子、

KIF5A, KIF3A, KIF1A と違い、保存されていな

い。生化学的解析により、微小管により活性化さ

れる ATPase の活性がないことがわかった。ノッ

クアウトマウスを作製したところ、ミュータント

は、巨大結腸（Megacolon）のために、生後５週

以内に死亡した。これを解析すると、腸管神経節

に KIF26A が発現されていた。巨大結腸は、腸管

神経系の異常によることが知られており、腸管神

経系の発生には、GDNF-Ret signaling system が

関与していることが分かっている。ミュータント

と野生型の腸管を調べると、ミュータントでは、

腸管神経節細胞が増殖し、その数が、特に結腸で

50％以上増加していた。興奮性、抑制性両方の神

経細胞が増加し、特に結腸で収縮が起こり、

Megacolon となることが分かった。 

GDNF/Ret signaling の下流にある、pAkt, 

pERK を調べると、GDNF 刺激によりミュータ

ントでは、過剰に活性化されることがわかった。

そこでこの機序を、細胞生物学的に様々な手法を

駆使して解析すると、野生型では、KIF26A が、

GRB2 と結合し、SHC との結合を遮断すること

により、その下流のカスケードを抑制し、pAkt, 

pERK を負に制御していることが分かった。この

制御により腸管神経節細胞の増殖が適正にコント

ロールされていることが明らかになった。ミュー

タントでは、KIF26A の決失により、この抑制が

利かなくなって、pAkt, pERK シグナルが過剰に

活性化され、腸管神経節細胞の過形成が起こり、

巨大結腸になる。このようにして、KIF26A は、

ユニークな KIF で、GDNF/Ret シグナル系の重

要なシグナル分子として働き腸の発生と発達に基

本的な役割を担っていることが、解明された。 

 

2) KIF5 による速い輸送と遅い輸送のスイッチ

機構の解明 

神経細胞軸索内で膜小器官の早い輸送（200-

400mm/day）と cytosolic proteins の遅い輸送

（1-8mm/day）があり KIF5 が関与していること

を我々は、示している。同じKIF5 がどのように

２種類のカーゴを識別しているかを解析した。以

下の巨大軸索をモデル系として用い、cytosolic 

protein と KIF5 の結合と輸送を、Fluorescence 

crosscorrelation spectroscopy (FCCS) を用いて

解析し、たところ、KIF5 の結合する kinesin light 

chain (KLC) TPR 部位に Hsc70 が結合すると、

それに cytosolic proteins が結合して 遅い輸送

を担い、そうでなければ、KLC がアダプター蛋

白を介して、膜小器官に結合して早い輸送を担う

ことが分かった。KLC の TPR ドメインを過剰発

現する transgenic mouse を作成すると、遅い輸

送が障害され早い輸送が促進された。このように

して、KIF5/Hsc70 による遅い輸送と、早い輸送

の転換機構が明らかとなった。 
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沿革と組織の概要 

分子精神医学講座は、2010 年 2 月に、アステ

ラス製薬、大日本住友製薬、吉富薬品の 3 社の寄

附により新設された寄附講座である。東京大学大

学院医学系研究科脳神経医学専攻精神医学分野を

協力講座とし、特任准教授および特任助教を各１

名配置している。 

統合失調症、気分障害、発達障害など、主要な

精神疾患の病因・病態解明を目指した基礎研究の

推進を目的とし、分子生物学的、神経科学的、行

動学的観点などから多面的に解析を行っている。

特に、協力講座との連携のもと収集された末梢血

由来試料や、国内外の精神疾患患者死後脳バンク

から供与された脳試料などを用い、患者試料を出

発点にした研究に力点をおいている。 

 

教育 

協力講座と共に、大学院生の受け入れと教育の

ための体制を整えている。また、臨床研究者育成

プログラムなどを通じ、研究教育に参画している。 

 

研究 

1) 死後脳を用いたゲノム研究 

主要な精神疾患である統合失調症や気分障害の

発症には、多数の遺伝子群と環境要因の双方が複

雑に関与していると考えられている。 遺伝―環

境要因の相互作用は、患者脳組織における長期的

かつ病的な性質変化として検出されると考えられ、

そのような性質変化の背景を、患者脳ゲノム解析

を通して明らかにしていく。具体的には、DNA

メチル化状態などエピゲノムの状態変化や、脳神

経系における神経細胞特異的なゲノム多型性に着

目して研究を行っている。 

 

2) 末梢血由来試料を用いた研究 

末梢血試料が精神疾患の病態を真に反映し得る

かどうかは議論の余地のある問題であるが、将来

的な診断法開発を念頭においた、バイオマーカー

探索を中心とした研究を多方面から推進している。

特に、精神病リスク状態 (At risk mental state 

(ARMS))群や、初発統合失調症患者などに着目し

オミックス動態の変動の有無の検討を行っている。 

 

3) 動物モデルを用いた研究 

理化学研究所脳科学総合研究センターや広島大

学、札幌医科大学など他施設との共同研究におい

て、統合失調症および自閉症モデル動物における、

エピゲノム解析を中心としたオミックス解析を行

っている。 
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沿革と組織の概要 

「がん」は先進諸国における成人死因の第一位

を占めており、他の主要な死亡原因である脳血管

障害、心疾患による死亡者数が現在では減少に転

じているのに比し、未だなお死亡者数が増加の一

途をたどっている。毎年世界中で約 800万人がが

んのために亡くなっており、我が国だけでも 30

万人以上が死亡しているのが現状である。現行の

殺細胞剤としての抗がん剤による治療効果はほぼ

限界に達していると言わざるを得ず、がん治療の

新たなブレークスルーを得るためには、それぞれ

のがん種における有効な分子標的治療法展開が必

須であると考えられる。 

近年、悪性腫瘍の主たる原因遺伝子を機能スク

リーニングによって同定する新たな cDNA 機能

アッセイ法が、間野特任教授および崔特任准教授

らによって開発され、それを肺がん臨床検体に応

用することで新しい融合型チロシンキナーゼ

EML4-ALK が発見された。本発見は速やかに

ALK阻害剤の臨床応用にまで展開し、海外におい

て実際の肺がん患者に対する劇的な治療効果が確

認された。こうして、「発がんの主要原因」が同定

されれば、それを標的とした遺伝子診断法および

分子標的治療剤が速やかに開発される事が我が国

でも現実のもとのして証明され、同発見は現在有

効な治療法を持たない肺がん症例の今後の臨床を

大きく変えようとしている。 

一方、一度に数十億塩基対もの大量の塩基配列

を解析可能な超並列高速シークエンサーが開発さ

れ、これを用いてがん臨床検体における遺伝子配

列異常の網羅的解析が実行可能になった。この様

な塩基配列異常の大量解析と上述の機能スクリー

ニング法を有効に組み合わせ、さらにそのアプロ

ーチを大量のがん臨床検体に応用することで、

様々ながん種における主要発がん原因遺伝子を効

率よく同定することが期待される。 

この様な状況下にあって、ゲノム医学講座は、

機能スクリーニング法とゲノム解析技術とを有機

的に統合しヒト発がんメカニズムを解明すること

を目指して 2009年 9月に新たに設立された。実

際の開設にあたっては協力講座として本学分子病

理学講座（宮園浩平教授）および、寄付者として

アステラス製薬株式会社およびイルミナ株式会社

のサポートをいただいた。 

ゲノム医学講座は国内外の多くの研究期間と共

同研究を展開しており、特に間野特任教授が兼務

する自治医科大学分子病態治療研究センターゲノ

ム機能研究部とは密接な連携を取り、両研究機関

で得られる次世代シークエンサー解析データは共

同の大型サーバーで解析を行っているところであ

る。 

 

教育 

本学医科学修士学生の実験指導を行うとともに、

医学部M1学生に対する病理学総論講義の一部を

担当して行った。 
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また間野特任教授がゲノミクス解析のセミナー、

講習会等を国内外で広く行い、発がんメカニズム

解明におけるゲノム解析の重要性について啓蒙活

動を行った。 

 

研究 

ゲノム医学講座は、ヒトがん細胞株及びがん臨

床検体を用いて、主に以下の 2種類のアプローチ

により発がん原因を解明することを目指している。 

(1) レトロウィルスライブラリーによる機能スク

リーニング 

これまで「がん遺伝子」の同定には、3T3繊維

芽細胞にがん細胞ゲノム DNA を直接導入し形質

転換フォーカスをスクリーニングする「Focus 

formation assay」が 1980年代から多用されてき

た。しかしこの方法はがん細胞のゲノム DNA を

直接利用するため、各遺伝子の発現はそれ自体の

プロモーター・エンハンサーによって規定される。

したがって繊維芽細胞で転写がオンになるプロモ

ーターでドライブされるがん遺伝子は単離可能で

あるが、例えば臓器特異的プロモーターで発現制

御されるがん遺伝子は繊維芽細胞内で発現がオフ

のままであり、スクリーニングから漏れてしまう

のである。そこで我々らは「がん組織内のmRNA

から cDNAを作り、それらを発現させる組換え型

レトロウィルスライブラリー」を構築するシステ

ムを開発した。本ライブラリーを用いれば 3T3細

胞のみならず任意の増殖細胞にがん組織内 cDNA

を導入・発現可能であり、しかもライブラリーに

組み込んだ全ての cDNA の発現は強力なプロモ

ーターであるレトロウィルス LTR によってドラ

イブされる。我々らのシステムは微量の臨床検体

からでも cDNA を増幅し多数のクローンからな

るライブラリーを構築でき、しかも得られたライ

ブラリー内の cDNA サイズが十分に長くかつ人

為的配列変異がほとんど無いことを特徴とする、

世界有数の機能スクリーニング法である。 

我々らは肺がんにおける新たな原因遺伝子を同

定する目的で、このライブラリーシステムを用い

て喫煙者に生じた肺腺がん切除検体から cDNA

発現レトロウィルスライブリーを作成し、3T3繊

維芽細胞に感染させて複数の形質転換フォーカス

を得た。それらの一つから回収した cDNAを解析

したところ、新たな融合型がん遺伝子

EML4-ALKを発見することに成功した（Nature 

448:561）。本遺伝子は、肺がん細胞中で 2番染色

体短腕内に極めて短い逆位（～12 Mbp)が生じ、

本来 2番染色体短腕上に互いに反対向きにマップ

される微小管会合タンパク EML4（Echinoderm 

microtubule associated protein like 4）遺伝子と

受容体型チロシンキナーゼ ALK（Anaplastic 

lymphoma kinase）遺伝子とが融合した結果生じ

たものであり、活性型チロシンキナーゼ

EML4-ALKを産生することになる。 

さらに EML4-ALKを肺胞上皮特異的に発現す

るトランスジェニックマウスを作成したところ、

同マウスは生後すぐに数百個にも及ぶ肺腺がんを

多発発症し、しかもこれらマウスに ALK 酵素阻

害剤を投与すると肺腺がんは速やかに消失した

（PNAS 105:19893）。したがって EML4-ALKこ

そが同遺伝子陽性肺がんの本質的な発がん原因で

あり、しかも ALK 特異的阻害剤は同遺伝子陽性

肺がんの全く新しい分子標的療法となる事が証明

された。 

すでに EML4-ALK陽性肺がん患者を対象とし

た ALK 阻害剤による国際第一相臨床試験が開始

され、完全寛解症例の出現を含む 90％以上の

disease control rate という特効薬とも言うべき

治療効果が 2009年米国臨床腫瘍学会（ASCO)総

会および 2009年欧州臨床腫瘍学会（ECCO)総会

において報告された。こうして我が国の発見によ

り固形腫瘍に対する特効薬開発までが極めて短期

間のうちに展開された。 

現在、我々のレトロウィルスライブラリー作成
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法を用いて他の種のがん検体からの新たな発がん

原因遺伝子の同定を行っているところである。 

(2) がんゲノムリシークエンス 

白血病の発症原因を解明するべく、白血病芽球

における遺伝子配列異常の大規模解析を行った。

発がんに関連が予想される 5600 種類のタンパク

コード遺伝子について、その coding exonの配列

（約 900万塩基）を決定する超大型シークエンス

アレイ（Sequencing Wafer）を米国 Perlegen社

と共同で開発し、白血病芽球およびペア正常 T細

胞分画における non-synonymous 変異のスクリ

ーニングを行った（Oncogene, Epub ahead of 

print. DOI: 10.1038/onc.2010.117）。その結果

JAK3 チロシンキナーゼ遺伝子の新規活性型変異

を成人急性骨髄性白血病において初めて同定した。

さらに白血病発症における本活性型 JAK3の意義

を解析するためその変異の有無を286例の白血病

検体で解析したところ、9 例で変異を発見した。

すなわち急性骨髄性白血病の一部は JAK3の活性

型変異によって発症するサブグループとなること

を明らかにした。 

一方我々のリシークエンシング解析の結果、ゲ

ノムの de novo メチル化の責任酵素である

DNMT3A に機能抑制変異が存在することが明ら

かになった。これは体細胞における初めての

DNMT遺伝子変異の発見である。変異DNMT3A

は正常タンパクに比べて 50％以下の触媒活性し

か有しておらず、しかも同部位の変異は白血病症

例中約 4％に認められることが明らかになった。 

さらに我々は今後の大規模解析のための基盤技

術として、イルミナ社の次世代シークエンサー

「Genome Analyzer」を用いて極めて高精度に塩

基配列異常を検出する新しいリシークエンス技術

の開発にも成功した。 
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沿革と組織の概要 

「免疫細胞治療学（メディネット）講座」は、

先端医療であるがんに対する免疫細胞治療や細胞

医療の実施に必要な技術・ノウハウ、施設、資材、

専門技術者、システム等を包括的に提供するトー

タルソリューションサービスを事業としている株

式会社メディネットからの寄付により、心臓外

科・呼吸器外科(高本眞一教授)を親講座として

2004 年 6 月に２２世紀医療センター内に開講し

た。当初より垣見和宏が特任准教授として着任し、

がん治療における免疫細胞治療の役割を明確にす

ることを目的として、がんに対する免疫細胞治療

の基礎および臨床研究を実施している。2004年か

ら2007年3月まで倉知慎が2007年4月から2008

年 6 月まで木村公則が、2008 年 7 月より吉田幸

弘が寄付講座教員として着任している。 

免疫細胞治療とは、生体の免疫を担う細胞を体

外で加工・処理することで大量に数を増やしたり、

または機能を付加したりした上で、それを治療に

用いる先進的ながん治療法である。本講座は、が

んに対する免疫細胞治療の基礎および臨床研究を

実施し、がん治療における本治療技術の役割を明

確にすることを目的としている。 

2006 年 9 月から中央診療棟２の９階に設置さ

れた新しい施設を使用することが可能となり、

2007 年 2 月から「がんに対する免疫細胞治療」

の外来診療を開始した。施設の設計段階から、「ベ

ンチからベッドサイドへ」の臨床研究を行うため

に必要な要素として、①基礎研究と前臨床研究を

行う研究部門、②細胞調整部門、③がん患者の診

療を行う外来診療部門の 3つの部門を合わせたが

んの免疫細胞治療専門講座を作り上げ、トランス

レーショナルリサーチを実践するためのモデル講

座として活動している。安全で信頼性の高い治療

用細胞を供給するために、適切なハード面の構造

設備基準に則った施設と、その取り扱いを規制す

るソフト面の基準に則った、一貫した品質保証シ

ステムの構築が不可欠である。免疫細胞治療に用

いるために加工された細胞は、各患者本人の自己

由来の細胞であるため、現行薬事法への適応は困

難であるが、高い倫理観に基づいた自主的な取り

組みで GMPに準拠して細胞を調整し、質の高い

臨床研究を実施している。現在、倫理委員会で承

認されたプロトコールに基づき、ＵＭＩＮ臨床研

究登録システムに登録し、東京大学医学部付属病

院の各診療科と共同で臨床研究を実施している。

本年度から肝胆膵外科（國土典宏教授）を親講座

として活動を継続している。 

 

診療・研究 

免疫細胞治療学講座ではがん患者に対する免

疫細胞治療の臨床研究を実施した。 
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がんペプチドワクチン治療に関して 

1. UMIN 登録番号：UMIN000001260 

東京大学倫理委員会：1935-(2) 

NY-ESO-1f ペプチドがんワクチン療法 

対象 進行食道癌・胃癌・肺癌・悪性黒色腫（メ

ラノーマ）・膀胱癌 

共同研究：岡山大学、大阪大学 

2. UMIN 登録番号：UMIN000001857 

東京大学倫理委員会：2475 

NY-ESO-1 複合ペプチドがんワクチン療法 

対象 進行食道癌・胃癌・肺癌・悪性黒色腫（メ

ラノーマ） 

共同研究：岡山大学、大阪大学 

 

樹状細胞治療に関して 

3. UMIN 登録番号：C000000451 

肝細胞癌に対する RFA 後の免疫細胞療法（DC

ワクチン）の臨床研究 対象 肝細胞癌 

共同研究：東京医科大学 

4. UMIN 登録番号：UMIN000000971 

肝細胞癌に対する RFA 後の DC 腫瘍内局注療

法の臨床研究 

対象 肝細胞癌 

共同研究：東京医科大学 

5. UMIN 登録番号：UMIN000002136 

東京大学倫理委員会：2492 

腎細胞癌に対する樹状細胞ワクチン治療 

対象 腎細胞癌 

共同研究：泌尿器科 

6. UMIN 登録番号：UMIN000002837 

東京大学倫理委員会：2759 

食道癌 StageⅡA（T2N0,T3N0）に対する術後

樹状細胞ワクチン治療の安全性と有効性の評

価 

対象 食道癌 

共同研究：胃食道外科 

 

進行癌に対するγδT 細胞治療に関して 

7. UMIN 登録番号：C000000336 

東京大学倫理委員会：1290-(4) 

非小細胞肺癌に対するγδT 細胞療法の臨床研

究 

対象 非小細胞肺癌 

共同研究：呼吸器外科 

8. UMIN 登録番号：UMIN000000628 

東京大学倫理委員会：1511-(5) 

悪性固形癌骨転移症例に対する放射線治療と

γδT 細胞療法の臨床研究 対象 悪性固形癌

骨転移症例 

共同研究：放射線治療部 

9. UMIN 登録番号：UMIN000000854 

東京大学倫理委員会：1781-(1) 

結腸・直腸癌肺転移切除例に対する免疫細胞療

法の臨床研究 

対象 結腸・直腸癌肺転移 

共同研究：呼吸器外科 

10. UMIN 登録番号：UMIN000001419 

東京大学倫理委員会：2120-(1) 

食道癌に対する活性化自己γδT 細胞治療の臨

床研究 

対象 食道癌 

共同研究：胃食道外科 

11. UMIN 登録番号：UMIN000001418 

東京大学倫理委員会：2176-(1) 

肝細胞癌肝外転移に対する活性化自己γδT 細

胞治療の臨床研究 

対象 肝細胞癌肝外転移 

共同研究：肝胆膵外科 

 

術後再発予防を目指したγδT 細胞治療に関して 

12. UMIN 登録番号：UMIN000000931 

東京大学倫理委員会：1810-(1) 

GEM と活性化自己γδT 細胞による膵癌術後

補助療法の臨床研究 
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対象 膵癌 

共同研究：肝胆膵外科 

13. UMIN 登録番号：UMIN000001417 

東京大学倫理委員会：2177-(1) 

活性化自己γδT 細胞による肝内胆管癌術後補

助療法の臨床研究 

対象 肝内胆管癌 

共同研究：肝胆膵外科 

14. UMIN 登録番号：UMIN000002839 

東京大学倫理委員会：2760 

食道癌 StageⅡA（T2N0,T3N0）に対する術後

γδT 細胞治療の有効性および安全性の評価 

対象 食道癌 

共同研究：胃食道外科 

 

以上 14の臨床研究において、 

１. 患者数 

①NY-ESO-1ｆペプチドワクチン  5 名 

②NY-ESO-1 複合ペプチドワクチン 1 名 

③肺癌  2 名 

④骨転移 0 名 

⑤結腸直腸癌肺転移 1 名 

⑥膵癌  5 名 

⑦肝内胆管癌  6 名 

⑧肝細胞癌  0 名 

⑨食道癌  9 名 

⑩腎細胞癌  0 名 

⑪食道癌 DC 2 名 

合計 31 名の診療を行った。 

２. 治療回数 延べ 214 回（外来診療） 
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for recurrent non-small-cell lung cancer 

patients with autologous gammadelta T cells. 

Eur J Cardiothorac Surg. 2010  Eepub 

ahead of print 
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腎疾患総合医療センター 
 

特任准教授 

石川 晃 

特任助教 

石橋由孝 

 

ホームページ http://www.trc.umin.jp 

 

 

本講座は、「個々の患者に最適な腎不全医療の提

供」を目的として、2004年にテルモ株式会社の出

資により、腎臓内分泌内科を親講座として設立さ

れた（9年計画；3年 3回）。具体的には腹膜透析

（PD）の適切な普及を目標としている。 

設立以来、東大病院内の診療基盤を確立したの

ち、全国大学・基幹病院の腎臓病医療者を対象と

して全人的総合的腎不全医療（Total Renal Care、

以下 TRC と略す）の普及・啓蒙活動を目標に、

取り組んできた。理論と実践が結びつくように示

すことを重視し、理論構築面においては、医学部

にとどまらない他分野との連携、実践面において

は理論を取り入れた診療を行っている。このよう

な取り組みを行なうことで、日本全体で、よい状

態の腎不全患者が増え、PD患者比率も増加する、

と考えている。 

第Ⅰ期の 3年間（2004-2006年）は、東大内部

の TRC 診療とそれと連動した理論強化。実践・

理論ともプログラムを進歩させた結果、「個を見る

腎不全医療」モデルとその実践を提示することが

できるようになった。第Ⅰ期後半から第Ⅱ期

（2007年-2009年）の間に、全国 30の都道府県

からの大学・基幹病院腎臓内科医療者の研修を受

け入れ、総数は 2009年 3月までに延べ 106の医

療機関から 191名の腎臓病医療者（腎臓内科医師

132 名、腎臓病看護師 59 名）にのぼる。第Ⅲ期

は、研修の受け入れも一部継続するが、フォロー

アップがメインの仕事となる。これらを行う中で、

東大の診療自体も技術向上させ「個々の患者に最

適な医療を」という東大病院の理念にも近づける

ことを目標としている。 

東大は、総合大学であり他分野と連携しやすい。

慢性疾患を扱うことの多い腎臓内科の診療、とり

わけ PDのフィールドにおいて、身体的な部分の

多くは診療指針があるが、臨床現場では患者の個

別性をみる能力が問題となることが多い。これら

は十分に科学的に取り組まれておらず、個々の医

師の資質に依存する現状である。この対策として、

当院腎臓内科の多くの医師の協力の元、医学部と

文系分野の学際的な交流、すなわち医文連携を積

極的に進め、理論構築を行ってきた。現在は、グ

ローバル COE 死生学講座の文学部の哲学科、社

会学科、早稲田大学人間科学科の先生方と共同プ

ロジェクトを組んでいる。 

院内診療においては、東大病院の協力の元、院

内腎臓内科シニア医師や内科看護師のローテーシ

ョンを多数受け入れてきた。彼らが、腎不全・PD

診療の本質についての教育を受けると同時に院外

の医療者への教育の担い手として成長し、システ

ムが強固になったと考えている。この分野におい

て当講座は、当センターおよび東大病院の役割を

十分に果たしているものと自負している。 
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現時点では、日本全体での PD患者数の増加に

は至っていないが、東大で研修を受けた施設の

PD患者数は増加し、II期終了時の目標の 150名

に達し、設立当初の目標を II 期終了時点（2009

年 3月）においてクリアしている。 

 

活動内容 （本文＋ポンチ絵 A4 Powerpoint 1 枚

程度） 

 

2009年度も他医療機関からの研修の受け入れ、教

育を重視した。 

 

2006年度の 15 施設（医師 19名、看護師 11名）、

2007年度 30 施設（医師 43名、看護師 11名）、

2008 年度の 38 施設（医師：40 名、看護師：25

名） の外部腎臓内科医および腎臓病看護師に引き

続き、2009年度は以下の 23 施設から腎臓内科医

師（27名）、腎臓病看護師（15名）の受け入れを

行った。医師・看護師チームでの受講がその後の

実践につながりやすいことがこれまでの結果から

判明していたので、今年度は受け入れの際にその

点を重視し、各医療機関に案内した。 

 

今年度の受け入れ医療機関は以下の通りである。 

 

千葉大学、旭中央病院、沖縄県立中部病院、沖縄

県立北部病院、沖縄県立南部病院、昭和大学藤が

丘病院、湘南中央病院、社会保険滋賀病院、星総

合病院、自治医大、仙石病院、名古屋共立病院、

聖マリア病院、岐阜大学、西神戸医療センター、

大阪大学、県立延岡病院、社会保険江南、三井記

念病院、三豊総合病院、南生協病院、大阪厚生年

金病院、白鷺病院。 

 

英語論文 

 

1. Kumagai T, Ishibashi Y, Kawarazaki H, 

Kawarazaki W, Shimizu H, Kaname S, Fujita 

T. Effects of nocturnal oxygen therapy on 

sleep apnea syndrome in peritoneal dialysis 

patients. Clin Nephrol 70: 332-9, 2008 

2. Mori E, Ishibashi Y, Kume H, Ishikawa A, 

Fujita T. Two Cases of Catheter Obstruction 

Caused by Subcutaneous Catheter Kinking 

Perit Dial Int 28: 677-678, 2008 

3. Mimura I, Ishibashi Y, Tateishi R, Kaname S, 

Fujita T. Pegylated interferon alpha-2a 

monotherapy in a peritoneal dialysis patient 

with chronic hepatitis C.. Nephrol Dial 

Transplant Plus 1: 233-235, 2008 

4. Methylglyoxal induces peritoneal thickening 

by mesenchymal-like mesothelial cells in rats. 

Hirahara I, Ishibashi Y, Kaname S, Kusano 

E, Fujita T. Nephrol Dial Transplant 24: 

437-47, 2009 

 

和文出版物など 

 

1. 石橋由孝 EBM透析療法；透析液の選択 2009 

(東京医学館) 

2. 石橋由孝 血液浄化各論 腹膜透析；腹膜透析

液 腎と透析 65 巻、臨時増刊号 2008 （東京

医学館） 

3. 平原一郎、武藤重明、海野鉄男、井上真、安東

康宏、湯村和子、石橋由孝、清水英樹、要 伸

也、藤田敏郎、草野英二 新しい動物モデルを

用いた被のう性腹膜硬化症の解析 腎と透析

66 巻 2009 

4. 石橋由孝 CKD のすべて「腹膜透析」 腎と

透析 2009年臨時増刊号（東京医学館） 

5. 石橋由孝 CAPD と残腎機能 今日の移植

2009年 7月号（日本医学館） 

6. 石 橋 由 孝  慢性腎不全の治療  Medical 

Practice 2009年 10月号（文光堂） 

7. 中村元信、石橋由孝 臨床検査法概要 腹膜透

析 P1535 金原出版（東京） 

8. 石川 晃 前立腺疾患 腎・尿路の腫瘍 内科学

書 Vol.3 循環器疾患 腎・尿路疾患 2009

年 11月 10日発行 中山書店（東京）小川 聡 

総編集 503-507 頁 2009年 
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9. 石川 晃、本間之夫 CKD患者における診断・

評価の要点 泌尿器科疾患 .  腎と透析 

Vol.67 増刊号 CKD のすべて 2009 年 12

月 20日発行 東京医学社（東京）『腎と透析』

編集委員会 編集 263-265 頁 2009年 
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統合的分子代謝疾患科学 
 

特任准教授 

山内 敏正 

特任助教 

岡崎 由希子（～平成 21 年 12 月） 

岩部 真人 （平成 21 年 12 月～） 

 

 

沿革と組織の概要 

統合的分子代謝疾患科学講座は、現在、大きな

社会問題となっている日本における糖尿病患者

急増という実態を受け、日本人における遺伝素因

と環境因子の相互作用による生活習慣病発症様

式を明らかにし、それを予防・診断・治療に役立

てることを目的としています。遺伝子多型

（SNP）解析などによる「生活習慣病遺伝素因

情報」と詳細な食物摂取量の聞き取り調査などか

らの「生活習慣病環境因子情報」を統合し、遺伝

因子・環境因子の総合データベースを作成し、生

活習慣病発症リスクの正確な予測法を確立する

ことを目指しています。効果的な糖尿病の一次予

防、糖尿病発症様式・病態の分子診断、最適な治

療法の提供など、科学的な側面からも、社会的な

側面からも大いなる効果が期待できると考えて

います。糖尿病新規発症者が抑制され、糖尿病治

療水準の向上に繋がるものと考えています。 

東大病院における患者情報・環境因子情報・遺

伝因子情報・発現情報から、薬剤に対する反応性

を予測する計算式や、安全性を予測する計算式を

立て、開発薬剤の安全・効果的使用を評価できる

システム構築を考えています。 

東大病院に代謝疾患関連ヒト組織バンクを設

置し、ヒトの肝臓、脂肪組織サンプルからの発現

情報や、電子カルテ、SNP の情報、生活習慣を

含めた網羅的臨床情報を「統合データベース」と

し、実際のヒト疾患における標的分子の

validation、SNP・発現情報を考慮した臨床試験

システム、環境・遺伝相互作用を考慮した治療薬

反応性予測モデルを確立し、標的分子を同定し、

候補化合物をスクリーニングし、優れた新薬の創

出を目指し、かつ、安全・効果的使用が行われる

ことを最終目標としています。 

統合的分子代謝疾患科学講座は、人々の健康と

未来の医療に貢献する講座となりうることを目

指し、日々、研究・診療活動を行っています。 

 

研 究 

当研究室は、肥満症に伴うメタボリックシンド

ローム・糖尿病・心血管疾患等の生活習慣病の病

因・病態の分子メカニズムを解明し、それを標的

分子とした治療に応用することを目標としてい

ます。これまでにアディポネクチン受容体などの

生活習慣病の「鍵分子」を複数同定し、発生工学・

RNA 工学を利用した機能解析によってどのよう

に生活習慣病が発症・発展するかを解明してきま

した。また、アディポネクチン受容体のリガンド

であるアディポネクチンは高分子量型が高活性

であり、その測定がインスリン抵抗性やメタボリ

ックシンドロームの診断に有用であることを見

出しました。更に、アディポネクチンの受容体を

介して、植物由来ペプチドであるオスモチンが抗

生活習慣病作用に重要な AMPKを活性化するこ
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とを発見しました。臨床応用に向けて、立体構造

解析から、アディポネクチン受容体の特異的リガ

ンドによる生活習慣病根本的治療薬の開発に取

り組んでいます。 

 

出版物等 
 

(1) Awazawa M, Ueki K, Inabe K, Yamauchi T, 

Kaneko K, Okazaki Y, Bardeesy N, Ohnishi 

S, Nagai R, Kadowaki T, : Adiponectin 

suppresses hepatic SREBP1c expression in 

an AdipoR1/LKB1/AMPK dependent 

pathway. Biochem. Biophys. Res. Commun. 

382: 51-56, 2009 

(2) Takazawa T, Yamauchi T, Tsuchida A, 

Takata M, Hada Y, Iwabu M, Okada-Iwabu 

M, Ueki K, Kadowaki T, : Peroxisome 

proliferator-activated receptor gamma 

agonist rosiglitazone increases the 

expression of very low density lipoprotein 

receptor gene in adipocytes. J.Biol.Chem. 

284: 30049-30057, 2009 

(3) Hashimoto H, Arai T, Mori A, Kawai K, 

Hikishima K, Ohnishi Y, Eto T, Ito M, Hioki 

K, Suzuki R, Ohsugi M, Saito M, Ueyama Y, 

Okano H, Yamauchi T, Kubota N, Ueki K, 

Tobe K, Tamaoki N, Kadowaki T, Kosaka K, : 

Reconsideration of insulin signals induced 

by improved laboratory animal diets, 

Japanese and American diets, in IRS-2 

deficcient mice. Exp. Clin. Endocrinol. 

Diabetes 117: 577-586, 2009 

(4) Kadowaki T, Yamauchi T, Kubota N, 

Fujisawa T, Nakagama H, Nakajima A, 

Terauchi Y, Ueki K, : Role of adiponectin and 

its receptors in obesity-linked insulin 

resistance and metabolic syndrome. 

Metabolic Syndrome: Carcinogenesis and 

Prevention 91-96, 2009 

(5) Otani K, Kitayama J, Yasuda K, Nio Y, 

Iwabu M, Okudaira S, Aoki J, Yamauchi T, 

Nagawa H, : Adiponectin suppresses 

tumorigenesis in Apo(Min)(/+)mice. Cancer 

Lett. 288: 177-182, 2010 

(6) Otani K, Kitayama J, Kamei T, Soma D, 

Miyato H, Yamauchi T, Kadowaki T, Nagawa 

H, : Adiponectin receptors are 

downregulated in human gastric cancer. J 

Gastroenterol. 2010 Mar 25. [Epub ahead of 

print] 
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先端臨床医学開発 
 

特任准教授 

平田恭信 

鈴木淳一 

特任助教 

鯉渕信孝 

 

ホームページ http://square.umin.ac.jp/sentan/ 

 

 

沿革と組織の概要 

先端臨床医学開発講座は、2004年 10月に、心

血管疾患の新しい治療法の開発とそれを臨床応用

に発展させることを目的にアンジェスＭＧ株式会

社の寄附講座として医学部附属病院２２世紀医療

センター内に開設されました。 

高度先進医療を安全かつ確実に医療現場に還元

するためには、従来の診療科や研究範囲を超えた

大きな枠組みのなかで研究成果を共有することが

必要になっています。本講座では、近未来の先進

医療に応用しうる、ユニークな病態解析、複合疾

患モデル開発、新規治療法を有機的に結びつけ、

これらの研究成果を臨床応用すべくトランスレー

ショナル・リサーチのさらなる充実に力をいれて

研究を進めております。 

 

研究 

本講座では、以下のような基礎および臨床研究

を進めています。 

基礎研究 

•皮下脂肪細胞由来幹細胞を用いた新規動脈硬化

治療法の開発 

•心臓移植後拒絶の病態解明と治療法の開発 

•心不全の病態解明と治療法の開発 

•心筋炎の病態解明と治療法の開発 

•心筋梗塞の病態解明と治療法の開発 

•動脈硬化の病態解明と治療法の開発 

•動脈形成術後の病態解明と治療法の開発 

•血管新生機序の病態解明と治療法の開発 

•慢性腎臓病の病態解明と治療法の開発 

 

臨床研究 

•大動脈瘤・解離の発症機序とその治療法の開発 

•動脈硬化に対する核酸医薬の効果 

•歯周病の心血管疾患に対する影響 

•冠動脈 CTによる川崎病や先天性心疾患の解析 

•睡眠時無呼吸症候群の心血管疾患への影響 

•腎機能障害の心血管疾患に対する影響 

•人工透析の心血管疾患に対する影響 

 

今後の研究の展望 

医学研究の基礎成果と臨床応用を結びつけるた

めに、上記の研究活動を継続して参ります。 

 

出版物等 

英文原著論文 

1. Suzuki J, Tezuka D, Morishita R, Isobe M. 

Aninitial case of suppressed restenosis with 

NF-kB decoy transfection after PCI.  J Gene 

Med. 11: 89-91, 2009.  

2. Hishikari K, Suzuki J, Ogawa M, Isobe K, 

Takahashi T, Onishi M, Takayama K, Isobe M. 
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Pharmacological activation of the 

prostaglandin E2 receptor EP4 improves 

cardiac function after myocardial ischemia/

reperfusion injury. Cardiovasc Res. 81: 123-32, 

2009.  

3. Ogawa M, Suzuki J, Takayama K, Isobe M. 

Matrix metalloproteinase suppression induced 

by clarithromycin in murine cardiac allografts. 

Transplant Proc. 41:395-397, 2009.  

4. Ogawa M, Suzuki J, Hirata Y, Nagai R, Isobe 

M. A critical role of COX-2 in the progression 

of neointimal formation after wire injury in 

mice. Expert Opin Ther Targets. 13: 505-11, 

2009.  

5. Ogawa M, Suzuki J, Kosuge H, Takayama K, 

Nagai R, Isobe M. The mechanism of 

anti-inflammatory effects of prostaglandin E2 

receptor 4 activation in murine cardiac 

transplantation. Transplantation. 87:1645-53, 

2009.  

6. Haga T, Suzuki J, Kosuge H, Ogawa M, Saiki 

H, Haraguchi G, Maejima Y, Isobe M, Uede T. 

Attenuation of experimental autoimmune 

myocarditis by blocking T cell activation 

through 4-1BB pathway.   J Mol Cell Cardiol. 

46:719-27, 2009.  

7. Isobe K, Kuba K, Maejima Y, Suzuki J, 

Kubota S, Isobe M. Inhibition of endostatin/

collagen XVIII deteriorates left ventricular 

remodeling and heart failure in rat myocardial 

infarction model. Circ J. 74: 109-19, 2010. 

8. Konishi M, Maejima Y, Inagaki H, Haraguchi 

G, Hachiya H, Suzuki J, Hirao K, Isobe M. 

Clinical characteristics of acute 

decompensated heart failure with rapid onset 

of symptoms. J Card Fail.   4: 300-304, 2009.  

9. Suzuki J, Ogawa M, Takayama K, Taniyama 

Y, Morishita T, Hirata Y, Nagai R, Isobe M. 

Ultrasound-microbubble mediated ICAM-1 

siRNA transfection attenuates neointimal 

formation after arterial injury in mice. J Am 

Coll Cardiol. 55: 904-913, 2010. 

10. Komura M, Suzuki J, Adachi S, Takahashi A, 

Kenichiro Otomo K, Nitta J, Nishizaki M, 

Obayashi T, Nogami A, Satoh Y, Okishige K, 

Hirao K, Isobe M. Clinical course of 

arrhythmogenic right ventricular 

cardiomyopathy in the era of implantable 

cardioverter-difibrillators and radiofrequency 

catheter ablation.  Int Heart J. 51: 34-40, 

2010.  

11. Hishikari K, Watanabe R, Ogawa M, Suzuki J, 

Masumura M, Shimizu T, Takayama K, 

Hirata Y, Nagai R, Isobe M. Early treatment 

with clarithromycin attenuates rat 

autoimmune myocarditis via inhibition of 

matrix metalloproteinase activity. Heart. 96: 

523-7, 2010.   

12. Kosuge H, Ishihara T, Haraguchi G, Maejima 

Y, Okada H, Saiki H, Suzuki J, Isobe M. 

Treatment with telmisartan attenuates graft 

arteriosclerosis in murine cardiac allografts. J 

Heart Lung Transplant. 29: 562-7, 2010.  

13. Nagata D, Kiyosue A, Takahashi M, Satonaka 

H, Tanaka K, Sata M, Nagano T, Nagai R, 

Hirata Y: A new costitutively-active muntant 

of AMP-activated protein kinase inhibits 

anoxia-induced apoptosis of vascular 
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沿革と組織の概要 

加圧トレーニングによる生体への影響につい

て研究している。臨床においては、循環器疾患、

耳鼻咽喉科疾患（ＯＤ）および呼吸器疾患（慢性

閉塞性肺疾患）患者に対して、加圧トレーニング

の効果を検討している。また、加圧トレーニング

を取り入れた心臓リハビリテーションを行って

いる。 

 

研 究 

加圧トレーニングは、下肢あるいは上肢を空圧

式加圧バンドで加圧し、適度な血流制限下での運

動により短期及び軽い負荷にても筋肥大効果が

期待される、まさに、各種疾患患者ならびに高齢

社会にふさわしいリハビリ法である。また、成長

ホルモンをはじめとして、内分泌系が腑活化され

ることから、疾患の種類によっては、直接的な改

善効果が期待される。さらに、加圧することによ

る下肢血液のプーリング作用により、lower body 

negative pressure (LBNP)と同様な立位刺激効

果を有することから、宇宙飛行士ならびに長期臥

床患者の循環器系 deconditioning 防止効果を有

すると思われる。本講座は、各種疾患患者に対し、

このトレーニングを施行し、そのリハビリ効果、

疾患に対する直接的または副次的な効果を研究

し、また従来のリハビリ法との比較試験を行い、

本法の有用性を研究している。これらにより、健

常者同様に、各種疾患患者においても筋肥大効果

（廃用性萎縮の改善）が期待される。又、これら

の効能により、本法は、日本のスポーツ界、看護

予防、臨床ならびに宇宙医学と幅広い分野で貢献

するものと考えられる。さらに、心臓リハビリテ

ーションの筋力トレーニングをはじめ、起立性調

節障害(OD)患者への応用も期待される。 

一方、心筋を中心とする基礎電気生理（循環器

内科基礎電気生理学教室 252研究室）をはじめ、

骨格筋などの興奮性細胞の電気生理学的及び分

子生物学的基礎的研究も行っている。こうした検

討の応用により、本法の機序の解明をめざしてい

る。 
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沿革と組織の概要 

本講座は㈱日立製作所および㈱日立メディコの

寄附により平成 17 年 1 月に設立され、本学循環

器内科学講座と共同で臨床情報データベースシス

テムの構築・運用をおこなってきた。平成 20年 1

月からは㈱セラバリューズおよび㈱日立製作所の

寄附により新たな 3年間のミッションが開始され

た。目下運用中の臨床情報データベースシステム

を有効活用して質の高い臨床研究を展開し、その

成果を社会に発信していくことが本講座の最大の

使命と考えている。 

本講座は東京大学医学部附属病院 22 世紀医療

センターに所属し、産学連携の最前線として、企

業側のノウハウと大学側のリサーチマインドとが

融合し最大限のアウトプットが得られるよう活動

を行なっている。臨床研究を行なうにあたって最

も重要なのは、「その活動拠点が病院にあり、情報

交換および人的交流が臨床現場との間で活発に行

なわれる」、ということである。本講座は臨床医、

リサーチナース、その他のメデイカルスタッフ、

企業の技術者がお互いに連携して活動を展開して

いる。また、本学循環器内科学講座の若手医師と

の共同研究もさかんに行なわれている。 

 

研究 

多くの疾患は環境要因と遺伝要因とが相互作用

した結果発症すると考えられる。疾患の原因、増

悪因子、予後決定因子を明らかにし、メカニズム

を突き詰め予防・治療へとつないでいくためには

まずどのようなアプローチが必要であろうか。そ

れは臨床情報の詳細なファイリングであると考え

る。日常の診療行為の中で膨大に生み出される臨

床情報を体系的に整理整頓することで、個別のカ

ルテからだけでは判然としなかった事実が明快に

見えてくる。本講座では本学循環器内科学講座と

共同で臨床情報データベースシステムの構築・運

用をおこなってきた。今後このデータベースシス

テムを有効活用し、質の高い臨床研究を効率的に

展開する。具体的には疾患マーカーの同定、治療

反応性を規定する遺伝要因の割り出しなどが挙げ

られるが、既知の物質・遺伝子であっても未知の

メカニズムで疾患と関わっている可能性があり、

このような「再発見」も意識して研究を進めたい。 

また、疾患準備状態いわゆる未病も十分に研究

されるべき分野である。すなわち、巷に溢れてい

る食品・エクササイズ・生活習慣などに関する諸

情報を科学的に検証することも本講座の活動のひ

とつである。実験動物や培養細胞を用いた基礎研

究を併用し、リスク検証・メカニズム解析をおこ

なう。 

科学的検証を経て得られた健康情報・医学情報

を社会に普及・浸透させることが最終目標である。
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社会への成果の還元があってはじめて本講座での

研究は意味をなす、と考える。健康教育や医療シ

ステムの現状をどのように分析し、正確な健康情

報・医学情報の普及をいかに図るべきか。正解を

得るには多くの領域の研究者との交流・議論が欠

かせない。大学の内外を問わずひろく共同研究を

展開したいと考える。 

 

科学研究費補助金 

厚生労働科学研究費補助金医療技術実用化総合研

究事業平成 20-22年度 

疾患別患者背景及び処方・診療実態データベース

の構築に関する研究 

研究分担者 森田啓行, 興梠貴英 

 

文部科学省科学研究費補助金特定領域研究応用ゲ

ノム平成 17-21年度 

臨床データとゲノム情報の統合を基礎とした疾患

のシステム的理解と医療への応用 

研究分担者 森田啓行 

 

個人の遺伝情報に応じた医療の実現プロジェクト

(第 2期)疾患関連遺伝子研究平成 20-24年度 

メタボリック・シンドローム関連疾患における個

別化医療の実現 

研究分担者 森田啓行 

 

厚生労働科学研究費補助金地域医療基盤開発推進

研究事業平成 21年度 

医師と医療関係職種等との連携や勤務形態のあり

方に関する研究 

研究分担者 森田啓行 

 

厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事

業平成 21-22年度 

急性大動脈症候群に対する予防治療の指針作成に

向けた基礎研究 

研究分担者 森田啓行 

 

文部科学省科学研究費補助金基盤研究(Ｃ)平成

21-23年度 

心筋転写因子ＨＯＰの会合分子発見同定と心不全

の分子機構解明 

研究代表者 森田啓行 

 

研究助成など 

財団法人上原記念生命科学財団研究推進特別奨励 

森田啓行 

 

平成 21年度日本医師会医学研究助成費 

森田啓行 

 

財団法人先進医薬研究振興財団平成 21 年度循環

医学分野研究助成 

森田啓行 
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沿革と組織の概要 

関節疾患総合研究講座は 2005年に、中外製薬

株式会社の寄付金により、22 世紀医療センター

に設立された寄付講座で、整形外科学講座を協力

講座としている。同センター内にある臨床運動器

医学講座と共同で、変形性関節症をはじめとする

高齢者運動器疾患の大規模統合データベースを

構築し、観察疫学とゲノム疫学の手法により、運

動器疾患の予防法の確立や、原因療法開発の可能

性に繋がるエビデンスの解明を目指している。 

 

講座概要 

近年、生活習慣病は健康管理の面からも大きな

話題として取り上げられてはいるものの、高齢者

の健康寿命に大きな影響を与える骨関節疾患へ

の取り組みはまだ十分とはいえない。特に変形性

関節症に代表される関節疾患は、痛みや歩行困難

のために高齢者の生活機能を低下させ、生活寿命

を短縮させている重大な生活習慣病であるにも

かかわらず、その発症・進展機序についてはほと

んど解明されておらず、治療・予防も対症療法の

域を出ていないのが現状である。 

2005年 3月、関節疾患総合研究講座は、変形

性関節症をはじめとする高齢者運動器疾患の病

態解明と画期的な治療戦略の開発を目的として

開講した。 

目的の達成のため、当講座では臨床運動器医学

講座と共同で、詳細な臨床情報とゲノム情報の両

方を網羅した大規模データベースの作成に着手

し、これを基盤として、臨床研究プロジェクト

ROAD (Research on Osteoarthritis/

osteoporosis Against Disability)を開始した。本

プロジェクトでは、世界最大規模の住民コホート

の前向き追跡調査を 10年間以上にわたって行う

予定である。 

 

研 究 

研究内容 

ROAD プロジェクトでは、都市（東京都板橋

区）、山村（和歌山県日高川町）、漁村（和歌山県

太地町）と、特性の異なる３地域にコホートを設

置し、2005 年から 2007 年にかけて総数 3,040

人からなるベースライン調査を完了した。本研究

への参加数は、変形性関節症のコホート研究では

現在世界最大規模である。 

ROAD ベースライン調査参加者 3,040 人（男

性 1,061人、女性 1,979人、平均年齢 70.3歳）

のデータベースから、Kellgren-Lawrence 法 

grade 2以上を OAありとした場合の膝、腰椎の

OA の有病率を検討した。40 歳以上でみると、

膝 OAの有病率は全体で男性 42.6%、女性 62.4%

であった。一方、腰椎 OAの有病率は 40歳以上
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でみた場合、男性 81.5%、女性 65.5%であった。 

この有病率を、平成 17年度の年齢別人口構成

に当てはめて、ここから本邦の OA有病者数（40

歳以上）を推定すると、X線で診断される膝 OA

の患者数は 2530万人(男性 860万人、女性 1670

万人)、腰椎 OA の患者数 3790 万人(男性 1890

万人、女性 1900万人)となり、従来の試算よりも

はるかに多いことがわかった。 

 

今後の研究の展望 

住民コホートにおいては、2008 年から 2010

年にかけて 3年目の追跡調査を完了した。一般住

民を対象としたこのコホート研究を基盤として、

観察疫学とゲノム疫学の手法を駆使し、変形性関

節症をはじめとする高齢者運動器疾患の発生率、

発生に関わる危険因子、ADL/QOLへの影響、疾

患感受性遺伝子の解明などを順次進めていく予

定である。同時に 2011年より開始予定の 6年目

の追跡調査の準備も進めていく予定である。 
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沿革と組織の概要 

医療経営政策学講座は、東大病院に新設された

産学連携拠点である「22世紀医療センター」に所

属する寄附講座である．本講座は、ニッセイ情報

テクノロジー株式会社の寄附により 2005年 4月

1 日に開講した。協力講座は，東京大学大学院医

学系研究科社会医学専攻医療情報経済学分野であ

る． 

本講座の活動目標は，保健・医療・介護に関す

る制度の質と効率性の向上を実現するための学際

的研究を推進することである．我々の研究活動の

ミッションは以下の通りである； 

１）エビデンスに基づく医療経営政策に関する研

究の実践 

２）研究成果の社会への還元 

これらのミッションを遂行するための戦略は以

下の通りである． 

１）日本版・診断群分類（Diagnosis Procedure 

Combination, DPC）のナショナル・データ

ベースの整備とその活用 

２）研究プロジェクトごとの学外研究者との連携 

 

研究 

(1) DPC研究班としての研究活動 

本講座は厚生労働省科学研究の DPC 研究班に

参加し、DPCデータの処理・分析を支援するとと

もに、その成果を発表している。DPC研究班が集

める毎年約300万件の退院症例データを蓄積する

データベースを、2007年からは当講座のサーバー

で管理する体制を整備している． 

 

(2) その他の研究活動 

以下の研究も実践している． 

①薬害など大規模健康被害事件に関する研究 

②医師供給の地域間・診療科間格差とその要因に

関する研究 

③外科手術の供給量 (volume)とアウトカム

(outcome)の関連についての研究 

④医療機器の内外価格差と政府規制に関する研究 

⑤保健医療サービスの経済評価に関する研究 

⑥食品衛生のリスクコミュニケーションに関する

研究 

⑦過労死防止対策など労働衛生の政策評価研究 

⑧医療安全に資するシステムの研究 

⑨地域医療システムの持続的発展のための研究 

⑩AED 普及による心肺停止患者のアウトカム向

上に関する研究 
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沿革と組織の概要 

コンピュータ画像診断学／予防医学講座は、

2005 年５月に開講した。放射線医学講座を親講

座とする寄付講座である。当講座は客員准教授２

名と寄付講座教員３名で構成されているが、その

他に検診部門では検診業務に従事する医師、看護

師、放射線技師、臨床検査技師、事務職員など約

40名の職員が存在する。 

 

当講座の研究目的は、下記の通りである。 

1)データベース構築：長期にわたる経過観察が可

能な受診者を対象として、高度な検査内容からな

る健康診断を定期的に施行し、詳細かつ信頼性の

高いデータベースを構築する。特に先進的な画像

診断機器であるFDG-PET、多列CT及び3T-MRI

を用いて、全身の微細な初期病変の検出を可能と

する体積データを収集する。 

2)大量画像データ処理方法の研究：検査日・種類

の異なる画像を１つの多次元データとして取り

扱うための基本的な画像処理機能を開発する。さ

らに大量の多次元データの中から微細な異常所

見を自動的に検出するアルゴリズムの研究を行

う。 

3)コホート研究：データベースを経時的に解析し、

上記手法により自動的に検出される様々な異常

所見の疾病予測における臨床的有用性について

検証する。 

 

診 療 

当講座はコンピュータ画像診断学／予防医学

検診部門の診療を担当している。この検診部門で

は株式会社ハイメディックから委託された検診

を行っており、東大病院としては検診受信者の募

集を行っていない。検診場所は中央診療棟２の９

階であり、一般的な検診項目に加えて、PET/CT

（陽電子断層撮影／コンピュータ断層撮影）や超

高磁場の MRI(磁気共鳴画像）、超音波検査やマ

ンモグラフィーを導入している。 

 

教 育 

現在、コンピュータ画像診断学／予防医学講座

としては学生の受け入れを行っていないが、放射

線医学講座の大学院生や研修医などの学生教育

に協力している。研究テーマとして CADをはじ

めとする画像処理、あるいは、検診データを用い

た疫学的研究を行う場合には積極的な教育支援

を行っている。 

 

研 究 

1) 検診データベースの構築： 

独自の検診システムを開発し、日常の検診業務

の運営や検診データの入力に活用している。この
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検診システムは現在も改良を重ねている。検診で

撮像された画像は病院の PACS に保存されてい

る。研究目的に限って使用される医用画像は検診

部門内に設置された独自の PACS に保存されて

いる。 

2) 画像処理ソフトウェア開発： 

われわれは統合的ソフトウェア開発環境を構

築した。このシステムは臨床サイドと研究サイド

に分かれており、後者ではデータが匿名化されて

いる。臨床サイドのシステムではソフトウェア開

発のための症例登録と、開発されたソフトウェア

の臨床応用が行われる。研究サイドではソフトウ

ェアを開発するための典型症例の取出しと、集積

された症例によるソフトウェアのテスト環境が

整備されている。 

3)ソフトウェアの臨床評価と応用、疫学的研究： 

検診データベースに基づいた研究が他の様々

な専門領域の研究者と共同で行われている。検診

データのうち画像に関しては、開発されたソフト

ウェアを利用して解析されている。 

 

出版物等 

 

1) Hanaoka S, Nomura Y, Nemoto M, Masutani 
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application for virtual spinal straightening. 

J Comput Assist Tomogr. 2010 Jan;34(1):

156-62. 

2) Maeda E, Ohta S, Watadani T, Goto A, 

Nakajima A, Ohtomo K. Imaging findings of 
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Report of three cases. Jpn J Radiol. 2009 Nov;

27(9):375-80.  

3) Furuta T, Maeda E, Akai H, Hanaoka S, 

Yoshioka N, Akahane M, Watadani T, 
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沿革と組織の概要 

当講座は東大手術部開設50周年である2005年

7 月 1 日に開設されました。手術医学を病院管理

に応用することにより、①患者さんや医療従事者

に安全かつ快適な環境を供給すること、②高度先

進医療および高度救急医療を安全かつ確実に行

うことができる医療環境を実現することを主目

標にしています。病院建築・病院設備における感

染対策および洗浄・消毒・滅菌学に関しては、実質

的に本邦における唯一の研究拠点と考えられま

す。 

 

診療 

院内感染および職業感染を防止することは、患

者さまに提供する医療の質を向上するために必

要な基本的手技です。また、院内感染の防止は、病

院の経営面においても貢献することが知られて

います。さらに、院内感染対策などの感染制御の

実践においては、周術期における感染防止対策は

重要であることもわかってきました。そのため、

当講座は、手術室の管理に連日、関与することに

より患者さまへ質の高い医療を提供することを

目指しています。 

 

教育 

手洗いは院内感染および職業感染を防止する

ために必要な基本的な手技です。そのため、手術

時手指消毒を、毎年２月から３月にかけて、医学部２

年生を対象に施行しています。この時期は、医学

部２年生が病棟実習を開始する時期に一致してい

ます。 

また、新研修医の１年目及び２年目の先生方を対

象に手術時手指消毒を施行しています。 

 

研究 

近年、人口の高齢化や高度先進医療の発展によ

り、易感染患者(Compromised hosts)に人工臓器

移植術、臓器移植術、心臓血管外科手術、内視鏡外

科手術、Interventional Radiology などを行う機

会は急増しています。手術室においては腹腔など

の体腔が開放され、ICU や CCU においては侵襲

的な治療が日常的に行われます。そのため、病院

環境の衛生管理や手術器械の洗浄・消毒・滅菌処

理を適切に行う必要があります。病院からの排水

や感染性廃棄物を適切に処理することも大切で

す。これらの全ての点を総合的に考慮した病院や

手術室を設計し建築することは重要です。 

近年、新興・再興感染症の一つである狂牛病

(BSE)や変異型クロイツフェルト・ヤコブ病の出

現にともない、プリオンを不活性化する方法の研

究は急務の課題となりました。欧州の基礎的研究

により強アルカリ性洗剤による高温洗浄、真空式

高圧蒸気滅菌器による 134℃、18 分の湿熱滅菌、

低温ガスプラズマ滅菌法などが有望視されてい
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ます。これらの基礎研究の成果を、病院において

安全かつ確実に実行するために必要な研究を行

っています。さらに、手術室の設計支援システム

や病院排水の処理技術の研究開発にも取り組ん

でいます。 

たとえば、手術室の空間設計を行うために

Computer Graphics を用いる手術室設計シミュ

レーション・システムを支援する手術室設計支援

システムを表計算ソフトを用いて作成しました。

Computer Graphics を用いて空間設計を行いな

がら、機器の天井荷重と床面荷重、供給すべき電

力の質と量、機器類からの放熱量などを同時に算

出します。そして、3D-CAD システムと光造形技

術を応用して手術室内の全ての機器の精密な縮

小模型を短時間で製作する方法も開発しました。 

 

出版物等 

 

英文論文 

1. Evaluation of the efficacy of a low 

temperature steam and formaldehyde 

steriliser by using biological indicators. R. 

Saio, Y. Uetera, Y. Saito, N. Okamura, K. 

Moriya, K. Koike. Journal of Hospital 

Infection. Vol.73. No.2, pp179-180, 2009. 

2. Studies on Viral Disinfection: An Evaluation 

of Moist Heat Disinfection for HBV by Using 

A0 Concept defined in ISO 15883-Washer-

Disinfectors. Y. Uetera, K. Kawamura, H. 

Kobayashi, Y. Saito, H. Yasuhara, R. Saito. 

PDA Journal of Pharmaceutical Science and 

Technology. Vol. 64. No.4, pp327-336, 2010. 
 

和文論文 

1. 上寺祐之：現場ですぐ使える洗浄・消毒・滅菌の

推奨度別・絶対ルール 227＆エビデンス】 器材

処理の絶対ルール&エビデンス 熱水消毒の条

件とA0値 INFECTION CONTROL 2009/11：

141-142 

2. 齋藤祐平、上寺祐之、大林俊彦、小松孝美、深柄和

彦、三村芳和、安原洋：【ディスポ製品をめぐる

諸問題】 医療材料の滅菌と再使用 医療機器学 

2009/79；5：288-296 

3. 上寺祐之、斎藤祐平、井手圭一、安原洋、齋藤良

一：【"なぜ"がわかる 洗浄・消毒・滅菌 DO 

NOT&エビデンス40】 CJD関連のDO NOT&

エ ビ デンス 5  INFECTION CONTROL 

2009/18；5：494-498 

4. 上寺祐之、斎藤祐平、安原洋、三澤慶樹：プリオ

ンへの対応 感染対策 ICT ジャーナル 2010/5；

1：54-59 

5. 上寺祐之、斉藤祐平、井手圭一、安原洋、斎藤良

一：Washer-disinfector(WD)の最終すすぎ工程

に用いる水の検討-国際規格(ISO 15883)に基

づいて- 第 25 回 Lister Club 学術集会記録

2009：8-10 
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沿革と組織の概要 

臨床運動器医学講座は 2005年に、エーザイ株

式会社の寄付金により、22 世紀医療センターに

設立された寄付講座で、整形外科学講座を協力講

座としている。同センター内にある関節疾患総合

研究講座と共同で、変形性関節症をはじめとする

高齢者運動器疾患の大規模統合データベースを

構築し、観察疫学とゲノム疫学の手法により、運

動器疾患の予防法の確立や、原因療法開発の可能

性に繋がるエビデンスの解明を目指している。 

 

講座概要 

変形性関節症や変形性脊椎症などの運動器変

性疾患は、高齢者の生活機能を低下させ、健康寿

命を短縮させる重大な生活習慣病となっている

が、その発症・進展機序についてはほとんど解明

されていない。また、予防対策をたてる上での基

盤となるべき基本疫学データすら確立されてお

らず、治療も対症療法の域を出ていないのが現状

である。国立社会保障・人口問題研究所は、高齢

者（65歳以上）人口は今後も増加し、現在の 2,200

万人から平成 25（2013）年には 3,000万人を突

破、平成 30（2018）年には 3,417万人に達する

との急速な増加を予想しており、更なる高齢化に

伴う運動器疾患や障害、およびこれに要する医

療・介護費用は甚大なものになっていくことが予

想される。 

臨床運動器医学講座では、変形性関節症をはじ

めとする高齢者運動器疾患に対する予防方法お

よび根本的治療法の開発に向けた基盤研究推進

のため、関節疾患総合研究講座と共同で大規模デ

ータベースの構築とこれを用いた疫学研究：

Research on Osteoarthritis Against Disability

（ROAD）プロジェクトを立ち上げた。現在まで

に世界でも有数の大規模地域住民コホートを確

立し、ゲノム情報と臨床情報を含む統合データベ

ースを構築してきた。観察疫学およびゲノム疫学

的手法を用いて、変形性関節症などの高齢者運動

器疾患の背景にある遺伝因子・環境因子を系統

的・網羅的に探索し、治療標的分子の同定や、画

期的な予防方法や原因療法の開発に繋げること

を目指している。 

 

研 究 

研究内容 

ROAD プロジェクトでは、変形性関節症など

をターゲットとして、東京都都市型コホート

（1,350例）、和歌山県山村型コホート（864例）、

和歌山県漁村型コホート（826例）の特性の異な

る３地域コホートを設置し、2005 年から 2007

年にかけて、3,040例のベースライン調査を完了

させた。本登録者数は、変形性関節症のコホート



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.120 Oct. 2010 425 

研究で世界的に名高い Framingham study の

1,805例、Chingford studyの1,353例を凌駕し、

世界最大規模のスタディとなっている。上記コホ

ートのベースライン調査データより、本邦の変形

性関節症および変形性脊椎症の推定有病者数は、

レントゲン上では、膝で 2400万人、腰椎では約

3000 万人、症状を伴うものに限定しても膝で約

800万人、腰椎で約 1000万人であり、非常に高

い有病率であることが明らかとなった。 

 

今後の研究の展望 

ベースラインの調査データおよび 2008年より

開始予定のコホート追跡調査データをもとに、観

察疫学とゲノム疫学の手法を駆使して、変形性関

節症をはじめとする高齢者運動器疾患の危険因

子、ADL/QOL への影響、疾患感受性遺伝子の解

明などを順次進めていく予定である。 

 

出版物等 
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Prevalence of radiographic lumbar 

spondylosis and its association with low back 

pain in elderly subjects of population-based 

cohorts: the ROAD study. Ann Rheum Dis 

68: 1401-1406, 2009. 

(2) Muraki S, Akune T, Oka H, Mabuchi A, 
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osteoarthritis and lumbar spondylosis in 
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Arthritis Rheum 61: 779-786, 2009. 
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their causal relationship - is osteoarthritis a 
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Miyama Study. Osteoporos Int 20: 999-1008, 

2009. 
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Prevalence of knee osteoarthritis, lumbar 

spondylosis and osteoporosis in Japanese 

men and women: the research on 

osteoarthritis/osteoporosis against disability 

study. J Bone Miner Metab 27: 620-628, 

2009. 

(6) Oka H, Akune T, Muraki S, En-yo Y, Yoshida 

M, Saika A, Sasaki S, Nakamura K, 

Kawaguchi H, Yoshimura N: Low dietary 

vitamin K intake is associated with 

radiographic knee osteoarthritis in the 

Japanese elderly: dietary survey in a 
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J Orthop Sci 14: 687-692, 2009.  
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and low back pain on health-related quality 
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沿革と組織の概要 

医療安全管理学講座（Department of Medical 

Safety Management）は 2005年 12月、東京海

上日動火災保険会社の寄付により東京大学医学部

附属病院 22世紀医療センターに開講した。 

20世紀の終わりころ、ブリストル小児病院事件

やダナファーバー事件などの事件を契機として、

多くの先進国で、医療事故や医事紛争に対する社

会的関心が高まった。 わが国では、1999年を境

として、医療事故や医事紛争に関するメディアの

報道が激増し、医師法 21 条の警察届出を介して

刑事事件化への危惧が高まる中で、いくつかの事

件が捜査の対象となるとともに複数の無罪判決が

出されるなど、医療への刑事手続の介入について、

さまざまな議論と混乱が渦巻いている状況である。 

一方、民事損害賠償をめぐる医事紛争について

は、永きにわたり、多数の紛争事案について、さ

まざまなチャンネルを通じて、訴訟になる前の説

明や和解などの対応が行われてきている。このよ

うな努力にもかかわらず、民事医療訴訟新受件数

は、1970 年ころ（新受件数年間約 100 件）から

2004年（年間 1110件）まで 10年ごとに倍増す

るペースで増加を続けた。2004年以後新受件数は

減少傾向を示しているが、2009年において新受件

数 733件、既済件数 952件（速報値）であり、多

数の医療紛争事案について訴訟が行われている。 

当講座では、医療事故や医事紛争の現実を直視

しながら、患者・医療者・社会のそれぞれの視点

から、健全な医療制度の再建と医療への信頼回復

をめざし、よりよい法的システムのあり方を考え

るとともに、大学病院という最先端の現場での経

験を生かし、臨床現場との連携の中で、患者と医

療者との対話による相互理解を推進する取り組み

を行なっている。 

 

研究 

近年、医療事故事件は頻繁に報道され、医療紛

争は社会的問題となっている。このような状況の

中、（１）医療事故の防止に関する研究、（２）事

故が発生した場合のその真の解決のための研究

（紛争・訴訟化の防止）を進めることが緊急の課

題である。そこで当講座では、（１）と（２）を含

めた研究活動を積極的に進め、その成果を広く社

会に還元すべく教育活動を展開している。 
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教育 

当講座では、研究活動における成果を踏まえて、

学内では大学院生等を対象に研究者を養成するた

めの教育を進めている。専門職大学院である東京

大学大学院医学系研究科公共健康医学専攻

（School of Public Health, SPH）においては、医

療安全管理学の講義と実習を担当した。 

また、学外教育として、医療現場のスタッフを

対象に、高度専門職業人を養成するための教育を

行っている。 

これらの学外教育活動をすすめていくために、

各種教育プログラム、教材等の開発も行っている。 

 

※医療安全支援センター総合支援事業（厚生労働

省委託事業） 

医療法の規定に基づき各都道府県等に設置されて

いる「医療安全支援センター」の職員を対象に研

修等を行っている。 

 

※診療行為に関連した死亡の調査分析モデル事業 

人材養成研修部門 

モデル事業関係者や病院の医療安全管理者等を対

象に研修を行っている。 

 

実践 

当講座では、研究活動における成果を踏まえて、

東京大学医学部附属病院に設置されている「患者

相談・臨床倫理センター」の運営を支援している。 

現場での取り組みをサポートするとともに、現

場から発信されたテーマに関する研究や、現場の

スタッフ等への教育を進めている。 
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沿革と組織の概要 

2006 年 4 月 1 日に第一三共株式会社の寄付に

よって、食塩過剰摂取や肥満といった生活習慣の

歪みによって生じる高血圧をはじめとする生活習

慣病ならびにそれによって生じる心血管病につい

て研究を行うべく、腎臓・内分泌内科を親講座と

して創設された寄付講座です。上記の 2人を中心

に若干名の非常勤職員・大学院生で構成されてい

ます。動物実験を中心に活動していますが、一部

臨床試験にも関与して活動を続けております。 

 

教育 

大学院生の教育を行っています。2007 年 3 月

に 1名、2008年 3月に 1名、2010年 3月に 1名

が、過程を終了して医学博士を取得しております。

現在も若干名の大学院生の研究を指導しています。 

 

研究 

基礎研究：食塩感受性高血圧及びメタボリック

シンドロームとその合併症における酸化ストレス、

交感神経系、レニン-アンジオテンシン-アルドス

テロン系(RAAS)などの関与について研究活動を

行っています。 

たとえば、食塩感受性高血圧モデル動物などで、

中枢における酸化ストレス亢進が交感神経刺激を

生じて、血圧上昇の原因となっていることを突き

止めましたが、同様のメカニズムが肥満高血圧で

も認められることを見出しました（1）。エネルギ

ー過剰摂取や食塩過剰摂取は互いに相乗的に血圧

上昇や腎障害の進行を促進することも指摘してい

ます(2)。最近では慢性腎臓病合併高血圧モデルで、

血圧上昇ならびに腎障害進展のメカニズムとして

脳内酸化ストレス亢進に基づく中枢交感神経亢進

が重要であるとの所見も得ています(投稿準備中)。

すなわち、脳内酸化ストレス亢進による交感神経

刺激が高血圧を伴う多くの生活習慣病の病態とし

て、重要な一因子である可能性を示しました。現

在 RAAS の関与などを含めて検討を加えていま

す。 

また、食餌性カリウムの抗酸化作用に基づく臓

器保護効果の研究を引き継いで、拡張性心機能障

害に対する抗酸化薬の保護効果などの成績を報告

しました(3)。さらに、メタボリックシンドローム

における酸化ストレスの役割(4)やカリウムの抗

酸化作用と臓器保護効果についても若干の成果を

上げています(5)。 

食塩感受性高血圧モデルにおいては幼少時期の

食塩過剰摂取の方が成人期のそれに比較して顕著

な血圧上昇・腎障害を来たすことを見出し、その

メカニズムとしてミネラルコルチコイド受容体の

亢進、炎症亢進、rac-1 の関与を示す成績を得て

います(6,一部現在投稿中)。幼少時の生活習慣の重
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要性について更なる検討を進めています。 

臨床研究：現在、いくつかの大規模臨床試験の事

務局として本講座が関与し、また他施設が修正す

る臨床研究のステアリング・コミッティーとして

も活動しています。その関連でいくつかのプロト

コールペーパーの作成にもたずさわりました

(7,8)。また、規模は小さいのですが、臨床研究の

成果を報告することができました(9)。 

このように、少ないスタッフ数ながら高血圧を

はじめとする生活習慣病に関して方向性をもった

研究を行っています。 
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沿革と組織の概要 

医療品質評価学講座は東京大学大学院医学系研

究科 22 世紀医療センターに設置されている寄付

講座です．当講座は東京大学医学部 心臓外科・呼

吸器外科を協力講座として，2006 年 4 月に発足

しました．また，2009 年 4 月より東京大学大学

院医学系研究科臨床疫学・経済学講座を協力講座

に加え，両講座を中心にした様々な部門の支援の

下で運営を行っています． 

 

医療の目的は医療費を削減することではなく，

患者に対してより良いサービスを提供することで

す．Institute of Medicineが 21世紀の医療改革

にむけて，患者中心主義を主軸の 1つとして提示

したように，今後の医療においては患者の価値を

中心に考えることは，ますます重要となります．

医療においては，良質なサービスを提供すること

をまず第 1の目的として設定し，その為にどのよ

うな資源を投入する必要があるのかを検討するこ

とが不可欠です．従って，診療報酬をはじめとし

た医療提供体制や臨床現場における取り組みの調

整・検討を行う上でも，「医療の質向上」という視

点に基づくことが必要とされます． 

 

医療品質評価学講座は「医療の質向上」という

コンセプトを主軸に，臨床現場のスタッフの方々

との連携の下で研究・実践活動を行っています．

当講座では，各領域において臨床現場が理解・納

得できる指標を同定し，継続的に情報を活用する

ための臨床データベースの構築・運営の支援を行

っています．一方で実証的なデータに基づいた「医

療の質評価」や「アウトカム分析」，「政策研究」

や，医学研究における学術的質の担保，医療の質

の評価法など，学術的方法論の構築・体系化につ

いても取り組んでいます． 

 

研究 

「医療の質向上」を考える上では，まず各領域

における「医療の質」自体を適切に同定し，評価

を行うことが必要とされます．医療に関わらずど

のような領域でも，“専門家”と名乗る集団が存在

する場合には，ハイレベル（あるいは熟練した）

な専門家と，経験の少ない（あるいは訓練中の）

非専門家との間では，なんらかの差が生まれるは

ずです．このようなパフォーマンスの指標を各領

域で明らかにし，全体との比較の下で改善に取り

組むことによって質が向上することは，医療だけ

でなく製造業や教育などさまざまな分野で広く示

されています．しかしながら最近まで日本には，

ほとんどの領域において，医療の質を示す信頼で

きる客観的な指標がありませんでした．適切な指

標を求めるには臨床現場が理解・納得できる情報



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.120 Oct. 2010 433 

を継続的に収集し，その情報を分析・活用するデ

ータベース事業を行うことが極めて重要となりま

す．医療品質評価学では，日本外科学会や心臓外

科領域，日本消化器外科学会との連携の下，上記

事業に取り組んでいます． 

 

医療の質を考える上で，アウトカム(治療結果)

は不可欠な要素です．ただし医療では，患者の個々

の状態像が異なるため，アウトカムを考える上で

は，重症度を考慮した指標を用いることが重要で

す．医療品質評価学講座においては，患者のため

の最善の医療を長期的に提供することができる体

制を構築するため，体系的なデータ収集に基づい

たアウトカム分析を行っています．心臓外科領域

では，国際的な連携の下で，日本全国から詳細な

データを蓄積しています，これらのデータ分析か

ら、心臓血管外科手術におけるリスクの同定が行

われ、重症度補整された各施設の臨床成績や特徴

を示すレポートなどの情報が臨床現場で活用され

ています．またリスク分析に基づき，患者の術前

の条件を入力すると各個人の手術における成功率、

合併症の発生率などがフィードバックされる予後

の 推 定 機 能 な ど も 実 装 さ れ て い ま す

（JapanSCORE）．このような情報は医療提供者

が術前カンファレンスなどで活用可能なだけでは

なく，インフォームドコンセントなどで利用され

ることで，患者側にとっても治療をよりよく理解

するために有用となっています． 

 

データベース事業を通した米国胸部外科学会の

医療の質向上への取り組みが，様々な領域におけ

る改善活動の枠組みとなっていったように，日本

における心臓外科領域での一定の成果は，心臓外

科以外の外科領域やさまざまな内科領域など，医

療における多くの分野で応用することが可能な研

究・実践活動です． 

 

医療品質評価学講座は，この一連の体系的な活

動の理論と手法を基に，現在様々な分野と連携を

行なっています．また既に一定の成果を挙げた心

臓外科領域についても、国内だけでなくアジア諸

国の主要施設と共同研究を進め、アジア全体のデ

ータベース事業および，医療の質向上を体系的に

支援する活動にも注力しています． 
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沿革と組織の概要 

抗加齢医学講座は、2006年株式会社コカ・コー

ラ東京研究開発センターの寄付金により 22 世紀

医療センターに設立された寄付講座で、加齢医学

講座を協力講座としている。 

肥満、糖・脂質代謝異常、メタボリック症候群、

骨粗鬆症、変形性関節症、動脈硬化症、認知症、

加齢黄班変性症、前立腺癌、乳癌ならびに易感染

性といった各臓器の加齢変化に伴い発症する疾患

の遺伝的素因と環境要因の両面を解明し、そのメ

カニズムを探求するべく研究を行っている。特に

性ホルモンをはじめとする内分泌因子、核内受容

体とそれらの標的因子、関連因子が個体老化と疾

患に果たす役割に関して重点をおいている。また

個体の老化メカニズムついて探り、個体、臓器、

細胞の各レベルでの老化の基礎研究を進めるとと

もに、様々な疾患の予防、健康のための医学を目

指している。これらの成果は、疾患の診断ならび

に治療への臨床応用へと結びつき、このようなア

プローチにより、臨床と基礎の基盤のもとに抗加

齢医学としての新しい分野の学問を確立すること

を本講座の目的としている。 

 

研究 

人は加齢に伴い、各臓器における変化が進行し、

健康を損なう様々な状態を同一人に重複して引き

起こすようになる。代謝の加齢における代表的な

変化として肥満と糖・脂質代謝異常があげられる。

一方、運動器の加齢における代表的な疾患として

は骨粗鬆症 (Osteoporosis)、変形性関節症

(Osteoarthritis)、筋減少症(Sarcopenia)等がある。

また、前立腺癌や乳癌といった癌も加齢とともに

発症頻度は増加し、生活の質(Quality of daily 

living)ならびに生命予後を大きく左右する。以上

のように、肥満、糖・脂質代謝異常、骨粗鬆症、

変形性関節症、筋減少症、前立腺癌ならびに乳癌

は、各臓器の加齢変化として捉えることが出来る

一面をもつ。これら疾患は遺伝要因と生活習慣が

その発症基盤に存在していると考えられている。

当講座ではこのような疾患の発症メカニズムを探

求し、その予防、診断、治療へと結びつく臨床応

用をめざした研究を行っている。特に、抗加齢医

学の分野では、いまだ病気になっていない段階で

健康長寿を目指して対応していく予防医学のアプ

ローチ、ならびに個体、臓器、細胞の各レベルで

の老化のメカニズムを探るアプローチを重視して

いる。 

これらを達成するため、エストロゲンやアンド

ロゲンといった性ホルモンをはじめとする内分泌

因子が老化と疾患に果たす役割に関して重点をお

いている。性ホルモンは核内受容体をその作用点

とし、それら受容体の入り口から出口までをネッ
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トワークとして探っている。 

エストロゲンに関する研究においては、独自に

標的遺伝子を見出してきた。特に、Estrogen- 

responsive finger protein (Efp/TRIM25)の生体

内での役割に関して多くの知見を得ている。当講

座の研究により、Efp が乳癌やインフルエンザを

はじめとするウイルス感染症の発症や進行におい

て重要な役割を果たしていることを明らかにした。

また、Efpは TRIM ファミリーという蛋白の一員

である。TRIM ファミリーはヒトでは約 60 種類

程度存在する。我々は Efp以外の TRIM ファミリ

ーである、TRIM5 、Terf (TRIM17)、TRIM44

といった蛋白の癌や自然免疫、その他の機能解析

も進めている。 

アンドロゲンに関する研究においては、免疫沈

降法とゲノムタイリングアレイ(DNA チップ)を

組み合わせ、ヒトゲノム上のアンドロゲン結合部

位を検出するChIP-chip法で標的因子の系統的同

定に成功した。そこで、UGT1A1、CDH2、APP、

FOXP1 といった新規アンドロゲン応答遺伝子を

ゲノム上から包括的に同定し、その新規機能と前

立腺癌における臨床的意義を明らかにしている。 

また、骨粗鬆症、変形性関節症、加齢性黄班変

性症をはじめとする加齢に伴い発症する疾患の遺

伝的素因を探索すべく遺伝子多型(SNP)とのヒト

遺伝解析と、それら疾患関連遺伝子、核内受容体

とその標的因子、関連因子の遺伝子改変動物を用

いたマウス遺伝学研究を進めている。 

以上のようなアプローチにより、抗加齢医学と

いう新しい分野の学問を確立し、臨床応用してい

けるよう試みている。 
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沿革と組織の概要 

近年の医療画像機器（Computed Tomography, 

Magnetic Resonance Imaging, Computed 

Radiography,超音波,内視鏡等）の進歩にあいまっ

て、診断における画像の重要性は高まりつつあり、

臨床の現場では、これまでにはない膨大な量の画

像情報が生み出されている。コンピュータによる

情報通信、処理能力も飛躍的に向上してはいるが、

現行では、大量の画像情報は、画像データにいく

らかの文字情報が付加した情報がデータベースに

蓄積されているに過ぎない。高次の画像情報の関

する体系的な記述方法さえも確立されてはおらず、

本講座の研究領域は未開拓の分野である。既存の

コンピュータ支援による画像解析、診断法の助け

を借りながら、臨床的に有用な情報の客観的な記

述、蓄積法の開発が急務となっている。 

本講座は、これらの開発を主な目的とし、東京

大学大学院医学系研究科放射線医学教室を親講座

として、平成 18 年 7 月に開設された。 

 

さまざまな種類の先進的な画像診断装置から

得られる大量の画像データから、臨床的に有用な

情報の抽出・解析、統合・蓄積、再利用する手法

について、連続的かつ体系的な研究を行うため、

工学系の研究成果のみならず、認知科学等の幅広

い知見をとりいれた技術開発を行う予定である。

作成した知識データベースをもとに、疫学的研究

への貢献、専門医の診断を支援する高度なエキス

パートシステムへの応用、初学者から臨床医まで

広い層を対象とした教育システムへの応用、遠隔

地から利用可能なシステムへの応用を目指す。 

 

研 究 

本講座では、以下の３つに重点をおいて研究を

すすめる。 

1. 画像からの臨床情報抽出、解析手法の研究：臨

床的に有用な高次情報作成のために、コンピュ

ータ支援による画像解析技術を応用しながら、

画像データからの情報の抽出、解析の手法の研

究を行う。  

2. 高次画像情報の蓄積法の研究：画像から得られ

た情報の客観的体系的記述法を創出し、画像情

報データベースへの蓄積法を研究する。  

3. 蓄積情報の有機的活用：作成した知識データベ

ースを利用して、その有機的活用法を研究し、

臨床へのフィードバックを目指す。 

 

出版物等 
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2010;31(1):221-6. 
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N, Akahane M, Ohtomo K. J Comput Assist 

Tomogr. 2009;33(6):887-92. 
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cost-effectiveness analysis. Amemiya S, 

Takao H. Circ J. 2009;73(7):1263-70.  

10. True pancreaticoduodenal artery aneurysms: 

A decision analysis. Takao H, Nojo T, Ohtomo 

K. Eur J Radiol. 2009 Apr 20. [Epub ahead of 
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沿革と組織の概要 

臨床試験データ管理学講座は、東京大学大学院

医学系研究科公共健康医学専攻生物統計学分野

及び東京大学医学部附属病院（東大病院）臨床試

験部を協力講座として、イーピーエス株式会社及

び東京 CRO株式会社の寄付により平成 19 年度

4月に設立されました。 

臨床試験におけるデータ管理は重要であると

いう共通認識は存在しますが、本邦では十分な教

育システムが存在せず試験ごとの対応であった

ため、試験の大型化・グローバル化に対応できな

い状態にあります。これは、統計学や品質管理学

に臨床医学の特性を融合したデータ管理学の体

系構築が未成熟なことが原因であり、早急に人的

およびツール面での支援・人材育成を実施しなけ

ればなりません。本講座では、本邦における臨床

試験の質向上を目指した臨床データ管理学の研

究と体系化を目指した教育の実践及び実際の医

師主導研究支援を行うことを目的とした活動を

行っております。 

 

教 育 

国内外の組織と連携し、臨床試験データ管理の

研究と体系化を目指した教育の実践を行ってい

ます。また、標準手順書(SOP)やマニュアル等の

雛形などの整備・公開を通じて、全国レベルでの

教育・人材育成も行っています。 

東大病院においては、臨床疫学研究システム学

講座及び臨床ゲノム情報部と連携し、統計学を中

心とした医学研究のコンサルテーション（研究支

援）を実施しております。平成 21年度は新規に

39件の統計コンサルテーションおよび 4件の医

学研究コンサルテーションの依頼を受け、東大病

院内の医学研究者・看護研究者向けの支援を行い

ました。統計コンサルテーションは主に、実験後

から論文投稿およびレビューア対応で、幅広い臨

床領域から依頼を受けております。医学研究コン

サルテーションについては、研究前からの支援が

主となっており、現状は統計・データ管理の観点

からの支援が中心です。 

さらに、国内外の多数の医学研究に医学統計や

データ管理の専門家として参加しているととも

に、当講座がデータセンターとしての役割を果た

している研究も少なくありません。たとえば、東

京大学大学院医学系研究科内科学講座の藤田敏

郎教授が中心となって実施されている、「アルブ

ミン尿を有する高血圧患者におけるレニン・アン

ジオテンシン系抑制薬投与を中心とした通常療

法に対するエプレレノン併用の優位性を検証す

る臨床試験」（Evaluate）において、本講座は、

薬剤疫学講座、UMIN センターと協調してデー

タ管理・安全性評価（含コーディング）・システ
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ム運用に中心的に活動を行っております。 

これらの共同研究を通じ、新たな医学統計の方

法論の開発・提案を行うとともに、特にデータ管

理の観点からの新たな研究支援モデルの提案・教

育実践へのフィードバックを行います。 

 

研 究 

上で述べた以外に、東大病院における医療デー

タベースの研究利用を促進するために院内部局

と協力体制を構築し、支援ツール等を整備・公開

する予定です。また、Clinical Data Interchange 

Standards Consortium (CDISC)に関して、大学

病院医療情報ネットワーク(UMIN)と共同研究

を行っています。 

これまでの本邦における臨床試験データ管理

は、「なぜ、データ管理が必要なのか？」や「ど

ういう人材が必要なのか？」といった本質が論じ

られることはなく、臨床試験において臨床データ

が集まった後のテクニカルな入力ミスや変換ミ

スをなくすことに主眼が置かれ続けてきた感は

否めません。しかしながら、これらは臨床データ

管理学の役割のあくまで一部分にしか過ぎませ

ん。臨床試験実施中の進捗状況やデータを直接眺

められるのはまぎれもなくデータ管理担当者で

あり、その判断により試験をコントロール可能な

重要な役割を担っています。従って、これからの

臨床データ管理担当者は、自分の専門領域を軸と

しながらも、コンピュータ・統計学・疫学・医学

研究者ともコニュミケーションが取れ、臨床試験

実施中のデータプロジェクトマネージングがで

きる人材が必要となってきていると考えます。 

このような観点から、現在、特に医学研究者か

ら、臨床データ管理の重要性が認識されつつあり

ます。例えば、平成 19年 3月に出された「新た

な治験活性化 5 ヵ年計画」では、データ管理の重

要性が触れられています。一方で、特に本邦にお

いて「臨床データ管理（データ管理）」に対する

認識の差は非常に大きく、企業・実施機関ごとに

データ管理のやり方やアプローチが異なり、優秀

な人材が活用されていないあるいは生み出され

ていないと本講座は考えております。この状況を

打開するためにも、最低限の標準的な教育（臨床、

統計学、品質管理、IT、法規制、倫理など）と

OJT(On the Job Training)を同時に行える機関

の育成が急務であり、本講座が新たな臨床データ

管理の潮流を生みだせる機関となるよう研究と

教育を続けていく所存です。 

 

出版物等 
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2009; 120(6): 1149-53. 
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M, Sugasawa K, Yamaguchi T, Yamasoba T, 
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Neurophysiology 2009; 120(7): 1408-14. 
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2009; 30(5): 640-4. 
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transplantation for acute leukemia patients 
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沿革と組織の概要 

本寄附講座の目的は「重症心不全対策の推進」

であり、「重症心不全の集学的診断・治療戦略の研

究」および「重症心不全に対応した先端的医療シ

ステムの構築」を研究目標としている。重症心不

全治療を支える以下の柱を中心に、集学的診断・

治療戦略の研究を行い、重症心不全に対応した先

端的医療システムを構築することを計画している。 

中でも、特に本邦において早急にとりくむ必要

性の高い研究項目は、①補助人工心臓 (VAD) 

Destination Therapyプログラムの確立と臨床的

有効性の検討、②小児（新生児・乳児）心臓移植

プログラムの確立、③重症心不全薬物治療体系の

確立：特に補助人工心臓治療症例に対する LVAD

離脱を含めた薬物治療体系（β-blocker, ACEI, 

spironolactone, digitalis, amiodalon hANP,PDE

Ⅲ,PDEⅤetc）の確立と臨床的有効性の検討、④重

症心不全理学療法（体外式カウンターパルセーシ

ョン治療、和温療法）プログラムの確立と臨床的

有効性の検討であると考えている。また、リアル

タイム三次元超音波診断装置は重症心不全の診断

および治療効果の評価に必要な高度な心機能情報

を提供することにより、早期の臨床導入を推進し

ている。 

本寄附講座における先端的医療システムの構築

により、入退院を繰り返す高齢者を含めた重症心

不全患者の在宅治療・社会復帰が促進される効果

が期待される。また、今日、海外渡航移植に依存

している小児（新生児・乳児）心臓移植の本邦で

の実施を実現することも期待される。 

 

診療 

1. 心臓移植治療 

現在、東京大学病院では 9例の国内心臓移植症

例と 7 例の渡航心臓移植症例を治療してきたが、

現在外来通院している症例は 14例で、2例は他院

で治療を受けている。これらの症例は、原則的に

は月一回の外来診療を受けている。臨床的な拒絶

反応の有無にかかわらず、移植後 1年以内は月一

回の心筋生検、1 年以後は年一回の心筋生検のた

め入院治療を受け、臨床的或は心筋生検所見で拒

絶反応が見られた場合は、入院治療を行っている。

14例の中で 2009年度に拒絶反応が見られた症例

は 4例(Grade 3:1例、Grade 1A:3例)であった。 
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平成 21 年度は、臓器移植法改正の議論が沸騰

し国内移植は極端に減少したため、12月に移植手

術を実施した 50 代女性症例のみである。本症例

は治験中の植込型補助人工心臓(DuraHeart)によ

るブリッジ症例であり、移植待機日数は 451 日、

移植後 6カ月の経過は順調である。 

2. 補助人工心臓治療 

①東大病院における補助人工心臓治療 

東京大学病院では 2002年 11月以降、37例に

対して補助人工心臓装着術を行い、内科的治療抵

抗性の重症心不全症例の救命に尽力してきた。こ

の多くは心臓移植手術や自己心機能回復による人

工心臓離脱手術を受けることができた。現在、補

助人工心臓装着患者は 24 名おり、このうち 19例

は入院加療を継続している。埋込み型補助人工心

臓を装着している 5 名は外来通院を行いながら、

在宅治療を行っている。 

平成 21 年度における補助人工心臓の新規植込

み症例は 6例で、全例とも体外設置型の補助人工

心臓である TOYOBO型が用いられた。術前状態

が極めて不良で多臓器不全に陥っていた症例もあ

る中、6例中 4例で全身状態の改善が得られ、安

定した状態で心臓移植への待機を行うことに成功

している。 

②協力病院における補助人工心臓治療 

東大病院における移植の発展のためには、心臓

移植待機症例の長期補助人工心臓治療は極めて重

要である。現時点では移植症例の 85％以上が補助

人工心臓ブリッジ症例であり、ブリッジ期間は平

均 800日におよぶ。大部分のブリッジ症例に用い

ている保険償還可能な東洋紡補助人工心臓は体外

設置型であり、移植まで入院治療を要する。現在、

東大病院に 18 名の補助人工心臓症例が入院して

いて、退院できないが故に病院に多大なる負担を

かけている。しかし、東大病院が移植実施施設と

して社会的責務を果たすためには、他施設の協力

を得て補助人工心臓治療・心臓移植治療を推進す

る必要がある。平成 21 年度は協力病院での補助

人工心臓植込み手術 3 例をサポートした(東京医

科歯科大学病院、杏林大学病院、筑波記念病院)。 

3. コンパクト CP治療 

平成 21 年度、重症心不全症例に対するコンパ

クト CPを用いたカウンターパルセーション治療

は、心臓外科手術後心不全 4 症例に ICU におい

て実施した。また、外来では 35 回のプロトコー

ル(一回 1 時間 x 週 5回 x7 週間)で難治性虚血性心

筋症例 1例に実施した。 

4. ロタフローシステムを用いた小児左心補助人工

心臓 

平成 21年度スーパ特区(先端的循環器系治療機

器の開発と臨床応用)予算で購入した長期補助型

遠心ポンプローターフローシステムを用いて小児

左心補助人工心臓治療を行った。症例は体重 5kg

の心筋症例でコロンビア大学への渡航心臓移植を

目指して 2カ月以上循環補助したが、渡航予定日

2日前に敗血症に陥り死亡した。本症例は 5kg 前

後の小児例に対する日本で初めての左心補助人工

心臓治療であり、本年 7月より本邦で始まる小児

心臓移植に対するブリッジ治療の可能性を開くも

のとして注目されている。 

 

教育 

学部教育としては夏に心臓外科と協力して M4

臨床統合講義学を行っている。内容は、重症心不

全に対する心臓移植・補助人工心臓治療を中心と

した非薬物治療を担当している。 

M3で行われる BSLでは、学生 1人が 2 名の患

者を担当し、補助人工心臓診療チームと行動を共

にする。見学ではなく、積極的な参加型の実習を

目指し、術前診断・管理、手術、術後管理を一貫

した流れの中で学べるように配慮している。また

2 週間のBSLの間には2 単位のクルズスを担当し、

心臓移植・補助人工心臓治療・心臓再生医療に関

する基礎知識を学習する。M3 の最後に行われる
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クリニカルクラークシップでは参加型実習を徹底

して、補助人工心臓チームの一員として診療に参

加して、日常的な補助人工心臓症例の創部管理や

心不全薬物治療・心臓リハビリテーション実習を

含んだ実際的な内容としている。 

大学院生は、人工心臓領域と心臓再生医療領域

のどちらか一つのテーマを選択し、動物実験を中

心に研究する。人工心臓研究は国立循環器病研究

センター人工臓器部と、心臓再生医療は国立成育

医療研究センター生殖医療部と joint projectを組

んでいる。 

 

研究 

重症心不全治療開発講座の主たる研究目的は、

本邦における末期的重症心不全症例に対して心臓

移植や機械的補助循環(LVAD 等)による治療戦略

を研究し推進することである。本邦においては末

期的心不全の究極的治療法である心臓移植が極端

なドナー心不足により 1997 年の臓器移植法成立

後も極めて少なく年間平均 10 例以下のレベルに

留まっている。それ故、補助人工心臓(VAD)を用

いた長期心不全治療は２年以上に亘る心臓移植へ

のブリッジ治療として不可欠である。しかしなが

ら現時点では体外設置型補助人工心臓である東洋

紡 VAD のみが市販製品として心臓移植のブリッ

ジに保険償還可能な VAD である。それ故、VAD

装着症例は心臓移植に到達するか死亡するまで入

院していなければならない。過去 20 年間、欧米

先進国では植込型補助人工心臓が開発され、今日

では標準的なブリッジデバイスとなっている。

2002年以後欧米では、植込型補助人工心臓の適応

は心臓移植へのブリッジから心臓移植を受け皿と

しない長期在宅治療(Destination Therapy=DT)

に拡大されてきている。心臓移植が極端に限られ

ている日本だからこそ、重症心不全治療戦略に植

込型補助人工心臓の導入が不可欠である。過去３

年間、重症心不全治療開発講座は日本の小児心臓

移植の道を開くために、臓器移植法改正に全力を

挙げて取り組んできたが、昨年７月に衆参両議院

で可決され、本年７月に施行される。また、心臓

移植へのブリッジを含めた補助人工心臓による在

宅治療推進のために、世話講座である心臓外科と

協力し、EVAHEART, DuraHeart, Jarvik 2000, 

and HeartMate II などの第二世代・第三世代の

植込型補助人工心臓臨床治験を計画し取り組んで

きた。今年後半にはこれらの植込型補助人工心臓

は市販される見込みである。また、講座では体外

式カウンターパルセーション補助循環装置(コン

パクト CP)の開発にも取り組んでいる。この装置

は米国で市販されている EECP に比較して下肢

への衝撃を軽減した小柄な日本人患者に適したデ

ザインとなっている。その他、いくつかの補助人

工心臓関連合併症(出血、血栓、右心不全、感染な

ど)を減少させる基礎的・臨床的研究に取り組んで

いる。以上の結果、東京大学病院においてはこの

３年間に末期的重症心不全治療は格段に進歩した。 
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附 属 病 院 
 

 

 

敷地・建物 

敷地総面積は、113,853 ㎡、建物総面積は、

242,556 ㎡である。 

 

組 織 

病院長の下に、6 診療部門（37 診療科）、薬剤

部、看護部、検査部、手術部、放射線部、救急部、

企画情報運営部等の中央診療部門および事務部

（総務課、管理課、経営戦略課、医事課）等から

なり、常勤職員数は教員 641名、看護師･医療技術

職員 1,423名、事務職員等 178名の計 2,242名（平

成 22 年 3 月 31 日現在）である。 

病院の運営体制としては、病院諮問機関として

の病院運営審議会（総長指名 2 名、医学系研究科

長、医学系副研究科長各 1 名、病院長、事務部長、

病院長指名 2 名、外部有識者 2 名の計 10 名から

構成）から、病院の運営に対する意見等をいただ

くなど、外部からの意見を病院運営に反映させる

こととしている。 

病院執行部は、病院長と副院長 5 名、事務部長、

看護部長、その他病院長の指名による 13 名によ

り構成し、病院運営に関する最終的な意思決定を

行っている。また、診療科（部）長は病院長指名

とし、任期 1 年を設定し、適宜、病院体制の見直

しが可能となるようにしている。さらに、各診療

科（部）の運営は、診療運営組織（入院診療運営

部、外来診療運営部、中央診療運営部）と運営支

援組織（人事部、医療評価・安全・研修部、企画

経営部、教育研究支援部）の指導下に入り、各診

療科（部）は病院全体の機能と調和しながら、そ

れぞれの役割を果たしている。 

平成 21 年度においては、新たな組織として 4

月に現在大きな社会問題となっている「医師不足」

「大学病院の医師派遣機能低下」に対応すべく、

医学部附属病院と地域の医療機関が密接に連携し

実施する「循環型の医療人キャリア形成システム」

を構築するために、人事部の下に「地域連携型高

度医療人養成推進センター」、11 月に診療科や部

との連携を図り、診療記録の適切な管理及び内容

の更なる質の向上を目指すため「病歴管理部」を

それぞれ設置し、診療及び運用体制の充実を図っ

た。 

 

診療実績 

平成 21 年度の入院延患者数は 389,830 名、1

日平均 1,068 名、外来延患者数は 794,454 名、 

1日平均 3,283 名であった。 

平均在院日数は、一般病床で 13.9 日、新入院

患者数は 25,689 人であった。 

手術件数 9,947 件、厚生労働省の先進医療承認

件数も 14 件となり、高度医療機関としての機能

を果たしてきている。 

地域医療においても、救急患者 20,350 名をは

じめ、小児・周産期の分野においては、分娩件数

893 件、ＮＩＣＵ（9 床）、ＰＩＣＵ（6 床）も

ほぼ満床で推移した。 

臨床検査件数は、6,807,593 件、うち血液学的

検査 1,000,221 件、生化学的検査 4,334,415 件、

内分泌学的検査 120,922 件、免疫学的検査

460,417件、微生物学的検査 156,227 件、生理機

能検査 159,213 件、採血・採液等検査 235,386 件

であった。 

放射線検査・治療患者数は 262,894 名、うち X

線 CT 検査 46,598 件、MRI 検査 12,559 件であ 
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った。 

平成 21 年度中の死亡患者数は 406 名、うち病

理解剖を行ったものは 77 件、剖検率は 18.97％ 

であった。この他、外部からの受託解剖が 2 件

あった。 

 

病院再開発計画 

本院の再開発は昭和 56 年以来、将来計画委員

会病院部会を軸として営々と継続されており、そ

の一環として昭和 63 年に中央診療棟 1、平成 6

年に外来診療棟がオープンした。その後、平成 

13 年 7 月には本院・分院の組織統合が行われ、

同年 9 月に入院棟 A がオープンし、本院は大き 

く変わった。さらに、旧中央診療棟において診

療を行っていた救急部や光学医療診療部、生理学

検査、リハビリテーション部等の診療体制の充実

を図るための中央診療棟Ⅱ期工事が平成 14 年度

から計画され、平成 17 年度末に竣工、翌 18 年

度より順次運用が開始された。この新しい中央診

療棟には、旧中央診療棟に配置されている部門や

手術部、病理部、臨床試験部、院内学級、組織バ

ンク、CPC 等の部門が配置されている他、平成

16 年より活動を開始した 22 世紀医療センター

の拠点ともなっている。22 世紀医療センターは、

本院をフィールドとして新たな臨床医学や医療関

連サービスの研究と開発を行う組織である。本セ

ンターは予防医学、疫学研究、臨床試験、医療安

全、機器等をテーマとする 20 の寄付講座と社会

連携講座１講座（平成 22年 3月 31日現在）によ

って構成されており、すべて企業からの寄附を基

礎として設置されており、産学連携の一大拠点と

もなっている。 

平成 21 年度においては、前年度から引き続き

入院棟 B の建て替えとなる病棟Ⅱ期及び老朽化

した臨床研究棟や疾患生命工学センターのための

クリニカルリサーチセンターの具体的な建築構想

を進めた。 
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沿革と組織の概要 

昭和 30 年（1955 年）6 月 15 日、東大病院の

近代化の一環として臨床検査を中央化して熟練技

術者の手により、大量かつ高度の検査を集中的に

しかも迅速精密に行い、総合病院としての医療水

準を向上させる目的で東大病院に臨床検査部が開

設された。 

当初は、一般・細菌・血清・病理組織・生化学

の 5検査室にすぎなかったが、その後設備の充実

に伴って各種の臨床生理、臨床血液、内視鏡など

の諸検査室が逐次開設活動を始めた。昭和 34 年

（1959年）4月より 2部の組織に分けられ細菌・

血清・病理組織・生化学の検体を主として扱う 4

検査室は中央検査部に、Ｘ線診断を含め、患者を

扱うその他の検査室は中央診療部に包括された。

昭和 38年（1963年）7月中央検査部にフォトセ

ンターの業務が新たに加わり、昭和 45 年（1970

年）1 月リハビリテーション部が独立するのに伴

い中央診療部は解消し、中央検査部は検体検査の

第 1部と患者検査の第 2部で構成されることにな

った。管理機構としては病院長に直属する部長・

副部長（現在は大学院医学系研究科臨床病態検査

医学分野の教授・助教授が併任）が全体を統括し、

各検査室では教員はじめ、必要に応じ各領域の専

門家の協力を得てこれを運営している。昭和 50

年（1975年）10月、検査第 1部の病理組織検査

室が病理部として分離独立した。 

昭和 57年（1982年）7月中央検査部に専用の

汎用コンピュータが導入されて、まず生化学検査

室業務が、昭和 59年（1984年）7月からはそれ

以外の検体検査部門のシステム化が行われた。昭

和 58年（1983年）4月医事システムのオンライ

ンシステム化が行われるに際して、中央検査部検

体総合受付が設けられて、医事システム、診療科

情報システムと中央検査部システムが結合し、相

互に情報を利用できるようにして、事務作業の合

理化が図られた。また、検体部門では検査機器の

発展に伴って作業内容が年々変わってきている。

これらの変化に対応するため、昭和 58 年（1983

年）4月一般検査室は、生化学 2検査室、従来の
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生化学検査室は生化学 1検査室に改称するととも

に作業の合理化が図られた。昭和 63年（1988年）

1 月から新中央診療棟に検体検査部門が移った。

昭和 63年 10月検査部の機構を改め、新たに検体

管理部門、緊急検査室、微量物質分析検査室が設

置された。昭和 63年 11月 1日より各科共通の外

部委託検査の窓口が検査部となり、これらの検査

結果も検査部内の検査結果と同様にデータベース

に貯えられ、オンライン検索できるようになった。 

また、医療の 24 時間態勢に臨み、平成元年

（1989年）3月から時間外及び休祝日検査体制を

試行し、同年 6 月より宿日直業務が開始された。

次いで平成 4・5 年度の両年に亘り総合検体検査

システムが導入されることになり検体自動搬送検

査システムが構築稼働し、検査オーダリングと検

査結果報告の迅速化が実現した。また平成 5年 10

月から外来患者の採血を主として検査部技師が担

当し、平成 6年度（1994）から遺伝子検査室を開

設した。平成 8年（1996年）10月 1日から生理

検査総合受付（24）が開設した。平成 8年（1996

年）各科配属の技師が中央化され、検査部・輸血

部・病理部に所属する臨床検査技師系職員は技師

長のもとに一元化され一体となって運営されるよ

うになった。平成 10年（1998年）に総合検体検

査搬送システムが更新されることになり、平成 11

年（1999 年）10 月に同システムは完成し稼働し

た。更新に際して一般検査室と採血室にも搬送シ

ステムが導入された。平成 11年（1999年）4月

より輸血部・検査部の技師による輸血検査の宿日

直業務を開始した。 

平成 13年（2001年）4月、細菌検査室が感染

制御部のもとに移され、検査部・輸血部・病理部・

感染制御部の四部は、それぞれ独立した組織では

あるが、技師人事なども含め、お互いに連携をと

りながら一体となって運営されることになった。

平成 13年 4月に本院と分院が組織的に統合され、

実質的には 7月より分院の職員が加わった。同年

4月消化器内科に技師を 2名派遣し腹部超音波検

査を開始した。同年 9 月 22 日、新入院棟が完成

し、それに伴い各科から検査部への検体搬送は、

中型搬送システムを用いて行われることとなり、

また緊急検査室へはエアーシューターが使われる

こととなった。分院との統合により検体数が増加

した。さらに病棟に常駐して検査を実施するため

病棟検査部門を新設し、平成 14年（2002年）12

月より 2 名の病棟検査技師を配置した。平成 15

年（2003年）4月からは 3名に増員した。国立大

学病院検査部門の人事交流が開始され、平成 14

年度（2002年）は東大と筑波大・山梨大との間で、

平成 15年度（2003年）は東大と筑波大・東京医

科歯科大との間で技師を 1名ずつ 1年間入れ換え

配置し、交流を実施した。平成 15 年 7 月から病

棟採血血管システムが稼動し、検査部で入院患者

の翌日分の採血・採尿管を準備して病棟へ配信す

るサービスを開始した。 

平成 16年（2004年）4月、国立大学が法人化

になったのに伴い、人事院規則から労働基準法に

準拠することになり、公務員は非公務員となり、

従来の当直は夜勤として位置づけられ、教員の講

師以上は裁量労働制になるなど、労働形態が大き

く変化した。また病院の独立採算制推進により、

検査においても従来にも増して検査の適正化、医

療経済の観点からの効率化が求められるようにな

った。さらに平成 16 年度からスタートした研修

の必修化と、特定機能病院における DPC の導入

によってもさまざまな影響が出現している。2005

年 4月、東大病院検査部は創立 50周年を迎えた。

1955 年に設立された東大病院検査部が歩んでき

たこの半世紀は、そのまま我が国の臨床検査の歴

史でもあった。東大病院検査部も先駆けとなった

中央検査システムの導入は、その後の我が国の医

療の発展に大きな貢献をなし、以後、全国の大学

病院を中心に次々と中央検査部が作られることと

なった。今後も、臨床検査医学、さらには中央診
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療施設としての検査部の発展に努めるべく、検査

部員一同、気持ちを新たにした。 

2006 年 8 月、検査部遺伝子検査室において、

個別薬物療法支援のための薬剤感受性遺伝子多型

検査を開始した。臨床ゲノム診療部、薬剤部、企

画情報運営部、消化器内科と共同して、プロトン

ポンプ阻害薬の代謝に関与する CYP2C19遺伝子

多型検査をスタートすることになった。2007年 8

月からワーファリン遺伝子多型検査（CYP2C9, 

VKORC1）、2009年 4月から抗がん剤イリノテカ

ンの代謝に関与する UGT1A1 遺伝子多型検査を

開始した。今後も、治療薬投与時の薬剤動態、反

応性、副作用発現の可能性の予測、安全で効果的

なテーラーメード医療への貢献が期待できる薬剤

反応性遺伝子検査を拡充していく予定である。 

2006年 11月、検査部生理検査部門が新中央診

療棟 2へ移転した。これまで、旧中央診療棟に分

散していた生理検査室は、有機的に統合されるこ

ととなった。この長年の念願が達成できるととも

に、以下の拡充・新設がなされた。1) Vascular 

Board支援のための無侵襲血管検査の拡充（頚動

脈・下肢血管エコー、ABPI/CAVI）、2) 腹部エコ

ー検査中央化、3) 生理機能検査の依頼状・結果報

告の電子化、4) 光トポグラフィー、磁気刺激

（CMCT）検査の開始、5) He併用フローボリュ

ム曲線（アイソフロー）検査の開始 

2007 年 1 月、検査部検体検査部門が、ISO 

15189「臨床検査室-品質と能力に関する特定要求

事項」の認定を受けた。本規格は、臨床検査室の

質の向上と認定のための国際基準を提供する目的

で作成されたもので、国際的に臨床検査室の認定

基準として広く受け入れられているものである。

東大検査部は、本規格の品質マネジメントシステ

ムにより、臨床検査室としてのさらなる質の向上

を目指すとともに、臨床検査のグローバルな標準

化や検査データの共有化に寄与したいと考えてい

る。 

診療 

主な業務は臨床検査業務である。そのほか、教

員は総合内科外科を検査部として週 2 回担当し、

一部の教員は内科の専門外来診療にも従事してい

る。生理機能検査では、教員が臨床検査技師を指

導しながら、実際の検査業務も行っている。以下、

臨床検査業務の現状を述べる。 

検査部の構成と業務内容 

検査部は、大きく、検体部門、生理検査部門よ

り構成される。 

検査部門は、採血室（検体管理）、システム、一

般、生化学、微量分析、免疫、血液、血栓止血・

血糖、遺伝子、緊急の検査室により成る。検査結

果の迅速返却、検体の随時受付、外来での診察前

検査の実施、また外来採血の検査部での完全実施、

遺伝子検査や新しい検査項目の導入、検査インフ

ォメーションの開始など、多方面のわたっての業

務拡大を可能とした総合検体搬送システムも、機

械の老朽化が進んだため平成 11年 11月に第 2世

代の総合検体搬送システムを導入。この完成によ

り採血室と搬送ラインの連結、尿検査への搬送シ

ステムの導入、自動車ロボットの設置など、さら

に機能的な検査が可能になった。平成 20 年には

第 3世代の総合検体搬送システムが導入される。 

緊急検査室は常時オープンしており、夜間・休

日は宿日直者を配置して対処している。 

平成 11 年 4 月からは輸血部と協力して輸血当

直を開始した。平成 13年 4月より技師 2名が消

化器内科に出向し、腹部超音波検査を開始した。

また平成 14年 12月より病棟に技師が常駐する病

棟検査部門を設置した。ICUを中心にベッドサイ

ド検査を実施している。 

生理検査部門は、平成 18年 11月より中央診療

棟２の２階に循環機能、血管エコー、呼吸機能、

神経筋電図、腹部超音波全てが統一して配置され

た。Vascular Boardを支える血管検査が充実して

きている。また、検診部におけるエコー検査も開
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始した。 

 

教育 

教員は、臨床検査医学の講義を担当するほか、

M3 のベットサイド教育に携わっている。各部署

ごとに勉強会やカンファレンスを開いており、検

査部全体としては症例検討会を適宣開催し、学会

前には予行を行っている。臨床各科のカンファラ

ンスにも出席して研讃を積んでいる。当検査部で

は、多くの大学、検査技術学校の学生の臨地実習

を引き受けており、主任技師が中心となって実習

指導を行っている。また時に、諸外国や JICAか

ら研修実習の依頼があり協力をしている。 

 

研究 

病院検査部と大学院臨床病態検査医学は密な協

力関係の本、臨床検査に関するテーマを中心とし

て研究を行っている。新しい検査法の開発・改良、

各種病態の臨床検査を通した解析を行っている。

具体的には、以下の研究テーマが進行中である。 

 

� リゾリン脂質性メディエーターの病態生理

学的意義の解明とその測定の臨床検査医学

的応用 

� 血小板生物学の構築と臨床検査医学的応用 

� 網血小板比率と幼若血小板比率（IPF）の臨

床的意義についての検討 

� 肝臓の線維化と虚血再灌流障害 

� 遺伝子検査 

� 生理活性ペプチドとくにアドレノメデュリ

ンの研究 

� 酸化ストレスと臓器障害 

� 超音波による心機能の解析 

� 呼吸機能と種々の病態との関連 

� がんにおけるエピジェネティクス異常と診

療への応用 

� 脳磁図による視聴覚統合の神経機構の研究 
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はじめに 

手術部では手術医学に関する教育、研究、およ

び周術期の診療活動を行っている。手術部の現在

の構成員は部長、副部長、講師、各 1名。文部教

官助教 1 名、看護師長 1 名、主任副師長 3 名、

副師長 3名、看護職員 68名、職員 11名(行一 3

名、行二 3名、日々雇用 3名、時間雇用 2名)計

90名である。 

さらに、医事課より医事課職員 2名、検査部よ

り臨床検査技師 1名、医療機器管理部より臨床工

学技士 4-5名が、連日手術部へ派遣されている。 

手術部は、平成 13年 7月の本院と分院との統

合により、本院手術部と分院手術部も統合した。

この統合および平成 13年 9月の新病棟開設によ

り手術件数が増加したため、新中央診療棟 2が完

成するまでの措置として、平成 13 年 10 月から

新病棟 4階の ICU･HCU処置室を手術室 15号室

として、さらに外来棟 1階の整形外科外来の手術

室を手術室 16 号室として使用した。手術室 16

号室においては、整形外科の外来手術も併せて行

った。 

手術列に関しては平成 13年 9月までは定時手

術枠 9.5列/日であったが、平成 13年 10月から

は手術室 2室の増設に伴い 12列/日とした。平成

19年 1月からは新中央診療棟 2の手術部完成に

より定時手術枠 14列/日、平成 19年 6月からは

16 列/日、平成 20 年 7 月からは 18 列/日で使用

している。 

 

診 療 

手術部は、入院患者及び救急入院患者、すなわ

ち入院した患者さんの手術の場を提供し、管理し

ている。 

2006年の総手術件数は 8322例(うち救急手術

は 1224例)、 2007年の総手術件数は 9374例(う

ち救急手術は 1136例) 、2008年の総手術件数は

9868 例(うち救急手術は 1268 例)、2009 年の総

手術件数は 9957例(うち救急手術は 1282例)で、

手術件数は年々増加している。 

手術申込および術後の手術情報は、全てコンピ

ユータで管理されている。1999年 5月より、手

術申込は各診療科の診療用コンピュータ端末よ
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り申し込むようになった。2000年 3月より術後

の実施入力も、手術部内に設置した専用のコンピ

ュータ端末から行っている。また、1997年 5月

より翌日の手術予定を手術部のホームベージに

掲載していたが、さらに 2000 年 11 月からは翌

週の各診療科の週間手術予定を手術部のホーム

ベージに掲載し、手術室のさらなる有効利用に役

立てている。 

最近の手術の特徴として先進的な手術機器使

用の高度先進手術や移植手術の施行、HIV、HB、

HCVなどの感染症症例や重篤な合併症を有する

患者の手術の増加があげられる。先進的な手術機

器を使用する手術は、レーザー照射術、DSA 透

視装置を用いた大動脈瘤のステント留置術、補助

心臓装置装着術、ASDや VSDなど先天性心臓奇

形症手術への heart-port systemや虚血性心疾患

への MIDCAB 手術に代表される minimally 

invasive surgery、経食道的術中三次元超音波診

断法を用いた手術、脳神経外科、整形外科、耳鼻

科手術、美容外科領域へのナビゲーション手術な

どがある。 

これら高度先進医療の安全かつ確実な遂行の

ために、手術部の看護職員、臨床工学技士、非看

護職員への教育は益々重要になっている。また、

感染症症例の手術においては、院内感染症や職業

性感染を防止するため医師、看護職員、非看護職

員などへ standard precautionsの教育、その実

践を周知徹底している。さらに、針刺し事故防止

のため、診療科と協議し，術野に neutral zone

を設置するなどの工夫も実行している。 

 

教 育 

医学部学生の教育として、M2学生を対象に外

科系統講義と手術部実習を担当している。系統講

義では無菌操作、消毒・滅菌法、感染防止法、外

科感染症などについて講義し、外科系のベットサ

イド教育が開始される前に手術前手洗い法、ガウ

ンテクニック、周術期感染防止法などについて実

習指導している。 

さらに、1999 年 6 月より術野の LAN を介し

て、各診療科の動画像を教室へリアルタイムで配

信し、術中写真および標本写真などの静止画像も

1997年 2月より配信し、教育に役立てている。 

新研修医の教育として、毎年 5月に無菌操作、

消毒・滅菌法、感染防止法、手術時手洗い法、ガ

ウンテクニック、周術期感染防止法について講義

を行い、手術時手洗い法、手術申込と術後の手術

情報管理を行うコンピュータシステムについて

指導している。さらに、先進的な機器が手術部に

導入された時には、関連診療科の医師を対象に講

習会を開催して、正しい機器の取扱法を周知徹底

している。 

看護職員の教育は、新規入職者を対象に手術介

助の基本ならびに無菌操作、滅菌法、消毒法、感

染防止法などをマンツーマン方式で教育してい

る。さらに、新人期間をすぎた後も、手術介助技

術のより一層の向上をめざして、より高度な手術

部看護技術を教育している。 

看護学生への教育としては、手術介助の基本な

らびに無菌操作、滅菌法、消毒法、感染防止法、

手術室の建築学などについて講義を行っている。 

臨床工学技士および臨床工学技士専門学校生

には各種手術用 ME 機器、特に体外循環法，手

術用電気メス・レーザー機器、手術室電気安全工

学などについて講義と実習を行っている。また、

手術用 ME 機器は，マニュアルを作成し、看護

職員を対象に安全な使用方法を周知徹底してい

る。 

手術部非看護職員の教育としては、特に新規採

用者を対象に滅菌・消毒法、感染防止法、手術に

使用する医療器械の保守点検法、医療廃棄物の取

扱方法などについて指導している。さらに、重要

事項を記載したマニュアルを各新規採用者に配

布し、新人期間をすぎた後にも減菌・消毒法、感
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染防止法、手術に使用する医療器械の保守点検法、

医療廃棄物の取扱方法などについて適時再教育

を行っている。 

 

研 究 

次のような課題について研究を行っている。 

(1) 手術部における医療安全 

(2) 手術部の効率化、IT化 

(3) 手術部における経営効率 

(4) 手術自体の安全確保 

(5) 手術環境の維持、改善 

(6) 周術期における感染制御 

(7) 医療機器の消毒・減菌法 

(8) 手術用ME機器の導入 

(9) 手術材料工学 

(10)手術空調工学 

(11)バーコード活用の手術器材管理法 

(12)手術照明 

(13)術中汚染ガス(麻酔ガス、レーザーメスに

よるガス)対策 

(14)術中画像記録システムの開発、運用 

(15)手術侵襲と生体反応 

(16)術後の患者栄養管理 

(1７)その他 

 

おわりに 

手術手技および手術を取り巻く技術の急速な

進歩により手術は益々、高度化、複雑化、長時間

化している。それにともない、手術に用いられる

器械や器材も急速に進歩している。このような大

きな変化のなかで、手術室を効率的、かつ安全に

運用し、手術患者へのサービスを向上することは、

今後の手術部の重要課題となっている。 
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沿革と組織の概要 

放射線部は，中央診療施設の一つとして 1964

年（昭和 39 年）８月に新設された。現在は，放

射線診断部門（画像診断），核医学部門，放射線治

療部門の３部門および管理業務を行う診療放射線

管理室からなる。放射線部の構成員は，大友邦教

授（部長，併任）１名，赤羽正章准教授（副部長）

１名，稲生信一助教（医局長）１名，美馬技師長

以下診療放射線技師 51 名，技術職員２名，放射

線管理担当技術専門職員１名である。これに放射

線科教官や放射線科医師（大学院生，研修医）が

加わり，さらに各診療科の医師や診療検査部所属

の看護師が協力して，各種画像検査・放射線治療・

放射線安全管理等の放射線診療業務に従事してい

る。近年放射線診療業務は増加傾向にあり，業務

の効率化・人員配置の最適化・新規装置の導入等

によって対応を図っている。 

放射線診療の進歩・改善のための技術開発は，

医師や診療放射線技師が協力して行っている。画

像検査や放射線治療の分野はもちろんのこと，近

年では画像管理システムの構築，画像処理や画像

転送システムの開発が重要なテーマとなっている。

放射線オーダーおよび画像診断レポートの電子化

が平成６年になされており，これに加えて平成 15

年４月からは放射線部のみならず院内全体でフィ

ル ム レ ス シ ス テ ム （ picture archiving and 

communication system，PACS) が稼動している。 

 

診 療 

１）放射線診断部門 

業務内容： 単純 X 線撮影（骨・胸腹部・頭部・

小児・乳腺・骨盤計測），各種造影検査（消化管・

尿路），手術室撮影，救急外来，病室出張（ポータ

ブル）撮影，歯科口腔撮影，骨塩定量，CT，MRI，

血管造影・interventional radiology（IVR），頸部

超音波検査，画像解析・画像処理（３D 画像作成

等） 

大部分は中央診療棟１の１階にある放射線診

断部門で施行され，一部は中央診療棟２の MRI

室・手術室・救急部や２，３の診療科でも行われ

ている。近年，いずれの検査においても撮影件数

は増加傾向にあり，特に CT および MRI の件数が

飛躍的に増加している。CT は，５台のマルチス

ライス CT 装置（320 列×１台、64 列 CT×４台）

で検査に対応している。MRI は平成 18 年度秋の

中央診療棟２の開設に伴って増設され，地下１階

の MRI 室に６台の装置が設置されている（３T 

MRI×２台，1.5T MRI×４台）。 
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２）核医学部門 

業務内容： 各種核医学検査（ガンマカメラ・

SPECT・PET），放射線医薬品管理，放射性汚染

物管理、アイソトープ内部照射療法 

中央診療棟１の地下１階にある核医学部門で

業務を施行している。各種核医学検査には，骨・

腫瘍・腎・甲状腺シンチグラフィ，心筋 SPECT

や脳 SPECT が含まれ，トレーサ法を応用した機

能画像や統計処理画像も診療に供されている。こ

の他，小型サイクロトロンで製造したポジトロン

核種（11C,13N,15O,18F）で標識したトレーサを

用いる PET 検査が血流・代謝の評価やレセプタ

ーイメージング等に利用されている。平成 14 年

度より FDG-PET が保険適応となり，悪性腫瘍症

例を中心に PET 検査依頼が増加している。また，

中央診療棟２の開設に伴い，PET-CT 装置の導入

およびサイクロトロンの増設が行われた。平成 21

年度からは、放射性同位元素を用いた骨転移除痛

療法や悪性リンパ腫に対する放射免疫療法が行わ

れている。 

３）放射線治療部門 

業務内容： 深部放射線治療，ガンマナイフ治

療，密封小線源治療，永久挿入治療 

中央診療棟２の開設に伴い，外来を含む全ての機

能が新棟地下３階に移設された。ここでは，ライナ

ック３台，イリジウム小線源治療装置，前立腺癌永

久挿入小線源装置，頭部定位放射線照射用ガンマナ

イフ，治療計画専用CT 撮影装置，治療計画装置等

を用いた放射線治療を行っている。治療計画装置は，

原体照射，ノンコプラナー照射，定位照射，強度変

調放射線治療にも有効である。また，移設に伴って，

コーンビーム CT を撮影可能なライナック装置が国

内で初めて導入され，精度の高いイメージガイド下

放射線治療が可能となっている。 

４）その他 

診療放射線管理室にて，院内の X 線発生装置の

管理・放射性汚染物の管理・放射線教育・健康管

理（ガラスバッジ管理等）を扱っており，医療法・

障害防止法等に沿った管理運営を行っている。 

 

おわりに 

平成 14 年度には放射線部の画像診断装置のフ

ルデジタル化、平成 15 年 4 月より病院情報シス

テムを介した画像及び診断レポート配信によるフ

ィルムレス化を達成している。また、平成 18 年

秋には中央診療部門の二期工事も終了し、部門の

移転や最新機器の導入など、様々な点で刷新され

る。今後も放射線部は診断各科に対するサービス

の向上を通じて東大病院の診療レベルの向上に寄

与すべく努力を続けていく。 

 

論文発表は，放射線医学講座の項を参照された

い。 

 

部門統計 

入院（人）外来（人） 計（人）

一般撮影（単純） 76044 93065 169109

一般撮影（造影） 3651 1425 5076

血管造影　検査 3666 92 3758

Ｘ線ＣＴ検査 17485 26108 43593

ＭＲＩ検査 3945 7901 11846

骨塩定量 371 1804 2175

診断部門　小計 105162 130395 235557

ＳＰＥＣＴ 548 889 1437

全身シンチグラム 243 690 933

部分（静態）シンチグラム 83 51 134

甲状腺シンチグラム 3 11 14

部分（動態）シンチグラム 84 100 184

ポジトロン断層撮影（ＰＥＴ） 231 458 689

ポジトロン断層撮影（PET/CT） 412 822 1234

核医学部門　小計 1604 3021 4625

高エネルギー放射線治療（体外照射） 7191 10036 17227

ガンマナイフ定位放射線治療 38 88 126

直線加速器定位放射線治療 43 202 245

全身照射 149 5 154

　腔内照射高線量率ｲﾘｼﾞｳﾑ 69 99 168

前立腺癌永久刺入密封小線源療法 13 1 14

治療計画 352 403 755

治療部門　小計 7855 10834 18689

合計 114621 144250 258871  
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組織の沿革 

薬剤部の2009年 12月1日現在の構成員はスタ

ッフ 9名、薬剤師職員 53名、薬剤師研修生 33名、

薬学研究科大学院生 19名、同薬学部 4年生 5名

である。また、薬理動態学寄付講座特任准教授 1

名（樋坂章博）、がんプロフェショナル養成プラン

特任助教 1名（三浦将吾）も臨床業務、教育、研

究に携わっている。 

 

臨床業務 

薬剤部は以下の６部門に分類される。 

１）情報・研究部門 

医療従事者からの医薬品に関する質疑に対す

る薬品情報の提供、入院患者への薬剤管理指導業

務の実施と支援を行っている。また、薬事委員会

で薬剤の採用・削除の審議を行うための資料作成、

および定期的に「臨床医のためのくすりの時間」

「薬品情報ニュース」「薬品情報ニュース速報」

「DIニュース」などを作製、刊行している。 

２）調剤部門 

適正使用に基づいた全ての処方せんの鑑査の

後に調剤が行われる。患者に対して窓口、或は個

室にて医薬品の適正使用のための情報提供を行っ

ている。調剤に際しては効率化を目的にコンピュ

ータを導入したオーダリングシステムおよびこれ

らとリンクした自動分包機、注射薬に関しては自

動調剤機、バーコードラベルプリンターが導入さ

れている。 

３）製剤部門 

注射剤、点眼剤、消毒剤等の無菌製剤ならびに

錠剤、カプセル剤、軟膏剤、坐剤等の一般製剤、

入院患者および在宅療養患者のための中心静脈栄

養 (IVH) 輸液の調製を行っている。また、抗悪

性腫瘍剤の注射薬の調製を、処方鑑査支援システ

ム（各診療科から提出されたプロトコル、患者情

報、調剤済み処方せんをデータベース化）を利用

した厳重な処方鑑査の上で行っている。さらに、

高度先進医療をサポートするため、必須であるが

市販されていない製剤の開発および患者個別の特

殊製剤の開発、それらの物理的特性試験および含

有量均一性試験、安定性などの品質管理試験を行

い、品質保証された薬剤の安定供給を行っている。 

４）薬務・薬品管理部門 

薬務室は病院採用医薬品（院内、院外採用）の

定期的見直し、薬剤部内の購入物品等の帳票の処

理、薬剤業務の諸統計資料作成、薬事委員会事務
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ならびに部内外との連絡調整などの事務的な事項

の処理を行っている。薬品管理室は院内取扱い医

薬品約 2,270品目の供給・管理（医薬品管理シス

テム）、外来診療棟において繁用される処置薬の供

給・管理（外来処置薬管理システム）、手術部にお

ける術式毎の麻酔関連の医薬品の供給・管理（手

術部医薬品集中管理システム）及び各病棟・処置

室における管理医薬品（筋弛緩薬、向精神薬、毒

薬）の管理を行っている。 

５）麻薬管理部門 

麻薬管理者（薬剤部長）の指導・監督の下に、

麻薬・覚せい剤について管理、記録、報告、鑑査、

指導などを行い、調剤用薬および注射剤を調剤室、

各診療科にそれぞれ定数配置している。 

６）病棟部門 

以下の業務を通じて、薬剤師の立場から得られ

た情報を医療スタッフ間で共有し、あるいは薬剤

師の専門的立場から情報を提供し、薬物治療への

参画を通してチーム医療に貢献している。 

①第一、第二 ICUに常駐し、急性期患者の薬剤処

方支援、注射薬の無菌調製、在庫管理、スタッ

フ教育などを行っている。 

②血液・腫瘍内科および無菌病棟を対象とした注

射薬の混合調製を病棟のスタッフステーショ

ンで行っている。 

③入院患者に対する入院時の持込薬や副作用歴・

アレルギー歴等の調査、基本情報の入手、およ

び薬歴の作成と評価、カンファレンスへの参加、

患者に対する服薬指導、副作用・相互作用のモ

ニタリング、指導記録の作成、担当医師への薬

剤情報提供、処方設計支援などの薬剤管理指導

を行っている。現在、薬剤管理指導業務を展開

する病棟は 20フロア、17診療科に及んでいる。 

④病棟在庫薬の調査・管理 

⑤院内 NST への参加により、患者の栄養管理に

貢献している。 

⑥緩和ケアチームへの参加により、医療用麻薬な

どの適正使用に貢献している。 

⑦ ICTへの参加により、院内ラウンド、院内での

抗菌薬使用状況データの管理、スタッフ教育を

行っている。 

 

数値データ（2009年度） 

院内採用薬品  2,270品目 

処方せん枚数 or 件数 

外来  478,410 枚 

   （院外 : 394,964 枚 ） 

   （院内 : 83,446 枚 ） 

外来化学療法 : 6,694 枚 

入院 : 210,719 枚 

注射 : 220,452 枚 

IVH : 13,635 件 

化学療法 : 11,616 件 

TDM 件数  8,911 件 

薬剤管理指導件数  3,641 件 

 

教 育 

医学部附属病院薬剤部では、本学医学部医学科、

医学部健康科学・看護学科、および薬学部の学生

の医療薬学関連の教育を担当するとともに、独自

の 1年間の薬剤師卒後研修制度を主宰している。 

医学部医学科学生の教育としては「病因・病理

学」の選択講義を担当し、薬物療法に関する基盤

知識、特に臨床的に重要な薬物動態学的および薬

力学的な考え方を教育している。3・4年次学生に

ついては、フリークオーターとして年間数名を 2

週間受け入れ、分子生物学・生化学の実験技術、

動態学的思考力を育成している。また、5・6年次

医学部臨床実習の一部として、3 日間の臨床薬剤

学実習を実施し、適正な処方設計とそのリスクマ

ネジメントなど薬物療法を実践するために必須な

知識を教育している。医学部健康科学・看護学科

学生に対しては、必須講義「薬理・毒性学」の臨

床薬物動態学を担当している。 



466 東京医学・第 120 巻・平成 22 年 10 月 

 

一方、薬学部学生に対しては、3・4年次にそれ

ぞれ「医療薬学Ⅰ」（必須）、「医療薬学Ⅱ」（選択）

の講義を通し、臨床現場での薬剤使用に関して、

薬理学、薬物動態学的知識を教育している。薬学

系大学院では、臨床薬物動態学講座の協力講座と

して、講義「医療薬学特論」を担当し、薬剤部の

業務展開および将来の方向性を紹介し、医療にお

ける薬学の実践を教育している。なお、薬学部か

らは卒業研究、修士及び博士課程の学生多数を受

け入れ、活発な研究活動を行なわせている。 

薬剤部ではこれまで独自の薬剤師卒後研修制

度により入職前の薬剤師に対して１年間の研修を

行ってきており、平成 21年度の研修修了者は 33

名であった。これは、あらゆる病院薬剤師業務を

実践させて優れた技能を習得させるものであり、

平成 22 年度よりスタートする薬学部 6 年制学生

に対する長期実務実習への対応を見据えた内容と

なっている。また、外部に対して定期的に「調剤

技術研究会」を開催し、地域医療を担う薬剤師の

レベルアップを図るなど、薬剤師の生涯教育の一

端をも積極的に担っている。 

 

研 究 

各生体要素の分子レベルでの機能と、生命活動

全体において果たしている機能の関係は、単純な

一対一対応では理解できないことが判ってきてお

り、薬剤と単一標的分子の関係のみの理解では臨

床効果を評価・予測する上では不十分である。薬

剤、標的分子を取り巻く他の多種分子がどのよう

に組み上がって全体を構成し、どこに位置して機

能し、全体としてどのように動作しているのかを

明らかにする必要があり、これはすなわち生命活

動を「システムとして理解」することに対応して

いる。 

薬効標的・副作用と想定される複数候補分子の

中から、最も密接に関連する標的分子を同定する、

あるいは創薬段階の初期において、発現しうる効

果・副作用を包括的に予測するなど、現在では未

だ解決困難な問題点に関して、システム薬理学の

手法を用いて解決することを目指し、以下のよう

な研究を進めている。 

1. 脂質・胆汁酸・尿酸などの生体内輸送を制御す

る分子メカニズムを解明し、それらの統合的理

解に基づく生活習慣病治療法の確立を目指し

た研究 

2. 骨吸収・骨形成に関わるシグナル分子の動的制

御メカニズムを解明し、それらの統合的理解に

基づく骨代謝疾患治療法の確立を目指した研

究 

3. 創薬段階で意図しなかった分子に対する作用

を包括的に考慮した、分子標的抗がん剤の薬

理・毒性発現メカニズムの定量的理解と、臨床

応用および新規創薬手法の確立を目指した研

究 

4. 大規模オミクス解析を用いて、薬物の副作用発

現に関わる分子メカニズムを解明し、それらの

定量的な理解に基づく副作用発現の予防・治療

法の確立を目指した研究 

5. 薬物の体内動態に関連する分子機能の精密な

定量化に基づく臨床薬理動態学研究 
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沿革と組織の概要 

リハビリテーション部は昭和 38 年(1963 年)

にリハビリテーションの診療を目的として中央

診療部に運動療法室が開設されたことに由来す

る。その後 1966年に水治療法室、作業療法室等

を増設整備してリハビリテーション・センターと

改称、さらに 1970年からリハビリテーション部

と改称されたが、いずれも院内措置による。1984

年に専任部長職(教授)が設置されたが、正式名称

は理学療法部のままであった。リハビリテーショ

ンは患者の生命の延長だけでなく生活の充実を

重視するようになった近代の保健医療サービス

の流れに中で誕生した診療部門である。20 世紀

半ばに主として米国より導入されたが、わが国独

自の医療環境によりニーズの急速な拡大にもか

かわらず、普及が遅れた。厚生労働省によりリハ

ビリテーション科が標榜科名として認可された

のは 1996年のことである。 

本学においてはようやく大学院医学系研究科

外科学専攻感覚運動機能医学講座内にリハビリ

テーション医学分野が設置された 2001年度に病

院理学療法部もリハビリテーション部への名称

変更が文部科学省により認められた。しかし、教

員の配置は配慮されないまま今日に至っている。

したがって、大学院のスタッフは教授１名のみで、

大学院生数名が在籍する。 

部の名称変更に伴い、関連職種を統合し、診療

部としての整備が行われた。関連して 2002年度

から精神科デイホスピタル部門（DH）がリハビ

リテーション部の所属となった。現在のスタッフ

として、医師部門は教授 1名、助教３名、医員２

名である。コメディカルスタッフについては、理

学療法部門はかつて整形外科に所属していた職

員を合わせて理学療法士 164 名となった。作業

療法部門は作業療法士 6名である。さらにアレル

ギーリウマチ内科に所属していた鍼灸マッサー

ジ師 45 名が所属している加わった。その他に

DHには、看護師、臨床心理士などが活動してい

る。さらに 2006年度には東大病院として、他の

診療科に所属していた言語聴覚士、視能訓練士を

リハビリテーション部へ所属変更する方針が示

され、すでにその作業が終了した。2009 年度よ

り、リハビリテーション部内で勤務する言語聴覚

士 1名が加わり、言語療法や摂食嚥下障害に対す

る治療を行っている。 

 

診 療 

2006 年 11 月にリハビリテーション部は旧中

央診療棟 2階から新中央診療棟 6階に移転した。

病棟からのアクセスも改善し、新しい建物の中で

の診療が軌道に乗っている。 

リハビリテーション部は中央診療部として活



470 東京医学・第 120 巻・平成 22 年 10 月 

動し、原則として入院患者を対象としているが、

一部患者については退院後も外来で治療を継続

したり、経過の追跡をしたりする。また、紹介外

来患者の診療も行う。東大病院は、1996 年度よ

りリハビリテーション診療総合承認施設に指定

され、保険診療を行ってきた。2006 年 4 月にリ

ハビリテーションに関わる保険診療システムは大

きく変わり、疾患別リハビリテーションの体制と

なった。この中で東大病院リハビリテーション部

は、脳血管疾患等リハビリテーション料、運動器

リハビリテーション料、呼吸器リハビリテーショ

ン料の施設基準認可を受け、更に 2007年 11月に

は循環器内科・心臓外科等の協力により心大血管

疾患リハビリテーション料の施設基準認可が追加

され、理学療法および作業療法を行っている。 

年間の新患数はおよそ 1,000人で、入院患者の

約 15％に相当する 150人程度を常時担当し、リ

ハビリテーション治療を行っている。外来通院で

の訓練対象は 1日約 15人である。入院患者への

サービスのニーズ拡大に対応することを優先す

るため、外来通院患者数の比率は減少傾向にある。

臨床各科からの依頼に応じて入院患者の診療を

行うのが主であり、ほぼ全科から依頼がある。診

療件数の多い主な診療科は、整形外科、精神科、

神経内科、脳神経外科、小児科などである。 

近年の東大病院の対象患者の特徴は、重症疾患

が多く、安静臥床による運動障害が目立つことで

ある。悪性腫瘍を有する患者も増加し、全体の約

20％に達している。肢体不自由だけでなく、呼

吸・循環など全身の医学的管理と運動量コントロ

ールを必要とする例が大半を占める。訓練開始時

にはリハビリテーション部の訓練室まで来られ

ない患者も多く、各セラピストが病棟に出張して

訓練する例が増加している。毎朝、前日の新患患

者のプレゼンテーションを行い、毎週木曜の午前

中に、過去 1週間の入院新患患者の回診を教授以

下の医師により行っている。 

精神疾患のリハビリテーションについては、作

業療法士 2名が専門的に担当している。精神科作

業療法室は主として入院患者の治療を分担して

いる。また、精神科デイホスピタルは精神科より

移籍した医師を中心に、精神科の医師スタッフ等

と連携して外来でのデイケアを施行している。デ

イケアでは主として統合失調症を有する人々が

約 40名登録されている。彼らはメンバーと呼ば

れ、月曜から金曜まで来院し、さまざまな活動に

参加している。 

鍼灸は東洋の伝統的治療手技であり、東大病院

でも過去数十年来にわたり実施してきた。2005

年 4 月からは自由診療として外来診療を行って

いる。 

この他、2006 年度には東大病院として、他の

診療科に所属していた言語聴覚士、視能訓練士を

リハビリテーション部へ所属変更する方針が示

され、すでにその作業が終了した。これにより今

後より包括的なリハビリテーション医療を提供

できるようになると考える。 

 

教 育 

卒前教育はＭ２への系統講義、Ｍ３の臨床実習、

そしてＭ３とＭ４に対する統合講義を行ってい

る。系統講義は、リハ医学総論と福祉制度、義肢・

装具、代表的疾患としての脳血管障害、神経筋疾

患、骨関節疾患、脊髄損傷・二分脊椎、脳性麻痺

のリハビリテーションをテーマとして年間 7 単

位行っている。臨床実習は各グループに対して水

曜から金曜までの 3日間行っている。この必修の

臨床実習に加えて、数名の希望者に対して専門病

床を有する外部機関(国立身体障害者リハビリテ

ーション・センター、国立療養所東京病院、東京

都リハビリテーション病院、荏原病院)の協力に

より、4週間のクリニカルクラークシップを実施

している。さらに、コメディカルの学生教育とし

て、年間 20名以上の長期臨床実習生を受け入れ
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指導を行っている。 

医師卒後臨床教育としては、全国に先駆けてリ

ハビリテーション部を発足させた当時は他大学

からの研修希望者を多く受け入れていたが、近年

は私学を中心として他大学にリハビリテーショ

ン医学講座が増えてきたこともあり、入局者は以

前に比べ少ない。初期研修は、卒後初期 2年間の

臨床研修義務化に伴い、2年目のローテート研修

医十数名を受け入れ指導している。後期研修希望

者に対しては、いくつかの協力施設との連携によ

り研修プログラムを設定し、臨床医として学会専

門医の取得を目標とした教育を行っている。 

2001 年度に、大学院にリハビリテーション医

学分野が設置されたことから、正式に大学院生を

受け入れている。2006 年にはリハビリテーショ

ン医学に初めて研究室が設置され、大学院生に対

する教育体制を整えつつある。 

 

研 究 

リハビリテーションが新中央診療棟２に移転

するとともに、研究室の設置が初めて認められた

こともあり、リハビリテーション部としての研究

体制は整いつつある。特に今までも利用していた

動作解析システムが一部更新され、運動器の障害

に対する研究を中心に発展させていく予定であ

る。また、リハビリテーションという多くの分野

にまたがる医学・医療の特長を生かして、病院内

の他診療科、東大の他学部、外部の各種機関との

共同研究を進めている。以下に、2009 年現在進

行中、あるいは開始予定の研究を幾つか挙げる。 

１） 動作解析を用いた下肢関節疾患患者の歩行

に関する研究 

２） 動作解析を用いた小児の運動発達に関する

研究 

３） 高齢者運動器障害の早期発見、診断、重症

化予防に関する研究 

４） 肢体不自由者（児）の日常生活における動

作およびエネルギー消費に関する研究 

５） 二分脊椎症乳児における非侵襲的下肢運動

機能評価法患者のリハビリテーションに関

する研究 

６） 先天性四肢形成不全の治療とリハビリテー

ション二分脊椎章患者の高次機能に関する

研究 

７） 骨系統疾患患者の障害に関する研究 

８） 先天性無痛症の物理療法による骨格系障害

筋への影響に関する研究 

９） 血液悪性腫瘍に対する幹細胞移植時のリハ

ビリテーションに関する研究 
 

出版物等 
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病理部 
 

教授（部長） 

深山正久＊ 

准教授 

福嶋敬宜＊（自治医科大学教授），宇於崎宏＊（副部長），石川俊平＊ 

講師 

高澤豊，太田聡＊  

病院講師（病理部） 

柴原純二，鹿島健司（英国留学） 

助教 

坂谷貴司，牛久哲男，森川鉄平（病理部），後藤明輝＊，日野るみ＊， 

仲矢丈雄＊（がんゲノミクスプロジェクト特任助教） 

医員 

宮崎博喜，吉本多一郎，林玲匡 

 

ホームページ http://pathol.umin.ac.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

病院病理部と病因病理学専攻人体病理学・病理

診断学分野（＊）は，一つのユニットとして機能

し，東大病院の病理診断業務（剖検・病理診断）

と，人体病理の教育，研究に当たっている．平成

20 年度から「病理診断科」という名称が診療標

榜科名として法令上認められた．また，診療報酬

改定で第 3部「検体検査」から独立し、第 13部

「病理診断」が創設された．いずれも病理診断の

重要性に対する社会的認知の向上を示すものと

して，人体病理学の領域で働く者にとって非常に

喜ばしい改正，改定であった． 

平成 20 年度の病理部固有のスタッフ構成は，

講師 1名，病院講師 1名，助教 3名，医員 2名

であった．宇於崎講師の講座准教授への昇任に伴

い，高澤講師が病理部に配置換えとなった． 

 

診療（病理診断・剖検） 

平成 2１年度は，生検 14603件，細胞診 17281

件，迅速診断 741 件，迅速細胞診 502 件，院内

剖検 79例（剖検率 19%），受託剖検 2例であっ

た． 

例年通り剖検症例に関する検討会（病院 CPC）

を，病院において毎月 1 回行い，毎回 2 症例に

ついて検討している．手術症例に着いては，以下

のカンファランスを行っている（責任スタッフ）．

呼吸器外科（太田講師，後藤助教），肝臓・胆膵

（福嶋准教授，柴原病院講師），泌尿器（森川助

教），婦人科（太田，高澤講師），乳腺（坂谷助教），

整形外科（牛久助教）．生検について臨床各科と

定期的にカンファランスを行っている臓器は，肝

臓（柴原病院講師），腎臓（宇於崎准教授），皮膚

（高澤講師）である． 

我々の業務上の目標は，正確な診断を可能な限
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り早く臨床に提供することであり，最近，開発さ

れた迅速組織標本作製装置を用い，one-day 

pathology を実現するべく，検討を重ねている．

また，報告書，スライドのレビューを全例につい

て行っており，確実な診断を保証するため，継続

的に努力している． 

ヴァーチャルスライド・スキャナーを導入し，

院外からの標本をデジタル情報として保存して

いるが，今後，生検標本の病理画像を院内に広く

提供することを目指している．この件について，

宇於崎准教授が中心となって取り組んでいる． 

前年度より継続して，厚生労働省「診療行為に

関連した死亡の調査分析モデル事業」に協力し，

「診療関連死」解剖評価を行った．  

  

教 育 

M2を対象に系統病理学講義，実習を行ってい

る．ベッドサイドラーニング（BSL）はM4を対

象に行っている．クリニカル・クラークシップで

は，7名の学生を受け入れた．  

卒後臨床研修制度で各研修医に義務付けられ

ている CPCレポートの指導を行った．また，研

修二年目のプログラムとして，平成 21年度には，

4名の研修医を病理部に受け入れた． 

 

研 究 

平成 20 年度から 2 年間，「診療関連死の解剖

調査を補助する手法（死後画像）の有用性に関す

る研究」（厚生労働省科学研究費）を行った．成

果については研究班ホームページ上で公開して

いる（http://humanp.umin.jp/）．東大病院にお

ける実施研究（剖検症例の死後画像と剖検結果と

の対比研究）に関しては，とくに今年度は，オー

トプシー室の隣室に廃棄ＣＴ装置を移設し，ほぼ

全例の病理解剖例について，死後画像と病理解剖

所見の対比研究を行った．この件については，高

澤講師が中心となり精力的に取り組んだ． 

手術症例に関するカンファランスを基に，腫瘍

性疾患の概念整理，病理形態学的解析に取り組ん

でいる．また，東京大学先端科学技術研究所ゲノ

ムサイエンス部門と共同で，癌特異抗体を用いた

新たな診断，治療方法の開発に取り組んでいる．

とくに胃癌のセンチネルリンパ節への転移を検

出するための抗体パネルの作成を目指し，原発巣，

転移巣についての組織マイクロアレイを構築し，

検討を進めている． 

 

出版物等 

 

人体病理学・病理診断学分野の該当項参照． 
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角膜移植部 
 

准教授 

天野史郎 

 

ホームページ http://www.h.u-tokyo.ac.jp/patient/depts/kakumaku.html 

 

 

沿革と組織の概要 

角膜移植部は角膜移植手術の実施と角膜に関

する研究の発展,進歩を目的として昭和 51 年に

東大病院中央診療施設内に設置された部である.

構成は部長（准教授：天野史郎）1名からなる. 

 

診 療 

診療は眼科診療科の一部として運営され,特に

角膜移植および角膜疾患に関する面を重点的に

担当しているが,一般外来,病棟の助教授回診時の

眼科一般診察も担当している. 

専門外来としては水曜（午前）に角膜外来を担

当し,角膜移植手術の適応の決定,術後の管理のほ

か,角膜疾患全般の外来診療を行っている.また,特

殊症例に対するコンタクトレンズ外来を水曜午後

に行っている.昭和 46年に角膜外来として発足し

て以来の登録患者数は 5000 名を超えた.また,平

成 21 年度末までの角膜移植手術症例数は延べ

1666件となり,平成 21年度の移植症例数は 73件

であった.移植提供眼は保存期間内に可能な限り

速やかに移植手術を行う必要があるため,原則と

して臨時（救急）手術として行っている. 

角膜移植部の活動として,附属病院での角膜移

植手術の実施以外に,各地のアイバンクの協力の

もとに提供眼の摘出,医学的検査,移植眼を必要と

している他の医療機関への眼球の再送があげら

れる.さらに,現在当移植部では角膜移植手術の安

全性と術後成績を向上させるため,以下の点につ

いて重点的に検討を行っている. 

１）スペキュラーマイクロスコープによる角膜上

皮および内皮細胞の術前検査を中心とする提

供眼の評価 

２）角膜提供者の感染症,特に肝炎ウィルス,梅毒,

その他感染症の判明率の向上,提供者の生前の

病歴については,当該医療機関への問い合わせ

を徹底し,また動脈血採血による検査を組み合

わせることによりほぼ 100％の判明率が得ら

れている.また,ウィルスやＭＲＳＡによる眼球

の汚染を迅速に判明する目的で Polymerase 

Chain Reaction（ＰＣＲ）を応用して眼球保

存液の検査をすすめている. 

３）従来は,摘出眼球は全眼球保存法で保存され

ていたが,この方法では死後 48時間から 72時

間以内に移植しなければ角膜内皮細胞の不可

逆的な機能障害をきたすため,手術時期の設定

や,他施設への移送などに強い制約があった.

我々の施設では,摘出眼球から直ちに強角膜片

を作製し,強角膜片として保存する方法を採用

した.この方法により摘出後最長 1 週間は保存

可能となった. 

 

教 育 

教育は,角膜疾患および角膜移植に関するもの

を重点的に行い,学生への講義（[角膜の生理と病

理],[角膜移植]）および外来診療実習を担当して

いる. 
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研 究 

研究は、臨床的には培養輪部上皮あるいは培養

口腔粘膜上皮を用いた眼表面の再生医療による

再建術の検討を行っている。化学外傷、スティー

ブンスジョンソン症候群、眼類天疱瘡などでは、

従来の角膜移植による視力回復は困難であった。

角膜上皮などの組織幹細胞を含む細胞を培養で

増幅しこれを眼表面の再建に使う角膜再生医療

が新しい治療法として登場している。角膜移植部

ではいち早く角膜再生医療を実践し、成果を挙げ

てきた。また、角膜移植拒絶反応や長期成績に関

する統計学的検討,cyclosporinＡの応用と術後成

績への効果の検討などを行っている.また、ドラ

イアイの原因として注目されているマイボーム

腺機能不全の病態を解明するために、赤外線カメ

ラと赤外線フィルターを用いた新しいマイボー

ム腺観察装置を開発した。この新しいマイボーム

腺観察装置を用いて、正常人におけるマイボーム

腺の性差、加齢の影響などを検討している。また

角膜形状解析データの定量的評価法を開発し,

種々の眼疾患あるいは眼手術による角膜形状変

化を定量的に解析している.その他,エキシマレー

ザーによる角膜手術の基礎的および臨床的研究

を行っている.基礎的には培養角膜内皮細胞を用

いた創傷治癒に関する研究,角膜移植片の拒絶反

応における種々の接着分子やサイトカインの役

割に関する研究などを行っている. 
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沿革と組織の概要 

無菌治療部は 1995年 6月に院内措置によって

設置され、1996年 5月に文部省（当時）により

助教授１、講師１、助手１という構成で正式に東

大病院中央診療施設として承認され、現在、教授

１、講師１、特任講師１、助手１で運営されてい

ます。発足時は旧北病棟（現 B病棟）8階に無菌

室 8室（8床）を有する無菌病棟が設置されまし

たが、新病棟 5階にやはり 8室（8床）の無菌室

を有する無菌病棟が設備され、現在では新病棟で

造血幹細胞移植を中心とした医療を行っていま

す。 

 

診 療 

同種および自家造血幹細胞移植を中心とした

診療を行っています。1995 年以降 2008 年末ま

で約 550例の造血幹細胞移植を行ってきました。

尚、1996年に骨髄移植財団認定施設、1998年に

国際間骨髄移植認定施設、2000 年に HLA ミス

マッチ骨髄移植認定施設となっています。2009

年度には 79件の移植が行われています。移植患

者は成人４：小児１の割合です。成人患者（ある

いはドナー）については血液・腫瘍内科が、小児

患者（あるいはドナー）については小児科（血液

腫瘍グループ）が担当科となり、両科・グループ

が緊密に無菌治療部スタッフと連携をとりなが

ら診療にあたっています。また、末梢血幹細胞採

取に関しては輸血部スタッフと、骨髄採取に関し

ては手術部スタッフと、放射線照射には放射線科

スタッフとの連携が重要であり、その他無菌集中

治療に関係する各診療科・診療部との緊密な協力

のもとに運営されています。 

 

自家・同種造血幹細胞移植（骨髄・末梢血幹細胞、

臍帯血） 

自家造血幹細胞移植は化学療法後の骨髄回復

期に患者様の末梢血または骨髄から造血幹細胞

を採取凍結し、改めて大量化学療法・放射線療法

をした後に、造血幹細胞を輸注する治療法です。

さらに、他人の造血幹細胞を大量化学療法・放射

線療法後に移植する同種移植も患者様の病態に

応じて積極的に行っています。もととなる造血幹

細胞としては血縁者・骨髄バンク・臍帯血などあ

らゆる種類のものから患者様の状態とご希望に
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基づいて最適なものを選択し使用します。 

高齢者移植 

同種造血幹細胞移植は、疾患の治癒まで期待で

きる非常に有効な治療法でありますが、大量化学

療法・放射線療法などの治療に関連した副作用、

合併症により、高齢者においてはその適応が制限

されています。しかし近年、骨髄非破壊的同種造

血幹細胞移植（ミニ移植）の確立や、支持療法の

進歩に伴い、高齢者に対する移植適応は拡大して

います。当科においては、倫理委員会の承認を得

て、55-60歳以上の高齢者に対する同種造血幹細

胞移植を積極的に行っており、疾患予後の改善を

目指しています。 

 

教 育 

無菌治療部のスタッフは、M2を対象とする血

液内科学系統講義、M3を対象とする BSL、M4

を対象とするクリニカルクラークシップといっ

た学生教育においても、血液腫瘍内科および小児

科・血液腫瘍グループのメンバーと共同して取り

組んでいます。 

 

研 究 

新しい造血幹細胞移植法開発を目指した臨床

的および基礎的研究に重点を置いています。造血

幹細胞の生成・維持機構の解明、造血器腫瘍発症

機構の研究を行っています。さらにはリプログラ

ミング技術を用いた造血器腫瘍細胞の iPS 細胞

化の研究を行っています。また、特に小児領域で

は、乳児白血病、神経芽細胞腫や横紋筋肉腫など

の固形腫瘍の発症機構の研究に注力しています。 
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沿革と組織の概要 

病院検査部に所属していた内視鏡部門は、

1996 年 4 月より院内措置として、1997 年 4

月より正式に光学医療診療部として独立した

活動を行っている。消化管内視鏡検査を中心に

年間 1 万件を超す内視鏡検査が行われている。

専任の教員は准教授 1 名であるが、消化器内

科、胃食道外科、大腸肛門外科、肝胆膵外科、

呼吸器内科、胸部外科、耳鼻咽喉科、女性外科

等の医師が検査を担当している。 2006 年 10

月に新しい検査棟（中診２）へ移った。 

 

診 療 

上部消化管内視鏡検査、下部消化管内視鏡検

査、気管支鏡検査、喉頭鏡検査、婦人科検査等

が行われている（表１）。近年は食道静脈瘤結 

紮術・硬化療法、食道・胃、大腸腫瘍切除術（特

に ESD）、等の治療内視鏡が増加しつつある。 

この他に、光学医療診療部では、外来、手術

室、放射線部等、他部門で使用される全ての内

視鏡の洗浄消毒を行っている。 

 

教 育 

光学医療診療部を使用する各診療科におけ

る学生教育の一部として、内視鏡に関する教育

を光学医療診療部で行っている。卒後教育につ

いては、各診療科の教育プログラムに沿って、

内視鏡の研修が行われている。 

 

研 究 

光学医療診療部を使用する各診療科と協同

で、多岐にわたる研究を行っている。 

 

Table 1. 光学医療診療部検査件数の年次推移 

  2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 

上部内視鏡 5923 6346 7324 7920 7597 8265 8131 8796 9822 10262 

下部内視鏡 2799 3212 3529 3873 3728 4084 4327 4360 4679 4996 

気管支鏡 233 194 220 207 194 212 201 201 165 226 

超音波内視鏡 470 479 583 586 476 461 438 484 402 518 

小腸内視鏡 - - - - - - - - 133 181 

耳鼻咽喉科 115 154 93 68 61 89 127 91 63 75 

婦人科 149 181 103 124 139 88 58 117 256 307 

合計 9689 10566 11852 12778 12195 13199 13282 14043 15520 16566 
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はじめに 

本部門は本院中央診療施設の一つとして平成

12年に設置、稼働するようになったもので、東京

大学医学部附属病院としては新しい部門の一つで

ある。 

従来、腎不全は各科でそれぞれ対応してきたが、

このような対応は設備・人的資源の面から非効率

的であるため、関係各科の連携を企図して設立さ

れた。平成 18年 12月より中央診療棟２での診療

を新たに開始し、現在の血液浄化療法室では圧コ

ントロール可能な個室１床を含む１２床を稼働し

ている。当院の特殊性にフルに対応したシステム

を開発し、血液透析のみならず、血漿交換療法，

免疫吸着療法等の浄化療法を網羅的に実施する過

程で、器械情報・生体情報・会計情報を電子情報

として確保し、当院の院内システムHISへと情報

のリンクを可能とした。同時に当部門が業務担当

している ICU透析，持続透析，血漿交換等の器械

情報・生体情報についても、血液浄化療法部のみ

ならず多方面よりモニターを可能とするプラット

フォームを作製した。更に、機器統一を図ること

で、高度の安全性・透明性・教育性を確保してい

る。 

 

① 教 育 

卒前教育はＭ２の系統講義等を行っており、内

容は腎不全の病態の理解、腎疾患の自然経過と

治療、近年透析導入患者の第一位疾患として急

増している糖尿病性腎症の病態と臨床研究に

ついてである。BSLは血液浄化療法部としては

行っていないが、腎臓・内分泌内科での教育に

おける腎不全治療に関しての内容を分担して

いる。卒後研修教育では、後期研修の希望者を

中心に透析治療の基本的考え方から、日々行わ

れている持続的血液浄化療法部濾過透析、血漿

交換、DFPP、LCAP、GCAP などの特殊治療

における病態の把握と処方の決め方を実践的

に教えており、これらをマニュアル化した。 

 

② 診 療 

末期腎不全の透析導入、各科に検査・治療目的

で入院した維持血液透析患者の入院透析、ICU

急性腎不全症例の持続的血液濾過透析及び血

液透析、神経疾患・自己免疫疾患・肝移植前後

の血漿交換、免疫吸着療法、白血球除去療法な

ど多彩な血液浄化療法を行っている。当院での

プロトコルをアフェレシス療法ポケットマニ

ュアルに総括した。AKINに参加している。 
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③ 研 究 

当院の特殊性を生かして、肝移植後に血漿交換

療法を行った症例における予後を決める因子

の解明を移植外科の協力の下に行った。また、

パルスフォトメトリー法を用いた無侵襲ヘモ

グロビンメーターの開発を行い、開発を進めて

いる。更に、ネフローゼ症候群感受性遺伝子に

関与するGenome wide association study及び

その機能解析、関連解析が進行している。近年

Cardio-renal-anemia syndrome が進行性腎障

害での臨床的なトピックとなりつつあるが、そ

の存在を基礎的に解明した研究はないため、動

物実験モデルでの証明を行った。基礎研究では、

急性腎不全の病態解明、急性腎不全モデルを用

いた再生医療の研究、マウス進行性腎障害モデ

ルの樹立等をおこない、ヒト型 L-FABPを中心

とした腎疾患バイオマーカーと病態の分子生

物学的、生理学的研究、疫学研究、更には尿バ

イオマーカーによる国際協力を広く行ってい

る。 
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沿革と組織の概要 

臨床試験部は、平成 13年４月、従来の「治験

管理センター」を改組して、医薬品等の製造承認

を得るために行う治験に加えて、研究者主導の臨

床試験（自主臨床試験）をも支援する組織として、

正式に文部科学省より予算化された。平成 22年

3 月現在の構成員は、教授１名（併任）、准教授

１名、助教（特任講師）１名、特任助教２名、専

任の薬剤師 9名（特定有期雇用 5名を含む）、看

護師 8名（特定有期雇用 5名を含む）、臨床検査

技師１名（特定有期雇用）、事務員４名（派遣３

名を含む）、および研究生 1名である。 

また、平成 14年度、臨床試験部の理念を以下

のように定めた。 

１) 臨床試験部は治験および自主臨床試験の支援

を通して、先端医療を患者様により早く供給

できるよう貢献します。 

２) 医師、薬剤師、看護師、事務職員からなる専

任のスタッフが、患者様の人権と安全が守ら

れながら質の高い臨床試験が適正かつ円滑に

行われるよう支援します。 

診 療 

臨床試験部は、治験審査委員会の事務局業務を

含め、申請前の相談から、実施の支援、試験の終

了まで幅広い支援業務を行っている。 

臨床試験部では、平成 14年度より従来からの

治験に加えて薬物治療に関する自主臨床試験お

よび未承認薬等の臨床使用に対する支援を開始

した。未承認薬等の臨床使用とは、研究ではなく、

未承認薬等を特定の患者さんへ使用するものの

うち、倫理的検討を要するものをさす。これらの

質の向上を図るため、世界的標準である

ICH-GCPを準用することとし、以下の指針、手

順書、様式、手引き等を整備した。 

１) 自主臨床試験および未承認薬等の臨床使用の

指針 

２) 自主臨床試験および未承認薬等の臨床使用の

手順書 

３) 自主臨床試験および未承認薬等の臨床使用に

関する様式 

４) 自主臨床試験の実施計画書作成の手引き 

５) 自主臨床試験等の同意説明文書作成の手引き 
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６) 医師主導の治験ならびに自主臨床試験等にお

ける患者の費用負担の取扱要領 

また、平成 14年度、部内にコンサルテーショ

ン部門を新設し、これらに対する申請前のガイダ

ンス・コンサルテーション業務（実施計画書等の

作成支援）を開始した。また、事務部門、治験薬・

安全性情報管理部門、およびコーディネーター部

門でも、受付業務、自主臨床試験に使用する試験

薬の管理・安全性情報報告支援、一部の自主臨床

試験を対象にしたコーディネーター業務などの

支援体制を整備した。 

治験についても、申請から承認までの期間を短

縮し、かつ審査機能を充実させるために、ピアレ

ビューシステム（現プロトコール説明会）を導入

し、平成 14年 5月から運用を開始した。このシ

ステムを導入したことにより、最短 35 日で承認

が得られるようになり、また、治験審査委員会で

再審査となることを減少させることができるよ

うになった。 

治験審査委員会事務局業務として、平成 21年

度治験については、新規申請 28 件、平成 20 年

度からの継続申請 77 件、一部変更申請 467 件、

有害事象・安全性情報報告 857 件、終了・中止・

中断報告 43 件であった。自主臨床試験および未

承認薬等の臨床使用については、新規申請件数は

37 件（臨床試験 32 件、臨床使用 5 件）、一部変

更申請 128 件、有害事象・安全性情報報告 18 件、

終了・中止・中断報告 25 件であった。 

治験の新規申請に先立って行うプロトコール

説明会はのべ 25 回、自主臨床試験および未承認

薬等の臨床使用の申請前に行うガイダンスは 23

回、コンサルテーションはのべ 82 回行った。 

臨床試験部では、いわゆる未承認薬問題を解決

し日本での臨床開発の遅れを解消するためには

国際共同試験に参画できる体制の整備が必要と

考え、平成 18年 2月に関東地区６国立大学（東

京大学、新潟大学、群馬大学、筑波大学、東京医

科歯科大学、千葉大学）の治験管理部門により、

大学病院臨床試験アライアンス (UHCT Alliance)

を設立した。幹事校は平成 18年度東京大学が担

当し、推進室事務局も東京大学に設置した。アラ

イアンスでは、共同して治験を誘致し円滑に申請

できる体制を整備した。また、国際共同試験にむ

けたスタッフの教育体制も確立した。10 月より

モデル的に 4試験を導入して運用を開始し、手順

の整備を進めた。平成 19年 2月には信州大学が

加わり 7 大学となった。 

平成 21年 4月よりアライアンスに対して文部

科学省から５年間特別研究経費「大学病院臨床試

験アライアンス推進事業（大学間連携事業）」が交

付され、東大病院に専任の推進室事務局（２名）

を配置するなど、さらなる展開を図ることとなっ

た。東京大学が運営交付金を受け、共同事業契約

の下、各大学に運営交付金を配分するという東大

病院では初めての試みである。７大学と事務局に

それぞれ課題を付し、大学間で連携して推進する

こととした。アライアンスでは平成 22年 3月ま

でに 43 件の治験を導入し、うち国際共同試験は

21 件、アライアンス推進室が実施計画策定のた

めの実施可能性調査に協力したのは８件、実施施

設の選定に協力したものは 31 件であった。また、

共同でプロトコール説明会を開催したのは 31 件

であった。 

臨床試験部で試験薬等を管理・調剤するプロト

コール数は、平成 21 年度治験 98 件、製造販売

後臨床試験 3 件、医療機器 3 件、自主臨床試験

44 件、未承認薬の臨床使用 3 件であった。処方

枚数は、治験・製造販売後臨床試験 1022 件、自

主臨床試験等 794 件であった。多施設共同二重

盲検比較試験の中央試験薬管理も１試験で担当

している。また、臨床試験部では安全性情報受領

時の一次評価や臨床試験に関するデータベース

管理を行っている。 

治験コーディネーターは、平成 14年度から医
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療機器を含む原則すべての治験・製造販売後臨床

試験を担当するようにした。また、平成 16年度

より自主臨床試験についても一部の業務の支援

を開始し、5 件の試験を支援した。平成 17年度

には、自主臨床試験に対し受益者負担による治験

コーディネーター支援の制度を整備し、現在まで

に 6 件の試験を支援した。また、そのほかに自主

臨床試験専任のコーディネーターもニーズに合

わせて採用している。担当する年間のべ患者数は、

平成 18年度 3777人、平成 19年度 4853人、平

成 20年度は 5172人、平成 21年度 4761人であ

った。モニタリング応対件数も平成 14年度より

全症例のモニタリングを実施するようになった

こと等により増加し、平成 19年度はのべ 569 件、

平成 20年度はのべ 952 件、平成 21年度はのべ

840 件であった。 

患者への啓発活動等の一環としては、当部患者

向けホームページの更新、パンフレットの作成・

外来各受付カウンター等への配置を行った。また、

これらに被験者募集中の試験の情報を掲載して

いる。 

平成 18年 11月には新中央診療棟 II期稼働に

伴い治験外来を移動し、患者相談コーナーや専用

の待合を備えた臨床試験外来を開設した。 

 

教 育 

平成 21年度、臨床試験部は薬学部 4年生 6名

の病院実習を薬剤部に協力して担当した。また、

薬学系研究科修士課程医療薬学コースの院生 3

名の 1 週間実習を受入れた。一方、外部よりの治

験コーディネーター養成実習として薬剤師研修

センターから 3 週間実習生を計 4名を受入れた。 

荒川は CRC 養成研修の講師として、講演を 1

回行った。また、薬学系研究科修士課程院生を対

象とした講義「クリニカルサイエンス」を担当し

た。 

研 究 

平成 19年 4月に「臨床試験データ管理学講座」

（寄付講座）を生物統計学分野と臨床試験部が親

講座となり開設した。臨床試験のデータ管理なら

びに生物統計に関する実践を通じた研究ならび

に教育を実施している。平成 17 年 12 月に開設

した寄付講座「臨床薬効評価学」（親講座は消化

器内科と臨床試験部）についで 2つ目の講座とな

る。 

平成 21 年度の学会等研究発表・講演件数は、

19 件であった：日本臨床薬理学会 1 件（青木）、

CRCと臨床試験のあり方を考える会議 2 件（石

崎、山田）、その他学会研究会２件（野崎、里中）、

臨床試験や研究に関する招待講演 14 回（荒川 7

回、野崎３回、上竹３回、恩田１回）、受賞 1 件

（野崎、癌学会奨励賞）であった。平成 21年度

の新聞報道等は 1 件であった： Japan Medicine

（じほう）(2010年 4月 9 日)。 

投稿論文等出版物については、欧文原著 5報、

和文原著 1報、総説等 8報であった。 

 

出版物 

 

(1) Hayakawa Y, Maeda S, Nakagawa H, Hikiba 

Y, Shibata W, Sakamoto K, Yanai A, Hirata Y, 

Ogura K, Muto S, Itai A, Omata M. 

Effectiveness of IkappaB kinase inhibitors in 

murine colitis-associated tumorigenesis. J 

Gastroenterol. 44(9):935-43, 2009. 

(2)  Maeda S, Hikiba Y, Sakamoto K, Nakagawa 

H, Hirata Y, Hayakawa Y, Yanai A, Ogura K, 

Karin M, Omata M. Ikappa B 

kinasebeta/nuclear factor-kappaB activation 

controls the development of liver metastasis 

by way of interleukin-6 expression. 

Hepatology. 50(6):1851-60, 2009. 

(3)  Sakamoto K, Maeda S, Hikiba Y, Nakagawa 

H, Hayakawa Y, Shibata W, Yanai A, Ogura 

K, Omata M. Constitutive NF-kappaB 

activation in colorectal carcinoma plays a key 



490 東京医学・第 120 巻・平成 22 年 10 月 

role in angiogenesis, promoting tumor growth. 

Clin Cancer Res. 15(7):2248-58, 2009. 

(4) Aikou S, Fukushima Y, Ogawa M, Nozaki K, 

Saito T, Matsui T, Goldenring JR, Kaminishi 

M, Nomura S. Alterations in gastric mucosal 

lineages before or after acute oxyntic atrophy 

in gastrin receptor and H2 histamine 

receptor-deficient mice. Dig Dis Sci. 54:

1625-1635, 2009. 

(5)  Nozaki K, Weis V, Wang TC, Falus A, 

Goldenring JR. Altered gastric chief cell 

lineage differentiation in histamine- deficient 
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(6) 荒川義弘：治験・臨床研究の基礎知識．「研究倫

理セミナー－東大における研究倫理教育の実

例」(赤林朗監修), 丸善. DVD全1巻(127分). 

2009. 

(7) 小椋啓司：症状と対応 嘔吐．内科 103(6): 

1150-1153, 2009. 

(8) 布部創也、野崎浩二、瀬戸泰之ら：部位（術式）

別の縫合・吻合法－胃噴門側胃切除後の空腸間

置術の縫合・吻合. 臨床外科. 医学書院. 64, 

154-158, 2009. 

(9) 柴村美帆、野崎浩二、深山正久、瀬戸泰之ら：

特徴ある進展・浸潤像を呈したEBV 陽性

Type0-I 型進行胃 癌の一例 . Progress of 

Digestive Endoscopy. 75, 85, 2009. 

(10) 里中弘志、平田恭信：専門医へのコンサルト 私

のタイミングとコツ. 高血圧. 内科. 南江堂. 

104, 1053-1059, 2009. 

(11) 上竹勇三郎，下澤達雄：臓器障害を考慮した食

事療法. 高血圧診療ハンドブック. 羊土社. 

107-112, 2009. 

(12) 上竹勇三郎，下澤達雄：子癇. 高血圧. 羊土社. 

250-257, 2009. 

(13) 上竹勇三郎，下澤達雄：Metsの薬物療法 血圧. 

最新メタボリックシンドローム診療マニュアル. 

医歯薬出版株式会社. 174-180, 2009. 

(14) 渡部歌織，青木敦：臨床試験 (上村直樹監修，

阿部宏子，伊藤由紀編集)―ビジュアル薬剤師実

務シリーズ 病棟業務の基本. 羊土社. 190-196, 

2009. 
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企画情報運営部 
 

教授 

大江和彦 

准教授 

小池創一 

講師 

美代賢吾 

特任講師（病院） 

渡辺宏樹 

助教 

山口泉、井出博生、田中勝弥、野口貴史、新秀直 

研究プロジェクト特任教員（助教） 

佐藤 恵、松谷司郎 

 

ホームページ http://www.m.u-tokyo.ac.jp/medinfo/ 

 

 

沿革と組織の概要 

企画情報運営部は、東京大学医学部附属病院が

医療制度のさまざまな変革や大学病院組織の変

革の動きに対して戦略的かつ迅速に対応すると

ともに医療情報を最大限活用した運営を行うた

め、2002 年度まで中央医療情報部、新病院整備

企画室（院内措置）、経営改善企画室（院内措置)、

医事課、管理課などに分散していた病院運営支援

部門を統合し、2003年（平成 15年）4月に新設

された。前身である中央医療情報部は、1975年、

東京大学医学部附属病院に院内措置として設置

された情報処理部をその前身としている。1983

年、文部省（当時）により正式に東京大学医学部

附属病院の中央診療施設のひとつとして中央医

療情報部が設置された。同時に大学院第一基礎医

学として博士課程の学生の受け入れが可能とな

りました。初代教授、中央医療情報部長は日本の

医療情報学を確立した開原成允（現名誉教授）で

あり現在は二代目である。1997年には中央医療情

報部に所属していた教授１と助教授１が大学院重

点化に伴い大学院を本務とするようになり、2003

年に前述したように企画情報運営部となった。 

企画情報運営部では、これまで中央医療情報部

が行ってきたオーダリングシステムを中核とす

る病院情報システムの調達、開発、導入、運用を

行っていくことに加えて、電子カルテシステムの

導入などにより診療情報の電子化を進めていき

ます。さらに病院全体での戦略的な情報管理・分

析を行い、それにもとづいた運営支援を行うとと

もに、中長期計画の立案とその実行支援、企画調

整をも任務としている。 

具体的には 

１） オーダリングシステムと電子カルテシステ

ムの導入による診療データの電子化管理  

２） 診療データと経営データを含めた病院情報

の一元化をすること  
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３） 一元管理された病院情報の活用による病院

運営分析、及びそれに基づいた経営企画案及

び経営戦略案の策定を病院執行部の諮問を

受けて提示すること  

４） 病院執行部が決定した運営方針に基づいた

施設整備計画案、物品の調達案などの策定を

すること  

５） 診療スタッフが安全で質の高い医療を、ゆ

とりをもって実践できる環境づくり、及びそ

のために必要な部門間意見調整と運営支援

を行うこと  

などの業務を行っている。 

 

以上の業務を円滑に行うため、企画情報運営部

は「医療情報管理部門」と「企画室（企画調整部

門）」の２つで構成されている。 

 

■「医療情報管理部門」の職務 とスタッフ 

・電子カルテシステムなど病院情報管理システム 

・運用・管理・開発指導・運用監督  

・情報化に関わる院内教育  

・プライバシー保護教育等  

・各種病院情報管理システムの運用に関する日常

管理業務全般  

・各種病院情報管理システムの仕様見直しに関す

る業務  

・経営分析に関する各種資料・データ収集  

・各種病院情報管理システムの運用に関する事務

業務全般 

  

担当：大江教授、美代講師、渡辺特任講師、山口

助教、田中助教、野口助教、波多野賢二助教（疾

患生命工学センター）、北川陽一郎技術専門員 

 

■「企画調整部門」の職務  

関係部署とともに企画経営部に参画し、下記の

業務をおこなう。  

・病院経営情報の分析  

・戦略的管理会計分析  

・病院経営分析手法の研究・教育  

・病院経営シミュレーション実施による将来分析  

・病院将来計画に関する院内意見調整・ヒアリン

グ等  

・調査・統計、整備計画に関する企画事務  

・診療報酬等病院収入及び決算に関する調査・分

析・統計類の作成  

・経営改善案に関する調査、分析、報告書の作成 

 

担当： 小池准教授、井出助教、新助教、天羽宏

治技術専門員 

 

業 務 

医療情報システム関係では、2009年 2月より入

院患者の電子カルテシステム運用を本番稼働し

た。またリハビリオーダシステムを稼働開始した。

2009年 6月に東大病院の外来で全面的な電子カ

ルテシステムを稼働させ、10 月には外来の注射

処置オーダシステムが稼働しほぼ一通りの業務

電子化が完了した。 

 

また、企画調整部門では 2009年度医療経営人

材育成コースを昨年に引き続き開設し、9 〜月 12

月に毎週土曜日 8 週連続 32 コマの講義を社会人

向けに実施し 10 数名の受講があった。 

 

教育･研究・出版物等 

社会医学専攻医療情報経済学分野を参照くだ

さい。 
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大学病院医療情報ネットワーク研究センター 
 

教授 

木内貴弘 

助教 

西内 啓 

 

ホームページ http://www.umin.ac.jp/umin/ 

 

 

沿革と組織の概要 

昭和の終わり頃には、すべての国立大学病院に

電算機が導入されるようになっていた。当時東大

病院中央医療情報部長だった開原教授らによっ

て、これらの計算機をネットワークで接続して情

報共有やコミュニケーションに活用することが

構想されるようになった。開原教授他関係者の努

力によって、文部科学省に予算が認められ、大学

医療情報ネットワーク（UMIN=University 

Medical Information Network、後に現在の名称

に改称）が、東京大学医学部附属病院中央医療情

報部内に設置され、平成元年３月に公式にサービ

スの運用が開始した。その開設目的としては、下

記が掲げられていた（６は後に追加） 

 

１．最新の医学・医療情報の提供 

２．医学・医療上の交流の支援 

３．大学病院共通の作業の共同化 

４．医学研究の情報支援   

５．データ標準化及び諸統計の収集 

６．医学教育及び臨床研修の情報支援 

 

当初のシステムは、大型汎用機をＮ１という無

手順のプロトコールで相互接続するものであっ

た。平成元年５月の櫻井恒太郎が新設されたＵＭ

ＩＮ専任の助教授ポスト（純増）として着任した。 

平成６年度には、当時普及が始まっていたイン

ターネットによるサービスを開始した。電子メー

ルを中心に利用者･利用件数が次第に増加してき

た。 

平成８年度には、北海道大学に栄転した櫻井恒

太郎に代わり、木内貴弘が着任し、システムは全

面的にWebベースのものに更新していった。そ

の後、インターネットの急速な普及の助けもあり、

飛躍的に利用者・利用件数が増加していった。主

要な情報サービスとして、医療・生物学系電子図

書館（ELBIS）のサービスが 1997年より、イン

ターネット医学研究データセンター（INDICE）

が 2000年より、オンライン臨床研修評価システ

ム（EPOC）が 2004年より、開始されている。 

平成 14年４月には、院内措置により、大学病

院医療情報ネットワーク研究センターとして、中

央医療情報部から独立した。平成 15 年度には、

文部科学省から正式に予算措置がなされ、大学病

院医療情報ネットワーク研究センターが設置さ

れた。純増によって教授ポスト１が認められ、平

成 16年４月１日付で、木内貴弘が昇任した。ま

た平成 16 年 10 月１日には、助教授ポストを下

方流用した助手のポストに松葉尚子が着任した。

平成 18 年３月末に松葉尚子が退職し、平成 18

年４月１日には、米国テキサス大学健康情報科学

大学院の Assistant Professorの青木則明が助教
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授（現准教授）として着任した。 

平成 19年４月には、公共健康医学専攻疫学保

健学講座医療コミュニケーション学分野として、

大学院講座化された（詳細は、医療コミュニケー

ション学分野の項目参照）。 

 

診 療 

本センターは、制度上、東京大学医学部附属病

院の中央診療施設として位置づけられているが、

いわゆる診療活動は実施しておらず、全国の医

学・医療関係者に対してサービスを行っている。

現在、登録利用者数約 29 万名、月間ＷＷＷアク

セス件数 4000 万ページビューに達しており、世

界最大規模のアカデミック医学情報センターに

発展している。そのサービスは、研究・教育・診

療・病院業務等にまたがり、下記のように非常に

多岐に及んでいる。 

 

○研究 http://www.umin.ac.jp/research 

 

AC - 学会情報 

ELBIS - 医療・生物学系電子図書館 

FIND - 各種助成等公募情報   

INDICE - インターネット医学研究データセンター 

ROCOLS - 教職員・学生公募情報 

 

○教育 http://www.umin.ac.jp/education/ 

 

Web-QME - オンライン医学教育評価システム 

SUPERCOURSE  - オンライン講義集 

VHP – 人体画像データ集 

EPOC - オンライン卒後臨床研修評価システム 

Debut – オンライン歯科卒後臨床研修評価システム 

 

○診療 http://www.umin.ac.jp/uhosp/ 

 

中毒データベース 

HIV 感染症マニュアル 

医薬品添付文書デーベース 

服薬指導データベース 

薬剤情報提供データ 

医療材料データベース 

標準看護計画 

文部科学省文書広報システム 

大学病院に関する統計資料収集システム群 

国立大学病院関係医事紛争記録集 

高度先進医療申請データ集 

各種業務担当者・委員会等名簿 

各種官職指定・業務指定ＨＰ及びML 

 

○総合 

(1)情報提供・検索 

 

医療・生物学系リンク集 

医療用語集 

医学研究機関・医療機関データベース 

 

(2)情報提供支援 

 

一般公開ホームページサービス 

会員制ホームページサービス 

永久保存ホームページサービス 

VOD 動画像配信サービス 

 

(3)情報交流支援 

 

電子メール 

メーリングリスト開設 

ニュース 

電子会議室 

ファイル交換システム 

 

教 育 

UMIN のシステムの普及・広報を中心とした
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一般向けの説明会・シンポジウムを随時実施して

いる。2005 年には、臨床試験登録システム、歯

科臨床研修評価システム、2006 年には、医薬品

有害事象報告システム、サリドマイド使用登録シ

ステムの説明会・シンポジウムを開催した。これ

らは、MINCS 衛星放送システムで全国の放映さ

れた他、VOD 等の蓄積型放送によって随時視聴

が可能となっている。 

大学院・学部教育については、公共健康医学専

攻疫学保健学講座医療コミュニケーション学分

野をご参照願いたい。 

 

研 究 

公共健康医学専攻疫学保健学講座医療コミュ

ニケーション学分野をご参照願いたい。 

 

出版物等 

公共健康医学専攻疫学保健学講座医療コミュ

ニケーション学分野をご参照願いたい。 
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臓器移植医療部 
 

部長 

國土典宏 

 

 

 

臓器移植医療部は、平成 15 年４月より、中央

施設の一つとして、活動を開始している。欧米に

おいては、肝臓、腎臓、心臓、肺、膵臓、小腸な

どの移植医療は、一般的な治療法として広く受け

入れらており、年間 20,000 例を越える移植が行

われている。一方、本邦では平成９年 10 月臓器

移植法が施行され、国家的プロジェクトとして、

臓器の分配機関、臓器提供施設、臓器移植実施施

設などの体系的な基幹整備の枠組みが構築された。

しかし、脳死ドナーからの移植は年間 5-6例の実

施に留まっている。今後、臓器提供者や、移植施

設の確保など環境整備及び啓蒙活動が課題となっ

ている。移植医療では、概して全身状態不良の臓

器不全患者に対し移植手術を行うものであり、術

後も拒絶反応、感染症、血栓症など様々な合併症

に気を配る必要がある。すなわち、通常の外科手

術に比べ、術後早期に死亡する危険も高い。 

医学部附属病院ではこれまで臓器移植医療に

積極的に関与している。昭和 41 年、慢性腎不全

に対する移植としては、本邦初の成功を収めた。

また、平成８年１月より生体肝移植の実施を開始

し、平成 20年 12月まで 400例以上を施行してい

る。その成績も良好であり、5年生存率は 85%と、

全国平均 70%を大きく上回っている。医学部附属

病院は本邦における心臓移植実施 6施設の１つで

もあり、他に治療法のないと診断された末期重症

心不全患者の治療に積極的に取り組んでいる。余

命数ヶ月以内の特に重症な心不全に対しては人工

心臓の植込みも積極的に行っている。このように、

臨床成績のさらなる向上を目指し、国内はもとよ

り国際的にも通用する積極的な基礎そして臨床研

究活動を行っている。 

我国の特徴として、心臓以外の臓器移植は生体

ドナーがほとんどを占めているという状況がある。

ドナーの受ける肉体的、精神的負担は決して軽視

できるものではなく、レシピエント、ドナー家族

を含めた社会的、精神的サポートも必要となる。

臓器移植医療部には、レシピエント移植コーディ

ネーターが配置され、主に生体移植を受けるレシ

ピエント、生体ドナーそして家族に対する意思決

定の支援を行っている。また院内外における移植

医療のマネージメントに関与し、社会的支援体制

も築いてきた。今後も、いまだ発展途上にある臓

器移植医療の一層の拡充を目指し、機能していく

必要がある。 
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検診部 
 

部長・特任教授 

山崎 力（臨床疫学研究システム学講座） 

特任准教授 

鈴木 亨（ユビキタス予防医学講座） 

特任助教 

大池 裕美子、 瀬戸 元子、 鈴木 一詩 

相澤 健一（ユビキタス予防医学講座） 

 

ホームページ http://www.h.u-tokyo.ac.jp/patient/depts/kenshin.html 

 

 

組織の沿革 

平成 18年（2006年）11月の東京大学医学部

付属病院における新中央診療棟（中央診療棟２）

開設を機に、平成 19年 1月１日、検診部を中央

診療部門の中に組織。病院規則改正。以下、同年

1月 9日、検診部設立ワーキング・グループを設

置。4月 1日、検診部運営委員会を設置。5月 31

日まで開業準備。6 月 4 日～、試験開業(院内向

け)を行った。7 月より本開業となり、一般向け

サービスを開始した。 

検診部設立の理念は以下にまとめられる。(1)

各種検診や予防的介入の有効性・有用性を科学的

に証明する。(2)膨大な検査データおよび健康関

連情報を統合し、より質の高い disease 

management のモデルを開発する。(3)上記のこ

とを通じて、より質の高い予防医学・健康増進医

学を推進し、もって国民衛生の向上に寄与する。

(4)上記のことを実践できる人材を養成する。 

管理機構としては病院長に直属する部長が全

体を統括する。なお、検診部は臨床疫学研究シス

テム学およびユビキタス予防医学講座の２つの

寄付講座が運営支援している。また、検査には検

診部に加えて、３つの部（中央検査部、放射線部、

光学診療部）および５つの診療科（乳腺・内分泌

外科、女性外科、眼科・視覚矯正科、顎口腔外科・

歯科矯正歯科、神経内科）の支援から成り立って

いる。 

検診部スタッフは医師が５名（うち２名が専任、

３名が関連寄付講座に所属）からなり、専任医師

１名は光学診療部で上部および下部消化管内視

鏡検査にも従事している。看護師は３名専任、事

務も３名専任（医事課所属）である。また、検診

部設立に伴い他部門においても増員が行われた。

光学医療診療部に看護師１名（フルタイム）、放

射線部に放射線技師３名（フルタイム）、検査部

に検査技師３名（フルタイム）が検診部所属スタ

ッフとして各部に配属されている。 

 

診 療 

全員が受診する基本検診の他、現在下記の 11

のオプションを提供している。1)心血管ドック、

2)家庭血圧検診、3)脳血管ドック、4)もの忘れ検

診、5)大腸がん検診、6)子宮がん検診、7)乳がん

検診、8)肺がん検診、9)腫瘍マーカー検診、10)

胃がんリスク検診、11)口腔歯科検診。受診者の

ニーズにも応える形で、オプション検査項目を追
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加し、充実させてきた経緯がある。 

診察、検査結果の判定、総合評価、受診者への

説明は検診部医師が行っている。一人あたり約

30 分かけて丁寧に行うことを、当人間ドックサ

ービスのひとつの特徴としている。正式には結果

報告書として約２週間で受診者に書面で報告す

るが、結果の解釈や精密検査の受診相談（ひとり

あたり 20分のコンサルテーション、無料）にも

応じている。 

 

教 育 

検診部が直接学生教育を担当することはない

が、関連寄付講座である臨床疫学研究システム学

講座およびユビキタス予防医学講座に所属の大

学院学生の疫学研究に関する指導を行っている。 

 

研 究 

人間ドックサービスの提供のみならず、エビデ

ンスに基づいた科学的検診を推進することも東

京大学医学部附属病院に社会から期待されるこ

とであり、検診部の使命である。検診部は学術面

においては、臨床データをもとにしたデータベー

スの構築と疫学研究の推進を目指している。その

ことにより、科学的データに裏付けられた疾患予

防が期待される。運営開始初年度の平成 19年度

は各受診者の測定データを蓄積し、データベース

の基盤づくりを行った。平成 20年度以降はデー

タ蓄積すると共に、横断的・縦断的解析を行って

いる。 

 

活動実績 

平成 21年度（平成 21年 4月１日～平成 22年

3月 31日）の受診者総数は 5,352人（基本検診

＋オプション検診受診者のべ人数）、であった。

各検査項目の受診者数は下記の通りである。基本

検診 1,750人、心血管ドック 421人、家庭血圧

検診 9人、脳血管ドック 450人、もの忘れ検診

33人、大腸がん検診 335人、子宮がん検診 332

人、乳がん検診 403人、肺がん検診 496人、腫

瘍マーカー検診 570人、胃がんリスク検診 447

人、上部消化管内視鏡後日実施 7人、口腔歯科検

診 99人であった。 

精密検査および治療目的で院内各科受診の際

には受診者の希望に応じて紹介状を発行してい

る。平成 21 年度の紹介状発行数は院内あてに

775通、院外あてに 38通であった。 

広報活動も積極的に行っており、平成 21年度

内のパンフレット改訂回数は 3 回、配布部数は

15,000 部であった。また、ポスターも作製し、

院内および東京大学学内に広く貼付した（60 枚）。

ホームページ（上記 URL）も随時更新して受診

者向けに最新の情報を発信している。 

 

出版物等 
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沿革と組織の概要 

東京大学医学部附属病院において、平成 13 年

10 月に特殊診療部としてティッシュ・エンジニ

アリング部が設立され、入院棟 B８階に約 800

㎡の完備した研究室が設置された。ティッシュ・

エンジニアリング部は、骨・軟骨再生医療寄付講

座（イーライリリー株式会社）、血管再生医療寄

付講座（第一製薬株式会社）、腎臓再生医療寄付

講座（持田製薬株式会社）、軟骨・骨再生医療寄

付講座（富士ソフト株式会社）、造血再生医療プ

ロジェクト、角膜再生プロジェクト、小児再生医

療研究室の４つの寄付講座および 3 つのプロジ

ェクトとから構成され、各方面の優秀な人材を国

内外から招聘した。各講座には１名の特任准教授

と１－２名の特任教員が配置され、多くの大学院

生とともに研究を遂行している。今後数年以内の

臨床応用を目標とし、トランスレーショナル・リ

サーチの拠点として機能すべく研究を行ってい

る。 

現在、国家的プロジェクトとして認識されてい

る再生医療の実現には、企業とのタイアップと技

術移転、開発技術の特許化、GMP レベルでの治

療用材料の生産、安全性の評価研究、治験のため

の組織化などが必要とされている。産学官連携が

強く求められるとともにベンチャーカンパニー

の設立・運営も必須とさえ言われており、まさに

国レベルでの取り組みが必要と思われる。広くテ

ィッシュ・エンジニアリング技術あるいは再生医

療が発展することにより、内科、外科を問わず、

すべての領域の治療や創薬に大いに寄与するこ

とが期待される。 

 

2001 年10月 東京大学医学部附属病院に特殊診療

科としてティッシュ・エンジニアリング部が設立 

2002 年 6 月 HOYA ヘルスケア（株）の寄付によ

り角膜組織再生医療寄付講座が設立 

2002 年 7 月 第一製薬（株）の寄付により血管再

生医療寄付講座が設立 

2002 年 7 月 武田薬品工業（株）の寄付により骨・

軟骨再生医療寄付講座が設立 

2002 年 9 月 麒麟麦酒（株）の寄付により造血再

生医療寄付講座が設立 

2002 年 11 月 持田製薬（株）の寄付により腎臓再

生医療寄付講座が設立 

2002 年 11 月 メニコン（株）の寄付によりメニコ

ン軟骨・骨再生医療寄付講座が設立 
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2003年3月 入院棟B8階に細胞プロセシングセン

ター部研究室開設 

2005 年 6 月 アムニオテック（株）（現 アルブラ

スト（株））の寄付により角膜組織再生医療寄付講

座（アルブラスト）更新 

2005 年 7 月 武田薬品工業（株）の寄付により骨・

軟骨再生医療寄付講座更新 

2005 年 9 月 麒麟麦酒（株）の寄付により造血再

生医療寄付講座更新 

2005 年 11 月 持田製薬（株）の寄付により腎臓再

生医療寄付講座更新 

2005 年 11 月 富士ソフト ABC（株）の寄付によ

り、メニコン軟骨・骨再生医療寄付講座から富士ソ

フト ABC 軟骨・骨再生医療寄付講座へ更新 

2007 年 1 月 小児外科学講座が母体となり、小児

再生医療研究室が設立 

2007 年 7 月 日本イーライリリー（株）の寄付に

より、骨・軟骨再生医療寄付講座更新 

2008 年 11 月 持田製薬（株）の寄付により腎臓再

生医療寄付講座更新 

 

研 究 

角膜再生に関しては、再生角膜の構築・眼表面

再建のための角膜上皮移植の臨床応用・角膜内皮

細胞移植法の確立と臨床応用を目標としている。

これらを達成するために、作成された培養細胞の

機能の検討・代用角膜実質、培養上皮、内皮細胞

を用いた角膜構築・角膜の組織幹細胞研究・眼表

面再建のための羊膜移植と羊膜の免疫学的役割

の解析を行っている。 

血管再生に関しては、有効で安全な治療的血管

新生療法の開発とその臨床応用・血管新生療法の

応用による低侵襲軟部組織再建法の開発・再生臓

器に対する血行誘導法の確立を目標としている。

これらを達成するため、アデノウイルスベクター

を用いた血管新生遺伝子治療の研究・非ウイルス

ベクターを用いた血管新生遺伝子治療の研究・新

しいドラッグデリバリーシステムによる血管新

生療法の開発・軟部組織に対する血行誘導法の研

究を行っている。 

骨・軟骨再生に関しては、骨・軟骨分化を簡便・

正確・非侵襲的に検出するシステムの開発、骨・

軟骨分化に必要十分なシグナルの決定、骨・軟骨

の細胞シート培養法の開発、血管新生をともなう

骨誘導法の開発、骨・軟骨誘導薬のスクリーニン

グ、非ウイルス性遺伝子導入法の開発、バイオマ

テリアルの三次元精密造形、再生骨・軟骨の作製

と移植を目標としている。これらを達成するため

に、骨軟骨生物学・発生学・幹細胞生物学・再生

医学・バイオマテリアル工学の研究を行っている。 

腎臓再生に関しては、これまでの腎臓由来体性

幹細胞中心の研究から、ヒト ES 細胞、ヒト iPS

細胞へと進めている。特に、合成ハイドロゲルを

用いたゲノム安定性を保つ３次元培養法の開発

に力を注いでいる。さらに、ヒト iPS 細胞の

epigenetics レベルでの違いに注目し、腎臓構成

細胞へ分化する最適なヒト iPS 細胞の樹立を試

みている。 

造血再生に関しては、臍帯血造血幹細胞の有効

な増幅法の開発とこれを用いた臍帯血造血幹細

胞移植技術の確立・造血幹細胞および ES 細胞か

ら効率的に血球分化を誘導する技術の確立を目

標としている。これらを達成するために、造血幹

細胞の増殖、自己複製、および分化のメカニズム

に関する研究・造血幹細胞の可塑性に関する研

究・造血幹細胞の体外増幅法・分化誘導法の臨床

応用に関する研究を行っている。 

軟骨・骨再生医療寄付講座においては、安全性

と実用性に優れた再生軟骨、再生骨の作出・現実

的な生産体制と品質管理法の確立・臨床治験の推

進と日常診療への導入を目標としている。これら

を実現するために、間葉系組織の成人幹細胞に関

する細胞生物学・軟骨の組織修復に関する分子生

物学と再生医療への応用・軟骨・骨再生における
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新規足場素材の開発・再生組織への三次元形態付

与方法の開発・生体内における軟骨・骨再生組織

の動向の評価・軟骨・骨再生組織の臨床治験と医

療導入の研究を行っている。 

ヒト ES 細胞を使った基礎研究活動 

また、より先の将来への応用を睨んでヒト胚性

幹（ES）細胞の基礎研究を進めるため、腎臓再

生医療寄付講座及び骨・軟骨再生医療寄付講座に

おいて京都大学再生医科学研究所からヒト ES

細胞の分与を受ている。 

小児再生医療研究室においては、気管組織から

の細胞を用いた気道再生の研究が行われている。

また、羊水細胞による新生児治療法の基礎的研究

が行われている。 

 

臨床研究 

研究成果として特に注目すべき点は、基盤研究

の結果として、臨床研究が４つの講座で開始され

ていることである。造血再生プロジェクトにおい

ては、ヒト臍帯血造血幹細胞増幅の臨床研究（倫

理委員会承認番号＃351）をすでに開始している。

血管再生寄付講座においては、末梢性血管疾患に

よる間欠跛行肢と重症虚血肢に対して臨床研究

を開始（承認番号＃825及び 826）し、大きな副

作用もなく推移している。角膜再生プロジェクト

では、眼表面再建のための羊膜上培養自己口腔粘

膜上皮移植及び、角膜内皮細胞数減少に対する角

膜内皮幹細胞移植術の臨床研究（承認番号＃363

及び 898）を開始している。骨軟骨再生医療寄付

講座では、非荷重部の骨欠損に対するヒト臨床研

究（承認番号＃1310）を 10例の患者さんに対し

て無事終了し、東大病院を中心とした大規模臨床

治験を開始している。このように、組織工学・再

生医学の医療現場への展開に向けて、順調にトラ

ンスレーショナル・リサーチ活動を進めていると

考えられる。 

 

病院に対する貢献 

ティッシュ・エンジニアリング部は、病院の共

同研究施設として、共焦点レーザー顕微鏡・細胞

解析装置・細胞ソーター等の非常に高価で各研究

室で揃えることの難しい特殊機器を共用として

病院の職員に開放し、若干のコスト負担で使用で

きるようにしている。実際に、この施設を利用し

て、形成外科等が研究を進めている。 
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和田、高橋、丸山、石崎）、非常勤職員 2（浅川、吉村） 

 

 

 

沿革と組織の概要 

近年、日本の医療システムは変革期を迎えてお

り、大学病院も大胆な改革を迫られている。質の

高い先進医療の開発と実践、卒前卒後教育、臨床

研究などを効率よく推進し、その成果を国民に具

体的に明示することが、これまで以上に求められ

ている。2004 年 4 月、国立大学法人法(平成 15

年法律第 112 号)により東京大学が国立大学法人

東京大学と改称すると同時に、医学部附属病院は

ドラスティックな組織再編を行った。病院執行部

の設置とともに、4つの運営支援組織（企画経営

部、人事部、医療評価・安全・研修部、教育研究

支援部）および 3 つの診療運営組織(入院診療運

営部、外来診療運営部、中央診療運営部)を立ち

上げた。 

企画経営部は、企画情報運営部の教員 2名が専

任となり、薬剤師 2名（併任）・看護師 2名（併

任）・技術系職員 1名(専任)および事務職員 13名

からなる陣容を誇る、病院経営の中核的な実働組

織である。 

診 療 

企画経営部は、東大病院の組織的・戦略的な経

営の実務全般を一手に担い、診療関連業務として

以下のような業務を行っている。 

(1) 病院経営分析 

病院会計の情報管理・分析を行い、経営データ

と一元化された病院情報の活用による病院経営

分析を行っている。 

(2) 企画･戦略立案 

病院経営分析に基づいて、短期的な経営企画・

戦略案を策定し、病院執行部による迅速な経営意

思決定を実効的に支援している。さらに、中長期

計画の立案も担っている。企画経営部が深く関与

した病院運営の実績は以下の通り。 

・「22世紀医療センター」立ち上げ 

・新中央診療棟Ⅱ期の立ち上げ 

・入院棟機能の拡大(ICU/CCUの拡大、精神神経

科の増床、GCUの増床) 

・平均在院日数の適正化と病床利用率改善 

・薬剤費・医療材料費のコスト削減 

その他にも、患者用クレジットカードの導入、

商業店舗の院内誘致、病院建築物のライトアップ

など、既成概念を打破した患者サービスの向上に
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努めている。同時に、診療スタッフが安全で質の

高い医療を、ゆとりをもって実践できる環境づく

りを行っている。 

(3) 医療政策提言 

東大病院の経営のみならず、日本の医療システ

ム改善、および医療の規制緩和に向けた政策提言

を積極的に実践している。 

さらに、日本の医療保険制度の問題点をエビデ

ンスに基づいて指摘し、それらの改善に向けたメ

ッセージを常に発信しつづけている。 

 

教 育 

大学院教育として、医学系研究科社会医学専攻

医療情報経済学・博士課程の大学院生１名、同・

研究生１名を受け入れている。 

大学院生・研究生は、医療経営学・病院管理学

のみならず医療経済学・医療政策学といった幅広

い研究領域の中から、自ら研究課題を発掘し、内

外の先行文献・資料をレビューし、研究デザイン

の構築・データ収集を主体的に実施する。定期的

な研究経過報告、教員による論文執筆指導が徹底

され、学会発表も励行されている。 

 

研 究 

当部における研究活動は、医療経営学・病院管

理学にとどまらず、医療政策学・医療経済学など

の幅広い領域をカバーしている。 

 

(1) 医療経営学研究 

過去には特定機能病院における DPC(Diagnosis 

Procedure Combination)に基づく包括評価が医

療現場に与える影響を診断群分類ごとにシミュ

レートし、同システムが在院日数などに及ぼす効

果を推計する研究を行った。また、医療設備の効

率的利用に関連して、手術室稼働および病床数の

関連を研究した。 

医療経営学の体系化を試み、標準的な教科書を

編纂した。さらに、医療経営学教育プログラムの

開発研究を行い、2007 年より社会人向けの教育

コースを開講している。 

(2) 医療政策学研究 

先進各国と日本の医療制度の比較研究、医療機

器の内外価格差に関する多国間の実証研究、医師

のキャリアパスおよび医療従事者の国際間移動

に関する研究などを行っている。 

過去には日本の医療保険制度に関する評価、特

にDPCに基づく包括医療制度の改善案とその有

効性に関する研究を実施した。 

(3) 医療経済学研究 

HIV 拠点病院等と協力しながら、HIV 診療に

係る原価の調査を行っている。最近では、B型肝

炎の予防対策に関する費用対効果分析を開始し

た。 

(4) その他 

外部研究機関と協力し、大規模パネルデータを

用いて、乳幼児期の肥満に対する社会経済的な要

因に関する研究に携わっている。 
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沿革と組織の概要 

「こころの発達」診療部は、特別教育研究経費

による「こころの発達」臨床教育センターに対応

する診療部門として、2005年 4月に、院内措置

で開設されました。「こころの発達」臨床教育セ

ンターは、児童精神医学・脳科学を基礎としなが

ら幅広い職種における「こころの発達」に関する

専門家を養成することを目指すものです。精神神

経科（小児部）での 37年間にわたる発達障害の

治療教育などの蓄積を踏まえつつ、精神神経科、

小児科はもちろん教育学研究科、さらには「ここ

ろの発達」や発達障害に関わる他の教育機関・診

療機関とも連携して活動を展開しています。「こ

ころの発達」診療部は、このセンターの実践的な

教育･育成の場であると同時に、こころの発達に

関わる様々な問題を有する患者の診療の場でも

あります。また、診療と教育の質の向上を目指し

て研究も推進しています。 

 

診 療 

「こころの発達」診療部では、2009 年度には

専任の児童精神科医 3名を始めとして常勤・非常

勤を合わせて 6名の医師、常勤・非常勤を合わせ

て 9名の心理職が診療を担当してきました。 

診療の対象は、こころの発達に関する多様な問

題であり、その中でも発達障害に比較的に重きを

置いています。ここで言う発達障害とは、自閉症

を中心とする広汎性発達障害（ pervasive 

developmental disorders: PDD）、注意欠陥多動性障

害（attention-deficit/hyperactivity disorder: AD/HD）、

学習障害（learning disabilities: LD）、精神遅滞

（mental retardation: MR）、さらにはチック障害

やその近縁の小児強迫性障害までも含めたかな

り幅広いものです。新来患者は「こころの発達」

診療部発足以来、年間 300～500名で推移してい

ます。その内訳をみると、2009 年度は PDD が

最も多く、約 50%でした。次いでチック障害、

AD/HD、精神遅滞などの PDD 以外の発達障害

が約 40%、ストレス関連障害その他が約 10%で

した。年齢については幼児期後期から学童期前期

が最も多いものの、幼児期前期から成人期まで幅

広く受診していました。 

再来患者数は 2005年度以来増加の一途をたど

っており、2009 年度には 2005 年度の約 2 倍に
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なっています。再来患者でも PDDが約半分でし

た。残りはチック障害、ストレス関連障害、

AD/HD、気分障害などでした。年齢としては再

来患者の約半数が成人であり、特に 20歳代は約

20%と最多でした。発達障害患者の診療では長期

間フォローがしばしば必要なことが示されまし

た。 

診療の形態は、一般外来と治療教育に大別され

ます。 

一般外来は、専門医による外来で、薬物療法や

精神療法だけでなく、心理教育、学校などの関連

機関との連携を含めて行っています。 

治療教育は、発達心理外来と短期グループから

なります。発達障害児を対象として、認知発達治

療を基本にしつつ一人一人の患者に合わせて心

理職が行っています。発達心理外来では、(1)発

達の評価、(2)療育指導（患児に対して、教育的

手段を用いて精神機能の障害や行動の異常の改

善を図る）、(3)療育相談（親を中心とする関係者

に対して、適切な対応法などの相談にのる）を主

治医と相談しつつ行っています。短期グループは、

発達心理外来に通院中のPDD患児数名を組み合

わせて約 10 回行う集団療育です。 

 

教 育 

医学生及び研修医に対して、新来患者の見学と

短期グループの参加を行っています。 

「こころの発達」臨床教育センターの活動とし

ては、精神科医や小児科医を含めてこころの発達

の問題に関する様々な職種に就いている方及び

それを目指す大学院生に対して、Aコース（講義

を主体としつつも演習や臨床検討会を盛り込ん

だ受講者参加型のコース）と B コース（治療教

育や心理検査を含めた診療場面での研修に重点

を置く、より密度の濃いコース）を設定しました。 

Aコースは 1 回 3時間の講義が 11 回で 1シリ

ーズとして前期に 1シリーズを行い、約 50名が

参加しました。参加者の職種は、医師を始めとす

る医療職、心理職、教育職、福祉職など多様であ

り、こころの発達の問題で重要な多職種連携の基

礎作りとしても有用でした。また、アンケート調

査では、約 80%から研修が有用との高い評価を

得ました。後期にはこれまで実施してきた講義内

容に検討を加えて講義録を作成して、今後の教育

に活用できるようにしました。 

B コースは週に 3 日またはそれ以上の研修を

半年単位で行うものであり、2009 年度は精神科

医、心理士が修了しました。 

さらに、より多様な関係者の研修や啓発の機会

として、公開セミナー及び公開シンポジウムを

各々年に 1 回開催することにしており、2009年

度には公開セミナー「発達障害と子育て支援」に

は約 200 名が参加し、公開シンポジウム「発達

障害の未来を開く」には約 700 名が参加しまし

た。 

 

研 究 

これまで精神神経科が発達障害に関わる他の

研究機関・教育機関・診療機関と連携して行って

きた PDDや AD/HDの原因究明と効果的発達支

援・治療法の開発を目指す研究に引き続き参加し

ています。同時に、「こころの発達」診療部の診

療活動の特性を生かした研究も進めています。 

 

臨床評価、治療 

治療教育を行っているという特性を生かして、

認知発達治療に対応する発達段階分けである太

田ステージの信頼性・妥当性の再検討、PDD 児

を対象とした治療教育効果の検討を行っていま

す。治療教育効果の検討にあたっては無作為に分

けた２群間で個別療育と小集団療育の相違を多

面的な評価に基づいて検討しています。また、ト

ゥレット症候群（多様な運動チックと音声チック

を有する慢性のチック障害）や小児強迫性障害を
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対象としてチックや強迫症状などを評価して症

状間の関連を検討する研究も進行しています。 

 

神経心理 

PDD、AD/HD、トゥレット症候群を対象とし

た神経心理学的研究が行われており、臨床評価と

の関連を検討したり、患者の健常同胞との比較を

行ったりしています。 

 

遺伝子 

PDD を対象として、２番染色体、７番染色体

長腕、１５番染色体長腕に焦点を当てた遺伝子解

析を行っています。遺伝と環境との相互作用にも

注目しており、PDD の発症に対する甲状腺ホル

モンの影響などの検討も行っています。また、ト

ゥレット症候群の臨床遺伝学的検討も行ってい

ます。 

 

脳画像 

PDDを主な対象として、MRIによる形態画像

研究、MEGや NIRSによる機能画像研究を行っ

ています。特に、小児や発達障害でも施行しやす

い NIRSを用いた前頭葉血流変化の検討が PDD、

AD/HD及びトゥレット症候群で積極的に進めら

れています。 
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沿革と組織の概要 

平成 20年度における日本のがんによる死亡者

数は 34万人を超えており、死因の第 1位を占め

ています。このような背景により、わが国では

1984年度から「対がん 10カ年総合戦略」、1994

年度には「がん克服新 10カ年戦略」、2004年度

には「第 3次対がん 10カ年総合戦略」が策定さ

れ、実施されてきました。さらに、2006年 6月

に「がん対策基本法」が成立、日本のがん対策の

基本方針を定める法律が策定されております。 

これらのがん対策のなかで、緩和ケアは重要な

位置を占めており、がん対策基本法では「自宅や

施設においても、適切な医療や緩和ケアを受ける

ことができる体制の整備を進めること」と、がん

医療における緩和ケアが重要視されていること

が示されています、 

東大病院緩和ケア診療部では、緩和ケアチーム

を中心として、単に身体症状のコントロールだけ

でなく、こころのケアや社会的なサポートも同時

に行い、患者さんの QOL（Quality of life）を総

合的に高めることを目的として活動を行ってい

ます。また、医学部生などの教育や緩和医療学研

究の拠点ともなっています。研究においては、第

3次対がんの厚労省研究班に属しており、全国的

な緩和ケアにおける臨床試験を展開する中心的

な役割を担っております。 

診 療 

東大病院では専従医師 1 名、専任医師 2 名、

看護師、心理士を中心に多くの専門家で構成され

る緩和ケアチームが一般病棟へ赴き、主治医のチ

ーム、病棟スタッフ、リハビリテーション部、地

域医療連携部などと連携して、癌治療を受けてい

る患者さんに緩和ケアを提供しています。依頼内

容としては、疼痛コントロールなど身体症状に関

するものが多い結果となっておりますが、精神症

状や心理臨床を担当する専門家がコンサルテー

ションをしているため、患者とご家族を含めた総

合的な Psychosocial サポートを行っております。 

これまで、緩和ケアチームでは、過去 5年間で

1300例近くの新規依頼を受けており、2009年度

の診療状況は、合計 337 件の新規依頼があり、

依頼件数は年々増加傾向にあります。また、月別

の新規患者数は、6月と 7月の 43件が最も多く、

癌腫別患者数では、卵巣がん（11 例）がもっと

も多く、子宮がん（10例）、膵がん（9例）が多

い結果となっております。病棟別では、院内のほ

とんどの診療科から依頼されており、男女別では、

女性が 193 例と男性より若干多い結果となって

おります。年齢別では、60 代（117 件）が最も

多く、70代（98件）、50代（69件）と続いてお

ります。 

 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.120 Oct. 2010 519 

教 育 

緩和ケア診療部に於ける研修は、第 1年次、第

2年次に選択科目として、１ヶ月、2ヶ月、4ヶ

月、8ヶ月間行うことができ、緩和ケアチームに

同行し平日に毎日行われる緩和ケアのカンファ

レンスに参加することで緩和ケアの基礎知識を

学ぶことができます。 

１） 緩和ケア研修プログラム 

（１か月＊）２ヶ月（選択）研修コース 

・ 全ての研修医を対象とした、緩和ケアの基礎

知識および基礎技術の習得を目的としたプ

ログラム。＊「内科総合」選択の中でのみ 

４ヶ月、８ヶ月（選択）研修コース 

・ 臨床腫瘍医ないしは緩和ケア医を目指す医

師のための基礎知識および基礎技術とコミ

ュニケーション・スキルを身につけるための

プログラム 

2008 年度より、緩和医療学会により“認定研

修施設”に認定され、都内または地域の施設より、

緩和ケアの研修生を受けいれております。また、

がんプロフェッショナル養成プランからも緩和

ケアの研修を受け入れております。 

 

２） 教育課程 

研修医配置及び研修内容 

・ 研修医は全て緩和ケアチームに配属されま

す。主として緩和ケアチームの病棟診療にチ

ームの一員として参加し、緩和ケアの癌登録

についても学びます。  

・ ４ヶ月および８ヶ月コースでは、担当患者の

緩和ケアの診療計画を立て、病棟主治医、病

棟スタッフらと担当患者の緩和ケアについ

て議論し、診療計画を実施して行きます。 

・ 週に一度の Research meetingを行い、緩和

ケアにおける臨床試験、介入試験、質問紙調

査などを、リサーチのプロフェッショナルを

交えて討論し、研修の場としております。 

研修内容と到達目標 

・ 病棟診療（担当患者は１か月間で３〜５名、

診察患者は 1 日約 30 名）：消化器癌などわ

が国で頻度の高い疾患について、一般病棟で

提供できる身体症状のコントロール、精神症

状のコントロールの概要を習得。スピリチュ

アル・ケア、家族ケアについての概要も習得

します。 

・ 癌登録：東大病院において緩和ケアチームが

診療する患者は終末期であることが多く、

日々状態が変わっていくことも珍しくあり

ません。このように身体的に精神的に変化す

る患者さんに対して、提供された緩和ケアの

内容は、簡潔かつ明瞭にデータ・ベースに入

力されなければならなりません。 臨床研究

とも直結する緩和ケアのデータ管理の概要

を習得します。 

・ コミュニケーション・スキル：臨床医は患者

を診るすべての過程で頻回に「悪い知らせ」

を伝えなければなりません。癌の診断、進行、

予後についての正確な情報を患者に伝える

ことは、臨床医にとって非常に困難でストレ

スの多い仕事といえます。臨床医は、「悪い

知らせ」と「患者の希望や期待」とのバラン

スを取らなければならない一方で、治療が上

手く行かなかったときに、患者の失望感もし

くは不成功感に対処する必要があります。東

大緩和ケア診療部では、患者を心理的にサポ

ートするコミュニケーション・スキルのプロ

トコール（SPIKES）を導入しており、4ヶ

月、8 ヶ月コースでは、このプロトコール

に基づいて緩和ケア実施計画を立案し、コ

ミュニケーション・スキルの習得を目指し

ます。 

教育に関する行事 

・ 初期研修医に対する集中講義、以下の講義が

スタッフにより行われます。 
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�  疼痛コントロール 

�  せん妄コントロール 

�  ガイドラインの紹介と使用方法 

�  緩和ケア薬物療法の基本 

�  日本人のスピリチュアル・ケア 

� がん患者の Psychosocialサポート 

臨床研修スケジュール 

・ カンファレンス：月〜金（毎日）9:00-10:30 

・ 病棟診療：月〜金（毎日）カンファレンス終

了後〜依頼患者の診療終了まで。 

・ 癌登録：病棟ラウンド中に各フロアの診療端

末で行います。 

指導体制 

・ 病棟診療：指導医２名（助教または講師１名、

ホスピスケア認定ナース 1名、研修医１名、

医療心理の専門家）からなる診療チーム（緩

和ケアチーム）に参加し、緩和ケアチームで

1日約 20例〜30例の入院患者の診療に当た

ります。 

・ カンファレンス：毎日のカンファレンスには

病棟をラウンドする緩和ケアチームのメン

バー以外に心療内科医、漢方専門医、麻薬専

門薬剤師、心理療法士、リサーチレジデント、

東大大学院医学系研究科の教員が参加し、緩

和ケアチームの提供する緩和ケアが集学的

に議論され、専門的な見地から研修医の緩和

ケア治療計画が毎日指導します。 

 

研 究 

緩和ケア診療から集積された内容は、簡潔かつ

明瞭にデータ・ベース化され、臨床研究の成果と

して、「 International Journal of Radiation 

Oncology Biology Physics 」 や 「 American 

Journal of Hospice & Palliative Medicine」

「Biomed」等の各専門誌に発表されています。 

以下の研究領域は、緩和ケア診療部で実施され

てきたものです。成果の詳細や研究費獲得状況に

ついては、本教室ホームページを参照してくださ

い。 

１） 専門緩和ケアチームの評価と質保証 

２） 望ましい死の達成を測定する尺度の

開発と全国実態調査 

３） 体幹部定位放射線治療における標的

システムの開発 

４） 在宅ケアと地域連携 

５） 転移性乳がん患者を支えるパリアテ

ィブケア 

６） 緩和ケアにおける漢方 

７）緩和ケアにおける臨床研究と質問紙調査 
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臨床ゲノム診療部 
 

部長・教授 

辻 省次 

副部長・講師 

後藤 順 

 

 

 

ゲノム医学診療ないし遺伝医学臨床の広範・多

様な要請に対応するため、既存の臓器・系統別診

療体制の枠を越えた横断的組織として 2003 年度

に発足した。責任者として教授１（併任）が置か

れ、女性科・産科、小児科、内科（循環器内科、

糖尿病・代謝内科、神経内科）、皮膚科、検査部の

医師が参加している。また、人類遺伝学教室、成

人看護学教室の協力を得て、活動している。本診

療部は、附属病院におけるゲノム医学ないし臨床

遺伝学診療の中核をなすとともに、臨床遺伝医学

専門医制度の教育研修実施の役割を担っている。 

 

診 療 

外来棟 2階内科外来ブースエリアの専用診察室

（200 番診察室）にて、医師と非医師とのチーム

による遺伝相談（完全予約制）を行っている。検

討会（毎月第１月曜日）にて、全例について検討

し、方針を決定することを原則に診療を行ってい

る。 

医学系研究科及び病院において行われるヒトゲ

ノム・遺伝子解析研究における試料提供者に対す

る遺伝相談・カウンセリングを担当することも本

診療部の責務である。 

 

活 動 

他診療科、部門と連携して、遺伝相談・カウン

セリングはもとよりそれ以外のゲノム医学ないし

臨床遺伝医学の臨床現場での適切な応用・展開を

目指し活動している。以下の 3つの活動を進めて

いる。 

ひとつは、心臓外科、循環器内科、小児科、眼

科、整形外科・脊椎外科により開始された横断的

なマルファン外来との連携で、遺伝相談・カウン

セリングの対応、遺伝子診断及び臨床研究での協

力支援を進めている。循環器内科中心にマルファ

ン症候群の遺伝子診断システムが稼動している。 

第二は、分子薬理遺伝学の附属病院での臨床導

入についてで、検査部、薬剤部、関連臨床各科、

企画情報運営部との連携によって、プロトンポン

プ阻害剤、ワーファリン、イレイノテカン、タク

ロリムスについての分子薬理遺伝学的検査を診療

システムへ導入し、稼動している。順次、対象薬

物の範囲の拡大に努めている。 

院内の臨床遺伝医学の教育及び啓発を目的とし

て、２箇月に１回の予定で、臨床遺伝医学セミナ

ーを開始した。臨床遺伝医学の基礎及び各診療科

に関わる遺伝的な疾患についての講義シリーズで

ある。 
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7. Hara K, Kokubo Y, Ishiura H, Fukuda Y, 

Miyashita A, Kuwano R, Sasaki R, Goto J, 

Nishizawa M, Kuzuhara S, Tsuji S. TRPM7 

is not associated with amyotrophic lateral 

sclerosis-parkinsonism dementia complex in 

the Kii peninsula of Japan. Am J Med Genet 

B Neuropsychiatr Genet. 2010 Jan 5;153B(1):

310-3. PubMed PMID: 19405049. 

8. Matsumoto H, Hanajima R, Terao Y, 

Hamada M, Yugeta A, Shirota Y, Yuasa K, 

Sato F, Matsukawa T, Takahashi Y, Goto J, 

Tsuji S, Ugawa Y. Efferent and afferent 

evoked potentials in patients with 

adrenomyeloneuropathy. Clin Neurol 

Neurosurg. 2010 Feb;112(2):131-6. Epub 

2009 Dec 5. PubMed PMID: 19963315. 

9. Hanajima R, Terao Y, Nakatani-Enomoto S, 

Hamada M, Yugeta A, Matsumoto H, 

Yamamoto T, Tsuji S, Ugawa Y. Postural 

tremor in X-linked spinal and bulbar 

muscular atrophy. Mov Disord. 2009 Oct 30;

24(14):2063-9. PubMed PMID: 19746452. 

10. Sato N, Amino T, Kobayashi K, Asakawa S, 

Ishiguro T, Tsunemi T, Takahashi M, 

Matsuura T, Flanigan KM, Iwasaki S, Ishino 

F, Saito Y, Murayama S, Yoshida M, 

Hashizume Y, Takahashi Y, Tsuji S, Shimizu 

N, Toda T, Ishikawa K, Mizusawa H. 

Spinocerebellar ataxia type 31 is associated 

with "inserted" penta-nucleotide repeats 

containing (TGGAA)n. Am J Hum Genet. 

2009 Nov;85(5):544-57. Epub 2009 Oct 29. 

PubMed PMID: 19878914; PubMed Central 

PMCID: PMC2775824. 

11. Sidransky E, Nalls MA, Aasly JO, 

Aharon-Peretz J, Annesi G, Barbosa ER, 

Bar-Shira A, Berg D, Bras J, Brice A, Chen 

CM, Clark LN, Condroyer C, De Marco EV, 

Dürr A, Eblan MJ, Fahn S, Farrer MJ, Fung 

HC, Gan-Or Z, Gasser T, Gershoni-Baruch R, 

Giladi N, Griffith A, Gurevich T, Januario C, 

Kropp P, Lang AE, Lee-Chen GJ, Lesage S, 

Marder K, Mata IF, Mirelman A, Mitsui J, 

Mizuta I, Nicoletti G, Oliveira C, Ottman R, 

Orr-Urtreger A, Pereira LV, Quattrone A, 

Rogaeva E, Rolfs A, Rosenbaum H, 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.120 Oct. 2010 525 

Rozenberg R, Samii A, Samaddar T, Schulte 

C, Sharma M, Singleton A, Spitz M, Tan EK, 

Tayebi N, Toda T, Troiano AR, Tsuji S, 

Wittstock M, Wolfsberg TG, Wu YR, Zabetian 

CP, Zhao Y, Ziegler SG. Multicenter analysis 

of glucocerebrosidase mutations in 

Parkinson's disease. N Engl J Med. 2009 Oct 

22;361(17):1651-61. PubMed PMID: 

19846850; PubMed Central PMCID: 

PMC2856322. 

12. Koike A, Nishida N, Inoue I, Tsuji S, 

Tokunaga K. Genome-wide association 

database developed in the Japanese 

Integrated Database Project. J Hum Genet. 

2009 Sep;54(9):543-6. Epub 2009 Jul 24. 

PubMed PMID: 19629137. 

13. Krueger KA, Tsuji S, Fukuda Y, Takahashi Y, 

Goto J, Mitsui J, Ishiura H, Dalton JC, Miller 

MB, Day JW, Ranum LP. SNP haplotype 

mapping in a small ALS family. PLoS One. 

2009 May 25;4(5):e5687. PubMed PMID: 

19479031; PubMed Central PMCID: 

PMC2682655. 

14. Wang K, Takahashi Y, Gao ZL, Wang GX, 

Chen XW, Goto J, Lou JN, Tsuji S. 

Mitochondrial ND3 as the novel causative 

gene for Leber hereditary optic neuropathy 

and dystonia. Neurogenetics. 2009 Oct;10(4):

337-45. Epub 2009 May 21. PubMed PMID: 

19458970. 

15. Takei N, Miyashita A, Tsukie T, Arai H, 

Asada T, Imagawa M, Shoji M, Higuchi S, 

Urakami K, Kimura H, Kakita A, Takahashi 

H, Tsuji S, Kanazawa I, Ihara Y, Odani S, 

Kuwano R; Japanese Genetic Study 

Consortium for Alzheimer Disease. Genetic 

association study on in and around the APOE 

in late-onset Alzheimer disease in Japanese. 

Genomics. 2009 May;93(5):441-8. Epub 2009 

Feb 3. PubMed PMID: 19442637. 

16. Mitsui J, Mizuta I, Toyoda A, Ashida R, 

Takahashi Y, Goto J, Fukuda Y, Date H, 

Iwata A, Yamamoto M, Hattori N, Murata M, 

Toda T, Tsuji S. Mutations for Gaucher 

disease confer high susceptibility to 

Parkinson disease. Arch Neurol. 2009 May;

66(5):571-6. PubMed PMID: 19433656. 

17. Fukuda Y, Nakahara Y, Date H, Takahashi 

Y, Goto J, Miyashita A, Kuwano R, Adachi H, 

Nakamura E, Tsuji S. SNP HiTLink: a 

high-throughput linkage analysis system 

employing dense SNP data. BMC 

Bioinformatics. 2009 Apr 24;10:121. PubMed 

PMID: 19393044; PubMed Central PMCID: 

PMC2680848. 

18. Hara K, Shiga A, Fukutake T, Nozaki H, 

Miyashita A, Yokoseki A, Kawata H, Koyama 

A, Arima K, Takahashi T, Ikeda M, Shiota H, 

Tamura M, Shimoe Y, Hirayama M, Arisato 

T, Yanagawa S, Tanaka A, Nakano I, Ikeda S, 

Yoshida Y, Yamamoto T, Ikeuchi T, Kuwano 

R, Nishizawa M, Tsuji S, Onodera O. 

Association of HTRA1 mutations and familial 

ischemic cerebral small-vessel disease. N 

Engl J Med. 2009 Apr 23;360(17):1729-39. 

PubMed PMID: 19387015. 

19. Iwata A, Nagashima Y, Matsumoto L, Suzuki 

T, Yamanaka T, Date H, Deoka K, Nukina N, 

Tsuji S. Intranuclear degradation of 

polyglutamine aggregates by the 

ubiquitin-proteasome system. J Biol Chem. 

2009 Apr 10;284(15):9796-803. Epub 2009 

Feb 13. PubMed PMID: 19218238; PubMed 

Central PMCID: PMC2665101. 

20. Miyake K, Yang W, Hara K, Yasuda K, 

Horikawa Y, Osawa H, Furuta H, Ng MC, 

Hirota Y, Mori H, Ido K, Yamagata K, 

Hinokio Y, Oka Y, Iwasaki N, Iwamoto Y, 

Yamada Y, Seino Y, Maegawa H, Kashiwagi 

A, Wang HY, Tanahashi T, Nakamura N, 

Takeda J, Maeda E, Yamamoto K, Tokunaga 

K, Ma RC, So WY, Chan JC, Kamatani N, 

Makino H, Nanjo K, Kadowaki T, Kasuga M. 

Construction of a prediction model for type 2 



526 東京医学・第 120 巻・平成 22 年 10 月 

diabetes mellitus in the Japanese population 

based on 11 genes with strong evidence of the 

association. J Hum Genet. 2009 Apr;54(4):

236-41. Epub 2009 Feb 27. PubMed PMID: 

19247372. 

 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.120 Oct. 2010 527 

 

医工連携部 
 

 

ホームページ http://plaza.umin.ac.jp/~ikourenk/ 
 

 

医工連携部紹介 

先端生命科学を応用した新規技術開発が 21 世

紀における重要課題となっている。次世代新医療

技術開発に向けて、臨床の現場である東京大学医

学部附属病院で、医学と工学を横断的に融合した

新しい研究教育を行うことを目的として医工連

携部が設立された。病院診療科と東京大学の工学

系研究者とで共同提案されたプロジェクトであ

ること、研究室の設備・運営費用は使用者負担と

すること、医工連携部への参加期間は原則 3 年と

し、継続の可否は医工連携部運営委員会で審査す

ることという基本事項に基づいて公募されたプ

ロジェクト 18 件が、現在も管理研究棟１階と地

下 1 階にある医工連携研究室で活発な活動を続

けている。 

 

参加ユニット 

医学部付属病院 

循環器内科、糖尿病・代謝内科、大腸肛門外科、

血管外科、人工臓器・移植外科、心臓外科、呼吸

器外科、脳神経外科、泌尿器科・男性科、整形外

科・脊椎外科、顎口腔外科・歯科矯正歯科、放射

線科、ティッシュエンジニアリング部、臨床疫学

研究システム学講座、血管再生医療講座、骨・軟

骨再生医療講座、軟骨・骨再生医療講座、免疫細

胞治療学（メディネット）講座 

工学系・薬学系研究科 

工学系研究科（化学システム工学専攻、機械工学

専攻、機械工学専攻流体工学研究室、精密機械工

学専攻医用精密工学研究室、システム量子工学専

攻、原子力国際専攻、化学生命工学、マテリアル

工学専攻）、情報理工学系研究科（知能機械情報

学専攻、科知能機械情報学専攻先端治療福祉工学

研究室）、新領域創成科学研究科（バイオメカニ

クス分野）、薬学系研究科薬品代謝化学教室、医

学系研究科疾患生命工学センター（再生医療工学

部門、臨床医工学部門）、原子力工学研究施設、

先端科学研究センター、生産技術研究所 

 

沿革と組織の概要 

2002 年 6 月 東京大学医学部附属病院の特殊診

療部として医工連携部の設立が病院運営会

議で承認される。 

2002 年 9 月 病院の関連する診療科の中から選

定された委員で医工連携部運営委員会が組

織され、医工連携部への参加の基本原則（前

記）が決定される。 

2002 年 10 月 医工連携プロジェクトの公募開

始。18 件の応募があり、審査の結果承認さ

れる。プロジェクトの代表からなる医工連携

部利用者連絡会議が組織され、管理研究棟の

地下と１階のスペース 554.4 ㎡に研究室の

配置を決める。 

2003 年 5 月 医工連携部工事完成。工事費用は

参加グループが分担する。 

2003年5月22日 第一回医工連携研究会開催。

研究活動開始。 

2004 年 9 月 3日 第二回医工連携研究会開催。 

2005年9月13日 第三回医工連携研究会開催。 

2006 年 12 月 21日 第四回医工連携研究会開催。
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（第三回先端医療開発研究クラスター、第二

回疾患生命工学センター、第二回 22 世紀医

療センターとの合同シンポジウム） 

2007 年 12 月 13日 第五回医工連携研究会開催 

2009 年 12 月 3日  第六回医 工 連

携研究会開催。 

 

研究ユニット 

・高精度定位ガン治療システムの開発 

医学部付属病院放射線医学教室  

原子力専攻、原子力国際専攻 

工学系研究科化学システム工学専攻  

 高精度定位 X 線がん治療システム、先進小型

電子ライナックガン診断治療システムの開発。 

 

・半導体ナノ粒子を用いた腫瘍治療への応用 

工学系研究科化学システム工学科 

医学系研究科外科学専攻腫瘍外科学分野 

 ナノ粒子により腫瘍の微小転移の進展状況の

正確な診断と治療法を開発し,臨床に導入するこ

とを目的とする.診断面では,肉眼的に確認不能な

腹膜播種・微小転移を視覚化して，手術や治療方

針の決定に応用する.治療面では,ナノ粒子を細胞

に取り込ませることにより起こる細胞内の変化

を用いて,腫瘍の新しい治療法を追求する. 

 

・強力集束超音波を用いた腫瘍治療法の開発 

工学部機械工学専攻流体工学研究室 

医学部腫瘍外科学講座 

 腫瘍の進展状況の正確な診断と治療法を開発

し，臨床に導入することを目的とする．診断面で

は，数μm オーダーのマイクロバブルを血管内

に導入することにより，微細な腫瘍血管を描出し

て，腫瘍のより正確な進展度診断ならびに治療効

果の判定に応用する.治療面では，集束超音波の

組織内熱吸収効果に加え，マイクロバブルの振動

に伴う発熱効果を用いることにより，より効率的

な腫瘍の非侵襲的治療法を確立する. 

・脳神経外科用ロボマティック・マイクロ・サー

ジェリシステムの開発 

医学部脳神経外科森田研究室  

工学部機械工学専攻光石研究室 

 Micorsurgery 支援ロボットシステムおよび遠

隔手術のための３次元画像表示システムの開発

研究 

 

・体外超音波砕石装置の開発 

医学部泌尿器科学講座 

工学部機械工学専攻流体工学研究室 

 腎臓結石の非侵襲な破砕を目指し，強力集束超

音波(HIFU)によって発生するキャビテーション

気泡を利用した新たな結石破砕手法を開発する。 

 

・診療プロセスのリスク低減支援システムの開発 

医学部薬剤疫学講座 

工学部化学システム工学 

臨床疫学研究システム学講座 

 ゲノム情報を含む生物学的情報と臨床情報の

統合に関する研究・教育。循環器疾患に関するデ

ータベースの構築と活用、テーラーメード医療の

確立。プロテオミクスによる薬剤ターゲットの選

定と創薬。循環器疾患（動脈硬化、心肥大、心不

全）の転写制御の解明と転写因子をターゲットと

した創薬。特異的遺伝子改変動物の開発と個体に

おける各種遺伝子機能の解析。医療データベース

を活用した医療安全モニタリング。医療情報シス

テムの評価手法の開発。臨床／疫学研究における

方法論の検討・開発。 

 

・拍動周期技術を用いた心臓血管外科手術ロボッ

トシステム 

情報理工学系研究科知能機械情報学専攻 

医学系研究科外科学専攻心臓外科 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.120 Oct. 2010 529 

医学系研究科外科学専攻血管外科 

医学部附属病院神経内科 

内視鏡下心臓外科手術支援ロボットシステムを，

小動物の in-vivo 分子イメージングのための顕微

鏡下運動同期技術へ展開．神経筋疾患の診断・リ

ハビリテーションのための神経筋骨格モデルとパ

ラメータ同定手法の開発． 

 

・低侵襲血管外科手術支援システム・血管疾低侵

襲診断治療システムの開発 

医学部附属病院血管外科 

医学部附属病院ティッシュエンジニアリング部 

工学系研究科研究科精密機械工学専攻 

医用精密工学研究室 

 動脈硬化に代表される血管病変の低侵襲精密

診断機器や，それに基づく血管病変の低侵襲標的

治療機器を医工連携により共同研究する。 

 

・非侵襲骨強度診断装置の開発 

医学部整形外科 

情報理工学系研究科知能機械情報学教室 

 有限要素法を用いた骨の非侵襲的強度評価方

法の開発。エコートラッキング法を用いた骨折治

癒評価法の開発。軟骨の非侵襲的形態評価法の開

発。 

 

・次世代三次元超音波技術の開発 

医学系研究科心臓外科 

情報理工学系研究科知能機械情報学専攻先端治

療福祉工学研究室 

 超音波リアルタイム 3D装置の開発。高周波超

音波振動子付縫合器の開発。超音波立体表示装置

の開発。超音波リアルタイム 3D装置ガイド下低

侵襲心臓手術の開発 

 

・難治性癌に対する中性子捕捉療法・免疫療法の

開発 

医学研究科臓器病態外科学心臓外科/呼吸器外科 

医学部附属病院放射線科 

工学系研究科システム量子工学専攻 

工学系研究科原子力国際専攻 

先端科学研究センター 

免疫細胞療治療学（メディネット）講座 

 難治性癌に対する集学的治療のとして病院併

設型加速器を用いた中性子捕捉療法を確立する

ことおよび免疫細胞療法の開発をめざす。 

 

・新しい生体分子シグナルの高感度検出法と画像

化の開発とその臨床応用 

薬学系研究科薬品代謝化学教室 

医学部附属病院循環器内科 

 化学に基づいた生体物質の可視化プローブの

開発。動脈硬化症の成因解明と治療法の確立 

 

・人工肝補助装置の開発と臨床応用 

医学部人工臓器移植外科 

生産技術研究所・医学系研究科疾患生命工学セン

ター 

 当研究室は，医学部人工臓器移植外科と生産技

術研究所・酒井研究室からなる．主として人工肝

臓開発を目標とし，10 年間にわたり共同研究を

行ってきている．現在の研究は，人工肝補助装置

の開発，ヒト有用タンパクを生産する形質転換ブ

タの開発，新しいアフェレシス療法の開発と臨床

応用，埋め込み型肝組織開発，である． 

 

・ナノ粒子による遺伝子導入法を用いた生活習慣

病の新規治療法の開発 

医学系研究科循環器内科、 

医学系研究科糖尿病代謝内科 

疾患生命工学センター 

 生活習慣病の病因・病態の分子メカニズムを解

明し、それを標的分子とした治療に応用すること

を目標としている。この目的のため本拠点では、
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ナノ粒子を用いた遺伝子導入の系を用いる医工

連携を行う。新規生活習慣病モデル動物作製技術

の開発と遺伝子治療への応用。脂肪組織由来液性

因子（アディポカイン）がメタボリックシンドロ

ーム（代謝症候群）の病態形成に及ぼす影響とそ

のメカニズムの解明。アディポネクチンなどの主

要アディポカインのシグナル伝達経路の解明 

 

・細胞増殖・分化を促進する Scaffold とメカニ

カルストレスを利用した骨・軟骨再生法の開発 

医学部整形外科学教室 

医学部整形外科学教室 

工学系研究科マテリアル工学専攻 

医学部附属疾患生命工学センター再生医療工学

部門 

医学部顎口腔外科学教室 

 生体適合性に優れた MPC のナノ表面処理に

よる、人工関節の弛みの抑制。骨・軟骨・血管再

生に適合した生体親和性材料の創製。物理的刺激

を用いた再生骨・軟骨組織の生体外再構築 

 

・ヒト心筋細胞機能測定システム開 

医学研究科臓器病態外科学心臓外科 

新領域創成科学研究科バイオメカニクス分野 

 分 子 動態に 基 づく心 臓 シミュレー タ ー

（virtual heart）の開発を行っているが、医工連

携部の当研究室ではシミュレータ実現に必要な

細胞レベルでの基礎データ取得および検証のた

めの実験を行っている。これらの結果を統合し治

療、診断シミュレータの開発など臨床応用を目指

している。 

 

・再生医療のための人工ウイルスによる遺伝子導

入法の開発に関する研究 

工学系研究科マテリアル工学専攻 

医学系研究科軟骨・骨再生医療寄付講座 

医学系研究科骨・軟骨再生医療寄付講座 

医学部整形外科学教室 

医学部顎口腔外科学教室 

大学院医学系研究科附属疾患生命工学センター

臨床医工学部門 

医学部附属病院ティッシュ・エンジニアリング部 

 非ウイルス性遺伝子導入法の開発。非ウィルス

性 siRNA導入法の開発。安全性と実用性に優れ

た再生軟骨、再生骨の作出。現実的な生産体制と

品質管理法の確立。臨床治験の推進と日常診療へ

の導入。骨・軟骨分化を簡便・正確・非侵襲的に

検出するシステムの開発。骨・軟骨分化に必要十

分なシグナルの決定。血管新生をともなう骨誘導

法の開発。骨・軟骨細胞シート培養法の開発。骨・

軟骨誘導薬のスクリーニング 

 

・高分子ミセル型ナノ・パーティクルを用いたデ

リバリーシステムによる新しい血管新生療法の

開発 

医学部附属病院ティッシュエンジニアリング部

血管再生医療講座 

工学系研究科マテリアル工学学専攻 

 当研究室では、循環器・血管疾患の遺伝子治療

を実現するための安全かつ効率的な非ウイルス

型遺伝子ベクター（高分子ナノミセル）の研究開

発を行っている。ブロック共重合体の自己会合に

より形成される高分子ナノミセルは、凝縮された

遺伝子(プラスミド DNA)を保持する内核が生体

適合性のポリエチレングリコール(PEG)外殻に

より覆われた構造を有しており、表層にはパイロ

ット分子を装着することが可能である。この天然

のウイルスの構造を模倣した高分子ナノミセル

は、生体内で内包遺伝子を DNA 分解酵素などか

ら保護し、タンパク質や細胞と非特異的な相互作

用をせず、パイロット分子を介して標的細胞に選

択的に取り込まれることにより、標的細胞への効

率的な遺伝子導入が実現できるものと期待され

る。我々は、このような高分子ナノミセルを利用
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して、動脈壁や筋組織への遺伝子導入を行ってい

る。 

研究業績（2009 年） 
 

1. Masuzawa A, Ohno T, Takamoto S, 

Motomura N, Ono M, Fujita H, Ando J, 

Morita T, Hirata Y, Nagai R, Hirose A, 

Shigeeda T, Kato S, Araie M (2009): In early 

diabetic retinopathy, risk of cardiac events 

after implantation of sirolimus-eluting stent is 

higher than after coronary artery bypass 

surgery. J Cardiol 53; 86-93 

2. Ono M, Kyo S, Nishimura T, Ando M, Nawata 

K, Motomura N, Murakami A(2009): Present 

status and future perspective of ventricular 

assist device implantation: What should we do 

now? J Heart Fail 15; S147 

3. Nishimura T, Kyo S, Ono M, Motomura N, 

Gojo S, Murakami A (2009): The echanical 

assistance for right heart failure post left 

ventricular assist device implantation. J Heart 

Fail 15; S177 

4. Fukushima N, Ono M, Nakatani T, Minami S, 

Konaka S, Ashikari J (2009):Strategies for 

maximizing heart and lung transplantation 

opportunities in Japan. Transplant Proc 41, 

273-276 

5. Hisagi M, Suematsu Y, Masuzawa A, Ono M, 

Motomura N, Takamoto S (2009): 

Image-guided surgical repair of ventricular 

septal rupture using self-expanding device. 

Interact Cardiovasc Thorac Surg. 8, :602-605 

6. Nishimura1 S, Manabe I, Nagasaki M, Eto K, 

Yamashita1 H, Ohsugi M,Otsu M, Hara K, 

Sugiura S, Yoshimura K, Kadowaki T, Nagai 

R CD8+ effector T cells contribute to 

macrophage recruitment and adipose tissue 

inflammation in obesity Nat Med 15:914-920 

(2009) 

7. Hirota K, Okada J, Washio T, Hisada T, 

Sugiura S Echocardiogramsimulator based on 

computer-simulated heart Comput Graph 

Forum in press (2009) 

8. Sugiura S, Katayama S, Umetani N, Hisada T 

Simulation study of aortic valve function using 

the fluid-structure interaction finite element 

method. in Kazui T, Takamoto S edits 

Advances in understanding aortic diseases  

SpringerTokyo 2009 

9. 瀬尾欣也、稲垣正司、平林智子、杉町 勝、杉

浦清了、久田俊明、機械的伸展に対する心筋組

織の膜電位応答とその数理モデルによる不整脈

シミュレー 

10. 西村智、杉浦清了 生態イメージングでみる肥

満細胞組織 肥満・糖尿病の病態を解明するエ

ネルギー代謝の最前線 岡芳知、片桐秀樹編 実

験医学増刊 vol127 (7) 1175-1179 羊土社 

(2009) 

11. Yasuteru Urano, Daisuke Asanuma, Yukihiro 

Hama, Yoshinori Koyama, Tristan Barrett, 

Mako Kamiya, Tetsuo Nagano, Toshiaki 

Watanabe, Akira Hasegawa, Peter L Choyke 

and Hisataka Kobayashi, "Selective molecular 

imaging of viable cancer cells with 

pH-activatable fluorescence probes", Nature 

Medicine, 15, 104-109 (2009). 

12. Yuichiro Koide, Yasuteru Urano, Akira 

Yatsushige, Kenjiro Hanaoka, Takuya Terai 

and Tetsuo Nagano, "Design and 

Development of Enzymatically Activatable 

Photosensitizer Based on Unique 

Characteristics of Thiazole Orange", J. Am. 

Chem. Soc., 131, 6058-6059 (2009). 

13. Daisuke Nagata, Arihiro Kiyosue, Masao 

Takahashi, Hiroshi Satonaka, Kimie Tanaka, 

Masataka Sata, Tetsuo Nagano, Ryozo Nagai 

and Yasunobu Hirata, "A New Constitutively 

Acrive Mutant of AMP-activated Protein 

Kinase Inhibits Anoxia-induced Apoptosis of 

Vascular Endothelial Cell", Hypertension 

Research, 32, 133-139 (2009). 

14. Kazuki Kiyose, Sakiko Aizawa, Eita Sasaki, 

Hirotatsu Kojima, Yasuteru Urano, Kejiro 



532 東京医学・第 120 巻・平成 22 年 10 月 

Hanaoka, Takuya Terai and Tetsuo Nagano, 

"Molecular Design Strategies for 

Near-infrared Ratiometric Fluorescent Probes 

Based on Unique Spectral Properties of 

Aminocyanines", Chemistry - A European 

Journal, 15, 9191-9200 (2009). 

15. Tetsuo Nagano, "Bioimaging Probes for 

Reactive Oxygen Species and Reactive 

Nitrogen Species", J. Clin. Biochem. Nutr., 45, 

111-124 (2009). 

16. Toru Komatsu, Yasuteru Urano, Yuuta 

Fujikawa, Tomonori Kobayashi, Hirotatsu 

Kojima, Takuya Terai, Kenjiro Hanaoka and 

Tetsuo Nagano "Development of 

2,6-carboxy-substituted boron dipyrromethene 

(BODIPY) as a novel scaffold of ratiometric 

fluorescent probes for live cell imaging", Chem. 

Commun., 7015-7017 (2009). 

17. Nagata D, Kiyosue A, Takahashi M, Satonaka 

H, Tanaka K, Sata M, Nagano T, Nagai R, 

Hirata Y: A new costitutively-active muntant 

of AMP-activated protein kinase inhibits 

anoxia-induced apoptosis of vascular 

endothelial cell. Hypertens Res, 32:133-139 

(2009). 

18. Masuzawa A, Ohno T, Takamoto S, 

Motomura N, Ono M, Fujita H, Ando J, 

Morita T, Hirata Y, Nagai R, Hirose A, 

Shigeeda T, Kato S, Araie M. In early-stage 

diabetic retinopathy, risk of cardiac events 

after implantation of sirolimus-eluting stent is 

higher than after coronary artery bypass 

surgery. J Cardiol, 53:86-93 (2009). 

19. Ogawa M, Suzuki JI, Hirata Y, Nagai R, Isobe 

M. A critical role of COX-2 in the progression 

of neointimal formation after wire injury in 

mice. Expert Opin Ther Targets, 13:505-11 

(2009). 

20. Asaba K, Tojo A, Onozato ML, Kinugasa S, 

Miyazaki H, Miyashita K, Uehara Y, Hirata Y, 

Kimura K, Goto A, Omata M, Fujita T. 

Long-term renal prognosis of IgA nephropathy 

with therapeutic trend shifts. Intern Med, 

48:883-90 (2009). 

21. Sekiya M, Osuga J, Nagashima S, Ohshiro T, 

Igarashi M, Okazaki H, Takanashi M, Tazoe F, 

Wada T, Ohta K, Takanashi M, Kumagai M, 

Nishi M, Takase S, Yahagi N, Yagyu H, 

Ohashi K, Nagai R, Kadowaki T, Furukawa Y, 

Ishibashi S: Ablation of neutral cholesterol 

easter hydrolase 1 accelerates atherosclerosis. 

Cell Metab. 10: 219-228, 2009 

22. Assmann A, Ueki K, Winnay JN, Kadowaki T, 

Kulkarni RN: Glucose effects on beta-cell 

growth and survival require activation of 

insulin receptors and insulin receptor 

substrate 2. Mol.Cell.Biol. 29: 3219-3228, 2009 

23. Awazawa M, Ueki K, Inabe K, Yamauchi T, 

Kaneko K, Okazaki Y, Bardeesy N, Ohnishi S, 

Nagai R, Kadowaki T,: Adiponectin suppresses 

hepatic SREBP1c expression in an 

AdipoR1/LKB1/AMPK dependent pathway. 

Biochem. Biophys. Res. Commun. 382: 51-56, 

2009 

24. Watanabe T, Kubota N, Ohsugi M, Kubota T, 

Takamoto I, Iwabu M, Awazawa M, 

Katsuyama H, Hasegawa C, Tokuyama K, 

Moroi M, Sugi K, Yamauchi T, Noda T, Nagai 

R, Terauchi Y, Tobe K, Ueki K, Kadowaki T: 

Rimonabant ameliorates insulin resistance via 

both adiponectin-dependent and 

adiponectin-independent pathways. 

J.Biol.Chem. 284: 1803-1812, 2009 

25. Kurabe N, Arai S, Nishijima A, Kubota N, 

Suizu F, Mori M, Kurokawa J, Miyazaki MK, 

Ide T, Murakami K, Miyake K, Ueki K, Koga 

H, Yatomi Y, Tashiro F, Noguchi M,Kadowaki 

T, Miyazaki T: The death effector 

domain-containing DEDD supports S6K1 

activity via preventing Cdk1-dependent 

inhibitory phosphorylation.  J.Biol.Chem. 

284: 5050-5055, 2009 

26. Nishimura S, Manabe I, Nagasaki M, Eto K, 

Yamashita H, Ohsugi M, Otsu M, Hara 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.120 Oct. 2010 533 

K,Ueki K, Sugiura S, Yoshimura K, Kadowaki 

T, Nagai R : CD8+ effector T cells contribute to 

macrophage recruitment and adipose tissue 

inflammation in obesity.  Nature Medicine 15: 

914-920, 2009 

27. Takazawa T, Yamauchi T, Tsuchida A, Takata 

M, Hada Y, Iwabu M, Okada-Iwabu M, Ueki K, 

Kadowaki T, : Peroxisome proliferator-

activated receptor gamma agonist 

rosiglitazone increases the expression of very 

low density lipoprotein receptor gene in 

adipocytes. J.Biol.Chem. 30: 30049-30057, 

2009 

28. Matsuda S, Mikami Y, Ohtani M, Fujiwara M, 

Hirata Y, Minowa A, Terauchi Y,Kadowaki T, 

Koyasu S: Critical role of class IA PI3K for 

c-Rel expression in B lymphocytes. Blood 113: 

1037-1044, 2009 

29. Igarashi M, Osuga JI, Isshiki M, Sekiya M, 

Okazaki H, Takase S, Takanashi M, Ohta K, 

Kumagai M, Nishi M, Fujita T, Nagai R, 

Kadowaki T, Ishibashi S: Targeting of neutral 

cholesterol ester hydrolase to the endoplasmic 

reticulum via its N-terminal sequence. J. Lipid 

Res. 51: 274-285, 2009 

30. Kadowaki T, Yamauchi T, Kubota N, Fujisawa 

T, Nakagama H, Nakajima A, Terauchi Y, 

Ueki K: Role of adiponectin and its receptors 

in obesity-linked insulin resistance and 

metabolic syndrome. Metabolic Syndrome: 

Carcinogenesis and Prevention 91-96, 2009 

31. Kambara H., Yamazaki T., Hayashi D., Kohro 

T., Okada Y., Nagai R.and The JCAD Study 

Investigators   Gender Differences in 

Patients With Coronary Artery Disease in 

Japan The Japanese Coronary Artery Disease 

Study (The JCAD Study) Circ J 73(5); 

912-917,2009 

32. Tanaka Y., Daida H., Imai Y., Miyauchi K., 

Sato Y., Hiwatari M., Kitagawa A., Kishimoto 

J., Yamazaki T., Kawamori R.  Morning 

home blood pressure may be a significant 

marker of nephropathy in Japanese patients 

with type 2 diabetes: ADVANCED-J study 1  

Hypertens R 32; 770-774,2009 

33. Uchiyama S., Goto S., Matsumoto M., Nagai 

R., Origasa H., Yamazaki T., Shigematsu H., 

Shimada K., Yamada N., Bhatt DL., Steg PG., 

Ikeda Y. on behalf of the REACH Registry 

Investigators Cardiovascular event rates in 

patients with cerebrovascular disease and 

atherothrombosis at other vascular locations: 

Results from 1-year outcomes in the Japanese 

REACH Registry J Neurol  Sci 

15;287(1-2):45-51,2009 

34. Kaku K., Daida H., Kashiwagi A., Yamashina 

A., Yamazaki T., Momomura S., Iwase T., 

Yamasaki Y., Nagatsuka K., Kitagawa K., 

Kawamori R.: Long-term effects of 

pioglitazone in Japanese patients with type 2 

diabetes without a recent history of 

macrovascular morbidity Current Medical 

Research & Opinion 25:2925-2932,2009 

35. Yamazaki T., Kurabayashi M., and the 

ASTRO-1 Study Group.  A Randomized 

Controlled Study to Compare the Effects of 

Rosuvastatin 2.5mg and Pravastatin 10mg on 

the Plasma Lipid Profile in Japanese Patients 

with Hypercholesterolemia ASTRO-1) Annals 

of Vascular Diseases (2,3):148-158,2009 

36. Yamazaki T., Kurabayashi M., and the 

ASTRO-2 Study Group.  A Randomized 

Controlled Study to Compare the Effects of 

Rosuvastatin 5mg and Atorvastatin 10 mg on 

the Plasma Lipid Profile in Japanese Patients 

with Hypercholesterolemia (ASTRO-2) Annals 

of Vascular Diseases (2,3):159-173,2009 

37. Kohro T., Hayashi D., Yamazaki T., Nagai R., 

The JCAD Investigators. Beta-Bloker 

Prescription Among Japanese Cardiologists 

and Its Effects on Various Outcomes.  Circ J 

74(5):962-9,2010 

38. Kohro T., Yamazaki T.  Cardiovascular  

clinical trials in Japan and controversies 



534 東京医学・第 120 巻・平成 22 年 10 月 

regarding prospective randomized open-label 

blinded end-point design  Hypertens Res  32: 

109-114, 2009 

39. Kohro T., Yamazaki T.  Mechanism of 

statin-induced myopathy investigated using 

microarray technology  J of Atherosclerosis 

and Thrombosis 16: 30-32, 2009 

40. Kohro T., Yamazaki T.  Eicosapentaenoic 

acid (EPA) in reducing secondary 

cardiovascular events in hypercholesterolemic 

Japanese patients Circ J  73(7): 1197-1198, 

2009 

41. Yoshinori Iizuka, Masahiko Munechika, 

Satoko Tsuru : Quality Approach to 

Healthcare - Fundamentals -, Proceedings of 

53rd EOQ Congress, scientific  paper total 8p, 

CD-ROM, 2009 

42. Satoko Tsuru, Yoshinori Iizuka, Masahiko 

Munechika: A Framework for Structured 

Clinical Knowledge - PCAPS, Proceedings of 

53rd EOQ Congress, scientific paper total 8p, 

CD-ROM, 2009 

43. 加藤省吾，水流聡子，飯塚悦功：ケア決定プロ

セスに必要なADLに関する知識コンテンツの構

築，品質，39(2)，77-97，2009 

44. 飯塚悦功・水流聡子・棟近雅彦：医療の質安全

保証を実現する患者状態適応型パス.電子コンテ

ンツ2008年版，日本規格協会，2009 

45. Shogo Kato, Satoko Tsuru, Yoshinori Iizuka : 

A Model for Preventing Accidental Falls in 

Hospitals -Management Plan for Each 

Individual Patient- , Proceedings of the 7th 

Asian Network for Quality Congress, scientific 

paper 477-486,2009 

46. Misako Harada, Shogo Kato, Satoko Tsuru, 

Yoshinori Iizuka : Designing PCAPS Regional 

Healthcare Cooperation Model for Cancer 

Treatment, Proceedings of the 7th Asian 

Network for Quality Congress, scientific paper 

875-884, 2009 

47. Satoko Tsuru, Yoshinori Iizuka, Masahiko 

Munechika : Structuring Clinical Nursing 

Knowledge using PCAPS :Patient Condition 

Adaptive path System, Proceedings of 

NI2009(Connecting Health and Humans 

IOS-Press ISBN 978-1-60750-024-7), scientific 

paper 391-395, 2009 

48. Shogo Kato, Satoko Tsuru, Yoshinori Iizuka : 

Framework for Preventing Accidental Falls in 

Hospitals - Management Plan for ADL, 

Medication, and Medical Conditions - , 

Proceedings of NI2009(Connecting Health and 

Humans IOS-Press ISBN 978-1-60750-024-7), 

scientific paper 450-454, 2009 

49. Ryoko Shimono, Satoko Tsuru, Yoshinori 

Iizuka, Shogo Kato, Masahiko Munechika : 

The Mapping Model of Employee on Hospital 

job Based on Competence, Proceedings of the 

7th Asian Network for Quality Congress, 

922-928, 2009 

50. Ryoko Shimono, Satoko Tsuru, Yoshinori 

Iizuka, Shogo Kato, Masahiko Munechika, 

Masaaki Kaneko : A Method to Improve a Job 

Process at a Hospital Using the "Unit Process 

Flow Chart", Proceedings of NI2009 

(Connecting Health and Humans IOS-Press 

ISBN 978-1-60750-024-7), scientific paper 

15-19, 2009 

51. Du D, Furukawa KS, Ushida T,3D culture of 

osteoblast-like cells by unidirectional or 

oscillatory flow for bone tissue engineering,  

Biotechnol.and Bioeng., 102(6): 1670-1678 

(2009) 

52. Du D, Furukawa KS, Ushida T, Oscillatory 

perfusion culture of CaP-based tissue 

engineering bone with and without 

dexamethasone, Ann. of Biomed.Eng., 37(1): 

146-155 (2009) 

53. Furukawa KS, Seki S, Hirano Y, Miki H, 

Mizuhara K, Yamane T, Tateishi T, Ushida T, 

Real-time evaluation of hemocompatible 

materials by human platelets as an 

alternative to animal experimentation, 

AATEX J., 14(2),879-886 (2009) 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.120 Oct. 2010 535 

54. Miyata K, Gouda N, Takemoto H, Oba M, Lee 

Y, Koyama H, Yamasaki Y, Itaka K, 

Nishiyama N, Kataoka K. Enhanced 

transfection with silica-coated polyplexes 

loading plasmid DNA. Biomaterials. Epub 

2010 Mar 20. 

55. Oba M, Vachutinsky Y, Miyata K, Kano MR, 

Ikeda S, Nishiyama N, Itaka K, Miyazono K, 

Koyama H, Kataoka K. Antiangiogenic gene 

therapy of solid tumor by systemic injection of 

polyplex micelles loading plasmid DNA 

encoding soluble flt-1. Mol Pharm. 2010; 

7(2):501-509. 

56. Vachutinsky Y, Oba M, Miyata K, Hiki S, 

Kano MR, Nishiyama N, Koyama H, 

Miyazono K, Kataoka K. Antiangiogenic gene 

therapy of experimental pancreatic tumor by 

sFlt-1 plasmid DNA carried by RGD-modified 

crosslinked polyplex micelles. J Control 

Release. 2010  

57. Takayama T, Taguchi T, Koyama H, Sakari M, 

Kamimura W, Takato T, Miyata T, Nagawa H.  

The growth of a vascular network inside a 

collagen-citric acid derivative hydrogel in rats.  

Biomaterials. 2009, 30(21):3580-3587.  

58. Hashimoto T, Koyama H, Miyata T, Hosaka A, 

Tabata Y, Takato T, Nagawa H.  Selective 

and sustained delivery of basic fibroblast 

growth factor (bFGF) for treatment of 

peripheral arterial disease: results of a phase I 

trial. Eur J Vasc Endovasc Surg. 2009 ;

38:71-75. 

59. Katsu M, Koyama H, Maekawa H, Kurihara 

H, Uchida H, Hamada H.  Ex vivo gene 

delivery of ephrin-B2 induces development of 

functional collateral vessels in a rabbit model 

of hind limb ischemia. J Vasc Surg. 2009;49:

192-198.  

60. Matsumoto S, Christie RJ, Nishiyama N, 

Miyata K, Ishii A, Oba M, Koyama H, 

Yamasaki Y, Kataoka K.  Environment-

responsive block copolymer micelles with a 

disulfide cross-linked core for enhanced siRNA 

delivery. Biomacromolecules. 2009 ;10:

119-127. 

61. 小山博之、血管新生治療の可能性と限界、診断

と治療、2009、97(12)、2477-2481 

62. 小山博之、血管新生療法、治療、2009、91、

2724-2730 

63. 小山博之、宮田哲郎、下肢慢性虚血に対する

bFGFタンパクのピンポイントデリバリー法、遺

伝子医学MOOK、2009、96-101 

64. 小山博之、血管新生療法、新しい診断と治療の

ABC「閉塞性動脈硬化症」、2009、163-172 

65. 大庭 誠、小山博之、片岡一則、血管壁への遺

伝子デリバリーを目的とした非ウイルスベクタ

ーの開発、Angiology Frontier、2009、8(3)、60-66 

66. 上村 渉、小山博之、田口哲志、大型臓器再生

への道―アンギオジェニックゲルーAngiology 

Frontier、2009、8(4)、60-66 

67. 大庭 誠、片岡一則、ナノバイオテクノロジー

とドラッグデリバリーシステム、脈管学、2009、

48、371-377 

68. 大庭 誠、片岡一則、高分子ミセル型DDS、フ

ァルマシア、2009、45(3)、227–231 

69. M. Kumagai, M. R. Kano, Y. Morishita, M. Ota, 

Y. Imai, N. Nishiyama, M. Sekino, S. Ueno, K. 

Miyazono, K. Kataoka, Enhanced magnetic 

resonance imaging of experimental pancreatic 

tumor in vivo by block-copolymer-coated 

magnetite nanoparticles with TGF-beta 

inhibitor. J. Control. Release 140 (3) 306-311 

(2009)  

70. M. Zhang, A. Ishii, N. Nishiyama, S. 

Matsumoto, T. Ishii, Y. Yamasaki, K. Kataoka, 

PEGylated calcium phosphate 

nanocomposites as smart environment-

sensitive carriers for siRNA delivery. Adv. 

Mater. 21 (34) 3520-3525 (2009) 

71. M. Han, M. Oba, N. Nishiyama, M.R. Kano, S. 

Kizaka-Kondoh, K. Kataoka, Enhanced 

percolation and gene expression in tumor 

hypoxia by PEGylated polyplex micelles. Mol. 

Ther. 17 (8) 1404-1410 (2009)  



536 東京医学・第 120 巻・平成 22 年 10 月 

72. Y. Lee, T. Ishii, H. Cabral, H. -J. Kim, J. -H. 

Seo, N. Nishiyama, H. Oshima, K. Osada, K. 

Kataoka, Charge-conversional polyionic 

complex micelles-efficient nanocarriers for 

protein delivery into cytoplasm. Angew. Chem. 

Int. Ed. 48 (29) 5309-5312 (2009)  

73. M. Harada-Shiba, I. Takamisawa, K. Miyata, 

T. Ishii, N. Nishiyama, K. Itaka, K. Kangawa, 

F. Yoshihara, Y. Asada, K. Hatakeyama, N. 

Nagaya, K. Kataoka, Intratracheal gene 

transfer of adrenomedullin using polyplex 

nanomicelles attenuates monocrotaline-

induced pulmonary hypertension in rats. Mol 

Ther. 17 (7) 1180-1186 (2009)  

74. W. Wang, K. Itaka, S. Ohba, N. Nishiyama, U. 

Chung, Y. Yamasaki, K. Kataoka, 3D spheroid 

culture system on micropatterned substrates 

for improved differentiation efficiency of 

multipotent mesenchymal stem cells. 

Biomaterials 30 (14) 2705-2715 (2009)  

75. N. Nishiyama, Y. Nakagishi, Y. Morimoto, P.-S. 

Lai, K. Miyazaki, K. Urano, S. Horie, M. 

Kumagai, S. Fukushima, Y. Cheng, W.-D. 

Jang, M. Kikuchi, K. Kataoka, Enhanced 

photodynamic cancer treatment by 

supramolecular nanocarriers charged with 

dendrimer phthalocyanine. J. Control. Release 

133 (3) 245-251 (2009)  

76. H. Cabral, M. Nakanishi, M. Kumagai, W.-D. 

Jang, N. Nishiyama, K. Kataoka, A 

photo-activated targeting chemotherapy using 

glutathione sensitive camptothecin-loaded 

polymeric micelles. Pharm. Res. 26 (1) 82-92 

(2009) 

77. A. Kishimura, S. Liamsuwan, H. Matsuda, W. 

-F. Dong, K. Osada, Y. Yamasaki, K. Kataoka, 

pH-Dependent permeability change and 

reversible structural transition of PEGylated 

polyion complex vesicles (PICsomes) in 

aqueous media. Soft Matter 5 (3) 529-532 

(2009) 

78. S. Matsumoto, R. J. Christie, N. Nishiyama, K. 

Miyata, A. Ishii, M. Oba, H. Koyama, Y. 

Yamasaki, K. Kataoka, Environment-

responsive block copolymer micelles with a 

disulfide cross-linked core for enhanced siRNA 

delivery. Biomacromolecules 10 (1) 119-127 

(2009)  

79. Katsu Yamane, Akihiko Murai, Sadahiro 

Takaya, and Yoshihiko Nakamura, “Muscle 

Tension Database for Contact-Free Estimation 

of Human Somatosensory Information,” Proc. 

of IEEE International Conference on Robotics 

and Automation, pp.633-638, 12-17 May 2009. 

80. Gentiane Venture, Ko Ayusawa, and Yoshihiko 

Nakamura, “Realtime Identification Software 

for Human Whole-Body Segment Parameters 

Using Motion Capture and its Visualization 

Interface,” Proc. of IEEE International 

Conference on Rehabilitation Robotics, 

pp.109-114, June 23-26, 2009. 

81. Gentiane Venture, Ko Ayusawa, and Yoshihiko 

Nakamura, "Real-Time Identification and 

Visualization of Human Segment Parameters" 

Proc. of 31st Annual International Conference 

of IEEE Engineering in Medicine and Biology 

Society, pp.3983-3986, September 4-6, 2009. 

82. Gentiane Venture, Ko Ayusawa, Dana Kulic, 

and Yoshihiko Nakamura, “Monitoring the 

Segment Parameters During Long Term 

Physical Training from Motion Capture Data," 

Proc. of 31st Annual International Conference 

of IEEE Engineering in Medicine and Biology 

Society, pp 5247-5250, September 4-6, 2009. 

83. Akihiko Murai, Yamane Katsu, and Yoshihiko 

Nakamura, "Characterization of Motor Skill 

Based on Musculoskeletal Model," Proc. of 31st 

Annual International Conference of IEEE 

Engineering in Medicine and Biology Society, 

September 4-6, 2009. 

84. Akihiko Murai, Kosuke Kurosaki, Yamane 

Katsu, and Yoshihiko Nakamura, 

"Computationally Fast Estimation of Muscle 

Tension for Realtime Bio-feedback," Proc. of 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.120 Oct. 2010 537 

31st Annual International Conference of IEEE 

Engineering in Medicine and Biology Society, 

pp. 6546-6549, September 4-6, 2009. 

85. Gentiane Venture, Ko Ayusawa, Yoshihiko 

Nakamura, "Optimal Estimation of Human 

Body Segments Dynamics Using Realtime 

Visual Feedback," Proc. of IEEE/RSJ 

International Conference on Intelligent Robots 

and Systems, pp.1627-1632, St. Louis, USA, 

October 11-15, 2009. 

86. 村井昭彦，黒崎浩介，山根克，中村仁彦，“モー

ションキャプチャ，EMG，筋の動特性モデルに

基づく筋張力のリアルタイム推定及び可視化”，

第14回ロボティクスシンポジア講演論文集，

pp.23-28, 2009. 

87. ベンチャージェンチャン，鮎澤光，中村仁彦，“実

時間同定と視覚化によるPE軌道の生成とその人

間の全力学パラメータ同定への応用”，日本機械

学会ロボティクス・メカトロニクス講演会2009

講演論文集, 1A1-M04, 2009. 

88. 黒崎浩介，村井昭彦，山根克，中村仁彦，“逆運

動学・逆動力学計算の並列化によるリアルタイ

ム筋張力推定と可視化”，日本機械学会ロボティ

クス・メカトロニクス講演会2009講演論文集，

2A1-C04，2009 

89. Nicholas Herlambang, Hiromasa Yamashita, 

Hongen Liao, Ken Masamune, Takeyoshi 

Dohi: Realtime Integral Videography 

Auto-stereoscopic Surgery Navigation System 

using Intra-operative 3D Ultrasound: System 

Design and In-vivo Feasibility Study, 

Proceedings of 5th Workshop on Augmented 

Environments for Medical Imaging including 

Augmented Reality in Computer-Aided 

Surgery (AMI-ARCS2009, London, UK, 

September 24, 2009), pp. 61-68, 2009 

90. Ken Masamune, Tetsuya Horiuchi, Masahiro 

Mizutani, Hiromasa Yamashita, Hiroyuki 

Tsukihara, Noboru Motomura, Shinichi 

Takamoto, Hongen Liao, Takeyoshi Dohi: 

Novel Endoscope System with Plasma 

Flushing for Off-Pump Cardiac Surgery, 

Medical Image Computing and 

Computer-Assisted Intervention - MICCAI 

2009, 12th International Conference London, 

UK, September 2009 Proceedings, Part I, 

Lecture Notes in Computer Science 5761, pp. 

451-458, 2009 

91. T. Horiuchi, K. Masamune, H. Yamashita, H. 

Tsukihara, S. Takamoto, H. Liao, T. Dohi: 

Endoscope system with plasma flushing and 

separator for off-pump cardiac surgery, World 

Congress on Medical Physics and Biomedical 

Engineering (WC 2009), IFMBE Proceedings 

25/VI, pp. 324-327, September 2009 

92. 堀内哲也，正宗賢，月原弘之，本村昇，川島大，

山下紘正，佐藤生馬，廖洪恩，土肥健純：心拍

動下心腔内観察用同軸円形二重噴流式フラッシ

ュ液内視鏡に関する研究，第18回日本コンピュ

ータ外科学会大会（東京，November 2009），

日本コンピュータ外科学会誌，Vol.11，No. 3，

pp. 288-289，2009． 

93. 堀内哲也，正宗賢，月原弘之，水谷正紘，山下

紘正，廖洪恩，高本眞一，土肥健純：心拍動下

心腔内治療用多チャンネル内視鏡デバイスに関

する研究，第48回日本生体医工学学会大会，日

本生体医工学会誌 生体医工学，Vol. 47，Suppl.1，

p.165（23pmP2-1-9），東京，April 2009 

94. Ohnishi I. Matsuyama J. Bone fracture and 

the healing mechanisms. A new method for 

evaluation of fracture healing by echo tracking. 

Clinical Calcium. 19(5):682-90, 2009 

95. Ohnishi I. Prediction of vertebral strength 

using a CT based finite element 

method--clinical application in evaluation of 

the efficacy of alendronate. Nippon Rinsho - 

Japanese Journal of Clinical Medicine. 

67(5):932-7, 2009 

96. Matsumoto T. Ohnishi I. Bessho M. Imai K. 

Ohashi S. Nakamura K. Prediction of 

vertebral strength under loading conditions 

occurring in activities of daily living using a 

computed tomography-based nonlinear finite 

element method. Spine. 34(14):1464-9, 2009. 



538 東京医学・第 120 巻・平成 22 年 10 月 

97. Bessho M. Ohnishi I. Matsumoto T. Ohashi S. 

Matsuyama J. Tobita K. Kaneko M. 

Nakamura K. Prediction of proximal femur 

strength using a CT-based nonlinear finite 

element method: differences in predicted 

fracture load and site with changing load and 

boundary conditions. Bone. 45(2):226-31, 2009 

Aug. 

98. Imai K. Ohnishi I. Matsumoto T. Yamamoto S. 

Nakamura K. Assessment of vertebral 

fracture risk and therapeutic effects of 

alendronate in postmenopausal women using 

a quantitative computed tomography-based 

nonlinear finite element method. Osteoporosis 

International. 20(5):801-10, 2009.  

99. Low O2 metabolism of Hep G2 cells cultured 

at high cell density in a 3D microstructured 

scaffolds C. Provin, K. Takano, T. Yoshida, Y. 

Sakai, T. Fujii and R. Shirakashi Biomed. 

Microdev., 11(2), 485-494 (2009). 

100. Spontaneous formation of highly functional 

three-dimensional multilayer from human 

hepatoma Hep G2 cells cultured on an 

oxygen-permeable polydimethylsiloxane 

membrane F. Evenou, T. Fujii, and Y. Sakai 

Tissue Engineering Part C: Methods, 

16(2):311-318 (2010). 

101. Study of on-chip individual embryo coculture 

with microporous membrane supported 

endometrial cells Hiroshi Kimura, Hiroko 

Nakamura, Tomonori Akai, Takatoki 

Yamamoto, Hideshi Hattori, Yasuyuki Sakai, 

Teruo Fujii IEEE Trans. NanoBiosci., 8(4), 

318-324 (2010). 

102. Simultaneous evaluation of toxicities using a 

mammalian cell array chip prepared by 

photocatalytic lithography K. Komori, Jun 

Nada, Masaki Nishikawa, Hideo Notsu, Tetsu 

Tatsuma, Yasuyuki Sakai Analytica Chimica 

Acta, 653, 222-227 (2009).. 

103. A micropatterned cell array with an 

integrated oxygen-sensitive fluorescent 

membrane Kevin Montagne, Kikuo Komori, 

Fei Yang, Tetsu Tatsuma, Teruo Fujii and 

Yasuyuki Sakai Photochemical & 

Photobiological Science, 8, 1529-1533 (2009). 

104. Modeling of Reaction and Diffusion Processes 

in a High-Surface-Area Biofuel Cell Electrode 

Made of Redox Polymer-Grafted Carbon 

Takanori Tamaki, Taichi Ito, Takeo 

Yamaguchi, Fuel Cells, 2009(9)37-43 

105. A New Free Volume Theory Based on 

Microscopic Concept of Molecular Collisions 

for Penetrant Self-diffusivity in Polymers 

Hidenori Ohashi, Taichi Ito, Takeo 

Yamaguchi, Journal of Chemical Engineering 

of Japan, 2009(42)86-96  

106. Evaluation of Immobilized Enzyme in a 

High-Surface-Area Biofuel Cell Electrode 

Made of Redox-Polymer-Grafted Carbon Black  

Takanori Tamaki, Atsushi Hiraide, Faizly B. 

Asmat, Hidenori Ohashi, Taichi Ito,  Takeo 

Yamaguchi Industrial & Engineering 

Chemistry Research 2010(49)6394-6398 

107. Isolation and Analysis of a Grafted Polymer 

onto a Straight Cylindrical Pore in a Thermal- 

Responsive Gating Membrane and 

Elucidation of its Permeation Behavior 

Hidenori Kuroki, Hidenori Ohashi, Taichi Ito, 

Takanori Tamaki, Takeo Yamaguchi Journal 

of Membrane Science 2010(352)22-31 

108. Sensitivity enhancement of a molecular 

recognition ion gating membrane in an 

aqueous ethanol solution Taichi Ito, Yuhei 

Oshiba, Hidenori Ohashi, Takanori Tamaki, 

Takeo Yamaguchi Journal of Membrane 

Science 2010(348)369-375 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.120 Oct. 2010 539 

 

地域連携型高度医療人養成推進センター

（新設） 
 

准教授 

清水伸幸 

 

ホームページ 

 

 

沿革と組織の概要 

当センターは、現在大きな社会問題となってい

る『医師不足』『大学病院の医師派遣機能低下』に

対応すべく、東京大学医学部附属病院と地域の医

療機関が密接に連携し実施する『循環型の医療人

キャリア形成システム』を構築するために、平成

２１年４月に人事部の下に設置されました。 

 

概要 

１）東京大学医学部附属病院(以後東大病院と呼

ぶ)と人事交流のある病院（以後関 連病院と呼ぶ）

との間の相方向的な人事交流を活性化するため、

関連病院に対する東大病院の窓口となって人事に

関する関連病院の情報や東大病院に対する関連病

院からの要望などを定期的に収集します。 

２）関連病院からの人事に関する情報や要望を東

大病院の関係する診療科に提供し、それらの診療

科と協力して東大病院に勤務する医師の関連病院

への就職を援助します。 

３）関連病院に勤務する医師がその診療技術や経

験を深めるために東大病院で一定 期間研修する

ことを関連病院から依頼された場合には、これを

診療科に伝達し実現に向けた援助を行います。 

 

特色 

本センターの対象は医師・歯科医師に限定せず、

看護師・薬剤師をはじめとする全ての医療従事者

のキャリア形成支援を行なっていきます。関連病

院における指導体制・環境整備の充実や、東大病

院と関連病院間のネットワークを整備することに

より、東大病院の有する教育研修機能・臨床研究

機能の一層の強化を図ります。 

これまでの、診療科、研究室単位の枠を超えた、

広い視野での人的交流を通して、東大病院と関連

病院との間の相互交流による循環型の医療人キャ

リア形成システムのモデルカリキュラム案を構築

し、これを社会に提示していきます。 

 

以上の構想のもと、実際の人事上の問題点対策

を中心に開設準備を進めています。 
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分子病態医科学部門 
 

教授 

宮崎 徹 

講師 

新井郷子 

助教 

中島克彦 

 

ホームページ http://tmlab.m.u-tokyo.ac.jp/ 
 

 

研究方針と研究内容 

本研究室は、種々の疾患の発症増悪のメカニズ

ムの探究と、それに関連する生命現象の生理的な

解明を主眼とし研究を行う。遺伝子ノックアウト

やトランスジェニックマウスの手法を用いた生

体における遺伝子操作の豊富な技術的背景に基

づき、各々の対象疾患に対して、可能な限り vivo

での解析を行う。したがって最終的には、研究成

果を新しい治療法の開発、検討にも結び付けて行

く方針である。未知の病態や生理現象の探究解明

に挑むという立場から、研究分野や戦略、技術に

おいて、ある特定の領域に限定することはせず、

多くの研究室とコラボレーションしながら幅広

く研究を行う。これは、基礎医学、臨床医学、お

よび工学の総合科学をめざす疾患生命工学セン

ターの趣旨に準ずるものである。また、研究対象

とする分子は、なるべく自分たちでクローニング

した新しい遺伝子、蛋白質とし、既知の現象の

detailの探究ではなく、novel insightsの発見を

主眼とする。今後 5年間は主に以下のプロジェク

トを中心に研究を行う。 

 

（１）動脈硬化とアポプトーシス  

動脈硬化において、硬化病変部に存在する主要

な細胞であるマクロファージの細胞死（アポプト

ーシス）は、病態発生および進行に大きく関与す

ると考えられているが、その制御機構や、実際の

関与の意義に関しては、明らかにされていない。

本研究室で発見したアポプトーシス抑制因子

AIM は、マクロファージの脂肪泡沫化の主原因

である酸化 LDLによってマクロファージに特異

的に発現誘導されることが明らかになった。実際、

動脈硬化病変部のマクロファージは非常に強く

AIM を発現しており、高コレステロールにより

誘導される動脈硬化は、AIM ノックアウトマウ

スにおいて有意に軽減する。今後、AIM の受容

体の単離とそのシグナル伝達を解明することに

より、AIM がどのようにアポプトーシスを抑制

するかを明らかにする。また、機能的な抗 AIM

抗体を樹立し、抗体投与による動脈硬化の予防と

治療の可能性を探究する。   

 

（２）ポリコーム分子によるエピジェネティック

スと発癌抑制のメカニズム  

発癌の重要なメカニズムの一つに、ゲノムのエ

ピジェネティカルな制御の異常によるゲノムの

不安定化がある。このエピジェネティックスを制

御している重要な分子群がポリコーム・グループ
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分子（PcG）である。我々は、ｍｂｔドメインを

持つユニークな PcG に着目し、それらの生理機

能と白血病を中心とする発癌との関係を研究し

ている。そのうちの一つとして、我々が新しく同

定した核タンパク質である MBT-1 がある。

MBT-1 は血球前駆細胞の分化を促進するが、増

殖に影響を及ぼさない。したがってそのノックア

ウトマウスでは、未分化な血球前駆細胞の白血病

様の蓄積がみられる。MBT-1 による血球の分化

特異的な制御のメカニズムの全容を解明すると

ともに、患者白血病細胞におけるMBT-1 欠損有

無の大規模なスクリーニングを行い、MBT-1 機

能不全の臨床的な関与の探究を行う。また、

MBT-1 発現誘導または強制発現による白血病細

胞の分化誘導療法の可能性も探る。 

 

（３）細胞分裂制御と細胞・体のサイジング、お

よび不妊、発癌 

我々はアポプトーシス関連遺伝子 DEDDが、

細胞分裂の進行を調節することによって、リボゾ

ーム RNA およびタンパク質の含有量を制御し、

結果的に細胞、ひいては体全体の大きさを決定し

ていることを発見した。さらに DEDDは栄養の

センサーの一員としても働いていることや、細胞

分裂のアクションそのものに影響を及ぼしてい

るなど、多彩な作用を有していることを見出して

いる。また、DEDD のノックアウトマウスは発

癌抑制、不妊など様々な症状を呈する。今後、

DEDD をめぐる分子メカニズムを完全に解明し、

種々の疾患の根本的なメカニズムへの関与、さら

には DEDDをターゲットとした治療法を開発し

て行きたい。 

 

（４）先天性代謝異常疾患プロピオン酸血症の新

しい治療法の確立 

プロピオン酸血症はプロピオニル CoA カルボ

キシレースの先天的欠損により、出生後急激な代

謝性アシドーシスを発症し、時に死に至る小児疾

患である。現在までの所、効果的な治療法として

は食餌制限しか無く、最近肝移植が試みられてい

るものの、患者への浸襲と長期的な与後について

は未だ確立したデータはない。我々は、カルボキ

シレースアルファ鎖の遺伝子ノックアウトマウ

スの作製により、モデルマウスのシステムを樹立

した。また、ノックアウトマウスにおいて、肝臓

特異的にカルボキシレースの酵素活性を補うこ

とにより病状を完全に回復させ得ることを示し

た。この結果をもとに、今後、肝幹細胞を胎児期、

もしくは新生児期に直接肝臓に移植し、正常肝細

胞とのキメラ肝とすることにより、病気の根本的

治療の確立をめざす。 

 

教育および教室としての活動 

医学生物学の研究には、アイデア、戦略、実験

技術の 3つが不可欠であると考える。したがって、

学生の間に出来る限り広範囲な技術を習得し、ポ

スドクの期間に研究のアイデア、戦略を養ってい

くことを教育の目標としている。また、教授（宮

崎）の長期に渡る海外での研究歴によって培われ

た幅広い交友関係を基に、海外の第一線の研究者

によるセミナーシリーズを定期的に組織したり、

若手研究者が英語でディスカッションできる場

をなるべく多く作るなど、インターナショナルな

研究環境を築いている。平成 18年に研究室を開

設以来、以下のような活動を継続している。 

 

DBELS（Disease Biology Excellent Lecture Series） 

医学・生物学は、臨床・基礎それぞれにおいて過

去めざましい発展を遂げてきた。我々医学に携わ

る者が目指す次のステップは、臨床・基礎の双方

がこれまで築いてきた研究成果、研究戦略、アイ

デアそしてテクノロジーを十分に融合させ、病気

の根本的な原因となるメカニズムを明らかにし、

それによって対症療法にとどまらない新しい、革
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新的な治療法を開発してゆくことにあると考え

る。そうした先進的な視点から、研修医・若手の

医局員の先生方、さらに学生の方々を対象とした

レクチャー・シリーズを開催している。分子メカ

ニズムから個体としての疾患まで見通すような

研究を行う、国内・外の一線の研究者を招待し講

演をしていただいている。 

第１回：Towards Development of Novel Therapy for 

Atherosclerosis by AIM (Apoptosis Inhibitor of 

Macrophages) ／宮崎徹（東京大学大学院医学系

研究科疾患生命工学センター分子病態医科学 

教授） 

第２回 ：細胞老化と疾患  ―Sir2/Sirt1 と

Nampt/PBEF/visfatin の代謝・老化制御におけ

る役割／今井眞一郎（ワシントン大学医学部助教

授） 

第３回：初期発生過程における細胞分化運命決定

機構／丹羽仁史（理化学研究所 発生・再生総合

研究センター） 

第４回：Studies of the Cellular Topology of 

Prion protein: A novel view for its physiological 

function／遊佐精一（チューリッヒ大学・神経病

理部門） 

第５回：ＡＫＴの活性化と発ガンの分子機構／野

口昌幸（北海道大学 遺伝子病制御研究所 教授） 

第６回：マウスミュータジェネシスプロジェクト

と遺伝性難病モデル／山村研一（熊本大学 発生

医学研究センター 教授） 

第７回：タンパク質間相互作用を標的とした新し

い in silico 創薬方法論の開発／田沼靖一（東京

理科大学薬学部 教授） 

第８回：Genetic Pathways to Systemic Autoimmunity 

／Edward K.Wakeland（テキサス大学教授 教授） 

第 9 回：Deciphering the Signaling Pathways 

Regulating Host Immunity against Mycobacterial 

Infections: Maintaining the Balance ／ Jean 

Pieters （University of Basel 教授） 

第 10 回：Klotho蛋白が制御する新たな生体応答

システム／鍋島陽一 （京都大学大学院医学系研

究科 教授） 

第 11 回：ゲノムに刻む抗体記憶／本庶佑（京都

大学大学院医学系研究科 教授 総合科学技術

会議議員） 

第 12 回：心筋梗塞後の心繊維化進行と予後に影

響をおよぼす新しい病態メカニズム "A novel 

role for the SFRP2 on myocardial 

infarction-associated fibrosis acting as a 

procollagen C-proteinase enhancer"／Thomas 

N. Sato（コーネル大学 教授） 

第 13 回：Wnt分子とその制御因子による心筋の

発 生 分 化 制 御 “Regulation of cardiac 

myogenesis by Wnts and Wnt inhibitors" 

／塩島 一朗（千葉大学大学院医学研究院 心血

管病態解析学講座 准教授） 

第 14 回： The European Conditional Mouse 

Mutagenesis Program (EUCOMM ） ／ Dr. 

Roland Friedel（Technical University Munich, 

GSF-National Research Center for 

Environment and Health, The Max- 

Planck-Institute of Psychiatry) 

第 15 回：ライフサイエンス分野における知財戦

略の現状と将来～iPS 知財支援プロジェクトを

含めて～/秋元浩（日本製薬工業協会 知的財産

顧問 知財支援プロジェクトリーダー・東京大学

大学院工学系研究科 客員教授） 

  

DBELSスペシャルセミナー 

第 1 回：In vivo RNAiの新技術／タンデム型ク

ローニングと安定型株構築技術についてのセミ

ナー(インビトロジェン社) 

第 2 回：NanoSPECT/CTによる新しい in vivo

イメージング技術を用いた Disease Biology／

Victor Tchiprout（Bioscan Inc.） 
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DBELS JUNIOR  

平成２１年４月より開催している若手研究者に

よる疾患生命科学セミナーシリーズ。臨床で忙し

い研修医や若手の病院スタッフにとっては自分

たちと同じ年頃の研究者がどのような疾患研究

をしているのか知る機会になり、さらなる研究意

欲を高めるのに役立つ。一方、講演者にとっては、

疾患を研究する上で、臨床の現場の最前線で働い

ている医師のフィードバックを得られるよいチ

ャンスとなる。 

第１回：血小板活性化因子（PAF）生合成酵素と

肺サーファクタント脂質生合成酵素 - 炎症性

メディエーターと呼吸必須因子  ／進藤英雄  

（東京大学大学院医学系研究科 分子細胞生物

学専攻 生化学分子生物学（細胞情報研究部門）

助教）  

 

DBELS-EXTRA 

DBELSの extra-versionとして平成 19年から開

始した、医学研究のために必要な実験技術のレク

チャーシリーズであり、主に大学院生、若手研究

者を対象として行っている。分子生物学、細胞生

物学、遺伝学、免疫学など各分野を専門としてい

る企業や大学、研究所のエキスパートによる、最

新の技術を含めた実験技術の講義・解説である。 

 

第１回：「効率の良いクローニングから蛋白質発現

について」 

第２回：「様々なプロテオミクスアプローチと最近

の技術」 

第３回：「RNAiの原理から実験手法まで」 

第４回：「細胞の蛍光免疫染色」 

第５回：「タンパク質の相互作用解析」 

第６回：「miRNA の機能と網羅的プロファイリン

グ」 

第７回：「In situ Hybridization法：データの評価

について」 

第 8 回：「蛍光顕微鏡、共焦点顕微鏡を用いた細胞

イメージング解析」 

第 9 回：「細胞観察から In Vivo Imagingの可能性」 

第 10 回：「Molecular Imaging Today」 

 

DBELS WORKSHOP 

DBELS WORKSHOPは、DBELSの趣旨に賛同

してくださる高名な先生方と、若手研究者・学生

を中心とした一般参加者が環境のよいリゾート

地に集まり、ゆっくりとした雰囲気の中、最上の

サイエンスの話を聞き、普段なかなか接すること

の出来ないと有名な先生方とこれからのサイエ

ンスを担う若手が直接接する機会を作る、という

目的で行うものである。第一回は平成１９年７月

に雲仙・普賢岳で行い盛況のうちに終了した。今

後も随時企画する予定である。 

 

Music and Science 

分子病態医科学部門発足記念行事として世界的

に有名なピアニストKrystian Zimerman氏をお

迎えして、氏の独奏演奏会と宮崎との音楽と科学

に関する討論会を開催した(平成 18年６月)。 

 

客員教授 

平成 1９年(２～４月)は University of Texas 

Southwestern Medical Center at Dallas の

Edward K. Wakeland 教授（遺伝学・免疫学）

に、平成２０年（３～５月）は Harvard Medical 

School の Diane Mathis 教 授 (免疫学 )、

Christophe Benoist 教授(免疫学)に当研究室に

在籍いただき、研究・教育・講演等に活発な活動

を行っていただいた。 

 

主な出版物 

 

(1) Kurokawa, J., Arai, S., Nakashima, K., 

Nagano, H., Nishijima, A., Miyata, K., Ose, 

R., Mori, M.m Kubota, N., Kadowaki, T., 

Oike, Y., Koga, H., Febbraio, M., Iwanaga, T., 
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Miyazaki, T. Macrophage-derived AIM is 

endocytosed into adipocytes and decreases 

lipid droplets via inhibition of fatty acid 

synthase activity. Cell Metab 11: 479-492 

(2010) 

(2) Kurabe, H., Mori, M., Kurokawa, J.,Tniguchi, 

K., Aoyama, H., Atsuda, K., Nishijima, A., 

Odawara, N., Harada, S., Nakashima, k., 

Arai, S., Miyazaki T. The death effector 

domain-containing DEDD forms a complex 

with Akt and Hsp90, and supports their 

stability. Biochem. Biophy. Res. 

Commun.391:1708-1713 (2010) 

(3) Bhatia, H., Hallock, J.L., Sterner, L.S., 

Karkashon, S., Miyazaki, T., Dean, A., & 

Little, J.A. Short-chain fatty acid mediated 

reversed globin gene switch in primary 

definitive erythroid cells. Blood 113: 6440-8. 

(2009) 

(4) Kurabe, N., Arai, S., Nishijima, A., Kubota, 

N., Suizu, F., Mori, M., Kurokawa, J., 

Kondo-Miyazaki, M., Ide, T., Murakami, K., 

Miyake, K., Ueki, K., Koga, K., Yatomi, Y., 

Tashiro, F., Noguchi, M., Kadowaki, T., & 

Miyazaki, T. The death effector 

domain-containing DEDD supports S6K1 

activity via preventing Cdk1-dependent 

inhibitory phosphorylation. J. Biol.Chem. 

284: 5050-5055 (2009) 

(5) 倉部誠也、新井郷子、宮崎徹 Death effector 

domain を有する分子 DEDD による細胞周期

と細胞サイズの調節 生化学 81: No.1, 

24-27 (2009) 

(6) 新井郷子、宮崎徹 マクロファージのアポトー

シス制御による新しい動脈硬化治療の可能性 

実験医学 26 3030-3036 (2008) 

(7) Miyazaki, T. & Arai, S. Two distinct controls 

of mitotic Cdk1/cyclin B1 requisite for cell 

growth prior to cell division. Cell Cycle 6: 

1419 - 1425 (2007). 

(8) Arai, S., Miyake, K., Voit, R., Nemoto, S., 

Wakeland, E.K., Grummt, I. & Miyazaki, T.  

The death-effector domain containing 

protein DEDD is a novel mitotic inhibitor 

requisite for cell growth. Proc. Natl. Acad. 

Sci. USA 104: 2289-2294 (2007). 

(9) Koltsova, E.K, Ciofani, M., Benezra, R., 

Miyazaki, T., Clipstone, N., Zuniga-Pflucker, 

J.C., Wiest, D.L. Early Growth Response 1 

and NF-ATc1 Act in Concert to Promote 

Thymocyte Development beyond the 

beta-Selection Checkpoint. J. Immunol. 179: 

4694-4703 (2007). 

(10) Arai, S., Shelton, J.M., Chen, M., Bradley, 

M.N., Castrillo, A, Bookout, A.L., Mak, P.A., 

Edwards. P.A., Mangelsdorf, D.J., Tontonoz, 

P. & Miyazaki, T.  A role of the apoptosis 

inhibitory factor AIM/Spα/Api6 in 

atherosclerosis development. Cell Metab. 1: 

201-213 (2005). 

(11) Arai, S. & Miyazaki, T.  Impaired 

maturation of myeloid progenitor cells 

exhibiting normal proliferative activity in 

mice lacking the novel Polycomb group 

protein MBT-1.  EMBO J. 24: 1863-1873 

(2005). 

(12) Haks, M.C., Lefebvre, J.M., Lauritsen, J.P.H., 

Carleton, M., Rhodes, M., Miyazaki, T., 

Kappes, D.J. & Wiest, D.L.  Attenuation of 

γδTCR signaling efficiently diverts 

thymocytes to the αβ lineage. Immunity 22: 

595-606 (2005). 

(13) Arai, S., Minjares, C., Nagafuchi, S. & 

Miyazaki, T.  Improved experimental 

procedures for NOD-derived embryonic stem 

cells to achieve an efficient transmission into 

mouse germ line. Exp. Diab. Res. 5: 219-226 

(2004). 

(14) Kuwata, K., Watanabe, H., Jiang, S-Y., 

Yamamoto, T., Miyaji, C., Abo, T., Miyazaki, 

T. & Naito, M.  AIM inhibits apoptosis of T 

cells and NKT cells in 

Corynebacterium-induced Granuloma 

formation in mice. Am. J. Pathol 162: 
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837-847 (2003). 

(15) Ito, Y., Arai, S., van Oers, N.S.C., Aifantis, I., 

von Boehmer, H. & Miyazaki, T.  Positive 

selection by the pre-TCR yields mature CD8+ 

T cells. J. Immunol. 169: 4913-4919. (2002). 

(16) Miyazaki, T., Ohura, T., Kobayashi, M., 

Shigematsu, Y., Yamaguchi, S., Suzuki, Y., 

Hata, I., Aoki, Y., Yang, X., Minjares, C., 

Haruta, I., Uto, H., Ito, Y. & Muller, U.  

Fatal propionic acidemia in mice lacking 

propionyl-CoA carboxylase and its rescue by 

postnatal, liver-specific supplementation via 

a transgene. J. Biol. Chem. 276: 

35995-35999 (2001). 

(17) Haruta, I., Kato, Y., Hashimoto, E., Minjares, 

C., Kennedy, S., Uto, H., Yamauchi, K., 

Kobayashi, M., Yusa, S., Müller, U., Hayashi, 

N. & Miyazaki, T.  Association of AIM with 

hepatitis via supporting macrophage 

survival and enhancing phagocytotic 

function of macrophages. J. Biol. Chem. 276: 

22910-2914 (2001). 

(18) Miyazaki, T., Hirokami, Y., Matsuhashi, N., 

Takatsuka, H. & Naito, M.  Increased 

susceptibility of thymocytes to apoptosis in 

mice lacking AIM, a novel murine 

macrophage-derived soluble factor belonging 

to the scavenger receptor cysteine-rich 

domain superfamily. J. Exp. Med. 

189:413-422 (1999). 

(19) Miyazaki, T. & Lemonnier, F.A.  Modulation 

of thymic selection by expression of an 

immediate-early gene, early growth 

response 1 (Egr-1). J. Exp. Med. 188:715-723 

(1998). 

(20) Miyazaki, T.  Two distinct steps during 

thymocyte maturation from CD4-CD8- to 

CD4+CD8+ distinguished in the early growth 

response (Egr)-1 transgenic mice with a 

recombinase-activating gene deficient 

background. J. Exp. Med.  186: 877-885. 

(1997). 

(21) Miyazaki, T., Müller, U. & Campbell, K.S.  

Normal development but differentially 

altered proliferative responses of 

lymphocytes in mice lacking CD81. EMBO. J. 

16: 4217-4225. (1997). 

(22) Miyazaki, T., Wolf, P., Tourne, S., Waltzinger, 

C., Dierich, A., Barois, N., Ploegh, H., 

Benoist, C. & Mathis, D.  Mice lacking 

H2-M complexes, enigmatic elements of the 

MHC class II peptide-loading pathway. Cell 

84: 531-541 (1996). 

(23) Miyazaki, T., Dierich, A., Benoist, C. & 

Mathis D.  Independent modes of natural 

killing distinguished in mice lacking Lag3. 

Science 272: 405-408 (1996). 

(24) Miyazaki, T., Matsuda, Y., Toyonaga, T., 

Miyazaki, J., Yazaki, Y. & Yamamura, K.   

Prevention of autoimmune insulitis in 

non-obese diabetic mice by expression of 

major histocompatibility complex class I Ld 

molecules. Proc. Natl. Acad. Sci. USA. 89: 

9519-9523 (1992). 

(25) Miyazaki, T., Uno, M., Uehira, M., Kikutani, 

H., Kishimoto, T., Kimoto, M., Nishimoto, H., 

Miyazaki, J. & Yamamura, K.  Direct 

evidence for the contribution of the unique 

I-ANOD to the development of insulitis in 

non-obese diabetic mice. Nature 345: 

722-724 (1990). 
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沿革と組織の概要 

疾患生命工学センターは平成 15年に設立され、

その後、各部門の人事選考が進行し、疾患生命科

学部門(Ⅱ)の初代の教授には、自然科学研究機構

生理学研究所の河西が選出され平成 16 年 7 月に

兼任で着任した。研究室が入る場所は医学部１号

館に予定された。しかし、医学部教育研究棟の完

成が遅れ、１号館を使用していた研究室が教育研

究棟へ移動を完了したのは平成 17年 10月であっ

た。そこで、河西研究室は自然科学研究機構生理

学研究所に平成 17 年 12 月まで留まり、平成 18

年 1月に東大医学部１号館に移動した。河西は平

成 17年 11月より東大医学部の専任となった。平

成 16年 7月に岸本を助手に、平成 17年 10月に

松崎を助手に、平成 18 年 1 月に高橋を特任講師

に、野口を助教に採用した。平成 18年 10月に岸

本は転出し、田中淳一が 11 月に助教となった。

田中は平成 19年 10月に転出し、平成 20年 4月

薬学部の渡辺恵が助教になった。当部門は機能生

物学専攻の協力講座として大学院に属している。

また、平成 20 年 4 月より部門名を構造生理学部

門に改変した。 

教 育 

平成 21 年度は、医学部 M1 学生に対する生理

学の講義、生理学総論 II（河西）及び内分泌各論

（高橋）を担当し、学生実習の内分泌を担当した

（高橋）。フリークオーター、及び、研究室配属で

3名のM1,M2医学部学生を指導した。 

医学修士過程の授業を 4 コマ担当した（河西、

松崎）。博士課程大学院生として機能生物学専攻 5

名、修士課程大学院生 3名が在籍している。 

 

研 究 

我々は２光子励起法を機軸的な方法に用い、分

子生物学的な方法と電気生理学的な方法を組み合

わせて、脳および分泌細胞の機能と疾患の研究を

している。２光子励起法ではフェムト秒レーザー

を光源に用いたレーザー顕微鏡法で、生体組織の

やや深部を最も少ない侵襲で顕微観察できる手法

である。これまで観察できなかった組織内の生理

的現象が観察できるので、既に、多くの成果を生

んでいるが、まだ、運用が難しいためそれほど普

及していない。河西研究室では、1996年より２光

子励起法を用いた研究を開始し、この顕微鏡法を
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開拓しつつ、研究を進めている。 

 

1) チャネルロドプシンを使った経頭蓋的大脳運

動野の神経結合のマッピング 

これまで、大脳皮質の刺激による機能地図の作

製には頭蓋を手術により除去して電極を使う必要

があった。そこで、より非侵襲的な脳機能地図を

作製するために、光刺激で活動電位の誘発が可能

なチャネルロドプシン分子のトランスジェニック

マウスを用いて、頭蓋骨を取らずに、機能地図を

作製する方法を開発した。経頭蓋的な刺激のため

に頭蓋骨はアクリル樹脂を用いて透明にした。麻

酔下にマウス前肢の運動をモニターしながら、レ

ーザー走査顕微鏡で 473nm のレーザー光を照射

すると、対側の前肢の運動が誘発された（文献 1）。

この方法では20 Hzまでの反復刺激が可能だった。

レーザーを走査することにより、前肢運動の機能

地図を取ることができた。この機能地図は、左右

両側に渡ってとることがでる。数週間に渡って、

何度かマップを取得すると、ほぼ一定のマップが

安定にとれることがわかった。この様に、大脳の

可塑性を非侵襲的に測定する新たな手法を開発し

た（文献 1）。 

 

2) ２光子励起可能なケイジドGABA試薬の開発 

我々は 2001 年に２光子励起可能なケイジドグ

ルタミン酸試薬の合成に成功し、これにより単一

グルタミン酸作動性シナプスを刺激することが可

能となり、その利用が広まり、多くの知見が明ら

かになった。一方、我々は抑制性の伝達物質の２

光子励起にも同時に挑戦していたが、長らくこれ

には成功しなかった。これは、GABAの誘導体を

合成すると GABA 受容体の阻害剤になりやすい

ためであった。この為、様々の誘導体を試行錯誤

で試み、calboxy-di-nitroindolinyl-GABA が阻害

作用が比較的少なく、水溶性が高く、２光子吸収

を示すことを見出した。これを用いて、錐体細胞

のGABA受容体の機能地図を調べると、グルタミ

ン酸受容体とは異なり、ほとんど単一スパインへ

の局在は見られず、細胞体や近位の樹状突起に主

として広がって分布していることが明らかになっ

た。これは、概略予想されていたことであったが、

機能分布として捉えられたのは始めてであった。

また、錐体細胞の軸索においてもその機能発現が

あった。これは、抑制性の chandelier細胞が軸索

に投射することに対応する（文献 3）。 

 

出版物等 

 

1.  Hira, R., Honkura, N., Noguchi, J., 

Maruyama, Y., Augustine, G.J., Kasai, H., & 

Matsuzaki, M.   Transcranial optogenetic 

stimulation for functional mapping of the 

motor cortex. J. Neurosci. Methods 2009;

179:258-263.  

2. Morita, S., Yasumatsu, N. Noguchi, J. & 

Kasai, H.  Generation, elimination and 

weight fluctuations of synapses in the 

cerebral cortex. Communicative and 

Integrative Biology 2009; 2:1-4. 

3. Matsuzaki, M. Hayama, T., Kasai, H. & 

Ellis-Davies, G.C.R. Two photon uncaging of 
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沿革と組織の概要 

平成 15年 4月 1日に発足した医学系研究科附

属疾患生命工学センターの研究部門の一つとし

て設立されました。疾患生命工学センターは医学

系研究科と工学系研究科が相互乗り入れした初

めての新しい組織ですが，当該研究部門は，その

中でも工学サイドから基礎医学，臨床医学へアプ

ローチするという観点から，疾患生命工学の新し

い分野を切り拓こうとするものです。管理研究棟

および医学部１号館に研究拠点を置き，その他に

も工学部２号館，８号館，生産技術研究所にも関

連ラボを持ちながら，工学と医学との融合研究を

進めています。  

 

教 育 

牛田教授は医学系研究科大学院および工学系

研究科機械工学専攻およびバイオエンジニアリ

ング専攻において組織工学、生体材料、バイオメ

カニクスの講義を担当している。また、医療ナノ

テクノロジー人材養成ユニットのコアメンバー

として講義を行い、実験，演習を指導している。

研究室内の研究会は工学系研究科再生医工学研

究室と合同で週１回開催され、医学・工学両面か

らの討論を行っている。研究成果に関しては積極

的な学会発表、論文報告を行えるよう指導体制を

整えている。 

伊藤准教授は，大学院工学系研究科・化学シス

テム工学専攻およびバイオエンジニアリング専

攻においては，生体システムエンジニアリング）

を，それぞれ講義している。 

 

研 究 

牛田研究室では再生医療の現場で用いるため

のシンプルかつ効率的な移植材料や診断システ

ムなどのツールや技術を基礎医学、工学的な視点

より創造することを目指している。そのプロジェ

クトのひとつは組織工学的技術による骨、軟骨や

血管といった組織の再生である。各組織の特徴に

適合した組織親和性材料を用い欠損部に自在な

形状を付与する技術を開発している。また、生体

が常にさらされている物理的刺激に注目し、シグ

ナルやバイオイメージングによる解析により細

胞応答メカニズムの解明を試みている。この物理

的刺激を従来の薬剤に代わる組織再生の誘導因

子として用いることができないか、その可能性に

挑戦している。 

１． 再生医学 

１）材料工学  目的組織に適した生体適合性材

料の開発を行っている。人工血管を想定した生体

吸収性伸縮性材料の開発や血栓防止に有利な表

面素材の検討、骨形成に有利な骨用無機材料の開

発、培養担体への三次元造形技術を用いた形状付
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与の研究を行っている。 

２）組織工学  細胞と人工材料を組み合わせた

移植用ハイブリッド材料の作製を行っている。具

体的には合成高分子と軟骨細胞による関節軟骨

移植材料、間葉系幹細胞と無機材料による骨用移

植材料の開発が進行中である。 

２．バイオメカニクス 

１）細胞のメカニカルストレスへの応答解析 

細胞のメカニカル刺激の受容機構はいまだ明ら

かではない。独自に開発した負荷装置を用い、静

水圧刺激や伸展刺激、剪断応力刺激に応答するセ

カンドメッセンジャーやシグナルの変化を定量、

可視化することでメカニズムの解明に挑んでい

る。さらに適切に加わった物理刺激は細胞の分化

調節に関与していることを明らかにしてきた。 

２）メカニカルストレスを応用した組織形成 

静水圧刺激の軟骨分化への効果を利用して、開発

した長期培養が可能な静水圧付加装置により組

織工学的に作製した軟骨組織の成熟化を行って

いる。 

 

伊藤研究室は，「バイオマテリアルシステム工

学」にキーワードに、再生医療とドラッグデリバ

リーの分野に貢献していくことを目標している。

多糖類をベースにしたバイオマテリアル、分子認

識を有する機能性バイオマテリアルなどをベー

スに、材料システム工学の手法に従って多孔膜・

ハイドロゲル・ハイブリッド材料などの 2 次構造

を設計し、さらに各疾患のドラッグデリバリー担

体や組織工学用のスキャフォールドなどの目的

に合わせてこれを最適化していく方法論の確立

を目指す。医学、材料、化学システム工学的設計

論の境界領域から、新しい治療法を提案、確立し

ていくことを目指している。 

１）in situ 架橋生体適合性ハイドロゲルの開発

と医療応用： 生体内で迅速に架橋し、かつ生体

適合性と分解性を有する 2 液性の架橋ゲルの開

発と、ドラッグデリバリーや再生医療への応用研

究を行っている。特に再生医療スキャフォール

ド・腹膜癒着（肝胆膵外科との共同研究）・腹腔

播種（腫瘍外科との共同研究）への適用を検討し

ている。 

２）分子認識スマートバイオマテリアルの開発と

医療応用： 特定のイオン種に応答する透過膜や

ミセルなどの機能性材料の研究と、医療への応用

を検討している。またグリコール核酸リビング重

合開発を通して、新規な in situ 架橋ゲルやプロ

ーブ分子の固定法への展開を試みている。 

３）組織再生プロセスのシステム設計に関する研

究： in vitroでの材料内で細胞増殖に関する数

理的理解、腹腔内 in vivo における材料内での

組織形成に関するシステム的理解と設計を目指

している。セルオートマトンなどの離散モデルと

酸素や増殖因子の拡散を解く偏微分モデルを結

合したハイブリッド数理モデルの構築を目指し

ている。さらに in vitroでの酸素供給体として膜

乳化法を用いた人工酸素運搬体の開発にも着手

している。 

 

出版物等 
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146-155 (2009) 
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沿革と組織の概要 

疾患生命工学センター附属臨床医工学部門は、

平成 15年 4月 1日に発足しました。当部門は、

工学部、医学部、東大医学部附属病院内に存在す

るティッシュエンジニアリング部および医工学連

携部と積極的な人的、学問的交流を行っておりま

す。さらに、平成20年度より始まったGlobal COE

プログラム「学融合に基づく医療システムイノベ

ーション」の中核組織として、産業界との連携を

も推進し、新たな医療ベンチャーの創出や医療ナ

ノテクノロジーに深い造詣を持った医師や工学技

術者の育成に貢献する事も大きな目標としていま

す。当部門は教授 1，准教授 1, 特任准教授 1，助

教 1及び、特任教員若干名より構成されています。 

当部門では、革新的ナノ医療を実現することを

目指しています。近年、原子・分子のサイズや精

度でものを加工（processing）し、組み立て

（assembly）、高次な機能を持つユニットを形成

する技術、すなわちナノテクノロジーが、21世紀

を先導する学術分野として大きな注目を集めてい

ます。ナノテクノロジーが創り出す素材とシステ

ムがナノスケールで一体化したデバイスである

「ナノデバイス」は、「必要な時 (time) に、必要

な部位 (location) で、必要な機能 (function)」を

最小限の侵襲で達成する QOL に優れた未来型医

療システム実現の鍵を握っていると言えます。さ

らにナノデバイスは、基礎医学・生物学の成果を

臨床応用へと迅速に展開する上での重要なインタ

ーフェースとなることが期待されます。本臨床医

工学においては、ナノテクノロジーを基盤とした

革新的な「メディカル・ナノデバイス」を生みだ

す事を通じて、世界をリードする「ナノ医療

（Nanomedicine）」の概念を国内外に向けて発信

することを目標に研究を進めています。 

 

教 育 

これまで我が国で行われてきた医工連携に代表

される活動は、異なる分野間の交流と共同研究を

推進することに主眼がありました。しかしながら

低侵襲診断と標的治療に代表される次世代型医療

分野と、ナノテクノロジーに代表される先端工学

分野の間には未だ強固な理解の壁が存在します。
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そのため、互いの分野から的確にニーズやシーズ

を抽出し融合することが難しく、これが革新的医

療及びその基盤となる産業の勃興・進展を阻んで

います。臨床医工学では、医学と工学という広汎

かつ異なる分野からやって来る学生や大学院生が、

互いの背景を尊重しつつ、縦割りを廃して活発に

互いの領域に踏み込んで融合領域を学習・研究し、

未来医療のためのインテリジェント型ナノデバイ

ス開発に取り組むことのできる最高の環境を提供

する方針です。 

 

研 究 

医薬品は、飲む、注射する、点滴する、貼る、

など様々なルートで私たちの体内に投与されます。

いずれの方法でも、薬物は血管というパイプライ

ンによって輸送され、標的部位に到達します。そ

こで、細胞や組織にある標的と結合することによ

って作用を発揮します。 

薬剤の開発においてシャーレの中の細胞に対し

て作用が認められたとしても、細胞そのものとは

比べものにならない複雑なシステムである人体に

おいては、薬効が認められないだけでなく、重篤

な副作用が惹起されることも稀ではありません。

このような薬剤の有効性を妨げる大きな要因とし

て、薬剤の生体内での不安定性、標的に対する低

い到達効率および正常組織への非特異的分布によ

る副作用の発現などが挙げられます。逆説的に言

えば、薬剤の血流中での安定性を高め、正常組織

に分布することなく、標的に対し選択的に薬剤を

デリバリーすることができれば、薬剤の有効性を

飛躍的に高めることが可能となります。このよう

に、薬剤などの生理活性物質を「必要な時に、必

要な場所で、必要な量だけ効率良く作用させる」

システムは総称してドラッグデリバリーシステム 

(Drug Delivery System, DDS)と呼ばれ、薬物治

療の新しい概念として、近年、著しい発展を遂げ

ております。 

当部門では、親水性高分子のポリエチレングリ

コール(PEG)とポリアミノ酸からなるブロック共

重合体の自己会合により形成されるコア-シェル

型の高分子ミセルの DDS 応用について研究を行

っております。高分子ミセルは、その内核(コア)

を構成するポリアミノ酸の側鎖の化学構造を変化

させることにより、疎水性相互作用、金属錯体形

成および静電相互作用を介して様々な薬剤（疎水

性薬剤、金属錯体および核酸・タンパク質医薬品）

を安定に内包することができ、薬剤の放出速度を

制御することが可能です。また、高分子ミセルは、

天然のウイルスに類似した数十ナノメートルの粒

径と表面に高密度の PEGブラシを有するために、

生体内において異物として認識されず、血流中を

長期滞留することができます。さらに、高分子ミ

セルは、正常組織に比べて新生血管の増生と血管

壁の著しい透過性の昂進が顕著である固形がんに

効果的かつ選択的に集積し、様々な制がん剤を内

包した高分子ミセルに関して抗腫瘍効果の著しい

増強および副作用の軽減が認められております。

実際に、制がん剤アドリアマイシン、タキソール、

SN-38、シスプラチン、ダハプラチン（オキサリ

プラチン活性体）を内包した高分子ミセル製剤に

関しては、国内外で実用化に向けた臨床治験が実

施されております。 

現在、当部門では、このような高分子ミセルに、

標的細胞を認識する機能(標的指向能)や環境に応

答して内包薬剤を放出する機能(環境応答能)など

の種々のスマート機能を賦与することにより、病

巣を認識して機能発現するナノ医療デバイスを構

築し、治療の有効性および選択性を高めることを

目標とした研究を行っております。さらに、可視

光などの外場エネルギーに応答して、治療効果を

発揮する高分子ミセル型ナノマシンの開発も行っ

ております。将来的には、診断機能と治療機能を

一体化したシングルプラットホーム型ナノマシン

を構築することを目標としております。 
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近年、遺伝子治療や RNA 干渉による疾患遺伝

子のノックダウンは、従来の治療法では対処困難

であった疾患の治療法として注目されていますが、

有効なデリバリーシステムが存在しないことが臨

床応用への大きな障壁となっております。そこで

当部門では、プラスミドDNAおよび siRNAのデ

リバリーシステムとして機能する高分子ミセル型

ナノベクターの開発を行っております。上述の外

場エネルギーに応答する機能をナノベクターに統

合することも可能であり、in vivoで狙った場所に

遺伝子および siRNA を導入する革新的な技術と

して期待されます。さらに当部門では、3 次元造

形により空間的に構造を制御した足場材料

(scaffold)と分化誘導因子を発現するナノベクタ

ーを組み合わせることにより、細胞移植を必要と

しない再生医療のためのインプラントの開発も行

っております。 
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沿革と組織の概要 

健康・環境医工学部門は疾患生命工学センター

の一部門として新たに開設された研究室で、医学

部１号館にある。2005年 1月 1日から教授が就

任後、助教授・助手をはじめスタッフと博士研究

員・大学院生・卒論研修生が揃い、2006 年４月

からは研究室としての態勢が整った。スタッフは、

長年、国立環境研究所において、環境有害因子と

健康に関する研究に従事してきた。本研究室のミ

ッションは下記の研究内容に記載する内容であ

る。 

 

研究内容 

今日、次世代を担う子どもたちの健康の歪みが、

発達期・青年期の脳神経系、免疫系、生殖内分泌

系の異常として、さらにはメタボリックシンドロ

ームや認知症の増加・若年齢化として顕在化して

いる。環境や食品中の様々な化学物質が妊娠期・

新生児期に体内に取り込まれて、これらの疾患状

態の発症・増悪に関係することが、疫学的・実験

的研究から示唆されているなか、我々の部門では、

環境毒性学における基本課題へ取り組んでいる。

すなわち化学物質が学習機能や「こころ」に及ぼ

す影響、エピジェネティック変化を介した影響の

発見とそれらの標的分子の同定、さらに、これら

の影響を検出・評価する技術の開発が主たるテー

マである。現在は、特にダイオキシン類、重金属、

内分泌かく乱作用が疑われる化学物質を対象と

し、個体・細胞・遺伝子の各レベルで解析を行い、

毒性発現の実体の解明を行っている。また、安全

で安心な社会の実現のための化学物質リスク評

価の安全基準の策定に資するため、WHO・EU

などの専門家会合への参画、ならびに内閣府食品

安全委員会や環境省・厚生労働省などの行政研究

の推進により、基礎研究から応用研究を展開して

いる。 

環境中に存在する様々な物質をすべて取り上

げることはできないため、現在は、ダイオキシン

や PCB に主な焦点を当てている。その理由は、

社会的にも健康影響が懸念されているというだ

けでなく、生体に対する特異的受容体が存在して

おり、ヒトが曝露するレベルに近い用量で、内分

泌系障害、学習機能障害、免疫機能異常、生殖機

能異常に影響がでることを私たち自身の手によ
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って明らかにしてきた物質だからである。 

研究の進め方としては、フォワード・トキシコ

ロジーのアプローチにより、個体(in vivo) にお

ける影響指標（endpoint）について量・反応関

係に基づき解明しつつ、ターゲット分子とその遺

伝子から病態を解明するリバース・トキシコロジ

ーのアプローチを取っている。 

研究部門全体の研究テーマは、（１）環境有害

化学物質（ダイオキシン・PCB、重金属など）

の分子・細胞レベルにおける毒性発現メカニズム

の解明、（２）毒性感受性を変化させるエピジェ

ネティック・メカニズムの解明、（３）齧歯類に

おける学習・記憶・情動機能への影響の行動毒性

学手法の開発、ならびに細胞・遺伝子レベルにお

ける毒性評価技術の開発、ならびに（４）環境・

食品の安全基準作りのためのリスク評価手法の

開発と応用 である。 

 

教 育 

この 30年間の間に、日本におけるライフサイ

エンスの科学的水準は飛躍的に進歩したが、残念

ながら、環境毒性学（Environmental Toxicology）

は、日本のほとんどの大学・大学院の医学・薬学・

看護・保健学のカリキュラムに十分な位置づけが

なされていない。本研究部門は、ライフサイエン

ス、臨床医学、工学を環境科学に融合させて、環

境因子の健康影響とそのメカニズムの解明につ

いての研究・教育を行っている、ユニークな、大

学の研究部門である。  

大学院の教育では、平成 18 年度以来、「環境

健康科学概論」などを開講している。講義は、医

学のみならず、環境・人間・生態系に関心のある

大学院生を主たる対象とし、一連の講義は、環境

健康科学が包摂する広い専門領域分野における

基礎から最新の知見をカバーするような編成と

した。 

 

主な講義内容は以下の通り： 

1） 環境・人間・生態系――健康環境科学とは？ 

2） 環境化学物質の感知・応答センサーとリスク

軽減因子 

3） POPs関連物質による地球規模の環境汚染 

4） PCB 類およびダイオキシン類の健康被害 -

油症からの教訓 

5） 疫学を考える -脚気の原因をめぐる兼寛と鴎

外の対決 

6） 環境生殖学入門 

7） 魚食とメチル水銀・・食品安全の科学（1） 

8） 毒性学の現状と展望 

9） アジア途上国における環境保健問題：化学物

質をめぐって 

10）高次脳機能～化学物質による学習機能の撹乱 

11）エピジェネティクスと毒性学研究 個人差を

考慮した予防医学-分子疫学への期待 

12）環境化学物質・毒物の解毒排泄機構 

13）人間と鉛との付き合い：同位体分析からわか

ること 

14）コメとカドミウム・・食品安全の科学（2） 

 

学部教育においては、医学科学生の衛生学、な

らびに、健康科学・看護学科の薬理・毒性学の、

主として環境毒性学についての講義を担当して

いる。 

H20年度からは、グローバル COE プロジェク

ト、医療システムイノベーションのメンバーとし

て、ナノトキシコロジーの教育を担当している。 
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沿革と組織の概要 

本部門の前身である医学部附属動物実験施設

は 1971年 4月に開設された。そして、1972年 4

月の施設建設と同時に管理者として専任教員が着

任した。建物は 1973 年 3 月に竣工し、4 月より

施設運営が開始された。2001 年 4 月には医学系

研究科附属へ移行し、2003 年 4 月には医学系研

究科附属疾患生命工学センター発足に伴い、研究

基盤部門の一つとして改組され動物資源研究領域

となった。さらに 2008 年度に動物資源学部門と

改称され、従来の動物実験の支援を主たる業務と

する動物資源研究領域の業務を兼務することにな

った。 

動物資源学部門は研究部門であり、遺伝子操作

マウスの解析により脳機能・神経発生の分子基盤

を明らかにすること、種々のコンディショナルノ

ックアウトマウスを作製し疾患モデル動物を樹立

すること、哺乳動物の発生工学における技術開発

を行うこと等を目標としている。 

動物資源研究領域は研究基盤部門であり、動物

実験施設の管理・運営を主な業務としている。教

員の他、技術職員 3名、事務係長 1名、教務補佐

員 1名、技術補佐員 8名、事務補佐員 2名より構

成されている。さらに、動物飼育の一部、空調管

理、器材洗浄を外部委託しており、外部契約職員

10名前後が施設内で就労している。動物資源研究

領域事務室は医学系研究科動物実験委員会事務局

を兼務しているため、教員は医学系研究科内の動

物実験計画書に対する助言も行っている。 

動物実験施設で飼育中の実験動物は、マカク属

サル、イヌ、ブタ、ウサギ、モルモット、ラット、

マウス、ニワトリである。また、平成 21 年度末

時点での利用登録者数は 298人である。 

動物実験施設は建物と設備の老朽化が著しか

ったため改修工事が行われた（2008 年 9 月工事

終了）。また、同時に医学部教育研究棟 9 階Ⅱ期

の SPFマウス飼育施設を整備し、運用した。生命

科学実験棟（旧動物実験施設）の工事終了に伴い、

2009 年 3 月からコンベンショナル動物の導入が

始まり、本格的な使用再開となった。 

 

教 育 

医学科のM0に対して「実験動物資源学」の授

業を担当している。動物実験を行うために必要な

知識の習得を目的とし、動物福祉と法規制、動物

実験の洗練、動物育種と実験動物種、実験動物の

微生物統御と動物由来感染症等について講義を行

っている。さらに、発生工学を用いた医科学研究、

疾患モデル動物の作製法等についての概説も行っ

ている。 

また、医学系研究科動物実験委員会が主催して

いる動物実験講習会の講師を担当している。内容
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は「法律及び規則等の遵守に関する事項」「動物実

験等の実施及び実験動物の取扱いに関する事項」

「実験動物の飼養保管に関する事項」「安全確保及

び環境保全に関する事項」「実験動物学総論」から

成る。平成 21 年度は 6 回開催し、370 名の動物

実験従事者が受講した。 

 

研 究 

本部門では、脳機能、エネルギー代謝等の分子

基盤を個体レベルで明らかにするため、種々の遺

伝子操作マウスを作製、解析しており主要な研究

内容は以下の通りである。 

（１）代謝型グルタミン酸受容体遺伝子操作マウ

スの解析による小脳の機能解析 

代謝型グルタミン酸受容体 1 型(mGluR1)は、

三量体G蛋白質共役型の受容体で、小脳プルキン

エ細胞等で強く発現している。我々が作製した遺

伝子操作マウスの解析等から、mGluR1は小脳で

のシナプス可塑性、神経回路形成、運動学習に必

須の役割を果たしていることが明らかとなってい

る。我々はmGluR1をプルキンエ細胞のみで発現

し、さらにその発現を時期特異的に制御すること

が可能な mGluR1 cKOマウスを用いて、運動学

習の獲得、発現、保持という諸過程のどの過程に

mGluR1が必要とされるのかを調べるため、瞬目

反射条件付け学習を行い、mGluR1は瞬目反射条

件付け学習において、学習の獲得に必要であるが、

学習の発現には必要ではないことが明らかとなっ

た。 

（２）RhoファミリーGTPaseの神経ネットワー

ク形成における役割 

大脳皮質における層構造および神経ネットワ

ークは、細胞骨格系の緻密な制御によって構築さ

れている。Rac1は RhoファミリーGTPaseのメ

ンバーで、アクチン細胞骨格の制御系の中心に位

置することから、大脳皮質の形成において重要な

役割を担っていると考えられる。我々は、背側終

脳特異的に Rac1 をノックアウトしたマウスを作

製し、大脳皮質の発生過程における Rac1 の生理

機能の解析を行った。このマウスの大脳皮質は 6

層の層構造を形成していたものの、移動障害と思

われる細胞塊によって層構造が部分的に乱れてい

た。また、ノックアウトマウスにおいて、大脳皮

質から脊髄および視床への投射には大きな異常は

観察されなかった一方、反対側の大脳皮質への投

射が著しく欠損していた。ノックアウトマウスの

交連ニューロンは、正中線付近まで軸索を伸ばす

ものの、反対側へ越えることができなかった。こ

れらの結果より、大脳皮質において Rac1 は、軸

索の形成や伸長自体には必須ではないが、交連ニ

ューロンの軸索の正中線交差に特異的に機能して

いることを明らかにすることができた。 

（３）中枢神経系での ERK/MAPキナーゼの機能

解析 

MAP キナーゼ経路は、細胞増殖や分化等様々

な生命現象において重要な役割をはたしている。

古典的MAPキナーゼであるERKはMAPキナー

ゼキナーゼであるMEKによってリン酸化され活

性化される。我々は ERK が海馬歯状回でのニュ

ーロン新生にどのように関与しているかを検討す

るために、前脳特異的かつ時期特異的に優性不能

型MEKを発現するマウス(dnMEK Tg)の作製・

解析を行った。dnMEK Tgでは、dnMEKが大脳

皮質、海馬、嗅球等で強く発現し ERK の活性化

が阻害されていることを確認した。マイクロアレ

イ解析により、海馬歯状回で発現している遺伝子

群の mRNA 量が特異的に減少していることが明

らかとなった。さらに、dnMEK Tgでは海馬歯状

回で顆粒細胞数が減少していることが明らかとな

り、ERK経路が海馬歯状回顆粒細胞の分化、増殖

等に関与していることが初めて示唆された。 

（４）mTORの個体レベルでの機能解析 

免疫抑制剤ラパマイシンの標的因子として見

出された TOR キナーゼは、真核生物に広く保存
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されたシグナル伝達因子である。哺乳類 TOR

（mTOR）はインスリンやアミノ酸により活性化

し、タンパク質合成の制御やオートファジーの抑

制などの細胞応答を誘導し、細胞の適切な成長を

可能にしている。このような知見の多くは薬理学

的、分子遺伝学的解析を用いた細胞レベルの解析

により得られており、哺乳類個体におけるmTOR

の機能に関しては知見が充分でない。我々は活性

化型 mTOR を組織・細胞特異的に発現するトラ

ンスジェニックマウスを作成することで、gain of 

function の観点から mTOR の個体・組織レベル

での役割を明らかにできると考え、骨格筋特異的

に活性化型 mTOR を発現するトランスジェニッ

クマウスを作製した。このマウスの骨格筋では、

mTORの細胞内異質である ribosomal S6 kinase

のリン酸化が野生型に比べ高く保たれており、

mTOR経路が活性化していることが示された。興

味深いことにこのマウスは野生型に比べ骨格筋の

重量が低下していた。この表現型をもたらす分子

メカニズムを明らかにすることで骨格筋における

mTORの役割が明らかになると考えられる。 
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沿革と組織の概要 

本教室は 2008年度に疾患生命工学センター放

射線分子医学部門と改称され、それまでの医学系

研究科における放射線同位元素を使用する研究

支援を主たる業務とする放射線研究領域の業務

を兼務することになった。沿革は、2003 年の疾

患生命工学センターの発足に伴い、かつての放射

線基礎医学講座と放射線研究施設の 2 つの教室

が母体となって新たな組織となったことに由来

する。 

放射線分子医学部門は、放射線医学と分子生物

学を融合する研究を行うことによって、放射線の

より有効な医学応用を最先端の生命科学を駆使

した分子レベルの研究から探索することを目標

としている。 

放射線研究領域は、医学系研究科における放射

性同位元素研究施設の管理・運営を主要な業務と

している。管理に携わる教員としての室長と放射

線取扱主任者は医学部と病院の 2 つの事業所と

も本教室より選任されている。管理体制および施

設の使用状況について本年度は大きな変化はな

い。 

 

教 育 

医学科における放射線基礎医学の科目を担当

している。M1 の講義においては、放射線の物

理・化学から始まり、放射線生物学の基礎的な部

分の理解を目的としている。また、安全な放射性

同位元素の取扱いを習得することを目的とした

実習をアイソトープ総合センターにおいて 2 日

にわたって行なっている。 

M2における放射線基礎医学は、臨床の現場に

おいて放射線を安全に使用するために必要な知

識を習得することを目的としている。この背景に

は、医療において様々な放射線を利用した診断・

治療技術が導入されているにもかかわらず、それ

らの人体影響に関する知識の不足から問題が発

生している事実がある。このような医療被ばくに

加えて、この講義では緊急被ばく医療に対する対

応についても教育を行なっている。これはまれな

事象ではあっても、事故や災害などで大規模な被

ばくがおきた場合を想定して、医療に携わる人間

が誰でも知っておく事を教育することによって

被害を最小限に抑えることを目的とするもので

ある。このような教育はこれまでに例のないもの

である。 

健康科学・看護学科の 3年では放射線保健学の
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講義と実習を担当している。講義では放射線防護

に重点を置きながら広く放射線の人体影響に関

する知識の習得を目的としている。実習では放射

線の簡単測定を行なっている。 

大学院では学部教育と比べて放射線による

DNA損傷応答と修復に関する分子生物学に重点

を置いた教育を行なっている。 

これらの学生に対する教育に加えて、放射性同

位元素の安全管理において新規利用者に対する

教育訓練と継続者に対する教育訓練を 2 つの事

業所において頻繁に行なっている。 

 

研 究 

疾患生命工学センター発足以来、低線量放射線

の生物影響、DNA二重鎖切断に対する非相同的

断端結合（nonhomologous end joining: NHEJ）、

DNA損傷に応答する細胞死、放射線治療におけ

る増感作用など幅広く放射線生物学の研究が行

なわれてきた。2005 年、新しい体制になってか

らはDNA二重鎖切断に対する修復機構の中でも

相同組換え修復を中心として研究を展開してい

る。 

相同組換え修復の早期において大腸菌では

RecA、出芽酵母では RecA のホモログである

Rad51 が中心的役割を担う。歴史的経緯からこ

のような生物における研究が活発に行なわれて

きたが、ヒトのような高等動物では DNA二重鎖

切断修復における役割は重要視されていなかっ

た。しかし、その後の研究によってもう一つの重

要な修復機構である NHEJ と比べても遜色なく

高等動物でも二重鎖切断修復に重要であること

が確立されている。これら二つの大きな相違点は、

まず NHEJ はどの細胞周期でもはたらくのに対

して相同組換えは修復の鋳型として姉妹染色分

体を用いるためにDNA複製期から細胞分裂期に

限定されることである。もう一つは、NHEJ で

は断端が結合するだけであるので、遺伝子の異常

が生じる可能性があるのに対して、相同組換えは

切断されていない染色体を鋳型として修復する

ために正確な修復が期待できることがある。 

本研究室では相同組換え修復の中で、Rad51

と構造的に類似している Rad51 paralog と呼

ばれる蛋白質群の機能解析を行なっている。体細

胞においてはこのグループに属する因子が５つ

存在する（Rad51B、Rad51C、Rad51D、XRCC2、

XRCC3）。これらは構造的には類似しているのに

もかかわらず、各々が独自の機能を有していると

考えられているが、その詳細は不明である。そこ

でヒト体細胞株においてこれらの遺伝子の発現

をノックアウトあるいはRNA 干渉によって低下

することによって解析を行なってきた。 

Rad51Cは Rad51 paralogが形成する 2つの

蛋白質複合体の中心となり、DNA損傷応答の情

報を上流に位置する Rad18と直接結合すること

によって感受して、DNA修復経路を活性化して

いる。この遺伝子の変異ヒト細胞を作製した結果、

この変異細胞では Rad51に依存した相同組換え

修復の機能低下をきたしていることが確認され

た。それに加えて、染色体の正確な分配に必要な

中心体の構造異常と染色体の数的な異常である

異数体増加が観察された。これらの異常は DNA

損傷のセンサーである ATR とその下流の Chk1

に依存した経路が活性化することによって生成

されることが明らかとなり、Rad51Cの機能が低

下した場合にはDNA損傷に応答する情報伝達経

路が中心体と染色体の数的異常の原因となるも

のと考えられた。このような DNA修復機構によ

る染 色体安定性の維 持の観点から Rad51 

paralogの研究を展開している。 

相同組換え修復の中期から後期にかけての分

子機 構はまだ 多くの点が不明であるが、

Mus81-Eme1 複合体が組換えの中間体を解消す

る機能を有することが報告されている。その後の

研究で、この複合体はむしろ停止した複製フォー
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クの解消に重要であることが明らかとなった。そ

こで、この複合体の機能解析をヒト細胞において

行なった。ところが予想に反して、これらの変異

細胞は複製阻害剤よりもDNA架橋剤に対して高

い感受性を呈した。現在のがん治療において高頻

度に使用される薬剤はシスプラチンを代表とす

る白金製剤である。これらは DNA 架橋剤である

ことより、Mus81-Eme1 のがん治療への応用を

視野にいれた研究も展開している。 

このように相同組換え修復の異常は染色体の

数的異常と密接に関連する。ヒトの疾患において

は乳がんにおいて相同組換え修復の異常が存在

することが確立しているが、その他のがんの病態

にも関与することが想定される。さらには非がん

病変への関与も考えられる。このよう本研究は疾

患の病態研究に寄与するが、一方ではがん治療に

おける基盤的研究としても重要である。放射線や

多くの抗がん剤はDNA二重鎖切断によって抗腫

瘍効果を発揮する。ところが通常はそれに対して

修復機構がはたらくために必ずしもDNA切断が

細胞死に至るわけではない。このようながん細胞

における修復機構の詳細が解明されれば、それを

標的とすることによって現在のがん治療をより

有効性の高いものにすることも可能である。この

ような視野から本教室の研究を今後も展開して

いきたい。 
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沿革と組織の概要 

東京大学医学教育国際協力研究センター

(International Research Center for Medical 

Education: IRCME)は 2000年（平成 12年）に発

足した。東京大学に約 20 箇所ある附置センター

の一つであり、大学直轄の部局であるが、医学部

および附属病院とは協力関係にあり、事務は医学

部事務が担当している。当センターは文部科学省

が国際教育協力及びその研究を推進するための基

盤センターの位置づけであり、同様のセンターと

して広島大学、筑波大学には教育、名古屋大学に

は農学と法学、豊橋技術科学大学には工学の各国

際協力研究センターが設置されている。したがっ

て、本センターは国際教育協力及びその研究が大

きな看板であるが、同時に医学部ならびに附属病

院とも密接な連携を保ちながら東京大学の医学教

育を発展させている。 

近年の傾向として、発展途上国への医学教育領

域における国際教育協力活動が増えつつある。ま

た、医学教育、国際協力に関連した各種シンポジ

ウム、セミナー等も活発に実施している。将来的

には、医師に限らず、全国の医学部の国際貢献に

関心のある医学生たちとの繋がりをより密にして、

今後の人材養成に貢献すべくネットワーク化し、

より活発にコミュニケーションをとれるようにし

たいと考えている。 

 

各部門の活動 

1）医学教育国際協力研究部門 

医学教育（医療者教育全般を含む）のあり方を

幅広く研究する部門である。国際的に急速に発達

しつつある医学教育という領域に関し，理論・実

践をも含めた研究を展開すると共に，国内外で教

育実践を改善するための様々な活動をも重視して

いる． 

一方、学内の卒前医学教育のカリキュラム開

発・評価を行うと同時に、PBL テュートリアル、

臨床技能実習などの指導にも参加している。フリ

ークォーター、研究室配属の実習担当施設として

も学生を受け入れている。以上の活動を医学教育

研究としてとらえ、国内外での発表活動を行って

いる。 
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2）医学教育国際協力事業企画調整・情報部門 

医療者教育分野（医・歯・薬・看護・公衆衛生・

リハビリテーションなど）における国際教育協力

の推進を担当している。国際協力機構（JICA）が

企画する医学教育関連の ODA プロジェクトにお

いてリーダーシップを発揮し、「顔のみえる」、「心

の通い合う」国際協力を目指す。具体的活動内容

を以下に示す。 

1. JICA アフガニスタン医学教育プロジェクトの

フォローアップ協力。2009年 4月に大西らが現

地にて全国ワークショップを実施。また 2009年

7月と 11月に計 27名の医学部教員をアフガニ

スタンの 7 大学から招き、医学教育研修を実施

した。 

2. JICA ラオス国セタティラート大学病院医学教

育研究機能強化プロジェクト（2007年 12月～

2010 年 11 月）の受託。北村、錦織、大西は現

地入りし、トレーニングや各種助言を提供した。 

3. 東京大学医学教育共同研究センターをラオス保

健科学大学内に設置し、国内で最初の医学雑誌

の刊行を目指している。 

 

3）外国人客員教授部門 

医学教育の実践・研究に造詣の深い海外の専門

家を招聘している。客員教授は、本センターの活

動計画の策定や教育活動への助言・指導ならびに

共同研究を行う。センター主催の講演会やセミナ

ーなどを通して、学生・研修医に知的刺激を与え

るとともに、医学教育および国際協力に関する最

新の知見を外部に広く発信する。 

医学教育の実践・研究に造詣の深い海外の専門

家を招聘している。客員教授は、本センターの活

動計画の策定や教育活動への助言ならびに共同研

究を行う。センター主催の講演会やセミナー・症

例検討会などを通して、学生・研修医に知的刺激

を与えるとともに、医学教育および国際協力に関

する最新の知見を外部に広く発信する。 

2009年度の外国人研究員は以下の通り． 

‐ Dr. Nurjahan binti Mohamed Ibrahim (1 

Feb-30 May 2009), Associate Professor of 

Family Medicine, Department of Family 

Medicine, International Medical University 

(IMU), Malaysia 

‐ Dr. Rebecca A Harrison (1 Apr – 31 July 2009), 

Associate Professor of Medicine, Division of 

Hospital Medicine, Oregon Health & Science 

University, U.S.A. 

 

出版物等 

 

1. 大西弘高，片山亜弥，北村聖．インドネシアに

おける医師の質改善に向けた改革：卒然コア 

カリキュラムの改訂と医師免許制度の変更を

通して．医学教育．2009;40(4): 279-284 

2. 大西弘高．研修修了時の評価．総合診療医学会

誌．2009;13(2):202-203 

3. 大西弘高．聞き慣れない手法の解説：Clinical 

Jazz, Significant Event Analysis, ポートフォ

リオ．総合診療医学会誌．2009;13(2):204-208 

4. 錦織宏．英国の新しい卒後初期臨床研修制度

（Foundation Programme）～社会民主主義型

の 医 学 教 育 の 一 例 ～ ． 医 学 教 育 ．

2009;40(6):425-432. 

5. Nishigori H, Otani T, Uchino M, Plint S, Ban 

N. I came, I saw, I reflected: a qualitative 

study into learning outcomes of 

international electives for Japanese and 

British medical students. Med Teach. 

2009;31:e196-e201. 

6. Nishigori H, Nishigori M, Yoshimura H. 

DREEM, PHEEM, ATEEM and STEEM in 

Japanese, Med Teach. 2009;31:560. 

7. Yudkowsky R, Otaki J, Lowenstein T, Riddle 

J, Nishigori H, Bordage G. A 

hypothesis-driven physical examination 

learning and assessment procedure for 

medical students: initial validity evidence. 

Med Educ. 2009;43:729-740. 
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東京医学会 第 2482 回 集会 

日時：平成 21 年 4 月 8 日(水) 16：30~18：00 

場所：医学部教育研究棟 13 階 第 6 セミナー室 

演者：ウィルマー・シャウフェリ先生 

(Professor Dr. Wilmar B. Schaufeli) 

(所属) ユトレヒト大学社会科学部社会組織心理学科 

(オランダ) 

(Department of Social and Organization 

Psychology, Faculty of Social Sciences, 

Utrecht University) 

演題：労働者のこころの健康 

－バーンアウトからエンゲイジメントへ－ 

主催：東京医学会 

共催：精神保健学分野 

 

東京医学会 第 2483 回 集会 

日時：平成 21 年 4 月 10 日(金) 16：00~17：00 

場所：医学部教育研究棟 ２階 第２セミナー室 

演者：Prof. Oekan. S. Abdoellah Ph.D. 

(所属) Chairman, Institute for Research and 

Community Services, University 

Padjadjaran (Indonesia) 

演題：Sustainable rural development initiative for 

natural resource management: Role of 

agroforestry in the resource poor tropical 

environments of West Java, Indonesia. 

主催：東京医学会 

共催：人類生態学教室 

 

東京医学会 第 2484 回 集会 

日時：平成 21 年 5 月 26 日(火) 18：30~19：30 

場所：医学部教育研究棟 13 階 第５セミナー室 

演者：Professor Courtney H. Lyder, ND, GNP, 

FAAN 

(所属) Dean, School of Nursing, University of 

California, Los Angeles, USA 

Assistant Director, Ronald Reagan UCLA 

Medical Center 

演題：Introduction of School of Nursing at UCLA 

and future nursing perspectives in the 

United States 

主催：東京医学会 

共催：老年看護学／創傷看護学 

 

東京医学会 第 2485 回 集会 

日時：平成 21 年 4 月 22 日(水) 18：00~19：30 

場所：東京大学医学部図書館 3F 333 会議室 

演者：ヌージャハン・モハメド・イブラヒム 

Nurjahan M. Ibrahim, MD, FRACGP, FAFP, 

AM 

(所属) マレーシア 国際医学大学医学部 准教授 

東京大学医学教育国際協力研究センター 

特任准教授 

演題：Transition from Problem-based Learning to 

Task-based Learning 

主催：東京医学会 

共催：東京大学医学教育国際協力研究センター 

 

東京医学会 第 2486 回 集会 

日時：平成 21 年 5 月 13 日(水) 17：00~18：00 

場所：医学部附属病院中央診療棟 II 7 階大会議室 

演者：Carl H. June, M.D. 

(所属) Director, Translational Research Professor, 

Department of Pathology and Laboratory 

Medicine 

ABRAMSON Family CANCER RESERCH 
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INSTITUTE at the University of 

Pennsylvania Cancer Center 

演題：Opportunities with adoptive T cell therapies 

for cancer 

主催：東京医学会 

共催：トランスレーショナルリサーチセンター 

免疫細胞治療学（メディネット）講座 

株式会社メディネット 

 

東京医学会 第 2487 回 集会 

日時：平成 21 年 5 月 11 日(月) 16：00～17：00 

場所：医学部二号館（本館）1 階 小講堂 

演者：Kunxin Luo 博士 

(所属) University of California, Berkeley (アメリカ) 

演題：SnoN in regulation of mammalian 

carcinogensis 

主催：東京医学会 

共催：分子病理学 

グローバル COE プログラム 

「生体シグナルを基盤とする統合生命学」 

 

東京医学会 第 2488 回 集会 

日時：平成 21 年 5 月 20 日(水) 18：00～19：30 

場所：東京大学医学部図書館 3F 333 会議室 

演者：レベッカ・ハリソン 

Rebecca A. Harrison, MD, FACP 

(所属) アメリカ合衆国 オレゴン健康科学大学 准教授 

東京大学医学教育国際協力研究センター特

任准教授 

演題：Academic Hospitalists Movement in the 

United States; Opportunities and Challenges 

for Patient care, Education, and Research 

(邦題 「米国におけるホスピタリストという

キャリアモデル」) 

主催：東京医学会 

共催：東京大学医学教育国際協力研究センターｰ 

 

東京医学会 第 2489 回 集会 

日時：平成 21 年 7 月 4 日(土) 13：40～15：00 

場所：医学部教育研究棟 14 階 鉄門記念講堂 

演者：Associate Professor, Tiny Jaarsma, RN, PhD 

(所属) Department of Cardiology, University 

Medical Center Groningen, The Netherlands 

演題：Disease Management for Patients with Heart 

Failure in Europe 

主催：東京医学会 

共催：成人看護学/ 緩和ケア看護学分野 

 

東京医学会 第 2490 回 集会 

日時：平成 21 年 6 月 17 日(水) 18：00～19：30 

場所：東京大学医学部図書館 3F 333 会議室 

演者：レベッカ・ハリソン 

Rebecca A. Harrison, MD, FACP 

(所属) アメリカ合衆国 オレゴン健康科学大学 准教授 

東京大学医学教育国際協力研究ｾﾝﾀｰ特任准教授 

演題：A Call for Work-life Balance in Academic 

Medicine in the United States; Influences, 

Trends and Challenges 

主催：東京医学会 

共催：東京大学医学教育国際協力研究センター 

 

東京医学会 第 2491 回 集会 

日時：平成 21 年 7 月 8 日(水) 16：30～18：00 

場所：医学部 3 号館 S101 教室 

演者：ジャン・デヨンゲ先生 

(Professor Dr. Jan De Jonge) 

(所属) アイントホーヘン工科大学 産業技術・イノベーション科

学部人間パフォーマンスマネジメントグループ(オランダ) 

(Eindhoven University of Technology, 

Department of Industrial Engineering and 

Innovation Sciences, Human Performance 

Management Group) 

演題：職業性ストレス研究の新しい展開： 

仕事のストレス要因―アウトカムのマッチ
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ングの視点から 

主催：東京医学会 

共催：精神保健学分野・精神看護学分野 

 

東京医学会 第 2492 回 集会 

日時：平成 21 年 7 月 6 日(月) 16：00～17：00 

場所：医学部二号館（本館）1 階 小講堂 

演者：Peter Baluk 博士 

(所属) University of California, San Francisco 

(UCSF), USA 

演題：Mechanisms of vascular remodeling in 

inflamed airways 

主催：東京医学会 

共催：分子病理学・グローバル COE プログラム 

「生体シグナルを基盤とする統合生命学」 

 

東京医学会 第 2493 回 集会 

日時：平成 21 年 7 月 15 日(水) 18：00～19：30 

場所：東京大学医学部図書館 3F 333 会議室 

演者：レベッカ・ハリソン 

Rebecca A. Harrison, MD, FACP 

(所属) アメリカ合衆国 オレゴン健康科学大学 准教

授 

東京第学医学教育国際協力研究ｾﾝﾀｰ 特任准

教授 

演題：“Promotion of the Clinician-Educator in the 

United States” 

「米国における臨床教育家への評価～その

昇進について～」 

主催：東京医学会 

共催：東京大学医学教育国際協力研究センター 

 

東京医学会 第 2494 回 集会 

日時：平成 21 年 8 月 4 日(火) 18：00～20：00 

場所：医学部教育研究棟 13 階 第 8 ｾﾐﾅｰ室 

演者：Rita Newland 先生（Senior Lecturer） 

(所属) City University London, UK 

Programme Director, BSc (Hons) Specialist 

Community Public Health Nurse 

Programme (School Nurse and Health 

Visitor Routes) and BSC (Hons) Primary 

Care (District Nurse route). 

演題：Continuing education of Public Health 

Nurses by cooperation of local government 

and university/graduate school. 

大学・大学院との協働による保健師の継続教育 

主催：東京医学会 

共催：地域看護学分野 

 

東京医学会 第 2495 回 集会 

日時：平成 21 年 9 月 16 日(水) 18：00～19：30 

場所：東京大学医学部図書館 3Ｆ 333 会議室 

演者：大西 弘高 

(所属) 東京大学医学教育国際協力研究センター 講師 

演題：「教育プログラム評価とは」 

主催：東京医学会 

共催：東京大学医学教育国際協力研究センター 

 

東京医学会 第 2496 回 集会 

日時：平成 21 年 10 月 9 日(金) 18：00～18：45 

場所：山上会館 2 階 大会議室 

演者：Guillermo García-Cardeña,PH.D. 

(所属) Department of Pathology, Harvard Medical 

School, and Laboratory for Systems Biology. 

Center for Excellence in Vascular Biology, 

Brigham and Women’s Hospital, Boston, MA 

USA 

演題：Biomechanical Control of Vascular Identity 

and Function 

主催：東京医学会 

共催：システム生理学 

 

東京医学会 第 2497 回 集会 

日時：平成 21 年 10 月 20 日(火) 18：00～19：00 
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場所：医学部本館 1 階 小講堂 

演者：David A. Tuveson 博士 

(所属) Cambridge Research Institute, Cancer 

Research UK 

演題：Pancreatic Cancer Models and Medicine 

主催：東京医学会 

共催：消化器内科学 

 

東京医学会 第 2498 回 集会 

日時：平成 21 年 10 月 28 日(水) 18：00～19：30 

場所：東京大学医学部図書館 3 階 333 会議室 

演者：神津 忠彦 

(所属) 東京大学医学教育国際協力研究センター 

名誉客員研究員 

東京女子医科大学 名誉教授 

医学教育振興財団 参与 

演題：｢応用PBL(Applied PBL) ―すべての学びの場

に PBL を｣ 

(第 15回 東京大学医学教育セミナー) 

主催：東京医学会 

共催：東京大学医学教育国際協力研究センター 

 

東京医学会 第 2499 回 集会 

日時：平成 21 年 11 月 2 日(月) 16：00～17：00 

場所：医学部二号館 (本館) 1 階 小講堂 

演者：Rik Derynck 博士 

(所属) University of California, San Francisco 

 (アメリカ) 

演題：TGF-β Signaling in Development and 

Disease 

主催：東京医学会 

共催：分子病理学 

グローバル COE プログラム 

｢生体シグナルを基盤とする統合生命学｣ 

 

東京医学会 第 2500 回 集会 

日時：平成 21 年 11 月 13 日(金) 18：00～19：30 

場所：東京大学医学部附属病院 中央診療棟Ⅱ 7

階 大会議室 

演者：Professor Peter John Rees 

(所属) Dean of Undergraduate Education King’s 

College London School of Medicine 

演題：Changes in United Kingdom Medical 

Education 

(第 16回東京大学医学教育セミナー) 

主催：東京医学会 

共催：東京大学医学教育国際協力研究センター 

 

東京医学会 第 2501 回 集会 

日時：平成 21 年 11 月 16 日(月) 18：00～19：00 

場所：医学部教育研究棟 2 階 第 1, 2 セミナー室 

演者：ジョナサン・D・モレノ先生 

Jonathan D. Moreno, Ph. D. 

(所属) ペンシルバニア大学 

(The University of Pennsylvania) 

演題：Bioethics and Biopolitics in America 

アメリカにおけるバイオエシックスと 

バイオポリティクス 

主催：東京医学会 

共催：医療倫理学分野 

グローバル COE プログラム 

｢次世代型生命・医療倫理の教育研究拠点創成｣ 

 

東京医学会 第 2502 回 集会 

日時：平成 21 年 11 月 18 日(水) 18：00～19：30 

場所：東京大学医学部図書館 3Ｆ 333 会議室 

演者：西城 卓也 (Takuya Saiki, MD, MHPE) 

(所属) 名古屋大学医学部附属病院総合診療部 助教 

演題：｢医学教育学者は、本当に必要なのか？ 

―臨床医とのコラボレーションを目指して｣ 

(第 17回 東京大学医学教育セミナー) 

主催：東京医学会 

共催：東京大学医学教育国際協力研究センター 
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東京医学会 第 2503 回 集会 

日時：平成 21 年 11 月 30 日(月) 18：00～19：00 

場所：医学部教育研究棟 13 階 第 6 ｾﾐﾅｰ室 

演者：Dr. Curtis C. Harris 

(所属) Chief, Laboratory of Human Carcinogenesis, 

CCR, NCI, NIH, Bethesda, MD, USA 

演題：Inflammation and cancer: interweaving 

microRNA, P53 and innate immune 

pathways 

主催：東京医学会 

共催：人体病理学講座 

 

東京医学会 第 2504 回 集会 

日時：平成 21 年 12 月 9 日(水) 18：00～19：30 

場所：東京大学医学部図書館 3Ｆ 333 会議室 

演者：Bob Anderson, Ed. D 

(所属) Professor & Senior Research Scientist, 

University of Michigan Diabetes Research & 

Training Center 

演題：Preparing Medical Students to Treat Diabetes 

(第 18回東京大学医学教育セミナー) 

主催：東京医学会 

共催：東京大学医学教育国際協力研究センター 

 

東京医学会 第 2505 回 集会 

日時：平成 22 年 1 月 19 日(火) 18：00～19：30 

場所：東京大学医学教育研究棟 13F 

公共健康医学専攻講義室 

演者：Dr. Stavroula Leka, CPsychol FRSPH 

(所属) Associate Professor in Occupational Health 

Psychology, Institute of Work, Health & 

Organisations, University of Nottingham, 

UK 

(英国ノッティンガム大学仕事・健康・組織研

究所産業保健心理学分野・准教授) 

演題：European Framework for Psychosocial Risk 

Management : PRIMA₋EF 

(職場における社会心理的リスクマネジメン

トの欧州枠組み：PRIMA₋EF プロジェクト) 

主催：東京医学会 

共催：精神保健学分野・精神看護学分野 

 

東京医学会 第 2506 回 集会 

日時：平成 22 年 1 月 27 日(水) 18：00～19：30 

場所：東京大学医学部図書館 3Ｆ 333 会議室 

演者：田川 まさみ 

(所属) 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科医歯学 

教育開発センター センター長・教授 

演題：｢医学教育者のコンピテンスと養成プログラム｣ 

(第 19回 東京大学医学教育セミナー) 

主催：東京医学会 

共催：東京大学医学教育国際協力研究センター 

 

東京医学会 第 2507 回 集会 

日時：平成 22 年 2 月 5 日(金) 18：00～20：00 

場所：医学部教育研究棟 ２階 第２セミナー室 

演者：INsook Lee 先生 

(所属) Seoul National University College of Nursing 

演題：Development of community based preventive 

health care model for the aged in Korea 

through evaluation of Japanese counterpart. 

主催：東京医学会 

共催：地域看護学分野 

 

東京医学会 第 2508 回 集会 

日時：平成 22 年 2 月 12 日(金) 18：00～19：30 

場所：東京大学医学部図書館 3Ｆ 333 会議室 

演者：Kanokwan Sriruksa, MD, DipMedEd 

（カノクワン・スリルクサ） 

(所属) タイ・コンケン病院小児科医師 

東京大学医学教育国際協力研究センター 

特任講師 

演題：Medical Education in Thailand: Past, Present 

and Future 
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「タイ国の医学教育～西洋医学との遭遇の歴史、

医師不足問題を抱える現在、そして未来への課

題～」（第20回 東京大学医学教育セミナー） 

主催：東京医学会 

共催：東京大学医学教育国際協力研究センター 

 

東京医学会 第 228 回 特別学術講演会 

（第 2509回 集会） 

日時：平成 22 年 3 月 11 日(木) 午後3 時～4 時 30 分 

場所：臨床講堂 

演者：新家 眞 

(所属) 東京大学教授 眼科学担当 

演題：緑内障への挑戦：ネズミ、猿、そしてヒトへ 

主催：東京医学会 

 

東京医学会 第 2510 回 集会 

日時：平成 22 年 3 月 5 日(金) 13：00～14：00 

場所：東京大学医学部本館(2 号館)3 階 大講堂 

演者：Christopher K. Glass 博士 

(所属) Professor of Cellular and Molecular Medicine 

University of California, San Diego, USA 

演題：Nuclear receptor repression pathways that 

regulate inflammation 

主催：東京医学会 

共催：加齢医学 

代謝生理化学 

 

東京医学会 第 2511 回 集会 

日時：平成 22 年 2 月 4 日(木) 16：00～17：00 

場所：医学部二号館 (本館) 1 階 小講堂 

演者：田畑 泰彦 博士 

(所属) 京都大学再生医科学研究所 教授 

生体組織工学研究部門 生体材料学分野 

演題：バイオマテリアルからみた再生医療と生物医

学研究のニューフロンティア 

主催：東京医学会 

共催：分子病理学 

グローバル COE プログラム 

｢生体シグナルを基盤とする統合生命学｣ 

 

東京医学会 第 2512 回 集会 

日時：平成 22 年 3 月 19 日(金) 18：00～19：30 

場所：東京大学医学部図書館 3Ｆ 333 会議室 

演者：錦織 宏 

(所属) 東京大学医学教育国際協力研究センター 

講師 

演題：医学教育と医学教育学 

～Reflective Medical Teacher モデル～ 

（第 21回 東京大学医学教育セミナー） 

主催：東京医学会 

共催：東京大学医学教育国際協力研究センター 

 

東京医学会 第 2513 回 集会 

日時：平成 22 年 3 月 8 日(月) 17：30～19：00 

場所：中央診療棟 II 中会議室 

演者：田嶼 尚子 教授 

(所属) 東京慈恵会医科大学内科学講座 

(糖尿病・代謝・内分泌内科)主任教授 

東京慈恵会医科大学 医学科長・教学委員

長・理事 

演題：糖尿病と疫学‐私の歩いてきた道 

主催：東京医学会 

共催：糖尿病・代謝内科 

 

東京医学会 第 2514 回 集会 

日時：平成 22 年 3 月 26 日(金) 17：30～19：00 

場所：東京大学医学部図書館 3Ｆ 大会議室 

演者：Gillian Slinger (ジリアン・スリンガー) 

(所属) 国境なき医師団スイス/リプロダクティブ 

へルスアドバイザー 

演題：Obstetric Fistula－国境なき医師団の挑戦 

主催：東京医学会 

共催：産科婦人科学 
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東京医学会 第 2515 回 集会 

日時：平成 22 年 3 月 29 日(月) 17：30～19：00 

場所：中央診療棟Ⅱ 地下 1 F 会議室 

演者：Frank J. Gonzalez 教授 

(所属) Laboratory of Metabolism National Cancer 

Institute 

演題：New physiological functions of PPAR� as 

revealed through metabolomics 

主催：東京医学会 

共催：糖尿病・代謝内科 

健康環境医工学部門 
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